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この「アジアの動向」く国別シリーズ） 1967年は，月刊「アジ

アの動向」を各国別にまとめ，総目次， 1967年の回顧，年表を

追録したものです。

アジア諸国の政治・経済の動きを適確に把握する基礎資料と

して，月刊「アジアの動向」とあわせて利用ください。
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ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向

1967年の回顧

今年はロシア革命後50周年にあたるというので，ソ連の党も政府も，そし

て一般の人民も，大むね， 11月はじめの記念祝典に計画や労働のテンポを合

わせて行動した嫌いがあり，そのため肝心の点がぼかされて，適当に糊塗さ

れた面が少なくなかった。ところで1967年におけるソ連内外の重要問題は，

ほぼ次の諸点にしぼる事ができょう。

I 内政・外交問題

1. 核拡散防止条約と ABM問題

1966年はじめ以来，課題とされていた核不拡散の問題が， 1月早々ロンド

ン筋の報道で大きくクローズアップされた。それは，米ソ両国が核拡散防止

条約案文で、最終的に合意に達したと報じた事である。これにこたえるように

2月 9日，下回外務事務次官が「日本も平和的核爆発の権利は保留する」と

述べて，日本の朝野に少なからぬ波紋を投じた。一方，西ドイツのキージン

ガ一首相も 2月11日「西ドイツ国民の判断と良心以外のなにものも，このよ

うな協定を強要する事はできない」と反論した。このような空気の中で核防

条約は 2月21日から再開された，ジュネーブ18ヵ国軍縮委員会の議題に乗せ

られたが，この条約のもつ不平等性と，米ソ両国の余りに露骨な核独占の意

図に非核諸国のきびしい反論が加えられた。

一方，米ソ両国は ABM（ミサイノレ迎撃ミサイノレ）の開発配備に関して，

相互に凍結しようという秘密の交渉を 1月頃から持っていた。これは 1月10

日の米大統領演説で，《ABMシステムの相互凍結》についてソ連に呼び、かけ

た事が発端となったものである。すなわち日進月歩の軍事技術の最高水準を

常に維持しながら，大規模な ABMシステムを展開配備させることは，流石

の米国やソ連でも余りに負担が重すぎると感じており，中でもソ連のハト派

は圏内の経済建設に多くの問題をかかえている今，出来るならばABMはじ
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め軍事予算を削って民需やシベリア開発などの方面へ資金をまわしたい意向

であると見られる。これらの共通の利害から，米ソ首脳の間で ABMの相互

凍結の話合いが，ひそかにすすめられていたと推測される。

所が 6月初旬から勃発した中東戦争で，米ソ首脳がグラスボロで会談をお

こなった際，中国がそれにタイミングを合わせたかの如く水爆実験をおこな

った事が大きな刺戟となり，遂に 9月18日，マクナマラ米国防長官は中共の

核ミサイノレに対抗する薄い ABM網の建設に乗り出すと声明した。しかし，

その一方ではソ連との ABM交渉の継続を希望するという矛盾した方針を打

ち出していた。だがソ連が実施した一連の人工衛星の実験が，軌道爆弾（も

しくは衛星爆弾）の開発であったらしいと， 11月はじめマクナマラ長官が発

表し，ついで11月7日の革命記念ノfレードに軌道ロケットが姿を見せるにお

よんで米ソの核ミサイノレ競争は再燃の気配を見せ始めている。

核拡散防止条約草案は 8月24日，米ソ合意のものがジュネーブ軍縮委員会

に提出されたが，その内容に関して非核諸国の猛烈な反対に会って行き詰り

再び米ソの間で修正案が練られている模様である。この条約には東欧諸国内

部にも若干の反対論が生じつつあり，とくにルーマニアははっきりと反対の

意志を表明して， 5年以内に核兵器廃棄が開始されなければ，締結非核保有

国は条約義務を一切免がれうると修正することを要求し，モスクワの指導者

達に苦い思いをさせている。ポーランドの党機関紙も『ユーラトム諸国が核

技術の面で米国の支配から脱しようと努力しつつある事は共感できる』と述

べて，暗にソ連の核独占に一矢をむくいた。しかも，ソ連および米国の内部

事情や，世界の情勢は核防条約の成立にますます困難さを増しており， 1968

年の成り行きが注目される。

2. 中ソ対立激化と世界党会議問題

1月25日，モスクワのレーニン廟前で，毛語録を読んでいた中国人学生と

ソ連警官との聞に乱闘さわぎがおきた事から，かねての中ソ対立が一挙に険

悪化レ深刻の度を加えていたが，中東戦争でアラブ側が敗北したにもかかわ

らず，ソ連が積極的に介入せず，むしろ，グラスボロ会談などによって米ソ

の和解がはかられるにいたって， 8月14,17の両日，北京のソ連大使館に紅
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衛兵が乱入し，家具や書類，自動車を焼いたばかりか，数名のソ連人外交官

に暴行を加えて重傷を負わせるに到った。また， 8月中旬大連港でソ連船ス

ピノレスク号が中国側に抑留される事件もおこった。その少し前に北京市内の

壁新聞は新彊省国境における中ソ両軍の衝突事件を報じたが， 8月7日，モ

スクワ筋はこれを否定した。同じ頃，ソ連軍数万がモンゴノレに派遣されて中

蒙国境に配置されているという中国側の非難に対しでも，ソ連はこれを事実

無根として否定した。しかし， 11月7日，ウランパートノレで、挙行されたロシ

ア革命50周年記念ノミレードにソ連軍部隊が参加した事によって，ソ連軍のモ

ンゴノレ駐屯はやはり事実であったことが明白になった。これらの点から推察

すれば，新彊省とウズベク共和国との境界で中ソ両軍の聞に衝突があったと

いう北京の壁新聞は，あるいは事実であったのかも知れない。

ソ連共産党はこのような中ソの対立に何等かの決着をつけようとして，今

年も機会ある毎に世界党会議開催の必要を強調してきた。そして， 4月24日，

チェコのカノレロピ・パリで欧州共産党会議を聞き， 22の党が参加したが，も

りあがりを欠いた低調なものに終った。その後も各国共産党のうち，完全に

ソ連共産党に同調するものは依然として少なく，ソ連共産党の思惑はなかな

か実現されそうにもない，いずれ， 1968年中に何等かの形で予備的な党会議

が聞かれるかもしれないが，参加する党は多くはないと予想される。

3. 東欧対策

この数年来，次第に自主的な姿勢を強め始めてきた東欧諸国は，今年もま

すますその傾向を強めた。 1月31日， Yレーマニアが西ドイツと正式に国交を

樹立した事は，ソ連のみならず東欧諸国，とくに東独とポーランドに大きな

ショックを与えた。このノレーマニアの動きを予知して，ブレジネフ，コスイ

ギン，ポドゴノレヌイのクレムリン 3首脳は 1月17,18の両日，突如としてポ

ーランドを訪問し，両国首脳会談を開いて対策を協議した。しかし，コメコ

ン内の閉鎖的な経済体制のために，東欧諸国の技術水準は西欧に比べて， 10

年以上おくれているといわれ，とくに工業国チェコの悩みは大きいという。

そのため，ルーマニアの例にならって，チェコやノ、ンガリーなども西ドイツ

に接近する可能性があると見られるに到った。このため，東独のウノレブリヒ

qu 
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ト議長がモスクワへ哀訴した結果， 2月8日からワノレシャワでソ連・東欧外

相会議を開き，東欧諸国の西独接近にブレーキをかけた。しかし，ソ連自身

が西独と正式に国交を有しており，貿易量も相当な額に達している以上，余

り歯切れの良い態度はとれなかった模様である。

一方，ソ連とコメコン諸国との聞には貿易価格の面でも，意見の対立が生

じている。それはソ連からコメコンへ輸出される原料資材が，次第にシベリ

アなどの遠隔地の開発に頼らざるを得なくなり，そのためコストが嵩みはじ

めた所から，原料資材の値上げをソ連が要求したものである。しかし，もと

もと東欧諸国は，第二次大戦後，一方的にソ連からきわめて高い原料資材を

買わされ搾取されてきた苦い記憶を持っているので，このソ連の要求に一斉

に反発の色を示した。現在，ソ連が東欧のコメコン諸国へ供給している原料

その他は石油約2100万トン，鉄鉱石2300万トン，電力30億kwhに達している。

しかも，石油の例でいうと，ソ連は西側諸国へ売る価格の約2倍の値でコメ

コン諸国へ引き渡しているのであって，如何にソ連に忠実な衛星固といえど

も，これ以上の負担は承知し得まい。 （注，西側へは原油 1トンあたり平均

価格は 10.25ドノレ，チェコへは 22.58ドノレ，ハンガリー20.36ドノレ，ポーラン

ド21.97わけまた， 3月末にマリノフスキー国防相が死去したため，ワノレシ

ャワ条約機構軍総司令官であったグレチコ元帥が後任に任命された結果，ワ

ルシャワ機構軍総司令官の後任人事で，東欧諸国が少なからぬ注文をつけた

と報じられた。ソ連ははじめからヤクボフスキー元帥（キエフ軍管区）を後

任に推していたが，ノレーマニアはソ連人の総司令官就任に公然と反対した。

そして，ワルシャワ条約機構内にはポーランドのスヒ。ハノレスキー国防相を推

す声が相当つよかったと伝えられる。結局，ソ連の希望通りヤクボフスキー

元帥が総司令官に就任したが，それは 5月13日のことであった。グレチコ元

帥がソ連国防相に任命されたのは 4月12日付であったから，約 1ヵ月間，ワ

ノレシャワ条約軍総司令官のポストは空席のままにおかれた訳である。この一

事を見ても，ソ連と東欧諸国との利害の調整が容易なものでない事が推察で

きょう。

このワノレシャワ軍総司令官の後任人事でもめ続けている最中の 5月7日に

ルーマニアの党機関紙「スクインテア」は 4頁にわたる論文を掲載して，ソ
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連の秘密機関がルーマニアの一部の古参党幹部をそそのかして，チャウセス

ク書記長グループの自主独立路線派を葬り去ろうとした事実を暴露して，他

国の党内事情に対するソ連の許しがたい干渉をきびしく非難した。これはル

ーマニアの自主独立路線に業を煮やしたソ連の KGBがチャウセスク政権転

覆計画を進めたが，事は未然に発覚して，ますますソ連とルーマニアの関係

は冷却するという逆効果を招いてしまったものらしい。そのため KGB（国家

保安委員会）の長官であったセミチャストヌイが 5月19日付で解任左遷され

るという意外な結末まで生んでしまった。

6月はじめから勃発した中東戦争に関しでも，ソ連と東欧の首脳会議が前

後2回にわたっておこなわれたが，はじめの会議（ 6月 9日〉ではノレーマニ

アが，イスラエルを侵略者として非難する決議に反対し， 2回目の 7月11,

12日の会議にはルーマニアは出席しなかった。このような事からソ連とルー

マニアの関係は悪化の一途をたどり，一時はルーマニアがワルシャワ条約を

脱退するらしいという暗まで流布された程で、あった。 9月 6日，三たび，ソ

連・東欧首脳会議がベオグラードでひらかれ，ソ連のブレジネフラコスイギ

ンらの首脳陣も参加したが，アラブ諸国に対する具体的援助については，各

国個別に交渉すると最終コミュニケで述べたに終った。そして，この会議で

もノレーマニアはイスラエノレに対する非難決議に反対した。

ロシア革命50周年記念祝典が終了して，再び事態は動きはじめた。ノレーマ

ニアのチャウセスク書記長は12月6日からひらかれた国民議会と党全国会議

で，ソ連追随派の古い党幹部を格下げして，国家協議会議長（国家元首〉を

兼ねる事に成功した。そして，チャウセスク書記長以下の代表団は12月14日

朝，公式に汽車でモスクワのキエフ駅に到着し，ソ連首脳と重要会談に入っ

た。会談は 2日間にわたって続いたが， 15日，ノレーマニア代表団が帰国した

あと発表された共同声明は，きわめて冷いもので両国首脳の会談が殆んどみ

るべき成果をあげなかった事を示していた。ソ連はノレーマニアに対して，鉄

鉱石はじめ各種の原材料の供給を遅延させて経済的圧迫を加えており，その

ため，ルーマニアは原料の手当てを西側諸国にふり変えようとしつつある。

一方，チェコにおいても，新経済方式の導入が予期した効果をあげず，か

えってインフレと物価上昇というマイナスの効果だけ強くあらわれて，重大
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な経済危機に，今年夏頃から陥りつつあった。そのため，党内保守派は再び

統制強化の方向へ後退しようと主張し，自由派は，価格や投資計画が天下り

的な党の方針で決められている以上，新方式が効果をあげ得ないのは当然で

あるとして，より一層の自由化を主張し，激しい対立が生じていた。そして

ともかく，ロシア革命50周年祝賀行事まではボロを出さないよう表面をとり

つくろっていたが， 12月に入るや，急激に事態は険悪化し，ノボトニー第 1

書記の解任は避けられない情勢になった。そのため，ブレジネフ書記長は12

月はじめ急速フ。ラハへ飛び， 12月14日の予定であったチェコ党中央委の開催

を延期させ，ノボトニーの解任を阻止，もしくは延期させようと奔走したと

伝えられる。しかし，チェコの内部における親ソ的な保守派は大幅に後退し

つつあり，ポーランド，東独とならんで対ドイツ問題で鉄の三角地帯を形づ

くっていたその一角が崩れようとしつつある。ノボトニーの解任が実現すれ

ば，チェコがノレーマニアやユーゴなどのように，西ドイツに接近して国交を

ひらき，経済の自由化が急速にすすむものと予想されるに到った。

このように今年 1年間におけるソ連の対東欧政策は殆んど全面的に失敗と

挫折の連続であったということができる。

4. 重要人事と治安統制問題

まず3月31日，マリノフスキー国防相が死去したが，その後任をめぐって

党と政府と軍の三者の間で約2週間にわたって意見の調整が続けられた。は

じめ後任にはウスチーノフ政治局員候補の名と，シェレーピン政治局員の名

があげられていたという。これは後任国防相に党人をあてて，軍に対する党

の掌握を強化しようというクレムリンの狙いを示したものであった。しかし

結局，後任国防相がブレジネフ書記長に近い線のグレチコ元帥に決定した事

は，ソ連の党と政府と軍を超近代的なシステムに切り替え，強化しようと企

図している技術・情報官僚のエリートであるシェレーピンなどの勢力に少な

からぬ打撃となった模様である。また 3月6日にはスターリンの娘スベトラ

ーナが印度旅行中に米国への亡命を申し出て， 4月21日，ニューヨークへ到

着するという事件もおこった。この外，西欧諸国に配置されていたソ連のス

パイ網が次々に検挙されて，殆んど壊滅状態におち入るという事態、も発生し
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た。このような中で 4月13日付でゴリューノフ・タス通信社長が解任され，

アフリカ駐在の外交官（ケニア大使）として飛ばされた。

そして 5月四日，遂にKG B長官のセミチャストヌイラヴェ．イエ．が解

任され，ウクライナの第 1副首相に左遷された。そして，ブレジネフ路線の

アンドロポフ書記が後任のKG B長官に任命された。また， 5月19日付の

「赤い星J紙が， KG Bに出向していたルウクシン少将が自殺したことを暗

示して弔意を表した事も注目された。 lレウクシン少将はKG Bの内部で赤軍

に対する統制保安の任にあたっていた人物で，セミチャストヌイの失脚にか

らんで自殺に追いこまれたものと推測される。かくして1958年当時青年共産

同盟（コムソモル〉第 1書記であったシェレーピンが，フルシチョフ前首相

によってKG B長官に抜擢されて以来，約10年間にわたって，秘密警察 CK

GB）はコムソモノレ系の新進エリート達によってその指導権を占められてい

たし，プラウダ紙やタス通信のような通信，報道機関も殆んど，この派の人

物によって押さえられていた。その他，科学技術関係，とくに電子計算機な

どの電子情報処理機械の開発と管理をつかさどる部門も，大むね，この派の

人物によって占められていたといえる。それゆえ，シェレーピンを筆頭とし

て，セミチャストヌイ，ゴリューノフ，パブロフ（現コムソモノレ第 1書記）

などの若手党官僚はソ連における情報科学革命と高度工業化革命によって，

必然的に発生してきた新しいタイプの情報・技術・統制官僚の集団であった。

このグルーフ。が1967年の前半において大きく後退せざるを得なかった事は，

米国におけるマクナマラのコンビュータ一戦略が，ベトナムで大きくつまず

いたことと決して無関係ではない。

米国のコンビュータ一派が，制服軍人の反発をうけて次第に後退し，ジョ

ンソン大統領のような古風な政治感覚が主流になってきたのと同じく，クレ

ムリン内でもソ，連のコンビュータ一派とでもいうべきシェレーピン・グルー

プを退け，ブレジネフの周辺に集っている古風な幹部達が，再び党の主導権

を握りはじめたもののようである。勿論，このような人事の裏には，コスイ

ギンなどのハト派の揺さぶりが，かなりの影響を与えたらしい。経済の利潤

方式をすすめているクレムリンのハト派としては，あまりに中央集権的な経

済計画を企図しているシェレーピン派とは相容れないからである。セミチャ
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ストヌイより 10才以上も年長で，しかも最近の』情報科学革命にも余り精通し

ていないアンドロポフが KGB長官に就任した事は，クレムリンの今後の政

策が，若干あともどりして，古い型になる前兆かも知れない。これはワシン

トンの最近の動き，とくにマクナマラ国防長官退任の決定などと相呼応して，

米ソの世界政策が，ケネデ、イニフlレシチョフ時代にひかれたラインから，外

れてゆく事を示唆しているのかも知れない。

その後， 6月27日，モスクワ市党委員会のエゴノレイチェフ第 1書記が解任

され，ソ連労組中央評議会議長のグリシン議長が，その後任にあてられた。

そして，労組中央評議会議長にシェレーピン政治局員が任命され，書記の職

を解かれた。これはシェレーピンの明らかな格下げと目された。

しかし，一方では約7千万人近い労働者を有するソ連の労組の議長に，政

治局員をもってきて据えた事は，今まで単なる御用機関にすぎなかった労組

を，経営者グノレーフ。や経済官僚に対抗させるひとつの均衡勢力として育成し

ようとする狙いではないかとも見られた。ソ連も工業化がすすんだ結果，今

ようやく労働組合の本当の活動を必要とする段階に達したともいえよう。

その他， 1966年10月，ハバロフスク市で逮捕された日本人旅行者が， 6月

22日，スパイ容疑で重労働5年，自由剥奪3年の刑を宣告された事件や， 11

月末，モノレダピア共和国の首府キシニョフで旅行中の米英武官がKG Bの手

先と見られる男達によって乱暴されて書類を奪われた事件， 12月25日AP通

信モスクワ支局長の自家用車に何者かが小型爆弾をしかけて爆発させた事件

など，治安・統制上の問題も少なくなかった。

しかも， 12月25日のモスクワ・テレビはスターリンを礼讃してフノレシチョ

フを無視する放送をおこなった。これらの点は，クレムリン内に古風なスタ

ーリン主義的傾向が復活した兆候かもしれない。 6月に左遷されたエゴノレイ

チェフが第23回党大会の時スターリンの復権に反対する演説をおこなった人

物であった事と思い合わせるとき，彼の解任はむしろスターリン主義の亡霊

の復活のためであったともいえる。マノレクス・レーニン主義研究所長ポスベ

ロフ，べ．エヌ．が「党史集編」の方針で党中央の保守派と対立して解任され

た（ 9月16日）事も，それを暗示している。大変，面白いことは，かつてタ

カ派の象徴と目されていたマクナマラ国防長官が，最近では軍強硬派を押さ

V
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える事によってハト派的な人物と見られはじめたように，かつてネオ・スタ

ーリン主義派と見られていたシェレーピン・グループの方が，その近代感覚

のゆえに，かえって，スターリン主義復活の防壁になっていたのではないか

と推測されることである。

12月23日「イズベスチヤ」紙は対外文化交流国家委員会の廃止を報じた。

これと同時に放送，テレビ，新聞，映画などの国家委員会も廃止され外務省

や文化省に統合されるらしいとの噂が流れた。これらの宣伝，文化関係の委

員会の議長は大むね，シェレーピンに近い筋の人物であった事が内外の注目

をひいた。また12月21日には，レーニングラードで4人の知識人が反ソ陰謀

の科で長期刑を宣告されたと伝えられたし，その前日， 12月20日にはソ連の

国家保安機構の創立50周年式典がクレムリン内で聞かれたが，この席でアン

ドロポフKG B長官は，かなり戦闘的なきびしい演説をおこなったという。

クレムリンの主導勢力が，このような感覚と心情で支えられているという事

は， 1968年の国際情勢に何らかの影響を与えるかもしれない。

5. 中東戦争とグラスボ口会談

ベトナム戦争で米国が苦境に立ち，欧州や地中海方面からの兵力削減を考

慮せざるを得なくなった事を見抜いたソ連は，中東で紛争をおこすことによ

って，中東の石油地帯に対する影響力を増大させると同時に，地中海におけ

るソ連勢力の拡大をはかろうと企図した。しかし，丁度この頃， KGB長官の

セミチャストヌイが解任され，ソ連の情報機関の人脈の再編成がおこなわれ

ていたため，情報入手と工作の面で手ぬかりを生じたらしく， 6月はじめか

ら突如として始まったイスラエノレ軍の電撃戦に対応する“いとま”もなく，

アラブ側の大敗によって中東の形勢は逆転した。

クレムリンの指導者達が，この危機をジョンソン米大統領とコスイギン首

相のトッフ。会談で、冷却させるという譲歩を示して，問題の過熱を防いだのは

賢明であった。この間のソ連の戦略決定には，党中央委や政治局の緊急会議

がひらかれて，意見の一致がはかられたが，この際に強硬分子がクレムリン

内で相当な突きあげをおこなったらしい。だが，プレジネフ・コスイギン・

ポドゴノレヌイ路線が，この危機の際にも崩れず，破綻を見せなかった事は，
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ソ連の現体制に対する評価を高めたともいえる。

6. 新経済方式の推進と豊作

2月9日，グリシン・全ソ労組中央評議会議長は， 「10月革命50周年祝典

までに，週5日制に入る」と発表し，また， 3月7日の Ekonomicches初＇｝a

Gazeta紙は「 3月はじめ現在で全ソ企業の 4分のし 2500企業が新経済方

式に入った」と発表した。ついで 3月27日，ソ連政府は農業部門にも利潤方

式を導入すると発表した。そして， 4月7日付のタヌ通信は， 7月1日から

生産財の卸売り価格が全面的に改訂され，石炭，石油などが数十%も大幅に

値上げされる事を報じた。これは今まで，消費財は高く，生産財は安く価格

をきめられていた事に対する補正であるが，これはやがて全商品についての

価格の再検討を必要とするであろうと思われる。

4月15日には，いよいよ党中央委と閣僚会議が「ソフホーズに完全独立採

算制を導入すること」を決定した。

このような中で4月24日，ソューズ 1号が着地に失敗し，コマロフ大佐が

殉職した事がひとつの契機となって，宇宙開発予算をしぼって，もっと経済

重点主義をとる方針にクレムリンの主流の方針が，決ったらしいと伝えられ

た。一方，週5日制に対しては， 「暇ばかりふえてもサービス部門が今のよ

うに貧弱では意味がないJという批判も生じてきた。

9月25日には，農村における副業を自由化させる法令が発表された。これ

によって，農民の収入の増加と，余剰原材料の活用，農村にだぶついている

資金の回収などをはかったものと考えられる。

このような中で，ソ連の農業が今年も昨年に続いて豊作であり， 1億4千

～5千万トン程度の生産が見込まれた事で，コスイギン首相を中心とするハ

ト派の経済官僚の施策は，革命50年祝典を前に，大きな安定感をかち得るこ

とができた。 1967年中を通じて，新感覚的タカ派分子が退凋し，ハト派の新

経済方式の拡大と，保守的心情派の古風なイデオロギー強化という，ふたつ

の矛盾した傾向があらわれた事は，将来のソ連のあり方に少なからぬ歪みと

なって残るであろう。
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7. 宇宙戦略と海洋戦略の展開

6月の中東動乱を機として，地中海におけるソ連艦隊は急速に増強されて

年末の時点では50隻近くの艦艇がジプラノレタルからスエズの聞を遊ごたしてい

ると伝えられた。その上，近くフランスからアルジエリアに返還される予定

のメノレセルケピノレ軍港を，ソ連が租借するのではないかという情報もあり，

NATO諸国に不安を感じさせているという。一方，英国が引き上げたあと

のアデンにもソ連は海軍基地を設置するのではないかと伝えられている。そ

のような中で， 12月上旬，ソ連がヘリ空母2隻を黒海で建造中であるという

報道が英国筋と米国筋の双方から流れたが，これはほぼ間違いのない事実の

ようである。これは， 11月7日の10月革命50周年記念ノξレードの際，はじめ

て海兵隊が行進した事とも関連して，ソ連が今後，米国の機動艦隊に対抗し

て，海洋柔軟反応戦略をとろうとしはじめた“しるし”ではないかと見られ

ている。 5月10日と11日の両日，ソ連の駆逐艦と米国の駆逐艦が，日本海上

で接触事故をおこした事も，ソ連の積極的海洋戦略のあらわれであろう。一

方， 4月24日のソユーズ I号の失敗にみられるような宇宙開発のつまずきも

あったが，しかし， 10月18日に金星4号が無事金星に軟着陸して，金星大気

の情況を送信してきた事は，大きな成功であった。ソ連はこのような宇宙開

発を，海洋戦略と組み合わせた総合的な国家戦略として，今後，大々的に展

開する決心とみられる。大陸国のソ連が，このようにして，地球大と，宇宙

大の空間で，その政策と科学をくりひろげる事は，必ず，ソ連人の心理と，

ソ連の社会に，大きな刺戟を与えよう口

8. 第7回最高会議第3会期

10月10日から聞かれたソ連邦最高会議では，例年の通り，来年度の予算案

と経済発展計画案とを採択した。その中で，国防費が前年比15.2%も増加し，

167億ルーブノレに達した。しかし，生産財の卸売り価格が上昇したための増

加分を考慮に入れると，それほど大きな増大とはいえないであろう。ただし

ソ連の予算には，国防費が種々の名目でかくし分散されているのが常識なの

で，実際はもっと大きい額かもしれない。これは今後のソ連の政策に反映し

よう。また，新5ヵ年計画は，結局，この会議でも最終プランの仕上げは発
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表されず， 70年度までの各年度計画案が示されたに終った。そして，革命50

周年を迎えるために，出来るだけ民衆に希望をもたせるべく消費財の生産増

加も謡われていたが，国際緊張の高まりに伴う国防費の増大と，どう均衡さ

せるか，その点に苦心のあとがうかがわれる。また，革命50年記念式典まで

に発表される約束であった新憲法草案は結局，あらわれてこなかった。

9. 革命50周年記念行事

今年は10月革命後50年を迎えるというので，革命を回顧する多くの論説が

ソ連は勿論，世界各国で数多く発表された。その中で一番，目につき易い面

は生産力が50年の聞にどれほど増大したかという点であるが，その比較なら

ば，例えば日本が過去50年間になしとげた物質的発展に比べるとき，決して

ソ連の方が大きいとはいえず，むしろ，日本の方が遥かに大きな成果をあげ

ている。米国が過去半世紀の聞になしとげた発展も，ソ連より大きいであろ

う。それゆえ，他との公平な比較を欠いた一方的なソ連だけの指数の評価は

正しい判断をくるわせるおそれがある。ソ連の知識人の内部にも，醒めた眼

で十月革命の偽わらざる姿を見つめなおしてゆこうとする動きが出はじめて

いるらしいが，この傾向は革命50年をすぎた時点から，ますます激しくなろ

つ口

この意味で，ここ数年来のソ連の作家や詩人達の大胆な活動は，ロシアの

新しい胎動を感じさせるものがあり，公式的なイデオロギーの教説より，こ

ちらの方に革命後50年の真の成果があらわれているように思われる。

10. ベトナム戦争

ベトナム戦がひとつの転機にさしかかっている事は，ソ連の指導者にもそ

れに対処する方策を誤まらないために，慎重な言動を余儀なくさせている。

ベトナム戦がどのような形で終結，もしくは縮少しようとも，その後の世界

の動きに，いかに対処するかという点で，クレムリンのおかれた立場の苦し

さは，ワシントンの指導者がなめている苦境に，まさるとも劣らぬものがあ

りそうである。とくに年末になって，マクナマラ米国防長官更迭の予告がな

された事は，ソ連の軍部に電撃的ショックを与えた。ソ連の党と政府と軍は
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今必死になって，米国の次の戦略の展開を予測すべく，全神経を傾けている

ようである。

II 日ソ聞の諸問題

今年は日ソ聞の諸懸案もいくつか解決された。しかし，未解決のまま，延

引されたものも少なくない。

1. まず，足かけ 5年にわたって駐日大使をつとめたピノグラードフ氏が

モスクワへ転任して，若手外交官のホープとみられているトロヤノススキー

大使が 5月に着任した。また，通商代表部の首席グハノフ氏も 9月に外国貿

易省中近東アジア局長をつとめていたスパンダリアン氏と交代した。このよ

うにソ連は今年，外務，貿易の双方にわたって顔ぶれを一新して対日外交を

強く推進しはじめた。

2. 日ソ貿易も今年は急伸した。 3月6日に調印された「1967年の日ソ輸

出入品目表採択に関する議定書Jでは，往復4億8700万ドノレが見こまれてい

た。ところが，日本の輸入が激増した結果，往復で 6億ドノレに達し，西側諸

国では英国，フィンランドを抜いて第 1位にのし上ってしまった。しかも，

輸入約4億5000万ドノレ，輸出 1億5000万ドノレで，約3億ドルの輸入超過とな

る見込みである。これは1968年度の貿易交渉で，その補正がはかられるであ

ろうが，日本の入超傾向は余程のことがないと是正されないであろう。

3. また， 3年ごしの懸案であったシベリア上空を飛ぶ日ソ直通航空路も

4月18日，第 1便がモスクワから東京の羽田空港へ到着して幕をあけた。そ

の後，週 1回の使は，つねに満員で、好成績をあげている。しかし，ソ連のア

エロフロート（民間航空）と提携している日航側は，アエロフロート側のき

わめて悠長な業務管理に困りはてている模様である。現在までの収支決算に

ついても，ソ連側は一向に計算している気配が見えず，国営企業の呑気さと

非経済性に呆れているという。

また，東京からの第 1便がモスクワに到着した光景は 4月20日，シエレメ

チェボ空港から通信衛星を使って日本へテレビ中継された。

4. 日ソ漁業交渉は例年通り，期限ぎりぎりまでじらされて，結局，ソ連

のベースで日本が押し切られる幕切れとなった。このように北洋漁業で日本
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が年々不利な制限を加えられている反面，ソ連の大型トローノレ船団が， 日本

の漁期解禁前1月も前から，三陸沖や，千葉県沖，あるいは山陰地方の日本

海沿岸に大挙して出漁してきており，しかも，ソ連は12カイリの領海を主張

して，日本の漁船をソ連領沿岸の12カイリ以外にしめ出しておきながら，ソ

連の漁船団は日本の沿岸3カイリの線すれすれまで、入ってきているという。

このようなソ連の態度に日本の漁民は激しい憤激を示している。いずれ，日

本近海の漁獲についても，日ソ問で規制措置が講ぜられねばなるまい。

5. また，核停条約問題で見解が対立し，とくに昭和39年以来，数年にわ

たって絶縁状態にあった日ソ共産党の聞に，ょうやく和解の気配が動きはじ

めた事も注目された。ソ連共産党中央委員会事務局の対日工作責任者である

コワレンコ，イ．ヴェ．が4月末から 5月はじめにかけて来日し，日共党中央

委幹部会員の西沢富夫と狸穴のソ連大使館内でひそかに会見した事で，ほぼ

大筋の和解が終ったとみられる。そして，最終的な日ソ両党和解の手打ち式

が，年末頃おこなわれる予定で，コワレンコの再度の来日が噂されていたが

遂に年内には来日しなかった。多分，新年早々，ソ連共産党と日本共産党の

聞に正式会談がおこなわれ，手打ち式がおこなわれるであろう。

6. この反面，中共寄りの姿勢を示していた国際貿易促進会に対しては，

ソ連はモスクワ駐在員の引揚げを求め，一切の取引き関係を断絶するという

挙に出た。そして，経団連に近いソ連東欧貿易会が，その肩替りをおこなっ

た。だが， 6月8日から約10日間の予定でモスクワで聞かれた第2回日ソ経

済合同会議は，団長の永野富士鉄社長らの努力にもかかわらず，生憎，中東

動乱と重なったため，殆んど見るべき成果をあげないままに終了した。

7. 中東動乱が下火になったあとの 7月20日，三木外相は第1回の日ソ定

期協議に出発した。そして，モスクワで25日までソ連の首脳部と会談した

が，その際，コスイギン首相から，日ソ聞の平和条約の締結と領土問題に関

して，《中間的なもの》を考えてみてはどうか一ーという言質をとった事は，

ひとつの大きな成果であった。この時点のクレムリンは，日本との交渉で，

ある程度の譲歩を考えていたのではないかと推測される。しかし秋から年末

にかけて，再び軍部の強硬路線がクレムリン内に拍頭して“北方領土問題は

解決ずみである”という今までと同じ趣旨の発言が流布されはじめている。
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8. その他，純外交の面では札幌とナホトカに，それぞれ領事館が設置さ

れた。

9. また，かねて交渉中であった北樺太の天然ガス問題は，ソ連の要求と

最近の船賃の上昇などを考慮に入れて，コスト計算のやりなおしに迫られた

結果，帝国石油は北ボルネオのブノレネイから年間20億 maの天然ガスを購入

すること方針を変更し，北樺太の開発からは一旦，おりる祉をみせた。その

ため，この問題は重大な行きづまりに逢着している。一方，沿海地方の木材

資源の開発だけは，小松製作所の線で，ほぼ大筋の合意に達した模様である。

公平に計算してみるとき，現在の時点で，採算に合うものは，沿海地方の木

材資源開発だけであるといえる。

10. 11月に発表されたポンド切下げの波紋をうけて，ソ連は日本の商社に

対して，金約款を要求してきた。これはポンドに続くドlレの不安を金約款の

保証でカバーしようという狙いであるが，日本政府はこれを許可しない方針

である。しかし，個々の商社が裏面でひそかに，不利私条件を呑まされるケ

ースもふえるのではないかと懸念されている。
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〔付〕 ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向

1967年の年が明けると共に，ソ連首脳部の動きは俄然活発となり，一方，

中ソ関係は緊迫の度を加え，一時は最悪の事態を迎えそうな気配であった。

日ソ聞や米ソ間では，種々の面で歩み寄りがみられた。しかし，西独とル｝

マニアが正式に国交を樹立した事など，東欧圏内の歩調は乱れがちであり，

西ドイツの核接近阻止も容易ではなさそうである。

国内の経済政策上の問題も， 67年度の予算が重工業重視，軍事費増大とい

う面を持っている点で一般大衆の人気は余りかんばしくない。新5ヵ年計画

の最終案が決まらないまま初年目を迎えた66年の経済実績がどのような結果

になったかは， 1月9日付の Pravda紙上に発表された。これを見ると，農

業生産は豊作に恵まれて10%の増加率，工業生産の伸びは8.6%であったが，

それに比べ貨物取扱高（トン・キロメートル〉は65年対比で鉄道輸送3%,

河川輸送3%，貨物輸送量（トン）は鉄道輸送で 3%，河川輸送で4%の伸

びしか達成されていない。これは，ソ連経済における輸送面の陸路がますま

す深刻化する傾向を示すものといえよう。ソ連の領土の広大さと，輸送網の

不完全さはソ連の経済効率を著しく阻害しているのであるが，この傾向は経

済規模の大型化に比例してますます拡大されつつあり，今後のソ連経済発展

の足をひきずる“くびき”のひとつとなろう。

多1966年度経済実績

〔I〕 1月29日付 Pravda紙は中央統計局の発表として， 1966年度におけるソ連国

民経済の実績を掲載した。 1965年対比（%〉 1965年対比（%〉

社会的生産物（昨紫雲2錯） 108 小売商品取引高 108.7 

国民所得 107.5 外国貿易取引高 105 

白
内
4
U 一（ 1 ）ー



シベリア開発（ 1・2月〉

年末における全基本生産フォンド 108 

全工業生産高 108.6 

《A》部門（生産財〉 109 

《B》部門（消費財） 107 

農業生産高 110 

資本投資（全） 106 

胃 （中央〉 104 

労働者およひ激務員総数 104 

労働生産性

工業生産部門
コルホーズおよび
ソフホーズ部門

建設部門

国民経済全般における利潤

105 

112 

105 

116 

1人あたり実質労働賃金 106 

全輸送部門の貨物取扱高 105.4 一一以下略一一一

〔E〕 これに続いて， 工業部門の指数については次のように発表されている。

前年対比増加率（%〕 前年対比増加率（%〕

林業・木材加工・製紙・セノレロ
電力・熱エネルギー 9 ーズ工業

燃料工業 6 建設材料 9 

黒色・有色冶金（鉄・非鉄冶金〉 9 軽 工 業 9 

化学工業 13 食品工業 4 

機械製作・金属加工 12 日常文化生活用品 13 

以上の指数を検討してみる時， 《A》部門と《B》部門のひらきが， 1964年に比べ

て再び大きくなってきている点が注目される。 （注， 1964年度は《A》部門8.7%,

《B》部門8.5%）これは， やはり中ソ対立，ベトナム戦乱の拡大などの影響で，通

常兵力の増強に力をそそがねばならないという事情が，背後にひそんでいるのかも知

れない。

〔E〕 工業生産の具体的数字は次のように発表されている。

電 力（10億kwh)

石 油 (loo万トン〉

ガ ス（10億m3)

石 炭 (loo万トン）

その内，コークス炭 (100万トン）

銑 鉄（100万トン〉

鋼 鉄（ 胃

圧延鋼材（100万トン〉（半製品を含む〉

その内，完成品 C" ) 

鋼 管
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545 108 

265 109 

145 112 

585 101 

143 103 

70.3 106 

96.9 106 

76.6 

66.1 

108 

107 



シベリア開発 (1・2月〉

100万m単位 1,501 109 

1,000トン単位 9,901 110 

鉄 鉱 石（100万トン〉 160 104 

鉱物肥料（100万トン〉

有効成分 100%含有換算 8.4 114 

出荷製品 35.8 115 

農 薬（1,000トン〉

有効成分 100%計算 115 111 

出荷製品 207 104 

硫 酸（1,000トン） 9,366 110 

プラスチック材料および合成樹脂 (1,000トン） 971 121 

化学繊維 (1,000トン） 458 113 

苛性ソーダ（1,000トン） 1,393 107 

自動車用タイヤ (100万個） 27.7 105 

タービン (100万kw) 15.2 104 

タービン発電機（100万kw) 13.4 93 

自 動 車 (1,000台） 675 110 

貨物自動車および、パス (1,000台〉 445 107 

乗 用 車 (1,000台） 230 114 

トラクター（1,000台） 382 108 

京氏 (100万トン） 3.5 110 

セメ ン ト（100万トン〉 80 110 

石 ケ ン (100万トン〉 1.7 94 

ラジオ受信器（100万台） 5.8 113 

テレビジョン (100万台〉 4.4 121 

冷 蔵 庫 (1,000台） 2,204 132 

洗 濯 機（100万台） 3.9 113 

オートパイおよびスクーター (1,000台） 753 104 

自転車およびエンジン付自転車 (100万台） 4.0 105 

一一ーその他略一一

〔NJ 農業に関しては要旨次のように発表されている。

0農業総生産は65年度に比べて約10%の増加率を示した。
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シベリア開発 (1・2月〉

0粒穀生産量は 1億7080万トン（104億 2700万プードフ）で，最も豊作であった

64年に比べても12%の増収であった。

Oヘクタールあたりの収量は64年の11.4ツエントネlレ（ 1ツエントネル＝ 100 kg 

であるから， 1.14トンにあたる〉に比べて， 13.7ツエントネルであった。

65年実績 66年実績 増加率（%〉

食 肉（100万トン） 10.0 10.8 108 

乳 (100万トン〕 72.6 70.1 105 

卵 (lo億個） 29.1 31.4 108 

羊 毛 (1,000トン） 357 372 104 

〔V〕 輸送実績の要旨は次のように公表されている。

0全輸送部門の貨物取扱高は 2兆9140億トン・キロメートルで， 65年に比べて 5.4

%の増大であった。

0貨物取扱高（10億トン・

鉄道輸送

河川輸送

自動車輸送

パイプライン送油

キロメートル）

0貨物輸送量 （100万トン〕

鉄道輸 送

66年 実 績

2,014 

138 

52 

165 

2,468 

65年対比（%）

103 

103 

104 

112 

103 

河川輸送 279 104 

自動車輸送 3,374 103 

パイプライン送油 248 110 

海上運輸においては，貨物取扱高は14%，貨物輸送量は10%増大した。

〔VI〕その他

1967年 1月1日付ソ連邦人口は 2億3400万人である。

大略以上のような数字が， 新 5ヵ年計画の第 1年度実績として発表されたものであ

．る。

φ目ソ航空商務協定調印

昨年の春以来，交渉を続けていた日ソ航空商務協定が，ようやく 1月20日午後6時

a 半から，東京大手町のパレスホテルで調印にこぎつけた。日本側からは松尾日航社長，

朝田静夫代表団長，ソ連側からは民間航空省のダニリチェフ国際部長（ソ連代表団長〕
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シベリア開発（ 1・2月）

と国営航空（アエロフロート〉のゴルシコフ財務局長がそれぞれ協定文書に署名した。

これによってモスクワ発 1番機は4月18日， TU114型が羽田に到着する段取りとな

った。また東京発1番機は 4月20日羽田出発ときまった。 これによって，コベンハー

ゲン経由に比べ，約8時間半の時間短縮になり，運賃は東京＝モスクワ間でエコノミ

イ・クラス19万3900円，ファースト・クラス31万5000円となり，中東経由に比べると，

エコノミイ・クラスで4万6350円，欧州経由に比べると 8万0300円安くなる。

ダニリチェフ氏の談によれば，日航機のシベリア上空自主運航も， はじめの 2年よ

り，もっと短縮されるであろうという。 これによって，日航の国際的地位は大幅に向

上したものとみられる。 しかし，諸外国の航空会社もシベリア乗り入れに真剣に努力

しており，今後ますます競争は激しくなるであろう。

一方， 北京は例の如く，この商務交渉妥結を非難し， 『ソ連の修正主義指導者は日

本の帝国主義者に国防上重要なシベリア上空をあけ渡して， ソ連人民を裏切った』と

述べている。

多財界，日ソ経済委に小委設置

日ソ経済委員会（足立正委員長）は 2月 2Fl，東京大手町の経団連会館で会合をひ

らき， 6月モスクワで聞かれる予定の第2同日ソ経済合同委員会に備えて， 問題別に

次の 6個の小委員会を設置する方針を決めた。

〔i）ウドカン銅鉱山開発（責任者新井同和鉱業社長）②シベリア石油パイプライン

（植村経団連副会長）③紙パルプ0. コンビナート建設（中島王子製紙社長）④港湾

改修・運輸（山県山下新日本汽船会長）⑥沿岸貿易（堀江東京銀行会長・ソ連東欧

貿易会長）⑥延払いなど決済問題（森永輸出入銀行総裁）

第2回の合同委員会には日本から有力財界人約20人が参加するが，開催日時につい

ては 6月上旬，約10日を希望することにしている。また，日ソ経済委員会は日ソ貿易

の大綱を決定，推進する任務を負い， ソ連束欧貿易会は見本市開催，駐在員，技術者

派遣などの実務面を担当することになった。

この日，次のように日ソ経済委員会常任委員会の額ぶれを決めた。足立日商会頭（委

員長〕植村経団連副会長， 永野富士製鉄社長，新井同和鉱業社長，河合小松製作所会

長，駒井目立製作所社長，松原目立造船会長， 牧田三菱重工業副社長，田口石川島播

磨重工業社長， 安西昭和電工社長，中島王子製紙社長，山県山下新日本汽船会長，児

玉日本郵船会長，堀江東京銀行会長，森永日本輸出入銀行総裁，中部大洋漁業社長，

水上三井物産社長，藤野三菱商事社長，檎山丸紅飯田社長，越後伊藤忠商事社長，高
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シベリア開発（ 1・2月）

城日商専務理事，堀越経団連事務総長。

φ日ソ経済専門家会議の延期

日本とソ連の経済専門家を集めて， 2月中旬から東京でひらかれる予定であった「日

ソ経済専門家会議」はソ連からの通知で延期されてしまった。 この会議にはソ連側か

らは， Jレミアンツェフ（科学アカデミー経済学部）ピノグラードフ，イノゼムツェフ

その他の学者6人が参加する予定になっていたし， 日本側からも経済，哲学，史学，

政冶学など各分野の学者が参加する予定であった。 しかし，このような会合にありが

ちな，必要以上の“力みかた”や，相変らずの学者同志の縄張り争いなどがからん

で，まず日本側内部に妙な空気が発生し， 一方，ソ連側も新経済方式に関する論争が

完全に解決されておらず，いまだに暗中模索を続けている面が少なくない。 このよう

な事情からソ連の方から， この会議の延期を申し入れてきたものと推測されている。

多核拡散防止条約とソ連の立場

1月10日夜，ロンドンの外交筋が，米ソ間で核拡散防止条約案丈に関して， 最終的

な合意がなされたと語ったところから， この問題が世界の耳目を集める事となった。

米国務省スポークスマンは11日『まだ草案は完成していなし、』と否定し， 『なお重要

な問題が残されている』と述べたが， しかし，米ソ間で非公式に交渉が進んでいる事

は認めた。そしてこの草案は 2月21日から再開されるジュネーブ＇ 18ヵ国軍縮委員会に

提議されるものと予想されるに到った。 これに対し，わが外務省は潜在核保有国の意

向を同条約条文の中に反映させるべく， 潜在核保有国の中で日本と同じような立場に

ある西独と協議をすすめていたが， 2月9日， 下回外務事務次官が『日本も平和的核

爆発の権利は保留する』との見解を発表した事から俄然， 日本の国内でもさまざまな

反響がまきおこった。一部の新聞や政党は早速これを核武装と結び、つけ， 『非常識な

発言である』と非難したが，徐々にこの条約のもたらす影響が，日本の将来の科学技

術， とくに将来の高度の原子力産業や， 長期的なエネノレギ一政策に障害を与える可能

性を含むものである事が明らかになるにつれて， この条約の米ソ合意の草案がもっ大

国主義的エゴイズムに対する反対論と，警戒論が撞頭しはじめた。現在までのところ，

結局，米ソ間の最終的な合意案は完成しておらず，米国は西独， 日本，イタリー，ス

エーデン，インド， ブラジノレなどの諸国の意向を調整しながら，最終案のまとめあげ

に腐心している模様である。西独，スエーデンなどの諸国は若干日本とは異なる姿勢

を持っているが，しかし， この条約によって将来の高度工業国家としての資格を失な
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う事をおそれている点では日本と同じ立場にあり， とくに西独の反対論は強硬なもの

がある。 これは，この条約が，欧州、｜におけるドイツの再登場を極力押さえようとする

モスクワの国家戦略のひとつのあらわれである事を，西独の指導者がよく知り抜いて

いるからである。一方，モスクワの指導者も，《この条約によって， ドイツに足蜘を

はめる》という意向をきわめて明確に打ち出している。その意味でこの条約がどのよ

うな形で提起され， どのような推移でまとまるか，あるいは不成立に終るか，今後の

クレムリンの内外政策に与える影響は極めて大きいものがあろう。

2月6日， コスイギン首相がロンドンを公式訪問するにあたって，ロンドン・エコ

ノミスト誌はその論説の中で， ジョンソン大統領がドイツ政策を転換したことが，ソ

連の西側への接近をたすけたと述べ， これが核拡散防止条約にむすび、ついている事を

示唆した。これは《ベトナム問題とドイツ問題を，米ソが天秤にかけて取引きの道具

にしている》という見方が一・部に根強く存在していることを示したものといえよう。

コスイギン首相は 2月9日， ロンドンの外人記者協会主催の昼食会で『西独は核兵器

への希望を捨てなければならない。好むと好まざるとにかかわらず，両独も核拡散防

止条約に調印することになろう』と述べた。 これに対Lキージンガー西独首相は11日

早速《西独国民の判断と良心以外なにものも，このような協定を強要することはでき

ない》と反駁したほどで，問題が容易なものでなし、ことを示している。

争中ソ対立の激化とクレムリンの動き

昨年の文化革命がはじまって以来， 中ソ聞の不和はますます昂じていたが，遂に 1

月25日， モスクワのレーニン廟前で毛語録を読んでいた中国人学生とソ連警官との聞

に乱闘さわぎが勃発した事から，一挙に事態は悪化し，北京のソ連大使館前には連日

連夜紅衛兵の大群が押しかけ，悪罵と喧騒の限りをつくし，それにこたえるかのよう

に2月3日夜モスクワの中国大使館前の掲示板が， ソ連の私服警官もしくは秘密警察

要員とおぼしき者達によって破壊撤去されるという事態まで発生した。 これによっ

て， ますます狂暴化した紅衛兵のソ連人脅迫に不安を感じたソ連は遂に北京大使館員

の婦女子を引揚げさせる破目にたちいたった。 とくに 2月6日，帰国しようとするソ

連大使館員婦女子一行は空港で紅衛兵のため，数時間にわたって包囲され，罵倒され

たり，こづきまわされたりした。一行は各国の外交官，新聞記者らが手をつないで人

垣をつくり，必死に紅衛兵の波をくいとめている際に飛行機に乗りこんだが，その際，

フランス大使がなぐり倒され， ポーランド大使が吊しあげられるという異常な事態ま

でひきおこした。その上また，中国外務省は 2月6日夜，ソ連大使館に対して外出を

q
d
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禁止する旨通告したが，ソ連大使館はこれを拒存した。

ソ連政府はこれらの一連の不祥事．件に関して， 2月9日夜，実質上“最後通告”に

も等しし、強硬な抗議を中国に突っけ， 必要なら対抗措置をとると通告した。そして，

2月10日，ソ連外務省は中国に対し《査証免除協定》を破棄すると通告，中国も間髪

を入れず折返し，ソ連に対し《査証免除協定》破棄の通告をおこなった。しかし， 2 

月12日になって， 中国外務省はソ連大使館Hの禁足を解除するR，電話で通告したと

伝えられる。

2月16fl付Pravda紙は《も沢東とその－ 派の反ソ政策について≫と題する長文の

編集部論文（注，党の公式見解を示すもの〉を発表し， 『毛グループは事態をソ連と

の国交断絶にまで、持ってゆこうとしている』と述べ， 『毛グループは冒険主義的行動

に中国を引き入れる準備をしている』と断じた。 これについて，英国のガーディアン

紙は， 共産圏専門家のピクター・ゾルザ、の論説をかかげ， 『これはソ連が中ソ戦争の

可能性を示唆した重大論文で、ある』と述べ注目をひいた。

以上のような激しし、動きを見せたIドソ関係も， 2月中旬から紅衛兵のデモが漸次下

火になった事や， ソ連大使館員の外／iiのr1山をみとめた事などから，一応，両国聞の

国交断絶の危機は避けられた。 しかし， ソ連はもはや毛沢東グループを認めようとは

せず，反毛派を公然と支持する態Jltを明確に打ち出しはじめている。

修ソ連首脳陣の動き

ソ連の党と政府の首脳部は 1月はじめから一斉に国内各地を遊説し， 主として，ベ

トナム問題，中ソ問題，世界党会議問題などについて説明とキャンペーンを開始した。

例えばブレジネフ書記長とシエレスト政治局員（ドネック炭田地帯）コスイギン首相

兼政治局員（ウラジポストーク，ブラゴベシチェンスク）キリレンコ政治局員兼書記

（ボノレゴグラード〉マズロフ政治局員兼第 1副首相（ウォロネジチIDシエレーピン政

治局員兼書記（ベルム什｜〉カピトノフ書記（スモレンスク州〉ソレメンツェフ書記

（ツーラ）ポリヤンスキー政治局員兼第 1副首相（ツーラ，および極東）ポドゴルヌ

イ政治局員兼最高会議幹部会議長（カザ、ン）ザハロフ参謀総長（レニングラード）エ

ヒ。シェフ赤軍政治総本部長（モスクワ軍管区）などがある。

とくにウラジボストークを訪れたコスイギン首相は， 太平洋艦隊の将兵の集会で，

「中共の毛沢東一派の反ソ政策は危険な段階に入っている」と演説している。その他，

各地でクレムリン首脳は毛・林派との対決を鼓吹し， 下部組織まで浸透させようと努

力した。
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シベリア開発（ 1・2月〉

一方，外国に対しでも， 1月中旬の九首脳ポーランド訪問につJ九、て 1月24目、ポ

ドゴルヌイ議長がローマを訪問して， ローマ法王に謁見したり， 2月はじめ，コスイ

ギン首相の訪英，プレジネフ書記長のチェコ訪問など， 目まぐるしし、動きを示した。

ソ連の狙いは，結局，①西ドイツの核武装阻止，②東ドイツの承認，③欧州、｜の現国

境の承認 この 3点を原則にして欧州｜の安全保障体制を｜古lめた上で， 中国との対決

に全力をそそぎたいという事につきるようである。

移コスイギン首相の訪英

2月6日，ソ連首相， コスイギン，ア．エヌ．は英国を公式訪問するため，ロンド

ンへ到着した。そして，英ソ首脳間で、数回にわたって会談をおこなった。 （注，ソ連

首相の訪英はフルシチョフ以来， 11年ぶり〉会談で討議された内容は， ベトナム平和

問題， 核拡散防止条約問題，東西ドイツ問題，その他とみられてし、る。これまで英国

を米国の手先あっかいにしていたソ連が， 今回のコスイギン訪ソで，英国を，国際政

治tで重要な役割lを果たしうる大固として見なおした形になった点で英国の朝野は満

足の而持であった。両国首脳の会談は一・週間で終り，］:1日付で英ソ共同コミュニケが

発表されたが， 結局，ベトナム問題では具体的な成果はあげ得なか，）た模様である。

たど＼ 両国間にホ、ソトラインがひかれたこと，昨年2月と 7月の 2同にわた，・・.，てウィ

ルソン首相が訪ソした時に比べソ連の態度が協調的になった事などの点で－応の成果

はあげられたものと見なし得ょう。 また，コスイギン首相は英国滞在中，各地を訪問

視察したが，外人記者協会主催の昼食会や，テレビ・インクビューなどを通じて， 中

ソ関係にふれ，《ソ連の方から中国と断交することはない。中ソ関係の悪化の責任は

中国側にあり，ソ連にはない。反毛派の中国共産党員に同情している》と述べた。新

華社は16日，早速，コスイギン訪ソを評し， “ベトナムへの裏切り”と非難した。

や東欧対策に苦慮するモスクワ

1月17, 18の両日，ブレジネフ書記長，コスイギン首相， ポドゴルヌイ議長の 3首

脳は，突然ポーランドを非公式に訪問して，ソ連・ポーランド首脳会談をおこなった

が，両国首脳は主として中国問題， 世界党会議問題，ベトナム援助問題，西独の東欧

接近工作に対処する問題などについて話し合ったものと推測されていた。 1月20日に

なるや，モスクワの消息筋は4月に東欧党会議がひらかれるであろうと述べ， ソ連3

首脳のポーランド訪問の第 1目的もここにあった事を明らかにした。

ところが， 1月31H，ルーマニアは西ドイツとの外交関係を正式に樹立した。これ

q
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シベリア開発 (1・2月〉

は『西ドイツが東独を承認しない以上，西ドイツとのTI:式の国交を結んでくれるな』

という“ウノレプリヒト原則”を無視したもので，これによって東独は大きな打撃を蒙

ることになり，一方，西ドイツのキージンガ一新政権としては東欧の壁にひとつのく

さびを打ち込むことに成功した訳で、ある。

かねて東欧諸国の間では，ノレーマニア以外の国々でも， 1950年代の閉鎖的な経済体

制が障害となって，技術革新におくれをとってしまった事に，大きな悔を感じており，

このおくれを取り戻す手段として西ドイツとの正式国交の樹立を望む気持が強い。か

つて工業先進国のひとつで、あったチェコでさえ， 今や西欧諸国に比べ技術的に10年の

おくれを生じているという。そのため，ルーマニアが西独と正式に国交を結んだこと

が刺戟になって，次々に東欧諸国が西独と国交を結ぶ可能性が生じてきた。東独とソ

連はこの形勢にあわてて， ソ連・東欧外相会議を 2月8日からワノレシャワで、開催し，

対西独国交をめぐって東欧諸国の足並みを揃えようとしたが，ノレーマニアは予想通り，

この会議をボイコットして出席せず，結局， 10日簡単なコミスニケを発表したた、けで、

会議の幕を閉じた。 ソ連は，この会議の開幕にさきだって， 2月8日付で『西ドイツ

政府がルーマニアと国交を樹立するにあたって“西独政府だけが全ドイツ国民のため

に発言する権利と資格をもってし、る”と主張しているのは“パカ気たこと”である』

と西ドイツに抗議の覚え書を送って，東独とポーランドに側面的な支持を与えた。こ

れは， jレーマニアの西独接近で最も困惑したのが東独とポーランドであり， この両国

から強い突き上げがソ連にきたからである。 しかし，ソ連自体が西独と正式に国交を

結んでおり，しかも西独との貿易はソ連にとって極めて重要な意味をもっているので，

ソ連としては余りはっきりした態度はとれない立場で，結局，煮えきらぬ姿勢しか示

せなかった。

ついで， 2月22日，ワノレシャワで欧州共産党会議の準備会議が，欧州19ヵ国党代表

出席のもとに開催されたが， ノレーマニアとユーゴの代表は出席しないまま， 2月26日

終了した。その結果， 4月24日からチェコのカルロピパリで4日間，欧州党会議をひ

らく事が決定された。

以上の動向でも明らかなように，東欧の形勢も，変転する世界情勢のあおりをうけ

て急速に変貌しつつあり， ソ連の指導者達もこれをどのような形で収集し，ソ連の欲

する軌道に乗せてゆくか，苦悩と焦りの色が深い。

多宇宙平和利用条約調印

1月27R，ソ連外務省迎賓館において，午前10時から米，英，ソ 3国， 正午からは
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シベリア開発 (1・2月〉

日本を含む25ヵ国が宇宙平和利用条約に調印した。 この条約は宇宙空間への核兵器の

打ち上げを禁止するなどの条項を含むものである。 この条約は，核停条約に比すべき

米ソ聞の妥協のあらわれであり，これは引つづき，核拡散防止条約につながる性質の

ものである。いうまでもないが，中国はこの条約を罵倒して“米ソなれ合い”の見本

と詳している。

多ABM米ソ交渉

昨年11月，マクナマラ米国防長官が言及して以来，注目されていたソ連のABM（ミ

サイノレ迎撃ミサイル〕についwて， マリノブスキー・ソ連国防相が思わせぶりな発言を

したため，ソ連がすでにABMの配置を終ったかのごとく感違いした者も一部にはあ

ったが，マリノフスキー声明は決して，ソ連のABMシステムの完成を意味したもの

ではなく，一般的な防空システムの強化を調ったものにすぎなかった。

しかし，いずれにせよ，ソ連がABM開発に何等かの努力を傾けている事は，米国

のスパイ衛星などによって確認されていると伝えられる。勿論，米国もすでにナイキ

X体系とよばれる ABM方式の開発に莫大な資金と人員を投入しており，昨年夏，ソ

連が太平洋向けに発射した実験用のロケットを目標に迎撃実験をおこない， 完全に近

い撃墜率をあげたという。 しかも，米国はこの実験の一部始終をソ連へ知らせてやる

ことによって，無言の警告を与えたと， フランスのエクスプレス紙は伝えていた程で

ある。

ところが，このABMシステムは，巨大な資金資材を必要とするので，米ソ両国に

とっても負担が大きすぎる上に， ABMシステムを突破するミサイル弾頭の開発の方

が，より少い資金で，より早く出来上りそうな情況にあるという。

そのため，マクナマラ米国防長官は，軍事経済的見地から，このABMの本格的配

置には熱意をみせていなかった。そして， 1月10日の米大統領演説で《ABMシステ

ムの凍結》について，ソ連に呼びかけた事が発端となって，米ソ聞には秘密の交渉が

はじめられていると， 1月20日，米国務省のスポークスマンが明らかにしている。そ

の内容はドブ‘ノレイニン・ソ連駐米大使が， すでにワシントンでラスク国務長官と接触

をはじめているというものであった。マクナマラ長官も， 1月24日の上院軍事委員会，

国防支出分科委員会の秘密会において， 『米国はソ連が競争を回避することに同意す

るならば， ABMシステムを開発，ないし使用する意図はない』と語った。

以上のような経緯で，今，米ソ聞にはABM問題と核拡散防止問題というふたつの

重大な交渉がすすめられつつある。
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φクレムリン首脳更迭説

2月22日付の西独紙フランクフルター・ノイエ・プレツセは， モスクワからの通信

として， 目下，クレムリン内部で、首脳部門の人事更迭が真剣に考慮されているらしい

と伝えた。 これは， u1，年7月末，ロンドンのオブザーパー紙がコスイギン首相退任の

可能性を示唆して以米の政変説であるが， プルシチョフ前首相失脚以来のプレジネ

フ・コスイギン路線が，今， 何等かの局面打開の必要に迫られている事は，いずれに

せよ事実に近いと推測されるu それは， qiソ問題，ベトナム問題はもとより，西ドイ

ツに対する核拡散防止条約の強制， 凶内新経済か式の成否など，山積する難問題が，

早晩， クレムリンを集団指導）j式から権力集中方式の道へ推進させるであろうと見ら

れるからである。 もし，このような権力集中がおこった場合，ソ連の内外政策に新局

面が発生する可能性は少なくない。

場参週五日制採用か

2月9日， グリシン・ソ連労組中央評議会議長は『ソ連の工業労働者および勤務員

は， 11月7日の10月革命50周年記念日までに，週5日労働制のもとで働く事になろ

う』と言明したと伝えられる。 これは1956年以来の目標であり，ことに1966年春の第

23回党大会で採択された新5ヵ年計画（1966～70）指令草案の中でも， 1970年までの

目標として週5日制の実現がうたわれていた。それが今回のグリシン発言によって，

時期的にはっきりしてきたものである。 しかし，週41時間労働の線はまだ当分続けら

れるものとみられている。 この週5日制が，利潤方式はじめ新しい経済管理方式と，

どのようにかみ合ってゆくか注目される。

多ソ連， NYタイムスに広告文

1月16日付の NewYork Times紙に， 2頁大の広告がソ連を広告主として出現し，

人々の興味を集めた。その内容はソ連内の35にのぼる各種貿易公団に対して，米国の

業者が広告を出すようすすめたもので， 《ソ連の対外貿易は国家の独占事業ではある

が， どこの会社の，どんな製品を選択するかは，各企業体の管理者や技術者，労働者

が決定する、事である》として，これに対し，宣伝することは決して損にはなりません

という論旨であった。 これはソ連の新経済方式の普及と相まって，ソ連の変貌を示す

一例であろうと見られている。
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月
日 Vブラックの木材工業集団稼動開始ー一－StroitelinajaGazeta紙によれば，イ

ルクーツク州のブラックの人工海の岸で新作の直前に大きな木材工業集団が稼動

を始めた。12月30日ここで最初の漂白セルローズが生産された。

vバルハシ：：サヤク鉄道建設ー－－ Gudok紙によれば，昨日カザフスタン南部の

パルハシニサヤク鉄道の建設者たちは， レール敷設作業の大部分を終った。カザ

フ共和国の 5カ年計画jにおける重要な新建設であるこの鉄道は延長200km以上で，

パノレハシ湖の北岸の荒野を通り，サヤク重合金属資源に達するものである。

2 日 V月面の発光現象観測一一2日付のタス通信は，昨年末，プルコボ観測所で，

月面の発光現象を観測したと発表した。

Vキルギズのナイマン・ダムー－Pravd，α紙によれば， キyレギ、ズ共和国で、は本

日4000万maの水をたたえるナイマン・ダムの貯水がはじまった。この貯水湖は

特異な設備で，三つの谷川を 1本に集め，岩盤のトンネルを通過してキノレギズ南．

部の畑を潤おすことになる。

Vソ連船抑留事件で中共へ抗議一一ソ連政府は 2日付で，大連港で起ったソ連

貨物船ザ、ゴノレスク号抑留事件に対して厳重な抗議声明を発表した。ザゴルスク 7

号事件は12月8日，中共側の水先案内人とソ連船長との聞にいざこざがおこり，

約20日間，大連港で抑留された事件である。

3 目 Vアラブ連合へ小麦供与一一ソ連はこのほどアラブ連合に対して， 1700万ドル

相当（65万トン〉の小麦を売却する協定に調印した。このうち25万トンは 3月中

に到着の見込であるという。

V作家大会， 5月に開催か一一一；1日午後， ソ連作家［r:iJ盟機関紙 Literatulunaja

Gazeta紙編集部は記者会見をひらいて，きたる 5月22日に 8年ぶりに第4凶ソ

連作家大会を開催する旨発表した。この大会で作家内部での新ll:l1ilij派の抗争がど

のような形であらわれるか，注目されてし、るo

vホルムスク港年度計画遂行一一一VodnyyTranspοrt紙によれば，サハリンの

ホlレムスク港の労働者たちは，予定の年度計画と約束した社会主義的義務を期限

よりも著しく早く遂行した。特にこの好成績にはクレーン係（複数〉の努力が大

きく寄与した。
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Vクラスノヤルスク線区の輸送停滞一一lzvestija紙によれば，クラスノヤルス

ク市内は街路や屋敷内まで新しいコンパインが充満している。これは貨車がない

ための滞貨である。すでに鉄道は 4カ月も空車の割当計画を遂行していない。 9

月には 200車両， 10月には184輔， 11月には100輔の無蓋貨車の配車不足であったω

クラスノヤ／レスク・コンパイン工場と束シベリア鉄道クラスノヤノレスク線区はそ

のためばく大な罰金を取られている。

Vナボイ・化学コンビナートの第21111操業開始－Pravda紙によれば，ウズ

ベク共和国のナボイ市では化学コンビナートの第2)1頃が操業を開始した。鉱物肥

料を積んだ最初の列車がウズベキスタン， トルクメニヤ，タジキスタンの各共和

国の農村に向って出発した。

4 目 Vモスクワ地区党委，中共非難一一4日，クレムリン内で，モスクワ地区の党

委員会が聞かれ，ブレジネフ書記長，コスイギン首相らが出席した。その席で採

択された決議案は，中共とその幹部に対する公然たる非難を含んでいる。また，

世界党大会の開催を勧告する内容も含まれている。

v新駐ソ大使赴任一一トンプソン新駐ソ大使は 4日，ニューヨークをたってモ

スクワへ向った。モスクワへは11日に着任の予定といわれる。同大使はフノレシチ

ョフ時代， 5年間駐ソ大使をつとめたことのある人であるが，ジョンソン大統領

が再びこの人を再登場させた事は，米ソ間の協調に格別の熱意をもっているため

であろう。

Vチュメーニニトポリスクニスゥルゲゥト鉄道の建設一一Gudok紙によれば，

西シベリアのチュメーニニトポリスクニスウノレグゥト鉄道の建設は， 1966年に開

始されたばかりであるが建設基地にはすでに 1万 8000m2の労働者住宅が建てら

れ，現在チュメーニからトポリスクまでの聞の森林がほとんど伐り聞かれた。

Vカザフスタン北部の春蒔準備－Pravda紙によれば，カザフ共和国シェリ

ノグラード地区のソフォホーズは州内で 1番早く春蒔用機械の準備を完了したと

報告した。現在労働者たちは，コンパーインと自動車を修理している。 トラクター

は84台の準備が終った。

V合繊二次製品1400万ドル受注一一合繊業界は新年に入ってすぐ，ソ連から50

億円以上の合成繊維製品の大口注文をうけた。二次製品の大半は，セーター，水

着などのアクリノレ系ジャージで全体の70%を占め，あとはウーリーナイロン系の

シャツ，背広などである。
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5 日 V 日ソ航空交渉，代表来日一－6日から開かれる予定の日ソ航空路開設にとも

なう日ソ商務協定第4次交渉に出席するため， 5日夜8時すぎ，ダニリチェフ民

間航空省国際部長らの一行が羽田に到着した。

Vベリシェ政治局員，パリで語る一一一4日からパリで聞かれたフランス共産党

大会の2日目，ベリシェ・ソ連共産党政治局員は「世界共産党会議を開くことに，

すでに60カ国の党が賛成しているJと語った。

Vアルタイ農業機械工場－lzvestija紙によれば，西シベリアのアルタイ農業

機械製作工場は27カ国に農業機械を輸出している。 12月には多くの機械が主とし

て外モンゴノレとチェコスロパキアに輸出された。

Vアナドゥイル港を襲った猛吹雪一一Pravda紙によれば，極東マガダン州の

アナドゥイル港に猛吹雪が来襲した。風速45mの暴風雪は道路をうめ，家屋の屋

根を吹き飛ばした。しかし市民たちは勇敢に働き，市内電力網その他の連絡設備

の受けた損害を復旧し，企業，役所，商店は休業しなかった。

Vスースロフ書記，中共非難一一ソ連共産党政治局員兼書記のスースロフ，は

5 13，レニングラード地区でのレーニン賞授与式の会場で演説し「中国ではいず

れ良識派が勝利をかちとるだろう。北京の指導者は反ソ政策をとることによって

帝国主義に奉仕しているj とのべた。

' 「赤い星J紙“核戦争本部”の設置を報道一一5日付のソ連国防省機関紙

Krasnaja Zvezda紙は，核戦争に際して，ソ連の国家と軍を統轄するため，米

国の国家安全保障会議に匹敵する最高機関の設置準備がすすめられている事をぜ

ムスコフ陸軍少将署名の論文で明らかにした。

6 8 V日ソ航空商務交渉はじまる－6日午後2時から東京・丸の内の日本航空会

議室で，日ソ航空協定にもとづく商務協定交渉が再開された。日本側は浅田静夫

日航専務ほか4名，ソ連側はダリニチェフ・ソ連民間航空省国際部長ち 4人が代

表団として出席した。

V米ソ新空路， 5月に第 1便ーーモスクワの米大使館は米ソ両国はモスクワニ

ニューヨーク聞の第 1便を 5月に就航させるであろうとのベた。

Vオハニコムソモリスク間石油パイプラインほぽ完成一－StroitelinajaGaze-

ta紙によれば，サハリンのオノ、からコムソモリスクまで 126kmの石油パイプライ

ンは営業に入った。大陸の部分の作業は終了しつつある。オムスク石油パイプラ

イン建設トラストの機械化作業班はサハリンに基地を移した。コムソモリスクに
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近い完成した部分で、はサハリンの石油が送られている。

7 日 ' ~ジク共和国のマイクロウエーブ、建設－lzvestija 紙によれば，タジク共和

国の住民たちは，今まで、パミール・アノレタイ山脈にさえぎられて，モスクワその

他からのテレビ放送を見ることができなかったが，本年最初からモスクワのテレ

ビ中継放送を見ることができるようになった。これは今のところテスト受信であ

るが，いまやドゥシャンベニレニナパドのマイクロウエーブの建設ができ上りつ

つある。

V氷に閉された極東の各港一一一Vodnyy1ranゆort紙によれば，極東地方は猛

烈な寒さに襲われ，各港は厚い氷に覆われた。マガ、ダンに近し、ナガエボ湾，オホ

ーツク海北部ではマガダン州の工場向け貨物輸送に任ずる船団の航海を助けるた

め《アドミラノレ・ラザ、レフ》号， 《エロフェー・ハパロフ》号の砕氷船が活動し

ている。風の影響と流氷のためラベルウザ、海峡は閉された。アムーノレ湾とウラジ

ポストーク付近の氷の厚さは35cmで、ある。

Vコルパシェボ油田一一Pravda紙によれば， トムスク州のコルパシェボで最

初の石油井戸が掘られたのは今から12年前であるが，現在は数百万トンとみられ

る油田が州内に発見されている。

Vブレジネフ書記長， ドネーツク炭田で演説一一8日付の Pravda紙は， 7日，

ウクライナのドネーツク市でプレジネフ書記長が演説したと伝えた。

V革命50周年声明一一ソ連共産党中央委員会は 7E, 10月革命記念50周年を今

年秋に迎えるにあたって，声明文を発表したが，この中には中国共産党に対する

批判も含まれている。その要旨は次の通りである。

1. 10月革命以後50年の聞に世界政治の面で大きな変化がおこった。 10月革

命後世界にはふたつの対立する路線があらわれた。一方は社会主義の体現する

自由と平和の路線であり，他は帝国主義の求める戦争と従属の路線である。レ

ーニンの平和の宣言にはじまったソ連は国民の願にそった外交政策を一貫して

実行してきた。

1. 10月革命は民族解放運動の転換点となった。それは人民の完全な民族解

放の可能性を具体的に実証し，植民地制度の危機の開始を示L，民族解放革命

の具体的な見通しを聞いた。

1. 10月革命は世界共産主義運動のゆりかごである。侵略者にきびしく反撃

し，帝国主義反対闘争のため，すべての革命・進歩勢力の団結強化が要求され
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ている。過去50年間にわたる経験は，草命勢力にとって国家的な任務と国際的

任務とが不可分であるとのマルクス・レーニン主議者の教義が不変であること

を明らかに示している。

1. 過去50年の歴史はマルクス・レーニン主義の正当性と価値を証明し，改

良主義と社会民主主義が無力であることをはっきりとさせた。従来の経験は，

迷わずマルクス・レーニン主義で白からの党を導いた党が成功をおさめ，マノレ

クス・レーニン主義をエセ革命的教条やドグマで、置き替えようとした，いかな

るこころみも失敗に終ることを示している。

1. 今や妥協なき戦いが，社会主義と資本主義，進歩勢力と帝国主義的反動

との問で進行している。帝国主義者は歴史の進行をさえぎり，革命的解放運動

の力強い潮流をせきとめようとする犯罪行為をやめていない。米帝国主義は世

界の憲兵の役をつとめ，世界各地で挑発行為をおこなっている。米帝国主義者

はベトナム人民に対する強盗戦争をほしいままにおこない，自らの支配を打ち

立てるために人民の独立と自由を圧殺しようとしている。以下略。

8 日 f Prav白紙文化革命報道一一8日付のPravda紙は“ジグザ、グの文化草命”

について報道し，今や中国内部で反毛派が反撃に転じようとしているとのベた。

f Agitator誌，中共非難一一ソ連党中央委発行の 8日付 Agitator誌は「毛沢

東は国民生活の向上をはかろうとはせず，強制労働者によって強大な軍事国家を

っくりあげようと努力している」と述べている。

V力ザフスタンの 5カ年計画第 1年の建設－StroitelinajaGazeta紙によれ

ば，カザフ共和国建設省の建設者たちは 5カ年計画の第1年度を好成績をもって

完成した。大きな工業建設のなかにはカザフスタン・マグニトカ（製鉄工場〉の

平板フライス盤，ジェズカズガン銅山の巨大な竪坑，カラガンダ，パノレハシ，ジ

ェズカズガン，アクタウ，テミノレタウなどの諸都市における軽工業および食品工

業がある。

vピリュイ水力発電所の建設一一－Pravda紙によれば，ヤクート自治共和国は

金とダイヤモンドの豊富な産地であり，またその他の有益な鉱物資源をもってい

る。さらにこの自治共和国は間もなく大きな電力を生産する地方となるであろ

う。ピリユイ河の岸の密林内にソ連邦における最北の発電所の一つであるピリユ

イ水力発電所が建設されている。建設現場の近くに建設者の団地《タヨジヌイ》

ができた0

9 日 V 日本鉄綱協会，ソ連に代表団一一一5月中旬，ソ連でひらかれる「製鋼物理化
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学に関するシンポジウム」に学会と業界の代表を出席させるため，日本鉄鋼協会

は人選を開始した。ソ連は製鋼部門で日本よりおくれているので，ソ連側は日本

の製鋼技術の基礎研究の資料をほしがっている由である。

, lzvestiiα紙，スタインベック非難一一ソ連政府機関紙lzvestija紙は9日付の

紙面で米国の作家ジョン・スタインベックがベトナムで取材している事に関して

非難した。

vパミール高原の高圧送電線工事一－Pravde紙によれば，タジク共和国のパ

ミール高原では標高約2500mの山地を通って，高圧送電線の工事が進められてい

る。本日高い岩山の上に本年最初の支柱がたてられた。昨年1カ年にここでは840

km以上の送電線が建設された。

Vアムール河岸のセルローズ原紙コンビナートー－Pravda紙によれば，極東

のアムーノレ河の岸にセルローズ原紙コンビナートの建物ができあがった。清浄設

備の建設のために労働者たちは， 0.5kmのトンネルを堀らなければならなかった。

それを通じて水はアムール河に放出されるのである。本日その作業は計画の期限

より著しく早く完成された。

10日 V米大統領教書ー一一ジョンソン米大統領は10日開幕した米国第90議会の上下両

院合同会議で一般教書をよみあげたが，その中でソ連に関しては次のように述べ

T乙。

1. われわれは次の諸点を達成した。

＠ 国連での宇宙平和利用条約調印

⑮ ソ連との航空機乗入れ合意。400品目以上の非戦略物資を禁輸対象から外した。

＠ ソ連との文化協定を 2年延長した。

v米英ソ，核拡散防止条約で合意か一一ロンドンの外交権威筋が10日伝えるとこ

ろによると，米ソ間ですでに核拡散防止条約の条文についての合意が得ちれてい

るもようである。これはニューヨークとジュネーブで数カ月にわたる秘密協議に

よって，ょうやく昨年末に合意に達したものであるといわれる。また，この条約

草案は英国にも示され，英国もそれを承認することを示唆したという。

Vコスイギン首相，ウラジヴォストークで演説一一10日，ウラジヴォストーク

のソ連太平洋艦隊の集会で，コスイギン首相は「毛沢東一派の反ソ政策は今や新

しい危険な局面にはいっている」と演説した。

Vクラスノヤルスク水力発電所建設工事一一lzvestija紙によれば，クラスノヤ
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ルスク水力発電所の大きな堰堤の高さはほとんどデイプナヤ山の頂上と同じにな

った。建設者たちは夏季予定計画よりも 2.5万～ 3万ma多い毎月 15万～16万ma

のコンクリートを打ち込んだ。それはブラック水力発電所の建設者たちが持って

いた記録を打ち破ったものである。 1967年中に 2基の発電機を稼動させることが

課題となっている。

Vポリャンスキー第 1IIJ首相パルナウル市訪問一一Pravda紙によれば，西シ

ベリアのパノレナウノレに滞在中の党政治局員，第 1副首相ポリャンスキーは西シベ

リア最大の化学工業である化学せんいコンビナートを視察し，パルナウル市郊外

の労働者住宅建設ならびに多くの商店を視察した。

V コスイギン首相沿海地方へ一一Pravda紙によれば，沿海地方へ党政治局員，

首相コスイギンが到着した。本日彼は沿海地方の漁業，軽工業，食品工業および

農業の製品展覧会を視察した。

11日 V トンプソン米大使モスクワ着

v米大統領， ABMで対ソ親書 11日， モスクワに到着したトンプソン大使

は，ジョンソン大統領の親書を携えていたと伝えられるが，それは，ソ連首脳部

あてに「ABM競争をやめるため米ソで話合いをすすめるよう」要望したもので

あるという。同日，米国のNB C放送でもロパート・ケネデ‘ィ上院議員が「AB 

M問題で米ソ最高会議を開くべきだ」と提唱した。

V米国務省筋，米ソ合意を否定一一米国務省スポークスマンは11日， 「米ソ両

国が核拡散防止条約で合意に達したという一部の報道は先走りすぎている。現時

点ではまだ一致した条約草案はでき上っていない」と述べた。

Vソ連，中共内部の混乱を報道せず一一一11日付のモスクワ発AF Pは，目下中

共内部で発生している内乱的騒動に関して，ソ連の新聞，ラジオ，テレビなどが

一切の報道をさしひかえている点で，とくに注目されていると報じた。

T lzvestijα紙，日ソ貿易を論ず一一11日付の lzvestija紙は，パトリチェフ・ソ

連貿易相との会見記事を掲載したが，その中で対日貿易に関する部分がとくに大

きな部分を占めている。貿易相の談話の大略の内容は次の通り。

l. ソ連の対日貿易は65年に 3億2600ループ、ルに達し， 66年は 3億7000万ル

ープノレ（ 4億ドル台）に達したとみられる。

l. 日本はソ連の対自由闘貿易でフィンランド，英国に次いで第3位を占め

た。

l. ソ連の新5カ年計画はシベリアと極東における鉱業および木材，パルプ，

q
d
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石油，ガス部門などの一層の発展を予想している。これは日ソ両国の互恵的経

済関係にも新しい可能性を開くものである。これにより，日本の輸出は一層伸

びよう。

1. 沿岸貿易も大きな可能性を持っている。沿岸貿易は現在すでに約 1千万

yレーブノレに達しているが，今後いっそうの成長が期待できる。

T Prav白紙，再び世界党会議を力説一一－ll日付のPravda紙は重ねて，世界党

大会開催の必要性を力説した。

Vウスチーノフ書記クラスノヤルスク市訪問一一－Pravda紙によれば，クラス

ノヤノレスク市を訪ずれた党政治局員候補，中央委書記ウスチーノフは市内を視察

し，多くの工場を訪ずれ，労働者，党および経済関係の職員と会談した。

12日 Vソ連，世界女子バレー大会に参加せず一一21日から東京を中心にひらかれる

予定の「世界女子ノミレーボール選手権大会Jは，北朝鮮と東ドイツの国名などの

問題で紛糾していたが， ソ連バレーボール協会も今大会に参加しなし、むね12日発

表した。

’国連・ソ連大使，テレビに出演一一12日の深夜テレビ放送にフェドレンコ国

連大使が出演して，米国の家庭むけに平和共存ムードをよびかけた。

V力ザフスタンに新都市一一lzvestija紙によれば，カザ、フ共和国の地図にオク

チャブリスクトし、う新しい都市が現われた。これはアクチュビンスク州にあるも

とカンダガチと呼ばれた団地で，本日カザ、フ共和国最高会議幹部会令によって改

命されたものである。これからカンダガチ地区もオクチャプリスク地区と呼ばれ

ることになる。オクチャブリスクはカザ、フスタンの67番目の都市である。

Vウグロワヤ＝ナホトカ間鉄道電化工事完了一－Gudok紙によれば，極東鉄

道のウグロワヤニナホトカ鉄道電化工事は 2年以上行なわれた。 1月11日ウグロ

ワヤ駅で建設者と営業関係者が集まり，この鉄道による電気列車の正常運転開始

について協議した。午前10時30分最初の列車は 2台の電気機関車にひかれて発車

した。

Vコスイギン首相ナホトカ港訪問－Pravda紙によれば，ウラジオストーク

訪問を終へたコスイギン首相は，赤旗太平洋艦隊の軍艦に乗ってナホトカに至り，

同地の船舶修理工場を視察し，またデ、イーゼル電気船《ワシーリイ・ベロフ》号

を訪ずれ，労働者たちと会談した後，同日再びウラジオストークに帰った。

’ポリャンスキー第 lj;IJ首相ブラックへ一一－Pravda紙によれば，イノレクーツ

ク州滞在中の第 1副首相ポリャンスキーは，本日ブラックに至り，アルミニュー
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ム工場と木材工業合同の建設現場を視察した後，ブラック水力発電所を訪ずれた。

13日 Vソ連製ヘリコプター（M14型）北ベトナムへ供与一一ワシントンの消息筋は50

機以下のソ連製ヘリコプターが北ベトナムに配置された事を確認した。

T SAS，シベリア通過権獲得一一スエーデン外務省は13日夜， スカンジナピア

航空（ SAS）と，ソ連のアエロフロートの聞に協定が結ばれ， 14日に発表する

と述べたが，その中にシベリア上空の通過権を獲得したと述べたことで，注目を

あつめた。もし， SA Sがシベリア上空の単独通過権を獲得したものなら，日航

の日ソ共同運航方式は無意味になるとして運輸省は実情の掌握につとめている。

V武内駐米大使，米ソ漁業交渉で申入れ 16日からひらかれる米ソ聞の漁業

交渉の内容が，日ソ漁業交渉に悪影響を及ぼすことのないよう 13日，武内大使が

米国務省のロストウ次官を訪れて申し入れた。

V トルクメン共和国ネピト・ダグの建設－StroitelinajaGaze白紙によれば，

トルクメン共和国のカスピー海近くにあるネピト・ダ．グでは建設材料コンビナー

トがつくられた。このほど国家委員会はコンビナートの第 I順を操業させた。建

設作業はなお続けられており，今年中に若干の製造工場と修理機械工場が稼働す

る予定である。

14日 Vコスイギン首相，サハリン訪問一一一14日，ユージノサハリンスク（豊原）に

ついたコスイギン首相はサハリン州党活動会議に出席した。コスイギン首相のサ

ハリン訪問はこれがはじめてである。

T SAS，ソ連と議定書仮調印一一14日付のタス通信はSA Sはレニングラード，

シベリア経由で日本にいたる航空ノレート開設についてソ連と合意に達し，議定書

に仮調印した。これによると， “シベリア上空が国際民間航空に解放された時円

に， SA Sシベリア上空を東京まで飛ぶことができることになっている由である。

Vバルナウルのアルタイ・モーター工場－ Pravda紙によれば，西シベリア

のパノレナウlレではアノレタイ・モーター工場の新しい工場ブロックが完成した。大

きな建家の中に高生産性の国産のプレスと工作機械が据えつけられた。新しい組

立工場のコンベアからアノレタイとハリコフのキャタピラ・トラクダー用デ‘イーゼ

ノレエンジンが始めて出荷された。

V西シベリア冶金工場の第2高炉建設－ Pravda紙によれば，西シベリア冶

金工場の第1高炉と並んで第2の大容量高炉が建設中である。眼の回るような高

所でシベリアの組立労働者たちは，最新の設備を装置している。数千人の共産青

年同盟の労働者たちは，巨大な高炉を今年の第2四半期中に稼働させるよう努力
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している。

15日 V米誌，在東独ソ軍の極東移動を示唆一一15日発行のNewsWeek誌は，最近

グレチコ第 1国防次官兼ワノレシャワ機構最高司令官が東独を訪問してウルブリヒ

ト議長と長時間話し合った事に関して，ソ連は東独駐屯のソ連軍22万のうち 5万

人を中ソ国境へ配属することを計画しているのかもしれないと述べている。

T Prov白紙中共内の騒乱を報道一一15日付のPravda紙は「中国における新

しい衝突という論評をかかげ， 『この集団虐殺の主導者が毛沢東夫人江青である

ことがますますはっきりしてきた』と報じた。そして， 「南京では約10万人が紅

衛兵と衝突したが，救急車やトラックに収容しきれないほどの死傷者がでた」と

のべている。

vビリュイ水力発電所からの送電線工事－Prav白紙によれば，ヤクート自

治共和国のピリュイ水力発電所の第 1ユニットは本年中に稼働することになって

いる。ダイヤモンド床センターのアイハノレ団地に向って建設者は送電線を作って

いる。勇敢なる労働者たちは大密林を切り聞いて難工事を続けている。

16日 ’ソ連・東欧貿易会発足一一16日午後4時から大手町の経団連会館で，「ソ連・

東欧貿易会」の創立総会がひらかれ，堀江薫雄東京銀行会長を初代会長に選出し

た。これは昨年暮に解散した日ソ・東欧貿易会を引き継いだもので，大手メーカ

ー，商社，金融機関など37社が加盟している。役員人事としては会長堀江薫雄，

副会長近藤秀一（東邦物産社長），佐々木清亮（昭和電工専務），新田義実（昭和

産業相談役〉，顧問植村甲午郎（経団連副会長），永野重雄（富士製鉄社長）の7

人で，事業計画としては，①シベリア・極東地域開発の日ソ協力を進めるための

資源調査団，視察団の派遣，②日ソ貿易やシベリア沿岸貿易の発展のため必要な

対策の実施，③見本市開催，④技術交流の促進，⑤東欧圏との取引き上の問題の

解決ーーなどである。

v米ソ漁業交渉はじまる一一米ソ両国はワシントンで16日から米太平洋岸およ

び米大西洋岸でのソ連漁船の活動に関する規制措置の交渉を開始した。

v米ソ航空交渉はじまる一一モスクワニニューヨーク聞の直通航空路の開設に

関する米ソ交渉が16日からモスクワで開始された。

Vソ連政府， NYタイムスに宣伝文一一16日付の NewYork Tim白紙に 2頁大

のソ連政府広告がのせられ，人々の注視をひいた。

Vナイジエリアへ借款一一16日，ナイジエリアのアタ連邦財政相は，ソ連およ

び東欧から3360万ポンドの借款をうけ入れる旨発表した。
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vパブロダール・アルミニューム・アルミナ工場一－Pra・vda紙によれば，カ

ザフ共和国東北部のイノレトイシ河の岸で、パプロダール・アルミニューム・アルミ

ナ工場が操業を開始した。国家委員会は若干の新しい工場をも営業に入らせた。

同時に熱電力併給発電所においてはボイラーとタービンが稼働を始めた。

17日 Vチュメーニ油田を視察したソロメンツエフー－Pravda紙によれば，チュメ

ーニ州を訪れた党中央委書記ソロメンツェフは，シャイム油田地区，フ。ンギノ油

田のガス産業およびウスチ・パノレイクニオムスク問石油ノfイプライン建設現場を

視察した。またソロメンツェフはチュメーニ・モーター工場，ボロフスク養鶏場

を視察し，チュメーニ工業大学の学生および教員と会談した。

Vウラン・ウデ市を訪ずれたポリャンスキー一一－Pravda紙によれば，ブリヤ

ート自治共和国のウラン・ウデ市に滞在中の第 l副首相ポリャンスキーは機関車・

貨車修理工場を訪ねて労働者と対談し，ついで市内を視察し，商店に立ち寄った。

さらにポリャンスキーは共和国の指導的職員と工業，農業および文化サービスの

問題，革命50周年準備について話し合った。

’マリノフスキー国防相， Kommunist誌に寄稿一一17日発刊の党理論誌 Kom-

munist誌1967年 No.1にマリノフスキー国防相は次のような内容を強調した。

「国土防空軍の戦闘能力は急速に強化された。新しし、高性能の高射ロケット・

システムと迎撃機の航空綜合体系が開発され，軍の装備に配置された。防空軍

は敵の空中攻撃兵器に対して国家の領土を完全に掩護できる。」

（注） 各紙が伝えたABMCミサイル迎撃ミサイル）の実戦配置説は誤報で

ある。

（注） このABM報導は，むしろ米国防長官マクナマラによって，米国間内

の与論操作の手段として故意に流布された気配がある。

Vウルブリヒト，ソ連大使と会談一一17日，東独のウルブリヒト議長はアブラ

ーシモフ・ソ連大使と会談した。これによって，東独駐屯ソ連軍の極東移動の噂

が再びむし返された。

V ソ連・ポーランド首脳緊急会談一一特記事項参照。

18日 V力ザフスタン西部のパイプライン建設－ Gudok紙によれば，カザ、フ共和国

西部では新しい工業都市ケンキャクを既設のコスチャグイルニオノレスク聞の石油

パイプラインにつなぐ 120kmのパイプラインの建設が終った。このパイプライン

はケンキャクの原油を使用するオルスク精油工場への輸送に当るものである。ケ

ンキャクの原油は耐寒モーター油を含んでいる。
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Vアフガニスタンr ソ連邦ガスパイプライン一一－Pravda紙によれば， トルク

メン自治共和国のケノレキ付近におけるアフガニスタン＝ソ連邦ガスパイプライン

の建設は作業のもっとも困難な段階を完了した。本日アム・ダリヤの河底に最後

の第3番目の水中パイプが敷設された。この新しいガスパイプラインの延長は

365kmで，うち275kmはトルクメンとウズベキスタンの領内を通ることになってい

る。

Vノボシビルスク市を訪ずれたロシア共和国首相ウォロノフ十一－Pravda紙に

よれば，ノボシビノレスク1l'iに滞在中の党中央委政治局員，ロシヤ共和国首相ウォ

ロノフは本日機械製作工場を視察し，労働者，技師，工場の指導者たちと会談し

fこ。

19日 ’ヅィリヤノフ鉛工場の新設備♂ー－Pravda紙によれば，カザフスタン共和国

のズィリヤノフ鉛コンビナートでは本日重懸濁液製造現場が操業に入った。この

工場は年間重合金属原料を数百列車分の加工を行なうものとみられている。

V力ザフスタン西部の鉄道建設－Gudok紙に上れば，カザフスタン西部でジ

ェトゥイパイとウーゼ、ニをマングイシラク油田の中，心朝）jhシェフチェンコと市古ぷ

鉄道が建設中である。この鉄道は主として原油とその他必要な貨物の輸送に任ず

るものである。

V 日ソ貿易年次交渉はじまる一一ー定例のHソ問の年次協議が19日，モスクワの

ソ連外国貿易省で幕をあけた。中川大使とクジミ外国貿易省第 1次官がそれぞれ

挨拶して， 23日から本格交渉に入る事になった。

V天然ガス交渉再開か一一駐日ソ連通商代表部のグパノフ代表は19日午後，通

産省に山崎通商局長をたずね，昨年末以来中断している北樺太の天然ガス開発交

渉を早期にまとめたいというパトリチェフ貿易相の手紙を手渡した。このなかで

パ貿易相は，①天然ガスの輸出についてはソ連政府と銀行が保証する，②日本側も

天然ガスの輸入に関して何らかの形で保証してもらいたい一ーと述べている由。

’ソ連誌，米の ABM構想を非難一一ソ連の「海外」誌ZaRubedzomの編集者

クラミノフは19日付の同誌にジョンソン大統領の年頭教書の一部を翻釈して掲載

したが，その中でABMCミサイル迎撃ミサイル）体系の展開競争を抑制しよう

とする米大統領の構想を非難し， 「ソ連が求めているのは軍縮であって，軍備管

理ではない」と述べた。

Vポリヤンスキー第 1副首相，ブラゴベ訪問一一ヅ連政府の第 1副首相ポリヤ

ンスキーは19日極東アマール州のブラコベシチェンスクを訪問した。ブラゴベシ
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チェンスクは黒竜江に面する都市で，中固との国境に位置する要点で， 12日には

コスイギン首相がおとずれている。

V紅衛兵，ソ連スパイを摘発一一19日，北京の壁新聞は楊尚昆元中央委員候補

書記らが，毛首席の邸宅にかくしマイクをすえつけて，その機密をソ連へ流して

いたと報道した由。

V西独外務次官，ソ連軍の移動を否定一一19日の西ドイツの下院で，カノレステ

ンス外務次官は「東ドイツ駐屯のソ連軍が中ソ国境へ移動したという報道は間違

いである」と述べた。

20日 V日ソ航空商務交渉妥結一一特記事項参照。

Vブラゴ、ベシチヱンスク市へポリャンスキー副首相－Pravda紙に上れば，

梅東のブラゴベシチェンスクを訪ねた党政治局員，ソ連邦副首相ポリャンスキー

は大型建築用ノξネル工場，縫製工場，製菓工場および大食品店《ポストーク》を

視察した。ポリャンスキーはまたプラゴベシチヱンスク農業大学に至り，アムー

ル農事試験場をも見学した。

V トムスク市を訪ねたロシア共和国首相ウォ口ノフ一一一Pravda紙によれば，

党中央委政治局員，ロシア共和国首相ウォロノフは西シベリアのトムスク気圧計

工場を訪ね労働者と会談したのち， トムスク工業専門学校とトムスク綜合大学付

属植物園を視察したの

Vアシノヱベールイ・ヤール鉄道建設一一－Gudok紙によれば，西シベリアのト

ムスク北方のアシノ＝ベールイ・ヤール間延長 184kmの鉄道はシベリアの密林お

よび湿地を通って現在建設が行なわれている。この鉄道はいまの 5カ年計画で予

定されている。アシノ林業合同に用材を送るためのものである。

v米ソ， ABMで話合い開始一一米国務省は20日，米ソ両国がABM  （ミサイル

迎撃ミサイノレ）問題について話合いを始めたことを明らかにした。マクロスキー

国務省報道官はこの日の記者会見で， ドプルイニン・ソ連大使とラスク国務長官

コーラ一国務次官代理とが，今年に入ってから既に数回にわたって会談したこと

を明らかにしたO

T Pravda紙，再び世界党会議提唱一一ー20日付の Pravda紙は『共産主義勢力

の団結のためのたたかいにおいて』と題する論説をのせ，現在，世界党会議の開

催に反対しているのは中共とアノレパニアの党だけであると強調した。

T Krasnaja Zv紅白紙，ロケット軍について報道一一クルイロフ戦略ロケット軍

総司令官は，ザパイカノレ軍管区を視察したが，ここの共産党地区会議で中共事情
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を説明した。ザ、パイカル軍管医の党員は全員一致して，昨年12月発表された党中

央委の中共非難声明を支持した。同管区のミサイノレは中国を目標にしているとい

われる。

Vラスク長官と FBI長官との往復書簡発表一一一米政府は20日付でラスク国務長

官と，フーパーFBI （連邦捜査局）長官との往復書簡を発表した。これはFB 

Iが米ソ領事条約の批准に反対でないことを示して，議会内部の反ソ気分を和ら

げようとしたものである。

（注） 米ソ領事条約は議会の反対でいまだに批准されていない。

V ソ連＝モンゴル直通列車開通一一一20日のモスクワ放送は，モスクワのヤロス

ラウ駅から，モンゴル人民共和国東部の工業中心地チョイパルサン市のパイント

ーメン駅行きの快速列車が運転を開始したと報じた。

21日 V北京放送，日ソ航空協定を非難一一21日の北京放送は，日ソ航空商務協定の

妥結について，次のように非難した。

『ソ連の修正主義者集同は，民族の利益を売りとばし，これまで何処の国の

航空会社にも許可したことのない国防上の要地シベリアの上空を日本に解放し

た。これはソ連修正主義者の裏切り者としての姿をさらにはっきりさせたもの

である』

V ソ連労組，毛沢東非難一一ヅ連労働組合中央評議会のピメノフ書記は，21日，

モスクワでひらかれた同評議会総会で演説し，次のように述べた。

『毛沢東とその一派の反レーニン主義，狂信的愛国主義，国家主義の路線を

断乎として暴露することが必要である。反人民的な政策を追求している毛沢東

は，いまが自分に反対する党の委員会を破壊し，共産主義青年団を解散し，つ

いには全国総工会まで解散させてしまった。プロレタリア文化革命の名のもと

に中国でおきている事態は，実際は文化と労働者への敵対を目指しており，中

国人民にとって悲劇である。』

v駐日ソ連大使，近く更迭か一一ピノグラードフ・ソ連大使は着任以来すでに

4年半在任しているが，近く交迭されると見られている。

V力ザフスタン最大の送電線工事－Pravda紙によれば， 《ウラノレエレクト

ロセチストロイ》 （ウラル電力網建設）トラストの作業班は，カザフスタン最大

の送電線エノレマク二エキパストゥズ二シェリノグラード問50万ボノレトの送電線建

設に着手した。 400km余の送電線のため高さ27～43mの鉄柱1000本以上が建てら

れる。この新しい送電線はエノレマク国営地区火力発電所とブフタノレマ水力発電所
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の電力を北部および中部カザ、フスタンに送ることになる。

22日 V西シベリア冶金工場の樹脂製造工場－StroitelinαrjaGazeta紙によれば，

ケメロボ州ノボクズネックの西シベリア冶金工場では樹脂製造工場が営業に入っ

た。ここではクズネツ治金コンビナートと西シベリア冶金工場からでるすべての

石炭樹脂（タール）を加工することになっている。

23日 V ソ連で親中共派結成？一一ユーゴのタンユグ通信は，北京の壁新聞が23日，

ソ連で、は草命的共産主義ボルシェピキ党，ユーゴではマルクス・レーニン主義グ

ループという親1f1共派が生れたと報じてし、る旨を伝えた。

V駐ソ・米大使信任状提出一一トンプソン新駐ソ米大使は23日，ポドゴルヌイ

最高会議幹部会議長（元首〉に信任状を提出した。また，この際， ABM建設中

止を提案したジョンソン大統領の親書を手渡した。

ポドゴルヌイ議長は，米ソ間の友好の発展は米国の出方如何にかかっていると

新大使にこたえた由である。

ジョンソン大統領がソ連首脳へおくった親書の内容は次のようなものであった

と伝えられる。

1. 軍備拡大の重荷は，ワシントンとモスクワにとって圧力となるだけでな

く，他の国々にとっても大きな圧力となっている。

1. 私は工業先進諸国と他の諸国との格差がますます増大していることを深

く憂慮している。われわれは先進国として低開発国の人々をたすけ，世界の緊

張をやわらげるため，共同の運動をすすめてゆきたい。

1. 人口増も食糧生産増を追いこしているし，このままの傾向が10年20年と

続けば世界の半分は凶作のとき深刻な飢餓に見舞われ，そうでなくともひどい

栄養失調に悩まねば、なるまい。このような事態を防ぐには米ソの協力が必要で

ある。←略－

Vラスク長官，上院で要請一一一2313，上院外交委員会の公聴会でラスク国務長

官は，①米ソ領事条約がスパイ活動の増加をもたらすとは思わない，②1年間の

米国人の訪ソ数は 1万8000人で，ソ連人の訪米は 900人で，条約はアメリカ側に

有利である とのベ，米ソ領事条約を早く批准してくれるよう要請した。

v米ソ航空商務協定調印 米国のパンアメリカン航空会社の代表と，ソ連の

アエロフロートの代表者は， 2313，モスクワにおいて，モスクワニニューヨーク

聞の空路運営に関する商務協定に調印した。同空路は 5月半ばにひらかれ，当分

は週 1回運航される。

-331- -( 27）ー



シベリア開発（ 1月〉

24日 Vポドゴルヌイ議長，イタリア訪問一一ソ連の元首にあたる最高会議幹部会議

長のポドゴ、ルヌイ氏は， 24日，ローマに到着した。同議長はイタリアの首脳部と

諸問題について話し合う予定といわれる。

（注） これは， ソ連首相が欧州に対して積倒的な外交攻勢をかける今年のスケ

ジュールの皮切りである。

同日の夕食会でポ議長は， 「現下のもっとも緊急な問題は核兵器拡散防止条約

の締結であるJとのベた。

Vマクナマラ長官，議会で証言一－24日の上院軍事委員会および同国防支出分

科委員会の秘密会に出席したあと，マクナマラ凶防長官は次のように語った由。

『米｜司は現状でもAB Mの分野でソ連におくれを取っていなし、o 1968年の国

防予算案のなかには約50億ドルの研究開発費が含まれており，当面 3億7500万

ドルの開発費を使用できることになっている。しかし，米ソ間で高価で浪費的

な軍備競争をやめる協定が整えば支出しないですむ。われわれはソ連のABM  

開発を 2it＇－前から予期していたし，現状では米国のミサイルはおくれを取って

いなし、。米国のミサイノレは敵のどんな対抗組織も突破できるという確信をもっ

ている。』

V訪ソ鉄綱技術代表団決る一一24日の理事会で日本鉄鋼協会は， ソ連学士院主

催の「製鋼物理学に関するシンポジュウム」派遣する訪ソ鉄鋼技術代表団の一行

7名の人選をおこなった。

マ団長，的場幸雄（富士製鉄副社長〉

マ団員，松下幸雄（東大教授〉，盛利定（京大教授〉，不破祐（東北大教

授），瀬川清（八幡製鉄東京研究所第3基礎研究室長），山崎相友（富士製鉄

中央研究所副所長），中川義降（日本製鋼所室蘭製作所研究所主任〕

Vヌーレク水力発電所工事一一Izvestij,α紙によれば，タジク共和国のヌーレク

水力発電所工事では上流の堤防に対する最初の 100万m 3の盛土が終ったO ワフシ

河の両岸をつなぐこの堤防の基礎は昨年11月大きな爆破作業の助けによって作ら

れたものである。現在河の流れは河岸の岩を貫ぬいた地下水路を通って流れてい

る。建設工事は計画よりも 2カ月半く進んでいる。

Vオビ河およびイルトウイシ河の航運状況一一Vodnyy Transport紙によれ

ば，河川船舶相 S.Kuchkinの述べたところによると，オピ・イノレトゥイシ両河

川による原料油の輸送は本年250万トン，そのうち150万トンはイノレトゥイシ航運

局，残りの 100万トンはオピ航運局と予定されている。これは1966年度に対して
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の増加となる。またチュメーニおよびトムスク両州の石油・ガス産地向け燃料，

設備，建設材料などの発送量も著しく増加することになっている。

Vタシケン t--州農村電化完了――Pravda紙によれば，ウズベク共和国のタシ

ケント州は共和国内で最初に農村の全面電化を完成した。今や全部落は大きな国

営発電所に連結されている。

25日 V文学新聞，中国からの避難民を報道一一一25日付の LiteratyrnajaGazeta紙

は，新彊地区のカザ、ブ系住民が迫害にi耐えかねて， ソ連領へ逃亡してきた事を明

らかにして，その色＝しみを語る記事：を掲載した。

（注） スターリン時代，カザフスタンのカザフ人多数が，スターリンの圧政を

嫌って新彊地区へ逃亡した事があったが，今凶はその逆の現象がおこってい

る訳である。

’ソ連・イタリア首脳会談はじまる一一ポドゴルヌイ・ソ連元首は25日から，

イタリアのサラガット大統領，モロ首相，ファンファーニ外相と通商，政治の問

題について会談したo

v仏ソ合同委・ソ連代表パリ入り一一第 1回仏ソ常設合同委員会に出席するソ

連代表団（団長キリリン副首相兼科学技術国家委員会議長〉一行が25日パリに到

着した。

V ソ連警官と中国入学生のいざこざ一一25日，モスクワ市の赤の広場で中国人

学生69人が「インタナショナル」を合唱し，スターリンの墓に花輪を捧げようと

したところ，警官がそれをやめさせようとして殴り合いになったとモスクワの新

華社特派員は伝えた。この件につき中国大使館はソ連外務省に抗議したが，ソ連

外務省はこれについて「中傷的で‘許すべからざるウソであるJと述べた。

V ソ連紙，一斉に文化革命非難一一25日付の「赤い星」 KrasnajaGazeta紙

は「文化革命の原動力」と題する評論で「中国の軍隊は，毛沢東とその一派がた

くらんでいた通り，文化革命の推進力となったυ いまや人民軍の仕事はプロレタ

リア文化革命を完遂することであり，もし人民解放軍が毛路線を支持しなければ，

文化輩命は成功せず，中途で失敗するであろう oJと述べた。またlr:i］日付のSuvie-

tskaja Russia紙は『偉大な埋想の信用失墜』という論文で， 『中凶における現

在のできごとは，共産主義者および労働者すべてにとって，もっとも神聖な理想，

人類の明るい将来への最高の願望を歪曲させるものである』と非難した。

V マールイ市付近の建設一一Gudok紙によれば，トルクメン共和国のカラクウ

ム河の岸には強力な国営地区火力発電所が建設されることになっている。それは
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マーノレイ発電所と名付けられ，左岸にあるマーノレイ市の近くにできる。またそれ

とならんで，プラスチックと織物工場もできることになっている。カラクウム河

の右岸には 2万5千人が住む団地を建設することが決められた。

26日 V中国入学生，帰国の途へ一一一61人の中国入学生が26日，モスクワから帰国の

途についたが， そのうち12人は包帯をしていたと伝えられる。学生達は“東方

紅”をうたいながら列車にのりこんだという。

V トムスク』11,1のガスをクズパスへ－Izvestija紙によれば，西シベリア・トム

スク州の中部ワシュガンのガス床はトムスク州，ノボシビルスク州およびアノレタ

イ地方，とくにクズノζスの工業中心地に近いところにあり，これらの距離は 500

～800kmである。ここのガ、スパイプラインの敷設は，大部分は比軟的平坦で乾い

た森林原野を通過するので作業は容易である。

vクラスノヤルスク水力発電所建設状況一一－VodnyyTransport紙によれば，

建設を絶えまなく続けていたクラスノヤノレスク水力発電所は，本年の草命50周年

までに最初の 2基の発電機が稼動を始める予定になっている。左岸の堰堤地区に

巨大な船エレベーターが建設中であり，また貯水湖の岸には新しい工場，農業地

区，林業組合ができることになっている。

Vモゴチャ駅団地の発展－Gudok紙によれば，ザ、パイカル鉄道のモゴチャ駅

は発展し拡大している。若干の大きなアパートが新しい商店と共に並んでいるO

その中央に 3階建の中等学校があり，鉄道病院の建設も完成した。団地内の道路

は舗装され春になるとさらに沢山の街路樹が植えられることになっている。

27日 Vチト一大統領一行，モスクワ入り一一ユーゴ大統領チトー氏の一行は27日午

前10時，ハンガリー経由，列車でソ連国境の町チョープに到着した。

V宇宙平和利用条約調印一一特記事項参照。

V ソ連，対日抗議一一ソ連外務省は27日午後 3時，中川大使をよび，スダリコ

フ極東部長から H本政府へあてたベトナム問題に関する抗議覚書を手渡した。こ

れは『ソ連政府の日本政府に対する声明』と題するもので，日本政府が依然とし

て米軍に基地や便宜を供与している事実を指摘し， 「ソ連としては日本政府が東

南アジアの緊張激化を阻止するため，あらゆる措置をとるよう期待するJと結ん

でいるという。

（注〉 この抗議文は日本の総選挙を目標にした“ゆさぶり”であったと見られ

る。

中川大使はこれに対し， 「日本政府はベトナム問題の平和的解決に努力してお
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り，論点は同意できない」と述べた由である。

v北氷洋上の樗トラクター列車一－Jzvestija紙によれば，マガダン州のペベク

からピノレリングス岬まで北氷洋をすでに数日間にわたって擢トラクター列車が通

っている。これは夏期チュコト半島の各港に向う船団のために役立つ自動灯台に

燃料を送るものである。

28日 Vチト一大統領，モスクワへ到着一一ソ連公式訪問のチトー・ユーゴ大統領一

行は， 28日，汽車でモスクワのキエフ駅へ到着した。駅頭にはブレジネフ書記長

コスイギン首相らのソ連首脳が出迎えた。チト一大統領はプレジネフ書記長らと

ただちに郊外の狩場へおもむき，首脳会談を開始した。

' 66年度の実績発表 詳細は特記事項参照。

Vソ連，アポロ宇宙船の事故報道一一モスクワ放送は28日，米国の宇宙飛行士

3名がアポロ宅宙船の事故で死亡した旨，簡単に報じたo

v北京放送，宇宙条約非難一一一28日付の北京放送は， 27日付で調印された宇宙

平和利用条約について述べ， 『米帝国主義者とソ連修正主義者のふたつの悪者の

仲は，地上ばかりでなく，空での協力にまで発展している』と非難した。

Vソ連政府，ネオ・ナチで覚書一一ソ連政府は28日，米，英，仏，西独の 4カ

国大使館に覚書を手渡し，次のようによびかけた。

l. 西独のネオ・ナチ勢力は，西独国内で過去の戦争の結果を修正するため

の軍事的，政治的な前提条件を実際的に準備しようとする動きと共にf台頭して

きた。このような状況下で，あらたなヒトラーが，しかも核兵器で武装して出

現しないとだれが保障しえょうか。

1. 各種のネオ・ナチの政治的指向と，西独政府指導者の志向との聞には，

共通する特徴がある。ドイツ民主共和国（東独）と他の社会主義共和国の国境

の有効性に疑念をさしはさむものには，だれに対しでも痛烈な懲罰が加えられ

よう。

l. ソ連吠府は，新しいファシスト，軍国主義勢力の策謀を注意深く見守り，

ポツダム協定その他の国際協定のもとでの誓約にしたがって，必要な際には他

の平和愛好固とともに，情勢が必要とするあらゆる手段をとる用意がある。

（注） この覚書が，かつてナチスと関係のあったキージンガー・西独首相に

対する非難をおこなっておらず，東独との単独講和！にもふれていない点が

注目された。

Vクラスノヤルスク地方の重要建設計画一－Pravda紙によれば，東シベリア

-335- 一（ 31 ）ー



シベリア開発 (1月〉

のクラスノヤノレスク地方においては，本年中にクラスノヤノレスク水力発電所の最

初の2基の発電機を稼動させるほか，ナザロボ国営地区火力発電所の建設者たち

も大きな熱タービン（出力50万kw〕を稼動させることになっている。またチェlレ

ノゴノレスク愉毛ラシャ・コンビナートおよびアパカン・メリヤス工場をも操業を

開始させる予定である。

29日 Vウライのガスタービン発電所一一－Gudok紙によれば，丙シベリアのウライ市

でガスタービン発電所の発電機の始動テストが行なわれた。カFスは石油とー諸に

出るもので，エンジンは航空用が使用される。発電所は小型で、比軟的迅速に再編

することができる。その二つの発電機の出力は2250kwで、ある。このウライのガス

タービン発電所は試験工業で，ソ連で最初のものである。

30日 Vカサ会フ共和国の工業発展一－Pravda紙によればカザフ共和国は，革命50周

年を迎えるため，カザフスタン鉄鉱床の開発を進め，そこに熱間圧延機台，石炭

選別工場などの施設の営業開始を促進し，ウラノレとカザフスタンの冶金工業のた

め，鉄鉱石基地の発展につとめている。またマングイシラク半島の油田，イノレト

ウイシニカラガンダ運河ならびに化学，電力3 軽工業および食品工業の開発に努

力している。

Vソ連・イタリア共同声明一一1週間にわたってイタリア各地を訪問していた

ポドゴノレヌイ議長一行は， 30日に公式日程を終了し，同日，共同コミュニケが発

表された。この中でソ連が 50～60億m:1の天然ガスをイタリアに輸出し，その代

り，イタリアは，シベリア＝トリヱステ間2千kmのガス・パイプ・ライン用の銅

管を輸出する交渉を始めた事が注目されているQ

共同声明の要旨は次の通り。

1. 双方は効果的な国際管理をともなった全而完全軍縮協定が国際安全と平

和を保障する一有効な手段であるとの確信を改めて表明した。

1. 双方はあらゆる核実験の禁止についての協定締結を支持する。

1. 会議では全欧州、｜会議招集の問題が討議されたが，ソ連，イタリア両国は

この問題をさらに検討することが適当であり，時宜に適してし、ることを認めた。

1. 東南アジアの情勢に関しては，双方はそれぞれの見解を述べ，世界平和

に重大な危険となっているベトナム情勢に懸念の意を表明した。

Vソ連，日本の選挙結果に失望一一特記事項参照。

Vポドゴルヌイ議長，ローマ法王訪問一一一イタリア訪問中のポドゴルヌイ議長

は30日，ソ連元首として史上はじめてローマ法王に接見した。
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T lzvestija紙，アポロ事故を評論一一一30日付のlzvestija紙は，同紙のニューヨ

ーク特派員の記事として， 「アポロ衛星船の酸素装置には多くの欠陥が発見され

ていたにもかかわらず，実験が強行された」と報道した。

V ソ連，新彊難民に軍事訓練一一イスタンプーノレにある束トルキスタン難民協

会のイサ・ユス・アルプテキン会長は30日次のように語った。

1. 新恒地区から逃れてきたトノレコ難民6万人が，ソ連領カザフスケンの首

都アノレマ・アタでズヌン・クイポフ将軍の指揮下にあって訓練をうけてし、る。

新彊の中ソ｜亙境では昨年だけで 6千件の衝突があった。

1. ソ連は東トノレキスタン難民のために，秘密軍事学校を設立して，ゲリラ，

奇襲，行政などの訓練を実施している。

（注） タイポフは毛沢東に吸収されるまで東トノレキスタン共和国の首長をつ

とめていた人物とみられる。

v米国，ソ連に反論一一米国務省のスポークスマンは30日，ソ連がさきにおく

ったネオ・ナチに関する覚書は，実情をゆがめていると反論した。

31日 Vレーニン廟閉鎖ー一一赤の広場にあるレーニン廊は31日閉鎖された。 4月3日

まで修理のため開かれない由。これはさきごろの中国人留学生の騒ぎなどもあり，

当分，ここに人を近づけない方針とみられている。

Vポドゴルヌイ議長，イタリアより帰国

Vチト一大統領，帰国の途につく一一28日来，モスクワ滞夜中であったチト一

大統領は， 31日午後汽車でブダベストに向ったが，ソ連ユーゴ首7悩会談の内容は

公表されず不明である。一般の観測で、はコ‘ーゴが世界党会議の開催に反対の所か

ら，この問題の説得にあったとみられているが大した成果はない模様である。

V米原子委，核弾頭のっくりかえ発表 一米政府原子力委員会（AEC）は；n

日，議会に対して恒例の年次報告を提出したが，この中で米国はソ連がモスクワ

胤辺に配備したABMを突破する新しし、核弾頭の開発に着子したと述べてし、る。

V西独士ルーマニヤ団交回復にソ連復雑な表情

V中国人記者，ソ連外務省に抗議一一モスクワ！.U主Eの新華社の 3人の記者・が，

ソ連官憲から暴力を加えられたとして，ソ連外務省にはげしし、抗議をおこなったo

vクラスノヤルスク地方林業の社会主義競争 Pravda紙によれば，クラス

ノヤノレスク地方の木材企業の労働者たちは，革命50周年を記念する社会主義競争

を展開している。ノボコズゥリスク林業組合の労働者たちは，今年11月7日の記

念日までに， 5カ年計画の最初の 2カ年の計画を遂行する決議を行なった。
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ソ連邦アジア地域の経済開発の動向

3月のソ連の内外政策には， 1～2月の流れを延長した程度で，際立った

点はなかった。

日ソ間では日ソ貿易協定が調印され， 日ソ漁業交渉も開始された。米ソ問

ではABM削減交渉の打診が続けられている様子である。

東欧諸国はじめ，世界の共産党に対する工作は，クレムリンの焦慮にもか

かわらず，あまりうまく進展していない。

ソ連内部の経済改革は着々すすめられているらしいが，クレムリン内の政

策論争の尾が依然微妙な“ゆらめき”を与えている。

そして，駐日ソ連大使の更迭は， ソ連の日本に対する外交政策が，ますま

す，共存的路線を強化している事を暗示しているといえよう。

多ソ連大使の更迭

4年5ヵ月の問， 駐日大使の任にあったピノグラードフ氏は，このたび任を離れ，

3 J] 6日帰国したが， 後イ壬として，オレグ・アレクサンドロピッチ・トロヤノフスキ

ー氏が起用される事になった。同氏の父もかつて昭和のはじめ（1927～33年）に駐日

大使をつとめたことがあり，親子2代の駐日大使となる。新大使は少年時代を日本で

すごし， また父大使とともに米国にも 6年間住んだことがあり，英語の達人であると

伝えられる。その生い立ちゃ，肌合いなどからしても，新しいソ連のエリートの一人

であり，ハト派的な感覚が濃く，コスイギン路線に属する若手外交官で、ある。 48才。

このような人事は， いうまでもなくソ連の政治的な主流が，ふたたび2月頃から若

干柔いものに変化した事と無関係ではない。つまり， 2月上旬のコスイギン首相の訪

英， 2月下旬のクレムリン政変説（本誌1・2月合併号特記事項参照）などを境とし

て， 一時退潮したかに見えたハト派の勢力が，タカ派を押しもどした気配がうかがわ

-285- -( 35）ー



シベリア開発（ 3月〉

れるからである。 （注，昨年8月最高会議で足場を回めたハト派つまりコスイギン路

線派に対し， n1：年12月の最高会議頃から，タカ派のシェレーピン・グ、ループが強い正

力をかけているらしいとの噂がこのところしきりに流れていた。〉

物党レベル外交，進展せず

内外の諸問題をかかえこんだソ連共産党は， このところ，しきりに各国の党首脳に

はたらきかけて， Ill：界党会議の開催と，ソ連共産党の指導権の確立に努力しているが，

3月中旬のルーマニア・ソ連首脳会談も不調に終り， イタリア・ソ連党共同声明でも

世界党会議の延期， もしくは模様待ちが明らかにされるなど，ソ連の党の工作は決し

て順調には進んでいない。今のところ 4月にチェコでひらかれる予定の欧州党会議に

最も大きな期待をよせている状況である。

このような，党外交上の諸問題や，国内経済政策の改草措置などに関して， 近く党

中央委総会がひらかれると見られているが， クレムリン内部には，この 3年間，内外

政策上で意見の対立があ

物ゲロムイコのアラブ連合訪問

3月29日から 3日間，グロムイコ・ソ連外相はアラブ連合の片部カイロを訪問したn

これは昨年5jjのコスイギン首相の訪問から， まだ 1年もたたないうちにおこなわれ

た公式訪問であり，ソ連・アラブ連合の首脳部問でどのような会談がおこなわれたか，

正確な情報はなく，推測するほかはない。いずれにせよイヱメンに/-1＼兵して動きがと

れなくなったナセノレ大統領にテコ入れすると共に， 中東の情勢に対する何等かの働き

かけがおこなわれたものと考えられる。

物2500企業が新管理方式導入

3月7日， Erm附 nicheskajaGazeta紙のノレミヤンツェフ編集長は記者会見をおこ

ない， 『新制度に移訂した企業は 3月はじめ現在で， 全ソの四分のーの2500企業に達

した。今年の重要課題は，重工業に平均12%値上げを目標とする新しい卸売り価格体

系を導入することである』と述べた。

これは， 新しい経済制度を実施するためには，価格体系の根本的な是正がまず前提

となるべきであるという， きわめて初歩的な経済法則が，ようやく，ソ連の指導部で

も認識されはじめた証拠である。 しかし，現行の価格体系をどのような方法で設定し

なおすつもりか， まだはっきりしないが， ソ連の公式的な経済理論に一大変革がおこ
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らない限り，この価格体系の“たてなおし”は不可能に近い。 もし，これに失敗すれ

ば， 明年ないし明後年あたりに，ソ連経済全体に重大な破綻を生ぜしめるおそれなし

としない。

多農業に利潤方式

3月27R, ソ連政府は農業部門にも利潤導入による新経済方式を適用すると発表し

た。

これによると， 1万2000にのぼるソホーズ（国営農場）のうち数百ヵ所が新方式に

切り替えられ，実験される事になっている。

そして，①収益がふえれば，それだけ多くの資金を設備改善や報奨金にあてる，②

農場管理者には， 生産計両の策定権や利潤追求のための自主的決定権を大幅にみとめ

られる一ーなどの点をあきらかにした。

現在，全ソのソホーズで働いている農民は約800万人であるという。

この農業への新方式適用には，①成績のよい約1000のソホーズを今年中に新方式に

きりかえさせて， 管理者に収益の30%（うち10%が報酬）を使う権限を与える。②一

定地域を実験地区に指定して，地区内のすべてのソホーズを新方式に移らせる。そし

て収益のわけ前は， 前者より多く，収益の15%を報奨金に使わせる一一ーというふたつ

の案が検討されていると伝えられる。

これは， 今まで、つみあげられてきた農業振興政策の総仕上げ的意味をもつものであ

るが，一方では， Pravda紙など党の見解を代表する筋では，“農業自主化”への先走

りに嘗告を与えており， 必ずしも，党と政府の見解が完全に一致しているとは思われ

ない“ふじ’がうかがわれる。

多ソ連，コメコンと貿易価格で対立

スターリン時代のソ連は， 東欧諸国に対して，高い値段で原料を売りつけ，ケタ外

れの安値で東欧の生産物をまきあげるという方法で， 東欧に対するあくどい搾取をお

こなった。 ところが，最近，これが逆転して，ソ連の方が東欧から“搾取”されるよ

うな現象が生じているという。

つまり， コメコン諸国の自主的態度が漸次明確に打ち出されるようになった結果，

ソ連も， これまでのような安値で東欧の生産物を買い叩くわけにもいかなくなり，価

格は次第に是正されはじめているO かつて，ポーランドは国際価格の半値で，ソ連へ

石炭をもってゆかれ，不足した石炭を，東独から国際価格で買って埋めあわせしなけ
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ればならなかった事は有名であるが， そのような不当なことは流石にもはや不可能に

なってきたのであろう。

ところが，その反而， ソ連の原料資材の生産コストは， ヨーロッパ・ロシア部の資

源枯渇のため，遠くシベリアの開発地から持ってこなくてはならなくなったため，上

昇の一途をたどり， 今で、は生産コストが今の輸出価格で、は原価害1］れになる程に達した

という。

そのため， H下， 東欧諸国とソ連との！日jで，貿易価格の面で調整工作がすすめられ

ているが，二三の同を除いて， 多くのコメコン諸国は冷淡な態度を示していると伝え

られる。 これは今後のコメコン体制に重大な影響を与える問題といえよう。

ソ連が現在，東欧へ供給している原料は， 石油年間 1億3000万バーレノレ（約2100万

トン），鉄鉱石2300万トン，電力30億kwhに達している。しかし，ソ連は 1964年度で

も， 例えば原油の価格では，西欧諸国へはトンあたり平均 10.25ドルで、売っているの

に比し9 チェコへは22.58ドル，ハンガリー20.36ドル，ポーランド21.97ドルと，倍（直

で、売っているのであり， コメコン諸国は今でもソ連から搾取されていると感じ，不満

をもっているのである。

移米ソの核・ミサイル制限討議

かねて米国の内部で論争をひきおこしていた ABM （ミサイル迎撃ミサイル〉問題

に関して， 3月2Fl, ジョンソン米大統領は記者会見の席で『コスイギン・ソ連首相

は攻撃用と共に防衛用の核ミサイル競争を制限する問題について米ソ間で討議するこ

とに合意した』と発表した。そして， 3月23日にいたって，モスクワにおいてトンプ

ソン米大使とグロムイコ・ソ連外相との聞に， 予備的な会談がおこなわれた模様であ

る。

だが， この交渉には，米ソl両国とも軍の制服組からの反対の声が相当に強くあげら

れた。米国においては，マクナマラ国防長官がABMの効果に懐疑的な見解を有して

おり， 3月18日発表された上院議事録もマクナマラ長官がこの 1月の上院軍事委員会

で， 「ソ連はABM網に膨大な支出をおこなっているが，これは時代おくれであり，

効果的ではない」と述べた事を明らかにした。それに対しホイラーラ一統合参謀本部

議長などは 2月26日，強い反対論を述べて， ABMの必要性を力説していた。そのた

め，米上院軍事委員会は 3月16日付で， 『もしソ連との合意に達しえない場合は， A

BMの展開に踏み切れ』という公式見解をまとめた。

一方，ソ連側もフルンゼ陸軍大学のクローチキン学長のABM擁護論などの表明が
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あり，モスクワの表面的な表情は米国の申入れに気乗り薄の態度であった。

しかも， 3月16日のソ連国防省機関紙 KrasnajaZ.vezd，α紙は，『北極上空で飛行機

から ICBMを発射する実験に成功した』と報じて，米ソ聞の軍備制限交渉を牽制し

た。

これらのソ連の反対論の根拠は，《ABMの開発中止で，米国とのミサイノレ・ギャ

ップが固定化される事》《米ソの軍備競争停止で，仏，中の追上げが可能になる事》

《ABM放棄で，英，仏ラ中などの小さな核兵力も有効性を持つようになる事》など

にあると見られているの

しかし，米ソ両国とも内外の情勢に押されて， ABMの全面的な配置競争に乗り出

す事の愚を悟っており，一部の議会筋や制服組， あるいは党中央部の一部の人々の反

対にもかかわらず，米ソ首脳は， ABMの開発と配置について，互に制限し合う事を

真剣に模索し始めている。

それと共に，核拡散防止条約案についても，米ソ聞で調整がすすめられている模様

であるが，これにはジュネープの18ヵ国軍縮委員会に参加している非同盟諸国筋でも，

「米ソの利己的手段にすぎぬ」という不満の声があがっている。 3月14日のジュネー

プ軍縮委員会でソ連のロシチン代表は『核拡散防止条約』のもとでは平和目的のため

の核爆発も禁止されるべきである』という米国の立場に同調して，核保有国の立場を

くり返した。

そして， 3月24日のモスクワ放送は， ジュネープ軍縮委員会が5月9日まで休会に

なった事を伝えたが，その中で『核保有国は事実上合意に達したが，核非保有国の中

で西独が障害になっている』と述べ，米ソ聞の共同歩調を暗示した。 また， 3月26日

発行の米誌 NewsWeekは， 『ソ連が自国領内の核査察を許す可能性がある』という

推測記事をのせたが，これは確認された情報で、はなかった。

3月下旬， アラブ連合を訪問したグロムイコ外相も，核拡散防止条約について，ナ

セル大統領の同意を得ベく，説得したと伝えられたが， これが，何等かの交換条件を

伴うものであったか否か，今後の成行きが注目される。

多日ソ貿易議定書に調印

1月19日以来， モスクワで進められていた日ソ貿易交渉は， 2月下旬妥結し， 3月

6日午後4時（日本時間同日午後10時〉，ソ連外国貿易省で調印がおこなわれた。日本

側からは日本大使館の有国公使， ソ連側はソ連外国貿易省東南アジア近東局長スパン

ダリアン氏が『1967年の日ソ輸出入品目表採択に関する議定書』に署名した。
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この議定書によると，本年の日ソ貿易規模は， F0 Bベースで輸出約2億4900万ド

ル，輸入約2{Ji3800万ドル，合計4億8700万ドノレが見込まれている。 これは昨年の実

績輸出入それぞれがJ2億1000万ドル程度に比べ， 16%の増加となっている。

品目去の内科を検討すると，④消費財輸出が繊維を中心に大幅に増加したこと，③

日本の輸入する！日日では石油とその製品が減少し， 木材が増加したこと一ーなどが注

目される〉 とくに日木の希望する原油・重油の量が前年より；30万トンも減少したのは

価格面で折｛ti.、がつかなかった事や，西欧諸国へいし、値段で売れるため，船賃のかさ

む日本への輸出を敬遠したものと見られーている。その反jfli，木材は日本の業者のシェ

ア争いにつけこまれて，昨年より 10%高の価格になっている。

〔輸出〕 プラントでは新規に酸化エチレン製造設備，シアヌーノレ酸製造設備，自動車

工業用金属加工設備が加えられた。その他の品目では化学製品，鋼管 (14万トン〕，鋼

材（ 4万トン）， 各種機械 (1680万ドノりなどのほか，メリヤス， 縫製品が5ヵ年協

定に織りこまれた：320万ポンドから一気に1000万ポンドにふえたけさらに，皮靴（78

万ドル），毛織物（20万メートノレ），グルタミン酸ソーダ， アクリルニトリル（1500ト

ン）などの事！？しし、1W1Hもつけ力日えられたり

輸出2億4900万ドル（前年実績2億0800万ドル）のうち， 5:100万ドルは，これまで

の対ソ延払いの輸出代金の返済であり， 1000万ドソレは昨年中に成約見込みの延払い輸

出の手付け金が占めている。また，船舶輸出はすべて68年以降に繰りのべされている。

〔輸入〕 2億：3800万ドル（前年実績2億1000万ドル）のうち， 阿分の一以上は木材

(400万m3・6000万ドル）が占めている。これは昨年の：'360万m：：を上！円lるO また，価

格も10%程度上昇した。一方，原油，重油などはソ連側の供給能力が不足しているた

め，前年より 30万トン減少して 415万トンになった。石炭は前年より 10%増の 176万

トン，銑鉄は20%増の 110万トンに増えた。また白金，パラジウム，ロジウムなどの

貴金属や稀有元素も，これまでソ連は輸出を渋ってきたが，今年は増加された。かく

てこれら原材料が輸入全体の約80%，約 1億6000万ドノレを占めている。

今回の交渉で注目すべきは，①ソ連側が従来のように輸出入ノミランスをとる事に，

あまりこだわらなくなった事，③日本の輸出品の価格や条件について，これまでにな

いきびしい態度を打ち出してきた事， つまり「買うものは高く，売るものは安く」さ

せられた事一ーなどがあげられる。いずれにせよ日ソ貿易は年々着実に増大し，数年

後には往復10億ドル台に達する可能性も濃くなってきたといえよう。

多ソ連産食用油の輸入
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H本の食用油業界は， このほど合計4万3500トンにのぼる「ソ連産もひまわり」を買

いつけた。 これは大豆に換算して約11万トンに相当する油を含有しているといわれ，

米国産大豆にとっては強敵といえる。今後，わが国の軽質食用油脂原料として，ソ連

産ひまわりの輸入は増加する可能性が大きいので， 米国側も大幅値－fげなどの手を打

って，売りこみに拍車をかけてくる気配である。

ソ連産ひまわり輸入はソ連穀物輸出公団との間に契約がまとまったもので， 5月か

ら10月にかけて入港してくる予定で，運賃込み着港渡しでトン 130ドル，総額約600万

ド／レで、商談が成立した。

しかし，穀物輸入国のソ連が，今後どれだ、けの輸出余力をもっているか，慎重に見

守る必要がありそうである。今＠の輸入は昨年の豊作によって輸出余力を生じたため，

実現したものであるQ

物日ソ漁業交渉の経緯

第11回日ソ漁業委員会は3 Jj 1日午前10時半から東京・霞ヶ関の外務省講堂で幕を

あけた。 ソ連但iJはモイセーエフ全ソ海洋漁業学研究所副所長を首‘席代表とし， H本側

は藤田大日本水産会副会長を首席代表として交渉が進められた。

3月2日の第2同本会議は外務省でひらかれたが， 23項目の議題を採択するととも

に運営財政，科学技術の両小委員会の設置と構成メンバー， ならびに議事日程などを

決めた。その中でソ連は，新しい議題として①底魚（カレイ，スケソウダラなど〉の

資源状態と規制措置，②カニ漁業については阿カムチャッカ沿岸だけでなく，その他

の条約区域（樺太，千島，オリュートル岬などを意味すると思われる）についても規

制措置を話し合う一一ーというふたつの点を提案して採択された事はソ連の強硬姿勢を

示すものとして注目された。

なお， この 2日付で、水産）γは41年度のサケ・マス漁獲実績を発表したが，それによ

ると， ソ連はri十両量の5万トン白に対し，実績5万622:3トン， 日本はA区域（北緯48度

以北）が4万7782トン（割あて量4万8000トン）， B区域（北京草48度以南）が5万3395

トン（割りあて量4万8000トン〉と， r止，i国とも割りあてを上回る好成績をあげている。

しかし，ソ連は閉幕前の非公式折衝の際に， 日ソ両国の漁獲卒を対等にするよう強く

要求した事が政府筋によってあきらかにされ，会談の成行きに困難を予想させた。

3月3日の第3回非公式折衝では，再びソ連側はカニ漁の規制について次のような

強硬提案をおこなった。それは①現在，日ソ漁業条約に基づいて，日本側が行なって

いるカムチヤツカ半島西洋沖のカニ漁は，今後ソ連側の許司制にしたい，③また，条
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約の規制対象外で， H本が自主的に規制操業しているオリュートル山仰11のカニ漁もl11J

様の措置をとりたい－ーという趣旨であった。

これは昭和39年に発効した大陸棚条約を楯にとって， 日本の漁獲の削減を図ろうと

するソ連の意図を示したものであった。 しかし，日本はこの大陸棚条約を承認してお

らず，会談は閉幕早々，難関につきあたった。

3月4日からは， いよいよ科学技術小委員会の初会合が聞かれ，本格的にサケ・マ

ス・カニなどの資源状態の審議に入った。 この日の会合では従来通りの方法で資源の

評価を行なうことで意見が一致した。

3月613，第2回科学技術小委員会が聞かれ，白サケとマスの資源状態について審

議したが， Hソ双方の意見は対立して合意に達しなかった。 日本側は今年の自サケ資

源は近年を上回ると主張したのに対し， ソ連側は今年の臼サケ資源は45年魚の生れた

時の自然環境が悪いため昨年水準を下恒同と主張した。マスに関しでも，日本側は昨

年を上回るとの見解を示したのに対し， ソ連側は全体的に不漁年の一昨年を下恒1り，

とくに西カムチャッカ系の資源悪化がし、ちじるしいと主張した。

3月713，第3回の科学技術小委員会が聞かれたが， その結果，白サケについては

日ソ双方が合意に達し，合意文書を作成したO マスの方は合意に達せず，一応審議を

打ち切った。 白サケの合意文書は《今年の北西太平洋の白サケの資源状態は1964～65

年の平均水準にあると推定する》というものであった。これはH本側の主張に近ャ線

であったといわれる。

3月8日，第4回科学技術小委員会が聞かれ， ベニザケ・ギンザケの資源評価をお

こなったが合意に達しなかった。 この日の討議ではソ連側は今年のアジア系ベニザケ

資源は昨年を下［11Jっていると主張し， その論拠として①1961年以降のHソの合計漁獲

量が下降線をたどっていること，②捕獲したベニサケの成育度の若いものが多い一ー

などの点をあげた。 これに対し，日本側は今年は近年の平均水準に比べてやや高いと

反論した。その理由として①ソ連側は基準を1961年にとっているが，この年は異常な

豊漁であり，最近10年間で、みると漁獲量は下降線をたどるのはあたりまえである，②

日本側の資料では捕獲魚は若くないーーなどの点をあげた。

3月9日の科学技術小委員会は， マスノスケの資源について討議し， 「多年の平均

に近い水準であろう」という合意文を採択した。 この小委員会に先だって非公式に，

マス，ベニザケ，ギンザ、ケの 3魚種について合意文をまとめようという折衝がおこな

われたが，これは合意に達しなかった。

3月10日の小委では，ギンザケの資源評価について「今年の資源状況は1957年以降
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の平均水準にある」という合意に達した。

3月11Hの小委で、は， 北海道・樺太ニシンの資源状態について「資源は衰退し続け

ているので， その回復措置を究明するため，調査研究を続ける」と昨年と同じ合意に

達した。

3月13日の小委では， マスおよびベニザ、ケの｜両魚種については，日ソの意見は一致

しなかった。 このようにサケ・マスの資源状態に関してHソの見解が大きくへだたっ

たのは， 1960年以来のことで，豊漁年としては始めてのケースであったυ それゆえ，

報告書には双方の意見が，そのまま併記された。

14日からは， 日ソ双方の代表団は， 5日間の予定で、九州、｜へ観光旅行へ出かけた。

6月20日，再開された科学技術小委員会は，今年から新しく規制業種に加えること

になった底魚（かれい）の資源状態を審議したが結論に達せず。そのあと，第3回本

会議を聞き， 科学技術小委員会がまとめた今年のサケ・マスの資源評価を正式に採択

した。 これには日ソ双方の対立した見解が，そのまま併記された。この本会議でソ連

側はサケ・マスに関して，④ 1966年のソ連沿岸漁獲計画量を当初のら万トンから 6万

5000トンに変更したこと（実績は5万9000トン），②昨年，宝幸水産が実施した北氷洋

（日ソ漁業条約区域外）での試験操業には反対であること などを表明した。この

うち，ソ連の沿岸計画量は日ソ漁業交渉の対象外で， ソ連の一方的宣言で決まる事に

なっている。 しかし，ソ連側は日本の沖合漁獲量（日ソ交渉で決められる〉とソ連の

沿岸漁獲量との均等化を主張しており， その数を事後通告の形で勝手に修正すること

は，日本側としては承服できかねる点を含んでいる。

問題のオリュートル系ニシンについては， この日の科学技術小委で「今後両国で科

学的共同調査をおこなうことを勧告する」との合意文をまとめた。

3月22日の科学技術小委で、は， 西カムチャッカのカニ資源について検討したが，日

ソの見解は真向から対立した。 ソ連側は『最近の傾向として①網一反あたりの漁獲カ

ニ数が減ってきた，②カニが小型化してきた，③これはここ 2年間の乱獲がたたった

もので，資源状態はきわめて不安な状態にある』と述べた。そして， 『今年の漁獲量

は日ソ合計で昨年実績（ソ連42万箱， 日本24万箱）を一割以上削減する必要がある』

と指摘した。 これに対し日本側は④カニが小型化した兆候はない，②試験操業の結果

でも反当り漁獲尾数は減っていない，③したがって資源はほぼ安定しているーーと全

く逆の見解を明らかにした。

このような形勢で操業開始日の 4月15日までに，話合いがまとまらぬ可能性もでて

きたので， 水産斤ニとしてはソ連側が話合いのつかないまま，操業をはじめないよう監
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視船東光丸（1127トン〕を 4月早々に西カムチャッカのカニ漁場へ派遣する方針を決

めた。 これは4月15日に間に合わせようとして，不利な漁獲量で‘妥協する意志のない

ことを示したものであった。

3月23日の科学技術小委で、は，カニ，ニシン， カレイの資源状態にっし、ての合意丈

を採択した。カニに関しては『西カムチヤツカのカニは保護するため十分注意を必要

とする』というもので昨年の決定と同文のものとなった。 カレイについては， 『適当

な注意を日ソ阿国が払うことが必要であり， そのため科学的共同調査を行なうよう勧

告する』という合意文であった。

3月24日以後，公式，非公式に会談が続けられたが，ソ連側は心カニ漁期を 5日間

おくらせて 4月20日にすることや，②漁網の沈設制限を 4, 5凡だけでなく 6月にこ

もおこなうべきである，③休漁区の設定，④日本海流し網漁業も漁業条約で規制する

と一一ーなどの規制案をつぎつぎに提出してきた。これに対し，日本側は『今までサケ・

マスの禁漁区になっていたオホーツク海の開放を含めて全般的に規制を緩和すベし』

と提案するなど交渉は難航して厚いカベにつきあたり， 妥結は 4)jにもちこされた。
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2 月
1 日 V全欧州共産党会議，今春開催か一一 1r，，モスクワの消息筋は， 4JJ上旬頃，

ヘルシンキで全欧州共産党会議がひらかれるかもしれないと述べた。これは世界

党会議に対する準備会議の意味と，東欧に対する両独の外支攻勢に関する｜問題な

どを討議するためのものと推測されている。

Vブレジネフ書記長，演説一一 1Hの共産主義吉11'-lri'J1;u 111 j!委員会で演説した

プレジネフ書記長は「帝国主義諸国は，いま共産主義国の団結をくずそうと躍起

になっている」と述べた。これは西ドイツがルーマニアと｜司交を樹立した事をさ

しているものとみられる。

Vウスチ・バルイク オムスク間石油パイプライン建設工事一←Gudok紙によ

れば，チュメーニ油田のために建設中のウスチ・パノレイクニオムスク問石油パイ

プラインの最｜有地域で、は《オムスクネフテプロボドストロイ》 （オムスク石油ノζ

イプライン建設） トラストの機械化作業隊が工事を始めたυ トラストの労働者た

ちは，革命50}r',j年までにパイプラインの建設を終る約束をしてし、る。

V コーカンド薬用油工場一一－Gudok紙によれば、，タジク共和国のコーカンドに

ある中央アジア最初の果実核加工工場は間もなく薬用油を生産することになって

いる。すでにイタリヤ製のプラントが20貨車で到着した。この工場は缶詰とブド

ー酒工場の粕から年間 700トンの薬用油を生産するといわれてし、る。

2 日 Vタス通信，紅衛兵のデモを非難一一北京のソ連大使館は，さきごろの赤の広

場における中国入学生とソ連警官との乱闘事件以来，大規模なデモ隊に昼夜をわ

かたず包閲され，紅衛兵が強力な拡声機で絶え間なく叫ぶ反ソ・スローガンのた

め，大使館員は眠ることもできない有様であるとタス通信は報じている。

V紅衛兵さわぎをテレビ放送 -2日のテレビ放送で，北）；｛のソ連大使館前の

紅衛兵デモの様子をうつしたフイノレムが約10分間，一般に公開された。

Vソ連側から断交せず モスクワの消息筋は 2[J, rl1l孟l側の挑発にもかかわ

らず，ソ連側から断交するようなことはしないと述べた出であるQ

V 日ソ経済委員会，今年の初会合 特記事項参照。

v駐日ソ連大使更迭一一ピノグラードフ駐日ソ連大使は 2日午後，下IJJ次官を

訪れ，本国政府の訓令により駐日大使を転出，帰国することになった旨，正式に

伝えた。ベノグラードフ氏は帰国後外務次官に就任するという。

Vジョンソン大統領，領事条約の批准を要請一一2日の記者会見でジョンソン

戸
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米大統領は，米ソ間の領事条約を上院がすみやかに批准してくれるよう要請する

と語った。これは共和党の上院総務ダークセン氏が，ソ連のスパイ活動の増大を

理由に領事条約の批准に反対しているためである。

V中国人留学生，モスクワ出発一一一約 200人の中国入学生が2日午後6時，モ

スクワのヤロスラブリ駅から乗車して，北京へ出発したが，一行は駅頭で毛語鉱

をよみあげ、，デモをおこなった。

Vモスクワ放送，西側を非難一一2日のモスクワ放送は「中凶でおこっている

事件を利用して，行動の自由を得ょうとする帝国主義者の期待は裏切られよう」

とのべた。

Vテルニストウイ錫鉱山一－Pravぬ紙によれば，極東沿海地方の《ダリオロ

ボ》 （極東錫）コンビナートの未来の鉱山は《テノレニストゥイ》と名付けられて

いる。新しし、鉱山の建物は人煙稀れな密林の奥地に建ってし、る。すでに1500人の

住民を有する団地が出来，商店と文化設備も整い，工場建設の地ならしが行なわ

れてし、るo

v力ラクーム運河両岸の開発一一－Pravda紙によれば， トルクメン共和国のア

ム・夕、、リヤ河からアシハパドに至る延長800kmのカラクームー運河は両岸の土地を

うるおし，植物を成長させた。この地域では10万ヘクタールの農地が開発され，

8個の綿花ソフホーズが出来ている。

3 日 Vモスクワ放送，新彊動乱を報ず一一一3日付のモスクワ欣送は，中国内部の動

乱についてふれ，とくに新垣地区で王思茂派の軍と民兵とが山岳地帯にかくれて

毛・林一派に抵抗を続けていると報じた。

V在欧ソ軍兵力変化なし一一ワノレシャワの西側外交官筋は，ソ連が中ソ国境へ

配備するため，東欧の兵力をひきあげたという報道をいまのところ疑問視してい

ると伝えられる。

Vモスクワの中国大使館の掲示板破壊一一 3I］，モスクワのレーニン廟にある

在ソ中共大使館の写真掲示板が約 100人のロシア人（私服警官か？〕の手によっ

て撤去された。この際，これを阻止しようとした中国大使館員数名がなぐられて

負傷したと伝えられる。この掲示板には「赤の広場事件」に関する写真が掲示さ

れていた。

' バJレハシニサヤク鉄道一－Gudok紙によれば，中央アジアのパノレハシ湖北岸

に建設中のパノレハシニサヤク鉱山鉄道建設の最後の区間がこのほど敷設された。

パルハシ湖の岸の荒野を 206kmの幹線と24kmの駅構内線が敷かれている。この鉄
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道は豊富な銅資源の開発に役立つものである。その中心団地がカヤクである。

Vヌウレク水力発電所建設工事一－Pravぬ紙によれば，タジク共和国でヌゥ

レク水力発電所建設が行なわれているプリサンギン狭谷では，上流で堤防工事が

行なわれている。これは高さ 317mの大きな堰堤の基礎になるものである。建設

者・たちはすで、に最初の100万m3の土盛りを終り，ワフシ河の両岸を結んだQ 水は

現在岸壁を貫いた地下水道を通っている。

4 日 V ソ連人家族，北京引揚げ一一一北京駐在のソ連大使館員の婦女子40人が第 1陣

として，モスクワへ引払げたυ 北京空港に押しかけた紅衛兵は，これに対して罵

声をあびせてU、た。

vソ連政府中ソ関係悪化で戸明一一

v駐ソ，中国大使館で記者会見一一特記事項参照υ

Vブレジネフ書記長チエコへ出発一特記事項参照。

Vクラスノヤルスク造船所 Vodnyy Tran:,Jうοrt紙fこよれば、，クラスノヤノレ

スク造船所の労働者たちは，昨年度の計両を超過遂行した。彼らは革命日）周年を

記念して勤労の成果を挙げるために努力している。最近は今年の 5月と 9月に商

店船各1隻を造りあげ，タンカーのシリーズ生産を開発することを決定した。

V力ラタウ鉱山化学コンビナートー－－I》日zvda紙によれば，カザフスタンのカ

ラタウ（タシケント北方）鉱山化学コンビナートの労働者たちは，革命50周年記

念日までに，採鉱高で 5ヵ年計画の最初の2ヵ年分の課題を遂行する約束をして

いる。新技術の導入と勤労の化学的組織ならびに資材と電力の合理的な使用によ

って，商品のコストを30万ループノレ引き fげるといっている。

5 日 V北京から第2陣引揚げ一一ーソ連政府スポークスマンは 5日夜，「111共当局が実

力で出発を阻止していた90人のソ連人婦女子は空路北京を出発した」と報じたυ

これらの引揚者は 6時間以上も出発を妨害されていたという o

vシベリア鉄道で中国人騒ぐ一一モスクワ放送は 5日夜，タイシェット＝ニジ

ネウジンスク聞の列車内で帰国途中の中国人留学生が騒ぎをおこしたと伝えた。

v極北のアイハル鉱山一－Gudok紙によれば，ヤクート自治共和国の極北のア

イハル鉱山に向って 800kmの冬道を自動車タンカーの縦列が到着した。このタン

カーはピリュイ水力発電所で作られたものである。なおクレーンや掘搾機を大量

に積載した自動車列車が続々アイハルに向っており，そこに建設中のアイハル採

鉱富化コンビナート用の材料を運んでいる。

6 日 Vコスイギン首相訪英一一特記事項参照。
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V宇宙平和利用会議，延期を提案－－－ 6日，国連内で宇宙平和利用｜玉｜｜際会議の

準備にあたる13ヵ｜丑専門家会議がひらかれたが，ソ連のコテルニコフ首席代表が

席上，会議の年延期を提案した。昨年の交渉のとき， G7年開催を強硬に主張した

筈のソ連が，。iJゆえこのように態度を急変したか色々の推測を生んでいるが， co
革命50周年記念でソ連の科学者も忙しし、のか，③JJ計画に何らかの障害が生じた

のか。叫米国のアポロ計Iti!Jの失敗で，米国を迫こせる自信がで、きたので，月 r1十｜函i

を1,1.めることにしたのか一一これらのうち，いずれかの理1i1によるものとみられ

てし、る U

, lzvestija紙，抗議集会を報道一一－ G日付のIzvestija紙は， 1j:.i共における毛沢

東路線の暴走に抗議する集会が，モスクワ， レニングラード， ウラジウマオストク

などの工場でひらかオしたと報じている。

V中国大使館へデモー－6Fl, it1国大使館近くの織物コンビナートなどの数百

人のデモIiまが大使館へ押しかけ，北京における紅衛兵の迫害行為に抗議した。

’紅衛兵，北京のソ連大使館内へ乱入か－61］のモスクワ放送は，北）；くの紅

衛兵が，ソ述大使館のjlljをこわして庭の中へ乱入して，ラ：ごょとをおこなっていると

報じた。

v引揚げ第2陣モスクワ着一一一北）；〔から引き妨げたソ述人制女子。（）人は 6II 午

後11時，モスクワ空港へ到着した。

▼北京のソ連人立往生――北京のソ連大使館員は空港へ引揚げ婦女子を見送り

に出たまま紅衛兵の妨主にあって12時間も立ち往生させられている。

Vブレジネフ書記長，プラハ発一一一4IIからチェコを訪1/Uしてし、たプレジネブ

書記長は 6H夜，プラハを出発して帰途についた。

V トクトグウリ水力発電所建設工事－Pravda紙によれば，キノレギズ共和国

で大きなトクトグゥリ水力発電所が建設されている天山山脈にはもの凄い寒さが

訪ずれ，気温はかつてない零下25°～30°に下り，｜火雪が続いてU、る。それでも労

働者たちはナノレイン河の右岸の山に｜向ってトラクターの道を建設しており，そこ

から 220mのダムがはじまることになっている。

7 日 V直江津ニナホトカ海底電線一一小林郵政相は 7日の閣議で，新潟県の直江津

と沿海地方のナホトカをむすぶ海底電線の開設についてHソ間で近く調印する旨

報告した。

Vモスクワの中国大使館へデモ

’米ソ漁業交渉一一713，米当局者は， 「ソ連はアメリカが主張する漁業専管
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水域の12カイリ（22.2km）への延長をみとめるかどうかについて，決定を保留し

た」 と戸吾っfこO

Vカザフ共和国の1966年経済実績一一介前向紙によれば，カザフ共和国の中

央統計局は，このほど1966年の経済計画実績を発表した。これによると工業の総

生産高の年度計画は 103%遂行され，また農業も著しく好成績であった。

8 日 Vワルシャワ 7力圏外相会議開催？ ワルシャワの消息筋によると 8日から

ドイツ問題その他を討議するためワルシャワ機構加問.7ヵ国の代表が会議をひら

き，グロムイコ・ソ連外相も出席している由。

Vソ連，西独へ抗議一一ソ連政府は 8l=J西独政府に覚え書を送り， 「西独がノレ

ーマニアとの外交関係を樹立するにあたって，西独だけが全ドイツ国民のために

発言する権利と資格をもっていると主張しているのは“ばかげた事”である」と

抗議した。これは寸前ではルーマニアに対する非難でもあるとうけとられてい

るO

V天山山脈頂上のラジオ，テレビ中継所一一Praτ1da紙によれば，キルギズ共

和国のラジオマイクロウエーブとテレビ管理店の通信技師たちは天山山脈に中継

所を建設するための突貫工事を行なっている。キノレギズで、最も高い所にあるステ

ーションの・つは《セベルナヤ》と名付けられ，そこには 2人の技師が宿直して

し、る。

9 日 Vナホト力と札幌に領事館一一外務省の新関情丈局長は 9日の記者会見で，次

のように語った。 「ソ連側はこのほどHソ領事条約の発効に先き立ってソ連領事

館をまず札幌にひらきたいと申し入れてきたので検討している。これに対し，日

本側としてはナホトカに総領事館の開設を申し入れている。いまのところ，札幌

案は最終決定ではないが，申し入れを断わる浬由は今のところない。」

Vフエドレンコ前大使，出版一一ソビエト作家出版所からヱコヲイ・フェドレ

ンコ前駐日大使の著書「日本ノート」が 3万部出版された。

V北京のソ連大使館，ろう城一一3週間にわたるデモに見舞われたソ連大使館

は，遂に“ろう城”の準備をはじめており，食糧はソ連から空輸されてきている

という o

Vソ連政府，中国へ最後通告的抗議声明一一一特記事項参照。

V東独駐留ソ連軍削減か－9日西ベルリンでえられた情報によれば，ソ連は

東独駐留の22個師のうち 3～5個師を引きあげはじめていると伝えられる。これ

は中ソ関係の悪化にそなえるためであるとみられているわ
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V英女王，コスイギン首相と夕食会一一－9日夜，バッキンガム宮殿でコスイギ

ン首相を招いて英女王の夕食会がひらかれたが，共産圏首脳としては，これがは

じめてである。また女王以下平服で、出席した由。

V週5日制に一一特記事項参照。

Vゲリエフ＝シェフチェンコ鉄道開通－Pravda紙によれば，マングイシラ

ク油田に通ずるグリヱフ（カスピ－14tf北山）ニシェフチェンコ鉄道にはじめての

旅客列車が通り， 2月8日立D列車がシェフチェンコ市に到着した。これからマ

ングイシラク油同の首都シェフチェンコ市とグリェフとの問の鉄道の五常運転が

手刀まることになる。

Vキルギズ共和国の農村電化進む一一－Praτ1da紙に上れば，キノレギズ共和国の

農村電化は，「，，央アジアで 1番上く行なわれている。チュイ谷，イススイク・ク

ウリ，チュプ，アラワンj スゥザク各地l又の全両的電化が完成したの高圧送電線

はや山谷を越えて電力を送っている。

10日 V東欧諸国会議に関するソ連のコミュニケ－－10日夜のモスクワ放送は次のよ

うに報じた。

「8日から10日までワノレシャワでひらかれていたワルシャワ条約加盟国外相

会議には，パシェフ（ブノレガリアLベテノレ（ハンガリー〕， ウインツアー（東

独）， ラパッキー（ポーランド）， グロムイコ（ソ連〉， ダピド（チェコ）の各

外相，マリタ・ノレーマニア外務次官が出席した。会議は社会主義諸国の努力に

関連する諸問題について，意見の交換がおこなわれた。」

この外相会議にルーマヱアだけが外相をおくらず，外務次官をj去ったことは，

yレーマニアの批判的立場を示唆したものと思われる。

V新彊は植民地化一一10日夜のタス通信は新彊地医からのソ連人引暢げ者の談

として，新彊ウイグル地区は漢人の植民地化しつつあると述べた。

Vコスイギン首相，ロンドンで記者会見一一訪英中のコスイギン首相は10日，

BB C放送のテレビ・インタビューで次のように述べた。 「現在，中国では共産

党内部，政府部内で毛沢東の独裁体制とたたかっている人々がおり，われわれは

この人々に同情している。この闘争は外交政策におけるさまざまな活動から引き

おこされたものであり，国内および外交上での中国の失敗が原因である。ソ連と

中国の関係は重大な段階にあるが，ソ連側におち度はなく，責任はすべて中国側

にある。」

V トプ力二ユルガ鉄道にディーゼル機関車一－Gudok紙によれば，ケメロボの
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大工業地区とシベリア幹線を結ぶトフ。キニユノレガ鉄道区間は最近まで蒸気機関車

が用いられてし、たが現在デ、イーゼノレ機関車が到着した。これによって同区間を運

転する列車の重量は 2倍以上になる。

Vコムソモリスクの《アムールスタリ》工場一一－Izvestija紙によれば，極東の

コムソモリスクの精鋼工場《アムーノレスタリ》は創設25年になる。工場の労働者

たちは草命50周年までに計画以上の数千トンの粗鋼と鋼材を生産をする約束をし

た。ことに第 3炉の労働者たちは同型の炉の粗鋼生産で全連部の最高記録をうち

たてた。

V沿海地方における対中共抗議集会－Pravda紙によれば，極東の沿海地方

の各企業では労働者の対中共抗議ミーチングが行なわれている。ナホトカ港でも

多人数の集会がひらかれ，レーニン廊事件や北京のソ連大使館周辺における紅衛

兵の暴行に対し断固抗議する決議を行ない，毛沢東とその一派の反ソ運動組織を

非難した。

11日 Vソ連，中国との査証協定破棄一一ソ連外務省は中国政府に対し，両国間の査

証免除協定を破棄する旨，一方的に通告したの中国側も間髪を入れず，ソ連側へ

同じ内容の通告をおくったと伝えられる。

v上海の解放軍，ソ連と戦う決意を表明一一11日夜の北京放送は上海の解放軍

がソ連と戦う意志を表明したと報じた。

Vモスクワ放送，中共非難一一11日のモスクワ放送は中共の反ソ・キャンペー

ンの目的は，①ソ連との国交断絶，③ソ連のベトナム援助を中止させ自分の意志

をベトナムに押しつける，③反ソ感情をもりあげて内政の失敗をおおいかくす一

などの点にあると述べた。

V カムチヤツ力航運局の社会主義競争－ Vodnyy刀・anspot紙によれば，カ

ムチャッカ航運局の労働者たちは，革命50周年を目指す社会主義競争を展開して

いるの 2月8日ベテロパブロフスクを出発定期航路についた《カムチャックレス》

号は漁船のために2500トンの石炭を積んでいる。その他 1月中だけでも45隻のう

ち， 29隻が出航し，滞船時間を 278時間節約した。

v極東海運管理機構改革－Gudok紙によれば，極東海域では従来極東船舶局

（ウラジボヴォトーク〉，サハリン管理局（ホルムスク〉，カムチヤツカ管理局（ペ

トロパブロスク）があったが，同海域の海運の発展にともない海洋船舶省命令第

24号によって極東船舶局（ウラジヴォストーク），サハリン船舶局（ホノレムスク〉，

カムチャッカ船舶局（ベトロパプロブスク），北東管理局（チクシ〉となった。
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V南部力ザフスタンの高圧送電線工事一－Pravda紙によれば＼カザフ共和問

の南部では中央アジアでもはじめての 50万ーボルト高正送電線の工事がはじま〆）

た。これはタシケントとチムケントを結ぶもので，その延長は 300kmで‘ある。こ

れができるとカラタウ山脈をこえて南部カザフスタンの化学工業に電気が送られ

ることになるの

12 8 V北京のソ連大使館員の禁足解除一一中共外務省は12n，ソ連大使館に対し，

電話で「ソ連大使館員は挑発的行為をしないならば，これまでと同じく北京の各

機関と折衝できるJと通告した。

T Prav白紙，赤旗支持一一12日付の Pravda紙は 2月9日付の赤旗に掲載さ

れた日共の主張「紅衛兵に盲従した井出，横川らの卑劣な）正党声明を粉砕する」

という論文を支持した。

V ウラジヴォストークの大型パネル建材工場一一Iz,H'stija紙によれば，ウラジ

ポストークの大型ノミネル住宅建材工場で、は，そのコンベアから毎月 12階建アパー

ト1棟分がf生産されることになっている。現在工場ではすでにこのためのプラン

トの組立が行なわれているのことしの第 1阿半期中とは， :r1rしいシリーズの建材

が生産される予定であるo

vチユメーニ＝スウルゲウト鉄道建設進む一一－Gudnk紙によれば，西シベリア

のチューメーニ＝トポリスク＝スウノレクゃウト間延長 700kmの鉄道建設は現在大特；

林と湿地帯を通って突貫工事を行なっている。この鉄道はシベリア幹線とチュメ

ーエ州北部の大きな油田をつなぐものである。工事はチュメーニからトポリスク

付近のイルトゥイシ河左岸に到る最初の地区で広正面にわたってすすめられてい

る。建設者たちはこの 210kmの｜玉域における列車の運行を：革命50周年までに開始

する約束を行なっている。労働者たちの多くはアパカンコグイシヱト鉄道の建設

に従事していた者で、ある。

13日 V英ソ首相共同声明一一特記事項参照。

Vコスイギン首相，モスクワへ帰着

V米ソ漁業協定調印一一一米ソ両国は13日，米太平洋岸におけるソ連漁船の操業

問題L 東ベーリング海におけるタラバガニ漁獲制限に関するふたつの協定に調

印した。

Vウスチイリム水力発電所建設状況一－Pra1.，’da紙によれば，東シベリアのア

ンガラ河のウスチ・イリム水力発電所建設現場に向って密林の中を 250kmの道路

が工事中で，また送電線や労働者団地も建設されつつある。発電所の建設者たち
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は強力な機械を用いて上流の閉塞堤防工事を進め，今や流路は50m以下になって

いる。上流の閉塞は間もなく行なわれる予定であり， 5年後には最初の発電機（複

数）が稼動する計画である。

14日 V満州，1里駅の北京＝モスクワ急行列車妨害－Gudok紙によれば， 本日（13

日〉北京＝モスクワ急行列車は再び、紅衛兵の妨害によりダイヤを遅らせた。列車

は国境駅満州里で 1時間19分阻止されたの各車柄は前回と同様反ソスローガンの

ポスターで書きよごされたの

Vワシウガニエの天然ガス開発 lzvest£ja紙によれば，西シベリアのトムス

ク州のワシウガニエは広い大密林のなかにあるが，天然ガスの産地として見違え

るように発展し 2階建のアパート，クラブ，日用品製造コンビナートなどを有す

る立派な団地ができている。そこのムイリジンスク・ガス床はノボシピlレスク，

ケメロボ，パノレナウノレおよびカラガンダ、ヘガスを供給することができるほど豊富

な資源を有し，パイプラインの建設が考えられている。

Vチュメーニ造船所の状況一一一Prazノ，da紙によれば， トゥラ河のチュメーニ造

船町ではタンカー船が造られている。船の設計はアストラハン設計局でシベリア

の石油輸送に適するように作られている。積載量は 1千トンで吃水が浅くオピ河

とイノレトゥイシ河の浅い所も航行できることになっている。

15日 V ソ連・北朝鮮会談一一15日からモスクワでソ連と北朝鮮の高級会談が開始さ

れた。北鮮側は金一第1副首相を団長に国防次官らが出席した。

V フムソモリスクの《アムールスタリ》工場の発展一－Jzvest£ja紙によれば，

極東のコムソモリスクに《アムーノレスタリ》 （アムーノレ精鋼）工場ができたのは

1942年2月で，これは極東の冶金工業の最初のものであった。それから25年経っ

た今Hこの工場でできる粗鋼と鋼材の生産高は数倍に増加し，すでに 2回の4半

期にわたって全国の社会主義競争で、 1位の成績を挙げている。

V コルイマのデビン河橋梁工事－Pravda紙によれば，コルイマ半島で、は気

温が零下60° に下がり，自動車は濃霧の中をライトをつけたまま走っている。厳

寒をものともせずマガタシ州のデピン河では橋梁工事が行なわれているが，これ

はコノレイマ水力発電所建設予定地に通ずる重要な意義を有するものである。

16日 V新華社，コスイギン首相の訪英非難

T Pravda紙，激しく中国非難一一一16日付の Pravda紙は「毛沢東とその一派

の反ソ政策についてJと題する論文を発表した。その要旨は次の通り。

1. 毛沢東グ、ループの政策が共産主義運動のワク内での論争の対象であった
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時はもはやすぎた。

l. 事実が示すところによれば，今日の北京の指導者達は，中共人民のソ連

に対する敵意をあおり立てるだけでなく，事態を完全な断絶にまでもっていこ

うとしている。

1. すでに中共は社会主義世界との経済関係を資本主義世界の方向に変えよ

うとしている。

1. 毛沢東とそのー官民は帝国主義に対する闘争を社会主義諸国に対する闘争

にすりかえてしまった。

l. 毛沢東とそのグループは，一層冒険主義的な方｜白］へ中国を引き入れよう

としている。

（注〕 16日付の英紙 Gardeanはピクター・ゾーザの説として，「これは中ソ

戦の可能性を示唆したものである」とのべているの

V 日ソ定期協議9月開催か一一外務省は16日，次の事を明らかにした。ソ連政

府は，このほど日ソ定期協議（第 1回〉を 9月はじめ頃，モスクワで聞きたいと

申し入れてきた。これに対し日本としては一応7月頃を希望しているが，色々の

理由で結局9月に落つくことになる公算が大きい。

Vカムチヤツカ州の港湾労働者の活動 Vodnyy Tranport紙によれば，カ

ムチヤツカの港湾労働者たちは昨年度大きな勤労の成功を収めた。州の住民たち

は計画よりも 3万トン多い各種貨物を受け取った。現在ペトロパブロフスク・カ

ムチャッキーの港湾労働者たちは現在のテンポを下げないために全力を尽してい

る。

Vムゥルガブ・オアシスの運河建設一一－Pravd，α紙によれば， トルクメン共和

国のムウノレガブ・オアシスの水不足を補うため建設中の運河は昨日カラクウム河

から最初のポンプステーションに水を送った。さらに第2，第3のポンフ。ステー

ションを通ってこの水は 3月 1日までにオアシスの畑に達する予定である。建設

者たちは革命50周年までに，全運河を完成し毎秒 50m3の水をムウノレガブ・オア

シスに送るといっている。

17日 Vソ連人口， 2億3300万人一一一17日のタス通信は1966年7月 1日現在のソ連人

口を発表したo

vワルシャワで東西両欧党会議準備会議か一一モスクワの消息筋は来週中にワ

ルシャワで東西欧州の共産党会議の準備会がひらかれるであろうと述べた。この

会議にユーゴとルーマニアは参加しない由である。
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Vソ連， ABM禁止に反対か一一ソ連の高官筋は17日，ソ連は ABM（ミサイノレ

迎撃ミサイル）防衛施設の開発を禁止することに反対しており， 15日のわ－avda

紙の論文が，ABM禁止に同意であると述べたのは筆者の間違いであると述べた。

同筋は反対の理由として次の点をあげた。

1. ソ連の軍事理論はつねに防御に力点を置いてきた。ソ連がすでに多額の

資金を（推定50億ドル〉を投じて，重要地域の周辺にABM綱の配備を開始し

た理由は，これによって説明される。

1. ソ連の指導者はジョンソン政権下でのアメリカの政策に深い不信の念を

抱いているJ とくに，マクナマラ長官のグループから出される提案は，すべて

ソ連は大きな疑念をもって受けとるだろう。

Vアラスカ沖力ニ漁区で日ソ合意ァー東部ベーリング海におけるタラパガニ漁

業をめぐって，日本とソ連の漁区調整の交渉が一応合意に達したので，今月中に

東京，モスクワの双方で書簡交換による正式外交手続きをとることになった。こ

の交渉はワシントンでおこなわれたが，これは日米漁業交渉と米ソ漁業交渉のふ

たつの交渉と並行して日ソの交渉もすすめられたからである。合意をみた解決策

は，①西経160度から164度，北緯55度2分から57度36分にわたる水域（タラバガ

ニの主要漁場）を南北の帯状に 5漁区に分ける，③日本側とソ連側の漁船団は，

このひとつおきの漁区で操業し，相手側漁区に入らないこととし，③年毎に漁区

を交換して操業するーーという趣旨である。

V超音速旅客機完成か？一一米商務省筋はソ連が超高速旅客機 Tu144をすで

に完成し，試験飛行中で 5月26日からのバリ航空ショーに出品する模様である。

もし，これが事実ならばソ連は英仏や米国より一足はやく Ss Tを完成したこと

になる。

Vアルマ・アタ州精精工場一一Gudoん紙によれば，カザ、フ共和国アノレマ・アタ

チト｜のアラクーソ地区の中心地ウチヤノレダで，第8精糖工場の建設がはじまった。

この工場は年間 3万トンのビートを加工する計画である。新工場は1970に操業を

開始することになっている。

V北氷洋岸に新工場建設計画一一Izvestija紙によれば，北氷洋の岸にある採金

労働者の団地に工場ができることになった。マガダン市からの報道によれば，こ

の団地はポリャノレヌイと名付けられ，鉱山設備を修理するこの新工場の設計はマ

ガダ、ンの《ダリストロイフ。ロエクト》 （極東建設設計）研究所で完成されたとい

う事である。

-305ー -( 55 )-



シベリア開発（ 2月）

18日 V ソ連首相， 米大使と会談一一コスイギン首相は 18日朝， クレムリンにおい

て， トンプソン駐ソ米大使と約2時間にわたり会談した。

Vジュネーブで米ソ代表会談一一ジュネーブ軍縮委員会の共同議長であるフォ

スター米代表とロシチン・ソ連代表は18日，ちかく再開される17ヵ国会議の議題

を討議するために会談した。これは核拡散防止条約に関する意見調整とみられ

るo

vクラスノヤルスク海の航行準備一一－Vodnyy Tran‘ψοrt紙によれば，エニセ

ー河の上流で、はアパカシ港の労働者たちは航行の準備を行なザ》ている。港の機橋

はクラスノヤルスク海を航行する船をつなぐ計画である。現有この海の岸：にはJO

の新しい団地が建設中である。アパカン港の船はこれらの団地に向ってセメント，

鉄筋ベトンヲ製材，石油生品，石炭を運ぶことになっている。

Vヤクート自治共和国の新ダイヤモンド地区一－Pravda紙によれば，ヤクー

ト自治共和国のダイヤモンド地方の中心都市ミーノレヌイから北方600kmの北栂近

くに新しし、大きなダイヤモンド産地が発見された。この地R：をもとは《ウダーチ

ナヤ》と呼んだ。新ダイヤモンド地区の中心にできる都市の名前はまだきまって

いなし、が，そこには 5万人の住宅地ができ，同時に 2年後にダイヤモンド粒を生

産する採鉱富化コンナーの建設がはじまることになってし、る。

19日 Vイラン，ソ連から軍事機材買付け一一ホベイグ・イラン首相は， 19日の同氏

議会で，イラン政府はソ連から 1億 1千万ドルにのぼる軍事機材を買付ける秘密

協定に調印したことを明らかにした。

V極東のウjレガlレで、新油田発見一－Gudok紙によれば，相1東ではサハリンだけ

に石油がでるとみられていたが，このほどハバロフスク地方のウノレガルで、（ハパ

ロフスフ市西北方200km）軽くて硫黄分の少いまたパラフィンの含有量のいたっ

て少し、石油が発見され，現在調査隊は詳細な調査を続けている。ハパロフスクと

コムソモリスクにこの極東の新しい油田の石油が送られるのは，そう遠くはない

であろう。

Vクラスノヤルスク人工海の貯水始まる Izvestija紙によれば，本日クラスノ

ヤルスク人工海の貯水が始まり，すでにダムの上流の水位は約 lm上った。これ

でソ連の地図にまた新しい海が生れることになる。クラスノヤノレスク水力発電所

の最初の発電機（複数）が始動するまで、に300｛意maの水が，また発電所全部の完

成までには735億m3の水が貯えられる予定になっている。

20日 V中ソ国境衝突なしと陸大学長談一一ソ連陸軍大学学長パベノレ・クローチキン
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陸軍大将はソ連軍創設49周年の記者会見で， 「アムール河付近で、中ソの軍事衝突

が伝えられているが」という質問に対し， 「そのような報告はきいていない。中

ソ国境で軍事衝突はないものと確信している」と答えた。またモスクワ周辺にす

でにABMが配備を完了したかのごとき口ぶりをみせた。また，アジアの公平な

立場にある指導者込 Cベトナムに軍事介入していなない国の指導者）の中に，北爆

の中止に反対している者がいる事を明らかにした。

T lzvestija紙，中共の文化弾圧非難－ 20日付のlzvestzja紙は1965年から66年

にかけて16万人の知識人が肉体労働による再教育のため，地方へおくられたと述

べている。

V トムスク』Iii!の新油田一一一Pravda紙によれば、，両シベリアのトムスク州のユ

ジノ・ムイリジンスコエ・ガス床でこのほど石油が噴出した。噴出量は 1昼夜約

100トンで， トムスク州では 13番目の油田である。ここはシベリア幹線鉄道から

350kmで，シベリアの主要な経済地区に近い利点がある。

21日 V日ソ経済理論会議流産一一一日ソ両国の経済学者が一堂に会して経済理論の討

議をおこなうべく準備がすすめられていたが，このほどソ連科学アカデミーから

討論延期の電報が入り，この会議は流会と決った。この問題では日本の内部でも，

マルクス経済学を信奉する派と非マルクス経済学派との主導権争いがからんでゴ

タゴタがあった上，ソ連内部においても，経済理論上の論争が続いていて，まだ

完全な統ーができていない事などからソ連としても，この会議を敬遠したものと

推測される。

v中ソ国境に無人地帯一一モスクワの共産筋は，中共軍がソ連・モンゴルの国

境から 200kmほど住民と共に撤退し，無人地帯をつくったと述べた。これはさき

にソ連がタジーク共和国などで中共との国境沿いに無人地帯をつくった事とも対

比できょう。

V 日ソ貿易協定， 3月6日調印に決るーーさき頃から交渉がつづけられていた

日ソ貿易交渉は原則的に一致をみたので， 21日の会合で，来月 6日に正式に調印

することで意見の一致をみた。 これによると輸出入総額は 4億 8500万ドル前後

で，昨年の実績約4億1000万ドノレに比べ， 18～19%増となる。そのうち輸入四大

品目の内訳は，①石油 400万トン，③木材400m九万③石炭 170万トン，④銑鉄

100万トン一一ーである。

Vモスクワ放送，四川省の反毛運動を報道

Vウスチ・バルイク＝オムスク間石油パイプライン工事－Izvestija紙によれ
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ば，オムスク州、｜では密林と湿地帯を通って 5ヵ年計画の突貫建設としてウスチ・

パノレイク＝オムスク間石油パイプラインの工事が進んでいる。作業は同時に22の

区間に分れて行なわれており，全建設者たちは50周年までにチュメーニの北部産

業地帯からオムスク精油工場までのパイプラインの埋設工事を完成する約束をし

ているo

vウスチ・パルイクニオムスク石油パイプライン建設促進一一一Gudok紙によれ

ばチュメーニ油田のために，ウスチ・パノレイク＝オムスク問石油パイプラインの

北端の工事を，今年の航行シーズンのはじめまでに完成する努力が続けられてい

る。これによってチュメーニ油田からオムスク精油工場までの石油輸送距離は数

百km短縮されるQ この石油パイプラインの全部は10月革命記念日までに操業には

いる予定である。

Vアンガルスク石油化学コンビナートー－Prav白紙によtしば，アンガノレスク

石油化学コンビナートで六つの新しい機械設備が操業を開始した；この設備はプ

ラスチック，香料，梁料および石油製品などの生産のために原料を供給すること

になっている。

vタシケントの製綿機械工場－Pravda紙によれば，タシケントの《ウズベ

クフロプコマシ》 （ウズベク製綿機械〉工場では綿実洗搬用の新しい機械の生産

の準備作業を初めた。 50周年に工場は従来の型よりも著しく少さく軽くて非常に

便利であり，また操作容易な機械を 505台製造することになってU、る。

22日 Vソ連首脳に移動説一一一西ドイツのフランクフノレター・ノイエ・プレツセ紙は

22日，モスクワ電として，ソ連首脳部で一部のポスト入れかえが考慮されている

と幸民じた。

V ミサイル防衛体制不完備一一ソ連の民間防衛総監チュイコフ元帥は22日のテ

レビ放送で『ソ連はまだミサイル攻撃に対する完全な防衛体制を持っていない』

と述べた。

Vチュメーニ＝スウルゲート鉄道建設進む一－Guel，οん紙によれば，チュメーニ

＝スウノレグート鉄道の建設者たちは革命50周年までにチュメーニからイノレトゥイ

シ河の岸トポリスクまでの鉄道運行を開始する約束をした。この工事ではタフダ

河に長い鉄橋が建設される。作業は厳寒で湿地が氷っている聞に行なわなければ

ならない。いまや建設はイルトワイシ河に近づきつつあり，間もなくトポリスク

で、デ、イーゼノレ機関車のサイレンが響きわたることであろう。

23日 V中国側，ソ連側へ発砲？一一23日付の KomsomoriskαyaPravda紙は，中ソ
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凶境のブラゴ、ベシチェンスク市の民警の報告として，中国側からソ連領へライフ

ル弾が打ちこまれたと報じた。

V 日ソ漁業委の政府代表決る－23日の次官会議で， 3月1日から開かれる北

西太平洋日ソ漁業委員会第11回会議の政府代表随員を決めた。宮沢泰外務省欧亜

局東欧課長，川上健三同省条約局調査官，高芝愛治水産庁調査研究部長，大場敏

彦｜司庁生産部海洋第 1課長，田中浩一郎同庁調査研究部研究第 1課長，松下友成

｜司庁同部調査官，三善正雄同庁同部研究第2課長，川田三郎同庁北海道区．水産研

究所長。

Vマリノフスキー布告一一23fcl，ソ連軍記念日の布告で、マリノブスキー国防相

は米帝国主義，西独軍国主義のほかに《諸国民の平和協力に反対する敵》という

名でもうひとつの敵が存在することを明らかにした。これは中共をさすものと推

測される。

V冬期ノボシビルスク河川港の木材積換え作業一一－VodnyyTransport紙によ

れば，ノボシビノレスクでは猛烈な寒さにもかかわらず，河川港の仕事はいぜんと

して行なわれている。右岸貨物地区の機橋の一つに冬期始めて大量の木材が鉄道

貨車で到着し，ここから自動車で製材工場に送られる。木材積換え作業に任ずる

港湾労働者たちのなかでは草命50周年を目指す社会主義競争が行なわれている。

24日 V ソ連，ハノイへ新空路一一・24日付・のワシントン・ポスト紙は「ソ連は北ベト

ナム援助の中国経由／レートの依存度をへらすためインド＼ピルマ，ラオス経由の

定期新空路の開設を考慮しているj と報じた。

Vオビ河氷上のプロペラ援一一Izvestija紙によれば，オピ河の永上をプロペラ

障が走っており，コノレパシェボ地区の郵便輸送はこれによって正確に行なわれて

いる。新しい新聞，映画フィルム，手紙，小包などは奥地の調査員たちにとどこ

おりなく配達されている。旅客のなかには宣伝員も乗っており，彼らはいたると

ころで国際情勢に関するニュースなどを伝達している。

25日 V新駐日大使トロヤノフスキー氏？ ソ連政府は新駐日大使としてオレグ・

アレクサンドロピッチ・トロヤノフスキー氏を内定した模様で，ちかく日本政府

へアグレマンを求めるとみられる。

トロヤノフスキー氏は戦前，駐日大使をつとめたマーク・トロヤノフスキーの

実子で親子2代の駐日大使となる。

Vホルムスク港にセメントを積んだ《セレンガ》号到着一一VodnyyTran学ort

紙によれば，サハリンのホルムスク港に《セレンガ》号がセメントを積んで到着

n
y
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した。海員たちはホルムスク港の従業員たちに向って荷役作業の社会ょL義競争を

呼びかけた。 《セレンガ》号の荷役作業は計画よりも17時間早く終了したQ

26 8 V漁業交渉のソ連代表団来日一一第11回日ソ漁業交渉に出席するソ連代表団の

モイセーエフ氏らの一行4人は， 26日午後8時，羽田空港へ到着した。モイセー

エフ代表は「マスの資源状況は最近悪化しており，豊漁、，不持、の区別ができない

程である」とのべ，きびしい姿勢を暗示した。

v欧州共産党会議， 4月下旬か？一一ワルシャワで、開かれていた欧州共産党会

議の準備会議は26日に 5日間の日程を終了したが， 4月24日から27日まで4日間，

チェコのカルロビ、ノリで欧州共産党会会議をひらくと発表した。この準備会議に

はユーゴとルーマニアの2国は参加しなかったυ この欧州党会議が，ソ連の主張

してきた世界党会議の露はらいになりうるかどうか注目されるυ

' t也下核実験実施か？一一スエーデンのウプサラ地震研究所はグリニッチ標準

時26日午前4時（日本H与問午後1時）中央アジアのセミパラチンスク地域での地

下爆発を記録した。大きさはマグニチュード 6.5でソ連の核実験とみられるυ

V トルクメン共和国の春の農作業－Pravda紙によれば、， トルクメン共和国

の農場では春の農作業が始まった。このソ連で最南の共和国では殆んど全面的に

濯j陵地への肥料搬入計画が遂行された。コペト・ダグ山麓，ムルガ、ブとテジェン

のオアシスでは秋蒔去が青みがかっている。多くの農場では春蒔作物の種蒔が始

まったυ

Vソ連最大のブラック人工海一一－Pravda紙によれば，東シベリアのブラック

人工海は小さなノ〈イカル抑！と呼ばれ，その最大深度は 160mに達している。 50周

年の革命記念日までには満水状態となり，ソ連邦最大の人工湖となるであろう。

27 8 Vエチオピア皇帝，モスクワ着－27日，ソ連公式訪問のため，エチオピア皇

帝ハイレ・セラシエ陛ードはモスクワへ到着した。滞在日程は 2日間で，コスイギ

ン首相iらとベトナム問題などを話し合う予定。

V力ラクームイにおける畜産の危機一－＇－－Pravda紙によれば， トルクメン共和

国のカラ・カリンスキー，キズイル・アトレクスキーおよびガサン・クゥリース

キー地区のコノレホーズとソフホーズでは 1月中家畜の艶死が増大した。ホジャム

パススキーとチヤノレシャンギニスキー地区の牧場では家畜は危険な状態にさらさ

れている。これらの地区は早越のため牧草がほとんどない。

28日 V米ソ領事条約可決一一米上院外交委員会は28日午前，米ソ領事条約を賛成15,

反対4で可決，本会議へ送付した。条約の批准には上院議員 100名のうち%つま
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り67人何上の支持が必要である。この条約は 3年前調印されたが，反対派の勢が

つよく，今まで伸びていたものである。上院内の保守派はこの条約を「ソ連スパ

イ歓迎条約」とよんでいるが，上院100名中約60名が賛成にまわっているとし、う。

v対ソ輸出へ米輸銀融資を一一米下院銀行通貨委員会の国際貿易関係小委員会

（民主，共和両党議員4人で構成）は28［｛『ソ連国内の自動車工場が米国製機械

を輸入する際，米輸出入銀行がこれに融資することは適百と認める』との報告を

銀行通貨委員会に対しておこなった。これは「イタリアのフィアット社がソ連内

に自動車工場を建設する事になったが，それに必要な機械を米国から輸入するに

あたり，輸銀の融資をたのんできたので，それを調査した結果である。小委員会

の調査によれば，米国は少なくとも 5千万ドルの機械をソ連匝iへ売ること沿でき

るとしているが，しかし，これだけの機械を売れば，ソ連の自動車生産能力は約

4f白に急増することになるので，この問題はド院本会議で、相当な論議を招くもの

とこ子；！＇.Ltされる。

’モスクワ放送，北ベトナム砲撃を非難－－28日のモスクワ放送は，米j征軍艦

艇が北ベトナムに対して艦砲射撃を実施した事を非難した。

Vウズベク共和国のアルマルイク銅山 目立wda紙によれば，ウズベク共和

国のクゥラミン山脈は豊富な銅の産地である。なかでもアルマルイクは全国でも

一流の銅鉱山である。ここの精銅工場では現在天然ガスを使用しているが，間も

なく酸素混合燃料を用いる最も進歩的な熔解設備が稼動する予定になっている。
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3 月
1 日 V日ソ漁業交渉，開会式一一特記事項参照。

v中共向け放送強化一一ーモスクワ放送は 3月 1日から，中国向けの宣伝放送を

急、激に増加させた。放送は北京官話のほか，おもな地方語や民族i請で， 24時間行

なわれるυ このq，には，現在中共内で禁止されている京劇なども合まれていると

いう。

T Pravda紙 CIA非難← 3 )j l 11付の Pr，正wda紙は，過去 8年間ソ連に送り

こまれた米l-!1入学生のうち，多数のものがCIA（米中央情報川）のスパイであっ

たと述べ，次のような指摘をおこなった。

○CIA　当局はソ連に留学する米学生達をインジアナ大学の準備教育課程に

参加させるという重要な仕事を掌握しており，学生達はソ連に留学すると CIA

からソ連の政治，科学の状況について，定期的に報告書を提出するよう求めら

れた。

0ソ連留学に選ばれたすべての学生は， CIAと連邦捜査局（FBI)によって

細心にチェックされた。つい最近までインジアナ大学の特別課程は， 1949年に

チェコから追放された元 CIA職員で， ソ連事情通のアノレパート・トッド教授

が主宰し，このほか，ソ連とチェコから追放されたエドワード・ケナン57年に

レニングラードを旅行訪問してスパイ活動を試みようとしたマイケノレ・ノレーサ

ーらが関係しているυ

0米｜五lのフォード・ロックプエラー，カーネギー各財団なども，ソ連と対等

の留学生交換を扱っているが，これらも CIAと密接な関係をもっている。

vウスチ・バルイクニオムスク間石油パイプライン工事進む一一l切 vda紙に

よれば，本｜｜ウスチパノレイクニオムスク間石油パイプラインへの原油圧送がはじ

まった。現1000kmのパイプラインの北部では緊張した作業が行なわれている。ロ

シア共和国最高会議代議員選挙（ 3月12日〕までには 114kmの地点まで，イノレト

ゥイシ河航行期開始までにはデミヤンスクまで，パイプラインによる原油が通ず

る予定である。 266kmまで原油が通り，デミヤンスクで伝馬船タンカーに積みこ

むようになると，ウスチ・パノレイクニオムスク聞の石油輸送は 600km短縮される

ことになろう。

V タシケント市の復興功労者を表賞－StroitelinajaGazeta紙によれば，ウ

ズベキスタンの首都タシケントの地震災害復興工事がはじまって以来8ヵ月以上
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たった。この間タシケント市の建設労働者，各構成共和国の救援建設隊ならびに

軍隊は非常な活動を行なった。市当局はこれらの建設者たちに対し，《タシケン

ト名誉建設者》の胸章を送った。これらの表賞Pされた職員の中には10人の St，噂正
itelin正ijaι可azet，“紙の編集部員カ；v、るO

2 日 T Pravda紙，北ベトナム砲撃を非難－3JJ2日付 Pravda紙は，米海軍が

ベトナム沿岸を砲撃し，桟雷を敷設したことに憤激の色を示しているQ

Vモスクワ放送，北京非難一一－2日付－のモスクワ放送は，中共はソ連と米国を

衝突させることを狙っており，北京と米国の間に取引きの可能性もあると非難し

7こO

V日ソ漁業交渉，第 2田本会議一一一特記事項参H日。

Vソ連視察団，卸売市場視察一一資本主義諸国の流通機構を勉強しようという

目的で来Hしたソ連の商業視察団が 2H早朝中央卸売市場を訪問した。一行は商

業省のコンドラショフ第 1次官ら 7名で，市場関係者に対して，質問を連発し，

とくに産地から出前されてくる果物用の本箱の規格や人件費について，こまかい

質問をおこなった。

（注） これらは昨'ii二もソ述では包装）刊の本新、iの生産が計画通り遂行されず，や

むをえずトマトなどを無品：」1r:にノミラ積みにして送った為，）氏の方のトマトは

みんなおしつぶされてしまうという失敗がおこっているので，果物片jの木箱

に注目したものであろう υ

V ソ連・北朝鮮経済技術協定調印－2月中旬以来，ソ連を訪問中であった北

朝鮮の代表団団長，金一（キム・イノレ）第 1副首相とマズロフ・ソ連第 1副首相

の間に，経済科学協定および本年度相互物資供与協定が調印された。この北朝鮮

の代表団は，中ソ論争をめぐって中共・北鮮問の関係も悪化して以来，はじめて

ソ連におくられた大型代表同であった。この折衝を通じて，両国の党関係、の協力

問題についても話合いが行なわれたものと推測されている。しかし，金第 1副首

相は 211夜の夕食会で，ソ・朝阿国同氏の友好団結を掘ったのみで，党関係につ

いて何等発言しなかった点からみて，北鮮の党が依然としてソ連の党との間に，

一線を画しているのではないかという見方も有力である。

v米大統領， ABM討議について発表一一2月2日，ジョンソン米大統領は「コ

スイギン首相は攻撃用とともに防衛用の核ミサイル競争を制限する問題に関し

て，米ソ間で討議することに同意したJと緊急の記者会見で発表した。

v札幌にソ連領事館開設承認か一一政府はかねてソ連側が要望していた総領事

円。 一（ 63 ）一
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館の札幌開設に同意することに決定し，近く外務省からモスクワ lcl本大使館に対

し，この旨，回答させる。

V ソ連漁船捕獲一一米沿岸警備隊第17地｜玉木部は 2fl「アラスカ半島， ミトロ

ブアニア島南方 1.6kmの海上でj操業中のソ連トロール船 1隻を領海侵犯の疑で捕

獲した」と発表した。

V新駐日ソ連大使のアグレマン戸 ソ連政府は新駐ド｜ソ連大使にオレグ・アレ

クサンドロピッチ・トロヤノフスキー氏を起用することに決め， 3月2日，在日

ソ連大使館を通じて， 日本政H'.Hこ対しアグレマン（承認）を求めてきた。政府は

近く承認を与える予定。

' 7月に第 1回日ソ定期協議 外務省は 2日，第 1回の日ソ定期協議は予定

より平く 7月下旬開かれる旨明らかにしたり

V ソ連・エチオピア共同声明 ーハイレ・セラシェ・エチオピア皇帝のソ連訪

問は 3JJ 2トiで終了し， 「両国間の政治，経済，通商，文化の分野で協力を一層

拡大するj と共同コミュニケを発表した。

Vスウルゲート河川港の求人広告一一－Voclnyyお・amport紙によれば，チュメ

ーニ油旧の中心スウノレグート河川港では，技師長 月俸 165ルーブノレ，港長建設

部門代理一月俸155ルーブル，以上各 1名，建設組立作業技師 月俸120ノレーブ

ノレ， クレーン機械係一月俸 llO；レーフソレ，以上各2名，電気機械係 J-j俸 115ノレ

ープノレl名，いずれも 7割の僻地手当付の条件で求人広告を行なっている。

v南部サハリン鉄道に新型ディーゼル機関車－ Gudok紙によれば， このほ

ど南部サハリン鉄道の機関庫に新型デ♂イーゼノレ8軸機関車 1台が割当られること

になった。この機関車は TG16型と称せられ， リユジノフ機関車製造工場で作ら

れたもので，その能力は3280馬

もまた狭軌（1067mm）にも｛吏うことができるQ したがって南部サハリンの鉄道に

適するものであるυ

V クラスノヤルスク水力発電所の工事進む fruestija紙によれば東シベリ

アのクラスノヤルスク市の北にあるディプノゴノレスクからの通信として，クラス

ノヤノレスク水力発電所を建設中のエニセイ河では昼夜兼行で作業を進めている。

厳寒をものともせず最初の二つの発電機の組立が行なわれており，それは今年の

革命50周年に電流を供給する予定である。現地からの報道によれば，クラスノヤ

ルスク人工海はダムの上流で 0.5mの水位に達した。

3 日 V 日ソ航空協定発効一一一北原外務省欧亜局長と， ピノグラードフ駐日ソ連大使
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は3日午前11時30分，外務省で日ソ航空協定がそれぞれ国内手続きによって承認

されたことを通達する公文を交換，同協定は即日発効した。

V日ソ漁業委員会，非公式会談

v米ソ・ ABM交渉，来週からか？一一モスクワの米大使館スポークスマンは，

3日， 「ABM交渉の準備が来週モスクワで聞かれる予定である」と発表した。

同筋によれば，この会談はグロムイコ外相と， トンプソン米大使の間でおこなわ

れるもので，米側はトンプソン大使を補佐するために，近い将来，モスクワから

専門家が派遣されるはずである。しかし， ソ連側は①伝統的にソ連軍部には防衛

戦略構想、が根強い，③すでに50億ドルの巨費で、モスクワ周辺に ABM網の配置を

開始した。⑨クレムリン首脳部にはジョンソン大統領に対する不信感が強いーー

などの難点をかかえており， ABM交渉のなりゆきを困難視する見方も強い。

Vコスモス 145号打上げ

V ソ連首相，英国大使と会談一一一ハリソン焚大使は， 3 fl，コスイギン首相と

会談した。

V ソ連，シリアに援助 北シリアのユーフラテス川に用水グム建設のため，

ソ連がシリアに2250万ドルの機械と資材を供給する契約が 3月3日ダ、マスカスで

調印された。

vビノゲラードフ，離日の挨拶 ピノグラードフ駐日ソ連大使は 3月3日午

後 2時半，東京・永田町の首相官邸に佐藤首相をたずね，離任の挨拶をおこなっ

た。これに対し，佐藤首相は「懸案の領土問題を解決し， 日ソ平和条約の早期締

結をはかりたい。コスイギン首相の訪日を歓迎する」と述べた。

vラスク米国務長官，上院で陳述－ :1日の上院軍縮分科委員会秘密会議に出

席後，ラスク国務長官は「米国は米ソ ABM競争制限討議に攻撃ミサイル問題を

合めるというソ連提案を了承した」と述べた。そして IABMの操作，配備を国

際機関に監視させるとの提案も検討されよう jと語った。これに対し，ゴア軍縮

分科委員会委員長は「米ソj,fij国が北概をはさむミサイノレ防衛線を設け，国連がこ

れを看視する」という案を提起した。

’非同盟諸国不満－一一米ソが核ミサイル競争制限で

しし、事態、に対しても，ジュネーブの軍縮委員会に参加する非同盟諸国は，これを

「米ソの利己手段にすぎない」として，決して手放しでは歓迎していなし、と伝え

られる。

V人工皮革プラント輸出一一一全ソ工業技術輸入公団（テクノプロムインポノレト〉

5
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向けの人造皮革製造用プラントの輸出契約に調印した旨， 3日東洋棉花が発表し

fこO

V トルクメン共和国のクウム・ダグ油田一一－Pravda紙によれば， トルクメン

共和国のクウム・ダグ油田の労働者たちは，今年の 1, 2月に計画課題より約

2千トン多く原油を採取した。労働者たちは草命50周年を迎えるため採油計画を

再検討し，さらに大量の採油計画を達成することを決定した。また彼らは近年中

に数十のn11:rt二の作業を遠隔操作方式に移L，これによってコストを著しく引上げ

労働生産性を向上した。

4 日 V日ソ漁業交渉，第 l回の資源評価の科学技術委員会一一特記事項参照。

Vモスクワ放送， 日中貿易議定書非難一一3月4日付の日本向けモスクワ放送

は， 2 )127日，北京で調印された日中友好貿易促進議定書を非難して次のように

述べたの

0同際貿易史上，貿易について実際にはや1Jもいわれていない貿易議定書が調

印されたことは前例のないことである。北京で調印された議定書は曳表題と本

文のいくつかの段落に日中貿易を扱っただけで，あとは毛沢東と，文化革命や

紅衛兵の壮挙を賞讃する言葉で埋められている。

0 H木の実業家たちが，もうかればどんな事をしてもよいという考えで，ベ

トナム侵略戦争を行なっている米軍に軍事物資を供給して金をもうけている事

はよく知られている。いまや彼等は，北京の指導者たちと， 日本で北京の指導

者に盲従している召使たちが日本人民に“毛沢東思想”を押しつけようとして

いる事に乗じて，ひともうけしようと考えている。

0日本の一部の業者は，おべっかを使うには毛沢東個人と，彼が指導してい

る文化草命を礼讃するだけではものたりないと考え，中国側関係者たちの御機／

嫌をとりながらソ連を攻撃した。今同の貿易議定書は，ソ連の政府と人民に対

する悪らつなデマと中傷に満ちている。

V トルクメン共和国のオ力レム油田一－Pravda紙によれば， トルクメン共和

国の大工業中心地から遠くはなれたオカレムは油田地帯にある部落である。ここ

と並んでソ連最南端の石油産業がある。このほどオカレムの石油労働者たちは，

はじめて計画以上，千トンの原油を採取した。

5 日 T Literaturnaja Gazeta紙，広告の効用を説く一一特記事項参照。

Vウラジポストークへ気象観測船《ボエイコ》号帰港－Pravda紙によれ

ば，ウラジポストークへ昨日気象観測船《ボエイコ》号が帰港した。 《ボエイ
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コ》号は太平洋への16回目の航海を終ってきたものである。今度は《ボエイコ》

号としては，はじめて南極と結ぼれる南緯に達し，海洋と大気の綜合的調査を行

ない，また高層に気象観測ロケットを打ちあげた。

日 V日ソ貿易議定書署名一一今年 1月19日以来，モスクワですすめられていた日

ソ貿易交渉はこのほど妥結し， 6日午後4時（日本時間同日午後10時〕から，ソ

連外国貿易省で署名された。詳細は特記事項参照。

V第 2次ナウシキ事件 3月6日，中共の国際列車が外蒙古とソ連との国境

におるナウシキ駅を通過する際，中国側来務員とソ連側の国境警備員の問で乱闘

事件が発生した。詳細は特記事項。

V第 2回（日ソ漁業交渉）科学技術小委一一向サケ，マス資源審議J 詳細は特

記事項。

vピノグラードフ氏，帰国一一昭和37年5月から 4年9ヵ月間駐日大使をつと

めたウラジミル・ピノグラードフ氏は 6R，午前11時横浜出帆のパイカル号で‘夫

人とともに帰国の途についた。

Vスターリンの娘，亡命一一スターリン元首相の娘，スベトラナ・ジュガシピ

リ（42才）が 3月6R，突然，インドのニューデリーにある米国大使館に姿をみ

せ， 「米国へ亡命したい」と申し出たのこれに関L，米国は，ソ連への気兼ねも

あり，苦慮している様子である。

f Prαvdα紙論説委員，毛沢東一派非難－3月6日付のモスクワ放送はPravda

紙コリョーノフ論説委員の毛沢東一派に対する批判を放送した。これは毛沢東批

判を目的とする迅読解説の第 1回目の放送であった。

Vソ連記者団，西独訪問へ一一一西独の社会民主党スポークスマンは 6日， ソ連

共産党機関紙 Pravda 編集局長代理サダロフ・ K• Iを団長とする11人のソ連ジャ

ーナリストが，社会民主党と同党系の各新聞社の招きで， 3月13日から23日まで

西独を訪問し，ボンでキージンガ一首相，プラント外相らとも会見する，と語っ

た。ソ連ジャーナリストの公式の西独入りは昭和39年，アジュベイ・イズベスチ

ャ編集長が，フルシチヨブ訪独のための予備工作を目的として訪独して以来のこ

とである。

Vコスイギン首相，中共非難－6日，ロシア共和国最高会議選挙候補者とし

てモスクワのポリショイ劇場で演説したコスイギン首相は，その中で国際問題に

ついて大略次のように述べた。

0国際緊張の緩和にとって，大きな障害となっているものは，依然としてべ
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トナム戦争である。米国は戦争拡大への道を引き続き進む方針を明らかにして

いる。ト1ヒベトナムのグエン・ドィ・チン外相は，北爆の無条件停止後に和平交

渉がありうると言明したが，これはきわめて重要な平和へのイニシアチブであ

る。

0米同は和平交渉へのあらゆる見通しを打ち消してしまうように努力してい

るが， q1共はこれに支援を与えている。毛沢東とその一派はこのような行動に

よって，｜司際勤労階級の運動，マルクス・レーニン主義を裏切っている。

Vワフシ河の三つの水力発電所一一←Pravda紙に上れば， タジク共和同のワフ

シ河で、は現在ゴ、ロフナヤ水力発電所が活動している。その上流ではヌゥレク水力

発電所が建設中で、ある。さらにワフシ河の 3番目のラグンスカヤ水力発電所がつ

くられることになっているの二つの新しい発電所は 600万kwの電力を供給するこ

とになろう。

7 日 V第 3回科学技術小委一一！＇］サケ資源で介意。

v経済新聞編集長談－－EconomicheskajaGazeta紙の編集長ノレミャンツェフ

は7日の記者会見で， 「ソ連工業の約半分は，今年末までに新経済方式に切かえ

られ，来年中にすべてのソ連工業の改革が完成する」と語った。詳細は特記事項

参照。

V精密割出テーブル輸出一一全ソ機械輸出入公団（スタンコインポルト〉向け

に工作機械用の精密割出テーブル乃4台が三井物産を通じて三井精機工業から輸／1¥

されることになった。

V西独首相《ソ連首相と会談の用意あり》と発言ーーキージンガー独首相は 3

月7n，西ベルリンでおこなわれた記者会見の席で， 『コスイギン首相といつで

も会談の用意がある』と語った。

V ソ連軍機関紙，中共に警告－ 8月7日付のソ連軍機関誌『コムニスト・パ

アノレジョンヌイフ・シル』は次のような要旨を掲載した。

『中国は世界平和の脅威であり，その指導者の破壊活動は，帝国主義侵略者

の新しい危険な行動を助長させている。ソ連の兵士は祖国を防衛する不断の準

備を整えてし、る。わが党および政府は， ソ連の国土を侵そうとする，いかなる

侵略者も完全に撃破できる。』

Vモスクワ放送，中国の反毛活動報道

’ブレジネフ書記長，アルジエリア訪問無期延期一一3月7日，アノレジェの消

息筋によれば，ソ連の党書記長ブレジネフのアルジヱリア公式訪問は無期延期さ
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れる事になった。これは，カルロピ・パリ（チェコ〉で開催される事になった欧

州党会議の準備のためと推測されている。

Vマガダン市の発展 Pravda紙によれば，極東のマガダンカ河の左岸で昨

日新しい住宅団地の建設がはじまった。その面積は15ヘクタールで、ある。今年の

革命50周年を記念してコルイマとチウコトに 10万m2の｛主宅がげI来上る予定にな

っている。

8 日 ▼米世論，ソ連に親近感――3月8日付のワシントン・ポスト紙は最近の米ギ

ャラップ!ft論調査の「もし米中間に争いがおこった時，ソ連は米側と中国側との

どちらに味方すると思うか」という問いに対して， 「米国に味方する」と答えた

者－が48%で， 「中国側」と答えたものが37%という結果が出たと伝えた。 2年前

は米側18%，中国側59%であったという。

V第 4回科学技術小委 ベニザケ，ギンザケ資源評価で対立。

Vソ連の ABM陣地展開一－：3月 8日， 米政府当局は米国務省主催の外交問題

関係者の集会で①ソ連は核ミサイル競争停止の米ソ聞の話合いと並行して，ミサ

イル迎撃ミサイノレ（ABM）陣地の展開を急いでいる，②中ソ関係は悪化している

が，ソ連軍が中悶に軍事行動をおこすような事態は，中国が完全な内乱状態にお

ち入札反乱政府がソ連に援助を求めるような事態にならない限り，殆んどあり

えない。目下の所ラ中国の情況はそこまで進んでいない。一一ーなどの見解を明ら

かにした。

Vキルギズの《アルマルイク》炭坑一一－Pravda紙によれば，キノレギズ共和国

南部の新しい炭坑《アノレマルイク》露天堀現場では本日最初の 100万トンの採炭

目標を達成した。炭坑労働者たちはさらに10月革命記念日までに 5ヵ年計画の2

ヵ年の計画を遂行する決心をした。キノレギズの石炭採掘のMは露天掘で行なわれ

ている。 1年後にはさらに30万トン以上の出炭能力をもっ切羽が操業を開始する

ことになっている。

Vウスチ・バルイクーτオムスク問石油パイプライン建設状況－Stroitelinaja 

Gazeta紙によれば，オムスク市からの通信として， イノレトウイシ河とオピ河に

よるチュメーニ石油の輸送シーズンの準備がで、きつつある。この輸送距離は間も

なくウスチ・パノレイク＝オムスク間ノfイプラインの建設によって非常に短縮され

る。建設者ーたちは最も困難な区間のネフテユガンスクからデミヤンスコエに至る

266 kmのパイプテインを河川の航行開始までに操業に入らせる約束をしている。

Vスリユジャン力以東の電化工事はじまる一一－KrasnajaZvezda紙によれば，
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モスクワからパイカルまで、電化されたシベリア幹線は将来パイカノレ以東も電化さ

れる。東部シベリア鉄道の後の区間スリュジャンカ＝ぺトロフスク・ザ、パイカリ

スキー間 470kmの電化作業は開始された。そこには12の変電所と約1000kmの架線

が組み立てられることとなっている。

9 日 V第 5回科学技術小委一一一マスノスケ資源評価で合意。

V西独外相，ソ連との会談提唱 ドイツのプラント外相は 9日の記者会見で

「ドイツはソ辿との関係改善のため，紛争解決の手段として武力を用いることを

放棄するであろう」と言明し，次のように述べた。 「ソ連はさる 1月28日付の覚

書で， ドイツの政策は世界平和の脅威になりうると非難しているが， ドイツの武

力解決放棄はこの非難に対する同答である。 ドイツはソ連および東欧諸国に対

し， ドイツとの対立点について会談をひらくよう提唱する」

Vポドゴルヌイ演説一一一ロシア共和国最高会議の代議員選挙のため， 3月9

日，モスクワ Ifiレニングラードスキー地区でひらかれた会台で，ポドゴルヌイ・

ソ連最高会議幹部会議長が要旨次のような演説をおこなぺた。

0米悶民の聞には反戦感情が広がってし、る。選挙戦が近づくにつれ，この反

戦感情に対する政治的策略が強まり，選挙民を失望させている。軍事作戦を除

々に拡大して，ベトナム人民の抵抗を砕こうとする企ては誤まっている。米国

の指導者は，ベトナムのジヤンクやル戦で、勝てないと同様に，政治的にも得ると

ころはないであろう。ベトナム戦争を拡大させる新たな措置は，必ずや，ベト

ナム人民，およびベトナムに協力する国々から，新たな反撃を呼び起すだけだ

ということを，米国の支配階級は認識すべきである。

0自らの目的達成の手段として，世界戦争も辞さない中国の極左革命は，帝

国主義の狂人達と手を組んでいるようなものである。ベトナム問題に対する中

国の最近の声明に，：｜ヒベトナム政府が提案している《会談開始のための条件で

ある北爆中JI：》にっし、ては，一片の支持の言葉も含まれていない事実に注目す

べきである。これは毛沢東一派のベトナム戦争に関する意図が，北ベトナム政

府の見解と一致していない事を意味している。

0毛沢東主席は軍事的官僚独裁を実行しており，自国内のみならず，世界の

各地からの反対に直面している。しかし，中国人民と中国共産党内の健全な勢

力は，当面の岡難を克服し，中国におけるマルクス・レーニン主義思想の勝利

を確実なものにするであろう。そして，中国の共産主義者が世界の共産主義者

と同じ隊列について，ともに帝国主義と戦う日は，かならずやってくるに違い
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ない。

V マガダン港で活躍する砕氷船一－？ravda紙によれば，今年の冬はマガダン

港周辺の氷原はオホーツク海へ 450哩もひろがっている。砕氷船《アドミラノレ・

ラザレフ》と《エロフェイ・ハパロフ》号は昼夜兼行で作業を続けており，これ

を増援のため強力な砕氷船《レニングラード》号も現場へ向って航行中である。

10日 V第6回科学技術小委一一一ギンザケの資源評価で合意。

Vコスモス 146号打上げ一 このコスモス衛星は今まで、打ち上げられたソ連衛

星中最大のもので，大型宇宙船の原型実験と見られている。

V マリノフスキー，死亡説一一モスクワで、は国防相マリノフスキーの死亡説が

ひろまっている。しかし， ソ連外務省は10日付で同相の死亡を否定したと伝えら

れる。

V万国博にソ連参加一一一駐ソ日本大使館から10日，外務省を通じて日本万国博

協会に対して， 「ソ連政府が日本万．国博覧会への参加を表明したJc!::連絡が入っ

た。万国博への参加表明は共産圏ではソ連がはじめてである。

，.ブレジネフ演説一一ーロシア共和国最高会議代議員選挙のために，モスクワ市

パウマン選挙医選挙人集合が 3月10日，クレムリン内で聞かれたが，その席上，

プレジネフ書記長は要旨次のように演説した。

0西独の政策は欧州、｜の永続的平和，安全保障，平和協力の確保に対する主要

な障害となっている。新しい西独政府の実際上の行動は，不幸にもボンの政治

路線が変らないままである事を示している。われわれは一度ならず，ソ連と西

独の関係を改善したいと述べてきたが，このためには西独の報復軍国主義者達

が真の平和政策に変ることが必要である。

0わがソ連共産党は国際問題で，社会主義諸国の共同路線を打ち出すことに，

大きな重要性を与えている。ソ連共産党は平和と欧州｜の安全保障の問題に関す

る欧州共産党会議の準備に積極的に参加している。

0現在， ソ連では 200万人が，週5日労働制に移っているが，党中央委，政

府，労組中央評議会は，労働条件が許す限り，すべての企業の労働者，事務員

を今年中に週5日労働制に切り替えることを決定した。

0北ベトナムに対する無条件の軍事行動停止を要請した北ベトナムの呼びか

けは，米国と北ベトナム両国間の話合いの基礎となり得るものであったが，米

政府は侵略政策の拡大を発表し，世界の人民の前に，その本体を暴露した。ソ

連および他の社会主義諸国は米国の侵略と戦うベトナム人民に対して，あらゆ
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る援助を与えつつある。

0中国の毛沢東クやループが対ソ策謀を行なわざるを得なかったのは，明らか

に彼らの立場が弱かった事を示している。しかし，もちろん，この策謀は彼等

の政策の反革命的な性格を変えるものではない。

0ソ連や他の社会主義諸国に敵対することによって，毛沢東とその支持者た

ちは事実上、帝国主義の利益に奉仕する立場を強めている。

O q:q=t_4の指導者のベトナム問題に対する現在の立場が，ベトナム人民に対す

る米国の暴挙を媛助する結果を招いてし、ることは，し、主や広く会11られている事

実である。

V力ラガンダ冶金工場の鍛造プレス工場操業開始－StroitelinajaGazeta紙

によれば，カザフ共和国のカラガンダ冶金工場において，鍛造プレス工場の第 1

！｜頂が操業を開始した。その能力は年間3500トンである。ここではソ連で初めて衝

撃と振動を消す特殊の士台がつくられた。第2)II民の操業開始は今年の革命50周年

までと予定されている。

Vサヤン水力発電所に至る鉄道と自動車道路の作業－－Pravda紙によれば，

東シベリア南部のサヤノ・シゥシェンスコエ水力発電所に雫る鉄道と自動車道路

の建設作業は吹雪のため困難を極めている。しかし現場ではゲンプカー，ブツレド

ーザ、一，ヱクスカベーターが革命50周年までに計画の作業を遂行するため，悪天

候をおかして作業を続けている。

11日 V第 7回科学技術小委一一ニシン資源評価で合意。

Vスターリンの娘，ジュネーブ着 亡命を希望して，インドの米大使館へか

けこんだスターリンの娘スベトラナは11日朝，特別機でジュネーブへ到着した。

スイス政府はこれに対し， 「健康が回復するまで，しばらく滞在をみとめるJと

発表した。

V ソ連外交官2名に退去令一一中国外務省は 3月6日，ナウシキでおこった事

件に関する抗議覚書をソ連に対して送付すると同時に，北京駐在のソ連大使館員

2名に国外退去を求めた。

Vアム・ダリヤ河下流の航行開始一一－Pravda紙によれば，中央アジアのアム

ダリヤ河は上流と中流はほとんど氷ることはないが，下流は氷結する。しかし今

その氷は溶けつつあり，ホレヅムとカラカルカピヤの桟橋に向って最初のデ、イー

ゼノレ船（複数）が出航した。

Vバルハシ＝サヤク鉄道建設一一－Gudok紙によれば， 中央アジアのカザフ共
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和国南部にあるパノレハシ湖の北岸で、はパノレハシからサヤン鉱山にいたる鉄道建設

が行なわれている。オノレタデレシン，アクジャイダク，オシチゼク，サヤク駅の

名はまだ案内書にはのっていなし、が，これらの駅ではすでに鉄道従員が働いてい

る。建設組立列車第39号の党組織はいま選挙運動に力をいれている。

12日 Vフルシチョフ前首相現わる一一ロシア共和国最高会議代議員選挙の投票をお

こなうために，フルシチョフ前首相がモスクワ市内の小学校の投票所に夫妻で現

われた。フノレシチョフ氏を見て数百人の市民が集まって歓迎した由で，記者団の

質問に答えて「世界が平和であって欲しい」と述べたという。フ氏はコスイギン

首相に一票を投じたが，これは投票用紙にあらかじめコスイギン，ア・エヌ・の

名前が記入しであるので，これを消して投票しなし、限り， 1選挙区 1候補者とい

う仕組みのもとでは，自動的にその選挙区Aの候補者に投票した事になるためであ

る。

V極東の新航空路一－ Prvada紙によれば，かつてーハバロブスクからチュコト

民族管区の中心地アナドイルに行くには旅客にとって数週間を必要とした。最近

でも飛行機で2昼夜かかった。ところが本Hハパロフスク＝マガダン＝アナドイ

ルの新航客路が開設された。約3500kmの距離を飛行機は 6時間で飛ぶことにな

る。

13日 V科学技術小委一資源検討，一応終了。

T Pravda紙，スベトラナ事件を報道一一3月13日付の Pravda紙は「スベト

ラナ・アリルウエパについてjと目立たなし、記事を掲載してスベトナラの亡命事

件を報じた。これに対しソ連市民の多くは「行きたいところへ行かせよJという

考えであるという。しかし，一部ではスターリン時代のスベトラナの結婚式がロ

マノブ王朝顔負けの豪華なもので， 1週間も宴会が続いた事などを思い出して，

「身勝手なふるまいjに憤激する声もあると伝えられる。

V ソ連両書記官，北京出発一一中国政府から即時退去を要求された北京駐在ソ

連大使館のナタシン，エダノブ［1LJ2等書記官は， 13日ソ連機で北京を出発，帰国

の途についた。空港では拡声器を通じて，両書記官の退去を要求した中国外務省

声明が読み上げられたが，紅衛兵の騒ぎはなかった。

Vウラン・ウデ市に漁業科学研究所開設－Pravda紙によれば，東シベリア

のウラン・ウデ市にシベリア漁業科学研究所が開設された。この新しい科学セン

ターはパイカル湖とブラック人工海その他東シベリアの湖と河川における研究作

業を行なうことになっている。
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14日 V日ソ漁業交渉代表15名，九州観光旅行へ

Vジュネーブ軍縮委，ソ連代表の発言 3月14日のジュネーブ軍縮委員会に

おいて，ロシチン・ソ連代表は要旨次の発言をした。

0核兵器の拡散と，これに関連する核戦争の脅威の増大を防ぐ防壁を作る必

要がある。

0 ドイツの有力な一部の筋は，さまざまな口実をもうけて核拡散防止条約に

反対しているが，これはドイツの軍国主義的，報復主義的勢力が核兵器を干に

入れようと懸命になっているからである。

0核拡散防止条約は全般的な安全の確度を高め，核戦争の向成を少なくする

ことに貢献するものでおり，従って核保有国，非核保有｜手｜の双方の利益に合致

する。

0中部ヨーロッパに非核武装地帯を設置することは，とくに必要である。

0核爆発が軍事日的か，平和目的か， R：別する事：が不11J能で、ある以上，その

いずれをも禁止することが必要である。

V 自動包装装置，対ソ輸出

v酸化エチレン・プラント，対ソ輸出

V週5日制実施準備指令F一一ソ連共産党中央委員会，閣僚会議，および全ソ労

組中央評議会は 3月14日付で，ソ連の労働者と事務員の週 5日制への移行を，大

体今年の11月7日の10月革命50周年記念日までに完了することを決定，関係諸機

関に実施準備にとりかかるよう指令した。

しかし， 1週間の総労働時間（普通41時間）はすえおかれる。また，週5日制

に向かない職場や，教育機関にはこの 5日制は適用されない。今まで約500の企

業現場で週 5Fl制の実験をおこない，研究がすすめられてし、た。

V クズバス冶金工業の発展－Pravda紙によれば，西シベリアのクズパスの

今年の鉄の生産高は 550万トンを上廻り，鋼材は50万トンの増産が見込まれてい

る。革命50周年記念日までに現在の高炉第2号，二つの焼結ベルトおよび第3の

コークス炉が凶シベリア冶金工場で操業を開始することになっている。また四つ

の大きな冶金ユニットもそれまでに操業を始める。

Vイルクーツク重機械製作工場の電気精鋼炉一一－Pravda紙によれば，イルク

ーツクのクイブイシェフ名称、重機械製作工場において， 《DSP-10》マークの最

初の電気製鋼炉が稼動した。この 3電極炉は10トンの高合金鋼を生産する。生産

工程は完全に自動化されている。
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15日 Vソ連首相演説一一一コスイギン首相は 3月13日，クラウス「オーストリア首相

歓迎の昼食会で演説し，西独におけるネオ・ナチズム拍頭の危険性を指摘すると

ともに，侵略に対しては，ソ連は同盟諸国と共同して，欧州｜大陸の平和と安全を

守るために全力を尽すと強調した。そして，東南アジアの情勢が欧州にも影響を

与えないではおかないと述べ，また，ソ連とオーストリア両国は中部ヨーロツバ

の安定と平和の保障に大きな役割りを果すことが出来ると指摘した。

V三木外相， 7月下旬訪ソか一一外務省筋は15日，きたる 1n20日に三木外相

が第 1回日ソ定期協議に出席するために，ソ連へ向けて出発することを明らかに

した。外相はモスクワに 5日間滞在の上，ポーランド，チェコ，ハンガリーの東

欧 3国を歴訪した上，西独経由帰国の予定。

Vイルクーツクで、電気熔鋼炉操業開始一一－StroitelinajaGazeta紙によれば，

イルクーツクのクイブィシェフ名称、重機械製作工場において，最初の大きな電気

熔鋼炉《DSP-10》型が操業を開始した。この 3電極炉はアンガラ水力発電所の

電力を使用して 1回に10トンの高品質鋼を生産することができる。

Vイルクーツク市の科学アカデミー支部会議一－Pravda紙によれば，本日イ

ノレクーツクでソ連邦科学アカデミー・シベリア支部幹部会の出張会議が聞かれ

た。そこには科学アカデミーの極東，ヤクート，ブリヤートの各出張所の学者た

ちが出席した。会議の日程として東シベリアの生産力とイルクーツク市の科学官

庁の発展の問題が取りあげられている。最初にイノレクーツク州党委第1書記Sch-

etininが報告演説を行なった。

16 B V北樺太天然ガス交渉再開一一去年11月末から中断していた北樺太オハ油田の

天然ガスを開発するえ渉を，早急に再開する方針を決めた政府は， 16日，午後，

通産省山崎通商局長を通じて，丸紅飯田の松尾泰一郎副社長を招き， 「今月中に

はモスクワで民間ベースによる交渉を再開されたい」と要請した。

V第 I回日ソ定期協議， 7月21, 22日一一モスクワで聞かれる第 1回の日ソ定

期協議に三木外相は 7}J20日の東京ニモスクワi直通航空便で訪ソする事が確定し

た。三木外相はこの機会にソ連首脳部とベトナム和平問題で意見をかわす予定と

いう。

v北極上空で ICBM実験 ソ連国防省機関紙 Krasnaj.正tZvezda紙は16日付

で，北極上空の暴風雨の中で，高度1万mで飛ぶ飛行機から ICBM（大陸間弾道

弾）を発射する実験に成功したと報じた。これは宇宙平和利用条約が発効して，

人工衛星から核ミサイノレの発射ができなくなるため，それに対応して航空機上か
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らの ICBM発射方法が開発されたものと推測されている。

v米上院委， ABM公式見解一一米上院軍事委員会（ラッセノレ委員長二民主党）

は3月16日， 「もし， ソ連との間で、核軍拡競争についての合志が与I.急に得られな

かった場合は，米国は ABM防衛組織の展開に踏み切るべきである」と公式見解

をまとめた。

v米ソ領事条約，米上院で承認 1964年調印以来3年間j，上11;'6でタナざらし

されてし、た米ソ領事条約が16日ょうやく米上院で承認されたυ 表決は66対28で承

認に必要な三分の二の賛成票数すれすれの線でまとまった。

Vサヤノ・シゥシェンスカヤ水力発電所の建設準備始まる一一ーの・avda紙によ

れば，シベリアのエニセイ河の上流では，巨大なサヤノ・シゥシェンスカヤ水力

発電所が建設されることになっている。調査団に続いて建設設許たちもここニセイ

河の両岸に到着した。彼らは岸盤をうちくだきながら建設現場に到る道路をつく

ている。沢山の機械が現場に集められ， j可が氷結している間にj,l心止をつなぐ橋治

の支柱工事が行なわれている。

v極東漁業の社会主義競争一一Vodnyy Transport紙によれば， 極東漁IKの

漁夫たちは 2ヵ月半に昨年度の同期間の漁獲高よりも10万トン多くの魚を水妨げ

した。サハリン，カムチャッカ，沿海，マガダン，オホーツク，ニジニイ・アム

ーノレの勤労者たちは革命50周年を目指す社会主義競争の計画を好成績をもって遂

行している。

17日 Vコスモス 148号打上げ

V大型衛星打上げか？一一一英国の LondonEvening Standard紙は17日の紙1!ii

で，ソ連が 3月10日に，これまでの衛星の中で最大と推測される大型衛星を打ち

上げたが，人聞が乗っている気配はないと報じた。ただし，ジョドレノレパンク天

文台は特別の信号を受信しておらず，この報道は確認できないと述べた。

v北樺太天然ガス交渉で早期妥結に一致一一ソ連通商代表部のグパノフ首席代

表は17日午後，通産省に山崎通商局長を訪れ，北樺太のガス開発に関して話し合

ったが，両国政府とも交渉の早期妥結に努力することで意見の一致をみた。しか

し，現実にはさまざまな難点がまだ横たわっており，相当の曲折が予想されるo

v札幌のソ連領事館開設に難色一一自民党は 3月17日の総務会で，札幌にソ連

の総領事館の開設をみとめる事に，強い難色を示した。その理由は国防上の機密

保持問題が中心であるが， 22日の総務会で防衛庁，警察庁の意見をきく予定であ

る。
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’日ソ間シベリア空路 l番機，モスクワ発一一一TU114の直通 l番機は 17日午

後 811寺15分（日本時間18日午前2時15分）モスクワのシェレメチェボ空港を出発

して，東京へ1(1Jったυ これにはロギノフ民間航空相を団長とする招待客約 100名

その他が乗りこんだ。

Vルーマニア党書記長，モスクワ入り－J月17日，チャウセスク・ルーマニ

ア共産党書記長はマウレル首相らを伴って，空路モスクワを友好訪問した。空港

にはプレジネフ書記長らが出迎えた。ルーマニアは 1月末＼西ドイツとの正式国

交の樹立に踏み切り， ソ連はじめ東独，ポーランドなどをあわてさせたが，今回

の訪問は，このポーランドを説得して，束｜攻の結束を｜品めようという目的で，ソ

連が招待したものと見られている。

V英国の対ソ消費材輸出急増ー一英｜司の軽工業は今年に入ってから，ソ連rr,Jvt
の輸出が急増してウケに入っている。洋服地，ジャージー・スーツ，船人用靴

ド，瓦もの綿製J,t，，靴などが， 1～3 JJの間だけで 500万ポンドも契約されたと

いう O

T Izvestija 紙グアム島会談非難――3月17日付のソ連政府機関紙 Izvestija

紙は，ジョンソン大統領やその他の要人が参加しておこなわれたグアム品会談に

ついて，《戦争拡大を狙うパクチの出発点である》と非難した。

v米副大統領，ソ連宇宙開発について語る一一米大統領宇宙委員会議長を兼任

レぐいるハンフリー米副大統領はIHIの記者会見で， 「ソ連は10月革命50周念と

スプートニク第 1号打上げ10周年を記念して，宇宙で何かはなぱなしい事をやる

と忠われる」と語り，｜非常に大きな数人乗りの宇宙船を軌道にのせるであろうJ

と述べた。

Vチシンスク鉱山の開発－Guゅん紙によれば， 東部カザフスタンのチシン

スク鉱山は 5ヵ年計画の重要建設の一つで、ある。ここは鉛と亜鉛の大きな埋蔵盆

をもっている。鉱山はすでに高価な非鉄金属を生産し，それはレニノゴルスク重

合金属コンビナートで精煉されているυ

Vウスチ・イリムスカヤ駅の建設に着手一一－－－G udoli 紙によれば， 東シベリア

のブラックの束にあるフレブトヲヤからウスチ・イリムスカヤに至る新しい鉄道

の建設で新設駅が出来つつある。ウスチ・イリム水力発電所に出来るダムの峡谷

から10kmのところに団地ができた。ここに到着した建設組立列車第219号の労働

者たちは，新鉄道のウスチ・イリムスカヤ駅の建設に着手した。なお次にトゥシ

ヤマ駅も出来ることになっている。
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Vオムスク州の春耕作業一一－Pravda紙によれば，オムスクからの通信とし

て，｜司地方は好天候が続き春の到来が感じられる。現在農民の最大の関心は土与Y毛

の少ない湿度を保存することである。土地を乾燥しないように雑草を刈る方法も

検討されているυ 機械係たちは各種の作物を植えつける方法をゼミナーノレで、学ん

でいるυ

18日 Vマリノフスキー，まだ生存一一一31310日頃，死亡説を流布されたマリノフス

キ一国防相は， 3月18日，モンゴル軍建軍46周年を祝うメッセージをラハグワス

レン・モンゴル国防相に送った。これによって，同国防相！の生存が確認されたo

v中国外交官，退去令一一ソ連外務省は 3月18日付で，モスクワの中国大使館

の鰐 1等書記官と孫3等書記官を「好ましからざる人物Jと指定し，即H寺国外退

去を要求した。

これに関し， ソ連外務省は要旨次のような声明文を発表した。

『海外在住の外交官が駐在｜ょ！の法をす！ I)，内政干渉を避け， 1,i11五｜との関係を

悪化させるような事態を回避すべき事は当然である。しかるに，中出大使館は

この常識を無視し，外交代表にふさわしからぬ行動をとってきた。 1Jj 25日，

赤の広場で行なわれた挑発行為は，明らかに中国大使館が中ソ両国関係を思化

させる口実をつくるために，あらかじめ仕組んだものである。その後の一連の

事件は，この事を証明している。 2月 1日，中凶大使館は，大使館構内でliソ

集会と反ソ・デモを組織した。 3IJには，ソ連を誹諒する掲示板のわきで，大

使館員をソ連市民と乱闘させた。

さらに 9日には，モスクワを出発する中国人学生とソ連市民の間に衝突を引

き起そうと試みた。

中国側はこうした事件を使って，ソ連の“前例のない暴虐”などと非難し

た。また，中国大使館は公式レセプションや記者会見その他の集会を利用して

反ソ宣伝を行ない，反ソ交書を配布した。このほか同大使館はソ連に長期在住

する中国人をも反ソ活動に引ずりこみ，反ソ感情を植えつけようとしている。

ソ連外務省は，また，中国大使館がソ連政府との業務上の接触をも避けよう

としてきたことを指摘せざるをえない。過去数ヵ月間，中国大使館員が定めら

れた時間に，ソ連の関係当局に現われたことは一度もなかった。

ソ連外務省は，こうした中国大使館の反ソ活動を，中国が中ソ関係をさらに

悪化させる意思を表明したものと見なしている。この反ソ活動には同大使館の

鰐 1等書記官と孫3等書記官が特に重要な役割を果しているO 両書記官は活動
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を組織し，挑発に参加したが，これは外交特権の乱用である。ソ連外務省は両

書記官を好ましからざる人物とみなし，即刻国外に退去することを要求するJ

V ソ連・ルーマニア会談終了 ルーマニアのチャウセスク書記長らの一行

は， 30時間のソ連訪問を終えて， 18日空路帰国の途についた。両国の会談の内容

は，同日付で発表された『報告』（注，共｜司戸明という言葉は使用されなかった）

によれば，《双方は両国関係および欧州安全保障を含む緊急な｜司際問題につい

て，真剣で友好的な雰囲気の中で意見を交換した》と述べただけで，両者の意見

が一致した気配は察せられない。

V ソ連の ABM効果なしとマクナマラ証言 1月におこなわれた米上院の軍

事，歳出委員会の秘1品＝会議での証言で， 『ソ連の弾道弾迎撃ミサイル（ABM）は

効果的でなく，米国の反撃力はソ連の 1億2千万人を殺すことができる』と，マ

クナマラ国防長宵が証言した事が， 3月18H発表された議事録で、明らかにされ

た。マクナマラの証j主の内容は次の通りである。 『ソ連人たちは，防衛に宗教的

なほどの熱意を持ち，爆撃機による攻撃に備えて，地対空ミサイル防衛網に膨大

な支出をしている。しかし，この防衛綱は現在の弾道ミサイル時代では時代おく

れで不用なものであり，ソ連の弾道弾迎撃ミサイル組織は効果的で、ない。」

Vブラックの厚紙工場営業開始－ Prcr日fα 紙によれば，イノレクーツク州のブ

ラックでは電力あるいはアノレミニュームととともに厚紙の生産が有名になった。

林業合同では建設者たちがソ連最大の厚紙工場の一つを営業に入らせたQ その生

産能力は年間28)jトンである。すでに最初Jの厚紙数トンが出荷された。

Vウトウリク＝バイカリスク間電化工事進む－ G前 lok紙によれば， イノレク

ークツ市からの通信として，束シベリア鉄道のスリュジャンカからペトロスキー

・ザ、ボードまでの電化作業がはじまり，ウトウリク＝パイカリスクの聞において

は，東シベリア運輸建設の建設組立列車第270号の労働者たちはすでに最初の100

本の架線の支柱を立てた。パイカリスクでは索引変電所の土台工事が始まってい

るυ

V極東漁業従業員のアクチブ会議－ V.οdnyyTranψort紙によれば，ウラジ

ポストーク diの海軍将校会館で，漁業従業員の党・経済アクチヴ会議が聞かれ，

沿海，ハバロフスク岡地方，サハリン，カムチャッカ，マガダン各州の代表たち

は革命50周年のため極東漁業の社会主義的義務遂行の問題を討議した。《ダリノレ

イブ》（極東漁業）総本部長 M.L. Drozdovが報告を行なった。

l9日 V西シベリア鉄道の輸送状況－Gudok紙によれば， 今年の 1月西シベリア
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鉄道沿線は特に厳しい寒さで，零下40）支の気温，激しいl!J('§jと降雪は各駅の作業

を困難にした。そのため西シベリア鉄道全体として数万トンの石炭の輸送がとど

こおった。 2Jjには鉄道従業員とクズ、パス炭坑夫の協力で，これらの滞貨を処出

した外，，ii-画課題より 7万1000トン多い石炭の輸送に成功した。

20日 ’日ソ漁業交渉，再開

Vモスクワ放送，中共の少数民族迫害非難 2011のモスクワ放送は，新世省

のウイグノレ1'1ff,I乏の少数民族について次のように述べた。

l. 新垣省にすむ 650万人のうち 420万人はウイクツレ人で，成りはカザフ，

キノレギス， ウズベク，タタールおよび少数の漢人であったυ しかし，今では漢

人の移住により新挺の人口は Z倍に達した。

2. 北京はこうして新彊をj莫人であふれさせ， HU，制を似空のものとし，土

地の人々あらゆる権利を奪ってしまおうとしている。漢人には lkl 600グラム

のキピが配給されるが， i也の民族には，わずかに300グラムしか配給されなヤQ

V ソ連宇宙船に脱出装置－ 3月20日発行の Auiatsijai Kus，山川町ti知誌は

対人宇宙飛行上テレシコワ女史の寄稿を掲載したが，それによると，彼女がブ

イコフスキー飛行土とともに， 1963勾ミにランデプー飛行をしたIE'fのウォストー

ク型宇宙船には，脱出装置があり，万ーの場合はシートごと宇宙船の外へ放り

出され，パラシュートで降下する｛上京且みになっていたとしるしている山。

Vクラスノヤルスク水力発電所一－Pravda紙によれば，エニセイfnJの右岸の

岩盤で大規模な爆破作業が行なわれた。これはクラスノヤルスク水力発電所ダム

の上流区域に至る道路建設のはじまりである。この道路ができると短期間にプラ

ントおよび機械を運搬することができる。大きなこのシベリアの河の水運は水力

発電所のダムから下流では中止されない。

21日 Vモスクワ放送，グアム島会議批判－21日のモスクワ放送は，グアム島でお

こなわれた会議を批判して， 「この会議ではベトナム空襲の基地として，タイを

もっと広く利用する問題が討議された」と述べた。

Vウルブリヒト，モスクワ入り一一東独社会主義統一党第 l書記ウノレプリヒト

は， 3月21日，秘密会談のためモスクワ入りした。これは過去20ヵ月間にわたっ

たソ連・東欧首脳会談のしめくくりをなすものと見られる。

v力ザフスタン南部の春耕作業－Pravda紙によれば，チムケント通信とし

て，カザフ共和国南部に春耕期が来た。チムケント州のコルホーズとソフホーズ

は春蒔をはじめた。最初の数万ヘクタールに大麦と小麦がまかれた。革命50周年
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の今年はとくに豊作を見込み，追肥用の窒素肥料を受領し，濯j陵地の粒穀播種面

積を著しく拡大することを予定している。

V イブデリ＝コンダ鉄道沿線の作業 Gudok紙によれば，西シベリアのイ

ブデリ＝コンダ鉄道沿線では好天気が続き，最近完成したベルネフ・コンダ通信

連絡駅で、は春のl十Ilkにそなえている。鉄道と併行して卒者林の中を通り作業現場に

パJイプやその他の貨物が送られ，また通信線用の支柱がたてられている。

22日 V 日ソ漁業交渉・科学技術小委 カニ資源、検討。

V 日本商社の支店開設承認さる一一日本大使館はソ連との問に，駐ソ商社員の

取扱いの改善について交渉してきたが，このほどソ連貿易省は「H本商社に対し

支店事務所の開設を認める」と通告してきた。モスクワには日本の商社・メーカ

ー16社，代表員約 100名が常駐しているが，すべて旅行者なみの短期ピザ、しか与

えられず特別な地位も認められていないので，今まで商社代表の不満が強く，日支

持措置を要求していたものである。

V近く党中央委総会開催か一一モスクワの消息筋は22fl, 「欧州共産党会議の

準備のため，近くソ連共産党中央委員会が聞かれ工う」と語り，次の点を明らか

にした。

0 1ヵ月以内にチェコで聞かれる欧州共産党会議の重要な下ならしが，最近

の一連の欧州各国党首脳のモスクワ訪問で完了した。

0これらの意見交・換で， ソ連共産党中央委が欧州共産党会議に提出する《欧

州、！の安全保障に関する作業文書〉の作成をはじめる事が可能になった。

0経済問題ではソ連共産党中央委は，週5日制の採用，一部卸売物価の引下

げ，現在大まかな輪郭だけしかできていなし、新5ヵ年計両の詳細な壮一｜二げーー

などの検討をおこなう予定である。

V クラスノヤルスク水力発電所人口海の貯水はじまるー一一lzvestijσ紙によれ

ば，クラスノヤルスク水力発電所に近いデ、イヴノゴルスクからの通信として，ク

スノヤルスクノk力発電所の人工海の底となる地区からの撤退作業がはじまり，ダ、

ム上流部分からの設備や機械がとりはずされつつあるO 最後まで残されなければ

ならない設備の撤去のためにはダムの右端に迂IE］道路が作られはじめた。

Vヤクート自治共和国ミールヌイの炭田－Gudok紙によれば， ヤクート自

治共和国のミーノレヌイからの通信として，同地から20kmのところにある炭田はダ

イヤモンド地方のコチェガノレカ（ボイラ一室）と呼ばれ，すでに最初の数百トン

の石炭が生産されたのこれはダイヤモンド企業にとって有望な燃料某地になる。

q
d
 

qo 
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そこでは石炭の大部はほとんど地表面にあり，埋蔵量は無尽蔵といわれている。

V沿海地方の春耕作業一一－Pravda紙によれば，今年の沿海地方は例年より 10

日早く春をむかえた。しかし農民たちはあわてなかった。ポグラニチノエ，ウス

リースコエなど各地区のコルホーズとソフホーズのトラクター運転手と飛行士た

ちはいちばんl己く春耕作業をはじめ土壌に追肥をほどこしている。

23日 V科学技術小委一一一カニ，ニシン，カレイの資源で合意。

V米ソ・ ABM予備折衝一一モスクワの米大使館は 3月23fl，モスクワ駐在のト

ンプソン米大使と，グロムイコ外相とが，同 f], 30分にわたって協議し，弾道ミ

サイルおよびミサイノレ迎撃ミサイル（ABM）体系をめぐる軍備競争を制限するた

めの諸準fJ/iiについて話し合った，と発表したo

vソ連・東独共同声明－3月21日からモスクワを訪問中であったウルブリヒ

ト東独議長らの←A 行は23日帰途についたが，同日付でソ連・東独両者の共同コミ

ュニケが発表された。このコミュニケではベトナムに対する一層の援助強化，社

会主義共同体と 11上界共産主義運動の団結強化左が強調されているのまた，ブレジ

ネフ書記長らソ連代表1-nが4月17日からひらかれる予定の東独社会主義統一党の

第7回大会に山席することも明らかにされた。

V極北のタイムイルに天然ガス資源発見ーー－Pravda紙によれば，クラスノヤ

ルスクからの通信として，メッソヤシ河上流のタイムイノレの永久凍土地帯にはじ

めて天然ガスの火がついた。極北のタイムイルでは 6年前に天然ガス資源の調査

がはじめられたが， 11＇！：年ジムネエとニジネ・へトススコエの 2ヵ所にガス資源が

発見され，地下 815mのところに 800～1000億maのガス埋蔵置があると推定され

ている。

V力ザフ共和国河川交通の航行開始準備－ VodnyyTranゆοrt紙によれば，

カザフ共和国の河川運輸従業員たちは現在今年の航行開始の準備を進めている。

革命50周年を記念して港，桟橋，船舶修理工場の従業員たちは，本年度の航行計

画を11月7Flまで完遂する約束をしている。彼らは労働生産性を計両より 1.4%,

荷役作業量を 1.8%，船舶修理を1.0%，航行作業を 2%高める約束をしている。

24日 Vモスクワ放送，核防条約に関して報道一一3月24日付のモスクワ放送は，ジ

ュネープ軍縮委員会が5月9日まで休会となった事を伝え，ソ連代表団長が核兵

器拡散防止に関する国際条約の締結に努力を続ける旨，声明したと報じ，また，

「核保有同は事実上介意に達したが，非核保有国の中で西ドイツが障害になって

いるJと述べている。
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f Literaturnaja Russia誌中共の文化革命非難一一3月24日付の文学週刊誌上

で，アンドレイ・ウォズネセンスキーが，中共の文化革命を，むかし，ロシアに

侵入したタタール人（龍曜日人〕の野蛮さになぞらえて非難する詩を発表したと伝

えられる。

これは，現下の中ソ対立の底にひそむ原因の最も根源的な面を見事に表白した

ものといえる。ロシア人は数百年にわたって，蒙古や障担の支配下におかれてい

た経験があり，それだけにロシア人にとっては，蒙古人や健恒人（タタ－Jレ人）

との戦いは，ロシア正教を守るための一種の十字軍的意味を帯びていた。その潜

在的な記憶が，今日の中国との対決の中で，極めて大きな役割りをtiめているの

であり，それが，今回の詩で表明されたものといえよう。

Vコスモス 151号打上げ一一24日のタス通信はコスモス 151号の打上げを報じ

た。この衛星は高度630km，周期97.1分の円軌道を阿っており，宇前開発に必要

な観測器械を積んでいるといわれる。コスモス衛星の打上げは 3月に入ってから

既に 7個目であり，何らかの大規模実験の前ぶれと推測されている。

V工作機輸出振興会，ソ連で見本市かー一日本工作機械輸出振興会は24日，東

京・芝公園の機械振興会館で理事会をひらき， 42年度の事業計画を検討したが，

その結果44年度7～9月を目標にモスクワで工作機械の単独見本市をひらく事な

どを確認した由である。

Vチユメーニニトボリスク送電線工事－St，’oitelinαJaGazeta紙に上れば，

西シベリアの中部オピ河流域におけるもっとも大きな建設として，チュメーニ州

で総延長200km以上の送電線建設が行なわれている。ウラノレ電力網第44トラスト

の機械化作業隊の労働者たちは， 10月革命記念日までにチュメーニニトポリスク

問送電線の建設を完成することを決定した。

v力ザ、フ共和国の春蒔作業一一lz・zフe. )a紙によれば， アノレマ・アタからの通

信として，カザフ共和国のソフホーズとコルホーズは10万ヘクタールの春蒔を終

った。チムケントとジャムプールの農民たちは早生の粒穀と牧草を蒔いた。アル

マ・アタ州の数千ヘクターノレには小麦と大麦が播種された。南部の諸河川の谷地

にはビートが植付けられている。

Vチュメーニニトポリスク送電線建設一一Gudok紙によれば，中部オピ河流域

最大の送電線が建設されている。チュメーニ州を走るこの送電線の延長は 200km

以上である。チュメーニ熱電力併給火力発電所の電力はこの送電線により，チュ

メーニ，ヤルコボ， トポリスクの農村各地区に送られる。建設者たちは革命50周
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年までにチュメーニ＝トポリスク線の建設を完了する約束をしている。

25日 Vアラスカでソ連漁船罰金一一米アラスカ州の連邦地方裁判所は25日，アラス

カ沿岸で米領海を侵犯したソ連漁船に罰金 1万ドルを言い渡した。ソ連漁船はウ

ラジポストークのトロール船で，船長名はレオニード・ M ・クスチェンコで，罰

金がおさめられるまでアラスカ州の刑務所に拘置されることになった。同船は；1

月22日，米沿海警備艇に捕獲されたが，これは 3月15日から随行された米国の13

カイリ新領海法に上っておきた始めての領海侵犯事件であるの

v前北京駐在大使館員に勲章一一一ソ連最高会議幹部会は，中同に駐在していた

ソ連大使館員，その他のソ連機関員に対して，勲章とメダノレを贈った。対象にな

ったものは 189名である。これは中国側がソ連から退去させられた自国人を盛大

に歓迎して， ソ連に対する示威をくりかえしてきた事に対し，ソ連側も中国から

退去させられたソ連人を称賛し，表賞す『ることで，おかえしをしたもので、ある。

V ソ連， トルコに援助一一ソ連政府は， トルコに対し，機械類を送り，技術援

助を与え，鉄鋼，精油，非鉄金属工場などの建設に協力することに同意した。

v再びタシケント付近に地震一一Gudok紙によれば， 3月24日現地時間の 13

時4分ウズベキスタンに強い地震があった。家屋にひび、がで、き天井の壁は落ち

た。タシケント市の地震観測所からの通報によると震度は 6～7パールで、余震が

続いた。昨年4月からタシケント付近では 730回以上の地震があった。

V極東の各地に新しい資源発見一一Izves均－α紙によれば， 最近ウラジポスト

ーク空港から連日多数の飛行機とヘリコプターが飛びたっている。コースは宿林

上空を経てシホテ・アリニの山麓に向っている。最近この方面のスミルノフスク

付近で重合金層資源が発見されたので‘ある。またピキンかじ遠くないところに豊

富な炭田が発見された。間もなく密林のなかに極東で最大の火力発電所が建設さ

jもることになっている。

26日 Vソ連・北ベトナム文化科学協力協定一一一1967年度ソ連・北ベトナム文化科学

協力協定調印のため， 3月26日ヲソ連代表団がハノイに到着，交渉を開始した。

Vソ連・ウルグァイ党声明一一一ブレジネフ・ソ連共産党書記長とポノマリヨフ

書記は， 25日，ロドニー・アリスメンディ・ウルグアイ共産党第 1書記と会談

し，次のコミュニケを発表した。

0会談は友好的，同志的空気の中ですすめられた。両党の見解は共産党・労

働者党代表者会議のための条件が熟しつつあるという点で一致した。

0また両党代表は，米帝国主義者が人類の進歩，発展をおくらせるための措
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置をあらゆる手段で試みつつある，ということで意見が一致した。

0双方はベトナムにおける米国の侵略を非難し，ベトナム人民の闘争との連

帯を表明した。

Vカスピー海岸の海水脱塩工場－ Pravda紙によれば，カスヒ。ー海岸のマン

グイシラク半島のシェフチェンコ市には 4年前に海水脱塩のテスト設備が作られ

たが，現在は大きな工場に発展した。現在の脱塩工場の計画能力は 1昼夜に 3万

トンの蒸摺水が作られることになっており，動力はやがて原子ネノレギーを使うこ

とになるといわれている。

V チュメーニのガス輸送管建設計画一一－Pravda紙によれば，プラウダ， トム

スク市からの通信として，チュメーニのの天然ガスをチュメーニ，ケメロボ，ノ

ボシピルスク，カラガンダの各州の工業と住宅用に送るガス・パイプラインの建

設に関する決定が採択された。このパイプラインは北方の部落ムイリジノ付近か

らオピ河の左岸に沿ってノボクズネックに達する総延長940kmで，その能力は年

間100億m3といわれている。

27日 v日ソ漁業・非公式折衝

v農業にも利潤方式一一詳細は特記事項。

T Pravda紙，欧州党会議起草委員会について報ず一一ソ連共産党機関紙Pravda

は3月27付の紙i削で，きたる 4月24日からチェコのカルロビ・パリで聞かれる予

定の欧州共産党会議の準備のため，近く起草委員会が招集されると発表した。開

催期日は 3月末日頃で，場所はカルロビ・パリとみられる。

起草委員会の顔ぶれは，党中央委書記クラスと推測されているが，ユーゴとノレ

ーマニアは代表を派遣しない公算が大きいとみられている。

vキルギズ共和国の開墾とビートの種蒔一一一わ双山白紙によれば，ギノレギズ共

和国のアラワン地区のトウヤムン谷は今まで水がなし、ために数千ヘクターの土地

が荒野になっていたが，今はナイマンダムが出来， 5ヵ年計i両の聞に新しく 1万

1千ヘクターの土地が開墾されることになった。チウイ谷のコノレホーズとソフホ

ーズは，ビートの種蒔をはじめた。革命50周年にキルギズは精糖工場に 170万ト

ンのビートを供給する予定である。

28日 V 日ソ経済合同委， 6月8日からか一一ネステロフ・全ソ商業会議所会頭は28

H，外務省を通じて，第2回日ソ経済合同委員会を 6月8日から10日間モスクワ

で聞きたい旨経団連に回答してきた。

V 日ソ領事条約，今国会提出一一自民党は28日の総務会で日ソ領事条約を今国
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会に提出して，批准承認を求めることを了承した。この条約については，札幌に

ソ連の領事館を置くことは，日本の安全保障と機密保持の観点から問題があると

して結論がもちこされていたものである。しかし， 28日の会合に三木外相と三輪

防衛次官（長官代理）が出席して「日本の安全保障や機密保持には充分配慮して

ある」と説明し，了承を得たものo

v北氷洋航路，開放か一一3月2813，ソ連海洋船舶相パカエブは記者会見をお

こない， 「ソ連はヨーロッパとアジアを結ぶ北極圏回りの船舶航路の開設を希望

している」と述べたが，開設の時期はまだ不明である。これに対し，日本の海運

界（大阪商船三井船舶）は関心を示しているが，スカンジナピア諸国は余りにも

不便な航路として，乗り気を示していないと伝えられる。

T Pravdα紙，中共非難一一一3月28日付の Pravda紙は，その社説の中で《共

産主義世界は各国共産党，労働党の統一と団結および友好により，強固である。

彼等は社会主義諸国の団結と国際共産主義運動を破壊しようとしている毛沢東一

派の分裂的，大国主義的行動を拒否した》と述べているQ

' 8割が週5日制一一ーパイパコフ・ソ連国家計画委員会（ゴ、スプラン）議長は

3月28日，全ソ連労組中央評議会総会で演説し，今年11月7日の革命50周年記念

日までに労働者の80%以上が週5日制へ移行する，と述べたo

v極東毛度の出荷－Izvestija紙によれば， ウラジポストークからの通信と

して，数ヵ月前極東からテツコ，北極狐，リスの毛皮が欧露に出荷され，まもな

くレニングラードの国際競売場にお目見えすることになってし、る。現在これらの

毛皮はソ連邦に代表部をもっている日本の商社からも買い上げられている。

Vワォロチャエフカニイン間送電線工事はじまる一一Gudok紙によれば， 極

東のワオロチャエフカニイン聞の送電線工事がはじまった。伝説に富むワォロチ

ヤエフカはいまや農林と工業地帯のため大きな電力の中心地になりつつある。送

電線にはハバロフスクの熱電力併給火力発電所の電力が通ずることになる。今年

の革命50周年までには豊僕なイン谷のソフホーズとクワノレ・ウノレミン大密林の林

業まで送電線がのびる予定である。

29日 V日ソ漁業交渉・非公式会談一一一ソ連組lj，規制強化を提案，壁につきあたる。

Vグロムイコ外相，カイロ到着一一3月29日午後，グロムイコ外相はリアド・

アラブ連合外相の招きにより，特別機でカイロに到着した。グ外相は同日，ナセ

ノレ大統領と会見した。グ外相とアラブ連合首脳との会談の中心議題はアデン問題

とみられているが，ベトナム問題も討議されると推測されている。
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V ソ連・イタリア党共同声明一一イタリア共産党のロンゴ書記長は2日間にわ

たって，モスクワでプレジネフ書記長と秘密会談をおこなっていたが， 3月29

日，共同声明を発表して帰国の途についた。ロンゴ、書記長は意見の対立したノレー

マニアとソ連の党の聞を調整しようとして訪ソしたものとみられてヤたが，共同

コミュニケの内容から推測して，世界共産党会議の構想は後退したものとみられ

るにいたった。共同声明の内容は次の通り。

0ブレジネフ，ロンゴi尚書記長は281=!会談したが，会談では世界共産主義運

動の現状に関する広範な問題，その隊列を団結させる措置，現在の凶際情勢の

緊要な問題について意見を交換した。

0両党は欧州安全問題に関して，近く開催される欧州、iの兄弟党の会議に大き

な意義を与え，欧州、｜の全共産党の会議参加が欧州大陸の諸国民の恨本的利益に

こたえるよう希望する。

01両党は各党の自立性の尊重に基づく兄弟的な連帯を強化しようとす－る熱意

が高まりつつあることを満足をもって指摘するものである。両党は経験の交流

や集団的努力のつみ重ねによってマルクス・レーニン主義学説を充実させ，共

産主義の共同の目的を目ざす闘争において統一の立場をを決定するための，効

果的な措置として，各国共産党の双務的，多面的な会談，あるいは国際会議を

ひらくことに，常に高い評価を与えてきた。

0両党は新しい会議を招集するには，会議招集に関連した諸問題を解決する

ための多くの政治的，組織的準備活動が必要であるとの見解に達した。

V陪審制度採用の戸一一29日付のモスクワ発外電は，ソ連の法律専門家の間

で，西欧式の“陪審制度”をソ連の法廷にも取り入れよという声が高まっている

と伝えた。現行の制度では，裁判官は一般市民から選ばれた参審員2名と同等の

権利で、判決に加わることになっているが，これを参審員だけで有罪，無罪を決め

る方式に改めようというものである。改正の提唱者はソ連最高裁判所刑事部のグ

リゴリアナシュキン部長で，｜司部長は裁判における一般人の役割りを大きくすれ

ば，司法制度の水準が高くなると主張している由である。

Vマガダン付近で厳冬中の水害－Pravda紙によれば，極東のマガダン市に

近いエペンキ民族の小部落トポロフカは突然水害に襲われた。マガダンよりのタ

ス通信によれば，この水害は零下 35° の厳しい寒さの中で発生した。水は住宅，

官庁を浸し街路上に高い氷の山を作った。多くの場所で水位は地上 lmに達し

た。コノレイマ半島の今年の冬は特に寒さが厳しくそのために厚い氷が河の流れを
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塞ぎ，この水害となったものである。

30日 Vソ連，アラブ協定一一アラブ連合訪問中のグロムイコ外相は， 30日， l山j凶間

の経済，技術協力議定書に調印した。これはカイロ付近のヘノレアン製鉄所建設費

として， 1億 4500万ノレープノレ（576億円）の借款を供与するという内容である。

また，グロムイコ外相は核拡散防止条約について，ナセル米大統領の同意を求め

ようと努めており，それがグロムイコ外相の主目的で、あるという説もある。

Vアンガラ河の航行開始一一一Pra・vda紙によれば，イルクーツク市からの通信

として， i司地区のアンガラ河では《ウリアナ・グロモワ》，《アレクサンドノレ・

チェカリン》および《スメーノレイ》の 3隻の船が航行を開始した。これらの船は

いずれも建設材料を積載している。アンガラ河は所々に氷が残っているが，ブラ

ックの桟橋からも 2隻のデ、ィーゼ、ノレ船や伝馬船が出航している。

’ドゥシャンベ市の発展一一 Gucloん紙によれば， タジク共和｜五lの首都ドヮシ

ャンベは現在みちがえる程，大きな工業と文化の中心地になった。過去40年間に

人口は5600人から35万人に増大した。そしてここに織物工場，絹工場，セメント

・スレート・コンビナート，機械製作工場，製靴工場および食料品工場ができて

いる。共和国の首都ドゥシャンべはなおも発展し，美化されるであろう。

31日 Vマリノフスキー国防相死去一一一病気を噂されていたマリノフスキー，元自1j1は

3月31日，死去した旨，モスクワで発表された。当局は死因がガンであったこと

を暗示したという。
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ソ連邦アジア地域の経済建設動向

この月におけるソ連国内の問題では，今年第 1四半期の経済実績の発表，

ソホーズに独立採算制を認めたこと．ソユーズ I号の墜落によるコマロフ大

佐の殉職，新国防相グレチコ元帥の任命などがあげられよう。

ソ連共産党の動きとしては，欧州共産党会議を開催して，世界共産党会議

への地ならしをくわだてたが，余りかんばしい結果は得られなかった事が注

目される。また，新国防相に党の幹部を据えようとしたが，これも種々の抵

抗にあって実現し得なかった。

日ソ間では漁業協定が調印され， 日ソ航空の第 1便が飛んだ。

番多第 1四半期実績

4月19日付の Pravda紙は，中央統計局発表の本年第1四半期 C1～3月）におけ

る経済実績を掲載した。その要点、は次の通り。

〔I〕 第1四半期の工業生産は前年同期比で10.9%の鼎加を示した。

〔H〕 主要部門の前年同期比増加率は次の通りで、ある。

電力・熱エネルギー

燃料工業

黒色・有色冶金（鉄・非鉄冶金）

化学工業

機械製作・金属加工

林業，木材加工，セルローズ，製紙工業

建設材料工業

軽工業

食品工業
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日常消費材生産工業 14% 

〔E〕 主要なJil，目の生産高と前年対比率

M, 目 実績数字 前年比（%）

電 力（10億kwh) 143 llO 

石 社il(100万トン） 68.0 108 

jf ス (10億n1:i '11.0 lll 

石 炭（100万トン） 149 101 

うちコークス炭（100万トン） 36.l 101 

金先 鉄 (100万トン） 18.0 105 

室岡 鉄（100万トン） 25.0 106 

圧延鋼材 (100万トン〉 20.2 108 

うち完成品（100万トン） 17.4 107 

室岡 管 100万m単位 405 109 

1,000トン単イ立 2,651 109 

鉄鉱石 (100万トン） 40.6 105 

鉱物肥料（100万トン） 9.7 ll6 

農 薬（1,000トン） 54.6 113 

硫 酸（1,000トン〕 2,472 108 

プラスチック材および合成樹脂 (1,000トン） 272 125 

化学繊維 (1,000トン〉 123 109 

苛性ソーダ（1,000トン） 373 lll 

自動車用タイヤ（100万個） 7.2 106 

タービン（100万kw) 3.4 107 

タービン発電機（100万kw) 3.2 llO 

自動車（1,000台） 177 ll2 

トラクター (1,000台） 99.7 108 

紙 (1,000トン） 931 107 

セメント（100万トン〕 20.3 107 

石ケ ン（1,000トン〉 419 102 

ラジオ（1,000台〉 1,564 123 

テ レ ビ （1,000台〉 1,147 109 

冷 蔵庫 （1,000台） 624 125 
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洗濯機（1,000台） 1,038 112 

オートパイ，スクーター（1,000台） 194 104 

自転車およびエンジン付自転車（1,000台）’ 1,056 106 

一ーその他は省略一一

〔E〕 労働生産性は前年同期に比べ， 6.7%I:::昇した。

多新国防相グレチコ元帥

3月3HJ, 前国防相マリノフスキー元帥死去以来，約2週間，クレムリン内部で後

任人事をめぐって，権力争いや， 国防政策論争が続けられていたが， 4月12日付の最

高会議幹部会令でグレチコ第 1国防次官兼ワルシャワ条約機構軍総司令官を新しい国

防相に昇格させ，第1国防次官にはヤクボフスキー・キエフ軍管区司令官，ソコロフ・

レニングラード軍管区司令官， さらに国防次官にはパブロフスキー極東軍管区司令官

が，それぞれ任命された。この次官級の人事で， 1930年代のはじめに入隊した50代の

将軍達が， 古手の将軍連を追い抜いてー昇進したことは，ソ連軍の近代化をはかる意図

があったものと見られる。

はじめマリノフスキーが死去したあと，新国防相には制服をあてず， 文官をあてる

べきであるという主張が党の中枢から提出され，米国のマクナマラに対する対抗馬と

しての意味をもたせるためにも， シェレーピン書記もしくはウスチノフ書記を就任さ

せようとする動きがあった模様である。 しかし，シェレーピンは若手の統制官僚とし

て鋭いキレをみせる反面， そのタカ派的感覚がコスイギンなどの民需派の経済官僚群

の反発を買っており，一方，重工業面での経科能力をかわれているウスチノフ書記は，

やはり重工業派の経済官僚の一員として， ソ連経済の直面している困難の大きさを知

悉している所から， 国防相就任を極力辞退したと伝えられる。

いずれにせよ， クレムリン内の政策論争は、軍内部の戦略論争にも結びついている

のであり，赤軍の内部にも複雑な世界情勢の変化に応じて， いくつかの戦略構想が生

れてくるのは当然であろう。それが，今後のソ連の国家予算の配分や，内外政策に与

える波紋は決して小さくない。とくに，シェレーピンの国防相就任を阻止したことで，

コスイギン首相の地位はやや安定の度を増したように見うけられる。

ソ連の党と政府と軍の首脳部は4月4日， 秘密会議をひらいて国防問題の討議をお

こなったが， これは世界的な戦略の急転換に応じて，軍の中に『費用対効果』とし、ぅ

マクナマラ的な軍事経済学的考え方を導入しようとする派と，従来の軍事体系を維持

発展させようとする派との聞に，相当深刻な論争があった事を暗示している。
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多党中央委，ソホーズの独立採算制承認

ソ連共産党中央委員会とソ連邦閣僚会議は， 国営農業企業（ソホーズ）の完全独立

採算制へ漸進的に移行する決定を採択した。 4月15日の発表によれば，その要点、は次

の通り。

0ソホーズは生産全経費を，自己資金から支出して生産を明大しなければならな

い。またソホーズは労働許に対する物質的刺激，住宅建設のための基金を設けると

とができる。

○これらソホーズは，生産物を国家買上げ価格に，コルホーズのため設けられた

付加価格を加えた価格で販売することができる。 （現在はソホーズの販売価格はコ

ルホーズの販売価格を若干下回っている。）

0ソホーズにより大きな自由を与えるため，上級機関が承認した生産計画指標を

引き上げ， t級機関は主要指標（主要産物の国家買上げ量，全般的賃金基金，利潤

総額など）だけを決定する。ソホーガ労働者の数，生産コスト，労働生産性などの

指標はソホーズ自身が決定する。

0地方機関，農業関係官庁に対し，ソホーズの日常の運営について干渉しなし、ょ

う指令する。

0ソホーズ、は物質的刺激のための基金を設立できる。基金には利潤の15%を当て

ることができる。利潤の官I）は同家予算に入れさせるほか，銀行融資の返済，資産

増大などに用いることができるの

0ソホーズに対する銀行融資の機会を拡大する。返済は 2～6年ο

0ソホーズ1万2000のうち， 390が今年中に，実験的に完全独立採算制へ移行す

るの

場参生産財卸売り価格引上げ

4月7日付のタス通信は， 7月 1日から施行されるべく生産財の卸売り価格が全面

的に改定されたと報じた。 これらの価格は1955年以来日年以上も改定されなかったも

ので，現行価格では赤字経営の企業が多くなる一方で，昨年 10月，国家価格委員会の

シトニン議長が価格の引上げを発表していた。今回の引上げは，石炭78%，石油60%

という大幅のものであり，重要品目139のうち， 129品目の検討が完了したという。こ

のような改定は新経済制度のもとで， 利潤を算定する基準として，合理的な価格を定

めようとする狙いであり， この改定の成否は新経済方式の前途を卜する重大な問題点

となるであろう。
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多欧州共産党会議

4月24日午前10時（日本時間24日午後6時）から，チェコのカノレロピ・パリで， 欧

州共産党会議が閉幕した。これに代表を送った党の数は 22Cソ連および東欧の5ヵ国

西欧諸国16ヵ国の党〉であった。

この会議にソ連からはブレジネフ書記長らが参加した。あたかも，この党会議にタ

イミングを合わせて， ソユーズ1号を打ち上げ，大いに気勢をあげようとしていた矢

先， コマロブ大佐荊職の悲報が入り，ソ連の党代去は少なからぬ打撃をうけた。

初日の会議では，ベトナム人民の英雄的戦いの支持，ギリシャ・クーデターの非難，

などを採択した。 ブレジネフ書記長も24日に演説し，ベトナム問題や， ドイツ問題に

ついてふれ《中国との共同行動や，地中海の米第6艦隊の引揚げ》などを要求した。

会議は26日に予定を 1日くりあげて閉幕し，コミュニケが発表された。結局この会

議には，ユーゴ，ルーマニア，アノレパニアの党は参加せず， またオランダ，ノノレウエ

ー，アイスランドの党も出席しなかった。

かくてソ連首脳部が昨年以来， しきりに工作してきた世界党会議の前座としての欧

州党会議は大した“もりあがり”もみせず，影のうすu、形で終った。

多コマロフ大佐の殉職

ソ連は約2年ぶりに人間衛星船ソユーズ1号を 4月23日に打ち上げ， 画期的な実験

をおこなおうとこころみた。 ソユーズ1号・にはすでに宇宙飛行の経験のあるコマロフ

大佐が一人で乗り組んでいたが，続いて M人かの宇Jd=i ’fl 

打Aち上げられ，宇宙空間で， ドッキングなど一連の実験がおこなわれるものと，予想

されていた。ところが， 24日午後5H寺23分（日本時間｜斗11時23分）ソ連政府はコマロ

フ大佐が事故のため殉職した旨発表した。西ベノレリンのワイルヘノレム・フオノレスター

天波天文台の発表によると， ソユーズ1号が事故のため墜落したのは24日のグリニチ

標準時午前3時30分（日本時間24日午後零時30分〉頃であったという。

発表によればソユーズ1号は19周目に降下を命ぜられたが，着地の途中，主パラシ

ュートが地表7千メートノレの高度で、開く際， ヒモがねじれ， そのまま宇宙船は猛スピ

ードで地上に激突したものという。 しかし，ソ連当局が洩らした情報によれば，宇宙

船は軌道上ですでに何らかの異状をおこしており， コマロフ大佐の身体状況にも何か

異常がおこっていたのではないかとも見られている。同大佐は前にも一度心臓に欠陥

を発見されて治療したことがあったからである。米国筋によればソユーズ1号は姿勢

制御に困難をきたし，異常回転をおこしていたらしいとも伝えられた。
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いずれにせよ， この悲劇によって，ソ連の宇宙開発は重大な修正を余儀なくされる

事になろう。ジョンソン米大統領もソ連首脳へ弔電をおくり， NASA （アメリカ航

空宇宙局〉の局長L 米ソの宇宙開発協力を強調した。

北京筋はこれに対L，多分に冷笑的態度を示した。また，米国では，ソ連の宇宙飛

行士の犠牲者は今までにすでに12名にもおよんでいるという説も発表された。

（注〉 一部では，今まで守t市｜泊先に動員されていた数学者のチームやコンビュター・

システムが， F「経済方式の適用のために， ソ連経済の数学的なモデルをつくるた

めに転用された事から，宇宙部門の計算と制御の陣容がやや手薄になっていた事

が，今凹の事故のひとつの原凶ではないかといわれている。

多スターリンの娘の亡命

インドへ旅行中，米国へ亡命を申し出たスターリンの娘スベトラナは， 4月21日，

ニューヨークへ到着した。はじめ慎重を期していた米当局も結局Jr:.J女史の亡命をうけ

入れた形となった。ニューヨークのケネディ空港についた時は VIP（重要人物）あっ

かいで，厳重に護衛されていたが， 26日，ニューヨークのプラザ・ホテノレで、記者会見

をおこない，その光景は全米にテレビで放送された。その談話の要旨は次の通りであ

った。

0私は父スターリンを尊敬している。父の政治には間違いもあったが，誤ちのす

べてが父の責任とは言えない。

0私が子供をおいてソ連からl誰れる気持になった直接の動機は，私が愛してし、／こ

夫（インド人シン氏）が人！日jとしての権利を認められなかったことで，彼が死んだ

事が私の気持に大きな影響を与えた。

0私はモスクワでロシア正教の信者になっており，神なしでは生きていけない。

しかし，宗派にとらわれるつもりはない。

0私の子供には全然罪はない。子供が罰せられる理由はないし，事実罰せられな

いと思う。

0米国に永住するかどうかは，米国が私を好きになってくれるか，私が米国を好

きになるかによって決まることで，それは将来の問題である。

以上のような会見によって，米国人に少なからぬ感銘を与えたが， これが今後の米

ソ聞の共存ムードにヒピを入れるとは考えられていない。 しかし，このような亡命事

件をひきおこした事は，インド駐在のソ連の外務省官憲と KGB官憲との連絡が密接

にいっていなかった事を示すものかもしれない。 ソ連の外務省と， KGB C国家保安

委員会〉の出先との聞は，クレムリンの内紛とからんで，余りスムーズな協力がおこ
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なわれてし、ないとみられるからである。

や北氷洋航路の開放

4月21日， タス通信は北極海を通る航路を今年の夏からすべての国に開放すると発

表した。横浜＝ロンドン間はこの航路を経由すれば，スエズ回りに比べ，日数で13日，

距離にして4332km短縮され約1500万円の節約になるといわれるO 今までこの航路は砕

氷船を先導に船団を組んで， 夏季の3～5ヵ月間，聞かれていた。ソ連の原子力砕氷

船レーニン号などは主として， カラ海からヱニセイ河の入口あたりまでの水路をひら

くために使用されていたもので， 外国の船舶はエニセイ河のイガルカ港あたりまでは

時に入港していた模様であるが，ベーリング海峡から，北極海を経て， スカンジナピ

ヤ半島をめぐり，欧州｜へ出るコースは外国船には解放されていなかった。

しかし，ソ連政府もこの航路を解放して， 水先案内をつけ，砕氷船の誘導などのサ

ービスをおこなうことで， 少なからぬ外貨をかせげると判断して，今回の措置にふみ

さったもののようである。

大阪商船三井船舶はこれについて本格的な検討を開始し， 進藤社長は4月20日発の

日ソ航空第 1便でモスクワへ飛び，いろいろの点につき，ただ’した模様で、あるQ

いずれにせよ， この航路には砕氷帯を装備した 1万 3千トン程度の大型船の投入が

必要であり， 修理や補給など，北極海沿岸のソ連の施設の程度が問題であろう。しか

し，若干の時日をかければ，いずれ， この北氷洋航路に日本の商船隊が乗り出すこと

になるであろうし，場合によっては，夏の観光船が北極海へ出かける時もやってくる

かもしれない。

北氷洋航路の保安は， 新設されたムノレマンスク船舶局ならびに極東船舶局が実施す

る由であるが， 北氷洋の最大の難所はウィリキツキー海峡である。北氷洋の気象は急

変し易いのでソ連船でも事故が多いといわれるので， 外国船は相当な困難を覚悟せね

ば、なるまい。

や日ソ直通航空路開設と宇宙中継

日ソ共同運航による世界初のシベリア横断定期航空路， モスクワニ東京線の一番機

が4月18日午後零時30分，羽田空港に到着した。使用機はTu114で所要時間は10時間

半。 この一番機には招待客としてロギノフ・ソ連民間航空相はじめ，中川駐ソ大使夫

妻ら96名および一般客を合わせて104名が乗っていた。

ついで4月20日午前11時，東京発の第1便が羽田を出発した。 これには，ソ連へ招
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待された約70名と一般客20名， 計90名が乗っていたが， 20日午後4時20分（l=l本H寺院lj

10時20分〕モスクワのシェレメチェボ空港に到着した。所要時間は11時間20分。

なおこの到着風景は，通信衛星を使った宇宙中継によってNHKとTB Sによって

日本国内で放送されたQ このような宇宙中継によるテレビ放送も日ソ間でははじめて

であった。

縁日ソ漁業交渉調印

3月 1日以降，交渉を枕けていた日ソ11¥jの漁業協定は， またもやH寺間切れを目前に

して， 日本側がl,((1，獲量削減をのむことによって，ようやく妥結し， 4月18日午後3時

から外務省講堂で調印式がおこなわれた。式には倉石農相，ロザノブ・ソ連代理大使

も出席し， 合意議事録には藤田，亀長， lifr］田の 3代表，ソ連側はモイセーエフ，クレ

ンコフ，スチヤノレキンの 3代表が署明し， 共同コミュニケを発表した。

今年の日本側のサケ・マス漁獲割当量は10万8000トン（A区域5万2500トン， B区

5万5500トン）で，豊漁年としては最低であった。 これに比し，ソ連側は 8万3000ト

ンである。また，カニ潟、に関しては，日本側23万2000箱 (1箱は半ポンド缶4ダース

入り〉，ソ連側40万6000箱である。

交渉の経過をみると，例年のごとく，ソ連側が次々に新問題を提起したり，新しい

規制を要求したりすることによって， 日本側へ揺さぶりをかけて時間をひきのばし，

結局，漁期におくれないようにと焦慮する日本側の弱味をついて， 不利な条件を押し

つけるという形をとっている。元来，北洋のサケ・マス漁法は日本が公海上で開発し

てきたものであり， 漁業後進国のソ連が自己の幼稚な漁法にテンポを合わせて日本を

規制しようとする事は， 日本の漁業に退歩を要求する事と同じである。その反面，ソ

連の大型トロール船団が，近年日本の近海に漁期が始まる 1月も前から姿をあらわし，

サンマやサパ，イカなどを無制限に漁獲している実情は， ソ連の大国主義的横暴とし

て日本漁民の激しい怒りを買っている。

日ソ友好も結構であるが， このように年々北洋漁業をしめつけられ，じりじりと後

退を続けるならば海洋国日本は遂に，大陸国ロシアに海上での生活圏まで奪い取られ

る結果を招くであろう。 このような一方的な押され方は，日本の経済的国力の充実と

逆比例している。これは，日本の国家的な外交姿勢の混迷にもとづくものといえよう。

多ソ連， FS法の特許公告

昭和37年以来，ソ連から日本に出願されていた FS法（フノレイド・サンド・プロセ
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ス〉による特許が， 4月6日付で公告になった。 これによって日本のシェノレモーノレド

業界は少なからぬショックをうけた。 この特許出願にはいろいろの問題点があり，多

分，成立しないであろうとの楽観的見通しが多く， 日本の業界も昭和40年に一度は技

術導入の折衝に入ったこともあるが， 導入対価の点などで，昨年5月頃この交渉を断

念したという“いきさつ”があるO そこで日本としては 2ヵ月以内に異議申し立てを

おこなうか，技術導入にふみきるか，二者択一をせまられる破目になった。 日本の大

手12社も FS法の共同研究をすすめており，かなりの進歩をみせていたといわれ，今

後のなりゆきが注目されるυ

1 日 V国防相後任はグレチコ元帥か一一マリノフスキー出防相が3月31日スイ臓ガ

ンで死亡した為，その後任人事が取沙汰されているが，今の所，ワルシャワ条約

機構軍司令官グレチコ元帥もしくはザハロフ参謀総長の名があげられているとい

フ。

’日本の「沿岸規制」要求 日ソ漁業交渉でソ連側は，今まで対象外であっ

た日本の「沿岸漁獲」の規制を要求してきた。しかし，これは，ソ連の大国主義

的な一方的要求で、あり，日本側はきびしくこれを拒否した。

V ソ連・アラブ連合共同声明一一咽アラブ連合を訪問中であったグロムイコ・ソ

連外相は日程を終了して4月 1日帰途についたが，同日，ソ連・アラブ連合共同

声明を発表した。その内容は，①ベトナム人民の自決の戦いを支持する，②植民

地主義，帝国主義の“クピキ”に苦しめられている各国人民の闘争を支持する，

③世界平和のために軍縮が心要であり，そのため，核拡散防止条約の締結を急務

と考える一ーなどの諸点で、あった。

Vシベリア河川の航行開始状況一一Voclnyy Tran.ψort紙によれば， ノボシ

ピノレスク港の従業員たちは，シベリアと極東における各河川のなかで，最初に本

年の航行を開始し，上流とド流のI山［Jj・に向って船が動き初めた。旅客輸送船団は

すでに 3月25日から約5千人の勤労者を送った。

アンガラ河でもブラック地区では 3月31日から航行がはじまり，下流に向って

曳航ディーゼル船，モーター伝馬船，その他の船が出発した。アンガラ河におけ

るこのように早い航行開始は今だ、かつてなかった事とタス通信は報告している。
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それはブラック水力発電所のタービンから出る水の温度がプラス 3～40で厳寒

期でもダムの F流数 10kmが凍結しないからである。近日中にアンガラ河をウス

チ・イリム氷力発電所建設基地であるセダノフに向い建設資材を積載した最初の

伝馬船団が出発する予定である。

Vシゥシェンスコエ市（レーニン流刑地）の建設←一一Pravda紙によれば，東

シベリアのエニセイ河の上流にできるサヤノ・シウシェンスク水力発電所に近い

シゥシェンスコエ村では， 3月の終りに第3番目の 100世帯用のアパートの基礎

工事が終わった。ここはレーニンがシベリア流刑中，住んだ家を中心として博物館

の市になりつつあるu 建設者たちは住宅，幼稚閤，学校および商店を建設してい

る。シゥシャMの対岸にはレーニンを記念する全連邦児童ツーリスト宿泊所も作

らオもてし、るo

vトロヤノフスキー駐日大使発令 ソ連政府当局は， 4月 1日付で，ビノグ

ラードフ駐日大使が更迭され，オレグ・トロヤノフスキーが後任の大使に任命さ

れた事を発表した。戦後の駐日ソ連大使で純粋の外務畑の大使はこれがはじめて

である。

2 日 V西シベリアン冶金コンビナートの発展 Stroitelinαja じazeta紙によれ

ば，現在四シベリア冶金工場の現地は非常な活気を呈している。 5月には集魂工

場を始動し， 6月には第2の高炉を作らなければならないことになっている。作

業は順調に進み，すでに高炉の骨組みができかかっている。クズネツの冶金コン

ビナートはいま創設35周年を迎えた。

Vウラジポストーク付近鉄道輸送状況一一－Gudok紙によれば，ウラジポストー

ク駅では海運局との協力体勢を改善した結果， 1昼夜の木材荷役は普通よりも100

～200貨車多くなり， ナホトカ港では輸出用木材の積卸しは 2倍になった。スワ

チャンから発送されだ全石炭はその日のうちにムイス・チウlレキンにおろされ，

スゥチャンとアノレチョムの両国営地区火力発電所宛の石炭輸送も順調に進んでい

る。

V新しい炭田と金鉱発見一一－lzvestija紙によれば，カザフ共和国のエキバスト

ゥズ炭田の東方で，ウェノレフネ・ソプーツク地区で新しい炭田が発見された。こ

こでは地表Thiに近く数十億トンの褐炭が埋蔵されているO またヤクート自治共和

国ではマロ・パトウピン地区とエベレエフ谷に数カ所の金鉱が発見された。

V力ザフスタン工業第l四半期の計画を期限前に遂行－Pravda紙によれば，

カザフ共和国の工業労働者たちは，革命50周年を目指す社会主義競争を展開し，
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計画期限前の 3月29日工業総生産と重要生産品の生産量に関する第 1凹半期の計

画を遂行した。

3 日 V米国の発電所工事入札に参加？一一ソ連政府は，ワシントン駐在大使館を通

じて，米内務省に「ワシントン州グランドクーリー・ダムの発電所増設工事の国

際入札に参加するかもしれない」と申入れた由では，同ダムの予定している 6基

の新設タービン発電機は60万キロワット級の世界最大のもので，契約高は約 1億

ドノレO

Vソ連衛星「モルニア」姿を消す一一米国の航空宇宙局はソ連の通信衛星「モ

ノレニアJ2号が 3月17日頃，軌道上から消失したと発表した。

V マレーシア〉ソ連との外交関係樹立一一マレーシア政府は 4月3日，ソ連と

の外交関係の樹立について合意に達した。マレーシアが共産闘の固と外交関係を

樹立するのは，これがはじめてo

vマリノフスキー国防相，国葬一一－ 3月31日死去した前回防相マリノブスキー

の国葬が3日モスクワでの赤い広場でおこなわれた。骨つぼはクレムリンの城壁

にはめこまれた。

V 日ソ漁業交渉，第5回本会議

V第2回日ソ経済合同会議， 6月9日から一一ー財界筋はきたる 6月91::1から，

第2回日ソ経済合同委員会がモスクワでひらかれ，それには永野富土製鉄社長，

掘江薫雄ソ連東欧貿易会会長などが出席すると発表した。

V富士銑ソ連の高炉技術導入か一一富土製鉄は 3日，ソ連の高炉超高圧操業

技術を導入することになったと発表した。これは富士鉄社長の永野重雄氏とソ連

のライセンスイントJレグ（特設輸出入公団〉の副総裁トマチンスキー氏との間に

契約が調印されたもの。

Vウズベキスタンのゴロドナヤ・ステップに急ぐ綿花栽培労働者たち一－Pra-

目白紙によれば，ウズベク共和国の草原ゴロドナヤ・ステップは春の縁に美くし

く輝やいている。フェノレガナとゼラフシャンの谷からキャラパンがゴロドナヤ・

ステップに向って移動している。サマノレカンドからも最初のキャラパンが到着し

た。これは綿花栽培に従事するトラクター運転手， i白水労働者，農業技術員など

を含む200人の 1団である。

4 日 Vソ連代表，エカフェ総会で演説一一一東京・芝のプリンス・ホテノレで2日目を

迎えたエカフェ（国連アジア極東経済委員会〉総会の席上，ソ連代表チスチャコ

ア外務省国際経済機構局長は次のような発言をおこなった。①エカフェに国府南

円
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ベトナム，韓国が加盟してし、ることは問題である，②ベトナム戦争はアジアの平

和のさまたげになっている，⑥開発途上国への食糧援助は，その凶の農業開発ぷ

欲を減退させる一一等。

Vウスリースク機関車修理工場のコムソモル支部一一一じudok紙によれば，極東

のウスリースク機関車修理工場において，コムソモノレ（共産主義青年同盟）支部

が組織され，殆んど全職場ーの代二点である 9名の若い労働者が力ll入 Lた。かれらは

来！？たに就職する若い労働昔に1(1i怯し，かれらを指導教育し，また監督している。

’ソ連首脳秘密会談？

Vソ連の小麦収穫一一 111AJ＇.の小女収穫は 1億トンに達し， El58:'rfの7660万トン

より25%も増収であったと 4日付の SelisおjaDzizny紙上に発表された。

Vサハリン海運局の輸送計画超過遂行 Vodnyy TramjJ<Jrt紙によれば，サ

ハリン海運局の会員たちは計画iの期限よりも 3日早く近海と外国航路の貨物輸送

に関する 3月の計画を成功的に遂行した。 4半期の終りまでに数千トン多く食料

および、工業製品をサハリン州とマガ夕、、ン地区の住民のために輸送した。船員たち

はなおも革命50)il}J:'rj＇.のために輸送のテンポを早めるため，全面 i的な努力を行なっ

ている。

’クズネツ冶金コンビナート35周年一一Izvestija紙によれば，ノボクズネック

通信として，クズネツ冶金コンビナートは本日操業開始35},',j年を迎えた。第 1次

5ヵ年計画でできたこのコンビナートは，いまやソ連最大の企業のひとつになっ

た。銑鉄だけでも35:'rf問に7400万トン生産され、ソ連の3000の工場と30ヵ国の外

｜司の工場に供給されている。

5 日 Vソ連，国連総会に反対 ソ連政府は 5l::l, 「国連軍の使用を国連総会で単

純多数決できめることには同意できない」と覚書を発表した。そして， 「ソ連の

承認しない［:f.)連の平和維持には分担金を出さないJと声明したυ

V韓国，ソ連発言に反論一一エカフェ東京総会に出席した朴韓国首席代表（商

工相）は， 4日の会議でソ連代表がおこなった発言に反論し， 「このような発言

は議事録から削除すべきである」と主張した。また国府の李首席代表（経済相〉

も同様の発言をおこなった。

V 日ソ漁業交渉，漁獲量で妥結

V ソ連，万国博に参加一一5日のモスクワ放送は1970年の大阪における万国博

には 1万2千m2の高層陳列館を建設する予定であるという全ソ商業会議所のフ

ィリポフ副会頭の言葉を報道した。
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V小麦紛， 4年ぶりに自由販売一一モスクワ市の食料品店では4月5日朝， 4

年ぶりに小麦紛の自由販売がおこなわれた。これは1963年の凶作以来，中止され

ていたもので，祝祭日などに 1人当り 2kgまで年に 1～2回の購入が許されてい

ただ、けで、あった。同日の店頭の品は忽ち売り切れたという。

Vマイリ・サイ市の電球工場－Pravda紙によれば，キノレギズ共和国の新し

い都市の一つで、あるマイリ・サイ市は次第に発展し，新しい街路，住宅，学校が

でき，各地から移住者が集まっている。現在市内にソ連で最も大ききい電球工場

が建設されれており，フルンゼ電気機械工場で、作られた自動化ラインは毎年2億

の電球と 1億の自動車用ライトを生産するだろうといわれている。

' ハバロフスク地方の土地改良管理部一－StroitelinajaGazeta紙によれば，

ハパロフスクよりの通信として，このほど岡市に極東水利建設企業の地方管理部

が設けられ，土地改良と新ソフホーズの総合的建設に当ることになった。夏には

生産基地の建設がはじまるο これにはハパロフスクとピロピジャンの工業集団な

らびに各都市と地区にある建設機械修理工場が所属することになっている。

Vハバロフスク市の新しい都市計画 Gudok紙によれば，ロシア共和国政府

は新しいハバロフスク都市計画をこのほど作成した。これによると約450万m2の l 

住宅が作られ， 9階， 12階および14階建の建物が建設されることになっており，

いずれも新しい広いメーンストリートに沿って建てられるはずである。スポーツ

場，文化サービス用諸設備，新しい公共福祉センターの計両についてはレニング

ラードの都市計画研究所の専門家の手によって作成されている。

6 日 T Prαvda紙 1～2月の経済実績発表一一特記事項参照。

V中ソ部分的協定一一フランスの『アントノレプリーズ』誌は 6日，ソ連と中共

がベトナム援助物資の輸送で部分協定を結んだと報じた。それによると，①協定

の対象となったのは，中共を経由してベトナムに向うソ連の軍事物資を円滑に輸

送するという点で、あり，仁r，共がこれまで好意的でなかったソ連軍用機の中共領土

通過もこれによって認められた模様である，③またハノイ政権も軍事物資の補給

を円滑にするよう両国に強く望み，その結果，正式に中ソ両国が協定を結ぶに至

ったものである。この協定は部分的なものであるが、北ベトナム政府にとっては

勿論大きな励ましである。

（注） 4月13日の外電は，モスクワ筋もこの中ソ部分合意の事実を認めたと伝

えた。これは中ソ双方の譲歩によるもので， ソ連は運賃問題で譲歩し，中共

傾内に入った物資の管理権を放棄した。また， I十T共イ目！Jも物資の管理権を北べ
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トナムに渡したという。

v「赤い星」紙，国防相後任人事問題を暗示 ソ連の国防省機関紙Krasnaja

Z.vezda紙は6日の紙而iで軍事における党の指導的役割りの増大を当然の帰結と

して要旨次のように述べた。

0国際情勢の複雑さと特別な重要性を十分認識して，戦略・戦術を決定し，

次の戦争がおこるとすれば必ず核戦争になるという時代にあたって，適切な決

定を下すことができるのは党だけである。

0核戦争の予見に立って軍事理論を決定し，ソ連の軍および防衛体制を作る

ことができるのは，党と党中央委だけである。

0ソ連の経済的必要を大局からつかみ，とりわけ経済，工業市からみて適正

な国防力増強政策をたてることができるのは党だけである。

vソ連・ FS法特許公告 特記事項参照。

V西シベリア河川の航行時間短縮一一－VodnyyTransport紙によれば，昨年ま

で旅客船はトポリスクからチュメーニまでのぼりは 2昼夜，くだりは 1昼夜半で

航行したが， 5ヵ年計画の第2年度にさiる本年は西シベリアの諸河川航行距離は

大きく短縮された。新快速ディーゼル船《ザリヤー 3》号および《ザリヤー 4》

号は河川を遡行する時間を%に短縮した。また快速船《ロケット》号もスウルグ

ウト＝ネフテユガンスク問を走る事になっている。

Vエルマコボ国営地区火力発電所－Pravdα紙によれば，カザ、フ共和国北部

のパブロダルに近いエノレマコボの国営地区火力発電所建設現場において，出力30

万kwの最初の発電ブロックの組立が始まった。計両によると，ここではなお 7基

の同型のブロックが建設される予定になっている。

7 日 V生産財の卸売り価格引下げ一一一特記事項参照。

Vゴスプラン，新卸売り価格決定一一特記事項参照。

Vチタ市の経済専門家会議一一一StroitelinajaGazeta紙によれば，チタ市にお

いて 2日間にわたり第2回州経済会議が聞かれた。この会議にはチタ州の建設と

工業企業の経済専門家および建設企業の幹部が参加し，利潤原則に基づく経済の

新方式に移行する準備と勤労の科学的組織の普及に関する諸問題を討議した。

Vウラジポストーク市の衛星都市建設－ Gudoん紙によれば，ウラジポストー

ク通信として，同市の衛星都市の第 1Ji慎はピョートノレ・ペリーキー湾のスリャピ

ヤンカ入江の岸で建設を開始した。高層住宅には付近に作られた極東海運局の従

業員たちが入居することになっている。この新しい団地の人口は約5万人と予定
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されている。

V トゥーヴ自治共和国の自動車道路建設ー－Pra・vda紙によれば， トゥーヴ自

治共和国のクイズイルからの通信として，西部サヤン地区では大きな爆破作業に

よってアク・ドヴラク＝アパザ、自動車道路建設のため巨大な岩盤が撤去された。

第89機械化作業隊の先頭班は最後の最も困難な 7kmの突破工事を進め，南から北

としてくる建設者たちと手を握ろうとしている。この自動車道路の延長は 250km 

で，ハカシヤからトゥーヴ自治共和国西部地区に通ずる道を%に短縮することに

なる。

8 日 V ガガーリン， Ogonjok誌に寄稿一一宇宙飛行士ガガーリン大性は，アガニヨ

ーク誌に寄稿して，ソ連は近く 2年ぶりに長時間の有人宇宙飛行を実施すると述

べた。また，この飛行で宇宙船がパン・アレン帯に突入することもあり得ると示

唆した。

vビノグラードフ氏，外務次官へ 前駐日大使のウラジミル・ピノグラード

フは 8日付で外務次官に任命された。

V極東の船舶修理能力不足 4月8日付の VodnyyT1・仰やort紙は『極東

における船舶数が増加している割に，船舶修理工場の能力は増加しないため，色

色の支障をきたしている』とのべている。

Vフエルガナ盆地の養鶏産業一一一SeliskajaDzizny紙によれば，ウズベク共和

国のブヱノレガナ通信・として，革命50周年の記念日を日指し，ブェyレガナ盆地の養

鶏産業は良好な成績を挙げている。労働者たちは，第 1四半期の生産品販売計画

を超過遂行し，すでに国家に対し， 500万個の卵を出荷した。 これは昨年同期に

比べて100万個多い。

9 日 ' ハバロフスク化学薬品工場－ Iz・vestija紙によれば，ハバロフスク化学薬品

工場へ大量の馴鹿の角 Cr自立薬）が入荷した。ここではまたプロタミン硫酸塩の

生産準備が行なわれている。この薬品はサケの向腹子からつくられるもので，長

寿薬とインシュリン（糖尿病の治療薬〕の原料となる。この種の工場はソ連では

最初のものである。

Vクラスノヤルスク・コンパイン工場の建設一一－StroitelinjaGaze印紙によれ

ば束シベリアのクラスノヤルスクからの通信として，クラスノヤノレスク工業建設

トラストの第10建設局の労働者たちは，コンパイン工場のプラント組立を 2ヵ月

早くはじめた。この大きくて明るく 4500m2の有効面積の建物内で機械建設者た

ちは，年間 3千台のコンパインを生産できるといっている。
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V トムスク市郊外の大学生団地一一Izvestija紙によれば，西シベリアのトムス

ク市郊外に新しい団地ができ， 9階と12階のアパート，文化の家，クラブ，スポ

ーツ宮殿，体育場などが建設されることになっている。この新しい団地には主と

して，クイプイシェフ名称綜合大学，ラジオ電子工業大学，綜合工業大学の学生

が住む予定である。

10日 V米ソ駆逐艦接触一一特記事項参照。

Vパステルナーク全集にドクトル・ジバゴ一一不遇のうちに死去したパステル

ナークの全集 C6巻）が現在，ソ連で編集中であるが，その中に問題の作品『ド

クトル・ジパゴ』を収録するようイリヤ・エレンブノレグなどが努力している模様

である。

V小型ラジオ量産一一白ロシアのミンスクで，世界一小さいトランジスター・

ラジオの量産がはじまったという。重さ25グラムで大きさはl.5cm（？）以内。

V近く英ソ友好協力条約一一フラウン英外相は10日夜，下院で， 「英ソ友好・

平和協力条約締結交渉が近くモスクワで開始されるJと述べたn それにはグリー

ンヒル英外務次官補，ハリソン英ソ大使らが参加する向。

v朝日ビール，対ソ輸出一一北海道朝日ビールは，ソ連11,Jけに4200ダース，約

6000ドル分のl 出契約をむすんだ由。ソ連向けの日本のビール輸出はこれがはじ

めて。

’極北の産業中心地ペベクー－Pravda紙によれば，ベベクはマガダンチHの最

も大きな採鉱と農業地区の一つの中心地になった。ここは国家に対し錫を供給

し，水銀工場を建設中で，地質調査班はさらに石炭，タングステン原鉱，その他

の有益な資源の発見を約束している。ベベクは極北のツンドラ地帯において数十

万トンの貨物を輸送する北氷洋航路の大きな港をも都市に発展しつつあるの

11日 V通産省，ウドカン鉱山開発準備委員会支持一一一海外鉱物資源開発は，このほ

ど通産省から，ソ連領東シベリアのウドカン銅山の開発を本格的に推進するため，

ウドカン鉱山開発準備委員会を設置するよう示唆された。

V ソ連の万国博参加正式通告一一外務省は11日，日本万国博協会に対し， 『ソ

連政府から，大阪で1970年に開く日本万国博に参加するとの公電が入った』と連

絡した。ソ連は，米国以上によい敷地と，大きな広さを求めて，対抗意欲を燃や

している由である。

T Trud紙， 防空訓練報道一－4月11日の Trud紙にトノレスチコフ・ソ連防空

軍第 1高1］司令官が寄稿し， 「ソ連は核戦争における死亡者数を減らすため防空壕
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をつくっており，また殆んどの大人が民間防空訓練をうけているJと述べている。

昨年度の成人の防空訓練時間は 19時間であったが，今年はそれを 2111寺問にのば

し，ミサイル攻撃，核戦争などに対処する訓練を実施する予定であるという。

V駐印大使更迭一一インド駐在のソ連大使イワン・ベネディクトフは，ユーゴ

大使に転出した。モスクワの外交筋は今回の更迭をスターリンの娘の亡命と関連

があるとみている由。

V近く有人宇宙船打上げか一一ソ連宇宙飛行士の指導者カマーニン中将は， 11

日の宇市飛行デーの際， 「今年は宇宙開発で重要なことがおこなわれよう」と語

った。

’水産業界，ソ連案に反対声明一一大日本水産会など関係6団体は4月11日p

次のような声明書を発表し，日本側代表団に手渡した。

0ソ連は北海道や本州沿岸の漁獲量を含めて，わが国の総漁獲量を規制しよ

うとしているが，これは現行条約に違反するもので絶対反対である。

0ソ連の提案している年間総漁獲量に関する日ソ折半配分論は，沿岸漁獲量

を含めている上，自国の計画量に追従させようとするもので，これも絶対に認

める事は出来ない。

0今年の漁獲量についても，過去の実績を尊重し， 1965年に妥結した12万5

千トンを最低限度として決めるべきである。

V 日ソ経済委，常任委員会ー一一日ソ経済合同委員会の日本側機関である日ソ経

済委員会（会長，足立正日商会頭）は4月11日，常任委員会をひらき，近くモス

クワでひらかれる第2回日ソ経済合同委員会について協議し，次の諸点を決めた。

①代表団は永野重雄富士製鉄社長を団長に大企業の社長クラス20余人，その他随

員を含めて約30人とする，③一行は6月8日，日航とアエロフロートの共同運航

機で出発し， 9, 10日は打合わせ， 12日から19日主で合同委員会ならびにソ連各

地の視察を行なうーーなど。

Vパブ、ロダル州農業の風蝕対策一一Pravda紙によれば，カザブ共和国のパプ

ロダノレからの通信として，同州のソフホーズとコノレホーズには沢山の対風蝕機械

が到着しつつある。これは浅耕機と特殊の播種機である。これらの機械を用いて

風蝕を防止することになっている。現地から今春新しい機械を使用して，畑の70

%以上が耕されたと報告してきている。

12日 V日ソ漁業交渉一一この日の非公式折衝でサケ・マス漁獲量の最終的打合わせ

に入った。席上，日本側は，ことしの漁獲量について，当初の要求案11万5千ト
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ンに必ずしも同執しないで， 11万トン以上という弾力的態度を示し， I古］う 4年間

の『長期的漁獲量の取決め」にも応ずる用意があることをも明らかにした。これ

に対しソ連側は，今年の漁獲量には難色を示したが， 『長期漁獲取きめ』には同

意したと伝えられる。

V国連分担金支払う用意一一フェドレンコ・ソ連国連首席代表は12f3，国連ず・

和維持活動委Ii会に対し， 『ソ連は国連の財政問題を解決するため，自発的に国

連分担金を支払うm怠がある』と述べた。

Vグレチコ元帥，国防相任命一一特記事項参照。

V首脳部，週末から東欧へ一一一プレジネフ書記長は週末から，東欧各国を歴訪

し，各国の首脳と会談する予定であると， 4月12日，モスクワ筋は明らかにしたo

v次期衛星船は 3人以上乗組みか一一ガガーリンの宇宙飛行6周年の 4月 12

札コムソモル・モスクワ支部機関紙は，レオノフ宇前飛行一上の談をのせ，次の

衛星船は 3人以←kが乗組むだろうと述べた。

V トルクメン共和国の最高会議開催一一－Pravd,α紙によれば， トルクメン共和

国の首都アシハバードでは，本日第7次召集の最高会議第 1同会議が聞かれたの

会議ではトルクメン共和国最高会議幹部会が選出され，共和国の閣僚会議が構成

された。会議は共和国人民の生活サー L：＇＇ス改善に関する措置の問題を討議するこ

とになってし、る O

Vアンガルスクのプラスチック工場一一－StroitelinjaGazeta紙によれば，東シ

ベリアのγンガノレスクからの通信として，現在アンガル石油化学コンビナートに

おいてプラスチック生産のため大きな綜合設備が行なわれてし、る。このプラスチ

ックはポリスチロルとし、われ冷蔵庫，テレビ，ラジオ受信機などの製造に金属に

代って広く用いられるものである。

13日 Vオランダでソ連スパイ逮捕一一ソ連航空『アエロフロートの』オランダ駐在

代表ウラジーミノレ・グロウホフは， 4月12日，スパイの疑でオランダ官憲に逮捕

された。グロウホフはオランダ航空機産業や空軍関係者に多くの資金を渡して，

オランダ防空の機密を盗んでいたものO

V新タス通信社長一一ソ連政府はドミトリー・コリエーノフ・タス通信社長を

更迭し，セノレゲ、イ・ラーピン（前中共大使〉を後任に任命した。

V中ソ貿易交渉一一中ソ両国の商品取りひきに関する交渉が， 13日から開始さ

れる。この交渉は例年おこなわれているもので，その年度の商品交換議定書調印

のためのものと推測されている。中国側は明克（対外貿易省第 1局副局長）首席
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代理が出席しており，代表団長はまだモスクワに到着していない由。

Vウズベク共和国共産党中央委総会町一－Pravda紙によれば，ウズベク共和国の

首都タシケントでは，同共和国共産党中央委総会が聞かれ，革命50周年を記念する

社会主義的義務の遂行状況に関する問題を審議した。総会のはじめにソ連邦共産

党中央委政治局員候補，ウズベク共和国共産党中央委第 l書記 Sh.R. Rashiclov 

が報告を行なった。

14日 Vコンビューターで商船配置一一将来のソ連の商船の電子計算機を使って配船

その他の管理をうけることになると， 4月14日付のタス通信は述べた。これに要

するコンピューターは日下開発中で， 1970年には完成の予定との事。

V化学工業相，ロンドンへ一一一4月14日付の FinancialTimesは，ソ連化学

工業相レオニード・コスタンドフが英国の化学工業々界と折衝するため，ロンド

ンに到着したと報じた。同相は10日間滞在し，その間，アンモニア製造その他の

設備買付けの商談をおこなう予定であるという。

V英ソ友妻子条約，予備交渉開始一一一英ソ両国は4月14日，モスクワで， “英ソ

友好条約”の予備交渉を開始した。

Vイルクーツク林業経済新方式に移る－Economiches初jaGazeta紙によれ

ば，イノレクーツクの林業組合の労働者たちは昨年度から経済の新方式に移行し，

先進的な合同作業班は1966年の実績において，百十両よりも 3千m3以上の用材を

伐採し，搬出した。

15日 V中央委，ソフホーズの独立採算制承認一一特記事項参照。

V第 1四半期経済実績発表一一特記事項参照。

V ソ連，韓国を招待せず一一15日付のモスクワ放送は「きたる 9月にモスクワ

で聞かれる列国議会同盟会議に韓国の議員団を招待した事はないし，またその計

画もない」と述べた。これは4月2日付の人民日報が「ソ連修正主義者は，モス

クワの議会同盟会議に韓国を招待することに同意したが，これは世界人民に対す

る裏切りである」と述べたことに対する反論である。

V ブレジネフ書記長一行，ベルリンへ出発 ソ連共産党中央委書記長ブレジ

ネフは， 17日から開かれる東独の第7回社会主義統一党大会に出席するため，汽

車で、ベルリンへ出発した。これはルーマニアの西独承認以来，もたついていた東

欧内部の調整工作の総仕上げと見られており，東独へのテコ入れの意味をもつも

のと観測されている。

，ヵスピー海北岸の建設に大学生を動員一－Economicheskaj，αGazeta紙によ
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れば，カザフスタン西部カスピー海北岸のグゥリエフ州、｜では，昨年の夏，ソホー

ズとコルホーズで，住宅と各種の生産設備ならびに鉄道線路の路盤が作られた。

この作業にはモスクワ，レニングラード，ウラルおよびその他の都市からきた大

学生の勤労奉仕隊が参加した。グゥリエフ＝アストラハンおよびマカト＝シェフ

チェンコの道路作業に従事した大学生の数は1800名であった。

V タシケントの地震続く一一－Pravda紙によれば，中央アジアの夕、ンケント市

では 4月14日昨年の 4月26日以来， 756ln］目の地震があった。その震度は 3～4

ノミールで，震源地は今までと同様に市の中心部にある。しかし市内は正常な活動

を続け，特に被害はなかった。

V トルクメン共和国の石油産業 Pravda紙によれば， トルクメン共和国の

ネピト・ダグからの通信として，《トルクメンネフチ》（トルクメン石油）産業

合同では，本年10ヵ所以上の石油井戸が操業に入り，労働生産性を著しく向上し

た。石油採取の原価引下げによって， 14万yレーブ、ノレ以上が節約された。年度の初

めから計画よりも 2万5千トン多く石油を採取した。

16日 V北樺太ガス交渉団，モスクワ着一一丸紅飯田松尾泰一郎副社長を団長とする

北樺太天然ガス開発日本側交渉同は16日，パリ経由モスクワ着。

V東シベリア鉄道の無蓋貨車不足一一Gudok紙によれば，束シベリア鉄道は無

蓋貨車の不足を訴えている。有蓋貨車は木材を積込む場合，無蓋貨車よりも積込

み量は 20～25m3少ない。また石炭の積込みにも機械の使用が不便である。今年

の第1四半期だけでも無蓋貨車の代りに不便な有蓋貨車を10万車両も多く使用しな

ければならなかった。

17日 T Pravda紙美濃部知事の当選を報ず一－4月14日の Pravda紙は，東京都

知事に美濃部候補が当選したことを報じ，進歩勢力の勝利であると述べている。

V 日ソ漁業交渉妥結一一一特記事項参照。

’チト一大統領，ソ連との対立示唆－4月17日のベオグラードにおける党会

議で，チト一大統領は，ソ連の党との不和を示唆し， 1937年以来のソ連との紛争

について，長々と述べ，ユーゴが困難な時機に党を見捨てた臆病者を非難した。

こはユーゴのとっている新しい国内政策に対してソ連が干渉していることを暗示

したものと推測されている。これは，さきに粛正されたユーゴの秘密警察の長官

ランコピッチが，ソ連のシェレーピン派と気脈を通じていた事から，クレムリン

内部でまきおこっているタカ派とハト派の内紛に関連した発言とみられる。

V超過利潤，全額自由処分一一ソ連政府は4月17日付で，消費財生産企業が生
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産計画を超過過遂行した場合，その超過生産分から得られる利、潤の全額を，その

企業体の自主的な処分にまかせる旨の法令を公布した。この利潤のうち， 50%は

報償金， 25%は住宅，社会福祉用，残りの25%は再投資にまわすことができる。

Vメーデー・スローガン発表一一ソ連共産党中央委は 4Jjl7日付で今年のメー

デー・スローガンを発表した。その中で，例年と異る点は“ベトナム北爆無条件

停止”を加えている点である。

V酸化エチレン・プラント，対ソ輸出一一ー三菱重工業は全ソ機械輸出公団との

問に日本触媒化学工業ブ。ロセスによる酸化エチレンプラントの輸出について契約

した。価格40億円。能力は酸化エチレン年産6万トン，エチレングリコーノレ年産

3万トンで世界最大級のもの。建設地はタター／レ自治共和国の首都カザン市。

Vヌウレク水力発電所の第2トンネルー－Pravd.正t紙によれば，タジク共和国

のヌゥレク水力発電所建設で、は第2番目のトンネルが操業に入った。その長さは

1612mである。河は現在減水してし、るが， 1ヵ月後山の雪が溶けると急激な増水

のため，二つのトンネノレが必要である。第2番目のトンネノレは秒速40mの急流に

耐えるように設計されている。

18日 V 日ソ直通航空路一番機，羽田着一一特記事項参照。

Vブレジネフ書記長，東ベルリンで演説－ 4J]l8日，東ベノレリンでひらかれ

た東独社会主義統一党（SED）第7凶大会で，ブレジネフ書記長は要旨次のよう

な演説をおこなった。しかし，中共非難はおこなわなかった。

0社会主義諸国が， qj共をも含め，ベトナムで統一行動を行なえば米国の冒

険の失敗を平めるであろう υ 統一行動実現のひとつは世♂界共産党会議で、ある。

万全の準備のもとに，この会議をひらくべき時がきている。

0欧州の安全保障のために，東西ふたつのドイツ国家が参加する全欧州会議

が必要であり，東西欧州のますます多くの国がこの会議の開催を昨んでいる。

0西独キージンガ一政権の政策は報復主義，軍国主義であり，平和共存を否

定するものである。その新路線なるものは戦術的な策動にすぎない。西独政府

が日！Jの道，平和と協力の道を進むことを希望する。

V 日ソ漁業交渉議事録調印一一特記事項参照。

V万国博にウクライナも参加一一中川駐ソ大使から日本万国博協会に入った連

絡によると，ウクライナ共和国と白ロシア共和国も，ソ連政府と共同で日本の万

国博に参加する方針を決めた由である。

V仏首相， 7月訪ソか一一一ポンピドー仏首相が7月前半にソ連を公式訪問する
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とモスクワで発表された。

（注〕 仏t:i"相もこの日，下院の演説で 7月訪ソを明らかにした。

v鉄鋼生産，今年は l億トン突破か－4月19日付の NewY01・kTimes紙は

ソ連の第 lpg半期の鉄鋼生産量が2500万トンに達した事を報じ，今年度中には今

年の目標 l億トンを完遂するであろうと述べている。そして， 1957年の鉄鋼生産

5120万トンが， 10年間で倍増した事を指摘している。

vカムチャッ力航運局の運航開始－ VodnyyTran.ψοrt紙によれば，ベトロ

パブロブスグ・カムチャッキーからのタス通信として，ディーゼ／レ船《ニコラエ

フスク》号が，はじめてカムチャッカ半島西岸沿いの航路につき，ソ連北東部の

最初の航開始となった。この航はカムチャッカの海員にとって，独立の航運局が

創立されたということで特別の意義を有するものである。

19日 V日ソ親善協会新理事長一一松本七郎氏の辞任にともなって， Hソ親善協会に

4月19日の総会で稲村隆一氏を新理事長に推した。松本氏は同会副会長に就任す

る。この際，分裂していた日ソ交流協会との再統ーも検討された。

曹日本商社のモスクワ常駐承認さる一一今まで旅行者扱いで不便をかこってい

た日本の商社員に対し，ソ連政府は漸く常駐の資格を認め，近く各社からの登録

申請を受け付ける。これは日ソ貿易の円滑化に役立つとみなされる。

Vソ連・印度聞に核安保？一一一インドのジャー特使は4月19日，ワシントンで

記者会見し「ソ連は核攻撃に対する非核保有国の防衛に関して，米ソ両国がある

種の義務を負うことに原則的に同意した。ソ連は核攻撃に対するインドの安全保

障を成文化するものと思う。インドはいかなる軍事同盟にも属しないし，核兵器

製造の能力はあるが，製造の意志はない。しかし，中国という無責任な隣国と接

しているので，インドの安全保障は特異な問題である。核拡散防止条約に参加す

る，しないの如何を問わず，非核保有国として核攻撃に対する安全保障を持つべ

きであるというのがインドの立場である。J云々と述べた。

V日ソ，初の宇宙中継一一日ソ航空協定1番機のモスクワ乗入れの宇宙中継は

4月19日深夜の回線テストの結果，画質は悪いが，一応見られる画が送られる事

がわかった。この中継は大西洋上の通信衛星を使って送られるもので，ソ連から

の初の宇宙中継であった。

Vクスタナイ州の農作業一一一Pravda紙によれば，カザフスタンのクスタナイ

州の農場では春の農作業が始まり，すでに数日にわたって飛行機による鉱物肥料

の撒布が行なわれている。クスタナイ地区のウラジミーロフ・ソホーズでは2千
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ヘクターノレ以上の畑に肥料がまかれた。テスト飛行士たちは革命50周年に高い収

穫率を挙げる約束をしている。

20日 V日ソ空路，東京発一番機一一18日モスクワから羽田へ飛来した Tu114型機

は，東京発の一番機として，招待客約70人と一般旅客20名をのせて， 20日午前11

時，モスクワへ飛び、立った。モスクワ着は日本時間で午後10時25分（モスクワ時

間午後4時25分〕の予定。ソ連招待された人の中には，大正14年，はじめてシベ

リアを飛行機で横断したパイロット安辺浩氏や， 安西昭電社長， 細川隆元氏，

ザ・ピーナッツ，ダーク・ダックス，石井好子嬢などがあった。

V 日ソ宇宙中継一一一特記事項参照。

’米ソ安核防条約起草で交渉再開一米！司政J{

ソ連と核防条約の案丈．起草を再！謂するとソ連に通告したO

V ソ連・トルコ国境に原子地雷一一一トノレコの軍事筋は 4月20日，『NATO（北

大西洋条約機構）はソ連とトノレコの国境線に沿って，原子地雷を敷設したいとい

うトルコの提案を原則的に受入れた。』 と述べた。 これは40キロ核地雷で，ダイ

ナマイト40万キログラムの成力をもっという。

Vパトリチョフ貿易相，ロンドン訪問－4月20日付の TheFinancial Tim白

紙は，ソ連の外国貿易相ニコライ・パトリチェフが， 6日間の予定でロンドンへ

到着したと伝えた。同貿易相はダグラス・ジェイ英貿易相と会談する予定である

が，同紙は英ソ間貿是のアンパランスを指摘し，それの訂正を主張している。

（注） 昨年の英国の対ソ輸出は5000万ポンドで，輸入は 1倍、2500万ポンドであ

った。

しかし，ソ連側は他の英連邦を通じて，大量に輸入しているとして，英国の要

求を拒否している由。

V ソ連人口， 2億3440万人 一中央統計局の発表によれば〉ソ連の人口は1967

年 1月 1日現在で2億3440万1000人で、あるという。

V中央統計局， 1966年の統計集発行一一一特記事項参照。

Vアルタイ地方の農作業一一－－Pra白uda紙によれば，西シベリアのパルナウルよ

りの通信として，アノレタイ地方に春がきて南部と西部のステップ地区から農業シ

ーズンがはじまった。クゥノレウンダに次し、で沿オピ，チゥムイシおよびプリカト

ウン谷の多くのコルホーズとソフホーズは春耕作業に着手した。

21 B Vレーニン賞受賞者きまる一一ーソ連の党中央委と政府は，今年のレーニン賞の

文学・芸術，科学・技術両部門の受賞者を決定した。文学・芸術部門では詩人の

-229-



シベリプ開発（ 4月）

故ミハイノレ・スベトロフ，作曲家カラカラエフ，振付け師イゴノレ・モイセーエフ，

画家ユーリ・ピメノフ，演出家ノレベン・シモノフの 5名。科学・技術部門ではシ

ベリア科学センターのゲノレシュ・ブトケノレらのグループ（高エネノレギー電子と陽

子の相互活動研究用装置の開発）その他， 11の研究と発明に関して45名。

Vスターリンの娘，ニューヨーク着一一インドで亡命を申し出たスターリンの

娘スベトラナ（42才）は，スイスにしばらく滞在したのち， 4月21日，スイス航

空で‘ニューヨークに着いた。はじめ，米国務省はこの事件に当惑していたが，遂

に正式に亡命を許riJしたものである。

v北極航路，解放一一特記事項参照。

22日 V記者，カメラマンに待機令一一一ソ連当局はソ連と東欧の記者とカメラマンに

対し， 22, 23の両 1::1，モスクワで待機するよう通達した。これは，人間衛星船の

打上げが近まった事を示唆したものとみられている。

vキリレンコ，毛非難演説 4月22日，クレムリンでひらかれたレーニン生

誕97周年記念式典で，キリレンコ政治局員兼書記は次のように演説した。

0ソ連はベトナム人民を援助するため，中国を含む全社会主義国のより広範

な統一行動を実現するため行動する用意がある。

0東欧の共産党が国際問題に関して一致した見解をもっていることは，極め

て重要である。

0ソ連と社会主義諸凶との団結は，分派的，民族主義的な毛沢東一派によっ

て頑強な抵抗をうけている。

Vイルトゥイシ河上流の航行開始－Vodnyy Transj.’ort紙によれば，イノレト

ウイシ河上流のド1,j岸は今や活気を呈している。上流に向い最初の船団として，蒸

気船《アドミラノレ・マカロフ》，《アドミラノレ・ネベリスコエ》および《アドミ

ラノレ・セニヤピン》各号が出航した。これらのカザフ共和国の河川航運従業員た

ちは，昨年に比べ 3倍の穀物を運ばなければならない重責をになっている。

vブラゴベシチェンスクY1l1lの農作業－Pravd，α紙によれば，ブラゴベシチェ

ンスクからの通信として，州、｜の農民たちは春蒔作業を開始し，最初の5万ヘクタ

ーノレに小麦と大去を蒔いた。アノレハリンスク，ブラゴベシチェンスク，タンボフ

その他の南部地区の多くの農場は，広い正面にわたって春の農作業をくりひろげ

fこ。

V トルクメン共和国の綿花栽培作業一一－Pravda紙によれば，アシハパドより

の通信として， トルクメン共和国の綿花栽培業者は両続きのため作業をおくらせ
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ているのしかしそれで、も昨年度に比べ組織的に，かつ迅速に行なわれすで、に』予定

の一面積のMを終った。もっとも良質の綿花を産出するムノレガブ・オアシスの多く

の地区は種蒔を完了した。

23日 Vソユーズ 1号打上げ ソ連はモスクワ時間で4月23日午前3時35分，新宇

宙船を打ち上げ、たと発表した。乗組員は i名でコマロフ大佐。（特記事項参照）

24日 V 日ソ海難協定近く改定か一一一政府はかねてソ連政府と日ソ海難救助協定の改

定交渉をすすめていたが，近く l両国間に合意が成立し，交換公文の一形で協定改定

がおこなわれようと24日発表された。この交渉はモスクワで事務レベルでおこな

われていたもので，①ソ連側の電信基地（送，受信）その他補助ポストの増設な

ど，海難救助用の通信連絡法の改善フ②ソ連領海へのわが凶海難救助機，快速救

助艇の乗入れ，着水，⑥ソ連側の救助体制の整備，④日ソ共同救助協定の強化な

どについて改定を求めてし、た。このうち，わが国扶助機の着水以外の点で、はほぼ

合意に達した。

V欧州i党会議開催ーーかねて懸案の欧州、は－産党会議はチェコのカノレロ・ビ、ハリ

で閉幕した。詳細は特記事項。

V ロギノフ民間航空相，官房長官訪問一一東京＝モスクワ一番機のソ連側招待

客の団長として来日したロギノフ民間航空相は， 24日午後，ロザ、ノフ代理大使と

ともに福永官房長官を訪問し，次のように述べた。

07月末から 8月にかけて，現用の Tu114をIL62型に変え，スピードア

ップをはかり fこい。

0必要なら週一往復使をもっとふやしてもよい。

0ハバロフスクニ新潟間にローカノレ線として，相互乗入れをおこなってもよ

し、。

これに対し， 「ハパニ新潟間航空路は関係閣僚と相談する」と官房長官は答え

fこO

V ソユーズ 1号，着地失敗，コマロフ大佐殉職一一特記事項参照。

V ソ連観光客亡命一一24日，ソ連青年観先団の一員として来日したハチャトリ

アン・アシヨト・パガノピッチ（25才）は同日午後9時頃，米大使館に政治亡命

を申し出た。同青年は，アノレメニア共和国エレファン市の技術専門学校水利研究

生。警視庁が本人の亡命意志を確認の上， 25日，沖縄経由米国へ向った。

V東シベリアのアチンスク付近のアルミニューム工業－Pravda紙によれ

ば，クズネツキー・アラタウの山麓で地質調査隊は，良質の大きな霞石の資源を
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発見した。密林のなかに新しい団地ベロゴノレスクができ，大きな鉱山が作られて

いる。シベリアのチウノレイム河の岸とアチンスクでは工場の建物も建設されてし、

る。アチンスク・アノレミナ工場はシベリアのアノレミニューム工場に原料を供給し

ている。最初の製品は1969年に出ることになっている。

25日 V横浜貿易協組発足一一一横浜市内の輸出商社，中小メーカー， 51社は横浜貿劫

協同組合を結成して，ソ連・東欧諸国相手の貿易を開始した。取引きは主として

木材を輸入して，衣料，品を輸出するものO

V国連へ700万ドル拠出か？一一グスネツオフ・ソ連第 1外務次官は， 2013,

ゴールドパーグ米国連大使と会談した際，国連平和維持活動費の赤字を補充する

一切Jとして， 700万ドルを自発的に拠出すると語った由。 25日国連筋が明らかに

した。ソ連の平和維技治J動費の未払い分は6500万ドノレで、ある。

V米上院，宇宙条約批准－4月25日の米上院は，米ソ協調のあらわれとして，

宇宙天体平和利用条約を出席者の全会一致で承認した。

V ソ連，国際赤十字の仲介断わる一一一ソ連は国際赤十字の代表をハノイおよび

北ベトナム各地の米人捕虜収容所に派遣することについて，北ベトナムに仲介し

てくれるようにという米国の申入れを拒否した。

V医療工業省新設一一ソ連邦最高会議は25日，医療工業省を新設し，ピヨート

ノレ・グセンコフ保健次官を同省の長官に任命した。同省は薬品，医療器具の生産

関係を管轄する。

V力ザフスタン南部の農作業一一SeliskajaDzizny紙によれば，カザフ共和国

首都アノレマ・アタ通信として，農繁期に入った農場ヘビート播種機械が出動した

が天候不良のため作業の出足はおもわしくない。それでも機械の利用によって作

業は現在昨年同期よりも順調に進みはじめた。畑で、は春蒔小麦が芽をふき，綿花

および野菜の栽培もはじまり，稲作にも着手しようとしている。

26日 V コマロフ大佐国葬に米宇宙飛行士の参列拒否さる

V欧州共産党会議閉幕

Vモスクワ放送，核防条約の緊急性強調一一一26日のモスクワ放送は次のように

述べた。

0現在では，米ソ英仏中の 5核兵器保有国のほかに13ヵ国が核兵器製造能力

を持っている。人類は全世界の核武装に進むか，これを阻止するかの重大な岐

路に立っている。

0この条約に否定的な態度をとっている西ドイツは，自国の核武装をねらっ
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ている。条約は軍国主義，報復主義的な西ドイツが，これまでに蓄積したフ。／レ

トニウムを使って核兵器を製造することを妨げるためのものであり，西ドイツ

が猛反対するのは，この条約が緊急性をもっている事の何よりの証拠であるo

v新華社，ソユーズ 1号の失敗を冷笑 26日深夜，新華社通信は，コマロフ

大佐の死についてふれたが，それについて，米ソ協力を非難し，ジョンソン米大

統領が修正主義の頭目ポドゴソレヌイに弔電を送った事などを冷笑的に報道した。

V英ソ長期貿易協定合意 訪英中のパトリチエフ貿易相とジェイ英貿易相の

会談終了にあたり，両国はコミュニケを発表し，長期的な通商協定を設けること

で合意したと述べた。

▼　トムスク州中心部の新しいガス，石油資源――Pravda　紙によれば，オビ河

の支流ワシュガン何のそのまた小さな支流のチジャブ。キ河の岸で大量の石油噴出

があったりその 1昼夜の噴出量は約300トンといわれている。またその近くのガ

ス井戸は深さ 2kmの所から l昼夜 50万‘m3のガスを噴出した。これはトムスク州

では20番目の貴重な天然資源である。新しいガス，石油地区はトムスク州の中心

部にあり，シベリア幹線から300km離れている O

27日 Vモスクワに世界最高のテレビ塔ーーかねて建設中であったモスクワのテレビ

i替は，その尖端にアンテナがとりつけられ，全長537メートルに達した。

Vウオロシロフ，重病説一一一消息筋は元ソ連最高会議幹部会議長ウオロシロブ

は重病におちいったと語った由。

T Prαvda紙ソューズ l号の降下について論ず一一27日付の Pravda紙は，

ソユーズ1号が降下する際のコマロフ大佐の脈樽，呼吸その他は順調であったし，

「すべては順調」という声もきこえてきたが，突然故障がおきたと述べた。

，極東海域の悪天候－SeliskajaDzizny紙によれば，今年極東地方の春は，

著しい悪天候に見舞われて暴風が続いている。オホーツク海の漁夫たちは，困難

な作業をはじめており，また北千島方ililで、は漁業船団は秒速47mの強風に襲われ

ている。小型引網船は相互の連絡が跡絶え，レーダーは役立たず，救援のため冷

凍船《ミハイノレ・アリペリン》号は嵐をおかして現地に急行している。

28日 T Pravdα紙，ギリシャ・クーデターを論評一一一4月28日付の Pravda紙は，

『盃部のクーデターによってギリシャは君主ファシスト独裁者の権力下におかれ

てしまった。この暴動はアテネにいる米国代表の直接の指導下でおこなわれた。

ギリシャではいまテロが荒れ狂っている』と述べた。

’シベリア河川航運局の経済改革準備一一VodnyyTransport紙によれば，シ
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ベリア河川の航行は早いところでは 3月下旬からはじまった。そのなかの重要な

航運局は今年の7月1日から経済の新方式に移行する予定になっている。まずオ

ピ河とレナ河の各船舶局からがその準備を開始したが，いずれも経済を理解する

幹部要員の不足に悩んでいる。たとえばイルトゥイシ，エニセイ，レナ，アムー

ノレ各河川の航運局では経済専門家は定員 357名に対して僅かに67名しかし、ない状

態である。

Vウラジボストークの綜合大学一一一日・avd，α紙によれば，ウラジポストーク市

は極東綜合大学創立30周年記念を祝った。この大きな大学では現在約6千人の学

生が学んでいる。

V 力ザフ共和国の 1200kmの送電線工事一一－Gudok紙によれば，アノレマ・アタ

からの通信として，このほど同市においてカザフスタンの各建設トラストの党・

経済関係アクチプの会議が行なわれ，そこで、今年の1200kmの送電線建設計画で，

鉄道沿線と，特にモイントゥイ＝パノレハシ，カンダガチニニケリ・タウ，アトパ

サノレ＝エシリ＝トボノレ，エシリニアノレカノレイク，マングイシラク＝ウゼニ，パ／レ

ハシニサヤク，グリエフ＝アストラハンの各地区の送電線を建設しなければなら

ないという課題について討議された。参加者たちは全建設者の総意として1200km

の送電線建設を革命50周年までに完了することを決議した。なお建設組立列車第

12号の労働者は計画以上にウシ・トベ＝サノレイ・オゼク区間の送電線建設をも実

施し，これを 9月1日までに営業に入らせるといっている。

Vタタール海峡のパイプライン工事－ StroitelinajaGazeta紙によれば、，極

東のサハリン州のポギピからの通信として，オホーツク海の沿岸に春が到来し，

オハ二コムソモリスク問石油パイプライン建設者たちを海峡の氷から解放した。

すで、にサハリンの岸から海中に 4kmのパイプが敷かれた。堅い氷の上で機械が行

動できるところでは潜水夫たちは氷の割れ目からパイプをおろしている。

29日 Vヤクート自治共和国の高圧送電線工事一一－Pravd勾紙によれば，ヤクート自

治共和国ではチェルヌイシェフスキー＝アイハル間高圧送電線工事の 250km点の

支柱建設に着手した。ここでは同時に 2本の高圧送電線がのばされており，東部

では最北の22万ボルト送電線である。これによってピリュイ水力発電所の電力は

ダイヤモンド産地のミールヌイ，アイハノレ，ウダチヌイおよびレナ河の大きな港

レンスクに送られる。最初の発電機が動きだすのは本年中と予定されている。

Vシベリア河川運輸の状況－4月28日付の VodnyyTransport紙は，次の

点を明らかにした。シベリアの各河川，イノレトゥイシ，エニセイ， レナ，アムー
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ルの 4河川には 357名の経済専門家が船舶局の定員として定められているが，現

在67名しかいない。それゆえ，他の専門の技師や，何の専門家でもない者で代用

している。最も困難をきわめているのは，レナ河とアムール河で，ここの経済技

術者は殆んど欠員になっている。シベリア河川船舶局が，経済専門家を募集しで

も応募者はいつも半数以下である。ソ連唯一のレニングラード水運大学の経済技

術学部の卒業生の数そのものがもともと足りないのに，若い卒業生は殆んどシベ

リアに定着しないし，もし，赴任してきてもすぐ西へ帰ってしまう。

1960年から 5年間に，オピ，イノレトウイシ，エニセイ，レナの各河川船舶局に

就職した経済専門家67名のうち， 57名が退職した。オピ河では4名赴任して4名

とも退職，エニセイ河では16名赴任してきて15名退職，レナ河で、は就職したもの

より，退職した者の方が 3名多かった。

30日 V ソ連の宇宙飛行犠牲者は12名か？一一米国スタンフォード大学の『フーパー

戦争・革命・平和研究所』の J・エプシュダイン研究員は《中央情報局（CIA）は

今までにもソ連の宇宙事故を探知して，大統領に報告しているが，ソ連側を困惑

させないために発表を差しひかえている》と述べ，次のように発表した。

0フルシチョフ前首相は1960年，ソ連の宇宙飛行士が宇宙空間から国連総会

に挨拶をおくる計画を明らかにしていた。そして同年10月11日， P・ドノレゴフ

飛行土が打ち上げられたが，発射後30分で消息、を絶ったの

0公式の説明なくしてソ連側の記録から消滅した宇宙飛行士の氏名はS・シ

ポーリン， W ・ゾウォドフスキー， A・ベロコネフ， I .カシエウノレ， A・グ

ラツエフ， J・ミハイロフらで，そのうち，シボーリンは59年2月にゾウォド

フスキーは60年4Jj 7日にそれぞれ打ち上げられている。

0そのほか61年5月17f1，氏名不明の男女一組の声が世界各地の追跡ステー

ションで聞かれたが，ソ連側はその飛行につきなんら公表していなU、。同年10

月14日，イタリアの 1追跡ステーションが他の男女の声を聞いたが，それにつ

いても発表なしであった。

0アポロ宇宙船の悲劇や，コマロフ大伎の事故にかんがみ，米政府は以上の

真相を米国民に知らせるべきである。

V人民日報，ソ連非難－30日の人民日報はブレジネフ書記長が東独社会主義

統一党大会で行なった『中国を含む全社会主義国の統一行動』よびかけに対し，

『米帝国主義者の共犯者とは，われわれは絶対に共同行動はとらない。過去もそ

うであったし，現在も，将来も永遠にそうである』とのべた。
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V レーニン平和賞一一1966年度国際レーニン平和党は次の 6名に決まった。こ

の名の氏名は 5月1日のメーデーに正式に発表され，レーニン像をきざんだ金メ

タルと，賞金2万5千ノレーブノレ（邦貨約1千万円）をおくられる。ママルチン・

ニーメラ師（西独の牧師で反ナチ平和主義者）マエイブラハム・フイッシャー

（南アフリカ共和国の法律家で人種差別反対論者で終身刑に服役中〉マダビド・

アルフアロ・シケイロス（メキシコ国民協会会員，米国のベトナム戦とラテン・

アメリカへの侵略に反対している〕マイワン・マレク（チェコの学者，反ナチ抵

抗運動家で，パグウオッシュ会議に参加した平和主義者）マロックウェル・ケン

ト（米国の芸術家，ベトナム戦反対の平和運動家〕マヘルベルト・ワルンケ（東

独の自由労働総同盟議長，ナチ復活反対の労働運動家）。

Vクラスノヤルスク水力発電所にメーヂーの赤旗－Praz,da紙によれば，各

所の新建設現場にメーデーの旗が立てられた。その一つはクラスノヤノレスク水力

発電所の上にメーデー祝日の前夜祭から立てられた。それは現在エニセー河の両

岸からよく見えるの建設途上のケーブル・クレーンに赤旗が大きくひるがえって

いる。
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シベリア開発（ 4月）

I 日ソ漁業交渉共同声明

北西太平洋日ソ漁業委員会は， 1967年 3月lHから 4月18日まで東京で第11回会議

を開催し， 相互理解と友好の精神のうちに北西太平洋の公海における漁業に関連する

諸問題を審議した。委員会は，審議の結果，つぎの主要な決定を採択した。

01967年のサケ・マス年間総漁獲量は， A区域5万2500トン， B区域5万5500ト

ンとする。

0サケ・マス漁業に関するその他の規別措置は， 1965年どおりとする。

0カニ資源の保存のため，カムチヤツカ半島西海岸に近接する若干の区域におい

ては， 1967年において，カニの商業的漁獲を行なわないものとする。

o双方が樺太・北海道ニシンの資源が衰退状態にあることを認めたので，委員会

は，資源問復のため必要な自然環境要因および措置を究明するため科学的調査研究

を行なうことを両締約国に対し勧告した。委員会は，ニシンの資源状態を明らかに

するため科学的協同調査を行なうよう両締約国に勧告し，またこのニシンの漁業に

関する双方の情報を聴取した。

0委員会は，カムチャッカ半島南西沖合水域におけるカレイの資源状態を明らか

にするため，科学的協同調査を行なうよう両締約国に勧告し，この水域におけるカ

レイ漁業に関する双方の情報を聴取した。

0サケ・マス，カニ，ニシンおよび、底魚についての科学的協同調査計画につき合

意し， 1967年において，漁業に関する学識経験者の交換を実施する必要を認め，委

員会は，その実施を両締約国に対し勧告した。

会期中，両国委員の聞に，今後数年間におけるサケ・マス年間総漁獲量の決定の

方法について意義のある意見の交換が行なわれたが今次会議においては，この問題

について何らの決定も採択されなかった。この問題については，あらためて今後審

議するのが適切であることが了解された。

委員会は， 1967年度の議長に，藤田厳を，副議長にべ・ア・モイセーエフを選定

しfこ。

委員会は，その第12回会議を， 1968年 3月1日にモスクワに招集することを決定

した。
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シベリア開発（ 4月）

II 欧州共産党会議最終コミュニケ

04月24日から26日まで欧州安全保障問題についての欧州共産党， 労働者党会議が

聞かれた。

0会議では欧州問題ならびに全世界の平和の強化に大きな意味を持つ欧州安全保障

に必要ーな措置が検討された。

0会議は声明を採択したが， この声明に盛られている行動綱領は，相互に対立する

軍事ブロックにかわって社会体制を異にする国家聞の平和共存を某礎とする欧州集団

安全保障体制を提案し， 安全保障と欧州、｜の協力増進，その他の問題の検討を目的とす

る全欧諸国会議招集の構想、を述べている。

0会議参加者はカノレロピパリで作成された欧州｜集団安全のための闘争綱領が欧州、｜の

すべの共産党，労働者党の共同行動の基礎となるものと確信している。

0会議は努力を結集してベトナム人民支援闘争を広く展開するよう訴えたアピール

を採択した。会議は米国の野蛮な侵略行為を非難し，この侵略が全般的平和にとって

危険であることを強調した。会議は諸国民の自由を重んじるものすべてに対し米国の

干渉を中止させ， 独立への権利を英雄的ベトナム人民に保証するために共同行動を強

化するよう訴えた。

0会議はまたギリシャの軍事クーデターを非難する声明を採択した。

O会議にはつぎの兄弟諸党の代表団が参加した。またスウェーデン代表が出席した。

オーストリア共産党，ベルギー共産党，ブルガリア共産党，英国共産党，ハンガ

リ一社会主義労働党， ドイツ社会主義統一党， ドイツ共産党，西ベルリン社会主義

統一党，ギリシャ共産党，デンマーク共産党，アイルランド労働党，北アイノレラン

ド共産党，スペイン共産党，イタリア共産党，キプロス勤労人民進歩党， yレクセン

ブルク共産党，ポーランド統一労働党，ポノレトガル共産党，サンマリノ共産党，ソ

連共産党，フィンランド共産党，フランス共産党，チェコスロパキア共産党，スイ

ス労働党。

m 欧州共産党会議声明「欧州の平和と安全にために」

0会議は平和共存の原則に基づいて， 欧州！における集団安全保障の確立のための活

動に関する計画を推進した。 この声明は世論およびすべての関係政治，社会勢力の検

討に供せられる。欧州のすべての人民にとって最も重要な問題である平和維持につい

て，真の緊張緩和と相互信頼に基づく新たな関係を欧州に樹立すべきときがきてい

る。
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シベリア開発（4月〉

0集団安全保障体制の創設には， すべての国が戦後の欧州に生じた現実を承認する

ことが必要である。つまり①欧州における現在の国境，とくにオーデル・ナイセおよ

び東西両独聞の境界の不可侵性の承認， ②主権を持ちかっ平等な二つのドイツの存在

の承認，③西独が欧リ十し多角的あるいは大西洋などいかなる形でも核兵器に近づく機

会を除去する一ーである。

0会議は新たな情勢下で達成すべきつぎの目標を設定した。

① すべての欧州諸国は国家関係における武力の行使と，そのおどかしおよび内

政干渉を否認する協定および国連憲章原則によりすべての紛争を平和的手段でのみ

解決することを保証する協定を結ぶ。

② すべての国と東ドイツとの関係，東凶両ドイツ，mの関係および西ベノレリン関

係を正常化する。

③ 西ドイツにおける民主主義を防衛し発展させる。ネオ・ナチ団体，報復主義

宣伝を禁止するため西ドイツ内の進歩勢力を支持し，凶ドイツ共産党を合法化する。

④ 軍拡競争をやめるため核防条約を締結する。

0欧州の安全保障体制には中立の原則， 中立国不可伎の無条件尊重が合まれなけれ

tまならい。

0軍縮の分野で， 将来の遠大な条約に有利な空気を作り出すような部分的解決につ

いて協定を締結することを支持する。

このような提案の中でとくに注目すべきものは， （じ欧州、｜からの外国軍隊の撤退，③

外国軍事基地の撤廃，③中部欧州， パノレカンタ ドナウ川沿岸諸国，地中海および北欧

に非核武装地帯を設置する，④武器の引き離しあるいは凍結地帯の設置， （主欧州大陸

の各地域に平和と協力の地帯を設置する一ーである。

0われわれは NATO（北大西洋条約機構〉とワルシャワ条約機構の両軍事組織の撤

廃について即H寺協定すべきだとの提案を支持する。われわれはまた欧州の安全保障と

平和協力について全欧州諸国の会議を招集せよとの提案および全欧州諸国議会の代表

の会議を招集せよとの提案を支持する。
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クレムリン内の抗争と軍事経済論争

4月15日付で中央統計局が第 1四半期の経済実績を発表したが，粗鋼生産

が2500万トンに達し，今年中には 1億トンを超える見込みになった事など，

ソ連経済の進展の一面を物語っていた。

しかし，新経済方式の拡大は．色々の面で矛盾と摩擦を生じつつあり，一

方，赤軍内部の戦略構想にも対立が生じつつあると見られる。赤軍内の将軍

達の中には，①核ミサイ lレを中心とする超近代的核戦略派，②戦車，火砲，

戦術核などを主軸とする重装備通常兵力派，③毛沢東らの民兵戦略に対抗す

るためのパノレチザン構想派一ーなどの諸派が存在するとみられているが、こ

れが，マリノフスキー前国防相の死亡により，その後任人事をめぐって，｛我

然表面化してきたようである。

一方，フルシチョフ退陣以来，クレムリンの中でくすぶっていた論争L

いよいよ抜きさしならぬ所まで進んできたように見うけられる。それは，巨

大な国家予算を喰っている国防費の効率を高め，それによって，浮いた予算

で開発投資や民生向上をはかりたいとするコスイギン派と，同じように国防

費の効率を高めることによって，力を増大させ，内外に強硬な路線をとろう

と主張するタカ派（主としてシェレーピンに代表されるという〉の間に，激

しい論争が続いているからである。そのため，新国防相には党中枢から重要

な人物をあてようとする空気が濃かったと伝えられる。

この軍事経済的見地から，左右両派によって推されたウスチノフ書記は‘

両派の調整をとる自信を持っておらず，国防相就任を固辞したという。とは

いえ，シェレーピン書記が直接、国防相に就任することになれば，コスイギ

ン内閣の瓦解は避けられないので，大きな抵抗があり，これも実現しなかっ

た。結局，従来通り，制服の元帥が新国防相に任命されたが，単なる制服軍

人で，この変転極まりない世界情勢に適応しうる戦略構想、を立てうるか否か，

問題はあとまで残るであろう。
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また，ヨーロッパ各地において，ソ連の秘密情報組織が次々に摘発されて，

殆んど壊滅に近い情況になった事は，クレムリンの内紛と何らかの関係があ

るのかも知れない。ことにインドにおいて，スターリンの娘が亡命した時の

“いきさつ”などは，あきらかにソ連の外務省の出先官憲と，ソ連の統制機

関（K.G. B）の出先官憲との連絡が密接でなかった事を示している。これは，

あるいは，ソ連のハト派的傾向のつよい外務省と，タカ派的色彩の濃い統制

機関との対立抗争を示唆するものかも知れない。今後のなりゆきを注目すべ

きであるo
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｛付〕 ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向

5月の動向で最も注目すべきは国家保安委員会（K・G • B）つまり秘密政

治警察の議長が更迭した事であるO これはクレムリン内の政治地図が塗り変

えられようとする前兆とみてよい。日本海における米ソ軍艦の接触事故や，

中東におけるアラブ諸国とイスラヱノレ聞の緊張激化，アラブ側に対するソ連

の物心両面にわたる応援など，すべてクレムリン内部の政策論争と無関係で

はない。

全般の印象として，クレムリン内で、はハト派が優勢になりつつあるが，し

かし，タカ派の突上げをそらすために，意識的に一時，対外高姿勢を示して

いるもののようである。

それゆえ，米ソ聞の平和共存路線は動かないであろう。しかし，たとえク

レムリン内でタカ派が勝ったとしても，基本的に米ソ共存の路線は変らない

といえる。ただ，国内的な投資配分や，共産圏諸国に対する方針，中国，イ

ンド，アラブに対する外交政策，日本やドイツあるいは英仏などに対する政

策が，ハト派のようなソフトなものでなくなるという点が異なるだけである。

多アンドロポフ書記，国家保安委員会（K・G • B）議長に任命

5月19日，党中央委のアンドロポフ書記が K・G・Bつまり国家保安委員会（通称

秘密警察〉の議長に任命され， セミチャストヌイ前議長は5月29日付で，ウクライナ

共和国の第1副首相に任命された。

アンドロポフ書記は前任のセミチャストヌイより 10才も年長で，党歴も10年以上古

い。 また，ハンガリー動乱干渉の際に功績をあげたほか，中国，東欧問題の専門家で
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シベリア開発（ 5月）

ある。今回の人事は，中央委書記が国家保安委の議長に坐った点で次のような異なっ

た見解を生んでいる。

① --1!寺的にアンドロポフ書記を議長にすえたのであって，いずれ適当な人物を

任命するだろう。

② アンドロポフは東欧問題の責任者として東欧の掌握に失敗したことから責任

をとらされて，降等の意味で、 K・C・Bの議長に任命された。

③ 国家保安委（K・G・ B）は1962年11月に党国家統制委此会ができた際，その

札織と権限の一部を移譲させられ， K・G・Bそのものは縮少3れていた。しかし，

内外の情勢から，もう一度，組織と権限を強化し，内外両面において，その活動を

拡大させる必要があり，大物のアンドロポフをもってきて据えたのであろう。

また，若手統制派党官僚として，またシエレーピンの弟分として頭角をあらわして

いたセミチャストヌイの降等についーては， クレムリン内部でフルシチョフ失脚以来つ

づいていたタカ派とハト派のバランスが， 遂に破れ，タカ派が敗北したしるしであろ

うという見方が有力である。 しかし，タカ派グ、ループが果して簡単に勢力を削減され

るか杏か，今の所まだ未知数である（詳細は解説参照〉。

場争中東情勢の緊迫とソ連の世界政策

中東における険悪な’情勢に押されて， 5月17日国連緊急、軍は中東地域から引きあげ，

アラブ連合によるアカパ湾封鎖立言がなされるにいたった。 これによって中東は一挙

に戦争の危機に直面することになったが， ソ連は 5月23日付でイスラエルに対し威赫

的警告を発L，ドゴーJレ大統領の提起した4大国（米ソ英仏〉会議も遂に蹴り，一方，

アラブ、連合のパドラン国防相をモスクワに招き首脳部が会談して大量の武器援助を約

束するなどの積極的姿勢を示した。一方， 5月末には黒海艦隊の一部をダーダネルス

海峡を通過させて地中海へ送り，米第6艦隊の動きを牽制させヲ 5月中旬予備役に待

機令を出すなど， ソ連自身にも軍事的な用意があるさまを見せようとこころみた。

5月27日には Pravd，α紙が米国内における反ソ宣伝の激化をとりあげて非難するな

ど米ソの聞は冷却の一途をたどった。

また， 5月末にピノグラードフ外務次官をアラブ連合駐在大使に任命した。

これら一連の動きは， 最近ソ連内部でタカ派の突上げが強くなっているという一部

の観測と関連がありそうである。 ソ連は中東においてその勢力を拡大し，アラブ諸国

による西側諸国への反撃を深めることで， 米国のベトナム政策をゆさぶろうと企図し

ているのかもしれない。
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多ブラウン英外相の訪ソ

中東情勢が険悪化しつつある時， ブラウン英外相が5月24日，モスクワへ到着し，

その日から早速， グロムイコ外相ならびに，コスイギン首相と会談を開始した。ブラ

ウン英外相は， アラブ連合はじめアラブ諸国がイスラエルに加えつつある種々の圧迫

について情勢を緩和するようソ連の影響力を要請した模様であるが， ソ連側は今年2

月のコスイギン訪英の時とは打って変り，きわめて硬い線を崩さず， アラブ・イスラ

エル間の戦争勃発を阻止するための努力を惜しんだと伝えられる。 とくに国連軍を再

び中東地域へ派遣し得るよう何らかの方策を考えることや， アカパ湾封鎖の解除など

について打診したが， ソ連は『中東危機の原因はすべてイスラエルにある。アカパ湾

の入口はアラブ連台の領海である』と主張するのみでフ とれをテコにベトナム戦争へ

圧力をかけようとする意図を暗に示したという。 しかし，会談そのものは一応友好的

な雰囲気でおこなわれたと伝えられる。 ブラウン外相は26日帰国したが，結局，具体

的な成果は得られなかった。英外相は「ソ連も中東危機の激化は望んでおらず，事態

収拾に努力するという基本線では意見が一致した」と帰国前の記者会見で述べた。

多コワレンコ，イ．イ．の来日

ソ連共産党中央委員会事務局員で対日工作の責任者とドわれるコワレンコが， 4月

20日に来日して， 5月5日に帰国した。彼は社会党系の日本対外文化協会の招きで来

日したものであるが， その動きは各方面の注目を浴びていた。ことに招待した社会党

の内部では「コワレンコがどの派を最も重視しているか」ということで派閥聞のさぐ

り合いがしきりにおこなわれていた。

また5月4日， 日本共産党中央委員会幹部会員西沢富夫が狸穴のソ連大使館を訪れ

て，コワレンコと会談したことは， 今後日ソの党の間で接近工作がすすめられる前兆

としてうけとられた。 これは昨年6月グリシン全ソ労組議民（政治局員候補〉と日共

幹部が会談して以来のことで，今後の世界共産主義運動の上からも注目される。

場参日本海における米ソ艦の接触事故

日本海海上で日米合同演習中の米駆逐艦「ウォーカー」号と， ソ連のコツリン級駅

逐艦とが， 5月10日接触事故をおこした。つづいて， 5月11日も，同じ日本海上で，

ウォーカ一号とクノレプヌイ型ソ連駆逐艦とが接触事故をおこした。この事件について，

米ソ双方とも互に相手方の操艦の未熟さと，粗暴さを非難し，抗議し合ったが，米国

は事を荒立てない方針でJ‘事件は終った”とし， ソ連側もそれ以上の行動には出ず，
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シベリア開発（ 5月）

演習の終了とともに問題は自然に解消した。

この 4 連の事件は， かねてから，米軍の艦艇や日本の自衛艦にソ連の航空機や艦艇

が接近して偵察するという年中行事のひとつにすぎず， ただ，今回は，わざと艦を接

触させたり，弾倉を開いたソ連の爆撃機が，日米の艦艇に対して，くり返し’爆撃姿勢

をとって急降下するというような積極的な“いやがらせ”をおこなった点が，従来と

異なっていたといえよう。これは， ベトナムや中東情勢の険悪化と決して無関係では

あるまい。 ソ連側が何らかの形で，対米態度を硬化させている事実を内外に示そうと

したものであろうり

北京筋は，しかし，これを， 日米ソ 3国の合同演習と皮肉って， “なれ合い”の芝

居にすぎないと冷笑した。

物第4田作家同盟大会

5月22日午前11時からクレムリン宮殿において， 第4回ソ連作家大会が閉幕した。

これは革命50周年下における文芸活動と今後の方針を討議するためで，各共和同の作

家同盟員名6600の中から代議員600名がえらばれて集まりJ その他， 40ヵ国90人の外

国人賓客も列席し，傍聴者を加えて約700人の会合となった。

この大会は1969年の第3回大会以来， 8年ぶりにひらかれたもので，その間， 多く

の問題がおこった。例えば，反ソ文学の密輸出の罪で自由剥奪の刑に処されたシニア

フスキー・ダ、ニエル裁判事件や， Noり ymir （新世界）と Oktyabri(10月〕の両文

芸雑誌による“雪解け派”と“党人作家派円との論争，新進舞台監督エフロフ批判，

NoりYmirの編集長トワルドフスキー批判と副編集長デメンシェフの追放， その他

さまざまの動揺がみられた。そして今なお，クレムリン内部でタカ派とハト派の論争

が続いているので， その影響は文壇にも微妙な“かげり”を与えている。しかし，ポ

リス・パステノレナークが物故作家名簿の中に加えられていた事が若干の朗色を与えた。

第1日目はブソレジネフ書記長，コスイギン首相，ポドゴノレヌイ最高会議幹部会議長，

シェレーピン政治局員兼書記らが出席し， イデオロギー担当のデミチエブ政治局員候

補兼書記が挨拶して， 自由派作家に対する党の批判をおこなった。しかし，興味深い

点は，エレンプルグが大会前にイタリアに旅行し，詩人エフトォシェンコとウオズネ

センスキーは外国旅行の日程をひきのばして， わざと帰国せず，事実上この大会をボ

イコットした事で、ある。

しかし， 5月18日付で国家保安委員会 CK・G • B）議長のセミチャストヌイが更

迭されたばかりであった事は皮肉であった。何となれば，パステルナークがノーベノレ
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賞を授与されようとした時， きびしくこれを吊し上げ，論告文を書いた張本人こそ，

実はセミチャストヌイであったと目されているからである。

大会は 5月27日幕を閉じたが，最終日に北爆停止を掘った「ベトナムに関する決議」

などが採択された。またソ連作家同盟本部役員の中に，ショーロホフとともに， トワ

ノレドフスキー，ウオズネセンスキー， エフトワシエンコらの自由派が顔をならべてい

た事も注目された。これらの事実は，クレムリン内で硬軟両論が共存しているように，

作家同盟内部にも，党人派と自由派が共存している事を示すものかもしれない。

また， この大会を通じて，中共の文化草命問題は意識的に避けられて，議題にのせ

られなかった模様で、ある。

移川島特使一行，訪ソ

5月18日，羽田発の日ソ共同運航機で川島正次郎は首相特使として， 赤城宗徳，浜

野清吾両代議士，および，松本俊一元駐英大使らとともに， モスクワ訪問の途にのぼ

った。

一行は訪ソに先だち， ソ連と交渉すべき諸懸案について各方面と打ち合わせ，調整

をおこなった。その主なものは次の諸点であった。①日ソ文化協定のための地固め，

②北朝鮮へ墓参がかなうようにソ連政府へ仲介要請，③ユニパーシアード東京大会を

共産圏がボイコットしないよう各国への説得要請，④北洋安全操業についての意向打

診一ーなどであった。 とくに，この中で④の北洋の安全操業問題では，ソ連側が要求

しているソ連船の日本寄港は拒否するが， ハボマイ，シコタン諸島周辺の安全操業を

ソ連が保証するならば漁獲量の一部（ 3割）を入漁料としてソ連へ支払うという考え

方（赤城試案〉と，水産加工技術を見返りに供与する（水産庁案）という構想とが入

り乱れて論議された。

しかし，ソ連側としては， 面倒な問題をもち出されるのではないかとはじめ相当に

警戒気味であったが， 川島特使の派遣は多分に儀礼的な面が多いとわかって，ソ連側

はむしろ安心した模様であった。

また， 川島氏の訪ソ前の 5月16日付の Izvestija紙が，プラント西独外相の日本訪

問と日独定期協議をとりあげて， “日独枢軸”の復活として非難し， 『日独両国は核

保有への抜け穴を残そうとしている』とのベた事について， 外務省は『ソ連はわが国

の意図を曲解している』と反論した“いきさつ”もあった。

18日午後， モスクワについた一行は日本大使館で記者会見し，①領土問題はとくに

持ち出さない， ②核防条約で誤解をとく，③佐藤首相からコスイギン首相あての親書
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は日ソの友好をうたったもので，佐藤首相の訪ソにはふれていない，④日ソ文化交流

の具体化は 7月の三木外相の訪ソの際に話し合わるべきものであるが， 今回予備的な

言古をしてみるつもりはある などの点をあきらかにした。

一行は19日午前10時すぎ， クレムリンでスピリドノフ・連邦会議議長を訪れ， 111寺

間15分にわたって会談した。この際， JI!島特使は，さき頃のlzvestjja紙が日独両国が

核武装への抜け穴をつくろうとしているという記事について， これは誤解であると力

説した。また，赤城宗徳氏は19fl，イシコフ漁業相，ビノグラードフ外務次官らとの

昼食会で，未帰還者の帰国問題をとりあげ，小さいことをひとつひとつ解決してゆく

ことが大切であると述べた。

5月22日，午後3時から川島特使は赤城， 浜野，松本の三氏とともにクレムリンで

コスイギン首相と約1時間にわたって会談した。 この席には中川駐ソ大使，リハチョ

フ・ソ連外務省極東部長，オコニシニコフ同次官らが出席した。 この時，コスイギン

首相は『核拡散防止条約で， われわれが核兵器を独占しようとしてヤると心配してい

る向きも世界にはあるらしし、が， われわれは，同条約が核兵器全雌への第i段階であ

ると考えている』と述べた。また， ｜司首相は文化協定問題を 7月の定期協議で検討す

る用意があることも明らかにした。その他，テレビ番組の交換などについても今後検

討することになった。

一方，赤城氏はこの会談にさきた、って， 22日の正午からイシコフ漁業相と会談し

「安全操業問題Jで、話し合った。

5月23日， 一行はクレムリンでミコヤン最高会議幹部会員を訪問して会談し，訪ソ

日程を終了した。

結局， 今回の川島特使一行の訪ソは親善の空気を高め，誤解をとくという程度の意

義しかなかったが，樺太残留の46人の日本人の送還に同意をとりつけたが具体的なひ

とつの成果であった。文化協定については，日本の外務省はあまり積極的な見解はも

っていない旨， 5月末に発表した。

場参新大使の着任

オレグ・アレクサンドロピッチ・トロヤノフスキー新駐日大使は， 5月9日午後零

時27分羽田着の日ソ共同運航機で，タチアーナ夫人とともに着任した。同大使は空港

でステートメントを発表し， 『日ソ両国の政治，経済，文化などの面での関係の緊密

化』を謡った。
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物日ソ領事館設置交渉妥結

5月19日午後4時 CH本時間同10時）日ソ領事条約にともなう往復書簡の交換がソ

連外務省でおこなわれた。 この往復J書簡は中川駐ソ大使・グロムイコ外相往復書簡お

よび有田圭輔公使・オコニシコフ外務省極東部次長交換書簡のかたちで行なわれた。

この結果， 日本はナホトカに，ソ連は札幌に領事館を設置する事になった。派遣領事

館員は双方ともIO人以内の予定。 日本の初代ナホトカ総領事は外務省欧亜局参事官の

山田i宇治氏に内定している。

物北樺太開発交渉

4月18日からモスクワでおとなわれていた北樺太の天然ガス開発をめぐる第3回目

の交渉は 5月9口， ーたん打ち切られた。

これは， はじめオノ、ご士コルサコフ（大泊）間 850kmのガスバイプライン計画を変更

してオハ一二二コムソモリスクニづ‘ホトカ経由とする新提案をソ連がおこなった事による

もので， 交渉代表団の松尾泰一郎丸紅飯田副社長らは 5月16日帰国して交渉経過を政

府に報告した。 ソ連が，ガスパイプラインの経路を変更したのは，大泊が冬季凍結す

るためであるといわれる。 しかし，はじめ出0kmのパイプラインが約2000kmにのび，

開発資金は消費物資をふくめて 2億3000～4000万ドノレと見積られている。 ソ連側は2

億ドノレを日本が出資すれば残りはソ連が出資するとのべている由。 また，パイプライ

ンがコムソモリスクを通過することで将来， ここに肥料工場を建設する含みもあると

推測される。いずれにせよ，交1歩は継続されるが，双方の主張は漸次歩みよりつつあ

るといえよう。

物日ソこんぶ交渉

5月12Ffから，モスクワで開始された貝殻島コンブ採取協定延長交渉は， 「2年単

純延長」の線で合意に達し， 5月15H，ソ連漁業省で， 中部大日本水産会長と，クリ

コフ漁業省国際局長との問で議定書の調印がおこなわれた。議定書によれば，根室半

島の関係漁民は 6月 1日から 9月末までの 4ヵ月間貝殻島周辺で， コンブ漁に従事で

き， 1日10kgまで、の小魚も採取できることになっている。

物ケネディ・ラウンド妥結でソ連アルミの大量流入不可避か？

ケネディ・ラウンド交渉の妥結によって， わが国の非鉄業界はソ連産の安いアノレミ

の大量流入にさらされることになった。 これは故鳩山首相が訪ソした際，ソ連に対し
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て最恵国待遇を与えているため， ガヅト（関税貿易一般協定〉による関税引下げの恩

典からソ連だけを除外することができない。それゆえ，ソ連はガットの外にいながら，

関税引下げの思典をうけることになり， 安い電力をもとにして精錬されたソ連産アル

ミがダンピング的に大量流入するおそれが濃くなっている。 これがはじまれば，わが

国のアルミ・メーカーは大打撃をうけるので，業界は苦慮している実情である。

物日独協議とソ連の態度

5月16日付のソ連政府機関紙Izvestija紙は，プラント西独外相の訪日に関して，鋭

くわが国の外交姿勢を批判した。 これは，日本と両独が核拡散防止条約に反対して，

核武装への抜け道を残しておこうとしているという趣旨である。 これに対し，外務省

は，曲解であるとして反論した。

多経済重点主義と宇宙計画縮少

5月17日，モスクワの消息筋は，ソユーズ I号の失敗の結果， ソ連はソユーズ宇宙

計画全体を放棄するかもしれないと述べたと伝えられる。 コマロフ大佐殉職に関する

事故調査委員会は一応の結論を出した模様であるが， まだ解明されない点も少なくな

いという。

これに関連して， クレムリン内で，国家の威信を高める目的で巨額の費用を必要と

するものは削減して，それを開発投資や， 消費産業部門や農業部門へ重点投資しよう

と主張するハト派と， あくまで国家の威信を重視しようとするタカ派の対立があり，

今回のソユーズ I号の打上げも， ハト派に対するタカ派の自己主張であったという見

方がある。 しかし，ソユーズ I号の失敗はタカ派にとって，かえって不利な情況をっ

くり出してしまったようである。今後，ソ連では，やたらに国家の威信だけを重視し

て民生を圧迫するような政策は訂正されてゆくであろう。

また，ソ連の宇宙開発の体制そのものにも少なからぬ欠陥があり， とくに工業全体

のアンバランス， 電子工業の弱点などが，今後の宇宙計画の障害になると予想されて

いる。殊に自由な討議の雰囲気がなく，独創的な研究発表の機会が仲々与えられない

など， 研究者の間でも不満が高まっていると伝えられる。

番多週5日制に批判

ソ連内部では， 週5日制の採用が，かえって経済の発展を阻害するおそれがあると

して，反対の声があがりはじめているという。
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その理由は， ソ連経済がまだきわめて非能率的で労働生産性が低い実情のもとで，

しかもサービス部門の不足と立おくれが殆んどまだ是正されていないまま，週5日制

に入ることは， むしろ，民衆の不満を助長するだけだという点があげられているQ

しかも，商店その他のサービス部門の従業員まで土，日曜の両日休んでしまっては，

折角の週2日の休日がまことに味気ないものになるであろう。 ソ連当局は，急いで食

堂， 喫茶店，レストランなどの増設をはかろうとしているが，ソ連民衆の拡大する欲

求を満足させるにはとても及びそうにない。

これらの点からも週 5H制は， 今後のソ連の政策に重大な影響を招きょせそうであ

るQ

ミドルーマニア， ソ連との関係悪化の一途

5月7日， ルーマニアの党機関紙「スクインテアjは4ページにわたる論文を掲載

して， その中で『外部の党がルーマニア共産党の一部党員と秘かに接触し，欧州党会

議にルーマニア代表を派遣させるよう働きかけさせた。』と述べ，一部党員の除名を発

表した。 これらの党員は古参党員でソ連に対する従属心理を清算しきれないでいるグ

ループであるとし、う。そのため，ルーマニアの党内では自主独立路線をとるチャウセ

スク書記長グ、ループと， ソ連同調派との間で深刻な派閥闘争がまだ、続いているとみら

れ， ユーゴ、スラピアの党にソ連が撹乱工作をおこなった時と同じ手口で，ルーマニア

の党を対ソ従属派の手にとりもどそうとこころみている模様である。そのためチャウ

セスク書記長らは，『他国の党内事情に対するソ連共産党の許しがたい干渉』をきびし

く非難する態度を強めつつある。

物ソ仏原子力平和利用協定調印

5月20日付のモスクワ放送は， ソ連とフランスとの聞に原子力平和利用協定が成立

し，同H，ソ連の原子力利用国家委員会と仏原子力委員会の間で調印されたと伝えた。

核拡散防止条約を成立させようと努力しているソ連と，核防条約を無視しようとし

ているフランスとの問に， このような合意が成立したことは興味深い。

多北ベトナムへ「地対地ミサイjレJ供与か？

国連外交筋はソ連が北ベトナムへ IRBM（中距離弾道弾〉を含む，より精巧な近代

兵器を提供ナる準備をすすめているらしいと伝えている。しかし， IRBMの海上輸送

は困難が大きいし，中国領内を通過して IRBMを送ることを北京が許すとは考えられ

ない所から， 多分に宣伝の臭がするともみられており，一部の共産国は『ソ連の見せ

円
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かけにすぎない』と称している。

また，地対地ミサイルの配置にはソ連人の管理要員が必要であり， これはソ連人の

死傷をひきおこし，米ソの直接対決を招くおそれもある。しかし，いずれにせよ，ソ

連の北ベトナムへの軍事援助は次第に大きくなろうとしつつあり， 国連筋を憂慮させ

ている。

物ソ連産鉄鉱石の大量買付

ソ連鉱産物輸入公団のクラボフ副総裁は， 高炉各社と鉄鉱石の長期輸出商談を行な

うため 5月9H来Hした。 これは今年2月，同公団のニコラエンコ総裁が来日して，

高炉各社に対してクリボイログ鉱石（粉鉱，切込み鉱，ブレンド鉱〉を 1968年以降5

ヵ年間に，年間 100万トンづ、つ総長500万トン輪出したいと申し入れた商談を継続し

て討議するためであった。

従来， ソ連鉄鉱石はスポットベースで取引きされており， 41年度は約50万トン輸入

されている。

鉄鋼業界（八幡，出士，日本鋼管，川崎製鉄，住友金属， 神戸製鋼，日新製鋼，中

山製鋼，大阪製鋼の 9社〉は，この問題を協議した結果， 次のような合意に達した。

来年（1968年〕 90万トン，それ以降4年間に100万トンづ、つ，合計490万トンを輸

入する。価格は黒海渡し FOB（積出し港本船渡し〉でトン当り 3ドノレ80セント～

4ドル10セント。鉄分は56～63%で珪素分が高いのが特徴。ソ連側は積出し港の港

湾施設を改良し， 5～6万重量トンの大型船の寄港を可能にさせ，また荷役時間の

短縮をはかるはずである。海上運賃はトンあたり 5ドノレ～ 5ドル50セントで他国産

に比べ，充分競争力があるとみられている。

場参日本漁船団の救出

5月24日以来， オホーツク海のギジギンスカヤ湾タイゴノス岬沖で大流氷群に閉じ

こめられた北海道のニシン漁船団13隻は， ソ連の大型砕氷船アンガラ号の誘導によっ

て， 5月27日早朝， 無事氷から脱出した。アンガラ号はマガダンの外港であるナガエ

ボ港から25日朝出発して， 27日午前1時すぎ漸く船団を発見したという。 このような

ソ連砕氷船の出動は昭和32年， 日ソ海難救助協定が発効して以来，はじめてのケース

である。 しかし，昭和41年末までにソ連のサルベージ船や航空機などの協力で救助さ

れたケースは漁船10隻，人命366名にのぼっている。

このような場合， ソ連外務省が第1海上保安管区本部を通じて船主に救助費用を請
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求し，船主はソ連国立銀行（ゴスパンク）

にそれを振り込むことになっているが，多

額のため不払いになっているケースもある

ので，今回は救助直後，海上で救難契約の

調印がおこなわれた模様である。

物ソ連・ FS法特許に異論

ソ連で開発されたFS法（フルイド・サ

ンド・プロセス，流動性鋳型法）の日本特

許公告に対し，このほど，界面活性剤研究

者から「この技術は特許出願以前から，わ

が国でも研究され，文献も存在しているの

で，この特許をこのままうけ入れることは

国益に反する」として異論が提出された。

F S法は特殊起泡剤を使用して鋳物の型

を短時間で製作する方法であるが， わが国でも，すでにソ連の特許出願（昭和37年）

以前の昭和34年9月と昭和35年9月の 2回にわたって日本鋳物協会機関誌［鋳物」に

界面活性剤を添加して鋳物砂を処理する論文が掲載されている。このような点からも

日本、ンエルモールド協会と日本鋳物協会は， SF法の特許公告に対し異議申立てに出

る可能性が強くなっているの

場参国貿促， ソ連との交流断絶

国際貿易促進協会は， さきに日中友好貿易に関する議定書と共同声明の中で，北京

側の強硬な要求を入れて，ソ連修正主義への非難をおこなった。それに対し，ソ連は，

科学技術国家委員会と全ソ商業会議所が， 今後， l昌貿促との一切の関係を絶っと通告

してきた。そのため国貿促はモスクワ駐在員を引き揚げざるを得なくなった。ソ連側

は日中友好貿易の共同声明を《前例のない奇妙なもの》として非難冷笑した。

そのため， 国貿促に加入していた大手商社やメーカーは続々，同協会を脱退して，

ソ連東欧貿易会（堀江薫雄会長）へ移りはじめた。そして，ソ連東欧貿易会がソ連科

学技術国家委員会と技術協力協定を結ぶことになりそうである。 しかし，中小商社は

社会党系，日共係にそれぞれ分れて「日ソ友好貿易会（仮称〉」を設立しようとする動

きを示しており， 日ソ貿易の窓口争いがおこりそうである。
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1 日 Vメーデ一一一一5月1日は恒例のとおり，メーデ一行事が赤の広場で挙行され

た。新国防相グレチコ元帥は次の内容の布告を発表した。

0ソ連は一貫して強く平和と国際協力の政策を遂行するとともに，平和的方

法による紛争解決を提唱している。

○米国の支配層はベトナム人民に対する犯罪的戦争を絶えず拡大するととも

に， l吐界の新しい地域に侵略を拡大する悪意のある計画を育てており，西独の

報復主義者たちは平和への重大な脅威を作り出している。

0ソ連共産党および政府は全ソ連人民の警戒心を高め，国土の一層の保全，

軍の力の強化に必要なあらゆる手段をとっている。

以上のほかに中国に関しても，

0中国を含めたすべての社会主義国の行動の統ーがあるならば，ベトナム戦

争で帝国主義者はもっと早く敗北したであろう。

と昨年のメーデーに比べ，柔かい態度で述べたが，この際にも，列席していた中

国大使館付きの式官と補佐官が退場するという一幕がみられた。また，今年の軍

事パレードには新しいものは見られなかった。また，宇宙飛行士たちは，例年よ

り控え目に後列に立っており，パレードのプラカードにも，宇市開発に関するも

のはなかった。これはソユーズ1号の事故の影響であろうの

Vコスイギン首相夫人死去一一一1日のタス通信はコスイギン首相夫人クラウジ

ア・コスイギン女史が同日，ガンのため死去したと発表した。コスイギン首相は

メーデ一行進を視察中で夫人の死に目にはあえなかった模様である。

Vソ連技術委，国貿促と絶縁一一一ソ連邦科学技術国家委員会は，このほど日本

国際貿易促進協会（石橋湛山会長）のモスクワ駐在員に対し， r.:t頭で『日本国貿

促を窓口とする技術交流は今後おこなわない』と通告してきた旨， 5月1日，協

会本部へ電報が入った。

これは同協会がさきに中国国際貿易促進委員会との聞に調印した日中貿易拡大

の議定書で，ソ連修正主義をきびしく非難したことから，それへの報復措置とし

てとられたものである。

Vソ連へ特使派遣か一一三木外相は欧米へ派遣していた西村，大野両特使を招

き，核拡散防止条約に対する政府の方針を協議するが，日本の主張を理解させる
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ために，ソ連へも特使を派遣する意向を固めつつあるという。

Vサラン炭抗の新記録－Pravda紙によれば，カザ、フ共和国のカラガンダよ

りの通信として，《サラン・ウゴリ》（サラン炭坑）トラスト第 121号坑の労働

者たちは31労働日の聞に1231mを掘り進み，カザ、フスタンの新しい記録をうち立

てた。

Vノボシビルスク科学センター建設功労者にレーニン勲章一一Stroitelinaja

Gazeta紙によれば， ソ連邦科学アカデミー・シベリア支部ノボシピノレスク科学

センター建設の功績によって，シベリア・アカデミー建設局長技術少将 N.M. 

Ivanovはこのほどソ連邦最高会議幹部会から《社会主義勤労の英雄》の称号と

レーニン勲章および《鎌と槌》金メダルを授与された。

2 B Vルーマニア，ソ連人司令官に反対一一ロンドン筋によれば，ルーマニアはグ

レチコ元帥のソ連国防相就任によって空席となったワルシャワ条約機構統一軍最

高司令官の後任は，加盟国の持ち回りとするよう主張，ソ連人が司令官に就任す

ることに反対してし、ると伝えられる。ソ連としては，ヤクボウスキー元自rpを後任

の司令官に任命したい意向で、あるといわれるが，ワルシャワ機構内の一部には，

スヒ。ノリレスキー・ポーランド国防相を推す声が強いと伝えられる。

V三木外相，安全操業と北方領土について答弁一一5月2日午後の衆院沖縄問

題特別委員会において，三木外相は『歯舞，色丹両島は勿論のこと，国後，択捉

両島についても，日本はわが国固有の領土であるとして，これまで強く返還を要

求してきた。しかしソ連は歯舞，色丹は平和条約締結後日本に引き渡す考えを

示しているが，国後，択捉については日本の主張を認めていない。 7月にひらか

れる日ソ定期協議では北方領土問題をとりあげて，国後，択捉，歯舞，色丹がわ

が国固有の領土であり，国民が強く返還を求めていることを伝える。日ソ両国の

友好を深めるためにも，双方が納得する形で，北方領土問題を解決しなければな

らないことを強調する考えである』と述べた。

そして， 『ソ連の主張しているソ連漁船の日本寄港と北洋安全操業とは異なっ

fこ性質の問題で、あるから切り離して解決すべきであると考える』と述べた。

v国貿促，駐ソ職員へ帰国指示一一日本国際貿易促進協会は 21:3，同協会のモ

スクワ駐在員に対し，早急に帰国するよう指示した。これはソ連の科学技術国家

委員会が 1日付で，『今後，国貿促とは技術交流は行なわない』と通告した際に，

①同委員会の保証でモスクワに駐在している協会職員は帰国すべきである。②こ

の問題で協会幹部が訪ソしでも，面会する意志はない一一ーという強硬な態度表示
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があったためであるという。

V染色整理機対ソ輸出一一和歌山鉄工は全ソ機械輸出公団との聞に染色整理機

械約10億円を輸出する契約をむすんだ。

V独外相，ソ連との関係改善を希望一一プラント西ドイツ外相は， 5月2f-1, 

内外の記者団と会見し， ゾ連と通商，文化交流，相：正安全保障などについて話し

合う用意があると述べた。

Vフェルガナ市の革命戦士の碑除幕式一一－Pravda紙によれば， ウズベク共和

国のフェルガナよりの通信として， 191R'rfから1924年の間にフェルガナ盆地で草

命のためにたおれた， 163名の英雄を葬むる記念碑がこのほどフェルガナ市のゴ

ーリキー名称文化公園で除幕式を行なった。

3 日 Vソ連の ABM問題でマクナマラ発言一一一マクナマラ米国防長官は 3日の記者

会見で次のように述べた。 「米国はソ連がその全土にAB Mを配置するこる予想

しておかねばならぬ。 AB M問題討議のために，米国，カナダ，西独，イタリアー

オランダ， トルコ，英国の各国防相会談が近くワシントンで開かれよう」

Vポドゴルヌイ議長天皇に祝電一一5月3日付のモスクワ放送によれば，ポ

ドゴルヌイ最高会議幹部会議長は，同日の憲法記念日にあたりう天皇陛下あてに

祝電を送り，陛下からもポ議長へ謝電が送られた由である。

V米ソ空路，月内開設困難一一米ソ航空協定締結による，モスクワ＝ニューヨ

ーク聞の直接航空路は今月中に開設される予定であったが，事故責任問題で障害

に直面していると L、う。それはアエロフロート（ソ連国営航空）が，米民間航空

委員会（CAB）に操業許可を申請した際， CAB当局が《アエロフロートが事故犠

牲者に対する補償費の負担に関するワルシャワ条約の暫定取決めを承認すべきで

ある》と要求したのに対L，アエロフロート側が《取決めのうち，航空会社の負

担費7万5千ドルについては受け入れるが“無過失絶対責任条項”には同意でき

ない》と反対したため，今月中の操業開始は困難視されるにいたった。

v米下院，対ソ輸出融資禁上案否決一一米下院銀行通貨委員会はソ連向け自動

車プラントに対する融資を禁止する法案を18対15で否決した。これは東欧諸国と

の聞に貿易による“かけ橋”をつくろうとしているジョンソン大統領の勝利とみ

られている。否決された法案はフィノ議員の捉出したもので，《米国に敵対的な

国に対する輸出に関しては，輸出入銀行が融資と保証を行なうことを禁止する》

というものであった。この法案が成立すれば，イタリアのフィアット社はソ連に

建設中の自動車プラント用工作機械買付けに対する 5千万ドルの輸出入銀行融資
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が受けられなくなるはずであった。

Vオムスク付近の農作業一一－？ravda紙によれば，メーデーの日のイルトゥイ

シ河に沿うステップは急に暑くなり，日中は 26° に達した。農民たちは 350万ヘ

クタールの畑を耕し，種蒔の準備を終った。多くの地区の機械運転士たちはピー

ト，ヒマワリ，キピの種蒔をはじめ，ジャガ芋の植付に着手した。

V西シベリア石油ガス地帯の人口増加一一－Economicheskaj,α Ga却 ta紙によれ

ば，西シベリアはその豊富な天然資源の開発で， 5ヵ年計画の聞に大規模な産業

地帯に発展することが予定されている。なかでもスウルグ、ウト，ストレジェボな

どの石油ガス工業地区には大きな都市ができる。それらはいずれも 8万～10万の

人口を有する近代都市となるであろう。 トムスク州の人口は1970年までに30%,

その北方諸地区の人口は約2倍に増加するであろう。

4 日 V北ベトナムへの援助ー一一モスクワの共産側消息筋は， 5月4日次の事実を明

らかにした。すなわち，ファン・パン・ドン首相を団長とする北ベトナム代表団

が3月後半に秘密のうちにモスクワを訪問し，来年（1968年）におけるソ連の北

ベトナム援助について取決めをおこなった。その内容は，軍事，経済，食糧援助

など数億ノレーブ、／レで、ある。この代表団には，ボー・グヱン・ザ、ツプ国防相，チェ

ン外務次官らも参加したという。なお，来年の援助の中には，大量の食糧援助が

含まれている点が特徴的である。

V人民日報，ブレジネフ非難一一一5月4日付の人民日報は， 4月末，チェコの

カルロピ・パリで、聞かれた欧州共産党会議を反革命ギヤングどもの会議ときめつ

け，プレジネフ書記長以下，各国の党首脳をそれぞれ名指しで非難した。

Vクズネツ冶金コンビナートの平炉の超高速熔鋼記録－Pravda紙によれ

ば，ケメロボよりの通信として，クズネツ冶金コンビナートの平炉第5号の製鋼

労働者たちが，このほど示した，超高速熔鋼の継続時間8時間30分は天然ガスと酸

素を用いずに作業をする大容量平炉としては記録的な時間である。

Vコンダ河の木材輸送一一－VodnyyTr・ansport紙によれば，西ジベリアのチュ

メーニ州のコンダ河を伝馬船を曳いた曳航船BT-254とRT-173号が航行してい

る。ディーゼル船BT-340号はムルイミャ（シャイムの東方）で最初の筏をとり

つけた。イノレトゥイシ河の河川運航従業員たちは，メーデーを記念してよく働い

た。

5 日 Vコワレンコ，日共と会談一一特記事項参照。

Vクラスノヤルスク水力発電所の建設状況－Pravda紙によれば，シベリア
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に新しく出来たクラスノヤルスク人工海の水位はダムの上で、30m余上った。水力

発電所の堤防の前には約200万m3の水がたまった。建設者たちは最初のご．つの巨

大な発電機を革命50周年までに稼動させる約束で作業のテンポを早めている。

Vブラック市の住宅建設 Stroilelinaja Gazeta紙によれば，ブラックから

の通信として，最近まで大密林にとさ‘されていたブラック市には現在高層の大型

パネル建築がたちらび，昨年だけでも 8万m3以上の住宅がつくられた。建設者

たちの聞には社会主義競争がくりひろげられ，各建設班は5月 1日までに，いず

れも 2万m3の住宅をつくった。

6 日 V北ベトナム向け援助船への妨害一一一モスクワ発の外電によれば， 6日付のソ

連紙「文学ロシア」紙は「米第7艦隊の巡洋艦と駆逐艦は北ベトナム向けの援助

物資を積んで、ハイフォンに向かう共産国の船舶を 100回以とも妨害している」と

伝えた。

V北原欧亜局長，帰国談 日ソ定期航空の第1便でモスクワを訪問し，続い

て5月 1' 2の両日，ストックホルムで、開かれた在東欧公館長会議に出席して 4

日帰国した北原欧亜局長は， 6日午後記者会見し，大使会議の模様について要旨

次のように語った。

0ソ連が草命50周年を前に，大きな曲りかどに直面しているという点では各

大使とも意見が一致した。ソ連の当面の最大問題は「新5ヵ年経済計画」と「tit

界共産党会議」と「ベトナム戦争」の 3者である。

0 ソ連も東欧も新経済方式をどのようにして実現し，乗り切るかという大問

題をかカ通えており，東欧諸国はユーゴを最右翼として自由化への動きが目立ち，

ソ連から離れつつある。

0世界共産党会議はルーマニア，ユーゴなどは参加しないだろうし，完全な

形での開催は望めまい。

0米ソ関係は核ノミランスの上にある現在の状態が大きく変ることはないであ

ろう。ベトナム問題でも，もし米中対決にまで事態が発展するようなら，ソ連

は和平の道を選ぶであろう。

o新！駐日大使はトロヤノフスキー氏にも会ったが，日ソ関係の改善はソ連共

産党の方針としても決まっており，積極的に推進したいと話していた。

0東欧諸国は各国とも西独と経済関係を結ぶことを望んでおり，東独との関

係で表面は急に事をすすめてはいないが，内心では西独との国交樹立を望んで

いるという点で各大使の意見が一致した。
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0核拡散防止条約で米国と西独との聞の意思疎通はうまくいっていないよう

である。西独は米国が一方的にソ連と交渉を進めたことに不信感を抱いてい

る。西独内にも結局，条約に参加すべきであるという意見と，これに反対する

意見，中間的意見の三つの流れがある。しかし，東欧内には西独への疑心が残

っており，西独が核防条約に参加しなかった場合，西独に核武装の意思がある

とみる向きもでてこよう。云々o

v北京週報の販売停止一一ソ連はこのほど中共の外国向け出版物「北京週報」

の取次ぎを停止しさらに郵便局に対し，モスクワの購読者への「北京週報Jの

発送を差し止めるよう指示した旨， 5月6日付の北京放送が報じた。

V力スピー海船舶局の輸送成績一一VodnyyTransport紙によれば，カスピー

海船舶局の輸送船団は，計画よりも15万4千トン多く貨物を輸送した。かれちは

草命50周年を記念して4半期の7哩輸送量を成功的に遂行したといっているO

Vチュメーニ＝トポリスク問鉄道建設状況－ Gudok紙によれば，チュメー

ニからの通信として，チュメーニ＝トポリスク＝スゥルグゥト鉄道の建設者たち

は，本日会初の50kmのレーノレを敷いた。チュメーニから出発した士．工班は冬の期

聞は湿地を越えて路盤工事を行なった。トポリスク＝チュメ一二の区間の作業は

両方から行なわれている。労働者たちはこの 200kmの区間を11月7日までに完成

するといっている。

7 日 Vルーマニア党機関紙，ソ連非難一一特記事項参照。

f Kommunist紙，文化草命非難一一ソ連共産党機関紙Kommunist紙は5月7日

付の紙面で， 『中国の文化草命は中国国内の少数民族に対する圧迫を促進してい

るだけであり，その指導者や文化人に対する追放，左遷，ときには暴行さえも行

なわれている』と非難し，文化大草命は“文化大虐殺”と同義語であると述べて

いる。

v米国連大使，ソ連非難一一ゴールドパーグ米国連代表は5月7日のテレビ番

組で， 「ソ連は国連がベトナム戦争終結のために努力する事を妨たげている」と

非難した。

V ソ連首脳，硬化か一一モスクワの政府，外交筋は，ベトナム戦の激化にとも

ない，対米態度を漸次硬化させる準備をととのえていると伝えられる。このよう

な動きは，西側の外交筋や報道陣が入手し，また国連や中立国の首都にも流され

ているO

V ソューズ計画中止か一一特記事項参照。
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v中央アジア各地の水害一一-Pravda紙によれば，中央アジアでは，急激な雪

溶けと豪雨のため至るところに水害が生じた。タシケント州では 1夜に半月分以

上の降雨があり，河川がはんらんし，サマルカンド州では農場に土砂が流れ込ん

だ。ウズベク共和国のフェルガナとアンジジャン両市は水害に襲われた。 トルク

メンとタジク両共和国では豪雨と雷雨があった。カザ、フスタン南部諸地区も水害

のため大きな被害があった。

8 日 V無名戦士の基除幕一一対独戦勝記念日の前日である 5月8Hに，クレムリン

に接したアレクサンドロフスキー庭園で，独ソ戦の犠牲になった無名戦士の墓の

除幕式が行なわれ，プレジネフ書記長が“永遠の火門に点火した。

V党中央委，欧州党会議文書承認一一一ソ連共産党中央委民会は4月末チェコの

カルロピ・パリで開かれた欧州｜共産党会議に出席したソ迎代表団の報告につい

て，政治局で討議した結果「同会議が採択した諸文書を全国i的に承認する」と 8

月発表した。

V中央アジアの綿花およびビートの作付一一行ω ぬ紙によれば，中央アジア

の各共和国は綿花の作付を終った。この重要な工芸用作物は 200万ヘクタール以

上の畑に栽培されている。ビートの種蒔も終りに近づきつつある。

9 日 Vニコラエンコ・鉱産物輸出入公団副総裁来日 特記事項参照。

v北樺太天然ガス交渉，一応終了一一モスクワでソ連政府との聞にすすめられ

ていた北樺太の天然ガス取引き交渉は 5月9日で一応終了した。そして， 6月8

日からモスクワでひらかれる日ソ合同委員会で再び検討を続けることに決ったo

v新ソ連大使着任一一←特記事項参照。

Vウスチ・バルイクてオムスク間石油パイプライン l部完成一－Vodnyy

Transport紙によれば，イルトゥイシ；可の岸にあるデミヤンスユエで、はウスチ・

パルイク＝オムスク間石油パイプラインの北の地域の建設者たち，河川航運局の

従業員たちが集まって，ウスチ・パノレイクからトゥイシ河まで 266kmのパイプラ

インを完成し，石油をはじめて通じた祝賀会を行なった。すでに桟橋の伝馬船に

は石油が注入されている。

V増加するブ、ハラの天然ガス生産量一－StroyinajaGazeta紙によれば，ウズ

ベクスタンの天然ガス採取量は本年始めまでに年産2250億m3に達した。これは

いまのところ主としてドレフナヤ・ブハラのガス資源によるものである。このガ

スは5ヵ年計画期間にさらに 2.5倍に増加するであろう。 1970年までにブ、ハラは

国家に対し約 400億m3のガスを供給することになる。
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10日 V日ソ経済委，会合一一一第2回日ソ経済合同委員会を来月上旬に控えて，日ソ

経済委員会の日本側機関は， 5月10日，東京大手町の経団連会館で，常任委員会

（委員長植村申午郎経団連副会長〕をひらき，訪ソ代表団の構成と日程を決定し

た。代表団は永野重雄富士製鉄社長を団長に一行部名，ほかに随員やアドパイザ、

ーを含めて総勢45名の大型使節団となる模様である。

V ソ連駆逐艦，日本海で米艦と接触一一一特記事項参照。

T Prαvdα紙，三次防非難一一一5月10日付の Pravd，α紙はオフチニコフ東京特

派員の報告を次のように掲載した。

『日本の三次防計画は軍部と独占資本との関係を再び緊密化させ，日本の軍

事産業の潜在力を再建させるとともに，ロケットならびに核軍備を確立する方

向に向うものであり，これは日本の民主主義を危険におとしいれるだけでなく，

アジアの他の諸国との健全な関係の発展をそこなうものである。』

v国貿促，対ソ交流断念一一特記事項参照。

Vクズイル・クゥムの米作一一－Pravda紙によれば，中央アジアのクズイノレ・

クウム（カザフ共和国南部）の農場では， j謹瓶用水のモーターの響が聞えている。

建設者たちは新しいソフホーズの米作農夫たちに計画よりも多く 700ヘクターノレ

の水田を渡した。革命20周年にはクズイノレ・クゥムの農夫たちは今までよりも 2

倍多い米作をはじめることになる。

V トムスク 911'1に第14番目の石油発見一一－EconomicheskajaGazeta紙によれば，

西シベリアのトムスク州の石油資源調査トラストの最も若い調査班カラガゾフス

キー隊の職員はフどとしの第1四半期にユジノムイリドジンスコエ油田を発見し

た。最近ワシューガンの密林からソボリノ広場で強い石油の噴出があったという

報告がはいった。これはトムスク州で発見された14番目の油田である。

11日 V米ソ艦，再び日本海で接触事故一一特記事項参照。

V ソ連旅行ヘクイズ正解者を招待一一5月11日付のモスクワ放送は日本向け

に， “ソ連国内無料観光招待旅行クイズ”の問題を発表し，正解者は無料でソ連

へ招待すると述べた。

V 日ソこんぶ交渉はじまる一一特記事項参照。

T Kommunist紙，再び中共非難一一5月 11日発行のソ連共産党機関誌 Kam”

munistは次のように述べている。

『中国の当局はチベット族を分散させ，また，新彊省にすむ回教民族に迫害

を加えるとともに，漢民族の植民をおくりこんで， 50種以上の少数民族を同化
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しようとしている。このような政策は，ソ連，モンゴル人民共和国，インドの

脅威が迫っていると危機感をあふることによって，とくに国境地域で集中的に

おこなわれている。その一例としてカザ、フ族などの回教民族に対して，宗教上

禁止されている豚肉を食べるよう強制し，伝統的な葬式を廃して火葬を強制し

ている。』云々 。

Vエキバストゥズ炭坑の採炭成績－Pravda紙によれば，カザ、フ共和国のパ

ブロダ、ノレ州のエキバストゥズ炭坑の坑夫たちは計画以上の 40Q万トンの石炭を革

命50周年記念として採掘する約束をしている。ウラルとカザフスタンの各発電所

に計画以上の数万トンの石炭が送られた。炭坑の第3地域の労働者たちは特に優

秀な成績を挙げてU、る。

，ォビ河の航行状況一一→VodnyyTranゆort紙によれば，ノボシビノレスクにト

ムスク州の奥地から穀物を積んだ、船団が到着した。またノボシビ‘ルスクとトムス

クに用材と原木を積んだ船も到着している。メギオンでは 1万1千トンの石油を

発送する命令を待っている。石油の輸送は停滞している。

Vチュメーニのガスをウラルへー－Pravda紙によれば，チュメーニ通信とし

て，イグリム二セーロフニニジニイ・タギノレ間ガスパイプラインを通じて，ウラ

ノレl’こ向い第3回目の 10億m月のチュメ一二のガスが流れている。最近建設者たち

はイブデリで最初のコンプレッサ・ステーションを始動させた。これによってガ

スの供給量を著しく増大し，革命50周年までに毎昼夜のガス採取量を 2000万m3

に達せしめることができることになった。

12日 V全ソ商業会議所も国貿促と絶縁一一特記事項参照。

Vイタリア外相，モスクワ着一一ファンファーニ・イタリア外相は5月12日，

空路モスクワへ到着し，グロムイコ外相などが空港まで出迎えた。

V ソ連・ブ、ルガリア友好条約延長一一ジフコフ・ブルガリア首相と，ブレジネ

フ書記長は5月12日ソフィアで1948年両国間で結ぼれた協力・友好・軍事援助条

約を，さらに20年延長する新条約に調印した。

Vブレジネフ，ソフィアで演説一一5月12日，ブ〉レガリアの首都ソフィアでプ

レジネフ書記長は「ソ連は米国の戦争拡大に対応した措置をとるであろう」と言

明した。

v川島特使ら打合せ一一首相特使として 5月18日に訪ソする予定の川島正次郎

氏は， 12日に赤城元農相らと打ち合わせた結果，モスクワでソ連首脳と会った場

合，④北朝鮮への墓参が実現するようソ連政府の仲介を要請する，②ユニパーシ
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アード東京大会を共産闘がボイコツトしないよう各国を説得するよう要請するー

ーなどの点を決めた。

V コルシゥノボ採鉱冨化コンビナートの拡張一一StroilelinajaGazeta紙によ

れば，イルクーツク市からの通信として，コノレシュノボ（ブラック東方約150km)

採鉱冨化コンビナートの建設者たちは原鉱300万トンを加工，冨化する設備を営

業にはいらせた。これらの能力の操業開始によって2000万トンの原鉱を加工し，

500万トンの精選鉄鉱石を生産する計i面の綜合設備を完成したことになる。

V アルタイの春蒔農業一一Prav白紙によれば，両シベリアのパノレナウノレ通信

として，アルタイの農業地帯では 100万ヘクタールに粒穀が蒔かれた。これは全

春蒔面積の%である。小麦はすで、に約60万ヘクタール蒔かれた。おもなる粒穀地

区はアレイスクとクゥリゥンダの草原地帯である。ピースク地区ではビートの種

蒔も終った。

13日 V伊・ソ，外相会談一一訪ソ中のファンファーニ・イタリア外相は5月13日，

グロムイコ・ソ連外相と 2時間半にわたって会談した。イタリア筋によると，グ

ロムイコ外1：日はベトナム問題，西ドイツ問題をとりあげ、たのに対し，ファンファ

ーニ外相は欧州問題，核拡散防止条約問題などについて意見を述べたという。

Vヤクボフスキー元帥，ワルシャワ条約軍へ一一国防相に転じたグレチコ元帥

のあとを追って，ソ連第1国防次官イワン・ヤクボフスキー元帥がワノレシャワ条

約機構総司令官に任命された。

vブレジネフ書記長帰国一一ブルガリアを訪問していたブレジネフ書記長は5

月1313，モスクワへ帰着した。

Vイルトゥイシ河の石油輸送混乱一一一Vodnyy Transport紙によれば，デミ

ヤニスコエからチュメーニの石油を積んでオムスクに到着した伝馬船の船団はオ

ムスク精油工場の桟橋付近に曳行船11隻および伝馬船（石油を積み込んだ〕 20隻

も停滞して荷役作業を待っている。桟橋では石油汲揚げ装置が働いていない。第

2桟橋もまだ出来ていない。さらにイノレトゥイシ河を 9船団が航行している。

Vイルクーツク911,11こ勤労赤旗勲章一－Izvestija紙によれば，ソ連政府は 5月12

日付最高会議幹部会令によって，イノレクーツク州の党機関紙ポストチノ・シピノレ

スカヤ・プラウダに対し，同紙が勤労者の共産主義教育と，かれらを経済文化建

設遂行へ動員させた功績によって，とくに草命50周年にちなんで勤労赤旗勲章を

授与した。

14日 Vウラジポストークの化学工場一一－StroitelinjaGazeta紙によれば，ワラジボ
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ストーク市で大きな化学工場の建設がはじまった。この工場は普通に用いらhる

化学製1Thとしてワニス染料，洗剤およびつやだし仕上げ塗料などを製造する予定

である。

15日 V日ソ経済委第2回準備委一一一来月モスクワでひらかれる予定の第2回日ソ経

i斉合同委員会について， 2回目の準備委員会が5月15日聞かれ，開発輸入方式に

ついて検討し，④開発輸入方式でも民間ベースの投資でやれるものは政府資金に

よる援助を減らす，②延払いの条件は 8年程度，頭金20%が常識だが，問題に

よってはもっと優遇する などの見解を明らかにした。

v国貿促，対ソ貿易中止を決定一一特記事項参照。

v中川大使，スピリドノフ議長と会見一一近く日本を訪問する予定のスピリド

ノフ・ソ連最高会議連邦会議長は， 5月15日，クレムリン内で中川大使と会見し

た。この会談で中川大使は同議長の訪日が両国の文化，経済面のむすびつきの強

化に役立つことを希望すると述べた。

V 日ソ・コンブ採取協定調印一一特記事項参照。

v記者追放で中国へ抗議一一ソ連外務省は， 5月15H付で，さる 5月6日中国

政府がPravda紙の北京特派員パセンチュク氏を“女子ましくない人物”として追

放したことに対し，強硬な抗議を提出した。

V イタリア外相，再びグロムイコ外相と会談一一ソ連訪問中のファンファー

ニ・イタリア外相は5月15日再びグロムイコ外相と会談し，ソ連がベトナム和平

提案を新たに提出するよう要請した。これに対し，グロムイコ外相は， 「ベトナ

ム戦争のため，ソ連の対米関係は複雑になり，見方によっては緊張したものにな

っている」と述べた。

vコスモス 158号打上げ

Vチムケントの新しい薬剤工場－Pravda紙によれば，カザ、フ共和国のチム

ケントの大きな燐鉱石工場では新しい生産能力が稼動した。この工場は燐塩の薬

剤工場で原料抽出は数倍に増大した。新しい製品は医薬の製造に用いられる。

16日 V奥村代表モスクワ着一一万国博への参加を要請するため米欧各国を歴訪中の

奥村政府代表は5月16日，小松広報部長を伴ってモスクワ入りした。モスクワに

は3日間滞在して，パトリチェフ外国貿易省，ネステロフ全ソ商業会議所会頭ら

と会談する。ソ連はすでに万国博への参加を決定しているので，これに対する謝

意と状況説明が主になる由。

v化学視察団来日一一三井物産と三菱商事両社の招きで，ソ連石油精製・石油
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化学工業相 V.S.ブヨードロフ氏を団長とする化学視察団の一行8人が来日し

fこO

V ソ連・イタリア三協定調印一一特記事項参照o

vソ連，核防条約で日本非難 特記事項参照。

V政府，北洋安全操業に新提案一一北方水域の安全操業問題はソ連側が“相互

主義”の名目でソ連漁船の日本寄港を要求してきたため，昨年夏以来全くゆき詰

っていたが，近く川島正次郎はじめ赤域元農相らが訪ソする機会に，政府はこの

問題の打開のために新しい対ソ提案をまとめた。これは北洋での漁獲の約3割相

当を入漁料としてソ連に支払うというものである。詳細は特記事項参照。

v丸紅副社長帰国談一一ソ連政府と北サハリンの天然ガス開発問題で折衝して

いた丸紅飯田の松尾副社長は， 16H，羽田着の日ソ共同運航機で帰国した。詳細

は特記事項。

Vアルマルイク石材加工コンビナート－ Pravda紙によれば，タシケントか

らの通信として，地質調査隊はクゥラマ山脈地区において，良質大理石の大量資

源を発見した。クゥラマ峡谷で、はアルマルイク石材加工コンビナートの建設が完

了し，そこではサラトフ水力発電所用の貴重な建設材料を作っている。

Vノボズネック工業地帯の発展 Economicheckaja Gazeta紙によれば，西

シベリアのノボクズネック工業地帯では今の 5ヵ年計画でザプシプ（西シベリア

冶金工場〕の第l順の建設を終了することになっている。これができると，同時

に拡張工事が行なわれるクズネツ冶金コンビナートとともにノボクズネック市は

一層大きな製鉄工業の中心地になる。現在岡市に86工場がある。

17日 V中央アジアに新金鉱発見一一5月17日付の TheFinancial Times紙は，ソ

連の通信社 Novostの報道として，中央アジアにおける新しい金鉱床の発見を報

じた。これによると，ウズベク共和国のクズイノレ・クム砂漠と天山山脈の麓，お

よびタジーク共和国にまたがっているという。しかし，例の如く，その発表の内

容はあいまいで正確な数字は示されていない。

v新極東部長きまる一一ソ連外務省の極東部長スダリコフ氏は北朝鮮大使に転

出したが，その後任としてピクトノレ・リハチョフ同省南アジア部長が任命された。

Vアルタイ・モーター工場のテスト設備－Pravd，α紙によれば，西シベリア

のパノレナウノレからの通信として，アノレタイ・モーター工場で，本日強力なテスト・

ステーションの第1順が操業に入った。大きな明るい建物の中は，組み立てられ

たばかりのモーターの響きで 1杯になっているO 今のところ15台のテスト台と若

円。っ
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干のコンベヤーが働いている。テスト・ステーション完成の場合は同時に75台の

モーターを試験することができる。

Vクラスノヤルスク水力発電所の工事の現況－Pravda紙によれば，クラス

ノヤノレスク水力発電所の建設現場で、組立労働者たちは第1と第2の発電機を組み

立て，コンクリート労働者たちはダムの堰堤をますます高く打ちあげている。現

在すで、に水力発電所建物の輪廓がはっきり見え，二つの発電機の螺旋室ができあ

がった。

Vイルトゥイシ複合金属コンビナートの採金工業一－StroitelinajaGazeta紙

によれば，アルマ・アタからの通信として，イルトゥイシ複合金属コンビナート

のベロウソフ富化工場で操業に入った採金特殊設備は鉱石から最初の数キログラ

ムの金を生産した。ここにおける金の分離はカザ、フスタンの多くの非鉄金属の工

場の冶金工程と同様の笛化プロセスで行なわれている。

18日 V万国博へ調査団一一ソ連は大阪万国博の調査のために，フィリポフ商業会議

所副会頭を団長とする 6人の調査団を派遣する由。

V日ソ領事館設置交渉妥結一一特記事項参照。

V外務省，ソ連の「日独枢軸論」に反論一一特記事項参照。

v川島特使，ソ連へ出発一一一首相特使として川島正次郎は，赤城宗徳，浜野清

否両代議土とともにら月18日午前11時発の日ソ共同運航機でモスクワ訪問の途に

ついた。詳細は特記事項参照。

V トゥバ自治共和国建設に木材輸送－ VodnyyT干仰sport紙によれば，東シ

ベリアのトゥパ自治共和国で 1番大きなウイノレパン林業倉庫のあるエニセイ河の

上流に向って，本年最初の船団が出発した。このシーズンにはクイズイノレ（トゥ

パの中心都市）の河川運航従業員たちは自治共和国の新建設に約 10万m3の用材

を供給することになっている。

Vジャーナリストの中央アジアおよび西シベリアの建設視察 Pravda紙に

’よれば， StroitelinaGazeta編集部の出張視察団は，革命50周年を記念して， 15

の共和国の各建設現場を通り， 2万5000kmを行動し，中央アジア二欧ソ中心ガス

パイプラインチュメーニ＝スウルグゥト鉄道，カラガンダ冶金工場などの建設労

働者たちと会見した。

19日 V宇宙条約批准一一ソ連邦最高会議議幹部会は19日，宇宙天体平和利用条約を

批准したo

T /zvestija紙，米国非難一一5月19日付の lzvestija紙は米軍の非式装地帯進攻
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をあらたな犯罪行為として非難した。しかし，その口調はベトナム戦初期のよう

に激しいものではなかった。

V セミチヤストヌイ・ KGB長官更迭一一特記事項参照。

V アンドロポフ書記，新 KGB長官に任命

Vルウクシン少将自殺か？一一5月 19日付のソ連国防省機関紙「赤い星j

Krasnaja Zvezda紙は， ソ連国家委員会に派遣されていたノレウクシン少将が勤

務上の義務遂行中悲劇的な死をとげたと報じたが，同日付で国家保安委員会議長

のセミチャストヌイの解任が報ぜられただけに，各方面にさまざまの推測を生ん

だ。北京筋もこの点をとりあげ，モスクワで権力闘争が激化しつつあると報じた。

Vチユメ一二91!11南部の石油・ガス調査隊－Pravda紙によれば， lトムスクか

らの通信として石油ガス資源調査隊は，チュメーニ州のいよいよ南方へ，シベリ

ア幹線に向ってますます近く進んでし、る。かれらの作業は順調にすすみ，ソボリ

ノ付近で掘った最初の油井からは大量：の原油が噴出した。その 1昼夜の噴出量は

車サ300トンである。

Vクラスノヤルスク・セメント工場の生産計画超過遂行－StroitelinajaGa・

zeta紙によれば＼クラスノヤルスク・セメント工場は革命50周年を記念して，今

年11月7日までに計画を上廻る 1万トンのセメントを生産をする約束をした。か

れらはこの義務を逐行し， 4ヵ月半の間に国家の建設のためすでに 5千トン以上

のセメントを計画以上に供出した。

20日 Vソ仏原子力平和利用協定調印一一一ソ連原子力国家委員会と仏原子力委員会の

聞で， 5月20日，原子力平和利用協定が調印された。

Vキルギズ共和国の新しいガス資源一一－Izvestija紙によれば，キノレギズ共和国

の首昔日フノレンゼからの通信として， 5月19日チャトカリ山脈で深さ 3400mの地中

からガスが噴出した。キルギズ共和国の資源は l層豊富になり，ガスパイプライ

ンは中心地のマイリ・スゥ・ 5号からオ、ン， ドジャラル・アパド，マイリサイ，

その他の近くにあるコルホーズ部落に敷かれた。

21日 V太陽観測装置打上げ ソ連はこのほど太陽の物理的作用を研究するため，

地上20km以上の成層圏に天文観測装置を打ち上げたことを明らかにした。

vシェレホフ・ケープ、jレ工場の建設－StroitelinajaGazeta紙によれば，シェ

レホフからの通信として，かつてイルクーツク・アルミニューム工場の建設にあ

たった労働者たちは，本日このシベリアの若い都市シェレホフ市において新しい

工場の建設に着手し，ケーブ、ノレ工場の主要な建物の最初の鉄骨ベトン工事を終っ
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た。 （シェレホフはアンガノレスクの西南数キロ）

Vチュメーニ密林内の森林鉄道 Pravda紙によれば，チュメーニからの通

信として，イブデリ＝オピ鉄道の建設は，まだ終らないが，チュメーニの密林内

では新しい鉄道の建設がはじまった。本日北部の地区で、木材の豊富なベノレフネ・

コンデ、インスカヤ駅からくる 200kmの支線の最初の部分の鉄道が敷設された。専

門家の計算によるとここには 7500万ma以上の良質の用材が集積されるというこ

とである。

‘ vブラック木材工業の拡張工事－StroitelinajaGazeta紙によれば，ブラッ

クの木材工業合同からは連日セルローズを積載した列車が出発している。建設者

たちはなおもこの工場の拡張に当っている。かれらはこのほど漂白溶液工場と副

産物の漂白工場を操業に入らせた。ここの多くの建設作業は計画よりも進んでい

る。

22日 Vスピリドノフ議長来日中止一一衆参両院議長の招待で， 5月2:-3日招待の予定

であったソ連最高会議連邦会議長スピリドノフ氏は，病気のため来日を中止した

旨，通知があったo

v国連のソ連代表，米国非難一一ソ連のフェドレンコ国連代表は22日の特別総

会本会議できびしく米国を非難し，ベトナム戦争を国連にもちこもうとするマン

スフィーノレド米上院議員らの主張に反撃した。

v作家同盟大会開幕一一一第4回のソ連作家同盟大会は5月22日午前11時からク

レムリン大会宮殿で開かれ，日本からは掘田善衛，小田切秀雄らが参加した。開

会冒頭で死去した作家同盟会員の名前をよみあげたが，その中にパステルナーク

の名がよばれたことから，彼の名誉回復がおこなわれたものと推測された。特記

事項参照。

VアムーJレY1Mの大豆作付一一－Pravda紙によれば，ブラゴベシチェンスク通信

として，アムール州はソ連で主要な大豆の産地である。同州の作付面積は本年55

万5千ヘクタールである＠現在各所で種蒔が行なわれている。すでに数万ヘクタ

ールは種蒔作業を終った。

23日 V三木外相談－5月23日の閣議のあとの記者会見で，三木外相は日ソ文化協

定について「綜合的な文化協定という形をとるかどうかについては， 7月の日ソ

定期協議で訪ソするまでに検討したい」と語った。これは，訪ソ中の川島特使が

コスイギン首相との会談で，文化協定を結ぶことで合意したと伝えられたためで

ある。
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Vイスラエルに警告 23日付のモスクワ放送は，ソ連政府が中東情勢の緊迫

に関して声明を発表し，イスラエルに警告したとのべた。特記事項参照。

V米大使，ソ連外相と会談 特記事項（中東紛争の項〉参照。

V力ザフスタンとシベリアの粒穀播種一一一Selis初jaDzizny紙によれば，カザ、

フスタンの北部諸外l，シベリアおよびその他の東部諸地区のコルホーズとソフホ

ーズにおいては， 5日下旬から粒穀播種の最盛期にはいった。カザ、フスタンの開

拓諸地区においては，先週中 520万ヘクターノレに小麦が播かれ，カザ、フスタン全

体としては，すでに1020万ヘクタール，すなわち計画の68%との粒穀播種が終っ

た。

Vブラゴベシチェンスク市の運輸代理店開設－ Gudok紙によflしば＼このほど

ブラゴベシチェンスク市にアムール運輸代理店が開かれ，鉄道乗車券の前売およ

び飛行機の塔乗券の売出しを取り扱うことになった。そこではまたその他の運輸

サービスとして，手荷物の取扱い，冷蔵庫その他の買物をも運搬する仕事も行な

うことになっている。

Vオムスク合成ゴ、ム工場の経済新方式移行－EconomicheckajaGazeta紙に

よれば，オムスク合成ゴム工場が新しい経済方式に移行してから間もなく 1ヵ年

になろうとしている。その成果をみると，総生産量は昨年度において21%増加，

労働者1人当り生産高は16%増加した。また生産品の売行きも良好である。経験

は工場内補助作業の集中化が最も必要であることを示している。

v荒れるクラスノヤルスク人工海一一－Pravda紙によれば，クラスノヤノレスク

人工海は，産れてから 4ヵ月でしかないが，いまや相当な荒海になり，船の航行

は困難な場合が多い。シベリアの最も若いこの海はすでに 1週間も荒れ狂ってい

る。アパカン行の船は急いで退避港に入らなければならなかった。クラスノヤノレ

スク水力発電力の堰提は巨大な防波提になってU、る。人了．海の岸に沿って所々に

避難港が作られている。

24日 V英外相，訪ソ一一ブラウン英外相は 5月24日モスクワへ到着した。同外相は

26日まで滞在の予定。

' 「赤い星」三次防分析一一ソ連国防省機関紙 KrasnajaZvezda紙は， 24日

付の紙面でノピコフ中佐とヤクスン中佐2名の署名入りで，日本の第三次防衛計

画をくわしく分析し，日本と西ドイツに軍国主義が復活しようとしていると批判

した。

（注） 日本の防衛費はソ連の巨大な軍事予算に比すれば，まことに徴々たるも
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のにすぎず，これはむしろ， グレムリン内部でハト派とタカ派の抗争がから

んだ対内的な狙いをもった論文とみるべきである。

25日 Vソ連，東欧貿易会，ソ連と技術協定一一堀江会長は 5月25日，記者会見をお

こない，同会が近くソ連科学技術委員会との聞に技術交流協定をむすぶことにな

ろうと語った。詳細は特記事項参照。

Vアラブ連合国防相，モスクワ着一 5月25日，アラブ連合のパドラン国防相

は空路モスクワに到着した。空港にはグレチコ・ソ連国防相t）軍関係者，外務省

高官らが出迎えた。

T Pravda紙，「北」への援助を増強一一一PravdaはSY]25日付の紙面で，米軍

の北ベトナムへのエスカレーションに対処できるよう，ソ連の北ベトナム援助も

強化されようと述べた。

v中東紛争4大国会議問題 ワシントンからの未確認情報によれば，ソ連は

中東紛争処理のための 4大国会議開催の条件として，ベトナム問題を同様に緊急

にとりあげることを要求してし、るという。モスクワからの外電によれば，ソ連政

府はフランスの提議した4大国会議案を実質的に拒否したと伝えられる。

Vミグ機，西独へ不時着 5月25日，西ドイツのハパリア州のピンスワンゲ

村にソ連のミグ15型機が不時着した。

Vオホーツク海の鯨漁業一一－Pravda紙によれば，マガダン港からの通信とし

て，オホーツク海は急速に氷から解放されている。春の漁業シーズンが始まり，

オリスク漁業コンビナートの漁夫たちは，最初の数10トンの産卵期の鯨を水揚げ

した。氷の状況がまだ困難であるにもかかわらず，マガダンの漁業コノレホーズ合

同の引網漁船団は積極的に出漁した。

Vチュメーニ密林内の送電線工事 Pravda紙によれば，チュメーニからの

通信として，機械化建設団はチュメーニ＝トボリスク高圧送電線の組立作業に着

手した。鉄道駅タルマナ地区では，すでに電線の取付けがはじまっている。チュ

メーニからトポリスクまでの全線にわたって，鉄筋コンクリートの支柱建設が終

った。さらに密林の中でウスチ・パノレイク＝オムスク問石油パイプラインの圧送

ステーションに向い，ワガイの方向へ枝線の建設準備も行なわれている。

26日 Vソ連鉄鉱石，大量輸入一一特記事項参照。

vザミアチン新聞部長談一一ソ連外務省のザ、ミアチン新聞部長は 5月26日に記

者会見で中東危機について次のように述べた。

『ソ連は中東危機の責任がまったくイスラヱル側にあるとの立場をとってい
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る。ソ連はこの問題について 4大国会議の招集を提案したフランス案を検討中

である。米英両国はその力に訴えて中東における挑発をやめさせるべきであ

る。ブラウン外相とグロムイコ外相との会談の主要議題は中東問題であった。

ソ連の行動が軍事的であるか，政治的であるかは行動をとってからわかるであ

ろう。』

またアラブ連合によるアカパ港の封鎖に関するソ連の見解を求められたが，ザ、

ミアチン部長は回答を拒否した。

V英外相，モスクワより帰国

, Pravdα紙，スベトラーナ非難一一米国へ亡命したスターリンの娘スベトラー

ナについて， 5月26日付の Praも・da紙はノーベル賞作家ミハイルーショーロホフ

が25日の第4回作家大会の席上でおこなった非難演説を掲載した。

V ソ連外相，訪英の招待受諾

Vモスクワ＝パリ問， Tu144就航－5月2613，モスクワ＝パリ間直通第 1便

にTull4型機が就航した。

V コスイギン首相，アラブ連合国防相らと会談一一一特記事項。

Vアルタイ地方を襲った暴風－Pravda紙によれば，西シベリア南部のアノレ

タイ地方を暴風が襲った。パルナウルで、は風速 1時間90km，カーメンスコエ・プ

リオビエでは 100kmに達した。吹き上げられた塵挨の雲は太陽を覆い，いたると

ころ樹木は根こそぎ倒された。アノレタイ地方気象観測所は，このような天候は気

温の著しい格差によって生じたもので， 日中：noのところを西から東へ向って寒

冷前線が通過したためだと説明している。

27日 , Pravda紙，米国非難一一5月27日付の Pra‘vda紙は，論説で，米国が最近

反ソ宣伝を強化しているとして，スターリンの娘の回想録出版などを例にあげ，

またケナン元駐ソ大使などの名をさして非難した。これは国務省と CIAの「合

同調整委員会」の指揮下でおこなわれているとして，その目的は米ソ関係を悪化

させるためだと結んでいる。

V「赤い星」毛理論批判一一5月27日付のソ連国防省機関紙KrasnajaZvezda 

紙は次のように述べた。

0世界における社会主義革命の勝利には戦争は不必要で、あり，平和共存です

すめられるべきである。

0毛沢東は戦争を絶滅するには戦争しかないと唱え，戦争をもって世界革命

を推進せよと説き，いたるところで武力闘争をすすめようとしている。
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0これはマルクス・レーニン主義路線の歪曲である。第 1次大戦に参加した

国々のうち 1ヵ国だけ，第2次大戦に参加した多数の国々のうち11ヵ国だけが

社会主義に移行したにすぎない。

0このことは，戦争と革命が内的に関連づけられていなし、証拠である。戦争

は革命にとって不必要である。

Vモスクワ放送，中共の食糧難報道一一一5月27日付のモスクワ放送は，中国の

食糧生産は今年さらに 2千万トンの減産になり，そのため約 l億人が食糧難にお

ちいるであろうと述べた。

Vソ連作家大会終了

’コスイギン首相，イスラエル首相へ書簡一一5月28日，イスラエノレ政府筋は

コスイギン・ソ連首相がエシコル・イスラエル首相あてに書一簡を送り，中東情勢

を悪化させないよう要請した。この書簡の調子はおだやかなものであったとい

フ。

Vソ連代理大使，ラスク米国務長官と突然会見一一秘密書簡の子交と観測され

ている。

V日本漁船団，ソ連砕氷船に救助さる一一特記事項参照。

Vコスイギン首相，再びアラブ連合国防相と会談一一特記串項。

Vクラスノヤルスク水力発電所建設状況一一一Pravda紙によれば，クラスノヤ

ルスク人了．海の貯水は去る 4月18日からはじまった。現在クラスノヤルスク水力

発電所の建設者たちは狂暴なエニセイ河の流れと闘っている。雪どけの氾濫で部

落は水没し，建設物を守るために闘わなければならなかった。会初の発電機を始

動させるためには，まず 260億～300億m3の水を貯めなければならない。現在ダ

ム上流の水位は毎日40cmづつあがっている。 5月26日堰提付近の落差は46.28m,

貯水量は 106億m3となった。

28日 V北京放送，スターリンの誤り指摘一一5月28日夜の北京放送は『スターリン

は偉大なマノレクス・レーニン主義者であったが，ロシアとヨーロッパの古典を無

批判にうけついだため，よくない結果を招いた」と述べた。

Vソ連，アラブ連合へミサイル援助か一一アラブ連合のパドラン国防相は 5月

28日夜，モスクワからカイロへ帰ったが，ソ連はアラブ連合へミサイルを含む大

量の武器援助を約束したと観測されている。

Vゴロドナヤ・ステップの精綿工場一一－Pravda紙によれば，タシケントより

の通信として，ウズベク共和国のゴロドナヤ・ステップ（飢餓の荒野〕の試験農
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場にある精綿工場は最初の製品を出荷した。この工場は国営銀行の貸付金によっ

て建設されたもので，本年中に償還する見込みである。ゴ、ロドナヤ・ステップで

はすでにこのようなタイプの工場が九つも活動しており，さらに10番目の工場が

近く操業を開始する予定である。

29日 V ソ連艦隊，地中海へ移動一一米国防省はソ連の海軍部隊が東地中海で移動を

続けていると述べた。現在地中海にいるソ連艦艇は15～20隻とみられている。

Vセミチヤストヌイ，ウクライナ第 l副首相に降職一一一特記事項参照。

V太平洋でロケット実験一一タス通信は5月29日，次のように発表した。

05月初日から 6月30日までの 1ヵ月間，宇宙研究の実験データ収集のため，

太平洋上の南緯零度3分，西径 163度50分を中心とする半径40海哩の円形水域

を目標とするロケット発射実験を行なう。

0ソ連政府は各国政府に対し危険防止の同期間中，船舶および航空機が現地

時間正午から午前零時までの間，同海域に立入らないよう各機関に通告するこ

とを求める。

Vシリア大統領，ソ連首相と会談一一ソ連を親善訪問中のアタシ・シリア大統

領は5月29日，コスイギン首相はじめ，グロムイコ外相，グレチコ国防相，スカ

チコフ対外経済交流国家委員会議長らと会談した。

Vイルトイシ河流域の荒野に防護林帯一一一Pravda紙によれば，オムスクから

の通信として，西シベリア南部イノレトゥイシ河流域のステップ（荒野〉に総延長

480km，幅200mの防護林帯がつくられている。この防護林帯はイノレトゥイシの荒

野を北から南にのび，カザ、フ共和国との境に近づいているO 7千ヘクタールにす

でに 3千本の植樹が行なわれた。

30日 V外務省，日ソ文化協定に消極的見解一一川島・コスイギン両者会談でとりあ

げられた日ソ文化協定について，外務省は30日，消極的見解を発表した。その理

由として，

1. 文化交流は多岐にわたることになるが，当面はその必要がない。

2. 国会承認や予算措置などのため，とりきめが長びくことなどから，文化

協定のような大規模のものでなく，図書，印刷物の相互交流に関する政府間交

流程度のものにしたい。

などをあげており，『ソ連は現在，“今日のソ連” “スプートニク”などの出版物

をわが国内で印刷，販売しているが，これに対してソ連側には，わが国の紹介を

する印刷物，フィノレムなどを送れない状態なので，これを打開するため，なんら
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かの取り決めが必要である』とも述べている。

Vソ連政府， 4大国会議拒否一一特記事項参照。

’ソ連艦隊，黒海から地中海へ一一ソ連政府はトノレコ政府に対し， 10隻のソ連

艦隊が黒海からポスポラス，ダーダネルス両海峡を通過して地中海へ入る許可を

求めたと伝えられる。

（注） 1936年締結のモントル一条約で， ソ連の軍艦はトルコ政府に 8日前に許

可を求めれば，｜可海峡を通過できることになっている。

これはいうまでもなく，中東紛争に関連したものである。

Vソ連の細菌兵器一一米隊軍省研究局長ベッツ中将は下院委員会で，米国の化

学・細菌戦争計画．について証言したが，その中で， 『ソ連の化学・細菌戦争計画

は米国よりはるかに進んでいる。米国は一時的に敵を無力化する兵器に重点をお

いているが，ソ連は殺人力をもっ化学・細菌兵器に力を入れている。』と述べた。

v北京放送，ソ連の権力斗争論評一一5月30日の北京放送は要旨次のように述

べた。

05月19日の Pravda紙の報道によれば，ソ連最高会議幹部会は党中央委ア

ンドロポフを国家保安委員会議長に任命し，セミチャストヌイを解任すると発

令した。アンドロポフはフルシチョフがソ連の党政の権力を握ってから，俄か

にのし上った 1人である。ここ数年，彼は常にブレジネフらの随員として外国

を訪れ，一連の国際的陰謀活動に従事してきた。解任されたセミチャストヌイ

はシェレーピン書記局員がコムソモル第 1書記の任にあったとき，コムソモノレ

の書記局員をつとめていた人物である。

0この人事移動と時を同じくしてKrasnajaZvezda紙（ソ連国防省機関紙〉

は，これまで国家保安委員会に出向して，赤軍の保安指導の職にあったlレゥク

シン少将が公務執行中に惨死したと報じたが本人の写真をのせなかった。 5月

19日はソ連のコムソモル45周年記念日であり，また本年は10月革命50周年にあ

たる。このような祝日には，ソ連の修正主義者はいつもなら大いに慶祝するも

のであるが，本年はいつもと違い，さびしいものであった。

0ソ連の修正主義者集団の支配はきわめて不安定で，内部の矛盾は山と重な

り，権力闘争は日ましに尖鋭化し，表面化しているo

Vハバロフスク・ディーゼルエンジン工場一一Vodnyy Transport紙によれ

ば，ハパロフスク・ディーゼルエンジン工場は革命50周年を記念して，設備拡張

を行ない，計画期限前に課題を遂行する約束のもとに社会主義競争をくりひろげ
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ている。ここえはブラゴベシチェンスク，チタ，ゼーヤ，コムソモルスク，ニコ

ラエフスクの各地からディーゼノレエンジンの修理が殺到し，労働者たちは毎日

125%以上の能率をあげる努力をしている。

Vツェリノゲラード＝アドバサル問鉄道電化作業進む一一Gudok紙によれば，

カザフ共和国の北部で建設者たち南部シベリア鉄道のツェリノグラード＝アドパ

サル聞の電化作業を革命50年記念前夜祭までに完成する約束をしている。組立作

業列車は現在普通の2倍の速度をもって支柱の組立作業を進めている。

31日 V訪ソ鉄鉱技術視察団，記者会見一一一的場富士鉄副社長，松下東大教授ら日本

の鉄鋼技術を代表する 7名はソ連を訪問し，ソ連側技術代表と共に製鋼物理化学

に関するシンポジウムを開催したが，このほどど帰国し， 5月31日記者会見をお

こない，次のように語った。

0製鋼物理化学のシンポジウムでは，ソ連側からの技術代表40名が参加し，

日本側と合わせて約50名の討論会となった。その結果は満足すべきものであっ

たので来年は日本でシンポジウムを聞くことになった。

0シンポジウム後，ソ連の鉄鋼関係研究所を見学した。中央研究所（キエフ，

年間予算40億円，研究員3千人）基礎研究所（パイコフ，年間予算22億円，研究

員1600人〉熔接研究所（パトン，予算28億円，研究員3千人）などはいずれも規

模が大きく，研究のスピードアップが図られている。

0ソ連の鉄鋼技術は連続鋳造，高炉の高圧操業などで世界的なものをもって

いるが，全体としては日本とほぼ同一水準であるといえる。しかし，ソ連の研

究体制がととのってくると，日本の技術を引き離すことも考えられる。

V ソ連艦 1隻，ダーダネルス通過一一トノレコ外務省は 5月31日，ソ連護衛艦マ

ゴメト・ガジエフ，4850トン〉が同日，ダーダネノレス海峡を通過したと発表したo

vビノグラードフ外務次官，ア連合大使に一一ーアラブ連合駐在のソ連大使はこ

のほど更迭し，セノレゲ、イ・ピノグラードフ外務次官が新大使に任命されたと伝え

られる。新大使は12年間にわたって駐仏大使をつとめていた事がある。
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国家保安委員会議長（秘密警察長官〉更迭

5月19日付の Pravda紙は 5月18日付で，国家保安委員会（K・G・B）の議

長セミチャストヌイ，ヴェ．イエ．を更迭し，後任に，党中央委書記アンド

ロポフ，ユ．ヴェ．を任命した旨発表した。セミチャストヌイ前議長に関し

ては，第 6面の隅に小さく， 「他の任務につく」とだけ掲載されていた。

ところが， 同じく 5月 19日付のソ連国防省機関紙「赤い星JKrasnaja 

Zvezda紙は， 国家保安委員会に出向していたルウクシン少将が，勤務中に

悲劇的死をとげたと発表した。同少将は1954年以来， K・G・Bに派遣され，

ここで赤軍に対する保安と統制の職務に服していたと伝えられる。

これらの一連の事件は，クレムリン内部の権力闘争が，ひとつの山にさし

かかった事を示すものとして，各方面の興味と関心を集めた。

（注） 北京放送もモスクワの権力闘争激化を喧伝した。

とくに 5月19日が，青年共産同盟（コムソモル〉創立45周年記念日にあた

っていた事は注目された。これは，シエレーピン政治局員，セミチャストヌ

イ国家保安委議長らクレムリン内のタカ派と目されるグループがコムソモ／レ

からのし上ってきた人脈である点と，現在のコムソモノレ第 1書記ノfブ、ロフや

先日解任されたゴリューノフ・タス通信社長もやはりシエレーピン・グルー

プの 1人とみなされていた事などから，この記念式典を利用して何らかの示

威行動，もしくはクーデター的行動をおこそうとする企図があったのではな

いか。ルゥクシン少将はそれにまきこまれて自殺もしくは他の者から殺害さ

れたのではないか一ーなど，さまざまの推測を生んだ。現コムソモル第1書

記パブロフは，昨年7月，社会保安省が新設された折，その長官に推された

が，コスイギン派の反対のため，実現しなかったといういきさつもある。

解任されたセミチャストヌイは，シェレーピン政治局員兼書記が，コムソ

モル第1書記をしていた時，同じくコムソモルの書記局員で、あった。そして，

シェレーピンが40才で国家保安委議長に抜摘された時，彼はコムソモノレ第1

書記に昇格した。そして， 1962年11月，シェレーピンが国家保安委議長から
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新しく出来た党国家統制委員会の議長に昇格した際，その後任として，セミ

チャストヌイが国家保安委の議長に37才の若さで登用された。そして，コム

ソモノレ第1書記にはパプロフが坐った。

このようにして，ソ連の党と国家の統制機構は，シエレーピン・グループ

の手中に握られていたのであるが，そのタカ派的な感覚が党や政府内に反発

を生み， 1965年12月に党国家統制委員会は大幅に権限を縮少されて，人民統

制委員会と名をあらため，シエレーピンはその議長の任を解かれたが，政治

局員兼書記として，依然クレムリンの 4人の実力者の 1人にかぞえられてい

た。しかし，シエレーピン・グソレープと連絡のあった中国の部小平グループ

が，文化革命運動のために権力を失った事や，昨年頃から欧米各国に潜伏し

ていたソ連の海外情報組織（これも国家保安委員会の指揮下にある〉が，一

斉に摘発検挙されて壊滅したことなど，その他の理由から，次第にクレムリ

ン内で不利な立場に立たされ，遂にセミチャストヌイが秘密警察の長官とし

てのポストから追われることになった。ソ連のような国では，秘密警察を掌

握したものが，権力を確保できる仕組みになっており，その意味からも，セ

ミチャストヌイの更迭は，クレムリン内でのシエレーピン・グループつまり

コムソモノレ派の勢力の退潮を示すものかもしれない。

とくに注目すべきは，ソ連の採金企業は， K・G・Bの管轄下におかれてい

る事である。これは極北のマガダン州、！などにおける砂金の採取が，きびしい

自然条件と，粗悪きわまる生活条件のもとにおかれてきた事から囚人労働に

頼らざるを得ず，そのため採金事業は秘密警察（K・G・B）の任務のひとつ

となっていたのであるが，結局金を押さえていることが，秘密警密の政治的

な力の源泉ともなっていたのである。

ところが，コスイギン政権が利潤方式を推進するにあたって，これに最も

批判的であったのは，このK ・ G•B とコムソモノレを根城とする，シエレーピ

ン・グループであったと見られており，ゴスパンク（国立銀行）の総裁が利

潤制度に反対する意向を明らかにしたのも，やはり，金を押さえているK・

G・Bの圧力のためであったのかもしれない。

その意味で，国家保安委員会がタカ派の手から，コスイギンらハト派の手

に渡ったことは，単に対外戦略や国内統制の面だけでなく，経済改革面で利
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潤方式がますます大幅に適用される前兆といえよう。

コムソモノレ派は，利潤制度よりも，コンビューターを中心にした数理経済

学的なモデ、ルによって，ソ連経済を運営してゆく事を主張し，利潤派と対立

していたので、あるが，ソ連のコンビューター技術の水準がまだ‘低いため，数

理経済学的手法は予期された程の成果をあげることができず，一方，アメリ

カにおけるマクナマラのコンビュータ一戦略も，はじめのような神話性を失

い始めたことから，最近，利潤派つまり，ハト派の努力が優勢となりはじめ

ていた。

しかも，コンビュータ一派（つまりタカ派〉が最後の望みをかけたソユー

ズ1号の打上げが失敗し，コマロフ大佐の殉職によって終ったことは，民生

民需よりもロケットや軍備を重視しようとするタカ派の主張を挫折させた。

これによって，ソ連の宇宙計画の予算は大幅に削られる事になったと伝えら

れ，民需尊重のハト派の主張が党の主流を占めはじめている。

セミチャストヌイの更迭は，このような広い意味でのソ連の変化を示す重

要な兆のひとつという事ができょう。

いまひとつ皮肉なことは，パステノレナークにノーベル賞が授与されようと

した時，これにきびしい非難を浴びせ，論告文を書いた人物はセミチャスト

ヌイであったといわれており，このセミチャストヌイが失脚してから数日後

の5月22日に閉幕した第 4回ソ連作家大会で，パステルナークの名誉回復が

おこなわれた事である。
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〔付〕 ソ連邦アジア地域の

経済建設動向

この月の最大の出来事は 6月 58，イスラエノレとアラブ諸国との問に戦端

が聞かれ，僅か数日でアラブの惨敗によって，それが終った事であるO これ

に関し，ソ連はかねての強硬なポーズにもかかわらず，殆んど何等の具体的

対策をも立て得ないまま，アラブ諸国の敗走を見送り，コスイギン首相以下

総勢60名が二ューヨークの国連総会に乗りこんだ。そこへ中国の超高空水爆

実験の報が入り，急逮，米ソ首脳会談がグラスボロで聞かれる事になった。

このような事態はアラブ諸国においてのみならず，世界的にソ連の威信を大

きく失墜させた。そのため，クレムリン内においても，コスイギン政権の弱

腰を攻撃するタカ派の突きあげが高まり， 6月末にはモスクワ市党委第1書

記が解任されるという事態まで生んだ。かくて中東戦争はソ連指導部の人事

にも重大な変動を誘発しそうである。

一方，スエズ運河の閉鎖により，ソ連も黒海の諸港から積み出していたベ

トナム援助物資の輸送に重大な支障をきたしつつある。シベリア鉄道まわり

ウラジポストーク経由のノレートでは輸送コストが嵩み，時間もかかりすぎる

からである。

日ソ経済合同会議の第2回会議のため，モスクワへ乗りこんだ永野団長以

下の経済使節団は，折悪しく中東戦争と重なり見るべき成果はなかった。

多中東戦争とグラスポロ会談

5月末から 6月はじめにかけて， 黒海のソ連艦隊が続々ダーダネルス海峡を通過し

て地中海へ姿をあらわした。そのような中で， 6月5日，突如，イスラエル軍とアラ
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ブ連合軍との聞に戦端がひらかれ， またたく問にアラブ空軍は全滅し，シナイ半島の

アラブ連合機甲師団ほ算を乱して敗走しはじめた。 とれについて 6月6日ソ連政府は

声明を発表し， 「イスラエル軍は緊急な第1措置として， まず軍事行事を停止すべき

であるJと述べ，断乎，アラブ側を支持することを明らかにした。 しかし，余りにも

弱すぎるアラプ側には支援のしょうがなく， 6日午前中， クレムリンでは数時間にわ

たる緊急会議がひらかれた。 コスイギン首相はホットラインを使って米国のジョンソ

ン大統領と密接な連絡をとり，米ソ聞の直接衝突を招かぬよう細心の注意を払ったと

伝えられる。

アラブ諸国は 6↑l続々と米国と断交を笠青し， 米海軍機が戦闘に介入していると宣

伝したが，地中海上の米第6艦隊にはぴったりとソ連艦がつきそって， 一部始終を看

視していたので， ソ連としてはアラブ側のこの宣伝を受けうりする訳にはゆかなかっ

fこ。

国連安保理事会は 7日朝，満場一致で即時停戦要求を決議した。しかし，アラブ連

合は停戦を拒否した。その聞にイスラエル軍は遂にスヱズに到達した。やがて 6月8

H，アラブ連合は停戦を受諾する旨， 国連安保理事会へ通告し，中東の動乱は一応終

結した。 ソ連はとのように動乱が終息したあとから， 6月10日付でイスラエルと断交

したが，これは余りに見えすいた感じを世界に与えた。

6月913付の人民日報は「ソ連の修正主義者はアラブを売り渡したJと激しく非難

した。同じく 6月913，ソ連・東欧の首脳はひそかにモスクワに集まり， 中東危機に

ついて会談，アラブへの援助とイスラエルの撤兵を求める芦明を発表した。 この日，

モスクワではアラブ人の留学生がアメリカ大使館に対してデモをおこなったが， ソ連

は警官を動員して厳重な警備をしき， アメリカ大使館の窓ガラスの一枚も割ちせない

ほど，神経を使っていた。

6月10日， モスクワ発の外電はチェコ製のミグ・ジェット戦闘機200機がアラブに

送ちれるであろうと伝えた。

6月12日，アルジヱリアのプーメディエン首相が訪ソして， ソ連首脳部と会談し，

突き上げをおこなった。

6月13日， フェドレンコ・ソ連代表はウ・タント同連事務総長に対L，中東問題に

関する国連緊急特別総会を招集するよう要請した。そして 6月17日午前5時すぎ，コ

スイギン首相は60人にのぼる惰員をしたがえて緊急総会出席のため二ユーヨークヘ乗

りこんできた。米国は警官1万5千人を動員して最大の厳戒体制をとって万全を期し

Tこ。
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ところが， 英国の石油専門家は，スエズ動乱で中東石油の供給が限害された際に乗

じて， ソ連が西欧諸国に対して石油の売りこみをはじめていることを明らかにした。

これはアラブ諸国に少なからぬ対ソ不信感をうえつけた。そのため，アラブ諸国の新

聞論調にはソ連の背信と裏切りを攻撃する記事がしきりにあらわれはじめた。

東京駐在のトロヤノフスキー大使は17日午前11時半，外務省で牛場次官をたずねソ

連の立場を説明したが，牛場次官は「日本は中東問題では厳正中立を守るJと強調し

た。 またルーマニア大使は17日の正午すぎ牛場次官に会い， 「中東紛争は早く解決し

ないとアラブ，イスラエル双方のためにならず，一部の外国勢力を利するだけである」

と述べ，ルーマニアの微妙な立場を示した。

17f3，ニューヨークについたコスイギン首相は，午前中，総会に出席したが，沈黙

を守った。

18日， この国連臨時総会に時機を合わせるかのように，中国は超高空で水爆の実験

を実施したが， この実験は米ソ首脳会談を実現させるひとつのきっかけとなった。

19日， 国連総会でコスイギン首相が演説をおこなうという 1時間前に，ジョンソン

米大統領は米ソ首脳会談をよびかける演説をワシントンの国務省講堂でおこなった。

しかし16日夜，米当局者はコスイギン首相が「いまのところ米大統領の招待に応じて

会談するわけにはゆかない」と通告してきたと発表した。 しかし，その裏面では，ひ

そかに会談の場所に関する交渉が続けられていた。

一方，ソ連は18日付をもって， ソ連内のユダヤ人がイスラエノレに移民することを禁

止した。 ロシア人大衆には昔から宗教的理由から反ユダヤ感情が強いが，中東戦争に

よって再び大衆の聞に反ユダヤ感情が高まり，数百万にのぼるソ連内のユダヤ人は苦

しい立場におかれているという。

コスイギン首相が19日午前の国連総会の席上で演説した内容は， イスラエノレのアラ

ブ侵略を非難し，即時撤兵を求めるものであった。そして，イスラエノレに賠償責任を

要求する決議案を提出した。

同日， 午後，イスラエルのエパン外相が演説したが，そのなかでエパン外相は「折

れた足を元どおりにするより，月旅行の方が簡単であろうJと述べて，ソ連の非難を

冷噺し， コスイギン首相とグロムイコ外相は席を立って退場するという一幕もあっ

7こ。

ニューヨークにおけるこのような国連総会と平行して， アラブ連合を訪問したポド

ゴノレヌイ最高会議幹部会議長は6月21日，カイロでナセノレ大統領と会談し， 失墜した

ソ連の信用を回復すべく努力を続けていた。
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また，モスクワではブレジネフ書記長の主催で20日， 21日の両日にわたって党中央

委総会がひらかれ， 中東問題の討議がなされたが，この会議でタカ派グルーフ。がきび

しい突き上げをおこなったものと推測されている。 しかし，結局，この会議でコスイ

ギン首相が米大統領と会談することをみとめたものとみられる。そして，強硬派の一

人エゴノレイチェフ・モスクワ市党委第1書記（党中央委員〉が解任されるという結末

を招いた。

6月22日，クリスチャン米大統領報道官は， 23日午前11時から，ニュージャージー

州のグラスボロで， ジョンソン大統領とコスイギン首相が会談することになったと発

表した。 との旨はカイロ訪問中のポドゴノレヌイ議長にもコスイギン首相から緊急、連絡

された。

米ソ首脳会談はかくて， 6月23日と25日の2回，数時間にわたっておこなわれた。

これと平行して，ラスク国務長官とグロムイコ外相の会談も別室でおこなわれた。

ソ連の海外向けタス通信は米ソ首脳会談の発表以来，米国を非難する記事を停止し

て慎重な態度を示した。

この両者会談が実質的にどれだけの具体的成果をあげたか不明であるが， 6月24日

午前，ソ連共産党政治局は緊急会議をひらいて， 23日の会談で提示されたジョンソン

米大統領の重要提案について討議をおこなったと伝えられたが， その内容も不明であ

る。

しかし，いずれにせよ，両首脳が顔を合わせた事は米ソ聞に再び歩み寄りの機会が

生れてきた事を示しており，その意味で米ソ首脳部には満足の色が見えた。

コスイギン首相は25日夜，ニューヨークの国連内で記者会見をおこない， やや強硬

な意見を述べたが，それが果してどこまで真意であるかは疑問である。

コスイギン首相は26日，ニューヨークを発ってキューパヘ向い， 27,28, 29の3日

にわたってカストロ首相と会談し， キューパの不満をなだめようとしたが，カストロ

首相は容易にその不満の色を消そうとしなかったもののようである。

26日付のタス通信は米ソ首脳会談が有益であったと報じ， また， 「核拡散防止条約

について，合意に達することが重要であることを相互に確認し合ったJことを述べて

いた。

北京はこのグラスボロ会談について， ソ連の裏切りのしるしであるとして激しい攻

撃を加えた。

一方，パリ筋は今次の中東戦争とグラスボロ会談で，米ソの均衡が破れ，ソ連は明

らかに劣勢に立たされており，超大国同志の交渉ではなく，超大国（米国〉と大国〈ソ
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連）の聞の不平等共存時代に入ったという見解を示している。

しかし，今回の一連の出来事はソ連内にも少なからぬ反対論を誘発させており， 6

月28日， モスクワの赤の広場で 1人の老人が中東停戦に反対して，ダイナマイト自殺

するという事件まで、発生した。

コスイギン首相は30日，パリへ向ったが， ドゴール大統領と会見する予定を伝えら

れた。

一方，国連総会では， ソ連は非同盟15ヵ国の決議案を成立させることに全力をかた

むけた。

その反面，ソ連はアラブ連合に対して， 政策の転換を求めて圧力をかけていると29

H付のモスクワ発ー外電は報じた。いずれにせよ2 アラブ連合に上るアカパ湾の封鎖を

認めることは， ソ連にとってはダーダネノレス，ポスポラス両海峡をトルコによって封

鎖されても文句はいえない立場になり， 自分の首をしめるにもひとしい事であった。

しかも，スエズ運河が閉鎖されたことで， 黒海からベトナムへ向けて送られていた援

助物質がとどこおる事になり， その点でも，スエズ運河の早期開放を求めていると伝

えられる。

興味深い点は 6月17日付の HepaldTribune紙が，コスイギン首相によって率られ

てきた60名の専門家は，西欧と米国関係の者が主で，中東専門家は僅か2名にすぎず，

それも低い身分の者にすぎない事を報じて， コスイギン首相の真の狙いが何処にある

かを暗示したととである。

6月20,21の両日ひらかれた党中央委総会には政治局員で出席したのはブPレジネフ

書記長を除けばシエレスト（ウクライナ出身〉だけで，他の政治局員は出席しなかっ

た点も， 時局の重大さを思えば奇妙な事であったといえよう。また，ロンドンの共産

系外交筋は 6月29日， コスイギン首相とジョンソン米大統領の会談が今年後半にもう

一度おとなわれる可能性を示唆したと伝えられる。

多重要人事

6月20,21の両日にわたって開催された党中央委総会において， さきに国家保安委

員会（KommitetGosudarstvennoi Bezopasnosti, K. G. B）の議長に任命されたアン

ドロポフ，ユ．ヴェ．を政治局員候補に昇格させ， 同時に中央委書記の職を解いた。

このように国家保安機構の長官が政治局の一員に加わった事はベリヤ以来のことであ

り， これは再び国家保安委員会関係者の発言が党内で強くなることを意味し，また，

国家保安機関に対する党の統制がきびしくなる事も意味している。
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また， 27日モスクワの消息筋はモスクワ市党委員会のエゴルイチェフ第 1書記の解

任を報じた。その後任にはソ連労働組合中央評議会議長のグリシン政治局員候補が選

ばれたと伝えられる。エゴノレイチェフは昨年春の党大会で党中央委の第1書記を書記

長と改称するよう提案した人物で， シェレーピン・グノレーフ。に近い若手である。

番多日本人旅行者逮捕

昨年10月， ソ連観光旅行の途中，ハバロフスクで逮捕された内河目富氏（31）は 6

月22日の判決で，ロシア共和国刑法第65条により自由剥奪8年（禁固3年， 重労働5

年〉の重刑をいい渡された。 ロシア共和国刑法第65条は『外国人または無国籍者が，

国家機密または軍事機密を構成する情報を外国の機関または手先に手渡す目的で収集

した場合， または外国情報機関の命により，その他の機密の情報をソ連の利益を害す

る目的に利用するために収集した場合， 7年ないし15年の自由剥奪と財産没収， また

は死刑に処する』という内容である。 この機密の中には，軍事情報だけでなく， “そ

の他の情報を含む”ことになっているので，その時の情況により， いくらでも拡大解

釈が可能であれ単に街頭の写真をとっても，ソ連側に何らかの政治的意図があれば，

逮捕し，処刑する事ができる事になっている。

昨年10月頃は，クレムリン内で， タカ派とハト派の抗争が深刻化しつつあった時機

であり，しかも，西欧諸国に潜在していたソ連の情報網がイモ蔓式に次々に摘発され

て壊滅に瀕していた時機でもある。それゆえ，これは，ソ連の情報組織が叩かれた事

への報復の意味と， クレムリン内のハト派に対するタカ派の巻き返しの意図を含んで

いたのかもしれない。シェレーピンとセミチャストヌイが，ソ連の秘密情報機関CK・

G・B）のボス的存在であったからである。

近年， 多数の日本人がソ連を旅行して，各地で写真を撮影しているが，時々，注意

されたり，フィノレムを没収されたりした事件はあっても， 逮捕者を出した事は今回が

はじめてである。 これはソ連が昨年末頃から，政治的に強硬な路線をとろうとこころ

みつつあった事のあらわれであり，しかも， 半年間伏せておいた事件の発表を，中東

戦争でソ連の威信が低下した時機に公表した事にも，若干政治的な臭が感ぜられる。

Pravda紙は6月30日付の紙面でこの事件をはじめて報道した。

場参米機， ソ連船爆撃

6月2日， ソ連政府は米軍機が同日午前11時40分， （日本時間午後5時40分〉ハイ

フォン北方に停泊中のソ連貨物船「トノレケスタン号」を爆撃し，乗組員に負傷者を出
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し，船体を損傷したことについて厳重抗議し，責任者の厳罰を要求した。負傷者の 1

人は死亡し， 1人は重態であるという。米国はこれに対し， 3日，これを真向うから

否定する芦明を発表すると共に，ソ連政府にも正式に回答した。 3日， レニングラー

ドでは市民達が抗議のプラカードを掲げて当日開会した米国工芸デザイン展示会の会

場外でデモをおこなった。

ソ連政府は 513，再度にわたって米国に抗議した。米国防省は18日，ライアン米太

平洋空軍司令官の新たな報告により， 「米軍機のソ連船銃撃はあり得た」とその可能

性を認めた。そして， 20日付で米国政府はソ連に対し謝罪文書を送った。これは，米

ソ首脳会談をスムースに実現させるため， とくに，モスクワで党中央委総会が聞かれ

ている時を狙っておこなわれたものであろう。

ソ連政府は27日，責任者の厳罰と，損害賠償を要求する覚書を米政府に送った。な

お攻撃されたソ連船はカンファ港から日本向けの石炭を輸送するために停泊していた

ものである。 ところが， 6月29日再び北ベトナムのハイフォン港でソ連船ミハイル・

フノレンゼ号が米機の攻撃を打けた。 この事件は人命に損害はなかったが，米ソ首脳会

談がすんだばかりの時点で， またもやこのような事件がおこった事は，米ソの相互理

解を傷つけるものとして，フルブライト米上院議員らも懸念の色をみせている。

移第2回日ソ経済合同委員会

モスクワで聞かれる 2回目の日ソ経済合同委員会の日本側代表団の第1障は7日夜

（ロンドン経由〕日航機で， 第2陣は 8日午前，日ソ共同運航機でモスクワへ出発し

た。代表団の顔ぶれは，団長＝永野富士鉄社長， 副団長＝堀江ソ連東欧貿易会長，山

県・山下新日本汽船会長，顧問＝河合小松製作所会長ほか団員20名。

永野団長以下は 8日午後5時10分，モスクワのシェレメチェボ空港に到着，声明を

発表した。空港にはネステロフ全ソ商業会議所会頭が出迎えた。

しかし， 中東戦争の勃発で，その対策に頭を痛めていたソ連首脳陣としては，内部

における論争もあり， 9日の開会には出席の可能性がなく，合同委員会の開会は12日

に延期された。ネステロフ会頭は永野団長に「如何とも調整できぬ事情がおこったの

でJとして日程の白紙還元を通告してきた。

代表団は10日から， ソ連首脳部に敬意を表する意味で特製タバコなどを土産に訪問

をはじめた。 とくに昨年250万本のタパコを輸出した専売公社はソ連の革命50周年を

記念して，クレムリンやロケットをなどをあしらったデザインの特製タバコを贈呈し

て，ソ連首脳を喜ばせた。
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また， 山下新日本汽船の会長山県氏は，グジェンコ海洋船舶省第 1次官と単独に会

見し， 北極圏航路についてソ連側の意向を打診した。また同次官には，三菱重工業副

社長の牧田氏， 石川島播磨副社長永野氏，目立造船取締役井上氏らも会見し，通商協

定にもりこまれた92隻の新造船に関する商談について会談した。

6月12日，午後3時から，ソ連政府迎賓館で第2回日ソ経済合同委員会の開会式と

第1回会議がおこなわれた。席上，ネステロフ会頭，永野団長，パトリチェフ貿易相，

中川大使らが挨拶した。また，大来佐武郎日本経済研究センタ一理事長が日本の長期

経済計画とエネルギー問題について報告をおこなった。

13日午前， 第2回会議がひらかれ， ミニメク・ゴスプラン副議長，山陽パノレフ。社長

灘波経一氏，小松製作所会長河合良成氏らが報告をおこなった。 ミニスク副議長は

「新5ヵ年計画とシベリア極東開発」について説明し， 日本側からも資源調査，交通

事情などについて質問がおこなわれた。また永野団長の提案で、決済小委員会の設置が

決定された。

13日午後， 第3回会議がひらかれ， 「極東港湾および輸送問題」 「ウドカン銅山開

発」を討議した。

14日， 最終会議が聞かれたが，日本側が最も乗気を示してU、たウドカン銅山の開発

協力に関しては， ソ連側の反応が意外に冷たく，日本側代表団は落胆の色をかくしき

れなかった。 しかし，これは新5ヵ年計画でソ連が東シベリアと極東の開発投資を大

幅に削減したことが明白な以上， はじめからわかりきっていった事で，日本側の見通

しの甘さと，希望的観測が強すぎ、た事の方に問題があろう。最終会議では，④ノミイプ

ライン建設に関して大筋で一致，②技術交流を日ソで協定する，⑥河合構想とウドカ

ン銅山問題とパイプライン問題の具体化に三つの専門委員会を設置するーーーなどの結

論を出した。 （河合構想とは住宅用木材を大量に輸入し， プラント・機械その他を輸

出するという案〕とくに1975年までにイルクーツクニナホトカ聞のパイプラインを完

成して，年1000万トンないし1200万トンの原油を供給すると約束した事は、注目に値し

よう。

永野団長は15日，クレムリンでコスイギン首相と会見し，佐藤首相の親書を手渡し，

日ソの経済協力について話し合った。その際，コスイギン首相は， 20年， 30年先をみ

た経済協力の必要を力説し，佐藤首相の訪ソを歓迎する旨明らかにした。

また，永野団長一行は15日午後，パイパコフ・ゴスプラン議長，タラソフ自動車相，

チモノエフ林業相，カザネツ製鉄相と会見したが，パイパコフ議長が， 「ウドカン銅

山を開発するには15億ルーブル（約6千億円〉かかるが， 鉄道建設を含めると17億ル
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ーブノレにもなる。 このうち日本が8億ルーブノレ負担してもらいたい」と述べた。しか

しこれは日本側の試算より 3倍も多いため， 再調査の必要を感じた模様である。

かくて第2回日ソ合同経済委員会は19日，共同コミュニケを発表して閉幕した。

一行は20日正午すぎ， 羽田へ帰着したが余り冴えた顔色で、はなかった。今後のシベ

リア開発への協力は，まず冷い計算を立ててから進める必要があろう。

一方，外務省と通産省は，資源調査と事業推進のための機関（外務省〉と，シベリ

ア開発事業団（通産省〉を政府ベースで設置する事を検討はじめている。 これはシベ

リアの開発が余りに大規模しかも長期的であるため， 到底民間ベースでは手に負えそ

うにもないという観点からのようである。

多国ソ技術協力協定調印

第2回日ソ経済合同委員会の日本代表団副団長として訪ソした堀江薫雄ソ連東欧貿

易会長は15日， グピシアニ・ソ連科学技術国家委員会副議長と，日ソ技術協力協定の

議定書に調印した。

協定の大要は次の通り。

0科学技術交流の具体的措置として，①産業部門別代表団の相互派遣，②科学技

術文献・資料の相互交換，③長期にわたる専門家の交換，④科学技術交流に関連す

る専門見本市の開催，⑤科学技術問題に関するシンポジウム，レクチャーの組織，

⑥その他科学技術の交流に役立つ諸事業を実施する。

0これら具体的措置の実施については毎年，定期協議して決定する。

0諸事業の実施にもとづく各種人事の往来については，双方ともそれぞれの政府

機関を通じて入国，滞在の便宜提供に努力する。また両国を訪れる各代表団，専門

家に対しては，工場，研究所の見学ならびに政府関係機関，専門技術者との意見交

換などについて，できる限り使宜をはかる。

0諸事業を円滑に処理するため，常時，東京とモスクワに連絡員を駐在させる。

0本協定は日本の各企業，団体とソ連科学技術国家委員会との間で行なわれる如

何なる科学技術交流も妨げない。ソ連東欧貿易会はこれらの技術交流が十分な成果

をあげるよう協力する。

0本協定は署名目に効力を生じ， 1970年末まで効力をもつものとする。

多革命50周年テーゼ

6月20, 21両日開催された党中央委総会は「革命50周年に関するテーぜ」を採択し

-245ー 一（ 169）ー



シベリア開発（ 6月〉

た。 25日発表された。 このテーゼは 2万5千語にのぼる長文のものであったが，その

中で，毛沢東グループのフ。チフ、／レ的な冒険主義を非難した点が注目された。

1 日 V石坂会長，ソ連万国博調査団長と会談一一日本万国博会場視察のため来日中

のソ連万国博調査団のフィリポフ団長（ソ連商業会議所副会頭〉らの一行6人は

6月1日午後，東京銀座の万国博協会事務所で石坂会長と会談した。

V宇宙気象観測網一一一ソ連はこのほど人工衛星コスモス144号と156号を地上の

気象観測予報施設とむすぶ実験用宇宙気象観測システム「メテオーノレ」を設立し

た。

V中央アジアにおける精綿，油脂工場の増設ー－EconomicheskajaGazeta紙

によれば，政府は精綿と油脂工場の建設を促進する措置を講じていたが，すでに

今年9月1日までに昨年度に着手された六つの新しい工場を稼動させなければな

らないことになっており，全体としてウズベク，カザフ，キノレギズ，タジクおよ

びトルクメンの各共和国は， 5ヵ年計画の終りまでに， 100以上の新しい精綿と

油脂工場を操業させる予定になっている。

Vカザフ共和国諸河川の水上輸送－Gudok紙によれば，アノレマ・アタ市より

の通信として，パノレハシおよびウラノレ，イリおよびイシムの各河川の従業員たち

は，革命50周年の航行期間に600万トンに近い貨物を輸送することになっている。

これら貨物の大部分はウスチ・カメノゴノレスク，セミパラチンスク，パプロダノレ，

エノレマク，の各建設に送り届けられる。イルトゥイシ河の従業員たちは，シベリ

アの石油労働者に数十万トンの建設材料を送る予定である。そのうち鉄筋コンク

リート製の建設材料は初めて水上輸送を行なうことになる。

Vオピ河の石油輸送一一－VodnyyTransport紙によれば，今年は西シベリアの

者が早かったためにオピ河の航行は順調に開始された。チュメーニの石油輸送の

ために貴重な航行時間は少しも無駄にされなかった。この革命50周年には，オピ

河船舶局は 100万トンの貨物を送らなくてはならない。そのうち， トムスク州の

ソスニノ・メドベデブスコエの資源だけからでも20万トン以上を輸送する予定で
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ある。 （ノボシピノレスクから）

Vタタール海峡の鯨調査一－I'ravd，α紙によれば，ユジノ・サハリンスクから

の通信として，太平洋漁業・海洋学研究所サハリン支部の魚類学者たちは，現在

曳網漁船に乗ってタターノレ海峡を航海し，サハリン西海岸に沿う錬の産卵場を調

査し，今年度の鯨漁業の増減の見通しを行なっている。魚類学者の他の 1団は同

様の調査を行なうため第2船《カリマレ》号に乗って活動している。

2 日 Vソ日経済委から入電 日ソ経済合同委員会のソ連側機関であるソ日経済委

員会は2日，経団連に対し「第21叶日ソ経済合同委員会を 6月9日午後から開き

たい」と打電してきた。

v米機，ソ連船爆撃一一特記事項参照。

V川島特使一行帰国一一一首相特使として，ソ連その他の国を訪問していた川島

正次郎氏ほか赤城宗徳，浜野清吾，松本俊一氏らの一行は2日午後羽田へ帰着し

た。川島氏らは空港で「日ソ関係は50年， 100年の長い目」でと語った。

Vサハリン新鉄道建設着手 Stroitelinaja Gazeta紙によれば，サハリンの

北緯48° 付近はもっとも狭いところで，幅30km以内しかなく，カムイシェフ山脈

の上からは両方の海がみえる。ところが鉄道で東岸のアルセニエフカから西岸の

イリンスキーへ行くには非常に遠回りしてほとんど 300kmも行かなければならな

い。そこで新しし、枝線を建設するためシベリア建設第98トラストの機械化作業班

がやってきて，新しい鉄道の路盤工事をはじめた。これができると輸送距離は著

しく短縮され，毎年約300万ループルを節約できることとなる。

v北極向け貨物船団極東諸港から初出港一一－Pravda紙によれば，本日ウラジ

ポストーク，ナホトカおよびその他の太平洋の諸港から，本年最初の貨物を積ん

だ船団が出航した。太平洋から北氷洋に出るところでは砕氷船《モスクワ》号が

待機しており，それから先きの船団誘導に当ることになっている。

3 日 V ソ連艦，続々地中海へ一一6月 3日早朝，ソ連駆逐艦3隻がポスポラス海峡

を通過して地中海へ入った。コーラ型629号，コトリン型514号，カシン型363型。

Vイスラエル首相，ソ連へ返書一一イスラエノレ政府は 3日，中東の問題をめぐ

ってコスイギン・ソ連首相とヱシコノレ・イスラエノレ首相との聞に交換された書簡

の内容を公表した。

コスイギン書簡の骨子は，中東における武力衝突が世界平和におよぼす影響の

大きさを説き，イスラエノレに軍事力による以外の紛争解決に全力をつくすよう求

めたものである。
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ヱシコル返書は緊張がアラブ諸国からもたらされたものであることを説明，中

東地域にに恒久平和をもたらすためには，ソ連が政治的影響力を発揮すべきであ

ると要請した上で，紛争解決の基盤として，①同地域各国の領土保全，独立の尊

重，②敵対行動，国境侵犯など停止や海上封鎖の解除，③内政不干渉の 3点を強

調している。

V米工業展，開会式取止め一一ソ連の当局者は，米軍機のソ連船攻撃に抗議し

て， 3 ［］におこなわれる予定で、あったレニングラードでの米国工業展の開会式を

ボイコットした。しかし工業展は4日から予定通り， 1ヵ月間続けられる。

v米国，ソ連船爆撃を否定

v北京放送，米ソ連合行動と非難一一3日朝の北京放送は「地中海で米ソの艦

隊が連合行動をとっている」と論評した。

vベルフネ・コンジンスカヤの森林鉄道一－Gudok紙によれば，イプデリ＝オ

ピ鉄道で建設中に最初の木材輸送列車が通ってかち，昨年末までにこの鉄道によ

って800万m日の良質シベリア用材が搬出された。イプデリ＝コンダ聞の鉄道が運

行開始してから，木材供出量は特に増大し，本年の最初の4ヵ月間だけでも約

200万m3に達した。最近ベルフネ・コンジンスカヤから北方に向って新しし、森林

鉄道の建設がはじめられてし、る。

Vオムスク州の小麦作付進む Pravda紙によれば，オムスク州のイルトウ

イシ河両岸のステップでは播種機が活動し，湿気を含んだ土壌を有する州北部の

農作業は，急速に進められている。ウスチ・イシム，ズナメノ，コロンボ＼ポリ

シェウコボ，クノレチノ，セデリニコボの各地区は最初に春蒔小麦の作付を完了し

た。州の南部は今や農繁期に入っている。

vベーリング海峡の航行開始一一VodnyyTransport紙によれば，ベーリング

海北部における今年の航行は，いまだかつてないほど早く開始された。老練な氷

海の船長リャシコの砕氷船《モスクワ》号は 1番早くウラジポストークからチゥ

コトカの港に到着した。船団を港の桟橋に向ってすすめるためにプロピデニヤ湾

の堅い氷を破って《モスクワ》号はクレスト湾の方向に向った。第1船団はその

後に続いてペベク港に向いすすんでいる。

4 日 VイギJレマ河の鉄橋工事一一－Pravda紙によれば，ブラックからの通信として，

予定されるフレプトワヤごウスチ・イリムスカヤ鉄道線上に横たわるイギノレマ河

は大きな河ではないが，そこにかけられる鉄橋の長さは 330mである。現在建設

工事が行なわれているが，ウスチ・イリムスカヤ水力発電所のダムがアンガラ河
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をせき止めるようになると，そこはアンガラ貯水地の湾になることになっている。

Vチュメーニのガスをウラルの工業中心地へー－Pravda紙によれば，西シベ

リアのチュメーニからの通信として， ウラノレのスベノレドロフスク州の工業中心地

は，このほど完全にシベリアのガスを使用できるようになった。イグリム＝セー

ロフ＝ニジニイ・タギル問ガスパイプラインでは強力なコンプレッサー・ステー

ションが稼動し始め，プゥンギノ・ガス床の新しい井戸（複数）につながれてい

る。

5 日 Vソ連，万国博参加を非公式申入れ一一日本万国博の準備状況などを視察のた

め来日中のソ連対外文化交流国家委員会のムヒジーノフ第 1副議長，ルーノフ日

本課長らの代表は，ロザノフ駐日公使らとともに， 5日朝，大阪市東区の日本万

国博協会をたずね， 「ソ連領内の15共和国の共同参加の形で参加することを認め

てほしい」と申し入れた。これは15共和国を平等に取りあっかうことを意味する

ものとみられる。

Vオムスクの組立鉄筋コンクリート製パイプ工場－Pravda紙によれば，オ

ムスクにおいて，組立鉄筋コンクリート製ノfイフ。生産工場がニコラエフスク建設

材料コンピナートで作られた。その計画能力は年間 1万 1000m3で、ある。研究さ

れた機械設備は長さ 5m，直怪700,900, 1000およひ｛1200mmのパイプを作るとと

を容易にしてし、る。パイフ。の肉厚は10気圧に耐えるといわれている。

6 日 Vソ連首脳会議一一ソ連の首脳部は 6日午前，クレムリンで数時間にわたって

緊急会議を聞き，中東情勢について検討した。

Vソ連政府声明－6月6日，ソ連政府は中東戦争の勃発以後はじめて声明を

発表して，要旨次のように述べた。

0ソ連政府はイスラエノレの侵略を非難し，イスラエノレ政府が軍事衝突を終ら

せるための最初の緊急措置として，アラブ連合，シリア， ヨノレグンおよびその

他のアラブ諸国に対するその軍事行動を即時，無条件に停止し，その部隊を休

戦ラインの内側に引きもどすことを要求する。

0ソ連はアラブ連合，シリア，イラク，アルジエリア，ヨルダンおよびその

他のアラブ諸国の政府と人民に対する断乎たる支持を表明し，彼らの独立と主

権を目ざす正義の闘争が成功することを確信する。

0ソ連政府は情勢によって必要とされるかも知れないすべての措置をとる権

利を留保する。

0ソ連政府は諸大国の政府が中東における戦闘突発を消し止め，平和を回復
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するt"cめに全力をつくすことを希望する。

0国連はイスラエルの行動を非難し，中東における平和を回復するための措

置をすみやかにとるという直接の義務を果さなければならない。

V東部諸河川のチュメーニ石油輸送量増大一一－Vodnyy Tran.ψort紙によれば

今年4月と 5月の 2ヵ月間にチュメーニ石油を輸送した東部諸河川船舶局の計画

遂行は良好で，オビ河は計画に対し129%，イノレトゥイシ河は113%の遂行率であ

った。この両河の石油輸送量は計画より 17万6000トン多く，昨年同期に比べて40

万トン多く輸送した結果になった。

Vザ、バイカル経済の弱点一一－Econornicheskαjα Gazeta紙によれば，ザ、パイカ

ルでは依然として電力問題が弱点となっている。 9年前にチタ国営地区火力発電

所の建設がはじまった。その計画出力は30万kwで，州内の他の国営地区火力発電

所に比べてコストは非常に安く， 1 kwh当り， 0.6カベークである。しかしこの発

電所ができても，ザパイカノレの電力問題は解決されない。もっとも大量な電力を

必要とするのは今後7～8年間に電化を予定しているザ、パイカル鉄道である。そ

のためにはチタ国営地区火力発電所の出力を50万kwに増大し，また第2の川内の

発電所として，出力 120万kwのハラノノレ国営地区火力発電所を作らなければなら

ない。なお送電線建設の非常に遅くれていることも問題である。ザパイカルでは

いま多くの新しい工場が作られ，そのなかにはこの5ヵ年計画の問に，ウドカン

綜合企業の建設もはじまることを考慮しなければならない。

Vポドゴルヌイ，タシケント市経由モスクワに帰還一－Pravda紙によれば，

タシケントからのタス通信として，最高会議幹部会議長ポドゴルヌイはアフガニ

スタン訪問を終り，タシケント市を経由してモスクワに帰った。タシケント飛行

場には党中央委政河局員候補，ウズベキスタン党中央委第 1書記ラシドフ，ウズ

ベク共和国最高会議幹部会議長ナスリジノフ，同共和国首相クゥルパノフ等が見

送りに出た。

7 日 ' ハバロフスク地方でひろがる自動車駅網一一StroitelinajaGazeta紙によれ

ば，ハバロフスク市において自動車駅の建設がはじまった。それは 3階建の近代

建築で市の中央部にある。ハバロフスク地方の自動車道の総延長は現在7000km以

上あり，自動車駅の網はひろがっている。その新しい駅のひとつとしてコムソモ

リスク市で岡市の35周年記念の 6月12日に自動車駅が操業にはいることになって

いる。

8 日 V三木外相の答辞一一一参議院外務委員会で社会党の羽生三七氏が第 1回日ソ定
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期協議にのぞむ政府の態度を質問したのに対し，三木外相はベトナム和平問題が

中心議題になることを示唆した。

V 日ソ経済合同委代表団，出発

V目共西沢幹部会員訪ソ

Vイルトゥイシ河による原油の輸送－Pravda紙によれば，オムスクからの

通信として，イノレトゥイシ河船舶局の労働者たちは，今年の革命50周年に 160万

トンの原油，すなわち昨年度より 1.5倍の原油を輸送する決議を行なった。 4.0の

船団は現在この重大な作業に従事している。ウスチ・パルイクニオムスク問石油

パイプラインの建設者たちは，河川運輸の従業員たちを援助するため，オヒゃから

デミヤンスクまでのイノレトゥイシに 260km以上のパイプを敷設し，河川の航行距

離を 600km短縮した。

9 日 V ソ連・東欧首脳会議－6月913，モスクワでひらかれたソ連・東欧首脳会

議は政治，外交，軍事，経済の四つの面から中東問題に対する態度を協議した。

その具体的な点は，①共同戦線の結成，②国連における行動およびイスラエルと

の外交関係，③破壊された軍事資材の補充を含むアラブ諸国への軍事援助，④イ

スラエノレに対する経済制裁とアラブ支援の宣伝活動をめぐる諸問題。

V人民日報，ソ連攻撃一一アラブ連合がソ連の期限付き停戦案を受諾しようと

しつつあるさまをみて， 9日の人民日報は次のように述べた。

「アメリカ帝国主義の策動のもとに，イスラエルがアラブ諸国に戦争をしか

けようとしていた時，ソ連修正主義者グループは米帝の侵略の陰謀を非難しよ

うとせず，アラブ諸国が断乎として自衛のための反撃行動をとることを支持し

なかった。そして，米帝国主義がイスラエノレを使ってアラブ諸国に大規模の侵

略を開始したあとも，ソ連はアメリカの意向に添って国連安保理事会で即時停

戦の決議をっくり出し，さらに期限付き停戦案を提出して，アラブ人民を裏切

ろうとしている。今や，中国のみがアラブ人民の真の味方であるj云々 。

Vモスクワの米大使館ヘデモ一－6月9日午後 1時すぎ，モスクワ留学中のア

ラブ人留学生はじめ，キューパ，ベトナムなどのノレムンパ大学生とソ連学生ら約

1500人が，モスクワの米，英，イスラヱノレ大使館に波状抗議デモをかけた。この

デモは中東危機発生以来初めてのものであった。チヤイコフスキー大通りの米大

使館前には， 50台の散水車を並べてパリケートをきずき，警官隊が交通をとめた

ので大事にはいたらなかった。

Vウスチ・バルイク＝オムスク問石油パイプラインの完成を早める突貫工事一

-251ー -( 175）ー



シベリア開発（6月〉

-Stroitelinaja Gazeta紙によれば，西シベリアのチュメーニの石油を送るウス

チ・パノレイク＝オムスク間石油パイプラインの建設者が今年の 4月にすでにイル

トゥイシ河の岸のデミヤノフスコエまで、の270km聞に石油を通したが，残りの700

kmは計両よりも 1ヵ月早く 8月13日までに完成する約束をして，革命50周年記念

の突貫工 Tjfを進めている。

Vヤクート自治共和国のインジギル力河流域の採金業一 -Pravda紙によれ

ば，東シベリアj毎に流れ込むインジギルカ河の採金シーズンが始まった。ネリカ

ン金鉱の先進的労働者たちは，計画以上に作業を進めており，マーノレイ・タノレイ

ンではこのシーズンは昨年度よりも 2倍以上の砂を処理する予定である。 （ヤク

ート PlH1共和l五！のネリカン村より）

10日 V東欧首脳，帰国の途に一一9U，モスクワでひらかれたソ連・東欧首脳会談

に出席したハンガリー，ポーランド，ユーゴなど 7ヵ国の首・脳は10日，ウヌコボ

空港から帰国の途についた。

Vイスラエルと断交一一ソ連政府は6月10日，イスラエノレとの断交を決定し，

その旨，モスクワのイスラエル大使に通告した。その覚書の内容は次の通り。

0イスラエノレ部隊が国連安保理事会の停戦決定を無視して，作戦を続行して

いるとのニュースが当地に達した。

0ソ連政府はイスラエル政府の背信と，安保理事会の決定に対する明らかな

侵犯に対し，イスラエル政府がすべての責任を負っていると警告する。

0もしイスラエルがその軍事的行動をただちに停止しなければ，ソ連政府は

他の平和愛好固とともに，イスラエノレに制裁手段をとるであろう。

Vソ連・東欧軍事専門家会議一一ソ連・東欧7ヵ国の軍事専門家は9日の首脳

会議の軍事的合意事万をさらに具体化するため協議した。

Vアラブ諸国へ声明文一一ソ連外務省は10日午後，モスクワ！駐在のアラブ諸国

大使を同省へ招き，ソ連・東欧首脳会議の声明文と，ソ連がイスラエノレに外交断

絶を通告した覚書の写しとを手渡した。

Vミゲ200機，ア連合へ？ー一一モスクワの未確認情報によれば，ソ連と東欧諸

国はアラブ諸国の軍隊を再建する援助の一環としてチェコ製のミグ・ジェット戦

闘機200機をアラブ連合へ送る予定で，その第l回分はハンガリー，ユーゴ，地

中海経由でカイロへ輸送されるといわれる。ただし，その期日は不明。

Vツェリノゲラード市付近の貯水池から部落移転－Pravd，α紙によれば，カ

ザフスタンのツェリノグラード市からの通信として，ツェリノグラード市の近く
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ではピャチェスラフスコエ貯水池が出来，それがさらに拡がるので，ミハ Fイロフ

スキー・ソフホーズの街路は全部，水中に没することになっている。現在部落の

移転準備が進められているが，家屋はつとめて破壊しないようにキャタピラ・ト

ラクターで引き移すことになっている。

11日 Vケメロボ州のベーロボ火力発電所の建設すすむ一一－StroitelinajaGazeta紙

によれば，ケメロポからの通信として，ベーロポ国営地区火力発電所の建設者，

組立者および営業者たちは，予定の期限よりも 2ヵ月早く発電所の第5番目のブ

ロックをクズパスの電力系に加入させることを決定した。

Vアムール州にレーニン勲章一 －I'ra・uda紙によれば，ブラゴベシチェンスク

市かちのタス通信として，アムーノレ州にこのほ立レーユン勲章が授与された。段

与式には党中央委員会L 最高会議ならびに政府の代表として，党政治局員・第

1副首相ポリヤンスキーが出席し，アムーノレ州の労働者， コノレホーズ員お上びイ

ンテリゲンチャを激励した。

12日 Vソ連・アルジエリア会談一一訪ソ中のアルジエリアのプ｝メディエン草命評

議会議長は12日，ソ連の首脳と第1回会談をおこなった。ブーメディエン首相は

アラプの指導者の一人として，ソ連をはじめて批判しており，今岡の動乱に対す

るソ連の態度に抗議し，もっと強い態度をとるよう要求したものとみられている。

ソ連側の出席者はプレゾネフ書記長，コスイギン首相，ポドゴノレヌイ最高会議幹

部会議長，グロムイコ外相，グレチコ国防相など。

V日ソ経済合同委員会開幕

' 「金星4号J打上げ一一12日のモスクワ放送によると，タス通信はソ連が同

日金星に向け自動惑星間ステーシヨン“金星（ベネーフ） 4号”を打ち上げたと

次のとおり発表した。

0ソ連は12日モスクワ時間午前5時40分（日本時間同]1時40分〉金星に向け

て自動惑星問ステーションを積んだロケットを打ち上げた。

0最初の段階でロケットは予定された地球を回る人工衛星の中間的軌道に乗

せられ，その軌道から“金星4号”は発進した。この自動惑星間ステーション

“金星4号”の重量は1106kgで、ある。

0 “金星4号”は金星まで 4ヵ月以上かかり，その運航は計算されたものに近

いほう物線を描いている。モスクワ時間で6月12日午後2時現在（日本時間午

後8時〉ステーションは東経70度18分，南緯16度29分の地球表面から11万2000

の距離にある。
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0 “金星4号”に積載された科学機器により，飛行過程において宇宙空間の広

範な科学研究が予定されている。テレメーターおよび計器を含む科学機器は，

飛行計画および地上からの無線指令により自動的に作動する。

Vコスモス165号打上げ一一一ソ連は金星4号の打上げと同じ日に，コスモス165

号も打ち上げた。ソ連はこの8日間の聞に 3個のコスモス衛星を打ち上げた。

Vアルジエリア首相，訪ソ－6月12日，アルジエリアのプーメディエン首相

がモスクワ空港に到着した。空港にはコスイギン首相，グロムイコ外相，アンド

ロポフ書記，ポノマリョフ書記らが出迎えた。

V トロヤノフスキー大使，外務省ヘー→駐日大使トロヤノフスキー氏は12l=l, 

北原欧亜局長を訪問し，本国からの訓電にもとづきイスラエルとの断交理由を説

明した。

13日 T NATO，米ソ秘密交渉に不満一一6月13日ノレクセンフ、、ルグで、ひらかれた NAT

0 （北西洋条約機構） 15ヵ国閣僚理事会第1日において，中東問題がまず論ぜら

れたが，大多数の国がイスラエルの要求を支持した。そして，中東戦争の解決に

米ソ英仏の4ヵ国が決定的な役割りをもつことで意見が一致したが，停戦後のソ

連の態度から， 4大国が問題の解決に協力できるか否か疑問視する空気が強かっ

fこ。

また，西独はじめ一部の国の代表は，中東危機で米国が NATO諸国に相談せ

ず，秘密裡にソ連と交渉したことに不満を表明し，プラント西独外相は「いまや

欧州は政治的に後進国になりさがるおそれがあるjと皮肉ったと伝えられる。ま

たブラウン英外相は，最近モスクワを訪問した際，ソ連のベトナム政策が少しも

変っていないことを知ったと述べた由である。

Vソ連・アルジエリア会談続行ー一一12日ひらかれた会談にひきつづき， 13日に

も両国の首脳会談がひらかれた。アラブ外交筋が語ったところによれば，プーメ

ディエン首相は次の点についてソ連の援助を要請したという。

0政治，外交面一主として国連で，できるだけ多くの国のイスラエル侵略反

対票を集めるための工作と宣伝。

o経済，技術面一アラブ諸国における米英の権益をソ連の権益とおきかえる

こととし， イスラエノレに経済的圧迫を加える。

0イデオロギ一面ー米ソ協調のため，d 第3世界を犠牲にするような平和共存

策の放棄。

0軍事面ーイスラエル報復のためのアラブ諸国への武器供与。
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Vソ連，国連緊急特別総会招集要請一一フェドレンコ・ソ連国連大使は13日午

前，ウ・タント国連事務総長に対し，中東問題に関する国連緊急特別総会を招集

するよう要請した。この要請は国連憲章第11条ならびに第20条の規定にもとづき

62ヵ国の賛成が得られるならば， 24日寺間以内に緊急招集される。

V日ソ経済委第2回本会議一一特記事項。

V第3回日ソ経済会議一一午後3時から聞かれた第3回会議で新井同和鉱業社

長が「ウドカン銅山で採掘された銅鉱石の4分の 1を引き取り，その代りに開発

費の 4分の 1を日本が負担するj と提案したが，ソ連側は「ウドカンの開発は自

然条件が悪いので急がない。 1971年まで採掘の予定はないJと答え，日本側を失

望させた。

V日ソ労組交流委員会開催一一一岩井総評事務局長，佐藤中立労連議長およびグ

リシン全ソ労働組合中央評議会議長ら出席のもとに，第2回日ソ労組交流委員会

が開幕した。

Vノボケメロボフスク化学コンビナートの建設←－Economicheskaja Gazeta 

紙によれば，ノボケメロボフスク化学コンビナートは現在の5ヵ年計画の突貫工

事として，建設をすすめている。ここではは年間数千トンのカプロラクタムを生

産する工場の第2/1頂が建設中である。組立労働者たちは，この重要な工業設備を

草命50周年までに稼動させることを約束している。

Vサハリンの保養地ー－Izvestija紙によれば，ユジノ・サハリンスクからの通

信として，サハリンでは保養と治療を必要とする住民の半分は，現在休日を現地

に近い保養地で過ごしている。近年，ここには6のサナトリューム， 10の休息の

家，水浴保養場，旅行者のための宿舎などが開設された。

v本年最初の極北航路聞く－Pravda紙によれば，ベーリング海峡にのぞむ

アナドイノレ港からの通信として，極北のペベク港は極東船舶局の本年最初の船団

を歓迎した。砕氷船《モスクワ》号は困難な氷を越えて例年の北極海航行より20

日早く最初の極北の航海を完成した。ベベク港では祝賀のミーチングが行なわ

れ，新しい北方の街の建設と金鉱向けの貨物が陸揚げされた。

14日 T lzvestija紙，チユイコフ論文発表一一ソ連政府機関紙 Izvestija紙は6月14

日付の紙面に国防次官兼民間防衛総監チュイコフの論文をのせたが，その内容は

「ソ連は敵の核ミサイノレがソ連領内に到達するよりも前に，これを破壊できる」

というものであった。

V日ソ経済合同委，実質討議終了一一特記事項参照。
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V日ソ労組交流委員会閉幕

V第7回「ISO総会」モスクワで開催ー一一第7回の国際標準化機構大会が14日

から 2週間モスクワで聞かれ，わが国からも， 43名が出席する。

Vコムソモリスク市にレーニン勲章一一StroitelinajaGazeta紙によれば，ソ

連邦最高会議部会令によって，この度コムソモリスク市に対し，岡市勤労者の経

済発展に努力した功績を賞して，レーニン勲章が授与された。

Vオムスク市の住宅建設一一－Pravda紙によれば，オムスク市からの通信とし

て，同市内のイノレトゥイシ河の岸で、は広い地域にわたって，住宅建設がはじまっ

た。強力なフ勺レドーザーが，イノレトゥイシ河の底から土砂を運びあげているo 同

時に 5階および10階建の建物が建設されている。

15日 Vアルタイ地方農場の収穫準備－Pravda紙によれば，西シベリア南部アノレ

タイ地方の農場では，作物が成長している。穀物供出所は収穫物の受付を準備し

ている。アノレタイ地方の各地区では，すでにすべての機械化穀物倉庫と普通の穀

物倉庫の80%が用意されている。また脱穀機，自働車秤，エンジンはほとんど修

理を終った。刈取りまでに倉庫の収容量は昨年に比し25万トン増大されることに

なっている。

V永野団長，バイパコフ氏らと会談

，永野団長，コスイギン首相と会見

V 日ソ科学技術協定調印

16日 V北京放送，コスイギン訪米を非難ー一一16日の新華社電は，コスイギン首相が

国連緊急総会に出席のため訪米することを論評して次のように述べた。

「コスイギンの訪米は名目的には国連総会の出席であるが，実際はソ連修正

主義者がアラブ人民を売り渡し，米ソ首脳会談によって全世界的な取りひきを

しようとしているにすぎない。J

V ソ連代表部狙う男一一コスイギン首相の訪米に反対して，ソ連の国連代表部

に“モロトフ爆弾”を投げこもうとした男がニューヨークで逮捕された。

Vソ連，西欧へ石油売込み一一6月16日，英国の石油専門家筋が明らかにした

所によれば，中東石油が輸出停止された際に乗じて，ソ連は西欧諸国への石油売

込み運動を強化している由である。英国はこれまで中東石油に対する英国の手I片程

保護および戦略的な理由からソ連石油の輸入を禁止してきた。しかし，今回の中

東動乱で中東石油が緊急事態の際，供給源として不安定なことが実証された。そ

のため英国政府当局は新情勢のもとで，ソ連石油の輸入を検討しはじめており，
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結局今までのような禁輸措置は解除されるものとみられる。ドイツ，スイスなど

もソ連石油の輸入を考慮しはじめており，西欧の中東石油依存は今後，恒久的に

低下することになろう。

（注〉 この件などでアラプ諸国の間でソ連への不信感が高まりつつあるとい

うo

vウスチ・イリム水力発電所建設へ学生隊到着－StroitelinajaGaze白紙に

よれば，ブラック市からの通信としてその北方の水力発電所が建設されているウ

スチ・イリムへモスクワ南方のトゥラ師範大学かち約 100名からなる最初の学生

建設隊が到着した。なお夏休暇を利用して勤労奉仕する学生隊はノボシピルスク

とイノレクーツクからもくることになっている。彼ちは主として住宅文化施設の建

築に従事することになっている。

Vクラスノヤルスク水力発電所建設状況ー－Pravda紙によれば，クラスノヤ

ルスク水力発電所の建設は，現在最盛期を迎えている。最初の発電機の始動まで

に各設備に約 40万msのコンクリートを打ち込まなければならない。エニセイ河

の発電所建設者たちは，作業を促進するため，計画の予定を 1ヵ月早め，社会主

義競争を行なっている。重量400トンの変圧機組立のためレールが敷かれている。

17日 Vコスイギン随員に中東専門家，僅かに 2名一一特記事項参照。

Vコスイギン首相，ニューヨーク着一一一6月17日午前5時すぎニューヨーク国

際空港にコスイギン首相が60人におよぶ随員と専門家をしたがえて到着した。ニ

ューヨーク警察は警官1万5千人を動員して厳戒体制をしいた。また， FBI，シ

ークレツト・サービス，国連警察なども協力した。

V牛場次官，ソ連に説明一一トロヤノフスキー駐日大使は17日午前11時半，牛

場外務次官を訪問，コスイギン首

の協力を要請した。これに対し，牛場次官は「日本は国連においても中立の立場

を堅持する」と回答した。

Vウスチ・バルイク＝オムスク間石油パイプラインの完成見込－Gudok紙に

よれば，チュメーニの石油を送るウスチ・パノレイクニオムスク間石油パイプライ

ンの建設ではさらに新しい区間の圧送テストがはじまった。これが終ると採取所

から 300kmまで石油が通ずることになる。現在全線にわたって作業が進んでおり

8月までに964kmのうち800kmのパイプラインが熔接され，革命50周年記念日まで

には，ウスチ・パノレイクからオムスクまでの石油の圧送がはじめられる予定であ

る。

-257ー 一（ 181 )-



シベリア開発（6月〉

＇オl::極！古]Iナ航路の開始一－Pravda紙によれば，ウラジポストークからの通信

として，本年の北極航路に3隻の船が貨物を積んでベベク港に向け出発した。今

年の東部における北極航路は例年よりも20日早く開始された。船団の誘導には強

力な砕氷船《モスクワ》号と《レニングラード》号が活躍している。

18日 Vソ連，イスラエルへの移民禁止一一モスクワのイスラエル大使館筋が6月18

H，明らかにした所によれば，ソ連政府はソ連領内のユダヤ人のイスラエルへの

移民を禁止した。

Vコスイギン首相，シリア大統領と会談一一6月18日夜，シリアのアタシ大統

領は，ニューヨーク到着直後，コスイギン首相の宿舎，ソ連国連代表部を訪問し

て会談した。

v米国防省，ソ連船爆撃をみとめる一ーさる 6月2日，北ベトナムのカンファ

港に停泊中のソ連船トノレキスタン号に対する米軍機の攻撃事件については，はじ

め否定していた米国防省が18日夜， 「米軍機が誤まって爆撃した可能性がある」

と発表した。

Vコスイギン首相，東欧首脳と協議一一コスイギン・ソ連首相は18日午後，ソ

連国連代表部で約1時間にわたって，チランケピッチ・ポーランド首相，レナノレ

ト・チェコ首相と総会における戦略について協議した。

Vブラック水力発電所600億kwhの電力生産一一Gvdok紙によれば，昨日ブラ

ック水力発電所は 600億kwhの電力を生産する課題を完成した。世界最大の水力

発電所の従業員たちは，この水力発電所建設のために要した経費を革命50周年ま

でに完全に取りもどす約束を行なっている。

Vアルタイ地方諸河川の流木作業一一StroitelivajaGazeta紙によれば，西シ

ベリア南部のパ／レナウノレからの通信として，アルタイの諸河川では流木作業が終

った。ピースクとタリメン木材コンビナートおよびゾーリン木材集散基地へ，ア

ルタイ地方の水運組合は 90万m3の用材をおくった。アルタイの木材を間もなく

シベリア，中央アジア，カザフスタン，クズパスの新しい建設地が受け取けるこ

とになるであろう。

19日 Vコスイギン首相，国連総会で演説一一6月19日午前10時55分から，国連緊急

特別総会一般討論のトッフ。をきって，コスイギン首相が演説をおこなった。その

内容は，イスラエノレの侵略非難じ即時撤兵および賠償の要求などであった。資

料参照。

Vコスイギン首相，退場一一6月19日午後零時49分，イスラエルのヱパン外相
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が国連総会の席で，演説した際コスイギン首相とグロムイコ外相はアラブ連合代

表団らとともに退場した。エパン外相はその演説の中で， 「折れた足を元どおり

につなぐことより，月世界旅行の方が簡単である」と述べ，ソ連の非難にこたえ

た。

Vソ連，首脳会談拒否一一19日夜，米当局者は，今のところ，コスイギン首相

とジョンソン米大統領との会談を拒否していると発表した。しかし，米国は依然

として首脳会談の実現に期待をもっているという。

v中東担当外務次官解任かーーモスクワの西側外交筋はセミョーノフ外務次官

（中東担当〉が解任されたのはないかと観測してし、るという。同次官は中東戦争

がはじまって以来，姿をみせておらず，一説では中東へ派遣されているという説

もある。

V日ソ経済合同委員会閉幕

v北鮮代表ブラック市訪問一一－Pravda紙によれば，ブラックからの通信とし

て，本日ソ連邦最高会議の招待によって，モスクワに向う途中の北鮮最高人民会

議の代表がブラック市を訪ずれ，水力発電所を視察した後，夕刻空路イノレクーツ

ク市に向った。

20日 V米国，正式に謝罪一一6月2日，北ベトナムのカムファ港で発生した米軍機

のソ連船爆撃問題で，米国政府は20日，正式に陳謝の意を表した。

v党中委総会開会一一特記事項参照。

Vウズベク共和国の核物理学科学アカデミー研究所－Pravda紙によれば，

ウズベク共和国の核物理学科学アカデミー研究所はまだ非常に新しいが，ここで

は数回にわたって全連邦と国際の核物理学シンポジウムが聞かれた。研究所では

いま高エネノレギーと低エネルギーの核物理学と放射能物理学の研究が行なわれて

いる。

vタヴ、ダ河の鉄橋工事一－Gudok紙によれば，西シベリアのチュメーニ＝スウ

ノレグゥト鉄道が密林のなかで建設中であって，現在タヴダ河に鉄橋が建設中であ

る。この鉄橋の長さは 500m以上で，その橋脚工事のためすでに約1万m3のコ

ンクリートが打ち込まれた。地質の悪条件で地固めのため，あらかじめ 100mの

深さに1200本のコンクリート木材の杭が打たれた。

21日 Vソ連外務省，中国へ抗議一一ソ連外務省は21日付で，中国駐在のソ連通商代

表部員2人が17日，その宿舎で 1団の中国人のために暴行をうけたことで強硬な

抗議を中国大使館に送った。
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v党中央委総会終了

Vアンドロポフ，政治局員候補に昇格ー←特記事項参照。

vソ連・ア連合会談開始一一アラブ連合を訪問中のポドゴルヌイ最高会議幹部

会議長は， 21日カイロの大統領公邸で、ナセル大統領との会談に入った。

V沿海州｜，サケ・マス漁禁止一一一21日，モスクワで発表されたところによると，

ソ連は沿海地方での全海域お上び河川で 1年間，資源保護のためサケ・マスの漁

獲を禁止した。

v国際テレビ中継，参加拒否一一通信衛星を使って， 6月25日おとなわれる予

定の国際テレビ中継番組に参加する筈であったソ連は， 21日付で，この番組への

参加を拒否した。これは中東戦争によって，との番組のもっている人道的意義が

失なわれたという理由からである。

Vタシケント国営地区火力発電所一－Economicheskaja Gaze ta紙によれば，

タシケント国営地医水力発電所の第6番目の発電機は18日稼動を始めた。その出

力は16万kwである。現在クイズイルクウムの安い天然ガスを使用しているこの発

電所は中央アジア単一電力系に対する大きな電力供給者Eなった。との発電所の

現在の総出力は96万kwで、ある。

V西シベリア冶金工場の建設すすむ一一StroitelinajaGazeta紙によれば，ノ

ポクズネックでは，西シベリア冶金コンビナートの集塊工場の機械および設備の

綜合テストがはじまった。多数の建物や回廊のなかで，モーターの響が高くきこ

え， 12kmの集塊コンベヤーが動きはじめた。また冶金コンビナートの第2高炉に

最初の火が入り，間もなく実際の操業に入ることになっている。

22日 V米ソ首脳会談にソ連応諾一一22日夕方，ホワイトハウスのクリスチャン報道

官は，コスイギン首相が23日午前11時からニュージャージー州のグラスボロでジ

ョンソン大統領と会談することを承諾したと発表した。

V日本観光客，軍事裁判に一一特記事項参照。

23日 Vカイロのポ議長へ緊急連絡一一アラブ連合の有力紙アル・アハラムは23日，

ニューヨーク滞在中のコスイギン首相から，カイロ訪問中のポドゴノレヌイ議長あ

て，米ソ首脳会談に応じたことについて緊急連絡があり，中東情勢についてのナ

セル大統領の意向を打診するよう求めてきたと報じた。

V第 1回グラスボ口会談一一一6月23日午前11時すぎから，ニュージャージー州

グラスボロで，米ソ首脳会談が開始された。米ソ首脳会談は1958年のアイゼンハ

ワー・フルシチョフ会談（キャンプ・デーピッド）と， 1961年のケネディ・フル
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シチョフ会談（ウィーン〉についで 3度目である。ジョンソン大統領とコスイギ

ン首相の会談は通訳を介して2人だけで2時間続けられ，午後1時20分から昼食

に入った。この昼食には両首脳のほか， ドプノレイニン膨長ソ連大使，ラスク国務

長官，グロムイコ外相らが同席した。

V米ソ外相会談一一グラスボロでの米ソ首脳会談と平行して，同じグラスボロ

大学長邸の別室で，グロムイコ・ラスク両外相の会談もおこなわれた。

Vタス通信，対米非難さし控える一一米ソ首脳会談がきまってから，タス通信

の海外向けの通信は，米国に対する非難をさし控えはじめた。

V同盟代表，初の訪ソ一一同盟の塩地一郎副会長（自動車労連会長〉はソ連の

労働事情視察のため， 23日，パイカル号で横浜から訪ソの途にのぼった。同盟代

表の訪ソははじめてで，全ソ労働組合中央評議会の招きによるもの。

Vサケ・マス漁 B区域操業打切り一一水産庁はことしの北洋さけ・ます漁業が

豊漁で特にB区域（北緯45度以南〉で、は，日ソ漁業交渉で決まった漁獲割当て5

万5500トンを達成する見通しになったため，太平洋はえなわ漁船369隻，同流し

網漁船332隻合わせて 701隻の操業を 3日いっぱいで打ち切るよう各船主，出漁

船に指令した。これは日ソ漁業条約で定められた終漁日（ 6月30日〉より 1週間

早く自主的に切り上げることにしたものが，水産庁で、はさきの日ソ交渉で主張し

たベにざけ，しろざけの“豊漁説”が裏付けられたとしており，来年以降の資源

評価に有利な材料ができたとみている。

Vシューシェンスコエ・コンクリート工場の建設一一－StroitelinajaGazeta紙

によれば，エニセイ河上流につくられるサヤノ・シューシェンスカヤ水力発電所

の建設者たちはソ連最大のコンクリート工場をシューシェンスコエ（アパカン東

方約50km）に建設しはじめた。この巨大なコンクリート工場は水力発電所の基礎

工事のため毎時600m8の生コンクリートを供給するといわれている。

Vタシケント市の復興作業一一－Pravd，α紙によれば，タシケント市からの通信

として，モスクワから来た4千名の建設者たちが，地震で破壊されたタシケント

市を再建する作業に従事し始めてから，丁度1年を経た。モスクワの建設者たち

は，タシケント市の住民のために，すでに約2500室を有するアパートを作った。

近くさらに 400家族以上が入居する予定になっている。

24日 Vコスイギン首相，カナダ万国博見物一一訪米中のコ首相は， 24日，カナダの

モントリオーノレを訪れ，万国博覧会を見物した。

Vポーランド代表，モスクワ立寄り一一北ベトナムを訪問したポーランド代表
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団は24日，帰国の途中，モスクワに立寄り，ブレジネフ書記長はじめ，スースロ

フ政治局員，アンドロポフ国家保安委員会議長らの首脳と会談した。

代表団は北ベトナムの情勢について説明したものと推測される。

V政治局，緊急会議－6月24日，ソ連共産党政治局は午前中に緊急会議をひ

らいた。これは23日の米ソ首脳会談でジョンソン米大統領が提案した重要な問題

について検討するためであったと伝えられる。

Vソ連・アラブ連合共同声明一一ポドゴノレヌイ最高会議幹部会議長は21日～24

日にわたるカイロ訪問を終えるにあたり，ナセノレ・アラブ連合大統領との共同声

明を発表した。

この訪問の第1段階では軍事，経済，外交面でのソ連の援助について詳細な検

討がおとなわれ，第2段階では米ソ首脳会談がはじまってから，首脳会談の内容

を逐一，ア連合へ伝えるとともに，ア連合の見解を米国にあるコスイギン首相へ

伝えることがなされた。

カイロの消息筋によれば，ポドゴノレヌイ議長は「アラブ諸国の頭越しに米ソ問

で秘密取引はせぬ」とア連合へ確約したという。

Vチムケントの鉛工場を表賞一一一Pravda紙のカザ、フスタン南部チムケントか

らの通信によれば，同地のカリーニン名称鉛工場に対し，ソ連邦非鉄金属省と労

働組合中央委員会から 5ヵ年計画第1年度における社会主義競争の好成績につい

て表賞状が授与された。なお同工場にはレーニン勲章が与えられている。

25日 V革命50周年テーゼ発表一一6月20,21の両日開催された党中央委総会採択の

革命50周年に関するテーゼが公表された。詳細は資料参照o

vポドゴルヌイ議長，モスクワ帰着一一カイロ訪問の帰途ポドゴルヌイ議長は

ユーゴでチト一大統領と話し合い，本日モスクワに帰着した。

Vコスイギン首相，記者会見一一グラスボロでの首脳会談を終了したあと，コ

スイギン首相はヘリコプターでニューヨークにかえり，国連第4会議室で記者会

見をおこなった。首相の主張は，依然としてイスラエノレの侵略を非難し，米ソの

対立点をはっきりさせていた。

' ハバロフスクの極東建設会議一一StroitelinajaGazeta紙によれば，ノ、パロ

フスク市において，極東綜合建設者たちの技術会議が開催され，極東諸建設の労

働生産性向上方法に関する問題の討議が行なわれた。

26日 Vコスイギン首相，キューバ訪問一一米国に10日間，滞在したコスイギン首相

は， 26日午後，キューパへ到着した。コスイギン首相のキューパ入りははじめて
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の事である。コ首相は今回の問題をはじめ，全般的な国際問題におけるカストロ

首相の不満をなだめる目的でキューパを訪ずれたものと推測されている。当日，

キューパで、は大がかりな歓迎風景は見られなかった。

Vタス通信，首脳会談を評価一一26日付のタス通信はグラスボロにおける米ソ

首脳会談を評価して次のように述べた。

0コスイギン・ソ連首相とジョンソン米大統領の2回にわたる会談は，ニュ

ーヨークから余り遠くないグラスボロで聞かれた。会談では先ず中東の情勢に

について，両国がそれぞれの立場を主張した。ソ連側はイスラエノレ軍が休戦ラ

インの背後まで即時撤退することが，もっとも重要であると主張した。次にベ

トナム問題に関する両国の意見には越えがたい相違があることが示された。ソ

連側は，北爆の停止と南ベトナムからの米軍の撤退を強調した。また両国は核

拡散防止条約について，合意に達することが，きわめて重要であることを再確

認し，両国の相互的な関係についても一般的な見解が述べられた。この会談は

非常に有意義であったと信じられる。

Vアラブ連合へのソ連の援助一一ベオグラードの日刊紙「ボノレパ」は25日カイ

ロからの通信として，カイロ空港にソ連の巨大なアントノフ輸送機が頻繁に離着

陸しているという。またソ連はレーダー，ロケット，軍用機その他複雑な軍事施

設を動かすための要員を送り込んでいる旨を伝えた。しかし，カイロ市民はソ連

の援助に感謝しながらも，ソ連人が多数アラブ連合国内に入りこむことを恐れて

おり，複雑な表情であるという。

Vウルブリヒト，ヤクポフスキー元帥と会談一一一ソ連の第1国防次官ヤクボフ

スキー元師は26日に東独のウルブリヒト議長と会談した旨， 28日付の Krasnaja

Zvezda車氏は幸Rじた。

Vウズベキスタンの人造海－Pravda紙によれば，タシケント市からの通信

として，カルシンスキーのステップから遠くない所に，もう一つの人工海ができ

た。パチカマノレスクの貯水池が貯水をはじめたので、ある。すでに 4000万maの水

が貯えられ，全貯水量は2兆8000万msと予定されている。これは貴重な濯瓶用

水になるのである。パチカマノレスクの貯水池は今年出来上ったものとしては最初

の人工海である。なおワズベキスタンには古いものを合せると 14の人工海があ

り，全部で500億maの水が貯えられている。これらの水はウズベキスタンの数十

万ヘクターノレの原野をうるおすものである。さらに近年中には10の大きな貯水池

ができることになっており，ウズベキスタンはまさに人工海と人工河川の地方と
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いうことができる。

27日 Vラスク・ゲロムイコ会談一ーグラスボロでの首脳会談にひきつづいて，ラス

ク国務長官とグロムイコ外相はニューヨークで夕食をともにしながら，主要な国

際問題に関して会談した。

Vイルトウイシ河船舶局の石油輸送一一－Izvestija紙によれば，チュメーニ石油

の輸送に関する 5月計画を期限前に遂行したオムスクの河川運輸従業員は，＇ 6月

に入ってからも計両以上の早さで作業をすすめている。イノレトゥイシ河船舶局の

従業員たちは，オピ河流域の石油を 150万トン輸送する約束をしている。

Vフェルガナ州の綿花栽培－SeliskajaDzizny紙のウズベク共和国フェyレガ

ナからの通信によれば，パプスク地区のレーニン名称コルホーズは，最高勲章の

レーニン勲章を授与された。フェノレガナ州、｜の各農場は綿花の高収穫を目指してた

たかっている。至るところで昼夜連続の濯水設備が設けられ，また20機の農業用

飛行機，数百台の噴霧用トラクターが働いている。

V トムスク州にレーニン勲章授与一－Pravda紙によれば，ソ連邦最高会議幹

部会令は6月26f1 付をもって， トムスクチMに対し，同州、｜の勤労者に上って達成さ

れた経済的および、文化的成功についてレーニン勲章を授与した。

28日 Vエゴルイチエフ解任－－27日，モスクワの消息筋は，モスクワ市党委第 1書

記のヱゴノレイチェフ，エヌ．ゲ．（党中央委員）が解任され，後任にグリシン，ヴ

ェ．ヴェ．（党中央委政治局員候補）が任命されたと伝えた。

V赤の広場で自殺 6月28日，モスクワの赤の広場にあるレーニン廟の近く

で， 1人の老人が中東停戦に反対して，ダイナマイトで自爆した。このため数人

が負傷したという。

Vコスイギン・カスト口，歩み寄らず一一26日以来，ハパナで、会談を続けてい

るコスイギン首相とカストロ首相の意見は容易に歩み寄りの気配をみせていない

と， 28日ソ連筋が明らかにした。

Vクラスノヤルスク水力発電所突貫工事一一－Pravda紙によれば，クラスノヤ

ノレスク水力発電所の建設現場で、は，昼夜連続作業を行ない，エニセイ河のうえに

400万m3以上のコンクリートを打ち込んだ巨大な堰堤がそびえている。毎日作業

のテンポが早められ，建設者と組立労働者の集団は革命50周年記念日までに，最

初の二つの発電機を始動させる決議を行なった。

29日 Vソ連，太平洋ロケット実験終了一一5月29日からはじまっていた太平洋での

ロケット実験は6月29日，終了し，航行禁止水域が解除された。
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Vソ連，アラブへ政策転換要求一一一特記事項参照。

V再びソ連貨物船， 爆撃－6月29日， ハイフォン港に停泊中のソ連貨物船

「ミハイノレ・フノレンゼ号」を米軍機が再び爆撃して損傷を与えたとソ連政府が発

表した。政府は30日，米大使館を通じて米政府に厳重抗議した。

Vソ連，非同盟15ヵ国決議案の成立に努力一一国連緊急特別総会で，ユーゴな

ど非同盟15ヵ国の決議案が可決される可能性が大きいとして，ソ連はこの成立を

めざして努力している。これはイスラエノレの非難を含むソ連決議案より幅広い賛

成を得られそうであるという。

Vアルマ・アタにおける革命50周年テーゼの集会一－Pravda紙のアノレマ・ア

タ市からの通信によれば，アノレマ・アタ州、！と岡市では3 6月総会で承認された革

命50周年のテーゼを報告するアクチプ集会が終った。この集会では党中央委政治

局員候補兼カザフスタン共産党第1書記クゥナーエフが報告し，討議が行なわれ

fこ。

Vウラジボストークを出航する北極向け船団一一“VodnyyTransport紙によれ

ば，今年の北氷航路は非常に早く聞かれ，すでに 6月22日ベベク港に船が到着し

た。 5月23日例年よりも 3週間早くウラジポストーク港から砕氷船《モスクワ》

号を先頭にディーゼル電気船《カピタン・ポンダレンコ》，《パンカレム》，《カ

ピタン・ゴトスキー》，《エニセイ〉，《ベンジナ》，ディーゼノレ船《ザ、ゴノレス

ク》および《クングウノレ》の各号が北方に向い出航した。 6月2日には砕氷船

《レニングラード》号が期限よりも早く修理を終ってウラジポストークの桟橋を

離れた。

30日 T Prav白紙内河事件を報ず一一30日付の Pravdaはハバロフスクの極東軍

管区法廷で8年の刑を言い渡された内河昌富氏（31才）の事件を報じた。法廷は

同氏が内閣調査室のため情報収集の仕事にあたっており，内調は米国と情報交換

をおこなっている点を指摘したと伝えられるが， Pravda紙の記事は「内河昌富

はスパイの任務でソ連に渡航， 66年10月ハバロフスクで逮捕された。これは秘密

情報を収集中，現行犯で逮捕されたもので，その際，内河の反ソ活動の物的証拠

が押収された」というものであったが，記事は簡単で，日ソ聞の友好ムードを傷

けないようとの配慮が感ぜられる。

Vコスイギン首相，ハバナ発一一カストロ・キューパ首相と会談のためキュー

パを訪問中で、あったコスイギン首相は30日，空路ノ、パナを出発してカナダ経由，

パリへ向った。列着の折と異なり出発の際には盛大な見送りがおこなわれた。

円
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’駐日ソ連大使，三木外相へ申入れ一一トロヤノフスキー大使は30日午後4時

すぎ外務省に三木外相を訪ね，国連緊急、総会において，非同盟15ヵ国案を支持し

てくれるよう申し入れた。

v地下核実験一一スエーデンのワプサラ地震研究所は30日早朝，ソ連の地下核

実験と思われる震動を記録したと発表した。震源地は中央アジア。

Vポドゴルヌイ，シリアへ出発一一ポドゴノレヌイ最高最議幹部会議長は30日午

後5時，シリア公式訪問のため出発した。

Vオムスク州における革命50周年のテーゼに関する集会－Pravda紙のオム

スク市通信によれば，同州内の各地で革命50周年のテーゼに関する熱心な集会が

聞かれた。オムスクの精油工場党委員会ではこのテーゼの普及に関する報告集会

も聞かれた。

Vイルクーツク駅に集まる新工場の製品－Gudok紙によれば，イノレクーツク

駅には新しい諸工場の製産品がますますたくさん集まってきている。コノレシュニ

ハ（ブラック東方 150km）の鉄鉱石についで，現在アルミニュームがたくさん到

着している。この軽金属は即日ブラック工場から国内の各地と外国へ送り出され

るものである。さらに木材化学綜合工場の最初の製品も到着した。
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I 国連緊急臨時総会におけるコスイギン首相の演説（要旨〉

0イスラエノレ軍が武力で征服した地域の占領を続ける限り， 大戦争の危険が存在す

る。社会制度とイデオロギーの相違を問わず，全世界の人々は戦争防止の共通目的の

ために働かねばならない。

0イスラエル軍が占拠しているアラブ領土の大部分は， 国連安保理の停戦決議後に

占領したものである。イスラエルが戦争に訴える他に手段がなかったというのは誤り

である。 イスラエル政府が要求をもっていたなら，国連に訴えさえすればよかったの

である。国際社会はイスラエルに対し，国際法を尊重するよう要求すべきである。

0イスラエノレ外相は， アラブ諸国へ攻撃をしかける 2, 3時間前に攻撃の意図のな

いことを事実上誓った。 しかし，イスラエル空軍はすでにアラブ各国の都市に対する

攻撃命令を受けとっていた。これは前例のない不信行為である。

0イスラエノレが奪った領土からの撤退のみが緊張緩和のために好ましい情勢をっく

り出すことができ，中東における平和の条件を作り出すことができょう。

0イスラエノレの侵略の目的はアラブ連合， シリアその他アラブ諸国の現政権を転覆

することにあった。 この行動を放置することは，民族解放の大義に反し，アジア，ア

フリカ，中南米の多くの国々の利益に反することである。国連はイスラエルに国際法

を尊重するよう強制せねばならない。 占領地域で犯罪を指導し，犯す者は世界人民に

よってきびしく糾弾されねばならない。

0米国はすべてのカムフラージュを投げ捨てて， ベトナム人民に対して直接侵略を

行なっている。米国はベトナム民主共和国（北ベトナム〉に対する行動を中止すべき

である。ベトナムでの戦争の継続は，この地域以外にも戦火を拡大させ，大国間の衝

突へとエスカレートする危険を増大させる。

0しかし，戦争を望む国はない。現代において新しい世界大戦が起これば，それは

核戦争になるだろうことを疑う者はない。

0西独は第2次世界大戦の結果である国境線を修正しようとし， また核兵器を獲得

しようとして平和を脅かしている。 もし西独政府がそのおろかな計画を実行に移すな

らば，平和にとって，なかんずく西独自体にとって，致命的な危険が生ずるであろう。

0総会はいま戦争か平和かの問題に直面している。中東，東南アジア，その他平和

が破壊されている場所で起っている出来事の危険なコースを制限せず，紛争の拡大を

-267ー 一（ 191）ー



シベリア開発（ 6月）

許すならば， その結果はきょうあすにも大戦争となり，どの国をも巻き込んでしまう

だろう。総会は権威をもって正義と平和のために発言すべきである。

0ソ連はこの目的のため， 他の諸国と協力する用意がある。諸大国の努力はそのた

めに役立つであろう。 これら大国の代表団が共通の言葉を見出し，中東平和と全世界

平和のための解決案に到達できればよいと思う。

0中東問題の解決は大国間の努力にかかっているところが大きい。 もし中東の平和

と国際平和に役立つ決定に到達する為の“共通の言葉”がみつかれば結構である。

II 革命50周年テーゼ（要旨〉

0ソ連共産党中央委員会は，社会主義諸国の統一の強化L 民族および社会の解放

のための人民の戦いを支援するのに必要なあらゆる行動をとる。

0科学，技術，機械化， オートメーションによる共産主義の物質的，技術的基盤の

創造，労働生産性の着実な向上こそソ連社会の基本的な経済的課題である。社会主義

生産はいまや，この共産主義の物質的， 技術的基盤を建設する課題を成功裏に解決し

うる段階にまで高まっている。

0毛沢東グループはフ。チプノレ的な冒険主義と左翼的言辞で偽装した大国主義を結合

した政策をとり，社会主義社会の統ーを破り，世界共産主義運動を分裂させる道を公

然と歩み始めた。

0帝国主義とくに米帝国主義は， 民族解放運動の最大の敵であったし，これからも

そうである。社会主義勢力と民族解放運動との同盟は，帝国主義との闘争に勝利する

重要な条件である。

0国際共産主義運動における最大の緊急事は， マルクス・レーニン主義の原則に立

って統一を確保することである。世界共産党，労働者党の会議は，この緊急問題と共

通の行動計画を作成するため集団的討議をする試験ずみの形式である。

0各国人民の力強い結束した行動は， いまや新たな世界戦争を阻止できるようにな

った。 しかし帝国主義が存在する限り，略奪戦争の危険はつねに存在する。ベトナム

における米国の侵略とアラブ人民に対する帝国主義に煽動されたイスラヱルの侵略，

キューパに対する絶え間のない挑発によって作り出されている。

0ソ連人民は米帝国主義の犯罪的な侵略に対する甫ベトナム人民の英雄的な戦いを

断固支持する。 ソ連人民はベトナム人民の正義が勝利すると堅く信じている。ソ連人

民はイスラエルの侵略に反対し， イスラエルの帝国主義的後援者に反対するアラブ人

民の正義の闘争を全面的に支持する。
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（付） ソ連邦アジア地域

経済建設動向

1 日 V コスイギン首相，モスクワ帰着。ポドゴルヌイ議長，シリアへ

V重工業品の卸売り価格，値上げーーかねて伝えられていた通り， 7月 1日付

をもって重工業製品 691品目についての新卸売り価格が適用されはじめた。この

措置によって，企業体の赤字を価格のせいにして，責任回避していた経営者も，

企業努力を真剣に行なわざるを得なくなり，各企業の能率があがるものと予想さ

れる。石炭企業は113価格のもとでは使用総資本に対して平均約17%の赤字であっ

たが，今回の78%値 kげによって，平均8%の黒字になると干予想、されているとい

う。また石油企業も 5分の 1が赤字を出していたが，今回の地域別新価格によっ

て赤字企業をなくする建前になっている。しかし，とのような措置は遠からず小

売り価格体系にも手直しを招くと見九れており，今後の価格政策が注目される。

v仏ソ首脳，再び会談一一国連緊急特別総会からハパナ訪問を終えて帰国の途

についたコスイギン首相は， 7Jj 1日朝，パリに立寄り，再びドゴーノレ大統領と

会談した。コスイギン首相はニューヨークへ向う途中， 6月16日にもドゴーノレ大

統領と話し合っている。今回の会談は午前11時5分からドゴーノレ，コスイギンの

2人だけではじまり，正午からポンピドウ首相，クープドミュノレピル外相，ゾー

リン駐仏ソ連大使らも加わった。この会談は午後 l時15分まで続いた。コスイギ

ン首相はこのあとエリゼ宮でのドゴーノレ大統領招待の昼食会にのぞみ，午後3時

10分，特別機でモスクワへ向った。コスイギン首相はエリゼ宮を辞去する際，記

者団の質問に対し， 「①中東問題の処理は国連がやるべき仕事である。②ベトナ

ム戦争の解決はベトナム人自身がやるべき事である。③ドゴーノレ大統領との会談

では4ヵ国首脳会談開催は問題にならなかった」と答えた。

Vエニセイ河口の砕氷船活動一一VodnyyTransport紙によれば，砕氷船《キ

エフ号》は， 6月26日夜半ドゥジンカとイガノレカへの航路を塞いでいる最後の障

害であるエニセイ河口の氷壁突破を開始した。砕氷船《カピタン・ベロウソフ》

号と最初の船団4隻は氷山との闘いをはじめる北端に待機していた。 3昼夜にわ
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たる砕氷船《キヱフ》一号の突破作業はついに成功し， 6月30日第 1の船団は58.5

哩の氷海の運河を通ってエニセイ河口に向った。

Vセベ口・カザフスタン州にレーニン勲章一一－Prαvda紙によれば， カザフ共

和国北部のベテロパプロフスクからの通信として，本日セベロ・カザ、フスタン州

に， ti't:穀，食｜勾，乳，その他農産物の生産と供出量の増加を賞しレーニン勲章が

授与された。共産党政治局員候補，カザフスタン党第 1吉：記 D.A. Kunaevは党

中央委とソ連邦最高会議幹部会の依嘱により，労働者農民に対し祝辞を述べた。

2 日 ' 《ベスチュベ》金鉱の掘削作業記録－Pravda紙によれば， ツェリノグラ

ードからの通信として，カザフ共和国の《ベスチュベ》金鉱の《ザーパドナヤ》

坑の労働昔たちは，掘削班がもっとも堅い地盤で 1ヵ月間に 440mの水平坑を掘

り抜いたことを祝った。この掘削作業速度は採金のための捌削としては，いまま

での全連邦の記録より90m多い。

3 日 V米国務省，ソ連へ覚書一一7月3日，米国務省は「ハイフォン港停泊中のソ

連船ミハイノレ・フルンゼ、号が， 29日に米機によって爆撃されたとのソ連政府抗議

覚書を受けとった。同事件につし、ては現在調査中であるとの覚書を 1日付で駐ソ

米大使館を通じて伝達したj と発長したの米国防省は 7月：lO日付で「爆撃のり能

↑生」をすでにl認めている。

Vポドゴルヌイ最高会議幹部会議長シリア訪問終了に当り，両国共同声明発表口

Vポ議長，イラク入り

T lzvestija紙，毛非難一一7月3日付の lzvestija紙は長文の論文を掲載して毛

沢東を非難した。その要旨は『毛沢東ははじめから社会主義背ではない。彼の唯

一の野心は世界の独裁者になることである。彼が音頭をとった大躍進と人民公社

の失敗は，人民に経済的・政治的に苦難を与え，道徳的にも損害を与えた。中国

には代議制機関はひとつもないし， 54年憲法も反古になり，軍隊は毛沢東の私物

化されている』というものであった。

V人民日報，グラスボ口会談非難

v仏首相，訪ソ ポンピドー仏首相は 3日モスクワに到着し，クープドミュ

ノレピノレ外相とともにクレムリンにコスイギン首相を儀礼訪問した。

v仏ソ両首相，演説一一3日夜，クレムリンでひらかれたポンピドー仏首相歓

迎の夕食会で，コスイギン首相とポンピドー仏首相はそれぞれ演説をおこなった。

その中でポンピドー仏首相は「一枚岩の東西両陣営の対立の時期は終ったのでは

ないかjと述べ，フランスの微妙な立場を示した。
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f Pravda紙，仏首相来訪を報ず

f Pravda紙，航空機工業で仏ソ協力を論ず一一ソ連の航空機設計家ヤコグレフ

、は Pravda紙上でソ連とフランスの航空機工業における協力関係を推進する必要

を強調した。その要旨は，ヨーロッパの航空機工業技術はすで、に多くの分野で米

国をリードするようになった。それ故，ソ連は今後ヨーロッパの航空機工業，と

くにフランスのそれとの技術協力をすすめる必要があるというものである。

V力ザフスタンのビール工場一－So‘vetskαja Torgovlja紙によれば， カザ、フ

スタンのツェリノグラード州のエシリ地区消費組合はこのほど，年産 180万リッ

トルのピーノレを生産する能力をもっビーノレ丁a場ーの営業を開始した。

Vアルマ・アタ重機械工場の食堂vー－Saveおおrja Torgovlja紙によれば， ア

ルマ・アタ重機械製作工場内にある食堂レストラン・ソビエト・トラストの第四

号食堂は，労働者に対し，美味しい料理を提供し，文化的なサービスを行なって，

好評をえている。これに対しては工場当局と社会組織が大きな援助を与えている

のである。重機械製作労働者たちは毎Hバラエティに富んだ食事を余り時間を待

たずに食べられるので喜こんで、いる。

V西シベリア；台金工場の新しい集塊工場一一－Pravda紙によれば，ケメロボ州

のノボクズネックからの通信として，両シベリア冶金工場ではこのほど集塊工場

の第 l)ii員が稼酎jを始めた。新しい工場には，《ウラルマシ》（ウラル機械製作工場）

で作った強力な焼結機が備えつけられた。焼結と冷却の設備の広さは 312nfで，

HI・両生産能力は年間集塊235万トンである。新しい集塊工場はすでに高炉に対し

5千トン以上の集塊を供給した。

4 日 V ソ連・連邦会議議長来日一一衆・参両院議長の招待で国会の賓客として，ソ

連最高会議連邦会議議長スピリドノフ夫妻は， 7月8日午後 1時15分，羽田着の

日ソ共同運航機で来日した。

v米国製鉄関係者のソ連報告一一米国のピッツパーグ発APは，最近，ソ連の

製鉄工場を視察して帰ったUSスチールはじめ 4社の代表団の報告を伝えたが，

それによると，①ソ連における鋼 1トンを生産するに要する 1人あたりの労働時

間は米国の約3倍で，はるかにおくれている。米国では鋼 1トンあたり労働時間

は1962年で14.2時間， 1966年で12.8時間で，今後ますます減少の見込みであるが，

米ソの差は，今のところひらく一方である。②また，酸素製鋼の面でもソ連はお

くれている。③ただし，ソ連も連続鋳造の面では米国より豊富な経験を有してい

る。などの点をあげている。
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Vコスモス168号打上げ

V ソ連首相，カスト口説得一一ー韓国訪問を終えて帰国の途にあるハンフリー米

副大統領はアンカレッジで記者会見し， 「コスイギン首相はキューパを訪問した

際，カストロ首相にたいしキューパ革命を他の中南米諸国に輸出しないよう説得

した。これはグラスボロ会談で米ソ首脳会談がおこなわれた際，米国が中南米諸

国でのキューパの工作員の活動と武器輸出について，きわめて強い疑惑を持って

いるむねを告げ，コスイギン首相にカストロ説得をこころみるよう依頼したもの

で，コスイギン首相はこの要請を確かに果してくれた」と述べた。

V コスイギン首相，フランス大使館へ一一訪ソ中のポンピドー仏首相の主催で

モスクワのフランス大使館で聞かれた昼食会にコスイギン首相が出席した。

V仏・ソ首相，会談一一一7月4日，訪ソ中のポンピドー仏首相とコスイギン首

相はクレムリンで約2時間会談した。

Vポドゴルヌイ議長，モスクワ帰着一一一シリアとイラクの両国を訪問したポド

ゴノレヌイ議長は 4日夜，モスクワへ帰着した。

’ソ連・イラク共同コミュニケ発表一一 7月4日，ポドゴルヌイ議長のイラク

訪問の終了にあた r 】て共同コミュニケが発表された。

V ドゥジン力へ輸送船団 --Vodnyy Transport紙によれば， 7月 1日夕刻エ

ニセイ河の航行としては史上最初といってよいほど，例年よりも非常に早く北極

洋を通って西からドゥジンカ（ヱニセイ河下流）港へ輸送船団が到着した。これ

らの船団はノリリスクの採鉱冶金コンビナートのための設備などの貨物を数千ト

ン運んできた。砕氷船《キエフ》号はかれらを誘導した。

Vエルマク国営地区火力発電所の建設一一－Pravda紙によれば， カザ、フ共和国

のパブロダノレ州のエノレマク市からの通信として，イノレトゥイシ河の岸に現在の5

ヵ年計画の最大の電力建設であるエルマク国営地区火力発電所の建物が建てられ

ている。現在ボイラーの組立，石炭搬送設備の組立が行なわれている。また最近

第 lターボ発電機の組立にも着手された。この作業は革命50周年までに完成され

ることになっている。

Vチュメーニニトポリスク鉄道工事－Pravda紙によれば，チュメーニ市か

らの報道として，鉄道建設者たちは今年11月はじめに最初の列車がチュメーニか

らイノレトウイシ河の岸トポリスク市に到着するだろうと確信している。すでに85

kmのレールが敷かれ，鉄筋コンクリートの橋がかけられている。タフダ河の鉄橋

は予定よりも 1週間早く 11月 1日までに開設されるだろうといっているO 1969年
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チュメーニからトポリスクに至る鉄道の第 1)I債の正常運転が開始されるだろう。

V 力ザフスタンの工業－EconornicheskajaGazeta紙によれば， カザフスタ

ンでは現在アクチュピンスク合金鉄工場，カラカンダ合成ゴム工場，アノレマ・ア

タ製靴工場が生産効率を挙げている。またテミノレタウ（カラガンダの北）のカラ

ガンダ冶金工場は，カザ、フスタンのマグニトカ（鉄工場〕と呼ばれ，草命50周年

までに計画よりも粗鋼と銑鉄を 1千トン多く生産をする約束をしている。

5 日 V西村民社委員長，訪ソ使節団準備と語るー一民社党の西村栄一委員長は7月

5日大｜坂入りしたが，その際，日ソ友好の増進のために，西尾前委員長を団長と

する訪ソ使節団を派遣したいと語ったo

vスピリドノフ議長，国会訪問一一ソ連最高会議連邦会議議長スピリドノブ氏

は5日午前10時，石井衆院議長を， 10時半，重宗参院議長を訪れ，両氏の訪ソを

要請し，そのあと参院本会議に全員の拍手で迎えられた。

Vスピリドノフ議長，佐藤首相会談一一訪日中のスピリドノフ・ソ連最高会議

連邦会議議長は 5日午後3時，首相官邸に佐藤首相をたずね約40分間会談した。

Vブレジネフ，士官学校で演説一一ブレジネフ書記長は7月5日，クレムリン

でひらかれた士官学校卒業生のためのレセプションで演説し， 「中東危機におい

てわれわれのとった行動は正しかったといい得る。アラブ諸国との政治闘争での

共同行動は一層強化されよう j と述べた。この中で“政治闘争における共同行動”

とのペた事は中東への軍事介入を避ける態度をあきらかにしたものとみられてい

る。また，この席で，グラスポロにおける米ソ首脳会談についてふれなかった事

は，グラスポロ会談に対する党の評価がまだ決定していないためであろうとの推

測をも生んでいる。

Vオムスク精油工場の拡張工事一一－StroitelinajaGazeta紙によれば，オムス

ク精油工場では硫酸綜合設備の第2)I頂が計画よりも著しく早く操業に入った。ま

た電気脱塩装置も始動したり国家委員会はこれらの作業をシベリアの大きな石油

化学工業建設の成功として高く評価している。

Vウスチ・イリム水力発電所の基礎工事一一－Stroitelinaja Gazeta紙によれば，

イ／レクーツク州のヴスチ・イリム水力発電所建設現場で、は，アンガラyi:iJで、新しい

突貫作業がはじまった。下流の堤防の基礎に始めて数百nfの閃緑岩が投入された。

そこには総計400万ぱの砕石，砂利，砂が盛られることになっている。建設デー

までに下流の堤防の水中の部分の工事を完全に終り， 9月にはピットの水を汲み

出し，ダムの基礎を準備する予定になっている。
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V沿海地方の陶器工場一－Pravda紙によれば， ウラジポストーク市からの通

信として，モンレアノレにおける全世界展覧会でソ連館の出品のなかに上品な茶器

がある。その産地は沿海地方の新しいアルテモフ陶器工場である。なお，ウラジ

ポストーク市においては第2の極東陶器工場の建設がはじまった。陶器の｝Jil：半：j‘は

工場の近くで発見された。

6 日 Vウド力ン銅山開発専門委構想宇一一束シベリアのウドカン銅山の開発計阿に関

して，新井友蔵日本鉱業協会会長は 7月6日，同協会の今後の方針について，大

略次の点を明らかにした。④8月末までにウドカン開発専門委員会を発足させ，

日ソ双Jiの意見調整を急ぐ②しかし，一方でポーランド政府からもIYYJ国の大規模

な銅山｜摘発計画について援助申入れを受けており，ウドカン開発がおくれた場合

に備えてこれも検討している。

vパウジェト地熱発電所一一－Vodnyy Transρort紙によれば，ペトロパブ、ロフ

スク・カムチャツキーからの通信として， 7月5日パウジェト地熱発電所の出力

2500kwの第2タービンが稼動した。この地熱発電所はソ連でただ一つのものであ

る。出力50kwの第 1タービンは昨年から稼動している。オゼノレノフスキー漁業コ

ンビナート，オホーツク海岸の住民地への送電線建設は終りに近づきつつある。

7 目 Vヤクボフスキー，ワルシャワ軍総司令官に一一ソ連第 1国防次官ヤクボフス

キ一元帥は，グレチコ元帥の後任として，ワノレシャワ条約機構総司令官に任命さ

れた。ヤクボフスキーはソ連党中央委員で，駐独ソ連軍総司令官およびキエフ軍

区総司令官などを歴任している。

v仏首相，ポドゴルヌイ議長と会談

V反スターリン学者，追放一一一ソ連共産党は有名な反スターリン学者ネクリッ

チ教授を追放処分にした。この措置は，その他の反スターリン学者にもとらむた

模様。ネクリッチ教授は《19371！＇から 38年にかけておこなわれたスターリンの赤

軍首脳に対する大粛正のため， 1941年ヒトラーの攻撃をうけた際ソ連が大損害を

蒙る原因になった》という論文を1965年に発表してソ連共産党に大きなショック

を与えた人物である。このようなスターリン批判者の追放が，クレムリン内のタ

カ派の退潮と時を同じくして表面化したことは奇異の感を抱かせるが，さきに解

任されたタカ派の一人，モスクワrtf党委第 1：書記のエゴノレイチエフが昨年の第23

回党大会の席で、スターリンの復権に反対した点などをみても，クレムリンの若い

タカ派が必ずしもスターリン主議者ではなく，むしろ，新しく KG B長官に任ぜ

られたアンドロポフなどの方が，対内的にはスターリン主義者的色彩を強く持つ
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ているのかもしれない。また一部では，タカ派を抑える一方で反スターリン派も

同時に抑えることによって，パランスをとろうとしているのではないかという推

測も生んでいる。

V音速の 8倍の軍用機計画一一ベノレ、ンーニン航空軍総司令官は 7R，タス通信

のお昔に「わが悶は音速の6～8倍の速さをもっ軍用機の開発を計画しているj

と述べた。

V新井同和鉱業社長談 -7 Jj 7日，新井友蔵friJ和鉱業社長は東京・丸の内で

記者会見して次のように述べた。（むソ連はウドカン銅鉱山の開発資金を15億ドノレ

とみており，そのうち日本側に 8億ドルの資金負担を求めている。しかし，業界

では 1億ドノレ程度を予定しており，日ソ聞には資金負担で大きな開きがある。②

ソ連は日本側が同鉱山の開発を急いでいるとみているらしいが，業界としては急

ぐ必要はない。交渉はソ連の開発計画とにらみ合わせて，じっくり話合いを進め

た}jがよい。③ソ連は日本の選鉱技術を高く評価しており，今後， J台金，黒鉱処

理，物理探鉱などの面で技術交流が活発化するものとみられる。④日ソ合同委員

会の席上，ソ連側に硫化鉱開発について，申入れをおこなった。わが国は昨年16

万トンの硫化鉱をソ連から輸入しているが，ソ連側は日本が希望するなら，さら

に大量の硫化鉱を日本側へ出荷しでもよいという事であった。

V レナ河の採金工場－ StroitelinajaGazeta紙によれば，イルクーツク州の

ボダイボからの通信として，レナ河の支流ポリショイ・パトム河の谷で大きな砂

金採取洗鉱機が建設されている。この浮動工場はクイプイシェフ名称イノレクーツ

ク重機械製作工場で作られたものである。革命50周年までに組立作業をすすめる

ため，現在長さ113mの筏が準備された。

Vクラスノヤルスク水力発電所の工事の状況－ StroitelinajaGazeta紙によ

れば，クラスノヤルスク水力発電所の建設首たちは，冬期も春の増水期も不断に

作業を続け，過去6ヵ月間に約60万ill，つまり年度計画lの半分以上のコンクリー

トを打ち込んだ。最近第 lの始動発電機の基礎工事を終了し，引き続き出力50万

8千kwの発電機の組立を開始した。

8 日 V仏ソ共同コミュニケ発表一一ーポンピドー仏首相，クープドミュルピル外相は

6日間にわたるソ連公式訪問を終って 8日帰国したが，帰国に際して仏ゾ共同コ

ミュニケを発友した。

V仏首相，ブレジネフ書記長と会談

9 日 Vフランス記者，コスイギン首相と会見一一7月9日のフランス国営放送は，
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同放送の記者がポンピドー仏首相の訪ソ中にコスイギン首相と単独会見した内容

を放送したが，それによると，コスイギン首相は「国際問題が米ソ 2大国の間だ

けで解決できると考えるのは誤まりである」と述べたという。これはフランスや

アラブ諸国が，自分達の頭ごしに米ソ問で直接取引きされることを懸念している

点を考慮したものと見られているが，半面，ソ連 1同では米国と対等に渡り合え

ない時代になった事をも示唆していると観測されてし、る。

T Pravda紙，空軍総司令官談を掲載 可 7月9日付Pravda紙は，ベノレシーニ

ン空軍総己j令官の談をのせたが，それによると， 「ソ連空軍の主要な打撃力は核

弾頭付きのミサイノレを積み，対空防衛のおよぱなし、数百二キロ前｝Jから， ミサイノレ

攻撃を加える大陸間爆撃機である」と述べている。

Vソ連航空ショー一一7月 913，モスクワ郊外のドモジェドボ空港で6年ぶり

に航空記念日の空中パレードがおこなわれた。このショーにはプレジネフ書記長

はじめ党と政府の首脳がつめかけたO 注目すべき機種としては垂直上昇ジェット

戦闘機と可動翼型戦闘機で，その他にミグ21型戦闘機， 全天候戦闘爆撃機 Su7 

型，東京ニモスクワ定期空路に就航予定の L-62,Tu 132などがみられた。

Vウズベク共和国の養魚場－StroitelinajaGazeta紙によれば，ウズベク共

和国の綿花地方であるアハンガラン河でタシケント養魚場建設がはじまった。広

さ258ヘクターノレの養魚場で、はウズベキスタンの特産の魚類が養殖される予定で

ある。養魚場の養殖は共和国としては始めての試みであるが，さらに天山山脈の

麓の池にも，またチャルワク・ダムにも拡張される予定である。

Vアルタイの穀物輸送道路建設－Stroitelinα＇｝aGazeta紙によれば，西シベ

リア南部で、アノレタイのパノレナウノレ＝！レゥブツオフスク聞に最も大きい穀物輸送自

動車道路の建設がはじまった。コンクリート舗装の 300kmの道路はカノレマンスキ

ー，シプノフスキー，ポスベリヒンスキーなどアノレタイ地方の大きな穀物地区を

通過することになっている。

10日 V ソ連・北ベトナム協定一一ソ連と北ベトナムは1967年～1969年の 3年間に，

6千人の北ベトナム技術者，専門家，学生をソ連の技術学校，工場，建設現場で

訓練する協定に調印した。この協定にはソ連側からペトルシェフ対外経済交流国

家委員会副議長，北ベトナム側からレ・ベト・リヨン国家計画委員会副議長が署

名した。この中に軍事要員の訓練が含まれるか否か不明である。

V 自動車，化学両プラント輸出か一一東洋棉花はソ連向けに自動車用関連プラ

ント，化学プラントなど総額1千万ドルの輸出交渉をすすめている由。
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Vチュメーニ州の漁業－Pravゐ紙によれば，チュメーニ市からの通信とし

て，ヤマロ・ネネツキ一民族管区の漁夫たちは， 5ヵ年計画の漁獲計画の漁獲計

画を遂行し，漁民デーを大成功裡に祝った。かれらは，昨年よりも 900トン多い

漁獲高を挙げた。ノポ・ポルトフスキー水産工場とヤマロの漁業ソフホーズは現

在近代的な魚船を持ち大きな冷凍倉庫を有している。最近ここのサレハノレド魚缶

詰コンビナートからは，モスクワ，レニングラード，チュメーニその他の都市に

160トンの魚製品が送ちれた。

11日 V ソ連の核保有量予想一一米国安全保障会議（民間団体）は 7月11日， 「米国

対ソ連の戦略軍事ノミランスの変化Jと題する報告書を発表したが，その中で『1971

年までには米ソ聞には重大なメガトン・ギャッフ。が生じ，ソ連の核爆発総量は米

国のそれを 5倍も上回るほどになろう』と警告した。これに対し国防省は同日，

「敵の核攻撃を阻止する米国の核戦争阻止力は充分であるj と反論した。米国安

全保障会議はシカゴに本部をおき，米国の ICBM（大陸問弾道弾丸 IRBM（中

距離弾道弾）開発を指揮したシュライパ一元空軍組織司令官が会長で，会員には

水爆の専門家テーラ一博士， yレメ一元空軍参謀総長など，国防関係の著名人の多

い有力団体である。今回の報告書は下院軍事委員会の要請によって作成したもの

で，その内容の要旨は次の通り。

①1962年にソ連が保有していた運搬可能の核兵器の総爆発量は 6千～ 1万2

千メガトンであったが，米国の方は 2方～ 5万メガトンという絶対的な優位に

あった。⑦しかし， 1971年には，ソ連の保有する運搬可能の核兵器の爆発総量

は3万～ 5万メガトンと予想されるが，米閏の方は6千～ 1方5千メガトンと

なろう。⑨ソ連はそのうえ ABM（ミザイル迎撃ミサイル）を阻置しているが，

米国ほ報復核攻撃政策に国防のすべてをかけている。ソ連が核兵器保有量のう

えで優位をもっていると自信をもてば，果して米国の核報復阻止力が役に立っ

か疑わしい。④米国は現在でも運搬可能の核兵器の保有量でソ連に対し優位に

あるとは思えない。だが，まだ時間的余裕があり，ソ連に追いつくため今年中

に決定をくだすべきである。

V ソ連，アラブ諸国援助に見返り条件要求ー←ポドゴノレヌイ最高会議幹部会議

長（元首）のアラブ連合，シリア，イラクの 3国歴訪の際，種々の条件をアラブ

側に要求したこどが11日，シリア筋で明ちかにされた。それに上ると，ソ遣は武

器援助の代償として，⑦アラブ連合，シリア，イラク，アルジエリア，スーグン，

ヨルダンの 6ヵ国の軍隊を統合する統合司令部をつくるとと，②ソ連軍事顧問団
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の派遣，③シリア軍の機構改革，④退職させられた空軍将校 150名（主として共

産党員）の復職 の4項目を要求したという。これらは明らかに内政干渉にも

等しいもので，シリア側は強い抵抗を示しており，あいまいな態度で逃げようと

こころみているという。今までの所，双方の意見を調整して，①統合司令部の設

置は各国で今後検討する，②ソ連軍事顧問団の人員は新しい武器の供与に伴って

そのたびに協議する，⑨軍の機構改革は考慮する一ーなどの線で一応折り合った

と伝えられるが，これは，やがてアラブをソ連の軍事基地化する可能性を持って

おり，アラブ側の低抗は相当強いものがある。しかし， －｝jではアラブ側の軍事

行動の余りに無能な有様にこりたソ連としては，武器援助のかわりに大幅なソ連

の指導力の介入をこころみるのも止むを得ぬ点がうかがわれる。しかし，これは

南ベトナム軍の余りの無能力さに呆れた米国が直接に軍事介入した事と軌をーに

しており，今後の成行きが注目される。

V米国，ソ連の中東軍事援助を懸念一一7月11日，米国務省のスポークスマン

は，ソ連のアラブ連合はじめ中東諸国に対する軍事援助が「米国を心配させるほ

ど，かなりの量」に達していることに懸念の意を表明した。

Vマリク外務次官，力イロ着

Vシェレーピン格下げか？一一政治局員兼書記のシエレーヒ。λ ア．エヌ．は7

月11日付で書記を外され，全ソ労働組合中央評議会議長に任命された。このポス

トは今まで政治局員候補のグリシンが占めていたもので，グリシンが先月末解任

されたモスクワ市党委第 1書記エゴノレイチェフの後任として転出したことから，

その後任にシエレーピンがあてられたものである。これは政治局員兼書記として，

クレムリンの中の 4人の実力者の l人に数えられていたシェレーピンにしては，

やや低いポストと見られるので，事実上の格下げではなし、かと見られている。こ

の人事は， 4月のゴリューノフ・タス通信社長の解任， 5月のセミチャストヌィ・

KGB長官の更迭， 6月のエゴ、ルイチエブ・モスクワ市第 1書記の解任など一連

のタカ派人脈の凋落の最後の狙いが，シエレーピンであったことを示してU、る。

しかし，党中央委員会の内部には，まだタカ派に属する委員が多数残っており，

軍の内部にもタカ派的感覚の人脈が多い所から，タカ派が完全に凋落し去ったと

は見られない。当分，コスイギン・ブレジネフ路線の妥協的ムードが続くとして

も，将来の党内情勢の変化にはまだ軽々しい予断を許さないものが残っているo

vフルシチョフ回顧録，放送一一7月11日夜，米国の NBC放送は，フルシチ

ョフ前首相とのテレビ会見を放送したが，その中で述べたフルシチョフの言葉の
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要旨は次の通り。①アイゼ、ンハワ一元大統領は「側近に頼りたがる弱い男」で，

ニクソン元副大統領は「しょうのない野郎」であったが， ケネディ前大統領は

「真の政治家であった。今生きていたら，ベトナムをこんな泥沼にはしなかった

ろうJ。⑨毛沢東は「フ。チブノレ的Jで，スターリンは「非常に人間的な男であっ

たが，周聞が悪かった］。⑨キューパ危機は「実はソ連の勝利j であったーーな

ど。

▼万国博ソ連館の建設――日本万国博覧会に参加する「ソ連館」の建設をめぐ

って，大二手商社，建設会社の受注競争が！謹んで、あったが， 111=1，伊藤忠商事，竹

中工務店グループが落札したことが明らかにされた。

V 日ソ協議の議題検討一一第1回目、ノ定期協議は21, 22日モスクワでひちかれ

る予定であるが，これについて，外務省は7月11日午後，三木外相を中心に同協

議にのぞむ第 1田打合せを行なった。

Vソ連艦隊12隻，アラブ連合訪問一一7月10日， 12隻のソ連艦隊がアラブ連合

のアレキサンドリア港を訪問した。同艦隊は 1週間にわたって同港とポートサイ

ド港に停泊する。

Vノボシビルスクの重工作機械工場一一－Praりda紙によれば， ノポシピノレスク

のエフレモフ名称、重工作機械工場では，巨大なユニットが作られ，設備のシリー

ズ生産が行なわれている。この工場のマークは広くソ連および世界の市場で有名

である。機械製作労働者たちは，国内各地の機械製作工場のため設備を増産し，

品質を高めるため草命50周年を目指して努力をしている。

12日 V製缶用塗装，印刷設備輸出一一三井物産と全ソ産業技術輸出入公団との聞に，

製缶用の自動ラッカー塗装設備， 印刷機械（900万わりの商談が現金決済方式

で成立した。

Vスピリドノフ議長三木外相と懇談一一来日中のソ連最高会議連邦会議議長

スピリドノフ氏は12日午前，外務省に三木外相を訪問して30分間懇談した。

Vソ連・東欧会議ー～ソ連と東欧7ヵ国首脳会議が7月11, 12日プダペストで

中東情勢を討議するため聞かれた。このような会議は6月9日以来2回目のもの

である。

Vスピリドノフ議長記者会見

V極東軍管区のミーチンゲ－lzvestゲα紙によれば，ハパロフスク市からの通

信として， 7月11日極東軍管区の諸部隊では，旧特別極東赤軍の赤旗勲章の引継

ぎに関する，ソ連邦最高会議幹部会の決定を記念するミーチングが行なわれた。
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13日 Vスピリドノフ議長，離日

V札幌初代領事にザブロジン氏一一ソ連外務省は初代の札幌総領事に I・M・

ザ、プロジン氏（60歳〉を内定し，日本政府にアグレマンを求めることになった。

同氏は1936年から44年まで東京のソ連大使館に在任したことがあり，また59年か

ら65年までネパール大使をつとめ，現在，外務省南アジア部総領事（参事官）。

Vコスイギン首相，米実業家と語る 1960年のレーニン平和賞受賞者で，ソ

連の指導者と親しいアメリカの実業家サイラス・イ一トン氏は 7月13日のインタ

ビューで， 6月30日カナダのニューファウンドランドのガンダーで4時間半にわ

たってコスイギン首相と話し合った内容を発表した。その中で注目すべき点は，

コスイギン首相が「中国の参加ないし承認なしでもベトナムの解決は可能で、あるJ

と述べたことであるという。また， 「コスイギン首相は，イスラエルは偉大なこ

とをやったと称賛した。しかし，イスラエルがアラブの土地を保持することは許

せないと強調した。ソ連のアラブ諸国への援助は40億ドルに達している」とも述

べたという。

Vベトロパブロフスク・カムチャツキー港に到着する貨物船一一一Vodnyy

Transport紙によれば，極東のディーゼノレ船《セノレゲイ・チュレニン》号は本年

すでに11航海を行なった。年度計画は75%遂行され， 7月7日ペトロパブロフス

ク・カムチャツキーに到着し，荷卸し作業を行なっている。この船といっしょに

《ワスチ・カムチャック》号は998トンの原木を積んで入港した。

' ハバロフスクの作家会議－Pravda紙によれば，ハバロフスク市よりの通

信として，本日岡市において，ロシア共和国作家同盟理事会事務局の出張会議が

終った。 3日間にわたって極東の文学者たちは，モスクワ，シベリア，ウラノレ沿

ボノレガの作家たちとソ連東部地区の文学問題につき友好的に話し合い，青年男女

の教育につくした雑誌《極東》の役割を高く評価した。

Vソ連最高所の天文台建設－Pravda紙によれば， アノレマ・アタ市からの通

信として，ザ、イリースキー・アラタウの山岳地帯で海抜3千メートル以上もある

高地に新しい天文台の建設がはじまった。これはカザフ共和国科学アカデミーの

天文物理学研究所に属するもので，ソ連で最も高所にある天文台である。

14日 Vア連合軍事代表団，訪ソ一一一モハメド・アブデノレ・メナム・リアド陸軍参謀

総長を団長とするアラブ連合軍事代表団は，このほどグレチコ国防相，ザ、ハロフ

陸海軍参謀総長らソ連軍首脳と会見した。

T Za・rubedzom誌，ハンガリ一党第 1書記の演説掲載一一7月14日付の Za・
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rubedzorn誌は「プロレタリア的統一」と題して， カダノレ・ハンガリ一党第 1書

記の演説を大きく掲載したが， その要旨は， 《現在，一部の社会主義因。レーマ

ニアを暗示している〕に民族的偏狭さと民族的孤立化の傾向が現われているが，

それかといって，社会主義国の会議に欠席する国を破門したり，その独立を侵害

することはできない。むしろ，協調できない国はそのまま放置して，協調できる

国々だけで協力を進めてゆくほかはない》というものである。

V中央アジアの診療列車一一Gndok紙によれば，中央アジア鉄道の各駅を診療

列車が走っている。小さな駅の住民たちは，アシハパド鉄道病院の医師たちの治

療を受けることができる。また鉄道従業員とその家族たちは，医師の衛生講話を

聞いたり，医学に関する映画を見ることができる。

V西シベリア冶金工場の第2高炉一－Gudok紙によれば，ノボクズネックから

の通信として，西シベリア冶金工場では，第2号高炉の始動準備がはじまった。

大きな冶金機械のすべての部分は綜合的にテストされている。 7月13日パイプに

よって炉に空気が送られた。圧力のもとで、ガスおよび空気を送る設備が試験され

た。今や本格的操業は間近かにせまっている。

Vクラスノヤルスクのダンボール工場の建設遅れる一一－Pravda紙によれば，

クラスノヤルスクのセノレローズ製紙コンビナートのダンボール工場の建設が遅

れ，その成績が問題になっている。所定の工期が延びたために，大量の資材が無

駄にされ，購入した設備が使用されずこわれ，またはさびている。コンビナート

長 V.K. Goncharenkoは怠慢の責任を問われ処罰された。

15日 Vルーマニア，ワルシャワ条約脱退か一一ソ連とノレーマニアの問では広い範囲

にわたる意見の相異が生じていたが，両国の不一致は中東問題で絶頂に達してし

まった。そのため今月末ルーマニアがワルシャワ条約脱退を議会で宣言するかも

しれないという噂がモスクワで流れている。

V ソ連，地下核実験

V米，ソ連へ覚書 モスクワの米大使館が15日に発表したところによると，

同大使館は，さる 6月29日に北ベトナムのハイフォン港で発生したソ連船の被弾

事件について，米政府の覚書をソ連外務省に手交したという。その内容はミハイ

ルフノレンゼ号に米機の銃弾が命中した可能性を認め，ベトナムの交戦地域のソ連

船に対する被害を最少限度にとめるための特別措置をとることを約束したもので

あるという。しかし，戦闘行為のおこなわれている地域での危険性を完全に除く

ことはできないとも述べているとし、う。
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f Pravdα紙，日共へメッセージ一一7日15付のソ連共産党機関紙 Pravdaは，

日本共産党創立45周年を祝するメッセージを第 1面に掲載した。また第 4ffiiには

I. Ivkovの署名入りで「日本共産党の45年」と題する論文を掲載した。 この論

文は日共が北京の分裂行動と袖を分かつた事を称賛し，きたる11月のロシア革命

50周年記念式典に日共代表をよろこんで受け入れる用意のあることを表明したも

のであった。 この I.Ivkovは， さる 4月来日して日共の西沢幹部会員と秘密会

談をおこなったソ連党中央委の対日工作責任者コワレンコ，イ．イ．のペンネーム

であると推測されている。このソ連共産党の呼びかけに対し，日共がどのように

反応するか注目されている。

Vゲロムイユ帰国延期

V人民日報， ソ連の援助非難ー一一7月15日付の人民日報は， 15日の紙面で《ソ

連修正主義者は機械，設備などを提供してくれるだろう。しかし，値段は高く，

利子も高い。時代おくれの製品を宝物あっかいにし，ものを発送しない前にまず

代金をとっている。ソ連修正主義者は技術を与え，専門家を派遣するだろう。し

かし，それには各種各様の特権が求められる。要するにソ連修正主義者の対外援

助は全く米帝国主義者の対外援助と同じく，かれらがアジア・アフリカ国家に対

し拡張，浸透，支配，干渉を行なうための新植民地主義の道具にすぎない。彼ら

がアラブ諸国を援助する目的もそれである》とし、う要旨を述べたの

Vオムスク州の農作状況 Pravda紙によれば，オムスクからの通信として，

イノレトゥイシのステップでは今年の春は稀れな寒さと乾燥した日が続いた。 6月

には猛烈な暑さが訪れ，そして7月の上旬には豪雨が各地を襲った。しかし，降

雨量は30mm以内で、あった。 7月の雨は播種によい影響を与えた。牧草は伸びジャ

ガ芋は成長し， トウモロコシの伸びを促進した。牧夫たちは取入れを準備してい

る。

16日 V上半期の経済実績発表一一ソ連中央統計局は 7月16日， 「上半期のソ連国民

経済実績」を発表した。それによると，工業生産は前年同期に比し， 10.6%増加

したという。詳細は資料参照o

v人民日報，ソ連非難

Vチェコ二ソ連間天然ガス・パイフライン開通一一フ。ラハ発の外電（CTK）に

よれば， 6月29日にソ連西部のラボフ地方から，チェコ東部の西スロパキァ地方

のシャラまで，全長540kmの天然ガス・パイプラインが開通した由である。チェ

コ領内におけるパイプラインの長さは 156km。将来はチェコ中央部のモラピア地
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方や西部のボヘミア地方まで延長の予定であるという。このパイプラインの口径

は70cmで，最高55気圧まで耐えられ，年間のガス輸送量は20億nfで，加圧ステー

ションを増設すれば倍増できるという。 （注： 20億 nfは東京都の 1年分のガス消

費量に相当する〉当面の主にスロパキア地方のシャラとストラージスケーに新設

された化学肥料工場の原料として用いられる。現在，チェコの燃料，原料輸入の

57%はソ連に頼っており，昨年度， ソ連から原油 630万トンをパイプラインで輸

入している。

T IL 62型，試験飛行－Sov£山知：jaRassija紙は16日の紙面で，新型ジェッ

ト旅客機イリューシン62が，ムルマンスク＝ノパヤゼムリヤ島（北極海〉ニウラ

ノレ山脈＝モスクワ間9千kmを11時間で無着陸飛行に成功したと報じた。同機は

168人乗り， 4発エンジン，最高時速950km，最高高度 1万3千mの性能を持ち，

今年中にカナダ，米国，英国，フランス向け路線に就航の予定であるという。

vバイカル湖岸の防波堤－－Gudok紙によれば，イノレクーツク市からの通信と

して，シベリア鉄はパイカル湖の岸を数百ikmにわたって走っているが，所々しば

しば湖の波に洗われることがあるので，すでに長年コンクリートの防波提が作ら

れていたの運輸建設者たちは新しく黒海の経験を利用して，複雑な防波設備を建

設してきたが，現在その第 1Ji頂が完成した。スリュジャンカからボ、ヤノレスカヤま

で約175kmにわたって，新しい防波壁が出来た。その壁の基礎の厚さは 2m余，

高さは 4～5mで‘ある。建設者たちはこれから第2順の工事を行なうことになっ

ている。

▼イルクーツク州にレーニン勲章――Pravda紙によれば，本日イルクーツク

市の劇場において，イルクーツク州に対するレーニン勲章授与式が行なわれた。

勲章はソ連邦最高会議の依嘱により，ロシア共和国最高会議幹部会議長 M.A.

Yasnovから手渡された。これは同州の経済・文化建設ならびに大きな工場と発

電所の建設に関する功績を賞して付与されたものである。勲章授与の祝賀会には

サパイカル軍管区司令官 Belik大将，クラスノヤノレスク地方党書記 Isaevらが列

席し，イノレクーツク州党第 1書記Shchetininが謝辞を述べた。

17日 V米ソ，宇宙飛行士救助協定一一ー7月17日ジュネープで発表されたところによ

ると，米ソ両国は遭難した宇宙飛行士の相互救援と相互援助に関して予備的な協

定に達したという。これは国連大気圏外平和利用委員会の法律小委員会で、決まっ

たもので，他に26ヵ国も暫定的に承認を与えたとし、う。他に協定草案はまた宇宙

船の大気圏外への打上げによって生じた損害に関する責任についても規定してい

FD 
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るo

vアルジエリア，イラク首脳，訪ソ

V ソ連外務省，中国の海難協定破棄を非難一ーさきにソ連，北朝鮮，中国3ヵ

国聞に締結されていた「海洋で遭難した船舶，航空機の人命救助に関する協定」

(1956年7月3日締結）の延長を 6月24日付で中国外務省が拒否した事に関して，

ソ連外務省はこれを非難する覚書をモスクワの中国大使館に手渡した旨， 17日付

で発表した。その内容は「中国の措置は，中共が中ソ両国の接触を制限する政策

をとり続けようとし，相互の協力を望んでいない事を示している」というもの。

Vコスモス169号打上げ

18日 V三木外相，首相と訪ソ打合せ

T lzvestiiα紙，海難協定破棄で中国非難一一7月18日付の lzvestija紙は法学博

士ザ、ドロズニー氏の論文を掲げ， 『ベトナム戦争のヱスカレーションによって，

極東・太平洋海域における社会主義諸国の被害がふえ，人命や飛行機も直接の脅

威にさらされてし、る時に，中国が海難救助協定の延長を拒否するような非人道的

行為に出たことは，北京の指導者達が社会主義陣営に対する敵意をあからさまに

示している証左である』と非難した。

V ソ連・アラブ首脳会談一一ソ連首脳のブレジネフ書記長，コスイギン首相，

ポノマリョフ書記，グレチコ国防相，クズネツオフ外務次官らは， 17,18の両日，

クレムリンで、ブーメジエン・アノレジエリア革命評議会議長，アレフ・イラク大統

領と会談した。このあとコミュニケが発表された。

Vアラブ2国首脳帰国

vソ連外相，安保理にイスラエル非難書簡送付

Vコマロフ大佐はオレンブルグに墜落一一7月18日付の Kommusomoris初¥ja

Pravda紙に掲載された写真によって， さる 4月，ソューズ I号が墜落した地点

はモスクワ東南約1200kmのオレンブノレグ地域で、あることが判明した。

v米紙スターリンの死の真相一一デトロイト・ニュース紙は7月18日， 「ス

ターリンは全ユダヤ人のシベリア流刑を提案し，政治局員の激しい反対にあって

憤死した」と伝えた。また， 《ベリヤは公式発表より半年も前の6月17日にポー

ランド大使館のパーティからの帰途，車中で射殺された））とも報じた。

（注） この報道の真否は不明である。

V力ザフスタンの新しい銅鉱山一－Gudok紙によれば，アルマ・アタ市からの

通信として，豊富な銅鉱山がカザフ共和国の西部で発見された。その位置は以前
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にムウゴドジヤノレスキー山地で発見された銅鉱山から15kmのところにある。

19日 Vソ連，アラブの強硬論を支持せず一一モスクワの共）宝圏筋が19日夜明らかに

した所によると，このほど訪ソしたアルジエリアとイラクの両国首脳が，中東問

題で強硬路線をとるよう要請したのに対し，ソ連首脳部は同意を与えなかったと

いう。そして，ソ連は，①アラブ領からイスラエノレの撤退を要求するアラブ側へ

の支持を引き続いて表明する，③破壊されたアラブ経済と軍隊を再建するため，

長期にわたる経済援助と軍事援助を行なう，（言領土問題の解決は軍事的手段では

なく政治的手段に訴える一ーという線を示したという。とくにソ連はアラブへの

援助が浪費されないようきびしい管理をおこないたい意向で、あるという。

（注） 皮肉にも，米国が反共諸国への援助がしばしば浪費されて実効をあげな

い事に業を煮やして，内政干渉に近い方法で援助の管理をおこなおうとして

きた前車の轍をソ連も踏もうとしている。

Vイラン首相，訪ソ

T Prav白紙，中ソ国境の紅衛兵デモ報道一一19日付の Pravda紙に連載中の

作家シーモノフの極東ノレポノレタージュの中で， 『今春まだウスリー河が氷結して

いる頃，数日にわたって紅衛兵が群をなしてソ連側の川岸へ喚声をあげながら押

し寄せ，彼等のトラックはソ連国境警備員の警備ラインを突破した』と伝えた。

このような事件を今になって発表した事は，再び国境の緊張が増してし、るしるし

と受けとられている。

V力ザフスタン南部地区の移動修理工場一－Gudok紙によれば， チムケント

（カザフスタン南部〕の自動車運転者たちのイニシャチブによって農業の取り入

れ，道路の建設，濯慨に従事している自動車の技術的サービスのため，移動工場

が作られた。この車輔に乗った移動工場には，生産工場，発電所，予備品倉庫，

ガソリン・スタンド，居住設備，食堂，浴場洗濯場，ボイラーがある。工場には

熔接設備，綜合機械修理台，工作機械もある。

20日 V三木外相，訪ソ一一第 1回日ソ定期協議のため訪ソの途にのぼった三木外相

は，予定通り， 20日夕刻，空路モスクワへ到着した。

Vモスクワ放送，三木訪ソに期待と報道

V ソ連，イスラエルに警告

V ソ連，イラク・ヨルダンの併合を支持？一一米国の中東問題専門家ジョン・

キムチ記者は20日付の EveningStandard紙で，《アラブ急進諸国はソ連の支持

を得て，ヨルダンとイラクの合併を強行するらしい》と報じた。これはヨルダン
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のフセイン国王がイスラエノレと単独講和に入る可能性が高まったところから，こ

れを防止するために，この動きがでてきたものという。すなわち，カイロ滞在中

のマリク・ソ連次官が7月12日ひそかにヨルダンを訪問し，フセイン国王の地位

がぐらついている事を確信してカイロにもどり，ナセノレ・ア連合大統領にヨルダ

ンをイラクに合併するよう説得したというのである。しかし，ア連合としては，

イスラヱルの領土拡大に反対する立場上，イラク軍にヨルダンを占領させる訳に

はゆかないので，ヨルダン内部の反王制派にフセイン王制を倒させ，その後で両

国を合併させる手を打っと見られ，実現までには若干の時間が必要であろうと推

測されている。

Vウスリースクの製靴工場－1.zvestija紙によれば，沿海地方のウスリースク

で、新しい製靴工場の19のコンベア・ラインが操業に入った。この製靴工場は極東

最大のもので，年間の計画生産能力は350万足といわれている。

V クラスノヤルスク水力発電所の発電機の製作遅れる F'ravda紙によれ

ば，クラスノヤルスク水力発電所建設のための設備を作ってし、るウラル電気重機

械製作l：場の作業が遅れ，プラウダ紙の社説で非難されていたが，現在工場幹部

たちは 2基の水力発電機を所定の期限に始動させるため，凡ゆる措置を講じてい

る。

21日 V第 l回日ソ定期協議はじまる一一日ソ両国政府の第 1[nl定期協議は21日午前

10時 CH本時間同日午後4時〉すぎからモスクワ・スモレンスカヤ街のソ連外務

省会議室で，日本側三木外相，ソ連側クズネツオフ第 1外務次官の聞で聞かれた。

グロムイコ外相はニューヨークの国連緊急特別総会出席中のため出席できなかっ

た。またソ連側からはリハチョフ外務省極東部長，オコーニシニコフ同部次長，

トロヤノフスキー駐日大使ら，日本側から北原欧亜局長，中川駐ソ大使，有田公

使，鶴見経済局長らも同席した。

V外相代理主催の昼童会一一－21日午後 1時半から外務省別館でクズネツオフ外

相代理主催の昼食会が聞かれ，三木外相以下の日本側のメンバーが出席した。

V三木・バイバコフ会談一一三木外相は21日午後7時すぎ（日本時間22日午前

1時〉からソ連外務省で，パイパコフ・ソ連副首相兼国家計画委員会（ゴスプラ

ン）議長と会談し，シベリア開発協力問題を話し合った。

Vソ連新聞部長， 「北方領土解決ずみ」と言明ーーヅ連外務省のザミャチン新

聞部長は21日，午前10時半から約 1時間にわたって，三木外相に同伴した日本人

記者団と会見したが，その中で「北方領土は解決ずみであり，今回の日ソ定期協
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議で議題としてとりあげる考えはない」と言明した。

V抑留日本漁船員，引渡し一一一外務省は21日， ソ連に抑留されている日本人漁

船員17人を日本側に引き渡すと，ソ連外務省からモスクワの日本大使館に通告が

あったと発表した。政府は海上保安庁の巡視船「ゅうばりJを派遣し 26日午前

7時，色丹島の穴澗（あなま）港でこの漁船員をひきとる予定。

Vヤクボフスキー論文一一ソ連国防省機関紙 KrasnajaZ.白vezd，α紙は21日付の

紙面で，ヤクボフスキー・ソ連第 1国防次官兼ワルシャワ機構軍司令官の「地上

軍」と題する大論文を発表した。これは核兵器を使用しない局地戦に対する準備

の必要性を強調したもので，内外の注目を集めている。

Vパミール高原コルホーズ、の電化一一－Gudok紙によれば，タジク共和国の首都

ドゥシャンべからの通信として，パミール高原の各コルホーズで電気関係労働者

の仕事がはじまった。 111中の道路をディーゼル発電機とコノレホーズ用小規模自家

発電所建設に必要な設備が送られていると伝えている。このようにして，広大な

計耐で、パミールのコルホーズの電化が予定されているのである。最も遠い《パミ

ールの屋根》では，：革命50周年までに電灯がつくことになるであろう。

V西シベリア冶金工場の第2高炉操業開始一－ ・Praτ，da紙によれば，西シベリ

ア冶金工場ーでは 3週間前に集塊工場の第 lコンベアの始動を行なったが，昨日は

第2高炉に火が入り，新しし、巨大な冶金設備が所定のテストを好成積をもって通

過し，操業に入った。

22日 V三木・コスイギン会談一一第 1回日ソ定期協議で訪ソ中の三木外相およびそ

の一行は， 22日午前10時半からクレムリン内の首相執務室にコスイギン首相をた

ずね，約 1時間50分にわたって会談した。この会談で三木外相が「国後，択捉の

北方領土問題の未解決は日本国民にとって重大関心事であり，これが解決しない

限り平和条約の締結はできない」と述べたのに対し，コスイギン首相は『これは

私個人の思いつきだが』と前置きして， 「日ソ平和条約の締結と領土問題に関連

して， “中間的なもの”を作る可能性を両国外交機関で検討してみてはどうかJ

と重大提案をおこなった。これは領土問題に関する話合いに，ソ連が言質を与え

たものと解され，内外に大きな反響をまきおこした。また，この日の会談で来年，

佐藤首相とコスイギン首相が相互訪問を行なうことを三木外相が提案したのに対

し，コスイギン首相は原則的な了解を与えた。このほか， 《東京＝モスクワ空路

は日本側の要望があれば週2回にしてもよい》《単独運航が実現する段階になれ

ば，真っ先に日本がシベリア上空を飛ぶ権利を確認する》などの点をコスイギン
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首相が答えたo

V三木外相夫妻主催昼食会一一一訪ソ中の三木外相夫妻は， 22日午後 1時からモ

スクワのレストラン・フ。ラハで、ソ連政府首脳を招き昼食会を聞いた。三木外相は

席上演説して， 「父祖伝来の島である国後，択捉が歯舞，色丹とともに返還され

るよう望む」と述べた。

V日ソ定期協議第2日一一22日午後4時から約 1時間，ソ連外務省会議室で前

日から持ち越した漁業，墓参，軍縮などの諸問題について意見を交換した。

Vグロムイコ外相，帰国の途に一一一中東問題に関する国連緊急特別総会やグラ

スボロにおける米ソ首脳会談に出席していたグロムイコ外相は， 22f3，ニューヨ

ークを出発して帰国の途についた。

Vソ連，アラブ援助続行を声明

' 5ヵ年計画，ねり直しか？一一モスクワの西側専門家が22日に述べたところ

によると，ソ連は北ベトナムと中東諸国への大量の援助のため，国内に重大な経

済困難をひきおこしつつあり，その結果，現在2年目に入った新5ヵ年計画が打

ち切られて，来年から新3ヵ年計両が導入される可能性が高まっているとU、う。

詳細は解説参照。

Vニコラエフスク船舶修理工場計画超過遂行一一VodnyyTran.,jJοrt紙によれ

ば，アムール河口の二コラエフスク船舶修理工場の従業員たちは，革命日周年を

記念する作業課題の遂行に努力し，本年5ヵ月間の計両を 119%遂行し， 8月分

の作業まで行なっている。

Vクラスノヤルスク水力発電所の第 1発電機の組立作業－Pravda紙によれ

ば，クラスノヤルスク水力発電所の現場で，最近記念すべき作業が行なわれた。

索具装着者とクレーン操縦者たちは桟橋の上で第 1タービンの動輪をレ〆ーノレの上

にのせ組立広場に運搬した。現在組立労働者たちは第 1発電機の同定子（ステー

タ〕の中心を決める作業を行なっている。

Vノポシピルスク工場の新しい工作機械－Gudok紙によれば，エフレモフ名

称、ノボシピlレスク工場で，綜合縦型平削フライス盤（《NS-32》）の組立をはじめ

た。平削の幅は 20mである。この大きな綜合機械の重量は 470トンである。長い

間工場ではこのフライス盤のため， 2200の名称の部品を準備してきた。この新し

い工作機械は10トンの重さの部品を削ることができる。工作機械製作者たちは革

命50周年までにこの機械を始動させるといっている。

23日 T Prov白紙，ルーマニアに警告一一一ソ連共産党機関紙Pravdaは23日付の紙面
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で， yレーマニアの自主独立路線は，米国の融和戦術にひっかかるものであると述

べ，民族主義のゆきすぎに対して警告した。

V ソ連，アラブ連合へ祝辞一一ソ連のブレジネフ書記長・，ポドゴノレヌイ最高会

議幹部会議長，コスイギン首相は， 23日，アラブ連合の革命15周年記念日に当た

り，連名でナセノレ大統領あてに祝辞をおくった。

V チユメーニ州にレーニン勲章一－Pravda紙によれば，チュメーニ市におい

て本日，チュメーニ州に対するレーニン勲章授与の祝典が行なわれた。これは同

州の経済，文化の発展，石油とガス資源の開発の功績に対して行なわれたもので

ある。この式典には，中央部からロシア共和国の副首相 M.Shkolynikovが列席

L fこO

24日 V 日ソ外相会談一一訪ソ中の三木外相は，ニューヨークの国連臨時総会から帰

国したグロムイコ外相と24日午後4時からソ連外務省で会談し，中東問題，核拡

散防止問題などについて意見を交換した。会談の前，グロムイコ外相が国連緊急

総会に出席中のため，第1回日ソ定期協議に出席できなかったことについて陳謝

し，三木外相はこれに対L，グ外相の労をねぎらった。なおこのあと， 6時50分

からグロムイコ外相との問で日ソ領事条約批准書を交換，ひき続きイシコフ漁業

相と日ソ漁業技術協力協定に調印，さらにパカエフ海洋船舶相と海難救助協定改

定に関する公文の交換を行なった。

また，核拡散防止条約に関し，三木外相は，⑦日本は核兵器開発はしない，③

核の平和利用について不利な面があれば絶対に条約に加盟できない，③将来，核

爆発の平和利用が可能になった場合は，一定の国際手続きにしたが，って，何らの

差別なく平和利用を進められる保障が必要と考えている一一ーと述べ，グロムイコ

外相は，これに対し，①については満足，②については日ソ聞に考えの違いはな

い，⑨については全く同感だが，核拡散防止条約では，核爆発平和利用の手続き

は含まれてし、ない と答えた。

V三木外相，内外合同記者会見一一訪ソ中の三木外相は24日午後，モスクワの

日本大使館で，内外の記者団と共同会見した。

V三木外相，一般市民に講演一一ソ連政府の賓客として滞ソ中の三木外相は，

24 bl午前10時40分から，ソ連科学アカデミーにおいて『今日の日本』と題して約

30分講演し，さらに質疑に答えた。

v木村官房長官談一一外務省の牛場次官は24日午前11時半，首相官邸で木村官

房長官と会い，訪ソ中の三木外相とコスイギン首相との会談についての公電の内

F
D
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容を報告した。長官は同日正午の記者会見で， 「コスイギン発言で領土問題の解

決が一歩前進したとみるのはまだ早い」と述べた。

v中央アジア，アラル海の養魚場建設ー一－Pravda紙によれば， タシケント市

からの通信として，アラノレ海に注ぐアム・ダリヤ河の河口付近で大きな魚類の養

殖場の建設がはじまり，ムゥイナク移動作業隊の数十台のエクスカベータ，ブノレ

ドウザーその他のご］：工機械が活動している。養殖場のi主i績は 14万8千ヘクター

ルで，この作業はアラノレifrJの魚類再生産に関する大計画に基づし、て行なわれるも

のである U この義殖場は，毎年高価な魚類の稚魚7300トンをアラル出に放流する

ことになっている。

25日 V日ソ共同コミュニケー -7 Jj 25日午前10時，日ソ両国政府は三木外相の第 1

凶日ソ定期協議など 6日間にわたるソ連滞在をおえるにあたって，共同コミュニ

ケを発表した。その内容は次の通り。

《三木武夫外相は， 1967年7}120日から251:lまでソビエト連邦を訪問した。

三木外相はモスクワのほかレニングラードを訪問した。 [ii｝外相はこれらの都

市において，文化および学術機関ならびにソ連国民の生活の一部を視察した。

三木外相夫妻および同行者はあたたかい接遇を受けた。

三木外相はコスイギン・ソビエト連邦大臣会議議長と会見し，また，パイパ

コフ・ソビエト連邦大臣会議副議長，グロムイコ外相およびクズネツオフ第 1

外務次官と会談した。会見および会談においては，日ソ両国関係の問題および

両国がその解決に関心を有する国際問題について意見の交換が行なわれた。

三木外相とグロムイコ・ソビエト連邦外相は日本国とソビエト社会主義共和

国連邦との聞の領事条約の批准書を交換した。

三木外相とイシコフ・ソビエト連邦漁業相は，漁業の分野における学術上お

よび技術上の協力に関する，日本国政府とソビエト社会主義共和国連邦政府と

の聞の協定に署名した。

三木外相とパカエフ・ソピ、エト連邦海洋船舶相は，海上において遭難した人

の救助のための協力に関する日本国とソビ、エト社会主義共和国連邦政府との聞

の協定の補足に関する書簡を交換した。

会見および意見の交換は，さわめて有益であった。

日本国とソビエト連邦外相との次固定期協議は東京で行なうことが合意され

た。》

以上であり，コスイギン発言には触れておらず，また，両国首相の相互訪問に
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ついてもふれていなし、。

V三木外相，モスクワ発一一三木外相は日ソ定期協議，コスイギン首相ならび

にグロムイコ外相らソ連首脳との会談を終了して， 25日モスクワを出発し，ワノレ

シャワへ向った。

v北極海経由で銑鉄輸入一一一三井物産はこのほど，チェコの銑鉄5000トンを，

ソ連船ノボボロネジ号（4050総トン）で，北極海経rt1で輸入することになった。

[,,j船はフランスのルアーブル港で銑鉄を積みこみ， 7月22日［1i］港出港，アントワ

ープ，ロッテノレダム，ハンプルグを経由して 9J] 2 11に横浜港に入港の予定。パ

ナマ経由や，ケープタウン回りより，運賃も多少安く，期間も約 1週間短かいと

いう。

V ソ連，戦争再発を警告一一一ソ連政府は25rl，パス、‘ワク国連総会議長に書簡を

送り，アラブ諸国とイスラエルの間は，いつでも戦争が起りうる状態にあると警

告したO

Vモスクワ放送，武漢の武間報道

Vアムール河船舶局の船のオホーツク海航行一一VodnyyTransρort紙によれ

ば，オホーツク海では河川用船舶の航海がますます広く行なわれるようになって

いる。最近ニコラエフスク港からマガダンに向ってアムール河船舶局のディーゼ

ノレ船《モルスコイー I》号が最初の航海についた。マガダンの測候所からの気象通

報がよく行なわれ，航海は安全に行なわれている。

Vブラック市でコメコン会議一一－lzvestija紙によれば，東シベリアのブラック

市において電力関係のコメコン（共産圏経済協力機構〉常設委員会の定例会議が

聞かれた。この会議にはブルガリヤ，ハンガリヤ，東独，モンゴーノレ，ポーラン

ド，ノレーマニヤ， ソ連邦とチェコスロパキヤの各代表らびにユーゴの代表も出席

L fこO

26日 Vイスラエル共産党，訪ソー一一モスクワ放送によれば，イスラエル共産党のト

ウピ政治局員兼書記がソ連共産党中央委の招きで同日モスクげに到着した。

Vアルタイの青年と巡洋艦《スペルドロフ》号の友路一一－Pravda紙によれば，

西シベリア南部のパノレナウル市からの通信として，本日アルタイから巡洋艦《ス

ベノレドロフ》号で青年代表が海軍記念日の祝典に参加のため出発した。青年代表

のなかには機械製作労働者や農民も加わっている。アノレタイの青年と巡洋艦《ス

ベノレドロフ》号の友好は10年来のものである。

27日 V中ソ， 67年貿易議定書調印一一ソ連と中共は27日，モスクワで1967年の貿易
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議定書に調印した。これに基づく貿易高は1966年を若干下回る模様。議定書には

ソ連側からグリシン貿易次官，中共側から買石対外貿易省次官が調印した。中共

筋は新議定書による貿易高は66年の2億8千万ルーブルをやや下回っていると述

べている。

Vマガダン州の道路建設一一－Gudok紙によれば， 極東のマガダン州では永久

凍土地帯としては，はじめてのコンクリート舗装道路の建設がはじまった。この

道路はコノレイマの金鉱の中心地と沢山の部落を結ぶものである。この丈夫な道路

の建設作業にはコンクリート打込みコンパインとその他の新しし、機械が利用され

ている。

Vノボシビルスクの学者にレーニン賞－Pravda紙によれば， ノボシピルス

ク市において本H，シベリアの著名な学者に対するレーニン賞授与式が行なわれ

た。アカデミ一団地の核物理学研究所の会議ホールで、行なわれた式典には，ロシ

ヤ共和国科学アカデミー副総裁 M.A. Lavrentievが出席した。

28日 V ソ連・イラン共同コミュニケ一一一訪ソ中のイラン首相ホベイダ氏の日程終了

にあたり，両国は共同コミュニケを発表した。

V ソ連・トルコ軍衝突一一ソ連とトルコ両国軍は28日，東部トノレコの国境付近

で銃火を応酬し合った。この衝突でトルコ軍兵士2名が負傷した。トルコ軍参謀

部はこの戦闘を確認しており，原因の調査が開始された。

Vソ連，スエズ運河再開を説得一一一モスクワの外交筋は28li，ソ連政府が今ナ

セル大統領に対してスエズ運河を再開するよう説得につとめていることを明らか

にした。これは黒海諸港からベトナムへ送るべき援助物資がスエズ封鎖のため，

大きく停滞しているためと，運河の封鎖によってアラブ連合の外貨収入が減少し，

その分だけソ連のアラブ援助額が増大する事などが原因とみられている。

Vザバイカル金坑の若返り一一－Pravda紙によれば，チタ市からの通信として，

サパイカノレの古し、金鉱イタケはその百年祭を祝ったu 老朽したこの金鉱は，最近

再び若返えり，ことに帝制時代の流刑地として有名なネルチンスキー・ザボード

付近に新しい金鉱が発見され，将来を嘱望されている。

29日 l lzvestija紙，シベリア東部開発計画発表一一ソ連政府機関紙lzvestija紙は7

月29日付の紙面で，大略次のことを報じた。

《ソ連共産党ならびに政府は，太平洋沿岸地域を中心とするシベリアの徹底

的開発を図るため 9ヵ年計画を採択した。この 9ヵ年計両は，きわめて重要な

課題を全国的な規模で解決しようとするもので，ソ連極東地方の沿岸地域およ
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び，チタ，ヤクーツク，カムチャッカ，アムーノレ，ウラジポストーク，ハバロ

フスク，サハリ Lの各地域における経済発展を促進することを主な目的として

いる。具体的には①食儲自給のため農業，牧畜業を発展させる，③地元住民・の

需要を満たす工業を開発する，⑥地元産業に対し太平洋沿岸諸国との貿易を焚

励する，④労働者および党活動家などのこれら地域への移住を促進させる－ー

などの点を目標としてし、る。》

V力ザフスタンの建設に奉仕する大学生－－lzvestija紙によれば，夏休みを迎

えた大学生は勤労奉仕のために各地に向って出発した。カザフスタンではかれら

大学生は， 8千家族のための住宅建設，水力発電所建設，五つの自動車道路， 27

の鉄道建設を開始した。これら鉄道の一つはパノレハシ二サヤク鉄道である。サヤ

クには非鉄金属の資源がある。

30日 T Krasnaja Zvezda紙の力サトノフ論文一一ソ連国防省機関紙「赤い星」は30日

付の紙面に，ソ連海軍副司令官カサトノフ大将の論文を発表したが，その中で，

「ソ連海軍はソ連海軍史上はじめて，長距離核ミサイル攻撃を可能とする攻撃的

軍事力を持つに至った。党中央委員会は攻撃的戦略任務を遂行しうる近代的核ミ

サイノレ艦隊の建造を命じ，その結果， ソ連艦船は最新の科学技術の成果をとり入

れ，再武装された」と述べている。

Vカナダに大型発電機輸出か一一ソ連はさきに米国ワシントン州のグランド・

クリーリー・ダムにすえつける60万kwの発電機の入札に応じようとしたが，米国

業者の突き上げなどによって国際入札が中止となり，機会を逸した。しかし，タ

ス通信によれば，ソ連はカナダに大型発電機3某を輸出する計両を進めている由

である。発電機の出力は26万5千kw。
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1967年度上半期ソ連国民経済実績

7月15日付の Pravda紙は，中央統計局発表の本年度上半期（ 1～6月）における

経済実績を掲載した。その要点は次の通り。

《 I》工業

総生産高や主要な製品についての上半期の計画は超過遂行され， 40億ルーブル以

上の製品が超過生産された。工業生産高は前年同期にくらべて10.6%増大した。

0部門別 前期同期比増加率

電力・熱エネノレギー

燃料工業

黒色・有色冶金（鉄・非鉄〉

化学工業

機械製作・金属加工

林業，木材加工，セルローズ・製紙工業

10% 

6% 

9% 

13% 

13% 

8% 

建築材料工業 10% 

軽 工業 12% 

食品工業 8% 

文化・生活用品 15% 

本年度上半期の終りまでに，工業総生産高の4分の 1以上を生産している3600以

上の企業が，計画化と経済的刺激の新しい制度に移った。これらの企業では，前年

度上半期にくらべて製品販売高が12%，利潤が22%，労働生産性が8%増大した0

．・・・・・中略・・・．．．

0重要品目の工業製品生産は，次の資料によって特徴づけられるの

品目別 本年上半期の生産高前年同期比（%）

電 力（10｛意kw) 292 110 

石 油（100万トン） 139 108 

ガ ス（10億nf) 78.6 111 

石 炭（100万トン） 295 100.9 

うち コークス炭 72.3 102 

銑 鉄（100万トン） 36.6 106 
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鋼 鉄（100万トン） 50.6 106 

圧延鋼材（100万トン） 40.5 107 

うち完成品 34.9 107 

鋼 管（100万m) お06 109 

(1,000トン） 5,242 108 

鉄 事よ 石（100万トン） 82.6 205 

鉱物肥料（100万トン） 19.8 115 

農 薬（1,000トン） 109 107 

硫 酸（1,000トン） 4,807 104 

プラスチック材および合成樹脂（1,000トン） 538 119 

化学繊維（1,000トン） 248 111 

苛性ソーダ（1,000トン） 747 111 

自動車用タイヤ（100万個） 14.5 106 

タービン（100万kw) 7.2 104 

タービン発電機（100万kw) 7.2 114 

交流電気モーター（100万kw) 16.2 107 

金属切断機（1,000個） 98.9 105 

冶金設備 145 115 

石油施設（1,000トン） 73.6 99 

織物工作機（1,000台） 11.3 95 

内燃機関車（幹線用）（台） 771 104 

貨 車（幹線用） (1,000台） 21.6 109 

日 動 車（1,000台） 356 110 

トラクター（1,000台） 199 106 

農 器 具（100万ルーブル） お5お 103 

コンベヤー（1,000台） 49.8 110 

掘 自I) 機（1,000台） 12.7 111 

ブルドーザー(1,000台） 12.7 116 

紙（100]jトン） 1.9 107 

セ メ ン ト（100万トン） 41.5 106 

織 物（100万nf）木 京自 2,924 104 

毛織物 265 109 
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亜 麻 321 109 

絹織物 459 107 

裁縫製品(10億ルーブル） 5.7 116 

下着メリヤス (JOO万着） 40fi 108 

上着メリヤス（100万着） 122 ]13 

皮 靴(100万足） 280 108 

肉（100万トン） 2.8 121 

神、 獲 A'((lOO万トン） 3.5 110 

植物性油（100万トン） 1.5 112 

石 ケ ン（1,000トン） 856 101 

時 計（100万個） 16.9 106 

フ
、J、で， オ（100万台） 3.1 120 

ア レ ピ（100万台） 2.4 112 

冷 蔵 庫（1,000台） 1,279 124 

洗 濯 機（1,000台） 2,090 111 

オートパイ，スクーター（1,000台） 388 104 

自転車，エンジン付自転車（100万台） 2.1 105 

・・・・・其他省略・．．

労働生産性の発肢は，半期；｝j・両を超過遂行した。工業の労働If:産性は，前年上半

期にくらべて 7%増大した。

利潤は，半年間に国民経済全体で16%，工業で20%増大したの…－一以下省略……

《H》 農業，《皿》 運輸，《町》 基本建設，《V》 国民の物質的福祉と

文化水準の向上等4項省略。

1967年 7月 l日におけるソ連邦総人口は2倍、3550万人である。
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〔付〕 ソ連邦アジア地域の

経済開発の動向

(7・8月）

物三木外相，第 1回日ソ定期協議へ

7月20日，夫人同伴でモスクワへ｜古jった三本外相は， 7月25日までソ連に滞在して，

第1同日ソ定期協議をおこなった。

本来ならば， 当然，グロムイコ外相出席のもとに定期協議がおこなわれるべきであ

ったが， グロムイコ外相は中東戦争に関する臨時国連総会に出席中のため， 21日から

クズネツォブ外相代理との間で協議が開始された。

この協議の開始にさきだ、って， 21日午前，ザ、ミヤチン・ソ連外務省新聞部長が，三

木外相に随行した日本人記者団に対し， 『クナシリ， エトロフなどの北方領土問題は

すでに解決ずみであり，今回の日ソ定期協議で協議の必要はない』と語り， あらかじ

め領土問題で、の話合いを拒否する態度を明示した。

ところが 22日午前10時半からクレムリン宮殿でひらかれた三木・コスイギン会談の

席上， コスイギン首相が『これは私個人の思いつきだが……』と前置きして『日ソ平

和条約の締結と領土問題に関連して， “中間的なもの”を作る可能性を両国の外交機

関で検討してみてはどうであろうか』と提案し， 内外に大きな反響をよびおこした。

だが， 結局， 7月25日の日ソ共同コミュニケにはコスイギン発言は取りあげ、られな

かった。 しかし， 8月7f:J，外務省筋が明らかにした所によると，ソ連側に領土問題

で話し合う用意があることが三木・クズネツオフ会談で確認されているという。

かくて， 第 l凶日ソ定期協議は，思いがけぬ未知数の可能性を苧むことになったO

これに関し， 政府は11月頃から，モスクワで交渉を開始する方針を固めつつあり，

コスイギン首相の「中間文書」の内容として，国後（くなしり），択促（えとろふ） fi1j 

島の「潜在主権」を認めさせるよう全力をあげたいとの意見が有力となりつつある。

多上半期経済実績

ソ連中央統計局は， 7月16に日今年上半期の経済実績を発表した。 (7月号資料参
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それによると，工業生産は前年比10.6%の増加率を示した。そして，鉄鋼は5060万

トン，石油 1億3900万トンに達した。 この調子でゆけば，今年の鉄鋼生産は 1億トン

を超過するであろう。

ソ連の人口は7月 1日付で2億3550万人となっている。

多新5ヵ年計画打ち切りか？

7月下旬，モスクワの消息筋の間では， 1966年から開始された新5ヵ年計画は，最

終的な指令が採択されないまま， すでに 2年目に入っているが，，これを，今年末あた

りで一旦打ち切り，来年はじめから， 新3ヵ年計画，もしくは新8ヵ年計画として，

新しい構想で提起するかもしれないとl噂されていると伝えられる。

これは，中東戦乱やベトナム戦のため，相当多額の援助を余儀なくされているため，

ソ連経済全般に大きな歪みと， 無理が生じつつあり，何等かの方法で，これを是正す

る必要に迫られているためと見られる。

場参対共産圏貿易，入超気配

今年上半期のわが国の貿易実績は， ソ連，中国，東欧など共産｜剖諸国からの入超を

示している。 これは，わが国の好況に伴って，銑鉄，石炭，木材などの輸入がふえた

ためである。

この傾向を是正するため， 外務省では三木外相の帰国を迎えて，総合的な対策の検

討を開始した。

番多パイパコフ報告

8月12日付 Pravd，α紙は，パイパコフ副首相兼ゴスプラン議長の報告を掲載した。

その要旨は次の通り。

0革命1年後の1918年から1966年の間におけるソ連工業の成長率は年平均10%で

あり，米国の成長率3.7%の3倍近くに達した。最近，わが国は成長率だけでなく，

重要製品のいくつかで，絶対量の面でも米国を追いこしている。

0ソ連工業生産全体の30%以上を生産している4600の工業企業が，すでに新経済

方式のもとで操業している。来年までには，殆んど全部の工業と輸送部門，および

その他の部門が新経済方式に転換するであろう。

0ソ連の工業生産は現在，世界工業生産の 5分の 1を占めている。

0ソ連の消費財生産のテンポはまだ充分ではない。これを打開するために，われ
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われは一層，近代技術の基礎をととのえるよう努力している。

（注〉 以上の発表に対して，西側観測筋は，革命50周年行事を前にした景気のよ

い水増し数字ではなし、かと疑念を表明している。今までにも，そのような前例

は少なくなかったからである。また， 50周年行事に間に合わせるための，無理

な突貫工事が各地で押しすすめられている事も推測されている。

移ソコロフキ一報告

8月11日付のモスクワ放送は，ソ連邦科学アカデミー経済研究所のソコロフスキー

所員の報告を次のように述べた。

0本年上半期のソ連工業生産は昨年同期を10.6%上回り，計画を超過した。

0とくに重要な点は上期の利潤が国民経済全体で16%，工業では20%増加したこ

とであり，これはすべて新制度によってもたらされたものである。

0ソ連企業の利潤の成長は大部分，原価の引き下げ’と製品の質の向上によって達

成された。新制度に移行した企業の大部分は，新しい条件のもとで，仕事を，より

合理的に，採算のとれる形で実施できた。

0また各企業の琳責は，生産された製品の量によってではなく，製品の販売量に

よって評価されるようになったことも，利潤の増加に貢献している。

0新制度に移行した企業では労働生産性の成長テンポも高められ，本年上期に，

従業員 1人あたりの生産高が昨年同期を 8%上回った。これらの企業では物質的奨

励基金が80%以上，社会文化対策住宅建設基金が60%増加した。

0本年上期のソ連の労働者と事務員の賃金は，昨年に比べて 3.5%増加した。

多ソ連のアラブ‘対策の中心人物マズロフ

7月下旬から 8月上旬にかけて， アラブ連合，シリア，イラク，スーダンなどの軍

事使節団が続々モスクワを訪れ，ソ連の党， 政府，軍の首脳と会談したが，その中心

人物はマズロフ政治局員兼第 1副首相であると見られている。 また，対外経済交流国

家委員会議長代理シドロピッチ機甲軍大将， クジミン第 1外務次官なども，会談に参

加しており， これは，ソ連の軍事援助が無償のものでなく，見返りを伴うものである

事を示している。 ソ連の軍首脳としては，グレチコ国防相，ザノ、ロフ参謀総長，ヤク

ボフスキー第 1国防次官などが参加した。

多ルーマニアの自主路線とソ連

7月23日付の Pravd，α紙はルーマニアの自主独立路線に対して，警告を発した。
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これはルーマニアが， 昨年5月の党創立45周年記念以来，自主独立の線を明白に打

ち出し 西ドイツと国交を回復し，中東戦争でソレーマニアだけはイスラエノレと断交せ

ず，また6月9日の共産圏首脳会議でも， 《イスラエノレを侵略者として非難した共同

コミュニケ》に署名を拒否し， 7月11, 12日の第2回首脳会議には出席しなかった事

など， 一連の行動について，ソ連が少なからぬ苛立ちを感じていることは事実であろ

フ。

さきに左遷されたセミチャストヌイ ・KGB長官も，ルーマニアの一部の党員を教

唆して，チャウセスク政権を打倒しようとこころみ， 見事に失敗した事が，失脚の大

きな原因のひとつになったと考えられている。

また， 6月末には， マウレノレ・ノレーマニア首相がジョンソン米大統領と会談したあ

と，北京へ飛び，米大統領の意向を北京へ伝えた事なども，クレムリンの首脳に大き

なショックを与えた模様である。

一部ではルーマニアは遠ーからず， ワルシャワ条約機構を脱退するのではないかとも

噂されているの

場参ヤクボフスキー論文の意義

7月21日付の「赤い星jKrasnaja Z.vezd包紙は， このほどワルシャワ条約軍司令

官に就任した第 1国防次官ヤクボフスキー元帥の論文を掲載した。 この論文は「地上

軍の有効性」を力説したもので，核兵器を使用しない通常兵器による局地通常戦に対

処するためには，通常地上兵力の強化が必要であり，その役割りはきわめて大きいと

力説したものであった。

とれは，この数年来， ソ連がとってきた核バランス政策だけでは，世界の情勢の急

変に対処できぬ事を， まざまざと見せつけられた事からおこった軍事戦略思想の変化

を示唆するものとして注目されている。

移ソ連の海軍重視傾向

7月30日付の「赤い旦JKrasnaja Zvesda紙は，ソ連海軍副司令長官カサトノフ大

将の論文を掲載したが， それによると，ソ連の海上艦艇にも核ミサイノレ発射能力をも

たせる事になったらしい。 これは，ソ連が潜水艦だけでなく，海上艦隊の拡充にも意

欲をみせはじめた兆候かもしれないとみられている。

一方では， これはプレジネブ書記長が，かつて海軍政治部長であった事から，海軍

関係の将星との個人的つながりが強く， その意味からも，ブレジネフ権力の支柱のひ
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とつとして，海軍強化を狙っているのではないかとの推測も生んでいるO

多シベリア東部開発9ヵ年計画

7月29日付の Izvesti}a紙は『太平洋沿岸地域を中心とするシベリアの徹底的開発

を図るための 9ヵ年計画』を発表した。

これは政府および党によって決定されたもので， 主として，チタ，ヤクーツク，カ

ムチャッカ，アムーノレ，ウラジボストーク，ハパロフスク，サハリンなど， 東シベリ

アと極東地域を対象としたものである。 これは東シベリアと極東の開発が，予期して

いた通りの発展をみせず，停滞気味である事などから，焦慮を感じていた党の一部が，

強力に推進したものと推測される。 しかし，これに要する資材，資金，労働力の配分

に関しては， 少なくとも， 1970年までは積極的に増大させ得るゆとりは今のソ連には

ないのであって， この 9ヵ年計画は多分に対内工作（シベリア現地の不満を押さえる

ための〕と対外宣伝（主として日本を目標とした）の臭がつよい。

場参樺太の鉄道建設

7月11日付のタス通信は，樺太の最もせまい部

分の久春内と白浦聞に，長さ約40kmの横断鉄道を

建設中であると伝えている。

場参北樺太，天然ガス開発問題

丸紅飯田・帝国石油グルーフ。による北樺太天然

ガス商談の妥結はおくれる見通しが強くなった。

いずれにせよ，ソ連の新5ヵ年計画（1966～1970

年）の最終案がまとまらず，指令としての法的な

効力をもち得ないまま，ずるずると年度計画だけ

で糊塗しながら，すでに 2年目に入ったような情

況下では，ソ連の代表側も北樺太への資金，資材

の投下の見込みが立てられないのであって，日本

it線50。

側だけが，いくら力んでも無駄であろう。 ソ連としては，日本側に多額の資金を出資

させ，高いコストのガスを売りつけることに成功すれば願つでもないことであろうが，

日本側としては損をしてまで， 北樺太の天然ガスを買う必要はない。現在，ソ連が示

している価格では， 日本側は 5年間に30億円の赤字になる見込みであり，条件が変わ
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らない以上，妥結の見込みはないといえる。

場参FS法問題

ソ連の鋳造技術の特許 FS法については，その公告に対して，日本側から19件の異

議申し立てが出ており，その成行きが注目されているが，日本シヱノレモールド協会は，

公告が確定した場合に備えて， ソ連側と，技術導入の商談をすすめている。それによ

ると日本側の条件は， ①頭金および特許料一括払金合計50万ドル， ③有効期限15年

一ーなどである。 ソ連側の同答は未着である由。

修造船業界，ソ連代表の来日要請

さきに日ソ経済合同委員会のメンバーとして訪ソした造船業界の代表3名は， ソ連

船舶輸入公団ラージン総裁と会談した結果， 近く，ソ連の交渉代表を日本へ招き，難

航中の92隻の輸出船商談を進展させたい意向のようである。 この対ソ船舶輸出商談が

難航しているのは， 日本が手一杯の受注をかかえているため，船台に空きがないこと

と，船級の規格の問題で、折合いがつかなかったためである。 しかし，ソ連側も漸く，

ロイド級の国際規格でもいいと譲歩の色をみせはじめている由である。

移ソ連，技術輸出に利潤制

1962年末に「全ソ工業所有権輸出入公団」が新設されて以来， ソ連は海外で 200以

上の特許権（エレクトロニクス，エネルギ一等〉を取得したが，そのうち，技術輸出

に成功したものは 1件もない。その理由は，その技術がソ連圏内で企業化されていな

いためであるという。それゆえ，工業所有権輸出入公団では，海外で特許を得たもの

は，早急にソ連内で企業化すること，および，技術輸出に成功した場合，外貨収入の

50%を担当の省へ， 残りの30%は発明した企業に渡すという技術輸出利潤制をとるべ

きであると主張している。また，技術を輸出したあとの，アフターサービス面の要員

も育成すべきであるとして， 近くそ‘のための養成機関が新設される由である。

場参ソ連とアジア共産圏との貿易

8月8日，ソ連政府は中共， 北ベトナム，北朝鮮，モンゴルの4ヵ固との貿易・援

助報告書を発表した。その要旨は次の通り。

① 中共との貿易は1959, 1960年がピークで，中共貿易の50%がソ連向けで，ソ

連貿易の20%が中共向けであった。しかし， 66年の貿易額は 2億8300万ルーブルに
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激減しており， 67年はさらに16%の減少が見込まれている。 （中国はソ連への負債

18億1600万ルーブノレを返済した。）

③ ソ連と北ベトナム貿易は55年から65年まで、の聞に30倍に増大した。また，ソ

連の北ベトナム援助は1965年までに約1億3000万ルーブノレに達した。 （これは商業

上の数字で軍事援助は含まれていない〉また，同年末までの貿易額は9500万ルーブ

ノレに達した。

③ 北朝鮮に対するソ連援助は現在も続けられており， 1948年以来，その額は 8

億5500万ループルに達しているが，そのうち 8億1000万ルーブノレは未償還で、ある。

④ 1945年から65年の間のソ連・ 4ヵ国間の商業借款は35億5000万ルーブノレに達

し，そのうち， S億ループlレが無償で、供与された。

番多党中央委，思想教育の強化指令

8月22日付けの Pravda紙は，党中央委員会の指令を掲載した。その内容は， 「海

外における反共活動と，ソ連国内にみられる共産主義への無関心に対する思想的戦闘」

を命じたものであった。 また「学生に対する政治，思想教育の徹底Jをも指令してい

る。

これは最近における一連の事件が， ソ連の威信を低下させ，宣伝戦の面でも，あき

らかに立おくれている事から党中央委を焦慮させた結果と見られている。

多選挙制，再検討か？

8月29A, ソ連邦最高会議幹部会書記ゲ、オノレガッゼ， エム．ペ．は外人記者団との

会見で， 各級のソビエト機関の選挙方式を改め， 『候補者を複数にすることも検討中

である』と述べ，注目をひいた。従来のソ連の選挙は党のおメガネにかなった人物が

一人だけ候補者として推薦されるだけで， 真の意味の選挙ではなかった。しかし，も

し，この複数の候補者制度が具体化すれば，まさに画期的な変革といえよう。

多ソ連機，礼文島上空侵犯

19日午前7時40分頃，ソ連機らしき軍用機が， 北方から礼文島上空に侵入して， 3

分後に北方へ姿を消した旨，防衛庁が明らかにした。第2航空団（千歳基地〕からF

104] 2機が緊急発進して，接近しようとした所，ソ連機らしき不明機は北方へ離脱し

fこ。

このようなソ連機の領空接近は41年度だけでも約250機におよんでおり， そのたび
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に航空自衛隊は各基地から緊急発進して警戒しているが， はっきりと陸地の上を侵犯

したのは今回がはじめてであるという。 このようなソ連機の日本領空接近の目的は，

わが国のレーダー網の警戒能力や緊急発進体制の評価などを狙っているものとみられ

る。

外務省は 8月29f-1，駐日ソ連大使代理ロザーフ氏を招き， 今後，このような侵犯を

おかすことのないよう厳重に抗議した。 これは，その後の調子時でソ連機であった事が

確認されたためである。

場参置江津＝ナホト力間海底ケーブル

日本と欧州、｜を結ぶ通信幹線づくりの一環となる直江津とナホトカ聞の海底ケーブル

の建設は， このほど日本大洋海底電線がケーブル本体を請け負うことに決まった。増

幅機器は米国の usuccがうけ負う。直江津とナホトカ聞は850kmで，電話線にして

120回線の通信ケーブノレが敷設される。 この通信線はソ連経由で， モスクワへ伸び，

ヨーロッパとつながれる。

場参出光興産，原油輸入で対ソ交渉開始

昭和42年度のソ連原油輸入契約の交渉について， 出光興産は，まもなくソ連側と折

衝に入る予定であるという。 同社は42年度分として， 200～250万キロリットルの輸入

を予定しており， 価格引上げには反対する方針であるが，中東戦争のあおりで，タン

カー運賃が値上りしている点が，今後の交渉に影響する事も予想されている。

移ソ連，カナダ市場へ進出希望

パトリチェフ・対外貿易相は，最近， 7500万ブッ、ンェノレのカナダ小麦を買付けた際，

ソ連もカナダへの輸出をふやしたい旨語ったと伝えられる。 ソ連はカナダから昨年3

億2060万ドルも輸入したが，輸出は僅か1170万ドルにすぎなかったからである。ソ連

は主として， 発電機， J台金設備などの輸出を希望しているが，カナダは殆んど米国資

本の支配下にあるため，ソ連の進出は困難であると見られている。

多Pravda紙，ソ連大使館員の重傷を報ず

8月19日付の Pravda紙は，北京のソ連大使館が， 8月14, 17の両日，暴徒に襲わ

れ，家具，書類のほか自動車3台を焼かれ，数人のソ連外交官が重傷を負ったむね発

表した。 ソ連政府は，この事件について， 2回にわたり，中国政府へ厳重な抗議をお
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こなった。しかし，ソ連としては， 自分の方から国交断絶などの挙には出ないものと

みられる。

1 日 Vソ連，原水禁大会不参加－8月 1日からひらかれる社会党系原水禁国民会

議に，ソ連平和擁護委員会は遂に参加しなかった。また，共産党系の日本原水協

の第13回原水禁世界大会には，ソ連代表は招待されなかったので，結局，ソ連代

表は双方の会議に出席しない事になった。

V力ザフスタンのポクロフスク蒸気温熱コンビナート一一lzvestija紙によれ

ば，カザフスタンで建設中のポクロフスクの蒸気・温熱コンビナートは当共和国

において地下熱を利用する最初の企業である。熱湯は総面積5万rrrの温室を温め

ることになっている。

Vナザロボ国営地区火力発電所一一一EconomicheskajaGazeta紙によれば，ク

ラスノヤノレスク水力発電所から西南方約200kmのナザ、ロボ国営地区火力発電所で

は，現在クラスノヤノレスク水力発電所の発電機と同じ出力を有する新しい発電ブ

ロックが組み立てられている。その出力は50万kwで、ある。この大きな発電ブロッ

クは，この火力発電所が現在の 5ヵ年計画以上に発展することを意味するもので

ある。ナザロボ国営地区火力発電所の第 1発電ブロックは毎時270トンの蒸気を

生産するボイラー 2個と15万kwのタービンを有するもので，約5年前に操業に入

った。現在ここではそのようなブロックが6個動いている。

V ノボトリスキー冶金工場生産状況－Pravda紙によれば，ツラ（ノボシピ

ノレスク州〕からの報告として，ノボトリスキー冶金工場熔鉱炉工は，計画以上に

銑鉄2万2500トン生産した，更に革命50周年記念日までには計画以上に 8万トン

増大する決定をした。 7日には毎昼夜，任務以上に銑鉄100～150トンを生産した。

2 日 V力ナダ小麦買付一一一ウインターズ・カナダ貿易商業省は 1日， ソ連はカナダ

から小麦，および麦紛を少なくとも7500万ブッシェル，約1億5000万カナダドノレ

分を買い付けたと発表した。

V ケネディ，中共核基地共同攻撃をソ連に提案？一一ウォルター・ジャッド元

米共和党下院議員（中国問題専門家）は 2日，ラジオ放送で『ケネデ、ィ政権は63

年に，ソ連に対し，中国の核研究基地を破壊するための米ソ共同行動を検討する
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ょう要請したが，ソ連はこのメッセージを拒否した』と述べ， 『これは米政府高

官から得た情報であるが，その人の名前はいえない』と語った。米政府筋はこの

情報を否定している。

Vウラジポストーク周辺の建設－StroitelinajaGazeta紙によれば，ウラジ

ポストークからの通信として，同地の建設者は革命50周年までの 3ヵ月間になお

多くの建設を予定しており，アパート58棟， (2300世帯〉を完成するという予定

をしている。その他ルースカヤおよびルーゴワヤ街に映画劇場，文化宮殿，幼稚

園，スポーツ場を作るといっている。ウラジポストークから 200kmのところでは

年間 120万トンの石炭を生産できるパブロフスコエ炭坑の建i茂が順調にすすみ，

漁港の冷凍倉庫をはじめ，ウスリースク，スパスク，テチュへ，カパレロボ，シ

マコフカなどの沿海地方各地でも革命50周年を目指して各種の建設が出来上るこ

とになっている。

Vソ連船，北極海経由，日本へ－8月3日海運筋の入手した情報によれば，

欧州から日本向けのソ連船が7月29日，ハンプルグを出港した由。この船は北極

海経由で横浜へ銑鉄を運ぶものである。

Vイルトゥイシ河の水利工事一一一Pravda紙によれば，カザ、フスタン北部べト

ロパプロフスクから南方 150kmのイyレトゥイシ河の岸に巨大な開拓地用水利施設

が建設中である。すでに8階ピノレくらいの高さの堰堤ができあがり，水力発電所

の組立作業がはじまった。基礎作業は草命50周年までに終り，来春からダムの貯

水がはじまる予定である。

V金産地の発見－Pravda紙によれば，ヤクートのけわしい山路を数百キロ

メートノレ進んだ所で金鋼石や金の豊富な産地を発見した。地質学者集団《10月》

探検隊は，レナ河支流ーピノレイ河中流で金鋼石の試堀作業をしている。

Vウラジボストークの大麦刈入れ一一－SeliskajaDzhizny紙によれば，南部の

コルホーズ・ソフホーズは，障害なく大麦の刈入れをおこなっているが，穀物の

出来は非常に良好であるO ウスリースク，パグラニイチ，ハンカイスクや其他の

地方からも，大麦の豊作が報告されている。

4 日 Vソ連学者，東洋学会不参加一一8月4日，米国ミシガン州アナパーで、聞かれ

た国際東洋学会に出席予定であったソ連学者60人は，ベトナム戦争と中東戦争に

抗議する意味で，出席を取り止めたo

V トムスクY1l1Iの工業成績一一一Pravda紙によれば，トムスクからの通信として，

同州ではしばしば工業労働者の集会が聞かれ，今年前半期6ヵ月の作業実績を調
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査した。多くの工場の労働者たちは計画を超過遂行し，全体として計画外に 100

万ルーブルの生産品を出した。そのなかには《トムスクレスストロイ》（トムス

ク林業建設）， 《トムスクネフチ》（トムスク石油〉および、カルガソクスキー林

業組合がある。

Vブラック地方の諸建設－Stroitelinaj,αGαzeta結によれば，ブラックから

の通信として，アンガラ河流域には強力な工業基地ができつつあり，木材工業合

同，アルミニューム工場はすでに生産品を出しており，コノレシゥノボ採鉱富化コ

ンビナートからはクズパスの冶金工場に鉄鉱石が送られている。ブラック水力発

電所は 650億kwHの電力を生産し，シベリアの多くの工場や建設にそれを供給し

た。ブラック水力発電所建設に費した資金の回収は間近かいといっている。ブラ

ック水力発電所の建設を完成するために，ウスチ・イリムおよびコルシゥノボ，

その他木材工業合同とアルミニューム工場から優秀な建設者が増援のため派遣さ

れている。

Vアチンスクのセメント工場－ StroitelinajaGazeta紙によれば，アチンス

ク（クラスノヤノレスク西方約150km）のセメント工場の労働者たちは，現在稼動

している設備の設計能力を開発し，年間 120万トンの製品を建設者に供給をする

約束をした。かれらは今年の上半期に 7ヵ月の生産フ。ログラムを 2日早く遂行し

た。

vソ連農業力＝鎌と槌の結合（数字と事実） -Pravda紙によれば， 0革命

以前ロシアには，型が800万，スキが 600万，木製まぐわが1800万あった。現在

コルホーズ・ソフホーズには， トラクターが約 170万台，穀物収穫用コンパイン

が53万台以上，農業用貨物自動車が 100万台以上活動している。 0国営農場は 1

万2196経営あり：その各々に播種面積が7300ヘクタールあり，牛2075頭をもって

いる。 0本年，工業は強力な技術で土地改良家を装備している，掘削機が5190台，

ブノレドーザが5330台，スクレーパー（土工機械〉が3784台，根掘機が1739台，人

工瀧水設備機が9100台等である。

v開墾地の収穫 Pravda紙によれば，カザフ共和国のクスタナイ州の新開

墾地に穀物畑が700km以上延長し， そこでは春蒔きもの（大部分が小麦）が450

万ヘクタール占めている。ツワノレガンステッフo南部で、収穫が始まったが，多くの

国営農場が収穫を増大した。ヘクタール当たり穀物20～30ツエントネノレ（ 1ツエ

ントネル＝lOOkg）以上を約束している。

Vテゼンコンビナート－Selz・skajaDzizny紙によれば， トルクメン共和国最
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大の建設資材コンビナートの装備がテゼンで始まった。ここからカラクム運河地

帯は，毎年鉄筋コンクリート40万nfを受け取るであろう。

5 日 V米，ソ連外交官の旅行緩和一一米国務省スポークスマンは 5日，米政府がソ

連外交官の米国内での移動に対する規則を緩和したと述べた。これは昨年夏，ソ

連が同じような措置をとったためで、ある。

v沿海地方の水害－－Pravda紙によれば，ウラジポストークからの通信とし

て，沿海地方の各地区では連日の豪雨のため河川が氾濫し，多くの地区で、今も水

位が上り続けている。最も大きな災害を被ったのはイマン（ウスリースク東北約

200 km）であるO 同市は街路が水没し，カメヌシカ団地の周辺も水浸しになって

いる。クラスノアルメイスキー地区の被害地の中心はノボポクロフカ村である。

▼ムルンタウス金鉱の掘鑿記録――Pravda紙によれば，月に348.1メートル

の坑道貫通記録を，全国最大の金鉱ムyレンタラス産地（タシケント）で研究を行

なっているクズノレクムスク地質調査隊が打ち立てた。

Vヤクートの石油・ガス地帯－Pravda紙によれば，クズルースルスク総合

地球物理作業班は，ピリユイスク川口の石油・ガス地帯で地頭構造の研究に従事

している。未来の坑井座標が決まり，深度掘削のための地図が製作されているo

vトルクメン共和国の穀物買付計画遂行一一Pra‘vda紙によれば，穀物計画は

102 %遂行（米を除く）され，食料や飼料の計画は超過遂行され， まだ買付けは

続いている。

6 日 V三木外相，帰国一一第 i回日ソ定期協議に出席のため，ソ連を訪問したのち，

東欧 3固ならびに西独を訪問していた三木外相は 6fl午後4時10分，羽田へ帰着

したo

vモスクワ放送，広島原爆記念日を論ず

v米ソ，中東で秘密了解か－8月6日の英紙 Obser白山rは，ベオグラード電

として，中東問題で米ソが秘密の了解に達したらしいと報じた。この了解はグラ

スボロ会談の終りに生れたといわれ，その内容は，④イスラエノレ，アラブ諸国の

直接の話合いが望ましい，②小幅の国境調整は例外として，イスラエルが次第に

戦争前の境界線に軍を戻し，アラブ諸国はイスラエノレを承認する，③イスラエノレ

が戦争前のアラブ国境を保証する代償として，アラブ諸国はアカパ湾，スエズ運

河の自由航行権を含めてイスラエノレの存在を保障する，④米ソ両国は双方への兵

器引渡しを止め，平和解決を保証する などであるといわれ，チト一大統領は

7月のプダベスト東欧首脳会議のさいp ソ連首脳から報告をうけたものと信じら
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れている由。

V力スピー海東岸と北岸の鉄道建設一一－StroitelinajaGazeta紙によれば，カ

スピー海東岸の荒野で、現在マカト＝シェフチェンコ鉄道の仕上げ作業がすすんで

いる。同時に他の機械化作業班はグリエフニアストラハン（カスピー海北岸〉鉄

道の作業もすすめられているO 今年はこれらの鉄道の運行が開始される予定であ

る。

Vフレブトワヤェウスチ・イリム鉄道の建設進む一一StroitelinajaGazeta紙

によれば，東シベリアのイリムの密林は次第に開発されつつある。そこではフレ

ブトワヤ（ブラックの東）＝ウスチ・イリム鉄道が敷かれている。建設班は南北

から向い合って作業をすすめている。革命50周年記念日までに最初の列車がイギ

ルマ駅に到着するであろう。この駅はフレプトワヤから70kmのところにある。

V鉄道記念日一一－SeliskajaDzizny紙によれば，ソ連邦鉄道本線は， 13万キロ

メートノレに達した。それは全世界の鉄道幹線の10%である。毎年，列車は約23億

の乗客を輸送している。 5ヵ年計画年度には，ソ連邦鉄道の貨物取扱数は 2兆500

億キロトンに達するであろう。これはアメリカの 2倍以上で，全世界貨物取扱数

の約半分を占めている。

7 日 V外務省，幹部会一一三木外相の帰国をまって，外務省首脳は，北方領土に関

連した日ソ問題への検討を開始した。

V新彊の中ソ衝突は虚報－8月7日，モスクワの信頼すべき筋は，中共軍と

ソ連軍が新謹ウィグル地区で、衝突したという北京の壁新聞を報道しこれは想像

の産物だと述べた。

Vソ連，領土話合い確認－8月7日，外務省が明らかにした所によると， 7

月22日の三木・コスイギン会談後に聞かれた三木・クズネッオフ会談で， 『コス

イギン首相の提示した“中間的なもの”には，歯舞，色丹，国後，択捉の北方領

土問題の討議を含むものと理解してよいか』と問うたのに対して，クズネッオフ

外相代理は『そのようにとってもらってもよい』と確認したという。

そこで，いよいよ日ソ聞の外交ノレートで領土問題を話し合う段階となったもの

で，年内にも，日本案を示したい意向のようである。

Vアラブ諸国軍事代表団，続々訪ソ－8月7日，グレチコ国防相は，訪ソ中

のイラク国防相ムハメド・シュクリ氏と会談した。また同日，シリアのハフェズ・

アサド国防相の率いる軍事代表団がモスクワへ到着した。また，ヤクボフスキー

国防次官はスーダンのアブデノレ・マジド情報相の率いる軍事代表団のために夕食

-277-- 一（233 )-



シベリア開発（ 8月）

会を聞いたo

vヤクート自治共和国で世界最北のガスパイプライン建設一一－Pravda紙によ

れば，ヤクート自治共和国で世界最北のガスパイプ・ラインがしかれている。こ

のパイプ・ラインは北方のプロムイシレンヌイネすからヤクーツクに向い，それか

らさらにポクロブスクにいたる永久凍土で、人跡未踏の地帯を数百kmにのび、るもの

である。年間気温は夏と冬で100°の差があり，困難は地形条件とともに，多く建

設技術者たちの非常な決意を要求している。彼らは革命50周年までにこの困難な

課題を遂行するとし、っている。

8 日 V三木外相，閣議報告一一第 1回日ソ定期協議を終えて帰｜卦した三木外相は，

8日の閣議で，その内容を報告した。

V外国貿易省，中国，北ベトナムなどへの援助貿易について報告一一特記事項

参照。

V進行する経済改革－Economicheskaj，αGazeta紙によれば，このほどソ連

邦ゴスプランの各官庁委員会の定例会議が同かれ，諸工場の新Lv、経済方式への

移行に関する問題が決定された。新たに新経済方式に移る企業としては， n：連邦
電力・電化省の16の企業，レニングラード生産合同《エレクトロシラ》（電力），

カスピー海漁業総局の57企業，軽工業・食品工業・生活器具用機械製作省の22企

業，建設省の 3企業，カザフ共和国地方工業省の 8企業がある。また肉・乳工業

の155企業も同様に経済の新方式に移った。その他222の林業，木材加工および

セノレローズ製紙工場も新しい方式で作業を行なうことになっており，このように

して全国で新しい経済方式に移った企業は現在5000以上に達し，生産高では全生

産高の31%に当たる。

V トルクメン共和国の石油産業－Economiches匂jaGazeta紙によれば， ト

ルクメン共和国では原油および石油製品の輸送と保管のため，各地区で新しい建

設が行なわれている。ことにトルクメン共和国西部の油田からチヤノレジョウ（ア

ム・ダリヤ河沿岸）地区に予定されている将来の石油化学コンビナートへのパイ

プライン建設問題が検討されている。その他いまの 5ヵ年計画で、共和国直轄のパ

イプ・ライン（複数〉も建設されることになっており，その延長は 700kmにのび

石油圧送料はこれらによって1970年までに 2倍になる見込みである。共和国の石

油産業では革命50周年を記念して計画以上に7万5000トンの原油と 2億5000万ttl

の天然ガスを採取する社会主義競争が行なわれている。

Vウスチ・イリム水力発電所建設進む－Pravda紙によれば，東シベリアの
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ブラックからウスチ・イリム水力発電所建設現場まで，すでに自動車道路が通じ，

商店送電線も建設された。堰堤はブラック水力発電所の場合よりも経済的な方法

で、行なわれ，秋には発電所の基礎工事の第 1)I頃がはじまることになっている。近

くには 1ブi6千世帯のアパート団地が見え，革命50周年までにそれは倍加すると

いわれているυ

V ウズベクのガス田発見一一 －SelislwjaDzizny紙によれば，地質学者はカノレシ

イ市近くの草原で13番目のガス産地一一一サルウィチを発見した。現5ヵ年計画の

終りまでに，ここで 5ヵ所のガス・石油産地の採堀が初まる予定である。

Vマガダンから高圧送電線一一Selis初jaDzizny紙によれば，昨日，オホーッ

ク海沿岸最大の漁村一一アノレマニで，始めてマガダン火力発電所から電流が送電

されてきた。その支柱は，コノレム密林やツンドラ，火山や急流を越えてきているo

V《月長石》の発見－Selis初jaDzizny紙によれば，美しい細工用石一一ク

ソノツリツを，地質学者がウスチ・カムチャッカ付近の山で発見した。

9 日 Vモスクワ放送，米艦の小樽寄港に警告－8月9日夜の日本向け放送は，米

第7艦隊艦艇の小樽寄港を， 「挑発的行為」であると非難した。

V中南米人民連帯会議，ソ連を非難一一－8月9日，中南米人民連帯会議は，西

半球におけるソ連の経済および技術援助政策を非難した決議案を15対3で採択し

た。 （棄権9票）このハパナで、おこなわれた会議で、は，ハパナの指導を仰ぐ急進

派と，モスクワを中心とする保守派との分裂が表面化したという意味で，今後に

大きな影響を，残すものと予想される。

V ソ連の天文学者の新説一一モスクワの、ンエノレンベルク天文学研究所のシクロ

フスキー，カノレダショフの両学者は最近，準星の分析によって宇宙年令700億年

説を唱えている由である。

V コスモス 172号打上げ一一4月24日のコマロフ大佐の宇宙事故死以来，ソ連

はすでに28回目のコスモス衛星を打ち上げたO そのうち， 12同はソューズ I号と

似た軌ー道で打ち上げられた。これは，ソューズ I号の事故原因の究明のためと推

測されている。

V東部カザフ州にレーニン勲章一－Pravda紙によれば，本日ウスチ・カメノゴ

ノレスク市において，東部カザ、フ州にレーニン勲章が授与された祝賀集会が開かれ

た。レーニン勲章の授与は工業，農業および文化建設の功績に対し行なわれたも

のである。集会では党中央委政治局員候補でカザ、ク共和国党第 1書記の Kunaev

が祝詞を述べた。
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Vライヒチンスク国営地区火力発電所の建設－－StroitelinajaGazeta紙によ

れば，グラゴベシチェンスクからの通信として，ライヒチンスク国営地区火力発

電所の建設者たちは，次の発電ブロックの操業開始を準備している。組立労働者

たちは本命50周年記念の社会主義競争で・ll・両よりも早くタービンと発電機の組立

を終った。

Vアムールスクのセルローズ・厚紙工場一－Stroitelinaja(;azeta紙によれば，

ハバロフスクからの通信として，アムーノレスクではセルローズ・厚紙コンビナー

トの第 lJI頂の建設が完成の段階に入った。このほど設備のテストが行なわれ良い

成績を示した。アムーノレスクとソノレネチヌイの聞の社会主義競争の結果ソノレネチ

ヌイ錫鉱富化コンビナートがあるホノレドム谷から優勝赤旗がこの新しい極東のア

ムールスク木材化学工場に移された。

Vマガダン州の金採掘－Pravda紙によれば，今日，北極圏鉱業《連邦共産

青年同盟》集団が，州ではじめて金採堀年間計画を遂行した。

Vカザフスタンで、石炭生産性記録一一－Pravda紙によれば， カラガンダ炭田

《10日の石炭》トラスト No.3 3 一34鉱坑第6班は， 31労働日間に採炭機《 2

km-52》で、石炭7万5334トンを採炭した。

10日 V三木外相，自民党外交調査会で報告一一一三木外相は8月10日午前，永田町の

自民党本部で，同党外交調査会総会にのぞみ，ソ連，東欧訪問の結果について報

告した。

その111で，外相は《ソ連は日本の経済力を高く評価しているようだ》と述べ

fこ。

V北京放送，三木外相の訪ソ非難

Vモスクワの日本画名作展一一8月10日午後3時から，モスクワのプーシキン

美術館で，横山大観，小林古径ら日本画の名作70点を一堂にあつめた近代日本画

展が閉幕したが，ポポフ文化省次官，有田駐ソ公使ら多数が開会式に出席，多く

の観客がつめかけた。

' ハバロフスク市で極東開発に関する会議一－Pravda紙によると，ハパロブ

スク通信として，本日同市において《極東経済地区とチタ州の生産力の一層の発

展に関する措置について》の党と政府の決定を討議する労働者のアクチブ集会が

ひらかれ， ハバロフスク地方第 l書記Shchikovが報告を行なった。それによる

と5ヵ年計画終了までにこの地の工業は1965年に比べ生産量1.6倍に増大し，特

に有色金属工業，漁業，林業，セルローズ・紙工業が急速に増大するであろう。
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5ヵ年間に極東とザパイカノレで、耕地40万ヘクターノレが拡大し，任宅建設テンポが

45%増大するであろう。一連の優遇規定は，極東における幹部人材の確保を促進

するであろう。

v南カザフスタン，チムケント州ステップでの刈入れ一一－Praτノ，da紙によれば，

酷暑，乾燥で以前には播種を不可能にさせていたトルキスタン草原で穀物刈り入

れが完遂された。農民は濯水士2万ヘクタールを馴化させ，現在，穀物買付・計画

を著しく超過遂行したo

vザバイカルの収穫期一一一Pr似 1da紙によれば，今年，穀物は通常より 1週間

与＇・く熟し，収穫は組織的におこなわれている。

11日 V米上院，対ソ輸出金融禁止条項可決 8月111=1，米上院本会議はワシント

ン輸出入銀行の存続期間を1973年6Jj 30日まで5ヵ年間延長する法案を可決した

が，その巾に，《ソ連に建設される自動車プラント用米国製工作機械の輸出金融

を禁止する》という条項を書き加えた。これによって，ジョンソン大統領の考え

ている東西貿易の拡大は当分，望めないことになった。

Vソ連，中共へ抗議←ソ連外務省は 8月11日付でモスクワ駐在中国大使館の

代理大使を通じて中国政府へ覚書を送り，ソ連船シピルスク号が大連港で紅衛兵

に襲われ，船長が不法逮捕され，乗員に乱暴がはたらかれた事に抗議した。そし

て，船長の即時釈放と，関係者の厳重処罰を要求した。

V ソコ口フスキー論文発表一一特記事項参照。

V無人漁船計画一一一8月11日FAO〔国連食糧農業機関）は，次のような報告

をおこなった。昨年10月FAOとソ連政府との共催で，モスクワで国際セミナー

を聞いた際，ソ連の漁業専門家アンドレーエフ博士は， 「ソ連では漁船員数をd減

らし，労働生産性を向上するため，自動漁船を計画している。このために母船か

らの遠隔操作によって，操業と航行のできる実験漁船を造ることを考えている」

と述べた由である。

Vヤクボフスキー元帥極東軍の将兵を激励－Gudoん紙によれば，このほど極

東軍管区に対し，｜日特別赤旗極東軍が持っていた赤旗勲章を厳粛に引き継がれた。

集会では国防第 1次官ヤクボフスキー元帥（ワノレシャワ軍総司令官）が党と政府

の委嘱によって赤旗勲章を授与し，極東軍管区の将兵に祝詞を述べ，その伝統あ

る功績を賞讃し，ソ連東部国境警備の重貴を強調した。

12日 Vコスイギン首相，周恩来首相へ書簡ー一一ーコスイギン首相は12日付で，周思来

首相へ抗議書簡を送り，大連港に抑留されているソ連船スピノレスク号の全船員の
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安全保障と，コノレジョブ船長ほか不法に逮捕された船員4名の釈放，および｜司船

が妨害をうけることなく大連港を出港できるよう中共政府に善処を要求した。こ

の抗議文は直ちに公表され，事態、の重大さを示したが，この直後，船長以下4名

は釈放されたり

V大連抑留のソ連船員，また一人連行さる一一寸ラジポストークの極東航路関

係者が12日，明らかにした所によると，大連港に抑留中のソ連船から，さらにも

う1人の船員が紅衛兵によって連れ去られたという。

Vモスクワ放送， 「革命の輸出j非難一一8月12日のモスクワ放送は「小プノレ

ジョア的革命主義と戦うレーニン主義」という連続放送の 2凹目で，レーニンの

言葉を引用して， 「革命の輸出」を攻撃し，毛沢東派を極左主義者として非難し

た。これは，中南米連帯機構会議でのカストロ派の動きに対する批判を含んでい

るものと推測される。

V北氷洋の航行シーズン一一VodnyyTransport紙によれば，現在北氷洋航行

の最盛期を利用して， 13隻からなる大きな船団がコルイマ，チュコトカ向けの各

種設備，機械，石油製品，食料などを積んでアノレハンゲリスクを出港し，東に向

ってし、る。カラ海の北東海域およびピリキッキー海峡の通過には氷砕船《カピタ

ン・メレホフ》，《カピタン・ボロニン》，《クラシン》および《キエフ》各号

が活躍した。

13日 Vスビルスク号出港－8月11日以来，大連港で紅衛兵による暴行をうけてい

たスピノレスク号は，漸く，大連港を出港した旨，ウラジポストーク発のタス通信

は報じた。また，同船の船体や装備には反ソ・スローガンがベタベタとはられて

いるという o

T Prαvda紙，スビルスク号への暴行を非難－8月13日付の Pravda紙は，

ソ連海上・河川労組中央委員会の声明を一面にのせ，スピノレスク号への紅衛兵の

暴行を非難した。

V中共，対ソ抗議一一13日の北京放送は，中国外交部がソ連代理大使に対して，

ソ連貨物船スビノレスク号の船員が偉大な毛首席を侮辱したと抗議した。

Vソ連，ミグ23型をアラブ連合へ一一米国の週刊誌NewsWeekは，ソ連が最

新式の戦闘機ミグ23型をアラブ連合へ送っていると報じた。

Vウズベク共和国の水利施設建設一一－StroitelinajaGazeta紙によれば，タシ

ケント通信として，ウズベク共和国ではシャフィルカン水利施設は稼動し，近く

ナノレイン河の岸でウチ・クウノレガン水利施設も稼動する予定である。カスサンサ
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イ貯水湖建設の主なる作業は完成し，これをアンジジャン海と名付けている。革

命50周年までにもう一つの巨大なユジノ・スウノレハン水利施設，フェノレガナ州に

キyレキトン貯水湖もできることになづている。

V 日ソ貿易の発達 Pravda紙によれば，日本外務省経済局発表資料にもと

づいて，本年上半期に日本の社会主義陣営諸国（ユーゴを除く〉との貿易は， 13

%増大し，特に東独，ポーランドやチェコスロパキアとの交換が増大した。日ソ

貿易は80%増大したと報告してし、るo

vテレビ橋，モスクワ＝宇宙＝マガダン一一－Pravda紙によれば，今日，マガ

ダン近郊の円錐形山J：で， 2ヵ月以前からのテレビ局《軌道》の装置組立が完了

した。革命記念日までに通信衛星《モノレニヤ（稲妻） 1号》を通して中共テレビ

劇場のプログラムがマガダン市へ送られるであろう。

14日 Vソ連へ，インテルサット参加呼びかけ一一ジョンソン米大統領は， 14日，議

会へ特別教書をおくり，世界全域をカバーする衛星通信網の創設を提案し，ソ連

へも国際商業通信衛星機構（インテノレサット〉に参加するよう呼びかけた。この

構想、を実現するために，ユージン・ロストウ国務次官代理を長とする作業グルー

プがすでに設置されたという。

V米機，ソ連商船に挑発行為一一一8月14日付のタス通信は，北ベトナムのハイ

フォン港向けのソ連船マグニトゴノレスク号に対し，米軍機やヘリコプターが挑発

行為をおこなったと報じた。

v北京のソ連大使館へ紅衛兵デモ

15日 V大連における《スビルスク》号抑留事件に対するウラジボストーク港の抗議

集会一一15日付の VodnyyTransport紙によれば， ソ連船《スピノレスク》号が

大連において中共側に不法に抑留のうえ乱暴された事件について，ウラジポスト

ーク港では，極東の船員たちの抗議集会が聞かれた。かれらは全員一致大連港中

共側当局の不法行為に対し断固たる抗議を表明し，船と船長を速やかに釈放し，

挑発的行為を止めるよう要求した。

Vヤクート自治共和国におけるガスパイプライン用パイプの空中輸送一一Eco-

nomicheska ja Gaze ta紙によれば，ヤクート自治共和国では永久凍土地帯におけ

る世界最初のガスパイプ・ラインであるプロムイシレンヌイ＝ヤクーツク間ガス

パイプ・ライン用の長さの18mパイプを空中輸送する作業を開始した。大型ヘリ

コプターは 2週間に人跡未踏の奥地へ約13km相当，総重量1200トンのパイプを送

ることになるといっている。
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Vウスチ・バルイクとオムスク聞の石油パイプ・ライン始動一一Pravda紙に

よれば，石油輸送の最も困難な地域の一つであるウスチ・パノレイク＝オムスク聞

の石油パイプ・ラインは酷寒期に敷設熔接されたため，種々綿密な実験と検査が

要求されたが，遂にパイフ。に石油がほとばしる瞬間を迎えたと伝えている。

V《アルダン金》コンビナート（ヤクート自治共和国）の状況一一Pravda紙

によれば，最近，ここでクラン河下流の選鉱コンビナートが開発に参加し，従業

員は生産技術改者に努めているのレベディン鉱山で、は，金を鉱石から抽出する新

技術設計が実験されている。

▼チムケント州 Cカザフ）の穀物買付計画超過遂行－Pra,1ぬ紙によれば，

穀物14万2千トン（とうもろこしを除く）が穀倉におさめられ，まだ買付は続け

られてし、る。

16日 家庭電機プラント輸出一一日本電気精機は8月16日，ソ連のフoロマシインポル

ト（全ソ工業機械輸入公団〕との聞に，年間 100万台の生産能力をもっ大規模な

家庭用電気冷蔵庫のコンプレッサー（冷凍圧縮機）プラントを輸出する契約を結

び，近く政府に認可申請すると発表した。このプラントには電子計算機と工業用

テレビ7台も合主れている，一貫生産設備で約34億円で，お年間の延払し、条件で

ある。

V北極海に油田一一一ソ連地質省筋は，北極海のヤマlレ半島付・近で，大量の石油

埋蔵地が発見されたと述べた。この一帯は水深20m前後で，充分，採掘の可能性

がある由。

v北ベトナム経済代表団，ソ連国防次官と会談一一補給担当のソ連国防次官イ

・ハ・パグラミヤン元帥は，北ベトナム代表団副団長のディン・ディク・チェン

氏と16日に会談した。

V ツェリノゲラード機械組立工場一一StroitelinajaGazeta紙によれば，カザ

フスタンのツェノグラードからの通信として，ツェリンサンテフモンタージ・ト

ラストの労働者たちは革命50周年を記念する突貫‘作業を成功的に進めている。労

働者たちは組立作業の 8ヵ月プログラムを完成した。かれらは最初の約束よりも

早く年度計画を11月7日までに遂行する決心をした。

Vコスイギン首相への日本《ハバロフスク協会》の手紙ー一－Pravda紙によれ

ば，日本の多くの県知事や地方機関の著名指導者や実務・一般社会の代表者の連

合である日本の《ハパロフスク協会》は，ソビエト国家50周年記念を祝う祝辞の

手紙を送った。手紙には， 10月社会主義の全世界的意義と全世界の平和のための
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闘争でのソ連邦の役割を高く評価している。《貴国はその存在の50年間に， りっ

ぱに困難な試練を通過し，後進的農業国であったロシアは，世界的工業強固ピ変

化した。王期主，われわれは貴国家の歴史に多くを学ばねばならない事を理解して

いる。〉…・・この協会指導者は， 相互利益と協力のより一層の拡大のため， 種々

シベリア天然資源の利用，更に日本・ソ連沿岸貿易の発展に《より都合のよい情

勢をつくる》意向について表明している。…ぃ・この協会は， 1966年ハバロフスク

のソ連・日本貿易展覧会の後，日本で創立し，その目的を日ソ問の沿岸貿易の拡

大への協力においている一

17日 V日ソ青年友好祭－8月17日から，ボノレガ河畔のタタール自治共和国の首都

カザ、ンで，日ソ青年友好祭がひらかれ，日本から 280人の青年代表が出席した。

行事は 1週間にわたって続く予定。

V流星利用の通信法一一ソ連の北梅方面では，日下，毎秒1個の割で落下して

くる流星を利用して，長距離通信を実施する実験をおこなっている由。

Vソ連，ベトナム戦の終結を望む一一一米国防省のフーフ。ス国防次官補代理は，

17日の議会で，ソ連はベトナム戦の早期終結を望んでいると証言した。

v；台金工業の約束計画点検－Pravda紙によれば，冶金部門は50周年競争で，

年末までに計画に追加して銑鉄25万トン，鉄鋼42万5千トン，圧延材41万4千ト

ン，鋼管9万トン，銑鉱 168万トンを引き渡すことを誓った。上半期には計両よ

り以上に銑鉄9万5千トン，鉄鋼8万6100トン，圧延材40万1600トン，鋼管7

万6500トンを引き渡している。

18日 Vソ連，ユニパーシアド不参加一一ソ連学生スポーツ協会中央評議会は，ユニ

ノミーシアド東京大会へ選手団を派遣しない旨発表した。これは北朝鮮へ歩調を合

わせたものである。

T lzvestija紙，中共非難一一北京駐在のソ連大使館に対する相次ぐデモに対し

て， 18日付の Izvestijaは， 「中ソ関係を極限にまで、追いつめようとするもの」

と非難した。

Vモスクワの中国大使館前に「反毛」ポスタ－

Vスピルスク号，ウラジポストーク入港

可中央アジア最大の火力発電所一一StγoitelinαjαGαzetα紙によれば，タシケ

ントの国営地区火力発電所は中央アジアで最も大きい火力発電所である。その計

画出力は約200万kwで，最後の第12番目のタービンは5ヵ年計画の終りまでに操

業をはじめる事になっており，革命50周年までに第7番目のブロックが始動する
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予定である。

V新ケメロボ化学コンビナートの建設状況－Pravda紙によれば《ケメロボ

化学》トラスト建設の現場では，重量130トンの合成塔が組み立てられている。

この第2順の設備によって，ここは国内最大の化学繊維用原料の生産地となるで

あろう。また，既設のふたつの施設を上まわる第 3番目の合成装置も建設されよ

うとしてし、る。

V トムスク州のボーリング成果一一－Pra'U(l.α紙に主れば， トムスグ州北部に今

年第6番目のオレニイエ油井が噴油した。これはトムスク地域で発見された2乃番

目のものである。

Vイルクーツクで、宇宙物理学会聞かる一一一SeliskajaDzizny紙によれば， 8月

16日パイカルのペスチャナ入江の観光館で，ソ連邦科学アカデミーシベリヤ支部

の計画で，全連邦宇宙物理学会が閉幕した。ここにはシベリア，中央アジア，極

東などの若い専門家やモスクワ，レーニングラード，ノボシビノレスク，イルクー

ツクの著名学者が参加した。

19日 Vナイジエリアヘミゲ機－19日，ナイジエリア北部のカーノ空港にイリユー

シン18型のソ連輸送機20機が到着し，これはミグ15戦闘機を 1機ずつ積んでいる

と伝えられる。これはナイジエリアから分離したピアフラに対する軍事援助で、あ

る。

Vソ連機らしき不明機，礼文島上空侵犯

V ソ連政府，モンゴル派兵を否定一ーモンゴルに数万のソ連軍が派兵されてい

るという中同の非難をソ連政府筋は否定した。

f Pravda紙，北京のソ連大使館の重傷を報ず

V《ボボロネジ》号北氷洋を通って太平洋に入る一一VodnyyTransport紙に

よれば，ディーゼノレ船《ノボポロネジ》号は北欧諸国から日本向け貨物を積載

し，北氷洋を 7月31日東に向って航海を始めたが，計画通りスカンジナピヤ半島

の北を廻り，パレンツ海を横ぎり， 8月6日カラ海峡に近づき， 4日後，大船団

と共にピリキツキー海峡の難所を通過し，東シベリア海に出で， 8月17日ベーリ

ング海峡を通って太平洋に入り，日本の神戸港に向け航行を続けている。

V《スピルスク》号を迎えたウラジポストーク港一一－VodnyyTransport紙に

よれば，大連港において中共官憲に抑留され，紅衛兵に暴行を加えられた《スピ

ルスク》号は13日大連を出港し， 18日ウラジポストークに着いた。海港では数千

の市民がとれを迎え，ミーチングを行なった。沿海地方党第 1書記チェルヌイシ
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ェフ，極東船舶局長／レキャンチヱンコ，船舶労組中央委議長サエンコらが，それ

ぞれ歓迎と激励の演説を行なった。

Vネビト・夕、ゲにガス・ターピ、ン発電所－Pravda紙によれば， トノレクメン

のネピト・ダグに自動ガス・タービン発電所が建設され，すでに西トルクメンの

町がコルホーズ，ソフホーズ，鉄道駅などへ供給されている。

V中央アジア最大の製粉工場完成 SeliskaJαDzizny紙によれば， ドウシャ

ンべからの報告として，カラクウム町に中央アジア最大の製粉コンビナートが完

成した。収容力4万5千トンの穀物倉庫があり，製粉工場は毎昼夜に上質粉 240

トン，総合飼料200トン，米60トンを精製するであろう。

20日 Vソ連，軌道兵器開発か一一8月20日付の NewyorkTimes紙は，「最近， 7 

回にわたってソ連がおこなった一連の人工衛星打上げは，宇宙から大気圏へ弾頭

を再突入させる技術を実験していたものとの結論を，米当局は下しているJと報

じた。

Vソ連外務省，荷役保障を中国に要求－8月20日付でソ連外務省は，モスク

ワ駐在の中国大使館に覚書をおくり，大連港その他の港湾での荷役を保障するよ

う要求した。この中で8月中にソ連船トノレキスタン号，カムチャックレス号の 2

隻が大連港で積荷ができないまま，出港を余儀なくされた事などを指摘している。

そして，このままでは中ソ通商協定は実行不可能であると警告した。

Vイルクーツクの雲母工場一一－StroitelinajaGazeta紙によれば，イノレクーツ

クからの通信として，ソ連最大のイルクーツク雲母工場は優秀な成績をもって草

命50周年を迎えつつある。同工場の労働者たちは7ヵ月の課題を超過遂行した。

この期間に製品を計画よりも27万7千ルーブル多く出荷した。

Vサハリンの新設鉄道建設進む－Gudok紙によれば，現在サハリンではポベ

ジノニヌイシ鉄道（総延長 175km）の建設作業は次第に北に延び路盤工事は 164

kmまで達している。この建設にはハパロフスクの運輸技術大学の学生の 1団が勤

労奉仕で参加し線路の敷設のほか団地および駅の建設に従事している。

V 力ザフ米開拓地のダム建設一一－Selis初jaDzisny紙によれば， トボル河のリ

サコブスク鉱山町の近くで，《未開拓地水力隊》のトボソレ上流建設組立管理局が，

新ステップに鉄筋コンクソート・ダムを積み上げるための準備をしてし、る。この

貯水池はトボル河上の第5番目のもので，最も巨大で，それは10億立方メートル

の水を貯える予定である。それは， リサコブスク選鉱コンビナートだけでなく，

近くに計画される鉱業企業にも水を供給する事になっている。
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21日 vKo『r】ur

1967年 No.12は，古参軍人グループ。の公開状を掲載した。これは，一般ソ連人，

とくに古A年に対して，愛国心の振起L祖国防衛の決意をよびかけたものである。

22日 ' ハバロフスクで日ソ友好集会一－8月22日，ハパロフスク市で「日ソ両国民

平和友好」第3回集会が開催され，日本からも，岩重総評国民運動部長などが出

席した。

' t命英物理学者，宇宙学校長に一一1950年に水爆の秘街をもってソ連へ亡命

したイギリスの物理学者ポンテコルボ教授は，新設のソ連宇宙物理学校長に任命

されたという。ポ教授はイタリア人でフランス，カナダ，米国，英国などを転々

として，最後にソ連へ入った人物。

Vモスクワの国際衣料店一一モスクワのソコリニキ公園で22日から，ソ連初の

国際衣料展がひらかれたが，参加国は26ヵ国におよんだ。そのうちで，日本の展

示場が，とくに好評であるという。その理由は，中級品を山と積んで，見物人に

直接，手で触れることができるようにした事があげられている。

Vウスチ・バルイク＝オムスク問石油パイプ・ライン完成近づく－－Econo-

micheskaja Gazeta紙によれば，ウスチ・パルイク＝オムスク間石油ノfイプ・ラ

ン建設は，熔接組立と絶縁敷設の主要な作業を終った。この石油パイプ・ライン

は非常に困難な仕事であったことから“勇敢な道”と呼ばれている。これは2年

間で克服されたものである。すでに 350kmに石油が通じ残りの 700kmはいまプ

レスのテスト中である。革命50周年までにはオムスク精油工場まで石油をとおす

とU、っているo

v極東の農業は豊作一－Pravda紙によれば，ブラゴベシチェンスクからの通

信として，本年アムール州の農業は豊作で，タンボフスク地区のコルホーズとソ

フホーズはヘクタール苛たり 1.5トン以上，また《プリアムーイエ》農業組合で

は1.7～1.9トンの脱穀を行なっている。これらの農民たちはすでに国家売渡計画

を遂行し，またスワォボードヌイ，ブラゴベシチェンスクおよびブゥレーヤ各地

区でも穀物調達計画を期限前に遂行した。

V東部シベリア収穫期一－Pravda紙によれば，クラスノヤルスクからの報告

として，東部シベリアは，収穫期に入っており，ウスチ＝アバカンスク地方のコ

ルホーズでは，ヘクターノレあたり小麦20～25ツエントネル（ 2～2.5トン〉脱穀

している。

23日 Vソ連国防相，ポーランド訪問，ゴムルカ・第 1書記と会談
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V内河氏刑半減一ーさきにハバロフスク市内でスパイ容疑で逮捕され，自由

剥奪8年の判決をうけた内河昌富氏は， 8月23日，モスクワの最高裁判所軍事部

で非公開のうちにひらかれた上告審法廷で自由剥奪4年の判決が言い渡された。

vソ連最高の送電線支柱一一Gudak紙および SeliskajaDzizny紙によれば，

クズパスのノボクズネック冶金設備工場でウスチ・パノレイク＝スウノレグゥト開高

圧送電線用支柱の製造が開始された。この送電線はシベリアの密林を経てチュメ

一二の油田地区に通ずるものである。送電線工事の最も困難な地点はオピ河を越

えるところで，そのために高さ188m，重量470トンの鋼製支柱2本が必要である。

このような支柱はソ連邦の送電線中最も高いものである。

V西シベリア冶金工場の集塊工場一－StroitelinajaGazeta紙によれば，ノボ

クズネックからの通信として，西シベリア冶金工場の集塊工場は最近稼動をはじ

めたばかりであるが，現在ますますリズミカノレに働いている。年間200万トン以

上の集塊を生産するプラントの建設組立はよく出来たと労働者たちは満足してい

る。すでに第2順の作業も進められ，これは革命50周年の前日までに操業に入る

予定だといわれているo

v西シベリア冶金工場の状況←－Pravda紙によれば，西シベリア冶金工場の

高炉係従業員たちは素晴らしい成績を獲得した。 1ヵ月前に火を入れた第2号高

炉が昨日計画能力に達し，操業開始から10万トン以上の銑鉄を産出した。これは

革命50周年を目指す社会主義競争によって計画よりも 2ヵ月半早く遂行されたと

いっている。

24日 V北太平洋で爆弾投下実験一一24日のモスクワ放送は， 「世界の大洋の科学研

究活動計画に基づき地震と津波の予報化のため，太平洋で地震調査の爆弾投下を

実施する」と発表した。期日は9月2日から 5日まで毎日，海域は千島列島に沿

う海面である。

v米ソ，核防条約草案提出一一一ジュネーブ軍縮委員会に核拡散防止条約の米ソ

共同草案が提出された。

v北氷洋を経てクラスノヤルスク水力発電所用設備の運搬－Vodnyy Tran-

学ort紙によれば， クラスノヤノレスク水力発電所用タービンの動輪2個およびそ

の他の設備を積んだ北海船舶局のはしけ船《ロジマ》号の乗組員たちは，長途の

航海を終りエニセー河に到着した。アルハンゲリスクからドゥジンカまで曳航船

《ルワスラン》号がこのはしけ船を曳いてきた。これからは河川用曳航船によっ

てクラスノヤノレスク水力発電所のあるジプノゴノレスクまで航行することになって
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し、るo

vブラーツク木材企業合同でコード・セルローズを生産一一一Pravda紙によれ

ば，今日，最初の 1千トンのセノレローズがブラーツクから消費部門へ送られた。

これは，《ブラーツク水力発電所建設》局の木材化学者，建設組立て工たちの努

力の賜物である。特別に丈夫なタイヤやコンベアの製造に必要なコード繊維用の

セノレローズはソ連で初めて生産されたものである。ここでの年間生産能力は50万

トン以上である。

V トルクメン共和国の工業力と農業力一－SeliskajaDz£zny紙によれば， トル

クメン共和国の年総生産高は1913年に比べて 3倍，重工業は58倍に増大し，石油

工業は昨年1000万トンで83倍に増大した。ガス工業も急テンポに発展している。

すでにカツヴノレ・チェペ＝ベレツク＝クラスノボードスク問 142kmのガスパイプ0

．ラインが建設され，パイラム・アリ＝アシハバードと，中央アジア《青い燃料》

最大幹線の建設がおこなわれている。電力は昨年15億kw／時生産された。

農業では， トラクター 1万6000台，貨物自動車7727台， トラクター播種機，

6702台，穀物刈入機2446台が昨年活動した。電力使用は 6年間にコルホーズで

176万から6186万6000kw／時へ， ソフホーズで、89万2000kw／時へと増大した。畜産

の共和国調達は昨年， 1940年に比べて肉が3.2倍，ミノレクが8.6倍，羊が2.9倍，

卵が7.5倍，カラクリ毛が2.5倍に増大した。

25日 V北極海経由のソ連船入港一一欧州、｜から北極海経由で貨物をはこんできたソ連

船，ノーボポロネージ号は25日横浜に入港した。同船は神戸へまわって， 29日荷

積みせずに，北極海経由で欧州、｜へ直行することになった。これは今年の北極海結

氷が早くなる見込みのため，これで配船は打きられることになったもの。それゆ

え北極海航路配船は今年は 1隻だけ，しかも片道で終了することになった。

Vヤクート自治共和国の巨大なガス資源一－Pravd，α紙によれば，ヤクート自

治共和国の地質調査班は共和国内で天然ガスの巨大な資源を発見した。本年中に

ピリュイニヤクーツク間ガスパイプ・ラインが建設されることになっている。調

査作業はさらに続けられ，最近同共和国の北部でもクイズイノレ・スイル部落付近

で新しいガス資源が発見された。この坑井の深さは約3千メートルに達するO

Vアシハバードのガスパイプ・ライン建設一一－Pravda紙によれば，やがてガ

ス幹線マイスコエニアシハパードニベズメイン問500kmが貫通するO 現在アシハ

ノミード（トルクメン〉市は，町の生活を大きく変えるであろう《青い燃料》の受

入れを準備しており，すでに工業企業のガス化プランがつくられつつある。
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V トムスク州の刈入れ始まる－Pravda紙によれば，最初の l万ヘクターノレ

が刈られ， 1ヘクタールに小麦15～17（良い畑で20～25ツエントネノレ）が脱穀さ

jもfこ。

V レンスクニミイルヌイニチェルヌセフスキー聞の第2番目の送電線架設工事

S'elisおjaDzizni紙によれば，まもなくピリユイ水力発電所の工業用電流が

ヤクートの都市や村，あるいは，選鉱工場やダイアモンド鉱山へ送られる予定で

ある。けわしい密林を貫いて送電総750kmキロメートルが建設され，路線にそっ

て支柱5250本が立てられた。現在，建設隊はチェルヌセフスキーニアイハlレ問送

電線の建設に着手している。

Vマンゲイシラク半島で、初採油－SeliskajaDzizny紙によれば，ここで採油

された《黒い金（石油）》からは，良品質の多くの製品が製造できる。ベンジン，

ディーゼノレ燃料，燃料油，減摩油は，他の地方の石油からつくられた製品より有

害成分の合有量が少ない。

26日 Vコムソモリスク・セルローズ・厚紙コンビナートー－Gudak紙によれば，極

東の巨大な木材化学工業であるコムソモリスク・セノレローズ・厚紙コンビナート

の機械設備が稼動を始めた。セノレローズ製造のテストが行なわれ，革命50周年ま

でに企業の第 1順を操業させる準備ができたという。

vクラスノヤルスク水力発電所の工事進む一一－Pravda紙によれば，本日クラ

スノヤルスク水力発電所にとっては記念すべき日であった。すなわち第1発電機

にロータ（羽根車）が装置されたので、ある。 このロータの重量は 900トン，直径

は16mで，クレーン操縦土の正確な操作によって正しく設置された。

V トムスク（西シベリヤ）地下資源利用計画一－Pravda紙によれば， 1969年

にアレクサンドロフスクー一一ウスチ・パルイク間，延長400km以上の石油パイプ

・ラインの建設が開始される。さらにこのラインはシベリヤ横断パイプ・ライン

と結合させるため南部へ延長されよう。最近，設計陣は未来のパイプ・ラインの

予定地図をつくりあげた。

Vカムチヤツ力，マガダン9,1,1の土地改良一－SeliskajaDzizny紙によれば，多

数の乾燥地帯一一アレクサンドロ・スタセフスクフボグゥスラプスク，スミルノ

フスク等が沿岸地方で開拓され，さらにハバロフスク州，アムーノレ州，サハリン

州で改良が進んでいる。極東では，稲作用の土地24万ヘクターノレの改良が予定さ

れ，今次5ヵ年計画では 3万ヘクターノレが開拓される予定である。

27日 l Prav白紙，西独非難－8月27日付の Pravda紙は，ジュネープの18ヵ国
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軍縮委員会に提出された核拡散防止条約草案について，この条約調印の障害は西

独の態度にあると非難した。

v東部諸地区の石炭生産増大－Gudak紙によれば，ソ連東部諸地区では，石

炭の産出高が急速に増大している。クラスノヤノレスク地方，沿海地方，イノレクー

ツク州に次いで，ヤクート自治共和国も豊富なコークス炭の産地として将来を嘱

望されはじめた。現在イゴ炭総生産量Mのは露天掘りで，新計画では28%に達する

予定である。なおエキバストウズ＼アゼイスコエ， トムシンスクの露天掘も著し

く拡張されている。

vソ連最南端のタジーク鉄道建設 Seliskaja Dzizny紙によれば，テlレメズ

＝ヤパン間 262kmの鉄道幹線の最初の 1k01が建設された。建設隊は11月7日まで

に延長30kmの路線とスノレハン河の鉄橋を完成する予定O

Vアルマ・アタ』＇IiiCカザフ共和国）の穀物買付計画遂行－－1う－avda紙によれ

ば，穀倉に穀物35万8700トン（とうもろこしと米を除く）がおさめられ，食料や

飼料の計画は超過遂行され，まだ買付は続けられている。

28日 V ビノグラードフ次官，アラブ連合大使へ－8月28日付のタス通信は，セノレ

ゲイ．ビノグラードフ外務次官をアラブ連合大使に任命した。

Vモスクワで日本・北朝鮮交渉一一一北朝鮮帰還問題をめぐザ》て， 日本と北朝鮮

の赤十字代表が，モスクワのソ連赤十字本社で交渉を開始した。

vチユメ一ニ油田の新しい団地で地質調査員会議一一P1渇正

／レトウイシi吋の北緯60度のところに，昨年新しい団地ゴルノパブジンスクが出来

た。このほどこの団地で若い石油調査員たちが集まり会議を聞いた。この会議に

はソ連邦地質学省次官 V・lgrevskiyとチュメーニ生産総局長 Yu・Erovyeが臨

席し若い調査員たちを激励した。

29日 Vソ連機の侵犯で抗議一一外務省は 8月29日午後，ロザーフ駐日ソ連大使代理

を招き，北原欧亜局長から，さる 8月19日午前8時頃，北海道の礼丈島の上空を

ソ連機が侵犯したことに抗議し，今後このような侵犯をくりかえさぬよう申し入

れた。この問題は，その後の調査でソ連機であったことが確認されたためで、ある。

vシベリア河川の輸送計画超過遂行－ VodnyyTranペport紙によれば，この

ほどロシア共和国河川船舶省の会議が聞かれ，オピ河航運局長と北西航運局長の

革命50周年社会主義競争に関する報告が行なわれた。 オピ河航運局の従業員た

ちは貨物輸送の 7ヵ月計画を著しく超化遂行し，さらに10月20日までの計画を10

月 1日までに遂行する約束をしている。北西航運局の場合もこれと同様である。
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▼　クルガン州 C西シベリヤ）の豊作一－Pravda紙によれば，多くのコノレホー

ズが計画の2倍を国に引き渡す決定をしすでに穀倉に穀物1万ツエントネノレを

おさめた。外ウラノレの収穫のたえざる増大は，ゆきとどいた農業技術，機械の巧

みな利用，進歩的経験の適用の結果である。

' ハバロフスク州の穀物買付計画遂行一一Pravda紙によれば，食料や飼料の

計闘は著しく超過遂行され，買付は続けられている。

30日 V参議員北方領土問題調査団一一一谷口慶古（自民）議員を団長とする参議院の

北方領土問題調査同は， 30日午前，根室海上保安部巡視船「ゅうばり」で，ハボ

マイ・シコタン，両島水域を視察したが，この巡視船の目前でソ連の監視船が日

本の漁船を臨検するという事実を目撃して，北方漁場の危険の大きさを痛感させ

られた模様である。

V通商代表部首席にスパンダリアン氏一一東京駐在のソ連通商代表部の新しい

首席に，ソ連外国貿易省の中近東アジア局長のスパンダリアン氏が内定したと伝

えられる。現在の首席グパノフ氏は交代して中近東アジア局長になるのではない

かと推測されている。これは訪ソ中の宇野通産政務次官がボリソフ外国貿易省次

官と会談した際，あきらかになったものO

Vまたも文学裁判一一モスクワの消息筋によると， 3013, 3人の文学青年が反

ソ活動の罪で極秘裡に裁判されたという。これはパジーム・デローン，ウラジー

ミル・プコフスキー，ヱフゲニー・クシェフの 3人で，地下車島織の反ソ雑誌「フ

ェニツクスJを無許可で発行し，モスクワの下町で非合法デモをおこなったため

告発されたものという。

Vブラーツク付近農村に電灯一一Gudo是紙によれば，ブラーツクからの通信と

して，本日ブラーツク水力発電所の電力はアンガラ河に近い密林の奥にあるレオ

ノボ村に来た。部落の労働者任宅には電灯がつき，ソフホーズの農場と穀物倉庫，

修理工場などでモーターが動きはじめた。今年の初めに電力関係建設者たちはブ

ラーツク地区で総延長140kmの農村送電親を完成したO

Vウズベク共和国利学アカデミー核物理学研究所－Pravdα紙によれば，た

だいま原子炉で定期実験が準備されている。

31日 V北方墓参きまる一一今年の北方領土墓参に関しては， 30日，ソ連から色丹島

のシャコタンとイネモシリ，水晶島のそシリケシ，国後島のフノレカマップの4ヵ

所をみとめると通知があった旨， 31日外務省の新関情報文化局長が発表した。

v国境河川航行で中共非難一一ソ連外務省は8月31日，新開発表をおこない，
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同日，モスクワの中国大使館へ送った覚書を発表した。それによると， 7月11日

からハノレピンで聞かれていたアムール河一帯の国境河川航行問題に関する中ソ混

合委員会第14回会談が中共側の挑発的な発言のため， 7月25日に決裂した模様で

ある。これは中国側があらかじめ計画的におこなった行動で、あるとソ連外務省は

非難してし、る。
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（付〕 ソ連邦アジア地域の

経済開発の動向

物ソ連党中央委員会総会

ソ連共産党qi央委員会は 9JJ 26 [J，総会をIJ恥、たω 会議は l[Jで終ったが， 68年皮

予算案（ガノレプゾフ蔵相報告）を承認し，また， 68, 69, 70年の各年度国民経済発民

計画案（パイパコフ・ゴスプラン議長報告）を承認した。これによって， 1966年から

始まった新5ヵ年計画は，結M，最終的な計画案が提出されないまま，各年度毎の計

画だけですませる事になり，事実上，新5ヵ年計画は有名無実のものとなった。

これは，内外の情勢の急転に備えて，行動の自由を保留しておくためであり，また，

新しい経済方式の導入にあたって， 管理者層や計両立案当局者が不慣れな点や，試行

錯誤が相当にある事などの理由で， 長期的な立案作業が困難なためであると推測され

る。

また， 68年度予算案では国防費が本年度に比べて，約8% (11億ルーブノレ）増加し

て，総額 156億／レーブルになると消息筋は伝えている。 これは，ベトナム戦乱や中東

動乱およびAB M配備などの諸問題によって，ひきおこされたものであるとみられる。

今回の総会で注目された事は， ブレジネプ書記長が『ソ連国民生活の一層のJ[ij＿上の

ための措置』に関する報告をおこない， その政治局原案を全会一致で可決した事であ

る。これは革命50周年記念式典を前にして，ソ連国民に明るい夢を持たせる事を狙っ

た措置であろう。この原案の要点は∞労働者，事務員の最低賃金を来年から，従来の

40～45ルーブルをほ）ループノレにまで引上げる。②重工業部門の労働者の賃金を来年前

半に平均15%引上げる。③極東，および極北地域の労働者の賃金にボーナスを追加す

る0 (Jノ労働者，事務j去の所得税を引ドげ，または全jfu_jげむとする。⑥l織物工場の婦人労

働者の退職年齢を55才から50才に，集団農1必の農民の退職年齢を男 65才から60才へ，

女60才から55才へ牛下げる一一ーなどであった。

また，シェレーピン政治局員を中央委書記から解任した。シエレーピンは，さる 7

月， 全ソ労組中央評議会議長に任命された時から，すでに書記の椅子を離れていたと

みられるが， 今回の総会で、正式に発表されたものである。しかし，書記を解任された
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事が必ずしも， 彼の政治的退凋とは結びつかないとし、う見方もある。むしろ，これは

ソ連における労働組合の役割が， 最近の工業企業の大型化に比例して，急速に高まり

はじめたしるしかもしれないυ （解説の項参J！日）

議長地方党幹部の権限拡大

ソ連J:t産党ij11た安はリ )l20日付で， 地方の党指導官の権限を拡大させる指令を発し

fこO

その内併は，各レベルの党二委員会が， (I)科学的労働力の構成（メ）生産性の雨水準一ー

というふたつの山組で，各共和国， 各自治共和国，各少H，各地方，各市などの行政機

関と経済機構を指押するよう命じたものであった。これは， 最近の経済管理方式の改

革で，経済官僚群の力が強まり， 党務専従官僚の権威と力が相対的に弱化の一途をた

どってきた事に対する重大な巻き返しである。つまり，コスイギン派（ハト派）に対

する党の強硬派の反撃であるとも見ることができそうである。（解説の項参照）

物ウスチ・パルイク＝オムスク聞の石油パイプライン完成

9月19日付の Pravd，α紙は，かねて工事中であったチユメーニ油旧のウスチ・パノレ

イクからラオムスクへ｜古lけて， 原油を！五送するパイプラインが漸く完峨し，日｜、＼ウ

スチパノレイクとオムスクの双方から，パイプ内に原礼llを満たすための送油がはじめら

れていると伝えた。ウスチパノレイクニオムスク問の距離は約 1000kmで，これが完成し

たことによって，チュメーニ油田の千j引1がオムスク精油所へi直接送られることになる。

また， すでに完／1えしているトゥイマズイ＝アンガノレスク聞のシベリア・パイプライン

にも連結する事になるので， チュメーニの原油がイノレクーツク州のアンガノレスク精油

所へも送られることになろう。 これは， トゥイマズイ（ウラル｜布部）原油の東への輸

送が，その分だけ西（東欧）へ振り替えられる事を意味している。 これは急増しつつ

あるソ連中央部と東｜攻の石油需要に若干のゆとりを与えるであろう。

多農村副業の自由化

9 JJ25日付の lzvestija紙は，ソ連政府の新しい法令を発表したが，それは， 農村

における副業を大幅に認めたものである。今までのように農家が家のまわりに所有し

ていた保留地での副業だけでなく， コノレホーズやソフホーズなどの経営体が自分の判

断で1¥1明iして， 食料1W1力u工や，その他の商品の生産を実施しうるようにしたものであ

る。そして，その製品を売りさばくために， 定期的な市場を聞くことを，共和国政府
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とl前業省に義務づける一方， これらの自由副業に工業企業は余剰原材料や燃料を支給

し，銀行も資金の貸出しをするよう命じている。これによって， 農村における経済力

が強化されるものとみられるυ

これは，さき頃，モスクワ｜布部のボ1 ドルスク地！又のストレミワボ村で， 1962年以来，

農場長以下 3人の幹部が，）長物干!JJ'Hでスプリングなどの部品を生産して， 大きな利益

をあけ＼ その利益をコルホーズの経営資会に入れていた事で裁判沙汰になった事件と

も関連があるとみられる。このcJ::r.ftl：の被告たちは・応叱られただ、けで， 処罰iはされな

かったが，これは政J{fの経済官僚達がこの事件に同情的であったためである。

このような事例は今後ますます， 増加すると思われるので，ソ連政府は農村副業の

育成にふみきったものであろう。

修ジェト口，ソ連東欧貿易会との協調関係

ソ連｜攻貿易会は業務の円滑をはかるために， かねてジェトロ（日本貿易振興会）と

の協調体制について話合いを続けていたがラこのほど市場調査， 見本市開催などにつ

いて協力してゆくことに；意見の A 致をみた。これは， 相方側の窓口が一本であり，輸

出入のパランスを原則としていることや， ふたつの団体が別々に見本市などを開催す

ることは問題があるなどの点で協調にふみきったものである。

物サハリン視察，墓参団

9月21トr, 小樽港をソ連客自－｝オルジョニキーゼなで山航したカラブト視察・墓参同

は， 27日｜司港へ帰着したυ この一行は総勢91人で樺太に 6H間滞在して，真岡，本斗，

豊原，多蘭泊のWiで視察し，また各地で墓参をすませた。そして，豊原（ユジノサノ、

リンスク）の州汁ニ舎で，ニエムツエフ州執行委員会議長， ナホトカから参加したパノレ

シュニン悔東貿易事務所貿易部長らと， トI本側の吉村団長， 稲垣・小樽市長らが出席

してひらかれた懇談会で， CD樺太ニ北海道聞の直接貿易の実施②商品民示会館のj：日互

開設③真岡（ホノレムスク）ニ小樽聞の定期航路開設④貿易事務所出先機関をユジノサ

ハリンスクに設置する などの案を日本側が提示した。これに対し，ソ連側も実現

に努力する旨，符えたという。

物66年度，ソ連外国貿易統計

9 J 1 9日発行の外戸｜貿易公報によれば， 19G6イrのソJfilの対外貿易統計が切ic:）かにさ

れた。それによると， 輸出総額79億5700万ループノレ〔うち資本主義諸国，および非同
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盟諸国向け26億7100万ルーブル），輸入総額71億2100万ルーブル（うち資本主義諸国 ' 
および

↓ 、

部分を占めているが，そのうち，東独が最高で，輸出12億6600万ルーブル，輸入11億

1400)jルーブルu ユメコン以外ではキューパが最も多く， 輸II¥4 1J己：3100万ルーブル，

輸入 2｛，むら700））ループマノレυ 対iji共貿易は輸出 l｛志5800万ループル，輸入 1f怠2900)jノレ

ーフソレ〈：、あ ＞/:_u 北ベトナムとの貿易紙、’傾は 84UO)iルーブル』C，前年より 1000万ルー

プノレ減少しているυ

非同盟諸1111+1で、はl:iJ度が±11,'r':jで，輪山人命，ii・3億4600)iノレープルにi主し／こu

自由闘の第 1位は英国で，輪山入合計4億4900万ノレーフソレ（輪山2億 9700万／レープ

ノレ，輸入 1億5200万ループル） 2位はフィンランドで合計4億2600万／レーブツレ。 3位

は日本で合計4億 1600万ルーブノレ。第4位カナダ，第5位西到し第6位フランス（輪

山1億1700万ノレーブ、／レ，輸入 l億4400万ループ、ノレ，計2倍；6100万ルーブル）であったO

物今年も豊作か

今年の穀物取入れがすすむにつれて， 本年も豊作であることが，次第に明らかにな

りつつある。昨年の 1億7000万トンには及ばぬとしても， 1 tむ4000～5000万トン紅！立

の生産は望めそうであるという。 もし，この程度の作物が恒久的に続くとすれば，ソ

連も再び穀物輸出国になれる 1iJ能性があるが， 果して，この豊作が，天候のためであ

るのか， 農業政策の成功のためであるのか見きわめるにはあと 2～3年の時日が必要

であろう。
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1 日 Vソ連首脳，ベトナムへメッセージ一一一ブレジネフ書：記長， コスイギン目・H1,

ポドゴノレヌイ最高会議幹部会議長は， 9月 1日付で北ベトナム首脳に対し，ベト

ナム民主共和国宣言22周年を祝するメッセージを送った。

Vナセル大統領，米ソ解決案受諾か一ーロンドンの Daz・lyExpress紙は，「ナ

セノレ・アラブ連合大統領が，米ソの推進している中東平和解決法案を受諾Lた模

様であるJと報じた。

V米大使館員，退去要求－9月IH付のタス通信は，米同大使館只リチヤー

ド・ D・チャップマン一等書：記宵に対し，外交frにふさわしくなし、活動をしたと

いう理由で悶外退去の要求が出された旨，報じた。また，休暇で帰国中のプライ

ス・ミーカー農務担当官も入悶を許可されないと伝えた。これらは，最近，米国

を離れた2名のソ連外交官に対し，米政府がスパイ活動の疑で、再入国させない事

に対する報復措置とみられている。

▼カザフスタン南部の綿花買付――Pravda紙によれば，チムケントからの通

信として，カザフスタン南部の農場では綿花の収穫がはじまった。サルイアガチ，

チャルダリンおよびトルケスタン諸地区の農場も，綿実の収穫を行なっている。

すでに調達所には最初の数百トンの綿花が送られた。

Vユジノ・サハリンスク郊外の団地建設一一－StroitelinajaGa.切 M 紙によれば，

ユジノ・サノ、リンスクよりの通信として，｜司市東部郊外で新しい団地の建設がは

じまった。これは，ユジノ・サノ、ソンスクとして 1番大きなものになるはずであ

る。建設の第111頃として 12悼のアパート， 920の児章を収存できる学校，二つの

幼稚閑，商店，体育場ーなどが子定されてし、る。

V東シベリア農村地区の電化一－StroitelinajaGazda紙によれば，ブラーツ

ク水力発電所の建設は，アンガラ河沿岸の楕林の奥地にあるレオノボ村に到着し

た。またこの程ポリシェオキースクお上びカyレトゥク，ブラーツク地医の部落は

イ／レクーツク電力系につながれた。今年のはじめブラーツク電力建設の労働者た

ちはブラーツク地区に 140kmの農村・送電線を建設し操業に入らせた。

vシラバドウスク・ステップ（ウズベク）の濯水倍増一－Selis初:jaDzizny紙

によれば，最近，濯水の補強に，ポンプ施設用のもう一つの機械が配置され，こ
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れは11｝秒，プ・）＜：！O立方メートルを101惜のt日さまで上昇させうる。やがて，未開拓地
に新し〈仰の栽情がはじめられるであろう。

，ゥズベク南部の綿刈入期 －－SeliskajaDzizny紙によれば，今年は，粗繊維

類の収穫が特に良い。 ドゥジャノレクノレガンスク，テルメズスク，セラノ汁ごウスク

地方の農場では，ヘクタールあたり 30ツエントネル（良い州lでは40～45ツエント

ネノレ）収穫されている。

2 日 Vモスクワ衣料見本市の成績一一－8月22日からモスクワで閃かれた国際衣料見

本市で日本側は約10万ドル担当の繊維2次製品の注文をソ連からうけた模様であ

るo

▼太平洋水域でロケット実験――9月2日付のモスクワ放送は， 9月九「Iから

10月30日にかけて，太平洋水域に向けて推進ロケット発射実験をおこなうと発表

し，水路と航空路の安全のため，各国政府が配慮するよう要望した。水域は北緯

37° 18＇，東経 172° 45＇の座標，および北緯 32° 30＇，東経 17'.】0 45＇の空標を中心

とする半径40カイリの水面である。

Vモスクワ放送，領土問題で論評－9月2日のモスクワ放送は，太平洋戦争

終結22周年にちなむ解説で，戦後の日ソ関係の進展について述べると｜司｜｜寺に，「｜｜

本政府筋は恨拠のない領土要求を掲げ，それを満たすことが， 日ソ両国の関係を

一層発民させるための条件であるかのようにみている」と論；干した。

▼ツェリノグラード州の収穫不良――Pravada紙によれば，カザフスタン，ツ

ェリノグラード川｜では雨が多く天候不良のため収穫は困難な状態にある。それば

かりでなく小麦の成長は不良で、あった。しかし農民たちは困難を克服して収穫に

努力している。今年もこの方而ではほとんど機械は半分しか到し、ていない。収穫

は一般に混乱しているようである。

Vチエリヤビンスク（ウラル〕圧延管製作工場始動－Selis灼jaD.zizny紙に

よれば，ガス・石油用の直径1220mmの鋼鉄パyイプが9月 l日はじめ生産された。

これは改新された電気熔接機械《1020》で生産された。

Vブラーツク水力発電所のアンガラ河横断橋完成－ SeliskajaD.zizny紙に上

れば，高さは 100mの自動車道路がブラーツクに建設された。

3 日 vアチンスクのアルミナ工場の発電所建設－StmitelinajaGazeta紙によれ

ばアチンスクのアルミナ工場ではチウノレイム河からの水道工事が完成した。その

結果重要建設の一つである熱電力併給火力発電所を操業に入らせる事ができるよ

うになったの労働者たちはボイラー，タービンおよびその他の設備の綜合テスト
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に者千L/こo

vアルタイの収穫不良一一Pravda紙によれば，パルナウルからの通信として，

この秋はアルタイの農民にとって取り入れ作業は｜本｜難である。京：の！；広域！のため小

麦の成長はまばらで不良であった。これから収穫に取りかかる農場では小麦は倒

れているのみならず， 8月の末には雨が降った。しかしこのような状態でも農業

機械係は高いテンポで取り入れ作；業を進めてし、るo

vマングイシラクの石油開発状況一一 Gudoん紙によれば， カスピー海岸のマ

ングイシラクにおいて 9月2日さらに 1グループの石油井戸が開発された。現在

マングイシラク半島には操業している 170の石油噴出井戸があり，それらは毎夜

10～12の鉄道油槽車を満たすほどの石油を生産しているo

v石油・ガス工業日－－ ・Pra目白紙によれば，石油採油労働者は，革命記念日

主で、に国家計両以J二に石油 105万トンを生産すると約束してし、たが， 9月 1日こ

の計画は遂行された。

Vチェチエノ・イングシスク自治共和国（北カフカズ）の穀物買付計画遂行一一

Pravda紙によれば，穀倉に穀物12万5500トン（とうもろこしと米を除く）がお

さめられ，食1，，量と飼料の計画は超過遂行された。

V沿海地方の水力利用施設建設着手←－・SeliskajaDzizny紙によれば，ウラジ

オストックへ供給するため，市から約70kmのシホテエ・アリニ山麓に容積1億5

千万nfの貯水池とその他水力工業施設の建設が予定されている。

4 日 V宇宙計画，米ソ協力の用意一一一9月 4日付のタス通信は，ソ連の宇宙科学者

セドフ国際宇宙航行学協会副会長の談として，ソ連が将来，米国その他の固と有

人宇市飛行計両について協力する用意があることを示唆した。従来，ソ連は米国

からの宇宙協力のH手びかけを一貫して拒否してきた。

V ソ連・東欧 8ヵ国会議閉幕 ・-9月4日からユーゴのベオグラードで，ソ連

と東欧7ヵ国の計8ヵ国の会議がひらかれ， 111東問題の討議をはじめた。これに

は前回の会通に出席を拒否したノレーマニアも参加した。

V座席予約システム，商談中一一目立製作所とソ連のゴスプランとの問に大型

電子計算機による鉄道の座席予約システム一式（HITAC3030）を輸出する商談が

すすめられている。これは電話回線を使ったデータ通信による情報処理システム

の輸出第1号となる見込。この商談に関しては，日立の提携先の米 RCA社も了

解している由である。

T MHD発電実験一一ソ連は最近， MHD発電の半工業的な 2万5000kwの設仙ーを
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建設するす十両で，その実験装置を製作したと伝えられる。

T 60！意電子ボルトの加速装置一一ソ連最大の｝Jll速装f；：がア／レメニニアのエレパン

の物理学研究所ではじめた。

V英財界人， 11月に大挙訪ソか－9月4日，モスクワで明らかにされたとこ

ろによると，ソ連の科学技術同家委員会の招待の形で，英国の財界人の大物多数

が，11月に訪ソして，英ソ間の経済協力について話し合う予定という。

v社会党，北方領土で提言一一社会党は9月4日付で，①すみやかに日ソ平和

条約を締結して歯舞（はぽまい）色丹（しこたん〕諸島の返還と安全操業の確保

を図るべきである，⑦択捉（えとろふ〉， 国後（くなしり〕諸島を含む千島列島

の帰属は， H本をとりまく極東の緊張緩和とあいまって日ソ交渉によって実現さ

れるべきである， (;i)北海道の自衛隊の強化l士領－！：問題の解決・Iこ逆行aす喝るものであ

る一

vス力ンジナビア航空（SAS), シベリア横断線交渉一ースヱーヂン外務省の発

表に上ればラ スカンジナピア航空（SAS）は日本と， シベリア横断の航路につい

て， 日本への着陸権を得るための交渉を開始した由であるの

5 目 V ソ連鉄鉱石 300万トン購入か』一一鉄鋼業界の訪ソ使節同々長水野八11幡製－鉄取

締役は，このほど帰国して，9月5日，クリボイログ鉄鉱石の輸入量を1969年以

降，既契約の 100万トンから 300]jトンにふやしたいとけiし入れた事を明らかに

した。ソ連からは来年3月頃までに最終問答がある見込み。このためには，黒海

沿岸の積IUし港イノレチョウスクの積H:lし能力を現在の 1「lI )i S下トンを 3万ト

ンに引ーとげる必要があるという。

vベトコン代表の記者会見でソ連退場一一－9月5日，北京でひ九かれたベトコ

ン代表グエン・ミン・フォン北京駐在代表の記者会見で，同代表が「19何年以来，

米帝国主義者とソ連修IE主義者は，ベトナムにおける偽りの和平交泌を押しつけ

るために共謀しているJとのべたため，ソ連や東欧の記者団は怒って退場したo

vソ連・アラブ連合外相会談一一モスクワ訪問中のリヤド・アラブ連合外相は，

グロムイコ外相と会談した。

Vザパイ力ルの電力一一－EcoηοmZ:cheskaJaGa.zeta紙によれば，チタ州では，

ザ、パイカノレ綜合電力系の発展計画を検討中で，チタの国営地区火力発電所のtH力

を52万kwまで引き上げる計画が採択された。その発電所の最後の大きなユニット

は次の 5ヵ年計画のはじめに稼動する計画となっている。さらにザ、パイカルの発

電の主要な資源としてハラノール同営地医火力発電所がす！・両され，来年度建設を

一（258）一 -254ー



シベリア開発（ 9月）

はじめることになっている υ

V空中からの海洋調査一一一Pravda紙によれば、，マガダンからの通信として，

本日コノレイマの気象観測）升は始めて IL-14型飛行機からオホーツク海水面の温度

を測定する作業を実施した。その方法は飛行機土に放射線寒暖計を取り付けて行

なわれたものである。高度は 500mで、あった。海市の温度測定によって各種の魚

の集合所を決定することが山来るといっている。

Vアンガラ石油化学コンビナート拡張 Seliskaja Dzizny紙によれば，革命

記念日までに新しく 7生産工場が稼動はじめるが，その中には尿素生産企業も含

まれている。これによって，アンガラコンビナートは農業用の肥料数万トンを生

産できる0

6 日 V衆院代表団，訪ソ一一北欧，東欧視察の途中， 9月2日にソ連入りした衆議

日代表団（自民4名，社会31r〕一行は， (j日，クレムリンでスピリドノフ・ソ

連最高会議連邦会議々長を訪れた。

V ソ連首脳，ブダベスト入り プレジネフ書：記長，コスイギン首相らソ連の

党・政府代表団は， 6日，空路ノ、ンガリーの首都ブダベストに到着した。

Vソ連・東欧8ヵ国会議閉幕 ベオグラードでアラブ諸国の経済援助問題を

討議していたソ連・東欧8ヵ国会議は9月6日閉幕したが，最終コミュニケはア

ラブ諸国に対する具体的援助には言及しておらず，合意に達した共産圏各国がア

ラブ諸国と個別的に交iまえするという点だけである。また，この会議でルーマニア

は，イスラエノレを侵略者として非難することに反対したという。

Vモスクワの北朝鮮帰還交渉一一在日朝鮮人帰還協定の打ち切りをめぐって，

2週間にわたり，モスクワでおこなわれている日赤と北鮮赤十字との交渉は， 6

日の会議でも意見は対立したままに終った。

v港湾視察団派遣か一一経団連， 日本商工会議所， 日本貿易会の経済3団体で

構成されてし、る日ソ経済委員会は9月6日，本委員会をひらき，先に委員会内に

設けた木材，港湾輸送など四つの専門委員会から，その後の活動状況について報

告を受けた。この結果，①ナホトカ港を中心としたシベリア概東地域に 9月末か

10月初めに外務省派遣の形で，港湾視察団を送る，⑨ソ連側か．ら木材，パルフ。関

係の調査団派遣の申入れがきているので，それを受入れるため， 10n上旬を目標

に木材，パルプ関係の日ソ経済協力の方向について日本側の考え方をまとめる一

一の 2点を決めた。また，ウドカン銅鉱山開発専門委員会は 7日に初会合をひら

く予定というの
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v文学新聞ラボズネセンスキー非難一一一ソ連作家同盟は， 9月6日付の Ute

raturnaja Gazeta紙で，アンドレイ・ボズネセンスキー（詩人）を激しく非難

し，米国へゆく事を許さないと述べた。これはボズネセンスキーが「ニューヨー

クでひじかれる予定の同氏の詩の朗読会に出席する事を，作家同盟が卑劣な方法

で妨害したJPr，さき頃 Pr正z・ l.正tに投書して抗議した事から表mi化した問題で、あ

るO I》r正I‘Z’d，正z紙はこの投書を掲載しなかつたが，西側の新聞には掲載された。

v極東のパブ口フスク炭坑一一一StroitelinajaGazeta紙によれば，ウラジオス

トックからの通信として，極東炭坑建設の労働者たちは，いま極東で最も大きい

炭坑の‘つであるパプロフスク炭坑の設備を営業に入らせようとしている。年間

出炭量は20万トンの第 1順を 11月7日までに操業に入らせる約束をした。建設は

好調に進んでいるの

vウクライナ共和国の穀物質付計画超過遂行一一Pra目白紙によれば，穀物（と

うもろこし，米を除く） 1100万4千トン（計画の 109%），小麦は 86万5千トン

（計画の 147%），飼料やひまわりの計画は超過遂行され，まだ買付が続けられて

し、るo

vクスタナイ付近の穀物調達計画超過遂行一－Pravda紙によれば，カザフス

タン西北部のタラノフスク地区では州内で最初に国家に対する穀物売波計阿を遂

行した。機械化された穀物倉庫には6万7千トンの粒穀が送られた。なおトラッ

クの流れが続u、ている。農民たちは革命50周年を記念して最初の計画iよりも 2倍

余の粒殺を国家に供出するといっている。

' ハバロフスク地方に新工業都市誕生 --Pravda紙によれば，最近，コムソ

モリスク・ナ・アムーレ付近の密林に隣接した高地に，人口 2万5千人の若い都

市《太陽》が出現した。高層住宅と共に，選鉱工場，若干のコンビナートや鉱山

が建設されている。

▼極東沿岸地域の漁獲――SeliskajaDzizny紙によれば，この地域の漁業勤労

者は8ヵ月間に魚その他海産物を 1960年度一一一約 1700万ツエントネノレの 2倍余

り，魚は1260万ツエトネル以上捕獲したO 沿海地方，カムチャッカ州，サハリン

チトl，ハパロ才スク地方，アガダン州等の勤労者は，革命記念日までに計画以上に

25万ツエントネノレをおさめる事を約束したが，すでに現在，捕獲量は 110万ツヱ

ントネノレ超過した。

▼チュメーニ州北部に最大の天然ガス生産地――Seliskaja Dzizny紙によれば，

それはザ、ポリヤノレノエで，その貯蔵量は 5千億ばであるの
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，タジツク共産党中央委員会総会聞かる－－－SelislwjaD.zizny紙によれば，五十

l両iは遂行され特に，石油，ガス，電力，農機具の生産が増大した。家畜は増大し，

穀物，まゆ，カラクリ毛皮は年度目｛、j-計画を逆行し，綿花は計画iは58万トンであ

ったが63万トンを引渡した。

7 日 V米国防長官ソ連の北ベトナム援助証言一一米下院の歳出委員会が7日発表

したとろによると，マクナマラ国防長官は，対外援助分科委員会で「ソ連は北ベ

トナムに対し，年間10億ドル相当の援助を与えており，中共の援助はこれをはる

かに下回ると推定される」と証言したという。

Vソ連・ハンガリー友好援助条約一一－9月7日，フ。ダベストで新しいソ連・ハ

ンガリー友好・協力・相互援助条約が調印された。これと同時に，ブレジネフ書

記長，カダル・ハンガリー第 1書記との首脳会談も終了した。

V ブレジネフ強硬演説一一ハンガリー訪問中のブレジネフ書記長は， 9月7日，

ブグベストで催されたソ連・ハンガリー友好集会で演説し，強硬な調子で“毛沢

東とその一派”を反革命と断じ，絶縁の意向を表明し，内外の注目を集めた。

v山下新日本汽船，シベリア経由輸送契約一一ナホトカ航路とシベリア鉄道経

由で， H本とヨーロッパ，中近東を結ぶ貨物輸送ルートについて， ，1，下新日本、汽

船はこのほど，イランのパース社と西ドイツのミリツアー社と代理店契約を結ん

だ。シベリア鉄道経由の場合，軽くて嵩ばるものは，船よりも安くつくとし、われ

ており，イラン，両ドイツ，スイスなどの大手陸運会社が意欲をみせていると伝

えられる。

V中央アジアニ欧露中心部間のガス・パイプラインほ’ぼ建設終了一－Pravda

紙によれば，中央アジアから欧ソの中心部に至るガス・パイプラインの最後の580

kmの区間にガスが通じはじめた。昨日新しいパイプラインを通じて，ベトロフス

ク市からモスクワに向いトルクメンとウズベギスタンのガスが始めて通じたの約

:1000kmの中央アジア二欧露中心部問ガス・パイプラインが殆んど建設されたとい

う事になる。

8 日 V米， ABMで対ソ再警告一一米消息筋は 8日，米政府がソ連政府に対し，早急

にABM配置凍結交渉に応じない場合は，米国は対中共向けの小規模の ABM配

置にふみきらざるを得ないだろうと警告した事を明らかにした。

Vブラジルの発電所工事に援助申入れ一一一ソ連はブラジルに対しこのほどウ

ルフプンガ（サンパウロ州〉の発電所拡張資金として 1億ドルの援助を申入れた。

この拡張によって同発電所は世界第2の水路式発電所になるが，工事費は7億ド

月

iつ山 一一（261）一



シベリア開発（ 9月）

ルに達するとし、う υ ブラジノレ政）{J：は代表団をモスクワにおくり，細目の協議にあ

たらせている i

V米ソの外交官の車盗まる一一モスクワの米大使館員の車3台が盗まれた旨，

8日あき F》かにされた〉ところが，ワシントンでも，ソ連外交官の車が 3台盗主

れた由であるりこれは，米ソの情報機関同志のいやがらせと見られている。

Vブラーツク発電所，全力運転 8日のタス通信は，ブヲーツク水力発電所

が定成して， 410万kwの全HI力を開始したと伝えた。

Vソ煙の北鮮援助 8日のモスクワ放送は，ソ連の北朝鮮援助として，次の

点をあげた。 mふたつの火力発電所の建設（60万kwと10万kw), (2)年産200万ト

ンの精l!fl工場の設計と建設への協力， GD年 1507Jトンの採炭場建t立のための機械

提供， （j'＼物T早ヱトロニクスなど四つの科学研究所の設備装備の

Vティムリュイ・セメント工場の社会主義競争－－StroitrlinajaGazeta紙に

よれば，ウラン・ウデに近いティムリュイ・セメントT場の労働者たちは草命50

周年記念の社会主義競争で，セメントを計両上りも1500トン多く生産する約束を

したの円ヵ月間に計両上りも2700トン多くセメントをIB荷したの

V ビリュイ水力発電所の送電所設計一一一Pravda紙によれば， トムスクかむの

通信として，電力網計画研究所トムスケ支部の設計者たちは， ミ－lレヌイ＝スン

トウルイ問高圧送電線建設の設計を作成しはじめた。との送電線はヤクート自治

共和同のピリュイ地区のダイヤモンド工業と農業に電力を供給するものである。

との電線完了通じて最近稼動をはじめたピリュイ水力発電所内電力が流されること

になる η

V トムスク州の刈入水炉ー－Pravda紙に上れば，大部分の農場で，ヘクタール

当り小麦17～20、ソヱントネル脱穀され、とれは買付計両を遂行する可能性を示し

ているの

タ自 V対外貿易統計発表一一－9月9日発行されたソ連外国貿易公報の最新号は， 19

66年中の対外貿易統計を発表したが，社会主義閤では英国，フィンランド，日本

の）I慎になっている。詳細は特記事項参照。

V自民党宇宙開発調査団，米ソへ出発一一自民党の宇宙開発特別委員会は志賀

健次郎氏を団長とする初の調査団を米，ソ，英，仏に派遣することになり， 9月

9日出発したo

vブレジネフ書記長ら，帰途につく一一ーハンガリーを訪問中であったソ連の党

と政府の首脳一行は9日帰途についた。
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V米原子合同委， ABM配備主張一一米上ド両院の原子力合同委員会のパストー

レ委員長は9日，グロトンでおこなわれた原一了a力潜水艦の進水式で， 「米国はA

BMを直ちに配備すべきである」と演説し，その理lilのひとつとして，ソ連の核

攻撃力の増大を指摘している。

Vフセイン玉、来月訪ソ← ヨルダン政府は， 9日，ブセイン国王がソ連の招

待で10月訪ソすると発表した。

v来月10日，最高会議一一－－9月9日のモスクワ放送は10月10日に第71且ソ連邦

最高会議第3回期を招集すると発表した。

，大橋運輸相，近く訪ソか一大橋運輸相は，日米貿易経済合同委員会の帰途，

モスクワに凹り，ソ連の航空当局に，シベリア上空の早期単独運航を強く要請す

るはlである。これは， 4月から始まった日ソ共同運航機が各使満員であることな

どから昭和44年4月以前にシベリア経由モスクワ向けの日本航空の DCB型の就

航を要望するものO

vディーゼル船《レナ》号航行計画超過遂行一－Vodnyy Tramj>ort紙によれ

ば，レナ河航運局所属のディーゼノレ船《レナ》号の乗組員は，革命50周年に当る

今年の航行計闘を期限前の8月末に 114%遂行した。この間に計画を超過した収

入は3万5千ノレープノレに達した。

Vモスクワ＝ブラーツク間宇宙橋一一一Pra・uda紙によれば， H宇日人工衛昼《モ

ルニヤー 1号》を通じモスクワとブラーツクの聞に宇宙橋がかけられた。ブラー

ツクの中心地から近い密林のなかにつくられたテレビ宇宙通信《オルビタ》ステ

ーションは人工術星を通じて，ソ連邦の中心のテレビセンターのテスト放送を受

信し始めた。第 l［司のテスト放送は成功した。

10日 V英ソ，航空技術提携か？一 9月10日付の Theobserver紙は，英ソ両国

の航空機産業の協力の可能性をさぐるため，技術省長官 J.Stonehouseを団長

とした使節団がモスクワへ向けて山発したと報じた。

Vソ連・アラブ連合外相会談一一ソ連訪問中のリャド・アラブ連合外相は， 10

f:l，グロムイコ外相と 2度目の会談をおこなった。

vブラーツク人工海の大きさーー ,._'-J'troiteliルザμ じazeta紙によれば， 9月10日

ブラーツク水利施設の営業開始を前にしてダムの上流には1685億nfの水をたたえ

る人Ti毎ができた。最近の豊宿な雨量によって，貯水のテンポは1i3-まった。

Vブリヤート自治共和国の宇宙線研究所 Gudok紙によれば，ソ連邦科学ア
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カデミーシベリア支部のサヤン綜合宇宙物理学調査基地のあるプリヤー卜自治共

和国の尚山団地モンダの近くで，標i前3千メートノレの所に宇’rH放射線自動ステー

ションが建設されているけこのステーションの電力はアンガラ電力によって補給

されるり

▼カムチャッカ州にレーニン勲章 一Pravda紙によれば＼本Hカムチャッカ

半島では大さなりl）｝＼！.が行なわれた。川lの勤労者たちに経済と文化の建設の功績に

より， レ一二ン勲立が授｝｝・されたυ 投与式にはロシアJ毛布liT.j/i¥1]首相lV. A. Dem-

chenkoが臨席し，祝詞を述べたo

v来年，全ソ経済会議－9月10日のモスクワ放送は，パイパコフ・ゴスプラ

ン議長：の発表として，来年はじめ，クレムリン宮で約2＋人の専門家を集めて全

ソ経済会議がひらかれると伝えた。目的は経済の計画化とj仔導を，さらに完全な

ものにするための措置を討議する事であるという。

vソ連，複数弾頭ミサイル開発か一一ー米国防総省のリチヤード・フライクラン

ド報道’古はlObl，記者団の質問に対し「米国は将来の戦力計両にあたり，ソ連が

長巨離ミサイルに複数弾頭を装備させる方向へ急速に動く可能性を考慮に入れて

いる」と言明した。しかし，同報道官は「ソ連が複数弾頭弾の装1Jitlにのり山した

という証拠はない］

11日 Vソ連首相，アラブ連合外相と会談一一一訪ソrf1のリアド・アラブ連合外相はi1 

H，クレムリンでコスイギン首相と会談した。

V太平洋ロケット実験終了一一IHIのタス通信はロケット実験の終了にともな

って， 2 IJ発表した北緯37°18＇，東経 172°45＇の座標を中心とする半径 40カイリ

の太平洋水域の航行制限を11日以降解除すると発表した。

’lzvestija紙，中国の日本人記者追放非難－9月10日付で， 中国外務部が，

毎日，産経，両日本の 3記者に国外退去を求めたことで， 9月11日付のソ連政府

機関紙 lz・pestija紙は，この事を非難して， 「中国指導部が主ったこれらの措置

は，彼等がi王l内の／H来事を報道されるのを恐れている事を明白に示している」と

述べた。

V中央アジアの綿花収穫－1’ra白ι’cla紙によれば，中央アジアの主要な綿花生

産地ウズベキスタンでは収穫シーズンは順調に終り，革命50周年にふさわしく計

画を超過遂行し， 400万トンの綿実を国家に供出することを決定した。タジキス

タンも同様に63万トン， トルクメンは53万トンを供出することになっている。な

おキノレギズとカザ、フスタンの両共和国もそのような義務を遂行できるといってい
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る。

12日 v来春，超音速旅客機就航か一一モスクワニストックホルム問の定期航空便の

出」使で12日夜ストックホノレムについたブガエフ民間航空省第一次官は，来年，

ソ連の超音速旅客機（SST）が海外航空路に就航すると語った。もし，これが事実

ならば，ソ連が SSTで世界をリードすることになるυ

V ソ連・モンゴル首脳会談ーソ連を休暇旅行中のツエデンパル・モンゴル人

民革命党第一書記兼首相1は12日モスクワで，ブレジネフ書記長を訪問L, “同志

i'l':.J会談門をおこなったυ

V ソ連・北ベトナム協定一一12I］発表されたところによると，ソ連と北ベトナ

ムは新しい技術・科学協力協定に調印した。レ・タン・ギ北ベトナム副首相はこ

のためモスクワに滞在中である。

v極東船舶局の経済改革一一－VodnyyTramJうort紙によれば，極東船舶局所属

の各企業では，現在経済改革の準備をすすめている。固定資産の造成と利用，褒

賞の新しい方式が討議され，労働生産性向上のための余力が検討されている。殊

に勤労の科学的組織に大きな関心が払われ，全港湾で荷役設備の総点検が行なわ

tしている。

V イルトゥイシ・ステップの収穫状況 Pravda紙によれば，オムスクから

の通信として，イノレトゥイシのステップは農作物取り入れの最盛期である。現在

作業は困難な条件一卜‘で、行なわれている。北部の諸地区はすでに刈り取りを終り，

市－部で、は始ったばかりである。北部は春と夏に充分に湿気があり，種蒔も順調に

成育も早やかったが，南部では雨が遅く降ったために，粒穀， トウモロコシやジ

ャガ芋の成育がおくれた。

V コムソモリスク製材・木材加工コンビナート一一一Gudok紙によれば，ハパロ

ブ Ijjからの通信として，アムール河の岸にあるコムソモリスク製材・木材加工コ

ンビナート用プラントの一部の）輸送するため鉄道の列車を必要とした。この大き

な企業はセノレローズ・厚紙コンビナートと並んで建設されることになっている。

この新しい工場では挽材，家具，ベニヤ板などを生産する。

13日 V 日本商社事務所設置許可かーモスクワの日本大使館筋は13日，かねてモス

クワの各向社が申請していた事務所設置について，大干の相当部分がソ連外国貿

易省によって11月中に許可される見込みであると述べた。今までは在ソ日本商社

員は普通ピザないし旅行者ビザ、で滞在，アパートも与えられないまま事務所もホ

テノレ内に置いていた。

--261- ( 265）一



シベリア開発（ 9月）

v兵役義務短縮か一一一ソ連軍では来年1月 1rJから兵役義務期間を地上’ポにつ

いては現行の 3年から 2年間に，海軍および一部の特殊単に関しては 4年から；1

年に，それぞれ短縮する；汁両であるという υ これは第2次大戦直後に生れた古ミ斗・

が兵役義務年齢に達して，兵役適齢）tが,21J目したためにとられた措置で，兵）Jの

縮少を意味するものではない。

▼核防条約査察条項，ソ連妥協案――米国務省当局が13日，明らかにしたとこ

ろによると，ソ連は核拡散防止条約の査察条項で、妥協案をIL¥してきたので，米国

はこれについて西側諸国と協議する。パリ首刷問中の米国軍縮局のブイツシャ一次

長は13f:l, NATO （北大西洋条約機構）常設理事会に報告するものと見られる。

米当局はこのソ連妥協案により，現在ジュネープで進行中の核拡散防止条約案の

作成が可能になるものと期待している。

V抑留漁船員24人引き渡し一一一外務省は13日，ソ連外務省から今年ソ連側につ

かまって抑留中の日本漁船員24人と幸成丸の船体を色丹島の穴澗（あなま）湾で

ひき渡すむね通知があったと発表した。

Vソ連向けパイプ輸出商談一一日本鋼管と住友金属工業は日ソ貿易協定にもと

づく鋼材輸出商談をすすめていたが，パイプの来年上半期分 C1～6月）として

日本鋼管6万トン，住友金属 1万トンの線でほぼまとまった模様である。

Vモゴチャ駅の積雪 lm一一一Guclol.： 紙に上れば，チタリ十｜のモゴチャ駅ではすで

に 1mの積雪があり，駅の係員は電工労働者たちに対し，アマザルとクセニエフ

スカヤの間の架線を点検し，事故の！応Ir.につとめるよう指令した。降雪はなお枕

いており，線路ぎわのポプラの木は雪の重みで垂れドっている。

14日 Vソ連軍，モンゴル駐留一一ーソ連の戦闘部隊は中共のモンゴルに対する脅威に

備えて，過去数カ月来モンゴルに駐留していると，モスクワの消息筋は伝えてい

る。 （注：先月， rtr共外務省が， ソ述’平のモンゴル駐留を非難したとき， ソ述は

それを否定していた。〉しかし モスクワのモンゴノレ大使館は依然この駐留説を

否定している。

V複数核弾頭開発か一一－9月14日付の外電は英空軍季刊誌R ・A・Fが英国防

省のネイノレ・カメロン空軍准将の論文を掲載して， 「ソ連は10個以上の水爆弾頭

をひとまとめにした巨大なロケット弾頭を開発したものと思われる。これらの個

々の弾頭はメガトン級で，別々の目標に誘導されるものと見られる」と述べたげ

伝えた。
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’日ソ漁業条約改定交渉一一外務省の新聞欽哉情報文化局長は14日の記者会見

で， 「日ソ漁業条約の改定交渉は11月中旬からモスクワでひらかれることになろ

う」と述べた。このために，，，川杭ソ大使が10月，，，のJに打合わせのため帰国する予

バ：。

Vインド外相，ソ連外相と会談一一品ソ rt1のス 17ラン・シン・インド、外相は14

日，グロムイコ外相と会l淡したω

Vアムール河ディーゼル船の作業計画超過遂行 Vudnyy 'J'ransjiort紙によ

れば，アムールMのディーゼル船《デジネフ》号は 9JJ 8日貨物輸送 105.6%, 

収益 100%の航行計画を逆行した。年度の計阿を越える不I］？問はすでに現在3万／レ

ーブノレ以上に達してし、る。航行シーズンの終りまでに従業員たちは革命50周年を

記念して，計画を75万トン・キロメートノレを越える作業を遂行し， 1万2千ルー

ブルの収益を挙げると約束してし、る。

Vグズネツ・コンビナート新しい鋼材を開発一一一iケdvela紙によれば，ケメロ

ボからの通信として，クズネック・コンビナート冶金労働者たちは鋤頭を製造す

るための新しい型の鋼材を開発した。これは硬軟の鋼からなる 2重の鋤頭帯であ

る。テストの結果はこの新しい型が驚くべき特徴として白から研ぐ効果をもって

いることを示した。

15日 V英戦略研究所の発表 15日，英戦略研究所は「世界の軍事力現況」を発表

した。この中で， ソ連が ABM（ミサイノレ迎撃ミサイル）をふくめて， ミサイノレ

の1ft1で阿期的な増強をはかっていることを指摘している。現在 ICBM とポラリ

スをあわせた戦略核ミザイルの米ソの比率は 3対 1強であるが，ソ連はこの現在

米国に追っくべく急ピッチの努力をおこなっているQ ABMでは「ガロシュ」が

モスクワ周辺に配備され，これは米大陸，および大西洋のポラリス潜水艦からの

ミサイルを迎撃するものであるという。その他，パノレト海沿岸からレニングラー

ドにかけて建設中の「ターリン・ラインjには「グリフォンJとよばれる最新式

の地対空ミサイルが使用されており，南ソ連とウラルにも ABM基地が建設中の

隙様である。正規軍兵力ではソ連は 322万で米凶の 340万についで 2位であり，

q，凶は 270万であるとしるしているυ

V金星四号一ーさる 6月12日打上げられた惑民間自動ステーション！金星山社」

に関して，モスクワ放送は9月15日，エム・スコロドウモフ技師の論文を発表し，

次のように述べた。 「金主四日・は9)]15日午前7H寺現在，地球から3963万8000km

の距離にある。打上げ以来， 3ヵ月の間に91回の遠距離無娘通信がおこなわれた。
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金星四号の全システムは正常に作動しており，太陽電池は金足四一号の全電力を供

給している。室内の温度は20°c以下で，室内の気圧は定められた範囲内にある。

金星凶けはl()Jj18日に金星に到着しよう。そのときの金星までのJi!li）鞭は約印刷）一Ji

kmで‘ある。金H.ULI号は地球をまわる人工尚昆の軌道から／H指したが，秒速11.:350

kmのj主さで地球のづ｜力を.fliり切った。

V「赤い星！西独とイスラエル非難一 ソ連の｜卦防省機関紙 Kra川 ajaZvesda 

は15日付の紙1f1iで， 「ドイツは外国に対する“原子）J平和研究の援助刊を，核爆

1f1I.の共！1:ij保有・背になろうとする｜陰謀をかくすための煙車；として利用しているよう

である。イスラエルはこの意味でドイツの相棒である。ドfツの科学者50人主軍

事専門家400人がイスラエルで核研究に協力している」と述べている。

V ソ連・ブルガリア首脳会談一一プレジネフ・ソ連共産党書記長は15日，ジフ

コフ・フツレガリア共産党第 1書記とモスクワの党中央委員会本部で会談した。

Vソ連駐米大使，ラスク長官と会談 休暇で帰国中であったドプノレイニン駐

米大使は，ワシントンに帰任後，ラスク国務長官をたずね， 40分間にわたって会

談した。これは近くニューヨークを訪れるグロムイコ外相とラスク長官との会談

の下打合わせで、あると伝えられる。

vソ連・インド外相再び会談一一前日にひきつづき，インド外相の会談がおこ

なわれたが，これは1j1印聞の武力衝突事件について協議がおこなわれたものとみ

られてし、る o

▼チュメーニ＝スゥグゥト鉄道の建設――Pravda紙によれば，シベリアの

チュメーニとスウルグゥトの聞に，北緯58度線をまたいで、鉄道が建設されている

が，このほど最初の 100km 区聞が完成した。これは北部シベリア鉄道の発端にな

るもので，これによって豊かな鉱物資源を開発し，原生林を工業地帯に変える事

業が促進されることになる。鉄道敷地はタフダ川岸まですすんだ。鉄橋の架設に

は， 1200本の杭を相当な深さまで打ち込まればならなかった。これはきびしい自

然条件のもとでの架橋工事だった。 100km先のトポリスク市の近くには，もう一

つ広くて深いイノレトゥイシ河があり，これにも橋をかけねばならない。そこから

鉄道は原生林の沼沢地をつらぬいて北へのび＼西シベリアの石油産業の巾心地ス

ウ／レグゥトに到達する。

V沿海地方の建設党会議－Pravda紙によれば，この程ウラジポストークで

聞かれた沿海地方党委員会定期総会は， 「極東経済地区とチタ州、｜の生産力のーイ首

の発展に関する措置について」の党中央委と政府の決定による地方党組織の課題
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をTN議した。具体的には多くの新しい採鉱企業，アノレチョムとスゥチャンの国営

地区火力発電所，プリモルスカヤ｜サ討地区火力発電所およびウラジポストーク熱

電力併給火力発電所，イマン火力発電所の建設問題が上提された。

16日 ，トカチェンコ誘拐事件一 16 fJヲ ロンドンの街頭で，英留学r}1のソ連学許ウ

ラジミーノレ・トカチェンコが，ソ連大使館の車によって強制的にかどわかされ，

「I山けてJと悲鳴をあげながら， ロンドン空港のソ連旅客機で連れ去られようと

した事件がおこった。 7央官志はlh"J機の／U発間際に機｜付からトカチェンコ夫妻を連

れ山し，安全な場0rへ移したが，その｜第三ソ連組Jjと乱闘が演じられたとし、う。

V英ソ共産党共同声明 英ソ阿共産党は9月16日モスクワで共同声明を発表

して，そのrf1で世界共産党会議の開催をI｝手ひ、かけた。｜司声明にはブレジネフ書：記

長，ポノマリョフ書記，英｜エ｜側からはゴラン書記長，マシューズ党機関紙編集長

が出席してひらかれた両党古脳会議のあと発表された。

vゴムル力・ポーランド第 1書記，ソ連支持 16 l=lのソスノピエツ集会でポ

ーランドのゴムノレカ第一書記はソ連の呼びかけている世界共産党会議開催を支持

した。

Vソ連・キューパ原子力協定一一－9月16日，キューパ外務省で，ソ連とキュパ

の原子力平和利用相互協力協定が調印された。これによると，ソ連はキューパに

原子炉 1基と，核物理実験室を提供し，また，キューパ人の原子力技術者を養成

することになっている。

Vソi忠商ベトナムの独立支持か ブレジネフ・ソ連共産党書記長は16þÿeå

南ベトナムが独立した中立国となることが望ましいとし、う考え方を示唆して注日

をひいた。これはべトコン代表ダン・クァン・ミン氏からベトナム解放戦線の政

治綱領の写しを受取るにあたって，「この文書は，南ベトナムに独立した民主的，

平和的，中立的国家を建設する闘争で重大な役割りを演ずるに違いない」と述べ

たことである。これまでのソ連は南ベトナムの独立を支持していなかった。

v水中爆発実験終了一一一ソ連政府は16日， 日本近海の北太平洋で行なっていた

一連の水中爆発実験を完了した旨，発表したo

v米ソ ABM凍結交渉継続中 米紙は9月16日付の紙面で一斉に， 1[1共の IC

BMを防ぐための ABM網建設を，ジョンソン大統領がiJ!:定した旨報じたが，一

部筋によると，ジョンソン大統領はまだ最終決定を下しておらず，ソ連との聞の

ABM 凍結交渉にっし、て打診を続けており，ソ連側の反応次第では，配備決定を

延期するハラだとも伝えられている。
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Vマルクス・レーニン研究所長解任一一ソ連共産党の主要理論家ピヨートル・

ニコラエピッチ・ポスベロフ氏は，革命50周年にちなんで発行される予定の「ソ

連共産党史j第；i巻の内容に関して，党中央委内の保守派と意見対立を生じ，マ

ルクス・レーニン研究所長を解任された旨， HiHモスクワの消息筋は報じたu 後

任の所長には，ピゴートノレ・ニコラエビッチ・ブェドセーエフ氏が任命された披

慌であるu

’ベベク港荷役作業計画超過遂行－－ ¥lodnyy Tran.ψυrt紙によれば，北氷洋

にのぞむペベク港の従業員たちは， 革命50).'i]年を迎える社会主義的義努を遂行

し， 9JJ 12 f: i市役作業の日｜恒Jjを101.1%遂行した。

V力ムチヤツ力の金鉱開発一一Gudok紙によれば，カムチャッカの産業は漁業

が主であったが，いまや産金地としても有名になっている。この数年間にこの地

方で 100ヵ所以上の金鉱が発見された。最も有望な金制；は半島の開発された部分

にある。採金鉱業がここに生れたのは 3年前であるが，現在《カムチャッキイ》

金鉱が活躍しており，さらにダリニャヤ，スレドニャヤ，ブリジニャヤの三つの

鉱山がゴリツオフカMで、採金をはじめることになっている。

Vクズパス炭田の採炭計画超過遂行一一一 Pravda紙によれば，ケメロボからの

通信として，《クズパスヴゴリ》（クズノミス炭田）コンビナートでは11月7日名称

竪坑の＇｝；’働者たちは，最初に9ヵ月計画を 1ヵ月早く遂行した。年度のはじめか

ら需要者に対し，il-il!!iよりも10万トン多く石炭を供給した。コストの引下げによっ

て30万ルーブノレ以上が節約された。

17日 V英留学中のソ連物理学者問題一一英外務省は， 9JJ1711, ロンドン駐在のソ

連代理大使をよび，英国に留学中のソ連人物理学者ウラジミール・トカチェンコ

をソ連が無理に街頭で；t.Jf：致し，帰国させようとした件につき厳重抗議した。しか

し，この問題ではソ連側も厳重に英国に抗議した。ソ連側の説明によると， トカ

チェンコ氏は神経衰弱気味で，帰国して治療をうけることになっていたという。

英国側はトカチェンコがソ連大使館で無理に鎮静剤を注射されたとしており，ソ

連｛員I］とし、い分が11£t1,;、ちがっている。

T Prav白紙ハンガリー第一書記の論説掲載一一17日付のめ・avda紙はカダ

ノレ・ハンガリ一党第 1書記の論説をのせ，世界共産党会議開催の時期がきたと強

言周している。

Vブラーツク「＝ウスチ・イリム開通信線建設 Stroitclinaj,αGazeta紙によ

れば，ブラーツク二ウスチ・イリムの通信線は密林，山地および河川をよこ切っ
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て245km伸び司 このほどJ主主主を始めたりこのT'F：・のため通信労働庁たちは密林の

なかに6100本の支柱を立て， 1500kmの架線工事を行なコた。ウスチ・イリム水力

発電C0rの労働者の凶j也では， l L主に；30組の通話ができるようになった。

V沿海地方の人事採取 － Gudok紙によれば，沿海地方のイマンからの通信と

して，沿海地方では現在梼林の高貴薬人萎の採取中で，政府機関の調達所には大

散に供出が行なわれている。これらの仕事にはシホテ・アリン山脈のなかの八つ

の遠隔した地区にある六つの産業組合が従事している。すでに国家に対し 140kg 

の人事が供出されたといっている。

Vセーロフ冶金工場の電力節約一－Pravda紙によれば，スベノレドロフスク什｜

のセーロフ冶金寸二場の労働者たちは，世界的水準の製品を生産している。すでに

高品質鋼生産に必要な良質の銑鉄を課題以上に l万 1千トンをI＋＼し，かつ1800万

kwhの電力を節約した。

18日 ▼ソ連，米のABM配備に衝撃――18日付のソ連政府機関紙Izvestija紙は「米

中両国は核戦争をもて遊んでいる」と非難した。これは，中共の水爆実験などに

対応して，米国が太平洋の核配備を強化し，中共のミサイルに対抗するためのA

BMの配置の釆り出した事で， n本や西独に好ましくなし、心理的動揺をよびおこ

し，核拡散防止条約の実現を困難にすることを憂慮している事を示している。

V英当局， トカチェンコ引渡し 英内務省は， 18日，誘拐問題で保護したト

カチェンコ夫妻を，ソ連側へ引き渡すと発表した。これは， 「医師の助言および

本人の自由意志によって， トカチェンコ氏はソ連大使館へ行くことになった」と

いうもので，英側の手で医師の再検査がおこなわれたものO

Vコスイギン首相，軽い病気一一ソ連外務省のスポークスマンは， 18日，コス

イギン首相が軽し、病気にかかっていると発表したが，その詳細は不明σ このため，

トルコ首1：目の訪ソは延期されたの

V ソ連外相，ニューヨーク入り 同連総会IU席のため，グロムイコ外相はニ

ューヨークに到着した。

v初代札幌総領事来日一一札幌駐在の初代総領事ヱフゲニー・ G・ザブロージ

ン氏は18H午後9時，横浜港入港のパイカル号で来日したσ

V抑留3漁船員引き渡しーソ連政府は 18H, モスクワの日本大使館を通じ

て，現在，ソ連抑留中の日本漁船員3名を真｜両で引き渡すと通告してきた。

V トルクメン共和国の濯；既設備一一Pra・uda紙によれば， トルクメン共和国の

首都ドゥシャンべからの通信として， 9月17日ワフシ樺慨システムの従業員たち
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は，ワフシyTiJイj'}'ftで新しし、ポンプ0 ・ステーションの品目立作業をはじめたυ これは

本年度に予定されている第4番目の建設である。すでにつくられた三つのポンプコ

・ステーションは＋京両の出jいゲラ 17トゥイ・ステップをうるおしている Q

19日 V強力レーザー開発一一一ソ連のノーベル賞（物理学部門〉受賞者プロチョロフ

氏は19日の Pravda紙に，「レーザ一光線によって，プラズマを熱し，数百万！交

の高温を作り出すことができる。さらにこうした核融合反応で最初の中性子を作

り出す時期はそう遠いことではない」と述べた。

Vアジュベイ氏留置場入り－lzvestij.α紙の元編集長であったフルシチョフ

の女婿アレクセイ・アジュベイ氏は，モスクワで飲酒運転中に自動車事故をおこ

し婦人に負傷させて間置場に入っているという。アジュベイは現在， Jj刊誌

「ソビヱト・ユニオン」の学芸部長。

V力チェンコ帰国一一ロンドンで問題になったウラジミール・カチェンコ氏は

19日夜，夫人とともに空路モスクワへ帰着した。カチェンコ氏はモスクワ空港か

ら治安当局の車にのせられて，ただちにどこかへ連れさられた。

V中共へ招待状一一一ソ連外務省は11月7日の革命50周年ェ切Itに中国共産党の指

導者を招待したことを確認した。しかし，個人の名はしるされていないとし、う。

はじめ，ソ連は北京のソ連大使館を通じて周恩来首相を介して中共側に手波そう

としたが，同首相が拒否したため，あらためてモスクワのq1北代別大使の手を通

じて手漉したが， r-p共代理大使はこれをうけとり，北京へ送ると符えた向。

V低開発国向け貿易増一一19日付のタス通信は，ソ連の低開発問向けの貿易が

過去10年間に年20%拡大し，現在合計18億7400万ルーブルに達したと報じた。ま

た， アジア， アフリカおよび中南米の低開発諸国に 40億ルーブルの借款を与え

た。これは受けとった国の伝統的な輸出品で、返済されている山である。

Vウスチ・パルイク＝オムスク間石油パイプライン熔接完了一Pra・vda紙に

よれば，オムスクからの通信として， 9月18日ウスチ・パノレイク＝オムスク間石

油パイプラインの熔接作業は完了し，全ラインに石油が通じようとしている。石

油はすでにウスチ・パルイクから 440kmに達し，さらに南にオムスクへ向って流

れつつある。

V トルクメン共和国のガス・パイプライン建設－Gudok紙によれば，中央ア

ジアのトルクメン共和国において，活動中である地質調査班は各所で新しい天然

ガスの資源を発見しているが，そのなかでアチャクスコエは最も有望で大きなも

のとみられているのなおガズリニウラル問ガス・パイプラインでは最初の建設部

一（272）一 。。
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分にガスが辿ってし、る。そのftl1現｛J：トルクメン共和ILiでは件方面iに汀ス・パイプ

ラインが建設中である。

20日 V地方党幹部の権限拡大一 特記事頃参照。

V文化革命，批判一一20日付のモスクワ放送は，中国の文化革命騒ぎを批判し

て， 「この粛正の仁11で500万人の党，政月：f機関の人々が仁11傷と弾！干：をうけた。 180

人の党中央委員のうち， 3分の 2が弾圧され， 30人の政治局員のうち2:34'1が追放

され，侮唇された。」と述べ，「毛沢東の真赤な太陽は，やがて大地の果てに落ち

ようとしてし、る」と非難した。

v港湾輸送委員会一一日ソ経済委員会は20日，大手町の経団連会館で港湾輸送

委員会を聞き，ソ連側の同意があれば， lOJJ6日に使節団を派遣することを決め

た。一行は12名で，政府派遣の形をとり，外務，通産，農林各省からも担当官が

参加するの

v米， ABMで対ソ事前通告ー米当局者は 20日「米国は弾道弾迎撃ミサイノレ

(ABM〕網建設計画を事前にソ連政府に通告したJと語った。

v中川駐ソ大使， 10月に 1時帰国一一北方領土問題にからんで“中間的なも

の”の締結を検討するため，中川大使は来月一時帰国して政府の指示を仰ぐこと

になった。

Vコルイマ半島の採金に電力使用一一一Gudok紙によれば，傾東のマガダンから

の通信として，コルイマ半島において，さらに一つの高圧送電線が稼動を始めたO

この送電線は二つの金鉱《シローキイ》と《ウゲノレニク》をつないで、いる。現在

金鉱では採金作業のため綜合的な電力設備を使用するテストが行なわれている。

金鉱の労働者たちはこの新しい方法はソ連邦の最北東部で広く使用されるだろう

といっている。

21日 V 日ソ外相会談一一国連総会山席中の三木外相は21Fl午後，グロムイコ・ソ連

外相と会談して，ベトナム，中東問題について平和解決の可能性を検討し，また，

北方領土問題について話し合った。

V駐日ソ連大使，外務省訪問一一トロヤノフスキー駐日ソ連大使は21H午前11

時，外務省に牛場事務次官をたずね帰任の挨拶をするとともに， 日ソ間の懸案問

題の交渉の進め方などについて懇談した。そして11月の革命50周年記念が終り次

第，日ソの懸案についてソ連政府はいつでも日本政府と話合う用意があることを

明らかにした。

また，最近，西欧その他の諸国で反キューパ的問jきがあるが，日本はこれに同
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調しないでもらいたいと 1t1入れた。

▼サハリン視察団，出発――北海道の民間経済人が戦後はじめてサハリンの産

業経済を悦察するとともに，墓参するための視察団を編成し，一行91人で、小樽を

出発し，真岡（ホノレムスク）へ向った。

22日 V ソ連・ポーランド首脳会談一一ポーランドのゴムルカ統一労働者党第－;J;:

記，チランケピッチ首相は，モスクワを訪れ， 22H，ブレジネフ書記長， コスイ

ギン首相，ポドゴノレヌイ最高会議幹部会議長と会談した。内容は国際情勢，世界

共産主義運動の当面する諸問題，ソ・ポ両国間の問題などであった。これは9月

はじめのドゴール仏大統領のポーランド訪問が投じた内外の反響から，その而で

の調整や，ソ連路線への忠誠のあかしを立てる；；＠＂：味などがつ：まれていたものと見

ら.h,てし、るの

V ゲロムイコ外相，国連演説山一－9月22日の同連総会におけるソ連外相の演説

は，。核兵器使用禁止条約の提案，⑨東西両ドイツの国連加盟ーーなどの問題を

含んでいた。

Vコスイギン首相，北ベトナム副首相と会談一一一訪ソ r:11の北ベトナム経済代表

団々長のレ・タン・ギ副首相は22日，クレムリンでコスイギン首相と会談した。

V ソ連陸軍大演習一一ソ連国防省は22日，ソ連陸軍がソ連西部（ウクライナ，

白ロシア〕で全兵科にわたる演習を開好したと発表した。

V地下核実験 スエーデンのウプサラ大学地震研積所は22日午前6時頃，中

央アジアのセミパラチンスク地区で，ソ連が地下核実験をおこなったと発表したの

震度はマグニチュード 5.7であった向。

Vコスモス 179号打上げ

V ソ連のミサイル能力一一一米国のジョージタウン大学戦略研究所は22日，報告

書を発表し， 「ソ連がミサイノレ計画と ABM（ミサイル迎撃ミサイル）組織の展

開を早めた結果，アメリカの防衛力の将来に深刻な不安を投げかけている」と腎

告した。

’セレンガのセルローズ・厚紙工場の突貫建設一一－StroitelinajaGaz・eta紙に

よれば，プリヤート自治共和国の，ウラン・ウヂからの通信として，セレンガの

セルローズ・厚紙コンビナートは全国的なコムソモ／レ（共産主義青年同盟〉の建

設として，革命50周年を目標に突貫工事をすすめ，木材化学工場の最初の建物の

組立をはじめた。同時に曹達再生炉の組立もはじまり，その他の設備の建設にも

着手したの
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，ヵザフ共和国の工業計画超過遂行一－F，・a-vda紙によれば，カザ、フスタンの

勤労者たちは革命50周年を目指す社会主義競争で新しい成功をおさめた。共和国

の工業は9月20日重要生産品の大部分の総生産高で9ヵ月計画を超過遂行した。

月末までにカザフスタンの工業は計画以上に数千万ルーブノレ相当の生産品を出荷

するものとみられている。

23日 Vソ連，米提案拒否一一国連総会出席中のグロムイコ外相は23日，ベトナム戦

争を終結させる方法を討議するため，インドシナに関するジュネーブ会議の再開

を求めた米提案を拒否した。

Vスゥルグゥト国営地区火力発電所の建設－Gudok紙によれば，《テプロエ

レクトロプロエクト》（火力発電所設計）研究所ウラル支部はこのほど，大火力発

電所一一出力120万kwのスウノレグヮト国営地区火力発電所建設の設計を完成した。

この火力発電所はチュメーニ州の電力産業全部に電力を供給するもので，その第

1/11買の出力60万kwの発電所はオピ河の岸でスウノレグゥト市の効外に1968年から建

設を始めることになっている。

24日 Vブラーツク水力発電所の出力増加一一lz-vestija紙によれば，ブラーツク水力

発電所は世界最大の発電所として電力の年産226億kwhに達した。ブラーツク水力

発電所の労働者たちは，科学研究所および諸工場と共同して出力の設計水準を増

大し，各基22万5000kwから25万kwに増加する作業を実施している。すでに 2基は

25万kwに達したものとみられている。

Vチュメーニ＝トボリスクニスゥルグゥト鉄道建設作業ー一一Gudok紙によれば，

チュメーニ＝トポリスクニスウlレグゥト鉄道の建設作業の計画は超過遂行されて

いる。森林の伐り聞き，小中の橋梁架設の年度の計画は完全に完成され，土工作

業は74%遂行された。

25日 T lzvestiia紙，農村副業自由化を報ず一一特記事i頁参照。

V米ソ外相会談－ 9月25日，国連出席中のグロムイコ外相は，ニューヨーク

でラスク米国務長官と会談した。米国側の出席者は長官の外にゴールドパーグ国

連大使， トンプソン駐ソ大使，フォスター軍縮局長らで，ソ連側はドブノレイニン

駐米大使，フェドレンコ国連大使らが出席した。特記事項参照。

Vブラーツク水力発電所に“偉大な 10月革命50年”名称付与一一←Izvestija紙

によれば， 9月23日付ソ連邦最高会議幹部会令によって， プラーツク水力発電

所に“偉大な10月革命50年”の名称、が付与され，党中央委と閣僚会議はブラーツ

ク水力発電所建設に参加した全労働者職員に対し祝電を送った。

円
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V極東鉄道の突貫作業－ Gudok紙によれば， ハバロフスクか6の通信とし

て，極東鉄道は革命50周年の突貫作業で荷役の 10ヵ月計画を 9月24日に遂行し

た。月末までにさらに50万トンを積込み発送するといっている。貨物の種類は石

炭，石油製品，木材，建設材料などである。

26日 V大橋運輸相，ソ連経由帰国ー一一第6回日米貿易経済合同委に出席したあと，

フランス，ソ連を歴訪した大橋運輸相は26日午後零時半羽田着の日ソ共同運航機

で帰国したが，空港で「東京＝モスクワ路線に日航が自主運航できる具体的期日

を示してもらいたいとソ連に申入れたが，ソ連側は今の段階では具体的な期日は

示せないとの態度をみせた」と語った。

V党中央委総会一一福祉政策とシエレーピン書記の解任発表。詳細は特記事項

参照。

Vルーマニア首相，ソ連首相と会談一一マウレノレ・／レーマニア首相は， 26日，

ハノイに向う途中モスクワに立寄り，コスイギン首相と会談した。

V沿海地方の新しい非鉄金属工業－Pravdaによれば，沿海地方で大きな採

鉱富化工場《ポストーク》の建設がはじまった。これはソ連の非鉄金属工業の大

きな新しい建設の一つである。ウスリーの密林の奥地で地質調査団は豊富なタン

グステン原鉱の資源を発見した。コンビナートの第 1)I頂は1971年までに操業開始

の予定となっている。

27日 Vサハリン視察団，帰国一－9月2HI，小樽を出港して，サハリン産業経済視

察・墓参団（91人）一行は6日間の全日程を終了し， 27日午後零時半，ソー連客船

オノレジヨニキーゼ号でソト樽へ帰着した。詳細は特記事項参照。

V米ソ外相，第2回会談一一米ソ外相は27日の夕食をともにして会談したが，

会談後の記者会見では「双方の立場に変更はなかった」とラスク長官は語った。

V ブ、ハラに油田発見－Pravda紙によれば，タシケントからの通信として，

ガス資源で有名なブハラ付近で地質調査隊は，かねて石油の発見につとめていた

が，このほど予想通りカラウノレパザ、ノレで、油田が発見され，強大な石油の噴出があ

った。ガス田の中心地ガズリに，ソ連邦ガス工業省がプハラでつくられた石油産

業の計画を承認した旨の通知が入った。

28日 V米ソ，中東向け武器輸出で協議一一－28日付の Newyork Times紙は，「米国

は，イスラエルおよびアラブ諸国に対する武器輸出の制限について非公式了解に

達する可能性についてソ連と協議中である」と述べた。

V党中央委総会の決定を喜こぶ極東の労働者たち一一lzvestija紙によれば，ハ
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パロブスクからの通信として，このほど党中央委総会が発表した勤労者の福祉向

上に関する施策は市内の労働者や近郊の農民たちを喜ばせているO ことに極東の

労働者に対する僻地手当がきめられたことは，今後この地方に労働者や幹部を定

着させることに役立つであろうとみられている。

29日 V東欧党会議，開催か一一29日，モスクワに東欧の各国代表が到着しはじめた。

これはモスクワで東欧党会議がひらかれることを示したものと解されている。一

説では，カダノレ・ハンガリー第一書記やノボトニー・チェコ第一書記がブレジネ

フ書記長に会ったと伝えられる。

V中共代表，ハノイでソ連非難演説 29日夜，ハノイで中共の国慶節を祝し

たレセプションがひらかれたが，そのとき，陸維剣中共代理大使が，ソ連修正主

義を非難した途端に，ソ連はじめ東欧など 7ヵ国の代表が退場した。ルーマニア，

アルパニア，北朝鮮，キューパの代表団はそのまま残った。

V ソ連の天然ガス，オーストリアへ一一FinantialTimes紙によれば，ソ連は

オーストリアへ，パイプラインで天然ガスを年間約15億ni供給し，オーストリア

はパイプラインの建設に協力することで，大筋の合意に達した模様である。

V ソ連の侵略定義案，国連へ一一国連総会の一般委員会は23日夜，米国の強い

反対を押しきって，ソ連の提出した「侵略の定義案」を総会の議題に取上げるこ

とを賛成49，反対39，棄権24で決定した。

30日 T Prov白紙，ブルガリア首相の見解掲載－30日付の Iケavぬ紙で，ブノレガ、

リアのジフコフ第1書記兼首相は「世界党会議を早急に招集する必要がある」と

の見解を発表した。

V ソ連首脳，キエフへ一一プレジネフ書記長とポドゴルヌイ最高会議幹部会議

長は30日，キエフに到着したが，これは演習に参加したソ達軍部隊を閲兵するた

めである。

Vエニセイ河船舶局の社会主義競争－Vodnyy Transport紙によれば，エニ

セイ河航運局所属の船舶乗組員の社会主義競争は，ますます広く展開され， “10 

月革命”名称、を獲得するため，航行計画の期限前遂行を10隻の船が競っている。

それらの船のなかにはディーゼノレ船《ノボシピルスク》，《アカデミク・トゥポレ

フ》， ST-701，《ボリフラム》，《セバストポリ》，《ウズベキスタン》， ST-704な

どがある。
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タ力派，再び巻き返すか？

革命50周年記念式典を目前にひかえて，ソ連の指導者達は，内外の諸問題

に対する注意深い対策を講じつつ，一方，ソ連国民に明るい夢を与えるべく

腐心している。

しかし，クレムリン内部には，依然として若干のイデオロギー的対立と，

権力闘争の渦が残っているようである。例えば， 9月20日付で党中央委員会

が各レベノレの党委員会に出した指令で，『地方党幹部の権限復活』を命じた事

は，最近の経済改革措置で急速にその勢力を伸ばしはじめた経済官僚群に対

する，党務専従官僚の巻き返しという意味から，注目すべき現象であった。

これは同時にクレムリン内部における経済官僚，テクノクラート集団に対す

る党アクチーブの反撃を意味している。つまり，経済重点主義のコスイギン

派（ハト派〉に対するイデオロギ一重視派（タカ派）の巻き返しかも知れな

い。さきに，セミチャストヌイ・ KGB長官の更迭など一連の人事で，－n寺，

タカ派，つまりシェレーピンを中心とする党務専従官僚派が退凋したように

見られてし、た。しかし，この 9月20日付の地方党幹部の復権措置は，各企業

体の経営者ク守ループを党の権威で再び統制しようとするもので，シェレーピ

ンの力いまだ衰えずという感が深い。

9月26日には党中央委員会総会が聞かれ，賃金の大巾引上げ，極東，極北

の労働者優遇措置などの施策を打出して， ソ連国民に生活向上の希望を持た

せた。しかも，新5ヵ年計画は最終的な計画案を立てないまま， 1970年まで，

各年度毎の年次計画ですませる意向のようである。その一方，来年度の軍事

予算を約11億ルーブノレも増額させる事を承認した。このように，生活水準の

向上と，軍事予算の増額というふたつの目標を掲げた決定は，クレムリン首

脳部の持つ悩みと矛盾をよくあらわしている。この党中央委総会でシェレー

ピン書記の解任が発表されたが，これは 7月の人事で，シェレーピンが全ソ

労組評議会議長に選ばれたときにすでに決まっていた事で，別段目新らしい

事ではない。前任の労組評議会議長がグリシン政治局員候補であった所から

シェレーピン政治局員の任命は格下げと受けとられたが，しかし，実際はむ
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シベリア開発（ 9月〕

しろ，労組中央評議会そのものの格上げとみるべきであろう。

これは， ソ連の産業構造が変り，工業規模が巨大化すると共に，利潤方式

が導入されて，新しい管理者や企業長などの経営者グ、ループが発生して，勢

力を振うようになってきた事から，労働者の首切りや，配置転換などで，し

ばしば，管理者と労働者の利害が衝突するようになった。しかも，党務専従

官僚は，一部の者を除いて，大むね石頭で新しい時代に適応する能力を持っ

ていない。このような社会現象に直面して，シェレーピン・グノレーフ。は，今

まで有名無実の御用組合にすぎなかった全ソ労組評議会を強化し，労働組合

本来の機能を持たせ，その力によって，経済官僚の独走をチェックしようと

考えはじめたのではなかろうか。これは全人民国家ソ連の内部で，新しい階

級闘争が始まる前兆かも知れない。

9月7日付の Prav白紙は党中央委付属のマルクス・レーニン研究所長の

更迭を示した。前所長のピヨートノレ・ニコラェピッチ・ポスベロフはスター

リン批判で有名な人物であったが， 「ソ連共産党史」の編集に関して，党中

央委の保守派グループ（イデオロギ一重視派）と対立して解任されたと伝え

られる。後任の所長にはピョートル・ニコラェピッチ・フェドセーエフが任

命されている。これらの点も，クレムリン内の論争がまだ終っていない事を

示している。

幸いに，本年も豊作で， 1億4000～5000万トン程度の収穫が得られたらし

いので，コスイギン派の経済官僚グループも，一息ついた所で、あろうが，草

命記念日がすんだあとには，まだまだ，中東問題やABM問題，核拡散防止

条約問題，中共との対立など，頭の痛い問題が山積しているので，これをど

う乗り切ってゆくか，注視を怠たるべきではない。
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（付〕 ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向

移党内タ力派の健在と日共の動き

10月21日付－の lzvestija紙に掲載された布古に， シヱレーピン・ア・エヌが，ブレ

ジネフ，コスイギン， ポドゴノレヌイの 3首脳とならんで署名していた事は，内外に少

なからぬ波紋を投じたの これは依然として，クレムリンのタカ派を代表するシヱレー

ピン政治局員の健在を示すものであり， 今後のソ連の世界政策に与える景タ響3は無視で

きないものになろう。 これは 9月末の党中央委指令で地方レベノレの党幹部の権限復活

を指示した事でも察せちれる通り， 新経済方式の大幅採用によって1:じつつある新経

済官僚群に対する党の統制を強化するとともに， 手Jj潤制度が人心に与えつつある微妙

な変化を，ひきしめたいという狙いを持つものであろう。

この上うな中で， H本共産党が昭和39年5月に断交して以来， 約3年ぶりに和解の

方向へ進みはじめた事は注目に値する。 日共が北京の路線から離反じた裏には，ソ連

のシヱレーピン・グループの巧妙な工作があったと見られており， とくに日ソ両党の

会談のため来日するコワレンコ．イ．イがソ連の党情報機構のキレ者である点など，

今後のクレムリンのタカ派の手によって， 日本に対L，裏口から非公然・の方法で色々

の工作がおこなわれるであろうことを示唆してい・る。

ゴスイギン首相を代表とするクレムリンのハト派が政府レベルで， 平手｜｜ムードで接

近してくる反i百j, 党レベルの対日て作は，一層激しさを力11えるであろうの

移第7回ソ連邦最高会議第3会期

10月10日午白filO時から， クレムリンにおいて第7阿招集最高会議の第3会期が開幕

したのまず，連邦，民族両院がそれぞれ，叩1968年度ソ連国民経済発展計両案と1969,

1970年度同計画案， ⑨1968年度 C1月～12月）ソ連国家予算案と1966年度国家予算案

決算，⑨最高会議の連邦，民族両院常任委員会の法文案， (1',最高会議幹部会令の確認，

f和最高裁判所判事の選／！：＼， R全国民兵役法案一ーの G項円の議題を採択した。

このあと， 両院の什同会議を開きラまず，ノヰイノミコフ・ゴスプラン議長が今後3年
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シベリア開発（10月〉

聞の国民経済発展計画を提出し， つづいて，ガルプゾフ蔵相がG8年度予算案を提出し

たの

パイパコフ・ゴスプラン（同家計阿委民会）議長の報行の要行は次の通りであったれ

01967年には一部の地域の悪天伎にもかかわらず， 農業生産はほぼ史上最而の

1966年水準に達しよう。

0わが同ではすでに5500以上の企業が新方式にもとづく百十両化と，経済的刺激に

よって操業しており，ゴミ工業生産高の：1分の lを生産し，工業における利潤の15%

以土をもたらしている。

0同氏の生活水準は第23fwl党大会の決定で‘見込まれたより以戸卜．に，すみやかに向

上しているの 66～67年における住民の実質収入の年平均成長率は，；11柑iの5.3%を

上まわる 5.9%となった。

01968牛には工業生産成長率．は 8.1%と予定されている。そして消費’財生産の｛rjl

びはお.6%，重工業の｛illびに7.9%となろう。また68年の農業総生産高の何1びは7.4

%を見こんでいる。

068年には労働者Lと勤務員の平均月給は 108.6 Jレープノレに達し， 67年にくらべて

6%増となる。 また5ヵ年計画期間中に 20.5%増加し 70f午には指令にもとイく

114. 7ループルを上阿る115.2ルーブルとなろう。

0同氏経済発展すI・両はなによりもまず，燃料工業やその他のー人・況に動力を要ーする

生産部門を発展させることによって，東部地域の経済力の増大を見込んでいる。

0ソ連の貿易において主要な地位を占めるのは，従来通り社会主義同である。そ

の比重は約70%の水準を保つで、あろう。また， 68～70年度の計画草案には資本主義

諸国との貿易拡大も反映されている。フランス，イタリア，フィンランド各国との

経済科学技術協力協定が結ばれ，フイア、ソト社， yレノ一公社とは自動車:T.業用のフ。

ラント輸出協定が結ぼれた。

068年の 1年間で国民の現金収入総額は 130億ループノレ増大し，党大会の指令を

大幅に上回る。

このあとのガルブゾフ蔵相の報告の要旨は次の通り。

01968年度国家予算草案によれば，歳入は1238億ループyレ，歳出は1235億ループ

ルとなっている。歳入の増大は社会主義経済の発展，国民所得の増大の高いテンポ，

全国民経済部門への経済改革の一貫した導入にもとづくものである。

0歳入のうちの91%は社会主義経済からもたらされるもので，同氏への課税に上

るものは，｛草か 8.3%にすぎない。
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0国民粁済の融資にふり向けられる資金は G.:1%増加し， 962億ルーブノレに達す

るn （うち 501億ルーブルが予算から。残りは各企業体の自己資金）

0工業には 518億ループノレが，農業には今年より 7.6%増の 164｛立ループJレが振

り向けられる。基幹建設には 436億ループノレが向けられる。

0同際緊張のため国防力の強化が要求されており，国防費として 167位ループlレ

が向けられる。これは歳出総額の13.5%である。 (rt, tJij{f.1tl5.2%哨）

会議は12日まで続けられたが， 最終日の12日午前に1968, 69, 70年の経済ar－阿およ

び侃年の同家予算を一部修正したうえで承認した。また，常任委員会関係法案の採択，

最高会議幹部会令の確認， 最高裁判所判事の選出などをおこなった。つづいて午後の

合同会議では「全国民兵役義務法案」に関して， グレチコ国防相の説明を聴取したの

ち，これを採択承認した。グレチコ国防相の演説の要旨は次の通り。

0この法令は，悶防問題がわれわれの配慮の中心におかれるべきである一一ーとす

る党の要求に一致するものである。

0法令の新しい条項は，兵役年限を， 1年間短縮し，陸軍と空軍で 2年，海軍で

は3年勤務することである。

0高等教育をうけているものは 1年間の軍隊勤務となる。また，従来は毎年1度

であった沼集を 2度にするc さらにこれまで、召集猶予を受けていた一般市民・の猶予

期間を短縮，召集年令は一律に18才とする。

0また第9年学級より高学年の中・高校，中等専門教育施設，専門技術学校にお

いて，初歩的な軍事上の養成が行なわれるようになる。昼間の大学生には召集延期

が認められるが，夜間大学ならびに通信教育の大学生にはこれを認めない。

また，最高会議は12Fl付でニコライ・エゴノレイチヱブを最高会議幹部会員の職務か

ら解任し，ピクトノレ・グリシン・モスクワ市第1書記を最高会議幹部会員に選出した。

かくて，最高会通の第3会期は幕を閉じたが，今回の会議を通じてソ連の党と政府

は，ソ連人民に消費水準の向上という夢を持たせようとする反而， 軍事予算を大幅に

増大させ， 総額で、は平時最高の額を計上した点が注目された。これは，現下の国際情

勢下におけるクレムリンの苦悩を浮きぼりしたものであったといえようの

移ソ連の海洋戦略

ソ連は最近， 海兵隊をあらたに創設するなど海洋戦略に積極的な；；＠Jlkを見せはじめ

てし、たが， 10月23日付の Newya1’LTimes紙は，ソ連が目下，同国としてはじめて空

母の建造にとりかかっていると報じた事はきわめて注目すべきである。

-285- 一（283）ー



シベリア開発（10月〉

ソ連はさき頃の中東開j乱以来， J-llir[11f1J:にJmr,：隊を派遣しているが， これはし、主主での

ような陣市中心主義から， -111：界大の広し、海洋戦略にi＼日じrつlつあるしるしと見られる円

ソ連は第2次大戦後， 駅）到監200隻，巡洋艦25隻，潜水蹴400隻以上を新規に建造L

て配備してきた。 しかし，空母を新規に建造はじめたという事ば機動艦隊を使用した

「柔軟反応戦略」を今後民間する方針かもしれない。

一方， ロンドン筋では，アルジエリアにあるフランスの海軍基地メノレセノレケピノレが，

近くアノレジヱリア側に返還されるとともに， この基地をソ連が使用するのではないか

と憂慮しているという。もし，ごの大軍港がソ連海軍の基地として使用されるならば，

地中海における東西の海軍力のバランスに大きな変動が生ずるであろうの 主た，ソ述

は印度洋にffriしたアデンにも海軍基地を設け上うとこころみつつあるといわれ， 太平

洋， 大西洋，印度洋，地中海など世界の全海洋に勢力を伸張させようとする帝制ロシ

ア以来の夢の実現に乗り IHしたともL、え上り n

多目ソ貿易振興株式会社設立

三井物産， 三菱商事， 丸紅飯田， 伊藤忠商事など大手貿易商社 11社と小松製作所

は，公団貿易のワク外としてソ連の木材を輸入し， その見返りとして， friJ'額の機械ii輸

出をほかろうという河介構想を推進するため， 共同／U資で「日ソ貿易振興株式会社J

を設立することになった。河合構想の趣旨は，エゾマツ， トドマツ1:m:;7J,ri＇，カラマ

ツおよび欧州、｜アカマツを各々 550万m＇，紅マツ 275万Ill, 合計2750万111, tr-J 5億ドル

分を 7年間にわたって輸入L, これと同額の伐採用機械， f：木機械，を ・WG延べ払い

を認めて，ソ連へ輸出しようというものである。

これについて， 来日中のアクアトフ・ソ連木材輸出公団総裁は司公同のワク外で，

7年間に 5億ドルの貿易置の消化は， あ主りに過大であると難色を示L, þÿ}�3分の l

の1億6500万ドゾレ程度を， 1973年以降に積み出したいと提案した。

そこで業界としては， 結局，船積みの時日をもう少し早めることで，との縮少案に

応じた模様である。いずれにせよ，日本側の窓口を一本化するためにも，新会社（資

本金1億2500万円，授権資本5億円〉は設立される見込みである。

これらの根東森林資源、の開発をめぐって， 10月11日から東京・大手町の経団連会館

でひらかれていた日ソ専門委員会は， 30Hに漸く結論をけi，したが，その内容は，①ソ

連極東地域のアムール河下流地帯を開発する， ②ソ連は日本から森林資源開発に必要

な機材を買入れ，その見返りとして，一般材（住宅用），パルプ材，チッフ。を口木に供

給する， （島機材買付けワクは総額1億5千万ルーブル（600億円〉として，これに見
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シベリア開発（10月〉

合う木村供給（州） )J ni）はフ 5ヵ年計画で1969年から開始するーーなどであった。

移金星4号，軟着陸に成功

6月12日打上ちげられて以来， 金S?:.-,1

足41子は， 10月18日午後九 H寺10分（I l本I時間午後9時10分）に金足表而に軟着陸した。

この令星4}j-は重量1106kgで，約3佑（5－下・万kmを飛行した？を金星に到達したの 同ステ

ーションは第2宇宙速度（秒速11.2km〕で金泉大気に突入L, 科学的実験装置がステ

ーシ可ンから切り離されて降下した。 この実験装置に気休力学的プレーキがかかり，

秒速300mまで減速された時，パラシュートが開き， 25kmの金星大気巾をゆっくり降

下しながら，測定データを 111寺間半にわたって送信してきた。その問，大気の混度は

40°cから 280°Cまで，大気圧は 1気圧から15気圧まで変化したとL、う。主た金星大

気の成分は炭酸ガスが主で，酸素や水蒸気は少量であるらしい。

これらのデータは詳細に分析されたあと， 宇宙科学や天文学の成果として人矧に利

用されるであろう。 この成功には米国はじめ，世界各国が高い評価を与えたのあたか

も，草命50周年式典を前にして， ソ連国民は景気の上い気分を味わった。党中央委員

会，最高会議幹部会，閣僚会議は‘ この金星4号の製作や打上げに参加した科学者，

設計家，技術などに称讃のメッセージを送り，その功績を讃えた。

主た， 10月30日には，コスモス衛Jn.186号と 188号を地球をまわる軌道上で， 自動

ドッキングさせる事にも成功したの とれら一連の成功はソ速の宇'rlT科学の水準を示す

ものであった。

1 日 V英紙ソ連スパイ事件を報ず一一10月 1日付の英紙 TheObserverは，英

国情報機関 MI6の中必部に喰いこんで、いたソ連スパイ Philbyの事を大きく報

道した。 9月にもソ連の物理学者をめぐ iって英ソ問に紛争があったが，これら一

連の事什：は英ソ問の空気に若干の暗影を投ずるかもしれない。

Vモスクワ放送，中共非難一一一中共の同慶節にあたり，モスクワ放送は「中国

の建国18年の成果は悪名高し、文化本命の気遣いじみた反動たちによって破壊され

た」と非難したの
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Vコムソモリスクのセルローズ・厚紙コンビナート－ lzvcsti.fa紙によれば，

本日コムソモリスクで 5ヵ年計｜珂の建設日擦の一つであるセルローズ・厚紙コン

ビナートの抗 1JIIITが稼動をはじめることになった。 lO月革命50周年を迎えるハパ

ロフスク地方にとって，これは木材化学の最初の総合企業である。

2 日 V ソ連，公文書で日本漁業非難一一ー政府筋が2日明らかにした所によると，ソ

連政府はこのほど公文書で『オホーツク海北部のシェレホフ湾とカムチャッカ半

島東部カラギン湾で，日本漁船がニシンの産卵期（ 4～5月）に子持ちニシンを

乱獲した結果，資源が大幅に減少することが予想され，現地漁民の死活問題に前

而しているので， 日本側の自粛を求める』日申入れてきた。これに対し，わが国

は『二シンの資源は漁獲量に関係なく，むしろ気候や海流の変化など自然環境に

上るものと判断される』と同答した。しかし，これは来年3月に開かれる予定の

Hソ漁業交渉で，サケ，マス，カニのほかに，ニシンの規制もきびしく要求して

くるソ連の意向を示したものとして，水産庁も対策を考えはじめている。

vソ連・トルコ国境に核地雷網敷設か一一マクナマラ米国防長官は2日，「ソ連・

トノレコ国境に核地雷を敷設しようというトルコの提案を支持するかも知れない」

と語った。これは 9月29日， トルコのアンカラで聞かれた NATO核計画グルー

プの会議の席上， トルコのトパロウノレ国防相が示唆したものであるが，核地fffは

防禦的なもので攻撃的性格を持たないので，ソ連を刺激する恐れがなく米ソ共存

体制にヒピを入れることはないと判断される所から，マクナマラ長官も検討の'.0:

を表明したものである。

Vモスクワに日本人学校一一モスクワに在ソ日本大使館付属の学校が2日に開

校された。これは，モスクワ在の外交官，商社員，報道関係者たちの子弟に，国

語，算数，社会科・などの補習教育を実施するもので，講師2名が赴任して開校の

運びとなったもの。

3 日 Vコスイギン演説一一一313，モノレダピア共和国の首都キシニヨフでコスイギン

首相が演説し，．「世界のいかなる地域における国際緊張も，わが国の平和建設に

障害をひきおこす可能性がある」と述べ注目された。これはソ連の軍事予算の増

大が，ソ連国民生活の向上改善に必要な資材を喰いつぶしている実情を暗示した

ものと見られる。

V銑鉄7千トン輸入一一川口地区の鋳造業界は国内銑の入手難と，スクラップ

の値上りなどに対処するため，三井物産を通じ，ソ連から約5千トンの銑鉄を輸

入した。
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Vタシケントの工場における節約運動一一lnJcstija紙によれば，ダシケントか

らの通信として，このウズベク共和国の首都にある丁‘場，建設現場お上び官庁で

は， 2万4千人の人民干K：視委只が総動只で1市勤している。全人民1Y.；なrfi'iii'01競争に

ついて，かれらは 1万2千以上の提案を集め，そのうち 9了－の提案はすでに生産

に導入された。その結果 1年間に約1300万ルーブノレを節約できる見通しだといっ

ている。

V トムスク（西シベリア）の穀物買付計画超過遂行ー←穀物17万2千トンがお

さめられ，主だF{Hは続けられているの

4 日 Vモスクワ放送，宇宙開発を論評一一一10月4日付のモスクワ放送ーは，人工衛Jμ_

発射10周年にちなんで大略次のように述べた。 (T)ソ連は 1957{f-10月4Fl以降，

222の宇宙船を地球に近い軌道に打上げた， (2)最初の F人T.衛星は耳t/J83kgで、あっ

たが，最近のプロトン型は重量12トンに達し，ブースターの馬力は 6千万馬力で

ある， (3)ソ速は「コスモスJシリーズの人工衛星をたくさんの宇宙基地かち打J:

げている。

Vソ連・ヨルダン協定一一ーソ速を訪問中のフセイン・ヨルダン閏主は4日モス

クワのクレムリンでポドゴルヌイ最高会議幹部会議長と会談し，両国間の科学・

文化協力協定に仮調印したの同協定にはソ連側かちはロマノフスキー対外交流委

員会議長， ヨノレグン側はアブセイド情報相も仮調印した。

V訪ソ参院議員団，最高会議訪問一一鍋島直純〈自民〉議員を同長とする訪ソ

参議員団は4日午前，ソ連邦最高会議のスピリドノフ連邦会議議長，パレツキス

民族会議議長を訪問し両国間の政治，経済，文化の交流発展について話し合っ

たのスピリドノフ議長はその際，佐藤首相のベトナム訪問を非難した。

V中川大使，外務次官と会談一一中川駐ソ大使は日ソ懸案問題の交渉下ー打合わ

せのため，一時帰国するが，それに先立ちピノグヲードフ外務次官をたずね，会

談したo

vソ連向け航空医学試験装置一一一航空医学用の大型環境試験装置が大阪市北区

の田葉井製作所で完成し，近くソ連向け船積みされる。これは超高空における状

態を人工的に再現して，その環境下における人体の生体反応を測定する装置であ

る。

Vイリムの天然ガス一一一lz・oestija紙によれば，ブラック市に近し、古いイリムス

ク村付近で掘搾された井戸から大量の天然ガスが噴出したの調斉班の推定による

とこの井戸は 1昼夜に50万rrf以上のガスを産Illすると見られているの専門家たち
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はイリムJtl.！！｛の資源は非常に大きく将来有望で、あるとい η ているn

Vシベリア極東の農業超過遂行－－Pravda紙によれば，板東の沿海地方のJ1t

業は本命50J;I;J{f：を日桁す社会主義競争で，穀物のよい収穀を挙げ，国家に対する

売渡計阿を著しく超過遂行した。またノポシピルスクとアムーノレの各州でも南産

のよい成績を挙げ，乳，肉，卵お上び羊毛の同家売波正I・阿を順調に遂行した。穀

物と南産l日lの同家売渡しはなお続いている。

V沿海地方の穀物買付計画超過遂行

’畜産販売計画遂行一一アムール， ノポシピノレスク，；｜ヒカザヴスケン，チプール

ノピンスク州等はミルク，肉，卵，毛皮の年間青｜両を遂行したq

5 日 Vソ連・ヨルダン共同声明一一ソ連を公式訪問していたヨルグンのブセイン同

主は5日モスクワを発って帰国の途についたが，このあと同同は共同ョミュエケ

を発表し『ソ述， ヨノレグン両同はイスヲヱノレ軍の占領地Mからの即時撤退を要求

する』と述べた。

vソ連首相，北朝鮮副首相と会談一一コスイギン首相はsn，ケレムリンで、北

朝鮮政府経済代表同の団長李周淵（イ・ジュヨン〉副首相（党政治町民〉と会談

した。これにはノピョフ・ソ連副首相も同席した。

▼日本漁船の捕獲を通告――ソ連外務省から海上保安庁を通じ，5日午後，第

1特区海一日呆安本部（小問ー）に入った連絡に上ると，根宅11T栴ヵ枚目T，八興水産

会社所属のサメ漁船2隻が国後島近海でソ連監視船に捕獲されているととが判明

した。この上うな通特は，戦後はじめての事で，日ソ領事条約にもとづく初の通

報である。

vソ連副首相，粒子加速器に関して報告一ーキリリン副首相兼科学技術悶家委

員会議長は5A, 《-tit界で最も強力な 700倍：電子ボルトの粒千加速器が革命50周

年記念日までに調整運転に入る事，火力発電と競争できる原子力発電のための新

型炉を開発した事》などを報告した。

vソ連科学者，カナダへ亡命一一ソ連のウクヲイナ科学アカデミーの前主任原

子物理学者で，キエフ大学核実験所長のポリス・ドツヱンコ博士は 1年前かち10

ヵ月の予定でカナダのアノレパータ大学原子力研究所の客員研究員となっていた

が， 5日夜， 「ソ連には帰らず，カナダに亡命したいJとの意思を表明した。そ

の理由として「政治上の理由もあるが，職業上の理由の方が大きい。カナダはソ

連上り研究がやり易いL，ソ連は実際的な効果のあがる核研究に重点がおかれ，

理論物理学にはあまり重点がおかれていないjと述べたという。

一（288）一 -290-



シベリア開発（10月〉

，サハリンd1ド1，こレーニン勲章一－Pravda紙によれば，ユジノ・サハリンスク

-rjjでは10月4日サハリン州に対するレーニン勲章授－与式が行なわれた。この勲章

は同州の経済および文化建設の好成績を賞して与えられたものである。祝賀集会

にはソ連邦画lj首相 N.Tihonovが臨席し祝詞を述べた。

Vガス・パイプライン，中央アジアニモスクワ開始動 Seliskaja Dzizny紙

によれば，今日，ガズリ（ウズベク〉とアチャク（トルクメン）のガス産地から

クングラド，グリエフ，サラトフを経てモスクワへのい；大架設が開通した。その

長さは2700km以上で、ある。これは東部ガス産地とヨーロッパ部を結ぶ長初のガス

・パイプラインであり，数十の都市とその全地方や州が中央アジアの天然ガスを

受取るであろう。それは年間， 100億niの輸送能力をもっている。

6 日 Vキューバ・ソ連関係悪化か？一一一モスクワ駐在のベラエス・キユ｝パ大使は

6日，ソ連10月革命50周年記念にあたって，クレムリンに外交代表団を送ること

を拒否した。これは両国間の関係が一段と悲化しつつあるしるしとうけとられて

いる。

’モスクワ放送，劉小奇の逮捕を報ず一一10月6日のI］本向けモスクワ放送は，

故近のrjt共情報として「劉少奇国家主席の自宅における逮捕が正式に発表され

た」と述べた。

nヒ） この報道は，北京の公式機関から発表されていないので，何かの間違

いではないかとみられている。

Vチユメーニニトポリスク間送電線一一－Gudok紙によれば，チュメーニからの

通信として，チュメーニ＝トポリスク問送電線の最初の 110kmの区間に電流が通

じたQ 泥炭と燃料とするシベリア唯一のチュメーニ熱電力併給火力発電所の電力

は，チュメーニとヤノレコボ両地区の諸部落に入った。

Vマガダンd1l1Iにレーニン勲章一一－Pravda紙によれば，マガダン州、｜にレーニン

勲章が授与され， 10月5口市内の労組文化宮殿でコノレイマとチゥコトカの勤労者

の祝賀集会が聞かれた。集会にはロシア共和国副首相 K.Puishinが臨席して祝

詞を延べた。

Vケメ口バd1l1IC凶シベリア）の穀物買付計画超過遂行一一穀物49万トンがおさ

められ，まだ販売は続いている。

vカズル・オルダd1l1ICカザ、ブ〉の米買付計画超過遂行米147i4400トン，計画の

166%がおさめられ，まだ販売は続いている。かような成果はかつてなかった。

7 日 ▼全国民兵役義務法案――7日夜のモスクワ放送は，ソ連政府がきたる10日か
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らIM1かれる最高会議に「全国民兵役義務法案」を提出すると報じた。これに関し

て， 7日，クレムリンで連邦，民族両院の立法起草委員会が聞かれ，グレチコ＇＂＇

防相が報告を行なった。

vビリゥイ水力発電所の操業開始－－Pra・uda紙によれば，ヤクーツクからの

通信として， 10月6日稼動を始めたビリゥイ水力発電所の第 1発電機は《ヤクー

ト・アノレマズ》 （ヤクート・ダイヤ〕コンビナートの富化工場に安価な電力を送

りはじめた。高圧送電線は大密林の1t1を走っている。第2発電機は11月7日まで

に1家j)JをはじめるといっているO

V トムスクの石油産業－lzvestija紙によれば， 《トムスクネプチ》 （トムス

ク石川1）石油産業管理）；；jの従業員たちは， lOJj革命50周年までに20万トンの原油

を採取することを約束した。そしてすでに20万トンの原油を発送し，さらに記念

日までに2万トンを採取する見通しである。

vバイカル湖付近の鉄鉱石資源一一－Gudok紙によれば，パイカノレ{l'j):Jの凶南））＂，

fノレクーツク州、！とブリヤート臼治共和WIの抗日で，大きなl在・Ji1・1

発》LされたQ J立1)Jの発凡クウトウク村からソビエト・モンゴノレ国境に通ずるトツ

ンキン自動車道路から12㎞のところで行われた。鉱脈の厚さは地下 l～2 111か

ら300～500mに達するものとみられている。

8 日 Vインド首相訪ソ一一インドのガンジ一首相は 8llモスクワに到着したu lr1J首

相はコスイギン首相1と21時間会談し， i・iWソ4!Viy間でワノレシャワへ山発したυ

V力ザフスタンの自動車道路開通一一Gudok紙によれば、， アノレマ・アタからの

通信として， 10月7日アノレマ・アタニウスチ・カメノゴノレスクニレニノゴノレスク

nuの新自動車道路が開通した。道路はほとんど鉄道線路と並行して， 1千kmあま

りに仲びている。将来この道路は西シベリア，カザ、フスタン東北部を中央アジア

の三つの共和国の首都アノレマ・アタ，フノレンゼョタシケントを結ぶことになる。

vシベリアのジャガ芋供出計画遂行状況－Pravda紙によれば，チュメーニ

ナト！とノ、パロフスク地方の農民は 10月革命50周年を記念する社会主義競争を行な

って，凶家に対するジャガイモ売波乱画‘を遂行した。すでにチュメーニ州では 6

万1900トン，ハバロフスク地方では2万6900トンのジャガイモが供出せられ，そ

の後も供出はなお続いている。

▼スベルドロブスク州 Cウラノレ〉の穀物買付計画超過遂行一一穀物19万 9千ト

ンおさめられ，小麦，ライー友，大麦，大豆の目付計画は超過遂行された。オート

麦は遂行されていないが，販売は続けられている。
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10日 ’第7回ソ連最高会議第3会期開幕一一特記事項参照。

V森林開発専門委代表来日一一訪日ソ連極東森林資源開発合同専門委員会の一

行8人は10日午後零時20分羽田着の日ソ共同運航機で来日した。団長のセドフ・

外国貿易省原材料輸出局長は「プラント 5億ドノレの対ソ輸出の見返りに， 日本が

住宅用木材をソ連から買付ける河合構想については， 日ソ双方にとってきわめて

有益であるので，今度の会議で‘具体的結論がで、るJと確信している。

V世界党会議， 58ヵ国が支持ー一一ロンドンの権威筋に入った情報によると，ソ

連：が提唱している世界共産党会議には，全世界90の党のうち， 58の党が支持を与

えたという Q しかし，その多くは，①中共の除名を求めない，②各国党を拘束す

るような路線を課してはならないーーという 2点を条件としている由。

Vクラスノヤルスク水力発電所建設状況一一Gudok紙によれば，デ、ィブノゴノレ

スクからの通信として，クラスノヤノレスク水力発電所で、は，まもなく最初Jの巨大

な発電機2基が稼動をはじめる予定である。建設現場はその準備に取りかかって

いるO 第2基の回転子が取り付けられ水路の組立が終り，エニセー河右岸近くの

ピットに貯水が準備されているO

Vイルトゥイシ河航運局の原油輸送－Vodnyy Tranψοrt紙によれば，イノレ

トヮイシf11jの航運局の労働者たちは， 10月1日原料油輸送計画を遂行したと報告

した。チュメ，ーニ油田から 150万トンの原油が発送されたといっているQ 航行シ

ーズンの終りまでに労働者たちは，なお10万トンの原油を輸送する計画を決めて

いる。そのために多くのタンカーの乗組員たちは，各航行期間の短縮に努力して

し、る。

11日 V日ソ森林専門委開幕一一1::1ソ経済合同委員会のソ連極東森林資源開発合同専

門委員会は11トl，東京・大手町の経団連会館で開会した。日本側からは植村経団

連副会長，河合小松製作所会長，ソ連側からはセドフ団長が挨拶した。詳細は特

記事項。

vマレーシア・ソ連と国交 マレーシア政府は11IJ，ソ連と大使級レベノレで

外交関係を樹立することを公式に認めたυ ラーマン首相は記者会見でソ連政府：も

クアラノレンプールに大使館を設置することになったと発表した。マレーシアが共

産凶国家と外交関係を樹立するのはこれがはじめてであるO

V最高会議，予算討議終る

v公明党，全千島の返還要求一一公明党は111］，北方領土に関する同党の主張

をまとめて発表したが，この仁l＇で， i'l':r千品のみならず，仁1，・北千品を含めて，全
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千品の返還を要求しているυ しかし，｜布梯・太には言及していないυ

Vモスクワニコスモスニヤクーツク問宇宙中継テレビ放送テスト Pravda 

紙によれば，ヤクーツクからの通信として，同市では2日続けて夕刻61時間あま

りモスクワのテレビセンターから宇宙If］継によるテレビ放送のテスト受信が行な

われた。プログラムのなかにはソ連とブノレガリヤのフットポーノレ試合があったυ

人工衛且《モノレニヤ l》を'I昨｜制？とするテレビ放送は成；山tiに行なわれ，革命5り

J,!;J:ffに本格的な放送を行なう技術設。iilの点検が済んだο

12日 V最高会議，経済計画と予算承認

vエゴルイチェフ，幹部会員解任，グリシン後任に選出

V最高会議，閉幕

’コルシニハ採鋼冨化コンビナートの拡張一一l'rav白紙によれば， イノレクー

ツクからの辿f1d・として，ジュレズノゴノレスク・イリムスキーでコノレ、ンニハとラッ

ソハ1M河の水を通す 1kmのトンネノレ工事がはじまった。これが完成すると鉄鋼石

の採制作業現場に近づきゃすくなり， コノレ、ンニハの採鋼＇{1{｛じコンビナートは改築

され，その能力は年間1500万トンに達するものとみられている。

vウラン・ウデ機関車・車輔工場の好成績一一Gudok紙によれば，ブリヤート

自治共和国のウラン・ウデ機関車・車輛修理工場は，商品生産計画９ヵ月 JにG

%以上超過遂行したυ 客車4輔，ディーゼノレ機関車1輔をJ+I出i以上に｛I多浬し，ま

た360トンの銑鉄板， 37トンの非鉄金属板， 230トンの鋼板を生産した。労働生産

は11t,i1qr:ij共fjに比べて 13.5%向上し， 170トン以上の各種金ki!i204万 9000kwhの電

力， 552トンの燃料を節約した。

▼チュメーニ州の農業成績――Seliskaja Dzizny 紙によれば，チェメーニ州 (/) 

農民は革命50周年を日指す社会主義競争で，良好な収穫を挙げ，小麦の国家に対

する完渡；JRjを著しく超過遂行した。州内のコノレホーズとソフホーズは56万6千

トンの粒殺を供出した。そのうち4S万トンは小麦であった。また大互の供山も超

過遂行された。しかし燕麦は未遂行であった。

Vブリヤート自治共和国のアスベスト資源一一I》ra叫ん紙によれば，ウラン・

ワデ1Ifからの通信として，ブリヤート自治共和国北部ユジノ・ムウイ山脈で発見

された新しいアスベスト資源は工業的開発に着手した。この資源を開発するため

に，ムウイの共産党の地質調査｜裁は何年も働いた。このアスベスト産地は《モロ

ジゴージノエ》と名付・けられ，露天掘が行なわれるQ

Vアムール河の輸送状況一一VodnyyTranspοrt紙によれば，アムーノレ船舶局
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は10月6日本年航行期間jの貨物輸送計画を遂行した。昨年の貨物輸送よりも 102

万4千トン多かった。またハバロフスク港の労働者たちは10月中計画よりも 3%

多く貨物を輸送した。プラゴベシチェンスク港からは貨物船 ST301号は発電所

建設者のために数十トンの貨物を積んでゼーヤ川を上流に向い出航した。

13日 V 日共，ソ共と和解か？一一日本共産党は， 13日付けの党機関紙「赤！出Jで，

ソ述共産党1j:1火・委から ljl入れのあった両国共産党の東京で、の会；1炎に応ずる旨返屯

したことを明らかにした。特記事項参照o

v探測ロケット打上げ一一1:J日のモスクワ放送は， 12kl, ソ辿で:illrn'i合f',

装置をつけた運搬ロケツトが打．ち上げられたと発去したQ

V自民党，北方領土委一一自民党の北方領土問題特別委員会は， 1311午後，党

本部で初会合を｜刑き，南千島の返還をネ11りづよく要求することをきめたQ

Vゴルノ・アルタイスクの杉苗植林 －・・Pra叫ん紙によれば，ゴノレノ・アノレタ

イスクからの通信として，本I=!この地方の植林労働者たちは杉I自の植林を終ったO

本年だけでも333ヘクターノレに杉苗を植え付けたといっている。州全体としては，

本年夏期の植林終了而積は約 1千ヘクタールに達したという。この地方の杉は樹

齢 150年に近いものがあるO

14日 仏ソ共同口ケット打上げ一一一14の DDC放送は， フランスとソ連が111，年阿佐III¥J

で結ばれた宇宙協力条約の調印以来はじめての共同作業として，気象観測ロケッ

トの打ち上げを行なったと伝えた。これはプランス製の観測器具を据え付けたソ

辿製の2段ロケットが，北極地方のある基地からl白j空気象調査のため打上げられ

fこもの。

V 日ソ森林開発委，一応終幕

V山本・社会党書記長，ソ連で演説か一一刊一ソ連外務省筋が14IHJらかにした所

によると， 10月革命50周年記念日を祝賀する記念集会で日本社会党の山本書記長

も演説することになるとみられる。

’サハリンを訪ずれるツーリストー Lアο正lnyy1’r“1lSjJOrt紙によj

ノ、ソンFを一rl方ずれfこツ一リストは lニ「・11に達し，最後の連絡船《M.Uritsukiy》号

だけでもソ連：／：I）の70の都rlfから 280名のツーリストをホノレムスク港に運んだ。そ

れらのツーリストのなかには労働者，職員，技師，作家，ジヤ｝ナリストおよび

科学者がいるQ 海員たちは航行開始に当って10ヵ月の計画を10)12511までに遂行

すると約束していたが，すでに 9）］ に10ヵnの輸送計画を遂行したυ

Vクラスノヤルスク水力発電所の第 1号発電機試運転開始一一Pravda紙によ
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れば，ディブノゴノレスクからの通信として， クラスノヤノレスク水力発電所で、は，

13日3時24分第 1号発電機が空転のテストを開始した。

V トムスクd1l1IC西シベリア〉農業の完全機械化進行－SelislwjaDzizny紙に

よれば，この州は，今年だけで新しいトラクター 800台，コンパイン 350台，貨

物自動車280台を受取った。コノレホーズ・ソフホーズ農場では，其他の分野でも，

急速に機械化されている。

15日 V革命記念日スローガン発表－15日付のソ連各紙は革命記念日用のスローガ

ンを発表したが，その中で，メーデー・スローガンの中に見られた「北爆の無条

件停止および南ベトナムからの米軍撤退」を呼びかける一節が省略されている点

が注目されているO この外，多くの項目が省略され，例年の約半分になっている。

vソ連首脳，ボルゴゲラードへ一一一ソ連の党，政府，最高会議の 3首脳は， 15

日ポノレゴグラード（旧称スターリングラード〉を訪れ， 「英霊記念碑」の除幕式

に出席したo

vドイツでソ連スパイ逮捕一一一ドイツ内務省スポークスマンは15日， ドイツ外

務省で働いていた秘書とその尖ら計5人が，ソ連のためスパイを働いていた疑u、

で逮捕されたと発表した。このうち，婦人 1人は15日末明，婦人）刊務所で自殺し

たQ このスパイ組織は外務省、の機密文書を昼食H寺間に持ち山して，これを撮影し，

ソ連側へ波していたものである。

V沿海地方の天候異変－Izvestija紙によれば，今年沿海地方は連続豪雨に襲

われた。沌のように降る雨でウラジポストーク市の街路は1JJ1f1の河川のようにな

り，人々の急流で足をすくわれ，自動車は押し流された。雷雨と稲妻が早春のよ

うに襲ってきたυ 家屋は浸水し所々アスフア／レトは押し流され，通｛戸－線は壮絶し

fこQ

’クルガンd1l1I（西シベリア）の穀物買付計画遂行一一一穀物 155万6千トン（そ

のうち小麦 130万5千トン〉をおさめられた。

Vチタd1l1I（東シベリア〉の穀物買付計画超過遂行ー一一穀物17万3千トン（その

うち小麦13万4千トン）おさめられた。

16日 Vソ連スパイ，亡命一一米国務省スポークスマンは，西独で、のスパイ検挙のき

づかけは，約10日程前にポン経由で、米国へ亡命したソ連の KGB（国家保安委員

会）のエフゲニー・エフゲニエビッチ・ルンゲ中佐によって，もたらされたもの

であると述べた。

V外務次官，ニューヨークへ一一クズネツオフ外務次官はlG日，特別機でモス
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クワを出発，ニューヨークへ向ったO 同次官はニューヨークの国連総会のソ連代

去団に参加する。

vソ連・北朝鮮協議委 経済，技術，科学問題についてのソ連・北朝鮮協議

委員会を設置する協定が，モスクワで調印された。ソ連側はノピコフ副首相，北

朝鮮側は李周淵副首相がそれぞれ代表をつとめた。この委員会は年2[f!J，モスク

ワと平壌で交互に開催される。

V金星4号で英国へ協力要請一一ソ連は16日朝，英国のジョドレルパンク天文

台に電報を送り，ソ連の金星4号が18日に金星に到達するので，追跡、に協力して

くれるよう要請した。

17日 V中川大使，一時帰国 17 H午後零時すぎ， rtリ！｜駐ソ大使は羽山首：のfJソJl:

l1-1J運航機で帰｜司したQ 大使は直ちに午後311寺から外務省で三木外相に会い，さき

にコスイギン・三木会談の際，提案された平和条約に関する“中間的文書”につ

いての，その後のソ連側の意向打診の結果を伝えた。同大使は12月はじめモスク

ワへ帰任の予定。大使はその日の記者会見の席で「中間文書が具体的に何を意味

するかは，ヤろいろな考え方があろう。領土についての中間文書とするのも一案

であるが，あるいはソ連としては，平和条約はすぐにはできないのだから，両国

の緊密化をはかるため，他に何か方策が考えられないかと提案したのかもしれな

い。いずれにせよ，私としては，問題を領土だけに｜浪らず，もっと幅広く考えて

もよいと忠、っている。

V軌道兵器実験か一一171=1の Yeiuyur!?'Times紙は，米軍事専門家の見解とし

て，ソ連が過去13ヵ月間に 3IEIにわたって地球の凹りを一周する軌道飛行体を打

上げたのは，人工衛星から核弾頭を目的llliに打込む技術的実験で、あったらしいと

伝えたυ この実験は1966年の 9月17日に始まり，最近では今年の 9月22日にもお

こなわれたが，これはすべてコスモス衛星という名目で実施されているという Q

T Pravda紙，ルーマニア党書記長の論文掲載一一一17日付の Pra・はお紙は，チ

ャウシェスク・ノレーマニア共産党古：記長のlOJJ革命記念論文を掲載したが，この

なかで， IIJ；外党会議については何もふれていなし、点が注目される。

v核防条約問題一一ジュネープ軍縮会議のロシチン・ソ連代表は， 17日の会議

で，「平和核爆発の潜在的利益については，あらゆる角度から検討を加えたのち具

体的提案を行ないたい」と述べた。また｜司代表は例のごとく西独を非難して「条

約草案策3条を凶ドイツがりl延しの1-:1実に使っている」と述べたが，米凶のプイ

ツシャ一代表は「ロシチン代表の発言は穏当でなし、」と反論したω
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’モスクワ放送，文化革命論評一一17日付のモスクワ放送は12年間中共にト：WA

したタス通信特派員ミハイノレ・ヤコブレフの解説『中共の悲劇l』第2凶日を伝え

たが，これによると文化革命による粛正は 500万人以上に達するという資料があ

ると述べた。

v極東輸送の停滞一一一VodnyyTransport紙によれば， II本海にのぞむ諸港の

荷役のテンポは非常に低い。たとえばウラジポストークでは 232貨車のうち，｛主

か52輔がNfl'"ろしを終っただけである。ナホトカとワニノも，，司じ状態であった。

その主なる原因は労働量の不足にある。 8月中の石炭，セメント，木材の輸送五l

幽’は遂行できなかった。ザパイカル鉄道は8月中だけで 2)j貨車が遅くれて到着

した。ハバロブスク第 l）駅，ハバロフスク第2駅，オフノレチエ， ピキン，アノレハ

ラの各駅には数百貨車が荷物を積んだまま停滞している。

Vチタ付近における宇宙中継テレビ受信一一－Cud，οん紙によれば，チタiiiとその

川辺部落の数千の労働者たちは10月15日はじめてモスクワからのテレビ放送を受

信した。この放送は宇宙船を中継として送られたものであるυ 映像も音響も良好

であったといっている。

Vアルタイ地方とブリヤート自治共和国のビート供出一－Pravda紙によれ

ば，アノレタイ地方とプリヤート自治共和国の農民たちは，革命50周年を目指す社

会主義競争をくりひろげ，ビートの国家売渡計画を期限前に遂行した。アノレクf

地方のコノレホーズとソフホーズは70万トンのピートを，プリヤート自治共和｜卦で

は2万 i千トンのビートを供出し，なお引続き供出を続けている。

18日 V北方領土で外務省協議一一三木外相は18日午後l時45分から約 11時間，外務

省、で，帰国した中川駐ソ大使をはじめ，牛場外務事務次官，近藤外務審議官，北

原欧亜局長，藤崎条約局長らと会合し，コスイギン首相の提案した「中間文書」

をめぐる対ソ交渉方針を協議したQ その結果，④まず北方領土問題について，ソ

連政府はどう考えているのかを打診することから交渉に入る，②これに対しソ連

側に領土問題解決への柔軟な態度があることが確認できた場合は，安全操業につ

いて具体的提案をする用意がある一ーなどの大筋の方針をきめた。

V金星4号，軟着陸に成功一一詳細は特記事項参照。

' 「赤い星」論評一一18日付の KrasnajaZvezde紙は「米国は北ベトナムへ

の進攻を準備しているが，もしそうなれば，必要な報復措置が取られるだろう」

と述べている。

V中央アジアにソ連最大の人工海一一lzvesttja紙によれば，中火アジアのチム
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ケントdTか九の通伝－として， ソ連品大の人T1海一一チャノレグリンスコエ・グムが

工業的常業を開始した。これはIHJ地方農場の准瓶に大きく役立つものであるn

19日 , Prav白紙， 佐藤首相のサイゴン訪問非難一一一19日付の Pravda紙は， マヱ

ノフスキー署名の『軽率な旅行』と題する論文を掲載し，佐藤首守日のサイゴン訪

問は今後の日ソ関係に悪影響をおよぽす可能性があるとほのめかした。

V金星に生物の存在可能か？一一ソ連科学アカデミーの’存員であるニコライ・

クラシルニコフは『金星4号から送信してきた金星の気温，気圧，大気の構成か

らみると，金星には微生物が存在するかもしれない』と述べた。

Vオピ河下流航行シーズン終了一一Izvestija紙によれば，オピ河下流の今年の

航行シーズシは終った。 7ヵ月の聞にチュメーニの労働者たちは， JJ江￥）1]ISO万ト

ンを合む約 600万トンの貨物を輸送した。

20日 V吉田元首相の逝去を報ず一一20日朝，モスクワではタス通信が吉田茂氏の逝

去を速報した。これは吉田元首相の隠然たる勢力がH本の外交に大きな影響を与

えていたとモスクワは見なしていたので，この上うな異例の速報となったものと

見られる。

V日ソ平和条約調印か？一一ユーゴ社会主義人民同問機関紙ボノレパは20日付の

紙而で『日ソ平和条約が調印されることは，ほぼ確かである』と次のように述べ

た。 『ソ連はシベリアの天然資源を開発するに十分な資金を持っていないが， fl 

木は自同経済の原材料確保のため，ソ連の開発計画への投資に関心を持っている。

ソ連も日本との平和協力が政治的にも経済的にも利益になると見ている。平和条

約がこの協力に対する代価であるとすれば， ソ連は日本に最も近接するふたつの

島を日本に返還するであろう云々』

vシベリア極東地方の農業成績 lzτ1estija紙によれば，イルクーツク，ノポ

シピルスク，クノレガン州の農民たちは革命so周年をめざす社会主義競争で，ジャ

ガ芋の国家売i度計画を遂行した。ハバロフスク地方の農民たちは，期限前に野菜

の国家売渡計画を遂行した。

Vノボシビルスクから入営兵出発－ Pravda紙に上れば，シベリアの冶金:T.

業都市から青年たちが軍隊に入隊するため続々/JI発している。彼らは入隊，，trの準

備教育を終了し， Jj旬に《祖国防衛の準。iilができた》記章をつってし、る。軍事委民

会はクラブで歓送を聞いている。

21日 Vシェレピン，返り咲きか＇？－ 21R付の lzvestija紙に掲載された布告に，

シェレーピン・全ソ労組中央評議会議長が， フやレジネフ書記長，ポドゴノレヌイ最
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高会議幹部会議長，コスイギン首相とならんで， 4番目に署名していた事が内外

の注目を浴びた。これは一旦，格下げされたとみられていただけに，返り咲きか、

それとも，もともと格下げされていなかったのか，その点で多くの論争を呼びそ

うであるの

V金星4号のデータ発表一一科学アカデミーは金星に軟着陸した自動ステーシ

ヨンにつし、て次のように発表した。 mステーションは金星の光の部分とかげの部

分を分ける境界から1500km離れた赤道に近いかげの部分に降下した，⑨ステーシ

ョンは金星表面から26㎞のところから情報の送信を始め，着陸後に送信を完了し

たのステーションは指向性送信アンテナが，かげになるような姿勢で、表而に着陸

したらしい， 必送信資料の分析に上れば，金星大気の組成は， 炭酸ガス 90～95

%，酸素約0.4%，水蒸気1.6%以内である。小金星表而の温度は 280度，気圧は

15～22気圧である，必着陸したステーションの木休はi直径 lm球休で、重量消：ng

である。

v地下核実験一一21日の BBC放送によると， AEC（米原子力委員会〉は， ソ

連が中程度の地下核実験をおこなったことを示す地震派をキャッチしたの実験の

場所は概北地方とみられる。

Vモスクワでベトナム抗議デモ一一21日午後モスクワ市民代表が米岡大使館を

訪ずれ， トンフ。ソン大使にベトナム戦に対する抗議の声明を手波した。このデモ

は平静のうちにおこなわれ，中東戦争の時のような激しさは見られなかった。

f Prov白紙フランス党書記長の談話発表一一21日付の Pra11白紙は，フラ

ンス共産党中央委総会でロジェ同党書記長が， ill：界共産党会議を準備するため

「来年はじめに予備会議を開くべきであるjと述べた事を第 l而で報じた。

vソ連製ミサイル，イスラエル艦撃沈一一2113，アラブ通合のポ一トサイド討

で、イスラヱノレ駆逐艦エイラ一ト号を撃沈したのは， ソ連製の有翼ミサイノレ「スチ

クス」であると見られる。これは全長6m，国体燃料を使用し，飛行中に無線誘

導で方向を変える事ができる。

Vニジネワルトフスキー＝ウスチ・バルイク間石油パイプライン建設着手－－

Pravda紙によれば，ウスチ・パyレイクニオムスク間石油パイプラインではすで

に765kmに石油が通じた。建設者たちはなおニジネワノレトフスキー＝ウスチ・パ

ルイク聞の石油パイプライン建設に着手した。このパイプラインは西スウルグゥ

ト，メギオン，ワルチノの石油を幹線パイプラインに送りだすためのものであるo

' ハバロフスク市の土木工事関係者会議一一－Gudok紙によれば，ハバロフスク
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市では 3日間にわたって，シベリアと極東の条件における構造物の修理と改造工

事の経験を交換する会議が開かれた。会議には職長，工事監督，技師らが参加し

たのとくに南部サハリンの鉄道線医におけるトンネノレの修理，防波堤などについ

て報告があった。

Vコムソモリスクに新しいパス駅一一－Praτdα 紙に上れば，コムソモリスク市

では鉄道駅，河船駅，空港駅のほかに，もうひとつの新しい駅ができた。それは

アムーノレ河の高いj主に現われた硝子とコンクリートづくりの美しい建物のパス駅

で、ここからでるパスはソルネチヌイ，アムー／レスケお上びナナイ地区の部落に

通ずるものであるの

▼ユダヤ自治州にレーニン勲章―― Izvestija紙によれば，極東のハバロフスク

市に近いユダヤ自治州のピロピジャン市で， 10月21日同州にレーニン勲章が授与

された祝賀集会がひらかれた。ハバロフスク地方党第1書記A・シチコフが集会

に臨席し，勲章と旗を渡し，祝辞を述べた。

，ゥクライナ共和国の農業成果－Prav白紙によれば，穀物買付高は1230万

トンで， 220万トン計画を越え，総ての州が計画を超過遂行した。市産計画も遂

行され，ミルク790万トン，肉210万トン，卵27億個，皮2万4700トンであった。

vソ連邦畜産業の成果一一一1+l央統計局発表によれば， ミYレク：3620万トン（昨年

より200万トン多く），家畜920万トン（130万トン多く），卵 113億個，毛皮 39万

9000トンを国は買付けた。

vブリヤック自治共和国の穀物質付計画超過遂行一一穀物13万5千トンおさめ

られた。小麦は著しく超過したが，オーイ麦は遂行されていないの

23日 Vソ連，空母建造か一一特記事項参照。

Vボダイボで巨大な採金機械組立一一一日制1da紙によれば，イルクーツクから

の通信として， レナ河の採金センターヘボダイボから快ニュースが入った。それ

は新しい巨大な採金機械の組立が完成したというのである。この浮遊採金機械は

高さ10階建の建物くらいあり，そのパケツは 1［司に600£の砂金を深さ50mのとこ

ろからすぐあげることができる。

24日 V対ソ交渉第2回打合せ一一24日午後3時半から約 1時間，外務省で対ソ交渉

に関する第2回打合わせがおこなわれた。これには三木外4乱中川駐ソ大使，午

場外務事務次官，北原欧亜局長らが出席した。

Vチユメーニ＝トボリスク問鉄道敷設完了一一Pravd，α紙によれば，チュメー

ニからの通信として，チュメーニ＝スウルグゥト問700kmの鉄道の最初の｜支問チ
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ュメーニ＝トポリスケ問の鉄道敷i茂が完了したけこのr,z問は 200kmあまりに渦ぎ

ないが，丙シベリアの大帝林，｛1小nもある深い大きな視地，大小の河川を貫く維

工事であった。しかし 1ヵ年半の工期を35日早めて作業を終了した。

V トルクメン共和国の綿花供出計画遂行 -lzz,estija紙によれば，トルクメン

共和国の綿花栽培業者たちは，10月革命50周年の社会主義競争に参加し大きな成

果を挙げて，同家に対する紳.'c}ミヴ己波iii-阿を遂行した。共和l同のコノレホーコぐとソフ

＊ーズは49万8千トンの綿実を納入したが，そのうち問%は第 1級品で，今年l士

春Sfよりも高価な細せんし、の1¥f1稀が 1万5千トンあまりも多かった。同家に対す

る売波しはなお続いている。

▼アチンスク＝アバラコボ＝マクラコボ鉄道開通――Gudok 紙によれば，イル

クーツクからの通信として，延長約 300kmのアチンスク＝アパラコポ＝マクヲコ

ポ鉄道が稼動をはじめた。ごの鉄道はシベリア幹線から北方へで・る支線で，将来

シベリア幹線に平行して建設される予定の北シベリア幹線建設の作業拠点となる

ものである。この支線はr!1部ヱユセイ河の天然資源開発を界易にし，すでに多く

の原木を輸送しているのとこには新しい木材加工工業がつくられ，また大きな河

川港も建設「11で，ここでノリリスク，イガルカ， ドゥジンカ11'1］けの貨物の積換え

が行なわれる。ヱニセイ水力発電所も建設されることになっている η シベリア幹

紘一卜．のアチンスケはいまやクズノミスとシベリア北部地医をつなぐ大きな積換え駅

になった。

Vキルギス共和国の産業力一－Selis初jaDzizny紙に上れば＼ 午・間電力は 27

億1300万kwh，播種mi積は125・万ヘクタール， トラクダー 3万2000台，貨物自動車．

1方2000台以上， トラクター播種機7500台，コンパイン4200九綿収穫機1500台

等がある。

25日 V中川大使，首相に報告一一北方領士問題を打合わせるために帰国中の中川駐

ソ大使は25日午後，首相宵邸をたずね，約30分間，北方領1：にからむゴスイギン

提案などについて報告した。

26日 V革命記念大赦一一ゴルキン・ソ連最高裁判所長官は26日，革命50周年を記念

して，比較的軽い罪を犯して刑に服しているものの大赦を勧告したと発表した。

これは，国家に対する反逆などの重罪を除き，その他のものの刑を半減し，軒い

ものは釈放するものとみられる。なお，スパイの容疑で 4年の刑を宣告された内

河昌富氏は，この恩典は適用されないものとみられる。このような特赦は革命後

3回目である。
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V レショートゥイニボグチャヌイ鉄道の建設－ Gudok紙によれば，イノレクー

ツクからの通信として，レショートゥイニボグチャヌイ鉄道の建設労働者たちは，

このほどチャノヤノレ駅までのレール敷設を完成した。チゥノヤノレには建設本部が

ある。この鉄道の延長は 176kmで、ある。現在作業はチゥナ河とゼロニ河の間で行

なわれている。チゥナ河では鉄道建設が終り，ゼロニ河では鉄橋の支柱工事が行

なわれているD

27日 V世界党会議， 70ヵ国党賛成一一27日のモスクワ放送は，世界共産党会議に約

70の兄弟党が賛成していると述べた。

V 日ソ漁業交渉延期申入れ 外務省が明らかにしたところによると，政府は

モスクワの日本大使館を通じて，ソ連政府に対して11月にモスクワで開く予定で

あった漁業交渉を延期したいと申し入れた。これは11月の内閣改造まで代表の人

選を待つためである。

vソ連軍艦，アラブへ一一一潜水艦2隻，駆逐艦1隻を含むソ連艦隊が27日，ア

ラブ連合のアレキサンドリア港に入港した。またポートサイドにも 4隻のソ連艦

隊が入港した。

Vコスモス衛星打上げ 27日にソ連は 3個のコスモス衛星184号， 185号， 186

号を打ち上げた。

v極東鉄道の発明，合理化運動の成果－ Gudoん紙によれば，極東鉄道ノ、パロ

フスク総区技術課長代理の語るところによると，革命50周年の社会主義競争で，

極東鉄道の発明，合理化運動に参加している労働者たちは 200万ルーブノレの経済

効果に相当する 8千の提案を行ない，これを生産に導入した。なかでもハパロフ

スク，ウスリースク，ウラジポストーク各線区の合理化運動者たちはよくその義

務を遂行している。

28日 T 100ヵ国の代表参加か一一ザ、ミャーチン・ソ連外務省新聞部長は 28日の記者

会見で，きたる11月3日から始まる革命50周年記念行事には約 100ヵ国の代表団

がモスクワに参集する予定であると発表した。招待を拒否した党はアノレパニアと

オランダで，中共はまだ凪答しておらず，日共も参加の可能性は少ないとみられ

ている。

V無人宇宙船，飛行中か一一28日付のロンドンの夕刊紙EveningStandardは

巨大なソ連の無人宇宙船がいまひそかに地球をまわっていると報じた。また，ソ

連は28日にコスモス 187号を打上げたと発表した。このような連続的なコスモス

衛星の打上げは何らかの重要な実験を意味するものかも知れない。
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Vチゥ・カザフスカヤ駅の記念旗授賞ミーチンゲ－Gudok紙によれば，チゥ・

カザフスカヤ駅のディーゼノレ機関庫の揚重修理工場では，このたびの記念旗授賞

にちなむ盛大なミーチングが行なわれた。ここでは貨物輸送の 9ヵ月計画を108.9

%遂行し，ディーゼノレ燃料を 385トン節約し，労働生産性は 103%になった。記

念旗は鉄道省次官 P.Lemeschukから渡された。

Vクラスノヤルスク水力発電所第2発電機始動テストー－Pravda紙によれば，

本日朝クラスノヤルスク水力発電所において第2発電機の始動前テストがはじま

った。 50万8千km/ このような大きな発電機は世界のどこにもない。

29日 Vソ連の有人宇宙船，インド着陸か一一一ソ連のパゴフ・駐印大使は29日，マド

ラス空港でのインド人記者団との会見で， 「ソ連は近く宇宙飛行士数人をのせた

宇宙船を打上げるだろう。同宇宙船の着陸点はソ連領以外になりそうで，多分イ

ンドになると思われるので，すでにインド政府に協力を要請した」と語った。ま

たインド政府筋はそのためのソ連要員に入国を許可したという。

V北ベトナムとベトコン代表，モスクワ入り一一一29日のモスクワ放送によると，

南ベトナム民族解放戦線のダン・チャン・チー中央委幹部会員以下の代表団，お

よび北ベトナムのゴ・コアン第 1書記以下の北ベトナム勤労者同盟代表団らが同

日モスクワへ到着した。

v通信衛星の利用一一通信衛星を利用した遠巨離テレビ放送網がこのほど完成

した。

30日 V無人ドッキング成功一一30日午後零時20分，ソ連は無人人工衛星の「自動ド

ッキング」に成功した。これは27日に打上げたコスモス 186号と， 30日に打上げ

たコスモス 188号とを，地上から無線操作を加えて結合させたものである。両衛

星は 3時間半にわたって結合したまま飛行したあと，地上からの指令で午後3時

50分に分離した。

V科学アカデミー総裁，記者会見一一ソ連科学アカデミーのケノレディシ総裁，

ピノグラードフ会員，天文学者プロコフィエフ氏，地球物理学者オブコフ氏らは

30日記者会見して，金星に関して次のように述べた。

①金星4号の動力供給源としては蓄電池だけが当てられた。その作動時間

は最大限1時間40分で，これはさまざまな高度での大気の変化を測定するには

十分であった。

②降下中の金星4号の速度が毎秒1万1000mから 300mに低下したときパ

ラシュートが聞き，金星の表面に到達したときは秒速3mであった。
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③ 地球と金星は非常に似かよっているが，それぞれの表面は太陽との巨離

の違いのため異なった発展をたどったの金星は酸化第2鉄で赤みがかった熱い

石だらけの砂漠のようなものであろうの

m 20気圧に圧縮された炭酸ガスの高い屈折率のため，金足の表而は超日折

の状態にあり，光線の湾曲は金星自体の響曲よりも大きい。それゆえ，金星上

に立つ，と地平線は見えず，巨大なお椀の底にいるように感じ上う。

（助金星では放射能が有機物をつくりだしつつあるかもしれない。とくにあ 、

る穂のアンモニア化合物があると考えられる。

(fl) 金星へ有人宇宙船が飛行する可能性がないわけではないη

V各国代表団，続々到着一一革命50周年記念式典に出席するため：30Fl，その第

1陣が到着しはじめた。この日到着したのは，イタリア，アノレゼンチン，ヱクア

ドノレ， ウyレグワイ，パナマ，オーストラリア，ポルトガノレ，イスラエノレ，グアド

ループ，サンマリノ，マルチニックの 11党で， 空港にはスースロフ， キリレン

ゴ，ポリヤンスキーらの党要人が出迎えた。

v地下核実験一一ウプサラ地震観測所は， グリニッジ標準時30日午後6時 10

分，マグニチュード 5.4の地震を記録した。これはセミパラチンスク地区におけ

るソ連の地下核実験と見られる。

v極東森林開発，日ソ委員会一応妥結一一特記事項参照o

vコスモス 189号打上げ

v太平洋水域の危険指定解除ーータス通信は30日，ロケット実験の終了にとも

ない， 9月2日に指定された危険水域を解除すると発表したの

31日 Vモスクワ放送，米原子力空母の日本寄港非難

Vモスクワの日本大使館，弔意記帳受付け一一－31日の吉田元首相の同葬に関し

モスクワの日本大使館では，在モスクワ代表団の弔意記張を受けつけた。これに

は米，英，仏の大使ら30ヵ国の外交代－表が訪ずれたが，ソ連組I）からの訪問は皆無

であった。共産圏からはノレーマニアの大使が訪ずれた。

Vコスモス186号，予定地に軟着陸一一無人ドッキングに成功した18G号は31日

午前日時20分，予定地点に軟着陸して，その制御機構の優秀を示した。

V宇宙研究室一一ソ連の天文学者パラパシヨフ・ウクライナ科学アカデミー会

員は， 「近いうちに地球周辺の軌道に，実験室だけでなく，大きな研究所をつく

るようになるだろう」とのベた。

V特赦発表一一一ソ連政府は31日付で， 1p.命50周年にちなんで，大巾な特赦を発
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表したわしかし，スパイ事件の内河氏には適用きれなかっl二

v北ベトナム代表団到着 －：革命GO周年式典参列のため，北ベトナム代表同

（レ・ジュアン労働党第 1書記以下〉が31Fl，モスクワへ到着したが，空港には，

プレジネフ，コスイギン，ポ・ドゴノレヌイの三首脳が揃って出迎えた。

V対ソ交渉方針定まる－31日午前，三木外相はじめ帰国中の中川大使ら，外

務省の幹部が打合わせた結果， 「日ソ平和条約に関連したrj1問文書」の締結問題

について，政府の某本方針を決定し，中川大使に対し，詳細な司｜卜1tを与えた。同

大使はl1月2n，モスクワへ帰任する。

vウスチ・バルイク＝オムスク間石油パイプライン建設関係者に党と政府から

祝電一一党中央委民会と閣僚会議はウスチ・パノレイク＝：オムスク問石油パイプラ

インの建設完了と操業開始に際し，ガス工業省の労働者，技術関係者，建設と組

立組織の職員ならびにこの建設に参加した全員に対し祝電を送った。ネフテュー

ガンスクとオムスクの両市では10月30日祝賀ミーチングが行なわれたη
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10片11[=I H Pravda紙によれば，昨日，モスクワで第7次ソ連最高会議第3会期が

i泊らかれ，《 I》1968, 69, 70年度ソ連国民経済発展国家計岡，《H》1968年度ソ連国

家予算および66年度国家予算の遂行に関する問題， yl：他について審議した。

《1968,69, 70年度ソ連国民経済発展国家計画について》 N・K・パイパコフ副首

相兼国家計画委員会議長報告（要旨〉

I 5年計画の最初の2ヵ年の国民経済発展総計

1966～67年の国民経済発)I（と国民福祉1,1J上の基本指標は，それ以内［jの5年間とくら

べて次の通り：一年平均成長率（%）

1961～6以下 1966～67'4ミ

凶民所得 5.7 7.'2 

工業生産高 8.6 9.4 

農業生産高 '2.4 4.2 

実質所得（人口 1人当〕 3.6 5.9 

小売商品売上高 6.0 8.7 

最初2ヵ年の最重要成果は農業発民の著しい促進である。 67年には一部地方で天候

に恵、まれなかったにもかかわらず，農業総生産高は66年（最高豊作年度〉とほぼ同程

度と見込まれている。

本年度工業増加は計画7.3%に対して10%以上になる予定である。

最初2ヵ年の経済発展特徴は消費財生産の成長速度の著しい高まりである。 このた

め消費財に対する生産財の年平均生産成長速度の超過は著しく短縮し， 以前5年間の

54%に対して17%になるO

社会的生産効率は改善され， 企業活動の収益性は高まった。本年の工業労働生産性

の成長速度は66年5%に対して 7%になってヤる。

新しい計画立案・経済刺激方式で，すでに工業総生産高の 3分のし工業部門利潤

の45%以上を生産する5500以上の企業が活動しているQ

この2年間に国民実質所得の年平均増加は， 23回党大会決定（計画）の5.3%では

なく9.5%になっているO 林業，軽工業，食品工業，ソフホーズの労働者ー450万人の賃

金が引上げられ， コノレホーズの保障給が実施された。 2年間の労働者・職員平均賃金

は7%以上， コノレホ｝ズ貝の共同経’白からの現金・現物所得はがJ20%増大した。遡5

-307- 一（287)-



シベリア開発（10月〉

日労働制が定められた。

この2年間に住宅建設は高速度で実施され，約 1億6500nfが建設され，：woo万人以

上が住宅条件を改善するであろう Q

しかし，より一層の発展のための重要な欠点は， 生産！血設（回定フォンド）の立ち

おくれと新生産施設操業開始の立ちおくれである。

II 1%8, 69, 70年度同氏経済発展計画について

国民生活水準の急速な増大は， 1968,69, 70年度国民経済計画の主要な特徴である。

生産拡大とIll民福祉向上の主要な源泉で、ある国民所得は68年に 6.8%増大し， 5ヵ年

計画期間全体で39%増大する。これはお｜且党大会の指令に完全に一致する。

《工業》 68:f'j二山には工業生産成長率は 8.1%に予定される。 5ヵ年間全体では指令

47～50%を上llllる53%増大となり，生産財は55%，消費財は49%増大するであろう。

68年度にはm貨M生産成長率は 8.6%で， 生産財生産成長率7.9%を上回る規定さ

れる。 これは，蓄積された生産能力のより集約的利用によって，軽工業や食品工業だ

けでなく重仁業諸J'r!)jlljでも消費財生産を増大することによって 11J能になる。

68年度五｜下回は，電力6500億kw, 石油3億0900万トン，ガス1730億nf以上，鋼鉄i｛志

0700万トン以上， ）正延WI材8500万トン以上，鉱物肥料4200万トン以上，アノレミニウム

10.5% C前年比），銅s.2% C前年比）， 自動車80万5000台， トラクター44万4000台，

パノレブ0 470万トン以上，紙400万トン，等である。

70年度計画で，電力は65年度比58%増となる。石油は44%, ガスは 66%増（65年

比〉となり， 燃料バランスで石油とガスの比重は， 65年の51%に対して70年には約60

%に改善される。

近年，工業と生産地l没は制限している鉄鋼業発展に特殊な力が入れられる。鉄鋼業

発展促進のためl}'.J家投資額は68年度に23%近く， 5ヵ年計画問に54%増大され， これ

によって 5ヵ年間に鋼鉄36%，圧延鋼材35%増大される。

化学工業では， 第一に鉱物肥料生産が著しく強化される。化学工業への投資額は5

ヵ年間に72%増大する。

国民経済の全部門の技術水準向上で， 主導的役割をしている機械製作工業と金属加

工業の生産高は， 5ヵ年間に l.7倍以上増大する。 ここで電子・無線工業の発展は機

械製作工業全体より高速度であり，軽工業・食品工業用の器具・機械製作業は 1.9倍

増大する。

軽工業生産if/jは68年度に8.5%増大し，指令の年平均成長率6.5%を上凶る。

《運輸と通信》」ー全種運輸の貨物取扱量は 68年度に5ヵ年計画i全体で34%増大する。
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5ヵ年間にパイプ輸送貨物量は87%，海運貨物量は77%, 貨物自動車運輸量は48%増

大する。

《農業》－68年度の農業総生産高は，本年度推定高とくらべて7.4%増大するだろう。

この増産によって，コノレホーズ・ソフホーズは国家買付計画を遂行できるだけでなく，

国へ穀物，肉， ミノレク，其他の計画外売渡しを増大させえるだろう。

68年度に農業は， トラクター30万7000台， トラック16万5000台， 農業機械18億／レー

ブノレ分，掘削機1万5000台， ブノレドーザ 1万1000台， 鉱物肥料3520万トン，共他多数

機械を受取る。

農業生産施設の建設への凶家投資額は， 68年度に約64億ループノレで， 18号台地（今年

比）， 5年間では76%増（前5年間比）となる。

《生産胞設》－68年度の国民経済の総財源による投資額は596億rレーフソレ， 今年比5.7

%増と定められる。そのうちlc1Ij家中央投資額は434億ルーブノレ，｜司じく 5.7%増となる。

5ヵ年計画期の総投資額は3032億ルーブノレ，前5年間の43%増， そのうち国家中央

投資額は2255億ループノレ，同じく 38.85%増となる。 中央以外投資額は前5年間比60

%以上増となるだろう。

《国民の生活水準｜白j上》一労働者・職員の月平均賃金は， 68年に 108.6ルーブノレに達

し， 6%増（今年比）， 5ヵ年間全体では20.5%増大し，指令 114.7ノレープノレを上凶る

115.2ループツレとなろう。 コノレホーズ員の現金・現物収入は 5ヵ年間に 38%増大する

だろう。国民の現金収入総額は， 68年度に 130億ルーブノレ増大し，指令を大幅に上回

る。

労働による収入増大とともに， 教育，保健，社会保障，保育所，療養所等に使われ

る社会的消費もフォンド増大する。労働収入と社会的消費フォンド収入を合せた人口

1人当り実質収入は， 68年度に 6.9%増大し， 70年には指を上[EJるだろう。

住宅建設では， 68年度に総財源による住宅総面積約9500万凶が建てられ，今年比13

%増である。 5ヵ年間の住宅総面積は 4億6600万nfとなり， 6000万人以上が住宅条件

を改善するであろう Q

《対外経済関係の発出》 最初2ヵ年間の貿易額はがJl2%増大し， 68年度に 7.4%噌，

5ヵ年間に約33%増と予定される。 ソ連の貿易で主要な地位を占めるのは，これまで

通り社会主義諸国で， その比重は約70%になろう。

68～70年度・JI・匝iには先進資本主義諸国との貿易拡大が見込まれている。フランス，

イタリヤ，フィンランド各凶とは経済・科学技術協力協定が， 一部ブイアット祉，ノレ

ノ一社とは自動半工業肘プラント輸出協定が結ばれた。
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1967年度9ヵ月間の工業生産実績

10月17日の Pravda紙は，中央統計局発表の本年度第3凶半期1C 1～9月〉におけ

る工業実績を掲載した。その要点、は次の通り。

9ヵ月の計画は，総生産高においても，重要製品の圧倒的多数においても超過遂

行された。工業生産高は前年同期にくらべて10.5%増大した。

前年同期比
《部門別》 増加率 《部門別》

電力・熱エネルギー

燃料工業

黒色・有色冶金（鉄・非鉄）

化学工業
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機械製作・金属加工 1:3% 文化・生活用品 15% 

本年度第3四半期の終りまでに，工業総生産高の 3分の lを生産している5500以

上の企業が，計画化と経済的刺激の新制度に移行した。これらの企業では，前年度

同期にくらべて製品販売商が12%，利潤が25%，労働生産性が8%明大した。…中

略・．．

本年9 1)fJ年同
《種 jc1 }Jlj》 ヵ月の期比

生産高 （%） 

電力（10億kw) 404 109 

";?::1 打h(100万トン） 214 109 

ガス（10億ni') 116 111 

石 炭（100万トン） .446 102 

うちコークス炭 110 103 

銑 鉄（100万トン） 55.6 106 

鋼 鉄（100万トン） 76.2 106 

圧延鋼材（100万トン） 60.9 107 

うち完成品 52.5 107 

鋼管（100万m) 1,229 110 

(1000トン） 7,908 108 

鉄鉱石（100万トン） 126 105 

鉱物肥料（100万トン） 29.5 114 

農 薬（1,000トン） 164 105 

硫 酸（1,000トン） 7,168 105 

一（290.）ー -310-

本年9 前年｜司
《種目別》 ヵ月の期比

生産高 （%） 

プラスチック材1合）J見 812 115 
樹脂（1,000トン）

化学繊維（1,000トン） 374 111 

苛性ソーダ（1,000トン） 1,123 110 

自動車タイヤ（100万個） 22.0 107 

ターピン（100万kw) 10.7 102 

タービン発電機（100万kw) 10. 9 106 

交流電気モータ（100万kw) 24.5 107 

金属切断機（1,000個） 148 104 

冶金設備（1,000トン） 221 115 

石油施設（1,000トン） 108 97 

織物工作機（1,000台） 16.0 88 

内燃機関車（幹線用） l, 156 103 

幹線用貨車（1,000台） 32.8 109 

自動車（1,000台）

トラクター（1,000台）

546 109 

301 106 



シベリア開発（10月〉

農－探兵（100万ルーブル） l,;305 lo:1 内（100万ト〉） 4.4 117 

コンベヤー (1,000台） 75.1 109 漁獲量（100万トン） 5. l 111 

指n1'111 機(l,OOOfi') 19.0 110 動物性掃1(100万トン） 日4 1011 

ブルドーザー（1,000fi') 19.] 117 植物性油（100万トン） 1.8 114 

紙（100万トン） 2.8 107 石ケン（1,000トン） 1,197 100 

セメント（100万トン） 62. 9 106 時 計（100万個） 26 107 

織物（100万ぱ）木綿 4,432 104 ラジオ（100万台） 4.8 116 

毛織物 407 108 テレビ（100万台） 3.7 113 

斑麻 478 109 冷蔵庫（1,000台） 1,967 124 

絹織物 699 108 洗濯機（100万台） 3.2 113 

裁縫製品(10億ループノレ） 8.5 115 
オタ自自転転ーー車市（トlパ？，（冊10エイ。0，万台ン）ジス台）クン付ー

587 104 

下着メリヤス（100万着） 606 107 :3.2 105 

皮 靴（100万足） 417 108 

・・・其他省略・・・

労働生産性増大や減価や蓄積の計画は超過遂行された。工業の労働生産性は，前

年 9ヵ月に比らべて 7%増大し，手lj潤は23%増大した。
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〔付〕 ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向

場参革命50年記念式典

今年の10月革命記念日はロシア革命後， 50回目の記念日にあたることから， 11月は

じめ約1週間にわたって，ソ連邦各地で盛大な祝典が挙行された。

この祝典には世界各国から，共産党や労働者団体関係の代表が多数参列し， とくに

11月7日， 赤の広場で繰りひろげられた大ノξレードでは，最新の核ロケットはじめ，

革命当初の時代衣裳をまとった騎兵隊などの行進も見られ， モスクワは祝賀一色に塗

りつぶされた。 しかし，中国共産党とアノレパニア共産党は例のごとく代表を送らず，

日本共産党も代表を派遣しなかった。かわりに日本社会党が招かれて各国代表団の末

席に名をつらねた。 また11月6日のポドゴノレヌイ最高会議幹部会議長（元首〉に対す

る各国政府代表の祝賀挨拶を，キューパ政府代表がボイコットした事も内外の注目を

集めた。これによって，北京の党のみならずキューパに代表されるラテン派共産党も

モスクワの路線から離反しつつある事が察せられた。

ソ連共産党は， この祝賀行事に参列するためモスクワへ参集した各国の党代表に非

公式の会談をすすめ，かねて主張している世界共産党会議開催を強く押したが， 各国

の党代表は大むね不明確な態度を示した模様である。一方，チェコをはじめ，東欧諸

国の経済的行詰りが表面化しつつあり， ソ連の革命50周年は表面上の華やかさに比べ

内実はさまざまの難問題をはらんだものであったといえよう。

また， モンゴノレ人民共和国の首府ウランパートノレで挙行されたパレードにソ連軍が

参加したことで，外蒙古にソ連軍が駐留していることが明らかにされた事も， 中ソ聞

の対立の激化を示す兆候として注目すべきであろう。

1 日 V各国代表，続々モスクワ入り一一ソ連の革命50周年記念式典に招かれた諸外
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国の政府と党の代表団のうち，ユーゴ，ノレーマニア，ハンガリー，チェコ，ポー

ランドの東欧諸国代表団は 1日相次いでモスクワへ到着した。その顔ぶれはチャ

ウセスク書記長，マウレル首相（ノレーマニア）カダノレ首相（ハンガリー〉ノボト

ニ一大統領，レナノレト首相（チェコ〉ゴムルカ統一労働者党第1書記，チランケ

ピッチ首相（ポーランド〉チト一大統領（ユーゴ〉である。一方，アノレパニアは

招請を拒否し，中国は招請を黙殺したと伝えられる。このほか北朝鮮，フラン

ス，インド，イラク，ノレクセンブノレクなどの代表団も到着し，ブレジネフ，ポド

ゴノレヌイ，コスイギンの 3首脳も空港へつめきりでこれらの代表団を歓迎した。

V トロヤノフスキー大使，メッセージ一一一駐日ソ連大使のトロヤノフスキー氏

は1日，日本経済新聞社あてにメッセージを送り，ソ連の革命後50年の祝典を迎

えるにあたり，日本との善隣と友情を深めたい旨，述べた。

Vコスモス 188号の新実験一一10月30日にコスモス 186号と自動ドッキングし

たコスモス 186号はそのあと，大気圏外で地上からの指令により新実験をおこな

った旨， 1日のタス通信は報じた。

v日ソ貿易，資本主義国で第 3位一一セミチヤストノフ外国貿易省次官以下の

幹部は 1日の記者会見で，昨年度のソ連と資本主義国との貿易では， 日本が往復

4億1700万ルーブノレで，イギリス，フィンランドに次いで第3位を占めている事

を明らかにした。

また，この際，セミチャストノフ次官は北樺太の天然ガスの開発問題について

「7日の革命記念日以降に日本側からの回答がくることを期待する」と次のよう

に述べた。

「北樺太の天然ガス問題について，ソ連としては既に態度を明らかにしてお

り，日本がなぜ回答をおくらせているのか了解に苦しむ。ガスの長期引取り保

証は重要な問題であり，保証を求めるソ連の態度に変化はない。この問題の交

渉は煮つまっており，あとは日本側の問答を待つだけである。」また「中国と

の貿易関係は本年度の協定調印がおくれたため，上半期にはほとんど中ソ貿易

はおこなわれなかった。」とも述べた。

v世界最大の集塊機操業開始一一lzvestija紙によれば， 西シベリア冶金工場

における年間焼結量235万トンという世界最大の集塊機はこのほど操業を開始し

た。これは同工場の高炉に原料を供給するものである。

2 日 V山本社会党書記長，モスクワ入り一一ロシア革命50周年記念行事に招かれた

日本社会党の山本書記長らの一行は， 2日午後， 日ソ共同運航機でモスクワへ到
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着した。空港にはシェレーピン政治局員，セミチャストノフ外国貿易省第 1次

官，イワノフ対外文化交流協会副会長らが出迎えた。山本書記長は同夜，宿舎の

ソビエツカヤ・ホテルで次のように語った。 「革命記念式典で指名があれば，あ

くまで日本社会党の立場で演説し， “社会主義諸国聞に不一致があっては困る”

一ーと主張するつもりである。式典後，時聞が許すなら，ソ連の党の指導者とア

ジアを中心とする世界情勢について話し合うよう申し入れてある。また，北方領

土問題についても，コスイギン首相のいう“中間的なもの”の実体を知りたし、。

云々」また「 1日にモスクワ入りして，コワレンコなどと接触した松本七郎国際

局長のうけた感触では，“中間文書”の中には領土問題は含まれていないようだ」

と述べた。

V コスモス 188号回収一一一10月初日，コスモス 186号と自動ドッキングしたコ

スモス 188号も地上に回収された旨， 2日に発表されたo

vレーニン像，除幕式一一クレムリン内の広場で 2日，ブレジネフ書記長の手

でレーニン像の除幕式がおこなわれた。これにはコスイギン首相ほかソ連首脳，

および社会主義諸国の首脳や，各国共産党代表多数が参列した。

V各国党首脳協議一一一モスクワに参集した共産圏各国の指導者は2日非公式に

会談し，中国問題を中心にベトナム，中東，欧州情勢などを討議した。また，こ

の会談では懸案の世界党会議の準備会議について協議がすすめられたものとも推

測されている。

Vモスコフ力車庫に革命50周年記念旗授与一－Gudok紙によれば， オムスク

からの通信として，このほどモスコフカの車庫で党中央委と最高会議から付与さ

れた革命50周年の記念旗を援与する祝賀集会が開催された。オムスク州党第 1書

記 K.N. Golikovが記念旗を伝達し祝詞を述べた。

3 日 V革命50周年記念行事はじまる一一3日午前日時から10月革命50周年を祝うソ

連共産党，ソ連邦最高会議，ロシア共和国最高会議の合同記念集会が，クレムリ

ン大宮殿で聞かれた。まずポドゴルヌイ最高会議幹部会議長が，開会の辞を述べ

世界95ヵ国からの代表が参集していることを披露した。そのあと，ブレジネフ書

記長が6000余人の参加者を前に前後4時間にわたる報告演説をおこなった。

この日の合同集会のヒナ壇にはブレジネフ，ポドゴノレヌイ，コスイギン3首脳

が中心を占め，右にスースロフ，キリレンコ，ポリャンスキー，シェレーピン，

ベリシェ，左にマズロフ，ボロノフ，シェレストの順に政治局員が並んで、いたと

いう。第23回党大会の折には，シェレーピンはスースロフの次に席を占めていた
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のであるから，政治局内における彼の地位低下を暗示したものという見方がおこ

なわれた。このほかヒナ壇には政治中枢から引退したミコヤン，シベルニク，ウ

ォロシロフ，などの古参ポリシェピキも並んでいた。しかし，第2次大戦の英雄

ジューコフ元帥は一般席に坐っていたが，テレビ・カメラは度々ジューコフの姿

をうつし出した。また，マレンコフ，モロトフ，カガノピッチ，フルシチョフら

は姿をみせていなかった。外国からは95ヵ国の党代表（中国， 日本， アノレパニ

ア，オランダ，ニュージーランド，インドネシアなどを除く〉，およびアフリカ

の民族左派政党多数が出席し，日本社会党の代表も末席をけがしていた。そして

ポドゴノレヌイ最高会議幹部会議長が参列各国の代表の名をよびあげた折， 日本社

会党の名もよびあげられた。

V軌道弾開発か一一マクナマラ米国防長官は 3日の記者会見で， 「ソ連は軌道

爆弾を開発中とみられる」と述べ，注目された。詳細は特記事項参照。

Vラスク米国務長官，クズネツオフ外務次官と会談

v始動したクラスノヤルスク水力発電所－Econornicheo知jaGazeta紙によ

れば，世界最大のクラスノヤノレスク水力発電所建設では革命50周年直前に最初の

発電機2基が始動した。この発電所は発電機 1基の出力50万kw, 12基，総計画出

力は 600万kwで、ある。この発電所は経済的で、あって，出力 1kw当り投資率は在来

の発電所に比べて著しく低く，指標は約 100ループyレとなっている。この発電所

が完成のあかつきは毎年200億 kwhの電力を生産するものとみられている。

' ハバロフスク市の科学会議－Gudok紙によれば， ハバロフスク通信とし

て，同市で革命50周年を記念する科学会議が終了した。その組織者は鉄道輸送技

師ハバロフスク大学である。会議には東部シベリアと極東の鉄道と建設組織の代

表らが参加した。 開会の辞を大学講師 V.I. Dmitrenkoが述べ，大学，鉄道，

建設の科学の関係者が報告を行なった。

4 日 V記念合同会議2日目－4日午前10時から前日に引き続きクレムリン宮で10

月革命50周年記念合同会議が聞かれ，チェコのノボトニー第一書記兼大統領，ハ

ンガリーのカダノレ第l書記，ブルガリアのジフコフ第l書記，北ベトナムのレ・

ジュアン労働党第1書記，ベトコン代表，チトー・ユーゴ大統領，チャウセスク

ノレーマニア党書記長，など11の社会主義国と各国党代表らが挨拶をおこなった。

しかし，各国代表の挨拶の内容はまちまちで，共産圏の不統ーをさらけ出す始末

となった。これによって，世界党会議の開催は困難視されるにいたった。

V北京放送，冷笑－4日朝の北京放送は同日の人民日報がソ連の革命50周年
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記念行事を茶番劇であると批判した旨を報じた。

Vホ・チ・ミン大統領にレーニン勲章一一一ソ連最高会議幹部会はこのほど，ソ

連革命50周年にあたり，北ベトナムのホーチンミン大統領にレーニン勲章をおく

った旨発表した。

v中川大使，コ首相と直接会談か？一一11月2日，モスクワへ帰任した中川駐

ソ大使は 4日の記者会見で， “中間的なもの”に関して11日後半，コスイギン首

相と直接会談にするつもりであると語った。

Vツェリノゲラード＝アトバサル問鉄道電化完了一－Gudok紙によれば， カ

ザフスタンのツェリノグラード市からの通信として， 11月3日岡市駅前広場に数

百名の鉄道従業員が集まってツェリノグラード＝アトパサノレ間鉄道電化工事を期

限前に完了したことを祝った。

Vチタニホルボン問送電線開通一一－StroitelinajaGazeta紙によれば，チタェ

ホルボン間延長 264kmの送電線が稼動した。建設者たちは短期間に 950本の支柱

をたて二つの大きな変電所を建設した。これからチタ州内の採鉱企業，炭坑，サ

パイカノレ各地区のコルホーズとソフホーズがチタ国営地区火力発電所の電力を受

けることになる。

V タシケント・トラクター組立工場の社会主義競争一一一Pravda紙によれば，

タシケント市からの通信として，タシケント・トラクター組立工場では5ヵ年計

画を期限前に遂行する社会主義競争を展開した。工場のコンベヤーは現在毎昼夜

数十のトラクターを送りだしている。その生産量は昨年の2倍になっている。こ

れは，生産組織の先進的な方法と新しい技術の導入によって達成されたものであ

る。

Vウスチ・イリム水力発電建設進む一一－StroitelinajaGazeta紙によれば，ア

ンガラ河に建設中のウスチ・イリム水力発電所建設では，基礎工事が進み，浮動

ポンプステーションが毎時 8000m3の水をくみだしている。従業員たちは革命50

周年までに完全に水をくみだして，ダム堰堤の基礎工事に着手する約束をしてい

る。

5 日 V中共3機関紙，ソ連非難一一5日付の人民日報，紅旗，解放軍報の編集部は

共同論文を発表して， 「現在のソ連指導部に革命50周年を祝賀する資格なし」と

断じ， 「彼等はレーニンの精神を侮辱し，反動になり下った」と非難した。

Vケナン氏，ベトナム論評一一元駐ソ米大使のケナンは， 5日のラジオ・テレ

ビの放送で， 「ベトナムはソ連にとって軍事的に重要ではないが政治的には重要
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である。だから米国が軍事的勝利を急ぐことは，ソ連と中共を紛争にひきこむ

恐れがある」と述べた。

V レニングラード市に革命勲章授与

v山本書記長，演説一一社会党の山本書記長はモスクワのオノレジョニキーゼ記

念機械工場で演説し，ソ連の社会主義建設を礼讃し，米l五lのベトナム侵略と断乎

たたかうと述べた。

6 B V クレムリンで前夜祝賀会一一革命50周年記念行事の続いているソ連では， 6 

日午後2時からクレムリン大宮殿でモスクワ州と市の党委員会と勤労者代議員評

議会の合同記念祝賀会が聞かれた。この会議にはブレジネフ，コスイギン，ポド

ゴルヌイの 3首脳はじめ党と政府の指導者，社会主義各国の党と政府の代表，世

界各国の党の代表，アフリカなどの諸国政府代表， 10月革命や第2次大戦の古強

者，モスクワの労働者，科学者，芸術家，大衆団体などの代表も参加した。この

集会ではコスイギン首相とグリシン・モスクワ市第1書記が演説した。

このあと，モスクワ市に10月革命勲章を授与した。

vポドゴルヌイ議長への儀礼訪問をキューバおこなわず一一モスクワ駐在の各

国大使は6日，ポドゴノレヌイ最高会議幹部会議長（元首に相当する）に対し，革

命50年祝賀の儀礼訪問をおこなった。しかし，中国とキューパはこの儀礼訪問を

ボイコットした。中国のみならず，キューパまでがこのような行動をとった事は

各方面の注目をひいた。

v富山対岸貿易，ソ連材29万ドル輸入契約

V トロヤノフスキー大使，テレビ出演一一－6日夜の NHKの「革命50年を迎え

るソビエト」のテレビ番組にトロヤノフスキー駐日大使も出演し， 「日ソ聞の交

流をつみあげてゆくうちに平和条約への道が開けてくるであろう」とのベた。

Vインド首相，モスクワ入り一一一インドのインデラ・ガンジー首相は6日，記

念式典に出席するため空路モスクワに到着した。

V北京で独自の前夜祭一一中共は 6日，北京で、革命50ヵ年の記念前夜祭をひら

き，きびしくソ連を非難し，正しい革命精神を継承するものは中国だけであると

宣言した。

Vチャルワク水力発電所の建設－Stroitelinaj，αGazeta紙によれば，タシケ

ントからの通信として，チノレチク河ではチャルワク水力発電所が建設中で，いま

石積みのダム堰堤の工事が行なわれている。このおくれた地方における水力発電

所の建設工事は社会主義友邦諸国から深い関心を集めている。
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7 日 V革命50周年記念パレード一一ー7日午前10時から赤の広場に，ソ連首脳，各国

代表（中国とアノレパニアを除く）が参列し，まずグレチコ国防相が閲兵のあと，

演説をおこなった。そのあと， 10時20分から軍事ノミレードが開始され，内戦当時

の服装をしたj騎兵隊などの懐古調の行進があり，そのあとから，赤いベレー帽の

降下部隊と黒いベレーの海兵隊が初登場し，つづいて各種ロケット兵器が姿をみ

せたが，その中で「軌道ロケット」も見うけられた。続いて一般市民の行進がお

こなわれた。また，この日の赤の広場の外交同席にはトンプソン米大使が珍らし

く出席し，グレチコ国防相がアメリカ帝国主義を非難する演説をおこなった時に

も退場しなった。

なお7日夜，クレムリン内で大レセプションがひらかれた。 7日から 9日まで

一般ソ連人には連休が与えられた。

V国防相，全軍布告ー一一7日のモスクワ放送はグレチコ国防相の革命50周年布

告を発表した。それは米帝国主義者，西ドイツの報復主義者，イスラヱノレの侵略

者などを非難し，さらに警戒心を高めよというものであった。この中で中共につ

いてはふれていない。

V米大統領，祝電一一ジョンソン米大統領は，ポドゴルヌイ最高会議幹部会議

長あてにロシア革命50年を祝する電報を送った。

V中国もソ連人民に祝意一一7f3，中国政府はソ連政府にメッセージを送り，

「偉大なソ連人民に心からの祝意Jを伝えたが，メッセージには中国とソ連の党

中央委員会の名はなく，中国指導者個人のサインもなかったと新華社は伝えた。

V トロヤノフスキー大使，メッセージー一駐日ソ連大使トロヤノフスキー氏は

革命50年記念日にあたり，日本国民あてにメッセージを送り，日ソ善隣の促進を

訴えた。

V北京のソ連側式典一一一7日夜，北京のソ連大使館でひらかれた革命50周年記

念レセプションに中国側の喬冠華外務次官が出席したが，儀礼的にラズドボフ代

理大使と一時間足らず話し合っただけであった。

Vラスク長官談 ラスク米国務長官は 7f3，米上院外交委員会の秘密聴開会

で証言したあと記者団に次のように述べた。

「宇宙平和利用条約は大量破壊兵器が軌道上に維持されることを禁ずる目的

で生れた。しかし，ソ連の核軌道兵器は軌道を一周するものではないと思われ

るので，現時点ではソ連は現在の宇宙条約に違反するものとは思えない。J

V米両院聴開会で、の証言一一米上下両院原子力委員会軍事応用小員会の ABM
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網問題聴閉会第2日の7日に，ランド・コーポレイションのスタッフで，ジョー

ジ・ワシントン大学教授のトーマス・ウノレフ博士と，コロンピア大学欧州問題研

究所長フィリップ・モズリー博士の両氏は，ソ連がICBM強化， ABM配置，核

軌道兵器開発と並行して，ベトナム戦型の局地戦にも対応できるようヘリコプタ

ー空母を建造し，通常兵力の輸送力増強のための中距離輸送機を建造しようとつ

とめていることを指摘した。そして両博士とも通常兵力の強化によってソ連の対

外政策が将来，よりきびしい方向に傾く可能性があると述べた。またウノレフ博士

は， ABMはすでに超大国の地位を占めるための“象徴”になりつつあるので，

米ソの合意によって ABM軍縮ができる可能性は少ないであろう一ーと述べた。

8 日 V世界共産党首脳，非公式会談一一革命50周年式典の終了したモスクワでは，

世界共産党の非公式会談（中国，アルパニア，キューパ，ノレーマニアの4国を除

く〉がひらかれている模様である。そして，モスクワ筋は国際共産党会議は来年

第1四半期にプダベストでひらかれる可能性が増していると示唆した。訪ソした

95の党代表のうち， 70代表までが来年中に世界党会議をひらくことに同意したと

いう。

Vコワレンコ，日本入国申請一一ソ連共産党国際部の日本専門家コワレンコ，

イ・ヴェは目下，日本への入国査証を申請中であるという。その目的は11月下旬

に日本共産党とソ連共産党との聞で聞かれる予定の和解会談に出席するためと見

られている。

V米国防次官証言一一二ツツ米国防次官は 8日 「ソ連が現在保有している IC

BMは，米国の ICBMミニットマン約 100基を破壊できるだろう。ソ連は1973

年までに，その破壊力を 3倍ぐらいに高めることができょう。しかし，米国は残

ったミサイルでソ連に手ひどい打撃を与えることができる」と語った。これは米

上下院合同原子力委員会軍事利用分科委員会のジャクソン委員長の質問にこたえ

たものである。

V極北の冬季道路建設一一一StroitelinajaGazeta紙によれば，極北のチュコト

カではじめて冬季道路の建設がはじまった。ピリピノからゼリョーヌイ岬にいた

る線にブルドーザーが出動している。この道路によって貨物自動車の集団が夏期

北氷洋岸にとどけられた貨物を，奥地のピリピノ原子力発電所や金鉱に送ること

になる。

9 日 V各国代表，続々帰国一一革命50年祝典に参列した各国の党・政府代表団はソ

連首脳の見送りをうけながら，続々帰国の途についた。しかし，各国党の書記ク

一（300）ー -284-



シベリア開発（11月〉

ラスはモスクワに居残 I_)' 10日から15日まで6日間，世界共産党会議準備会議開

催問題について非公式に予備会議をおこなう。

V アラブ諸国と各国党首脳会議－9日，クレムリンで，アラブ諸国と，モス

クワ訪問中の各国党首脳が会議をひらいた。この会議は，アラブ諸国と社会主義

諸国による行動路線の合意を得るために，アルジエリアとシリアに柔軟な態度を

とるよう要求したものとみられている。ソ連側は 3首脳のほかにグロムイコ外相

が出席し，アラブ側はサブリ・アラブ連合副大統領，マクース・シリア副大統領

らが出席した。

Vコ首相，西側3首脳に手紙一一9日のイスラエル放送によれば，ロンドンの

専門家筋はソ連のコスイギン首相がドゴール仏大統領，ウィルソン英首相と中東

問題に関する意見交換をおこなったと伝えた。またアラブ連合のアル・アハラム

紙はコスイギン首相が西側の 3国首脳に対して，中東問題解決の必要性をといた

覚書をおくったと伝えた。

Vオムスク精油工場の近況－Pravda紙によれば，オムスク精油コンビナー

トの従業員たちはソビエト国家の第2の次の50年の最初の作業日を誇りをもって

始めた。彼らは現在の5ヵ年計画を 5ヵ月早く，すなわち1970年7月末までに完

成する決議を行なった。現在 1交代時間の課題を 130%遂行し，製品の品質は良

女子であるといっている。

Vアンガルスクの新しい化学肥料一一－Pravda紙によれば，アンガルスクから

の通信として，アンガノレスクの石油化学工業従業員たちは新しいカーパイド工場

から最初の製品をだした。これは勤労の大きな勝利だといわれ，この新しい工場

の操業によってコンビナートにおける高価な化学肥料の生産は2倍以上に増加す

るといっている。カーパイドはいままで結晶体であったが，これからは粒状と錠

剤になると。

10日 V休戦監視団増員提案ー一一ソ連は10日，国連安全保障理事会に対し，①国連中

東休戦監視団を現在の43人から90人に増員する権限をウ・タント事務総長に与え

る，②同監視団の機動性を高めるために巡視艇とヘリコプターを配備する一一ょ

う提案した。

V コ首相，ベトコン代表と会談一一一コスイギン首相は10日，クレムリンで訪ソ

中のダン・チャン・チ中央委員会幹部会員を団長とする南ベトナム解放民族戦線

代表団と会見したが，その際，ベトコンに対する援助を今後も続ける旨約束し

fこO
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11日 V赤い星紙，新ロケット紹介 ソ連国防省機関紙 KrasnajaZvezdaは11十l

付の紙面iで， 7日のパレードで、姿をみせた新ロケットは「不死身であり，敵が探

知して破壊することは不可能である。このロケット発射台は急坂や沼地をこえ

て，どこへで、も行けるし，いかなる戦車の行動力よりまさっている」と述べた。

Vソ連・アラブ連合共同声明一一1013，会談したブ、レジネフ書記長とサブリ・

アラブ連合副大統領は， 11日にコミュニケを発表した。

V革命記念国際会議一一11ll，モスクワで50周年記念国際会議が聞かれた。こ

れに出席したのは訪ソ中の70余国の党，労組代表で15日まで続く予定。この会議

にソ連党中央委がメッセージを送った。

V舵上和平会談に冷い反応一一ジョンソン米大統領が北ベトナム側との船上で

の和平会談をよびかけたととについて， 11日のタス通信は「和平会談開催は北爆

停止が前提にならなければならない」と述べた。

V ウラジポストーク市の革命50周年祝典行事一一 VodnyyTransport紙によ

れば，ウラジポストークの草命50周年祝典行事は赤旗太平洋艦隊の観艦式からは

じまった。市のメインストリートでは軍隊の観兵式があり，労働者の示威行進が

共産党中央委員会，最高会議幹部会，閣僚会議および労組中央評議会かち送られ

た記念赤旗を先頭に行なわれた。

Vチュメーニ州11の新しい森林鉄道一－Pravda紙によれば，チュメーニからの

通信として，タフダ＝ソトニク鉄道の最後の区間の建設が完了し，とれで、約200km

の新らしい鉄道は，ウヲルの工業中心とコンダ河流域の豊富な森林地帯とが結ば

れたことになる。チュメーニ州の北部には巨大な木材工業が作られる。イブヂリ

＝オピ，タフダ二ソトニクのごつの新しい鉄道は 5ヵ年計画の終りまでに数百万

ms：の用材を輸送するで、あろう。

Vルードヌイ鉄鉱床の近況－StroitelinajaGazeta紙によれば，カザ、フ共和

国西南端のクスタナイに近い鉄鉱床のルードヌイ市かちの通信として，ソコロフ

ルード建設トラスト革命50周年を記念して好成績をあげ，建設組立作業において

下請負では計画の 109%，自らは計画の 118%を遂行した。

12日 vブラック・アルミニューム工場の拡張工事－ Gudok紙によれば， ブラッ

クからの通信として，このほどブラック・アルミニューム工場でさらに新らしい

電解工場がひとつできた。とれは冶金労働者たちの自己犠牲的な勤労の結果で，

革命50周年をめざす努力が実を結んだもので，計画の期限前に操業を開始させた

ものである。
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13日 V山本書記長，ソ連党首脳と会談一一訪ソ中の山本社党書記長は11日と13日の

両日にわたってスースロフ書記兼政治局員，ポノマリョフ書記，ウリヤノフスキ

ー国際部次長の 3人と話し合った模様。そして， 13日付で両者の共同コミュニケ

が発表されたが，内容は空疎なものにすぎ、なかった。

V力ザフ共和国ザイサン・オアシスの開発－ StroitelinajaGazeta紙によれ

ば，カザ、フ共和国の最南東，中共との国境に近いずイサン・オアシスの開発が進

められている。タス通信員の通報によると， 2500ヘクターノレの地域に新らしい技

術型の瀧瓶施設の網が建設されており，広大な乾燥した荒野にコンクリート製の

水路が敷設されつつある。

14日 Vモスクワ放送，佐藤訪米非難 14日の日本16］けモスクワ放送は佐藤首相の

訪米を「危険な訪米」であるとして批判した。

v山本社覚書記長，ソ連から帰国

vソ連大使，名古屋へ一一日ソ協会愛知県連主催のレセプションに出席のため

トロヤノスキー大使は名古屋に着いた。そして「領土問題より平和条約の方が先

である」と述べた。

V ナガエボ港の求人広告－－ Vodnyy Transport紙は次のような極東のナカ、

エボ港の求人広告をのせた。常傭いとしてi丸験所長の職に海運の専門家を求む。

ただし高等教育を受け，海港の作業をよく知っているもの，俸給は月額230ルー

ブノレ，地区割増金付，極地地区で働くものに対する特典も適用される。

v新しいスワォボードヌイ炭田－ Gudok紙によれば， ブラゴベシチェンス

クからの通信として，このほどアムール州スワォボードヌイ市付近に極東最大の

石炭資源が発見された。調査隊は17億トンの褐炭を調査した。このスワォボード

ヌイ炭田は鉄道から30～40kmの地点にある。炭層は厚く，かつ地表面に近く，板

のように固まっている。新しい炭田における最初の切羽は1972年に建設される予

定である。

15日 V今年度の沿岸貿易一一外務省が15日，あきらかにしたところによると，クレ

オーピン・ソ連極東貿易事務所（ダリイントノレグ）長は本年度の沿岸貿易の見通

しについて， 「今年は往復1400～1500万ドノレ（昨年は1100万ドル〕になり， 1970

年の目標2000万ドルは一予定より早く達成できそうだ」と伝えてきたという。ソ連

から伝えてきた現況報告によると，輸出入品目も，今年は昨年に比べ種類が倍増

し，盤石，魚粉，塩，スーチャン炭なども沿岸貿易で、あつかえるようになった

由。
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Vソ連，へリ空母建造か？一一15日・，モスクワ駐在の西側武官筋は，ソ連が建

造はじめていると噂されるものは，ヘリ空母らしいと述べ，これは地中海のソ連

艦隊に水陸両用作戦の能力を持たせるためのものかもしれない一ーと語ったω

Vモスクワ放送，脱走米水兵に言及一一一15日のモスクワ放送は， 4人の米水兵

が日本で脱走した事件を論評して， 「4人の行動は他の多くの水兵にも影響を与

えよう」と述べたQ

vクズバス最大の冷凍庫－Pravda紙によれば，西シベリアのクズ、パスのレ

ーニンスク・クズネツキーからの通信として，同地ではポルイガエフ竪坑建設局

の労働者たちは，クズパス最大の冷凍庫を期限前に稼動させた。この冷凍庫はた

だその大きさばかりでなく，そのコンクリート・ブロック構造と技術装置におい

ても従来のものより優れている。 4階建のこの倉庫の各階は四つの部屋にわかれ

ておりすべては機械化されている。

Vアト・パシ水力発電所建設－Pravda紙によれば，キノレギズ共和国のアト

・パシ水力発電所建設者たちは，アト・パシ河を閉塞するため爆破作業を続け，

1万 5000m3の岩石土壌を掘り揚げた。水流は新しい 384mのトンネノレを通り，

天山山脈の海抜 2000mのところに人工海ができるO これによって乾燥していた

6万ヘクターノレの土地が畑に変る見通しである。

16日 Vソ連，小笠原復帰に触れず一一16flのタス通信は「佐藤首相はワシントンを

訪問したが，手ぶらで帰ることになった」と報じ，小笠原が復帰に決した事には

全然ふれなかッたQ これは北方領土へのはね返りを懸念してのことであると思わ

れる。

T Pravdα紙，佐藤・ジョンソン会談批判一一16日付の Pravda紙はアレクセ

ーフ論説委員の論文を掲げ， 15日の佐藤・ジョンソン会談，でジョンソン大統領

が口にした「日米共通の目的とは何かけと疑惑の意を表明した。

Vソ連，軌道爆弾否定一一一16日付のモスクワ・ニュースのボイコ解説記者は，

ソ連が軌道兵器を開発している一ーという米国の主張を「作り話」として否定し

fこ。

17日 Vソ連，日米共同コミュニケ批判一一－17日のタス通信は「佐藤首相は沖縄で何

の成果も得ず，対米協力の約束だけをさせられた」と述べ， 「日本国民に深い失

望感と危機感を与えた」と非難した。

V トルプコ大将，記者会見一一一ソ連戦略ロケット軍司令官代理トノレプコ大将は

「ロケット軍と砲兵の日」にちなんで17日，記者会見し，ロケットの威力を誇る
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とともに， 「決定的な勝利のためには，軍のすべての兵器の協力が必要である」

と述べ，ロケット偏重の是正を暗示した。

Vベカバド冶金工場の好成績－ Pravda紙によれば＼タシケント市からの通

信として，レーニン名称ベカパド工場の冶金労働者たちは，炉床 lm2当り 12.5

トンもの粗鋼を生産し，計画よりも 0.5トンも多い好成績をあげた。

18日 , Pravda紙，党史研究主張一一18日付の Pravda紙は「党史研究家の任務J

という社説を掲げ，ソ連共産党の歴史に関する研究と教育に再検討を加える必要

があると述べた。これはスターリンの直接指導のもとに編集された党史と，それ

を批判したフルシチョフ時代の党史のふたつがあるが，やがて，現政権の歴史観

を忠実に反映した第3の党史の発行が計画されている模様である。この第3の党

史ではスターリンの部分的復権がおこなわれるはずで，そのためスターリン批判

論者であったマルクス・レーニン主義研究所長ポストベロフがすでに解任されて

いる。

Vクルイロフ元帥談一一一ソ連戦略ロケット軍司令官クルイロフ元帥は18日「ソ

連は敵の ABM（ミサイル迎撃ミサイノレ）網を突破する装置をつけた核軌道兵器

をもっている」と言明した。

，ァルチョム国営地区火力発電所操業開始一一－StroitelinajaGazeta紙によれ

ば，沿海地方の炭坑都市アルチョムで同地で最大の発電所が操業を開始した。こ

のアルチョム国営地火力発電所は沿海地方の工業企業や建設にさらに 10万 kwh

の電力を供給することになるO

19日 V英ポンド切下げ論評一一ソ連はポンド切り下げを18日深夜に放送したが， 19

日午後「ポンド切下げは英国の国際収支の危機からの出口となるものではないJ

との見解を発表した。同時にベトナム戦長期化に伴う米ドルの地位弱化について

も指摘した。また，これにともなってルーブルの新しい対ポンド為替レートを 2

ループ、ル15カペイカにすると発表した。従来は2ルーブノレ51カペイカであった。

Vブラック水力発電所の近況－Pravda紙によれ（J，ブラック水力発電所は

本年のはじめから170億 kwhの電力を供給した。とのような電力量は 1年間の供

給量としては世界最大のものである。なおブラック水力発電所の労働生産性は本

年中に30%向上した。

V エニセイ河下流のガス資源一一－Pravda紙によれば，チュメーニからの通信

として，このほどエニセイ河の下流メッソヤフ平地で強力なガス噴出があった。

それは第5ガス井で， 1昼夜の噴出量は 50万m2に達した。ヱニセイ河下流は極
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北の工業の需要をみたす大量のガス資源があるものとみられてし、る0・

20日 V米脱走水兵，モスクワへ出現一ーさきに米空母から脱走した4人の米水兵は

ひそかにソ連船で日本を脱出し，すでにモスクワに到着している事があきらかに

された。 20日夜，モスクワのテレビに姿をあらわし，内外の注目を集めた。水兵

達は「何処かの中立国に入りたい」と述べている由である。

v武装ソ連人，米機を奪う一一←米連邦航空局は20日，フロリダチ｜、｜のノ、リウッド

を飛立つた双発のチャーター機が同乗の武装ソ連人によってキューパへ向かうよ

う強制され，すで、にハパナに着陸したものとみられる円発表した。

vソ連，核兵器使用禁止協定草案提出一一グズネツォフ・ソ連代表は20日，同

連総会政治委員会に核兵器使用禁止協定草案を提出した。その内存は①核兵器の

使用，威圧，他国に対する核兵器使用の扇動をやめさせる，⑨核兵器の生産を中

止させ，現在の貯蔵核兵器を国際監視下で破壊させるーーの 2条項である。日本

の外務省はこれに対し， 「同条約が成立すれば現在の力のバランスが崩れるこ

と，中共が入らない条約は意味がないこと，不使用より核兵器全廃へ前進すべき

であることJなどの理由でこれに反対の意向を定めた。

v中東安保理事会にソ連新提案

Vカラクーム運河の新らしい水利施設一－Pravda紙によれば， トルクメン共

和国の首都アシハパドからの通信として，ムウルガブ・オアシスの中心に当るカ

ラクーム運河において，新らしい設備の第2ジャル水路が建設された。この水路

は大型河川船舶の通過を許L，毎秒250m3の水量を送ることができるの日下コン

クリートの強度のテストが行なわれている。

vクラスノヤルスク水力発電所の建設進む－Pravda紙によれば，クラスノ

ヤルスク水力発電所では，革命50周年祝典の直前に 2基の巨大な発電機が発電を

開始した。建設工事は続行されている。

21日 V米科学者，ソ連の月計画で報告一一米下院科学宇宙委員会のミラー委員長は

21日，議会図書館科学政策調査部部長シェルドン博士作成の報告書を発表した

が，その中で「ソ連は来年夏には月の周辺に宇宙飛行士たちを送ることになるか

もしれない」と述べまた「ソ連は今後 1年以内にサターン5号のようなマンモ

ス・ロケットを打ち上げるかもしれない」とものべている由。

vソ連「CIAの陰謀J暴露一一21日の Izvestija紙と LiteraturunajaGazeta 

（文学新聞）紙は現在ソ連に亡命中のジョン・スミスの発言を掲載し「1955年4

月11日， CIAのスパイであった私はインド航空機が香港にストップ・オーバー
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した折，スーツケースにつめた2個の爆弾をもちこみ，そのためバンドンでひら

かれる第 1回AA会議に向う途中で同機は爆発し，北ベトナム代表や中共の新聞

記者など15名が死亡した」と述べさせた。

Vコスモス 191号打上げ一一－21日，ソ連はコスモス 191号を打ち上げた。周期

92.2分，遠地点 518km，近地点281km，軌道傾斜71度。

Vウスチ・イリム水力発電所建設状況一一－Pravda紙によれば，イルクーツク

州のウスチ・イリム水力発電所建設現場では，右岸の2ヵ所において岩盤の爆破

作業が開始された。かつてアンガラ河の河底であったところではブルドーザーが

活動をはじめようとしている。

22日 l Pravda紙佐藤外遊批評一－22日付の Pravda紙は東京電として佐藤首相

の最近の外遊について論評し， 「日本はアジアでの指導権を獲得するために米国

を踏み台にしているJと述べている。

V脱走米水兵，モスクワ大学生集会へ一一一米空母イントレピットから脱走して

日本からソ連へ入った4人の水兵は， 22日，モスクワ大学の学生集会にのぞみ，

ベトナム戦争反対を訴え，約1500人の学生の拍手をあびた。この集会はコムソモ

ノレの主催で、おこなわれた。

V駐日ソ連公使更迭か？ モスクワの信頼できる外交筋が22日明らかにした

ところによると，ソ連外務省は近くロザ、ノフ駐日公使を更迭し，後任にオコニシ

ニコフ極東部次長を起用する意向であるという。これでソ連大使館の首脳は全部

一新されることになった。また通商代表部の首席も，最近グパノフ氏からスパン

ダリヤン前貿易省中近東・東南アジア局長に変った。

Vクズイル・オルダ・セルローズ工場一一Pravda紙によれば，カザ、フ共和国

南部スイノレ・ダリア河岸のクズイノレ・オルダのセノレローズ工場は順調に発展し，

3年前に操業開始以来生産量を 3倍に増大した。現在飼料酵母と波型原紙をも作

っており，経済指標は好成績を示している。

23日 v英使節団，訪ソ 23日，英国の大型経済使節団が訪ソし，長期経済技術協

力の討議に入った。この使節団は CBI（英国産業連盟）のブラウン議長を団長に

ICI （インベリアル・ケミカノレ・インダストリーズ） BC （ブリティッシュ・モー

ター・コーポレイション）など英産業界の首脳18人から構成されており，ソ連側

は科学技術・国家委員会が主な交渉相手となっている。 66年度の英ソ貿易は往復

4億4900万ループルで、資本主義国の中で 1位を占めた。

vソ連対空ミサイルの撃墜率一一米国防総省は23日， 「米国の北爆機に対する
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ソ連製対空ミサイルの撃墜率は 2%にすぎなν、」と発表した。これは最近ソ連記

者が撃墜率50%と報じたことへの反論である。同省は「これまでソ連製ミサイル

4800発が発射されたが，これで撃墜された米機は 102機であった。 8月17日以降

1300発が発射されてお機が撃墜された。その率は 2%である」と言明した。

Vコスモス 192号打上げ一一一周期99.9分。

T Pravda, lzvestiia両紙，佐藤発言を報ず一一23日付の両紙は佐藤首相が21日の

記者会見で「国防力の強化」について述べたことを重視し， 「これは日本の一層

の軍国化への呼びかけである」と論じている。

V新聞部長談 ザミャーチン・ソ連外務省新聞部長は23日，共同通信の記者

に対し， 「北方領土問題に関するソ連の立場に何等の変更もない」と改めて確認

した。

T Pravda紙，再び世界党会議呼びかけ

v極東の新しい錫資源一一一Pravda紙によれば，最近極東において，さらに若

干の新らしい錫資源が発見された。調査団は日下ルーンノエ，オクチャプリスコ

エ，ベレワリネンスコエ付近を詳しく調査中であり，これらの資源は錫の含有量

がとくに多いとみられている。

24日 vノボシピルスクの電力機械製作エ場 l》ravel“紙によれば，ノボ、シヒ

クの《シブエレクトロチ苛アジマシ》（シべリア電力機械製作） I場はソ連で先進的

な工場で、ある。ここで作られるユニットはレニングラードの《エレクトロシール

イ》 （電力〉機械とともにソ連いたるところの大きな水力または火力発電所で使

われ，また外国へも輸出されているO

25日 V人民日報，ショーロホフ非難一一25日付の人民日報などはミハイノレ・ショー

ロホフの作品「静かなドン」を「この小説は史上初のプロレタリア革命軍である

ソビエト赤軍を中傷している」として非難した。

v英使節団，帰国

V米ソ漁業協定調印一一一米国とソ連は25日，モスクワでアメリカ大西洋岸にお

けるソ連漁船の操業を規制する協定に調印した。これは大規模なソ連漁船隊によ

って，米大西洋岸の漁業資源が枯渇するのを防止するためのものである。

Vコスモス 193号打上げ

T lzvestija紙，中共軍の粛正を報ず 25日付の同紙は人民解放軍総政治部に

所属する将官の半数近くが最近，毛沢東派によって追放されたが，これには大き

な抵抗があったと報じた。
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v世界党会議，よびかけ一一25日，ソ連共産党はじめ18ヵ国の共産党は世界共

産党会議開催を準備するための協議会を来年2月ハンガリ｝のブダペストで開く

よう提案した。これに賛成した18ヵ国党は，ブ〉レガリア，英国，ハンガリー，東

独，西独，イタリア，ポーランド，ソ連，フィンランド，フランス，チェコ，ア

ルゼンチン，ブラジル，米国，オーストラリア，シリア，インド，モンゴ「ノレ。

Vチュメーニ二トボリスク鉄道敷設工事完了一一－StroitelinajaGazeta紙によ

れば， 700kmのチュメーニニスウルグゥト鉄道の最初の区間であるチュメーニニ

トポリスク聞の鉄道敷設工事が終った。その距離は 200km強である。この新しい

鉄道はチュメーニとイルトゥシ河岸にあるシベリアの古い都市トポリスクを結ぶ

ものである。工事はさらに北方に向い油田中心地スウルグゥトを目指して進めら

れているO

Vヤクート自治共和国の農村電化進む－1ケavda紙によれば，ヤクーツクか

らの通信として，このほど畜産コルホーズ《プラウダ》は自治共和国のレナ河岸

を通る送電線の一部にはじめて接続することに成功した。そのためコルホーズは

自ら約 100kmの高圧送電線と20の変圧所を設けた。これによってコルホーズ内に

電灯がつき，テレビがみられるようになり，病院ではレントゲンも働くようにな

った。

26日 V米ソ首相，来春会談か一一一米誌 Ne＇.即日ueekは26日，「ジョンソン大統領は最

近コスイギン首相からの秘密書簡をうけとった。このため同大統領は来春，米ソ

首脳会談をひらきたい気持をもっている」と報じた。ジョンソン大統領は特にプ

レジネフ書記長との会談を望んでいるという。

Vソ連の平均寿命70才一一26日の Trud紙はソ連の社会保険法発布50周年を迎

えることに関連して「ソ連の平均寿命は2倍以上にふえ， 70才に達した」と述べ

ているo

vクズネツ向け鉱石輸送停滞一一司Pravda紙によれば，ノボクズネックからの

報道として，クズネツ冶金コンビナートの高炉の 1昼夜の所要鉄鉱石は数千トン

であるが，冬季遠距離輸送の困難のため貯蔵鉱石の不足をきたしている。 《ザプ

シブ》 （西シベリア）冶金工場でも鉱石は現在不足し，正常な作業をむずかしく

している。ここでは貯蔵庫は通常約25万トン鉱石を持っていなければない。原料

供給停滞の責任は鉄道省と東シベリアおよび西シベリア鉄道当局にある。

27日 v米英武官に乱暴一一一英政府は27日， 「駐ソ英大使館付き武官，ハーバ｝准将

がモルダピア共和国のキシニョフに米武官と共に到着し，ブドー酒メーカ｝を訪
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問し，そこで提供されたワインを試飲後，猛烈な吐き気を覚え，すぐ床についた

が， 4時間後，数人の暴漢が室内に侵入し，私信の入った紙入れを奪った」と述

べ，これに厳重抗議したと発表した。米国も同じように抗議した。

Vイエメンに武器援助か一一十ハッサン・マツキ外相を団長とするソ連訪問のイ

エメン代表団は271:l，グレチコ国防相と会談したが，ソ連がイエメンに対し武器

援助協定に調印する兆候が強まっているという。

V太平洋のロケット実験－27日付のタス通信は28日から12月30日まで太平洋

ミッドウェー海域に向け，ロケット実験を実施すると発表した。中心は北緯32°

15＇，東経 173°42＇，および北緯 18°25＇，東経 178°30＇である。

V米当局，ソ連首相からの手紙否定－ 27日，クリスチャン米大統領報道官は

「もし世界平和のために役立つならば， ジョンソン大統領はどこの国の首脳と

でも会う用意があるJと述べたが， 「コスイギン首相から書簡がとどいたという

Newsweek紙の報道は事実でないJと否定した。

Vウスチ・バルイクニオムスク石油パイプ完全開通－－ Stroitelinaja Gazeta 

紙によればウスチ・パノレイクニオムスク間石油ノfイプラインの最後のパノレブが聞

かれ，チュメーニの油田から直接オムスクの精油工場に石油が到着することにな

った。

Vヤクート自治共和国のダイヤモンド鉱山拡大一－Pravぬ紙によれば，ヤク

ート自治共和国のきびしい寒地で毎年新しいダイヤモンド鉱が発見されている。

最近もアイハラ地区でのダイヤモンド採取がはじまり，また第23回党大会名称鉱

山の開発準備が終了した。

28 8 V丸紅，帝石，交渉延期申し入れ一一丸紅飯田が28日明らかにしたところによ

ると，丸紅・帝石グループは11月下旬にモスクワで北樺太の天然ガス共同開発に

ついて最終交渉をひらく予定であったが，両社はこのほど交渉開始を半年延期す

るよう申し入れた。これは根本的にコスト計算をやりなおしてみる必要に迫られ

たためであるO 原因はソ連側の要求が過大な点と天然ガス専用船の船価があがっ

た事と，船賃の上昇のためで、あるという。

f Prov白紙破門せずと強調－28日の Pravda紙は「世界共産党会議の目

的は友党の内部に干渉したり，まして誰かを破門することではない」と強調し

TこO

Vオハ＝コムソモリスク間石油パイプライン第2線工事進む一←Pravda紙に

よれば，サハリンとオハとコムソモリスクを結ぶ石油ノξイプラインの第2線工事
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はいま標高の最も高いソモン峠にかかっている。あと 2.5kmのパイフcが敷かれる

と，これで、ハバロフスク地方の領域内に流れ込む石油の量は 2倍以上に増加す

る。ソモン峠には凄い烈風が吹きすさんでいるが，コムソモリスタとハパロフス

クの両精油工場の需要に答えるため作業員は工事を急いでいる。

29日 Vマクナマラの退任論評一一一20日夜のモスクワ放送はワシントンでマクナマラ

国防長官が世銀総裁に転出すると噂されていることについて， 「同長官のベトナ

ム戦略は失敗だった」と述べた。

v日本商社に常設事務所認可一一一特記事項参照。

Vシリア首相モスクワ入り一一シリアのザイン首相は， 29日夜モスクワについ

Tこ。

Vコートウルヂペ油田の新しい搾井機一一－Pravda紙によれば，中央アジアで

最も大きい油田コトウノレデべでは新らしい構造の電気搾井のテストが行なわれて

いる。 《トルクメンネフチ》 （トルクメン石油）合同電気搾井事務所の労働者た

ちは，この新らしい搾井機を使用して数十の油井を掘り終った。

Vクラスノヤルスク水力発電所で最初の発電機の空転テストー－Stroitelinaja

Gazeta紙によればクラスノヤルスク水力発電所建設現場のディヴノゴノレスク市

からの通信として，発電所では11月13Fl，第 1号発電機の作動回転の空転テスト

が行なわれた。それから 2週後に同じく第2号発電機の空転も行なわれた。これ

らの発電機2基が稼動する日は近づいているO

V西シベリア冶金工場の第 3高炉建設はじまる一一StroitelinajaGazeta紙に

よれば，ノボクズネック市からの通信として，ザプシブ〔西シベリア）冶金工場

の建設者たちは今年の中期に第2高炉を稼動させた。いまや第3高炉の基礎工事

がはじまっている。この高炉はシベリア最大で、有効容量は 2700m3である。

30日 vソ連・シリア首相会談一一30H，クレムリンでユセフ・ザイン・シリア首相

どコスイギン首相の問で会談がおこなわれた。これにはソ連側からノピコフ副首

相，グロムイコ外相，グレチコ国防相，シリア側からイブラヒム・マホス外相ら

が出席した。

Vルアマ・アタ市の対震弾力性高層ビル一一一Pravda紙によれば，アノレマ・アタ

からの通信として，同市の中心部で 3日強震が続いたが震源地の中心に近い10階

建のピノレはびくともせず，ひびさえもよらなかった。この地震はモスクワの技師

たちが巨大な震動機を使用して人工的に作ったものである。テストの結果強震を

消すような強力性のある高層建築が，ソ連において成功していることを示した。

日 295-





〔付〕 ソ連邦アジア地域における

経済開発の動向

多中川・ピノゲラードフ会談

12月2日，中川大使はソ連外務省をたずね，ピノグラードフ外務次官と約2時間に

わたって会談した。 これは北方領土問題を含む「中間的なものJに関する初の会談で

あった。 しかし，沖縄問題で佐藤首相が大した収獲なしに米国から帰ったことが，ソ

連に好い口実を与えたらしく，ソ連の態度は後退気味である。小笠原の返還実現は当

然，ソ連にも北方領土問題で若干の圧力になるものであるが， 日本の与論が，小笠原

の返還を評価せず，沖縄問題の未解決を強く非難した事で， ソ連は少なからず得をし

た事になる。そのためか， 12月25日の記者会見でソ連外務省のザ、ミャチン新聞部長は

『北方領土問題は解決ずみである』と主張した。また， 12月29日付のPravda紙も同

じ主張を繰り返した。 しかし，このような主張が根拠のないものであることは，ソ連

自身がよく承知しており，多分にクレムリン内の政策論争がからんでおり，一面では

日本に対する政治的揺さぶりとして，これを利用しているものと考えられる。

多ソ連，金約款を要求

ソ連政府は，ポンド切下げの波紋をうけて， 日本の商社に対し貿易公団を通して，

金約款をつけるよう要求しはじめている。 これは①ポンドに続く， ドノレ不安に対処し

て，警戒措置をとろうとしている，②この際， ドノレ不安を助長して， 国際政治面で有

利な立場を強化しようとしている一ーなどの理由が考えられている。 しかし，日本政

府には金約款を許すつもりはないようである。

とはいえ，中間で板ばさみにされた商社筋は苦しんで、おり， もし，ソ連が金約款に

固執すれば， 日ソの取引き高は大幅に減少するおそれもあるとみられる。 日ソ貿易の

窓口機関であるソ連東欧貿易会も， 12月1日，外務，大蔵，通産など関係省庁と対策

を協議したが，政府筋は依然，金約款をみとめない方針である。

多ソ連・ルーマニア会談

ノレーマニアは 12月6日から共産党全国会議と国民議会をひらき，親ソ派を一掃して

内『
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チャウセスク書記長が国家元首を兼ねることになった。 これはソ連のノレーマニア国内

に対する撹乱工作に対処するためで、あった。そして，このあと12月14日からモスクワ

でルーマニアとソ連の首脳会談がおこなわれた。 しかし，会談はソ連・ノレーマニア問

の諸懸案を解決するには到らず， チャウセスク書記長以下の代表団は15日に帰国し

た。 このあと発表された共同声明は，単に両国が「意見の交換をしたJと述べている

だけで，意見の一致をうたっていない点など，両国の不一致を暗示した。 とくに1968

年2月に期限が切れるソ連・ノレーマニア問の友好協力相互援助条約についても， 何等

言及していない点は注目されている。

移キューバへの原油供給削減か

今年はじめから表面化しつつあったソ連とキューパの不仲は， 中東戦争後ますます

深まり，グラスボロ会談のあと， コスイギン首下日がハパナを訪問してカストロ首相と

の意見の調整をはかったがうまくゆかず， 10月革命50年祝典の際にも， キューパはポ

ドゴノレヌイ議長（元首〉に対する祝賀をボイコットした。 ソ連はこのキューパの反抗

に灸をすえるために，原油の供給をおくらせたり， 削減したりしており，そのため，

キューパで、はエネルギ一面で、窮地に立っているという。 キューパは米国と対立して以

来， 99%の原油をソ連に依存しており，その弱味をソ連に押さえられている。そのた

め，キューパは今年夏頃かち電力不足，工場の減産を招いており， とくに砂糖の生産

に重大な障害が生じつつあるという。 これはキューパ自身の設備の老朽化も原因のひ

とつであるが，主因はソ連のしめつけによるものと見られている。

争ブレジネフ書記長，チェコ訪問

12月8日，プレジネフ書記長は突如，チェコを訪問した。 この理由は，チェコの経

済危機が深まったため，ノボトニー第1書記解任の可能性がでてきたので， それを阻

止するためであったという。チェコはさきに新経済方式を採用したが，保守派の抵抗

がつよく，ごく部分的に新方式を導入したにすぎない。 しかも，価格や投資計・画はす

べて上からの天下りで決定されているので，新方式はかえって， 経済困難を増す結果

となった。それゆえ，ソ連の革命50年祝典が終るや， それまで糊塗されていた矛盾が

一挙に表面化してきたものである。そしてチェコの党中央委が12月14日にひらかれ，

ここでノボトニー第 1書記の解任が決定される筈であったが， ブレジネフ書記長が急

拠，プラハに飛んで党中央委の開催を延期させ， なんとか親ソ的なノポトニーの退陣

をふせごうとしたものらしい。
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多北樺太天然ガス開発交渉挫く

帝国石油は丸紅飯田に対して， 近くモスクワで再開される予定の天然ガス輸入交渉

に参加しない旨，申し入れた。 これはソ連産のガスの輸入が昭和47年以後になるので

帝石としては採算について，再検討の必要に迫られたためである。そして帝国石油と

しては北ボルネオから商業ベースで20億 m3の天然ガスを輸入する方針を定めて，現

在のガス不足を解消する手を打った。その上でゆっくり，ソ連と交渉して，有利な条

件で交渉をまとめたい意向のようである。 このような状況のため，北樺太天然ガス問

題は今年も妥結しないまま見送りとなった。 これに業を煮やしたソ連側は新年早々パ

イパコフ副首相を日本に派遣して，交渉に拍車をかける方針と伝えられる。

多契約違反の企業に罰則

ソ連政府は新経済方式の推進のため， 能率の悪い企業に罰金を課する方針を打ち出

した。 この措置は1968年1月から実施される予定であるが，その要旨は，例えば①契

約期限の面で 10日以内の納期のおくれには，生産財では 3%，消費財では2%，農産

物では 1%の違約金（取引き総額について）， 10日以上のおくれには生産財5%，消費

財 3%，農産物2%の違約金を， 供給者側が買い手に支払う，②契約に合わない品物

の場合は，買い手はその受取りを拒否できる。 もし，うけとってしまったなら， 20%

の罰金をとることができる，⑤うけとった機械に欠陥があった場合， 買い手の方で修

理可能な範囲なら修理実費と 5%の罰金をとれる。また，機械のメーカーが修理する

場合， もし期限に間に合わなかったち20%の罰金，④買い手が代金支払いをおくらせ

た場合は，代金の5%の罰金，⑤設計機関が設計を間違った場合は設計費用の4%の

違約金を支払う一一ーなどの点が考慮されている。

多ソフホーズの独立採算制

今年，国営農場の一部で実験された独立採算制は，相当な成果をあげたという。例

えば，ソフホーズの幹部達は， 新方式では生産手段の使用料を国家に支払わねばなら

なくなるので，機械設備の購入に慎重になり，また，所持している設備を大切に使用

するようになった。あるソフホーズでは 28台の種まき機と施肥機をわりあてられたが

施肥機3台をうけ入れただけで， あとの機械は不要であるとしてことわったという。

このような傾向が強くなれば，たとえば1965年にはソフホーズ赤字の国費補充が 10

億ルーブル以上に達していたが，これが大幅に軽減されるであろうと予想される。

勿論，実験農場では農産物価格が 10%引き上げられた点も，効果のあがった原因に
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なっているという。いずれにせよ，このような好結果に気をよくして，ソフホーズの

独立採算制は本格的な実施に入るものと考えられる。

争へリ空母建造か

米国防次官補グーノレディングは12月8日，ソ連が30～35機のヘリコプターを積載で

きる空母2隻を建造したと発表した。 1隻は65年に進水し，現在，黒海で整備航行中

であり，もう 1隻も黒海で進水して目下，麟装中であるという。両艦とも 2万3000～

5000トン（排水量〉程度であると見られているが， ソ連の海洋戦略の変化の兆として

注目される。

φルーブル切上げ論

ソ連の経済学者ターノフスキー教授と，アレクセイエフ教授の阿名が Voprosyy

Ekonomiki誌と Vnjeshnjajatorgovrja誌にループノレ平価の切上げ論を発表した。

現在のルーブル平価は9ルーブル＝10ドル（ 1ループノレ＝400円）とされているが， コ

メコンを相手とするソ連の原材料輸出が， 最近，シベリア開発費の嵩みと長距離輸送

のコスト高に足をひっぱられて，ソ連の出血になっているとして， これを是正するた

めにはループルの平価切上げをおこなう外はないと主張している。 しかし， 1965年以

来，国際的にも原材料価格は 3%も低落し，製品価格は 13%も上昇している時，ソ連

だけは依然として，コメコン諸国に割高な原料コストを押しつけているので， これ以

上の原材料の値上げにはコメコン諸国が承服しないものと見られている。

争鉄鋼と石炭の生産量

ソ連の鉄鋼生産は 1967年度で， 1億トンを突破した。また，石炭は6億トンを超え

た。 これはソ連の基幹産業の増大を示すものであり，この面では米国と肩を並べるに

いたった。 しかし，大陸内部に存在する製鉄所に対する原料輸送は，すべて鉄道に頼

らざるを得ないので，輸送力と輸送コストの面で，ソ連の鉄鋼生産量の伸びは， 漸く

限界に近づきつつあるものと予想される。同じ大陸国の米国も 1億2000万トンの鉄鋼

生産で，頭打ちになっている。

φ対外文化交流国家委員会廃止

12月23日付の Izvestija紙は，対外文化交流国家委員会を廃止し， その事務は今後

外務，文化の両省によって引き継がれると発表した。 この委員会のロマノフスキー議
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長はシエレーピンに近い線の人物と目されている。 この措置につづいて，ラジオ，テ

レピ，出版などの委員会も廃止・統合されるのではないかとの推測を生んでいる。 こ

れらの措置によって， この数年来，保安・新聞・通信・文化などの情報・統制機構に

勢力を占めていたシェレーピン・グループがほぼ完全に勢力を失なうことになりそう

である。今後の成りゆきが注目される。

多保安機関の50周年行事

12月20日，ソ連の国家保安機構（秘密警察〉が生れてから 50年を祝う式典が，クレ

ムリン内で開催された。その席上，アンドロポフ国家保安委員会（KGB）議長が演説

したが，その内容は帝国主義の脅威を強調した強硬なものであった。そして， 12月21

日，レニンクゃラードで4人の知識人が反ソ活動の罰名で長期刑に処された事が明らか

にされた。 しかし，この裁判については，ソ連の知識人の聞に激しい反発を招いた模

様である。

ソ連の保安機構はシェレーピン・グループの若手エリートの退潮のあと， もっと古

風な警察官僚が再び表面に出てきた感じであり， 民衆への締めつけは，かえって強化

される傾向にあるといってよい。

移日本商社員のピザ問題

モスクワ駐在の日本商社員のピサ延長が，ソ連の意向で来年は不認可になり， 商社

員の数を半分位にへらすよう申し入れてきた。 これについて，各商社ともソ連側につ

よく再考をうながしていたが， 12月22日，ソ連貿易省当局が全員にピザを渡す旨，日

本大使館筋に述べたので，一応問題はおさまった。 しかし，今後，機会ある毎にとの

ような面で問題が生じそうな気回が予想される。

1 日 v金約款要求一一政府は，ソ連政府がこのほど貿易公団を通じて日本への輸出

商談に金約款（決済を金，または金と等価値の通貨で行なうことを約束すること〉

をつけることを要求してきたことについて協議したが，これを認めないことを決

めた。

またソ連側が，さらに強く金約款を要求してきた場合，政府は①日ソ貿易では
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日本側は大幅に輸出超過（昨年実績で6000万わけであり，万一金価格の引上げ

などでわレが切り下げられた場合，日本のほうが輸出が多いのでソ連より損害が

大きい。②そのうえ，ソ連側の対日輸出はほとんどが1年以内の決済だが日本の

対ソ輸出は延払いが多く，この点でも日本側は大きな損害を受ける可能性がある

ーーとの立場から，ソ連側がたんに為替価値の保証のために金約款を望むなら，

むしろ日本にたいする貿易ノξランスや支払い条件を改善し，危険負担を同じよう

にするほうが先決であると主張する意向である。

v極東に新しい住宅建設材料工場一一.Pravda紙によれば，コムソモリスク市

で大型組立住宅用コンピナートの建設が開始された。これが完成のあかつきは年

間5000世帯以上の住宅用パネルが生産される予定である。この5カ年計画期間中

にソウガワニ，アムーノレスク， ピロピジアンにも同様の工場ができることになっ

ている。

vカラガンダ・トラクター組立工場一－Gudok紙によれば， タシケント市か

らの通信として，タシケント・トラクター組立工場のコンベアから，昨日 102台

のトラクターが送りだされた。これは同工場としては最高の記録である。労働者

たちは党中央委の決定に答えて，いまの5ヵ年計画を期限前に遂行すると宣言し

工場内のあらゆる余力を動員している。

Vアルタイの大粉乳工場一一.Pravda紙によれば，アルタイ地方のミハイロフ

カ村の大きな粉乳工場の施設は完成した。この工場は最新の設備を有し，毎昼夜

に100トンの乳を加工することになろう。製品は托児所，幼稚園および極北，極

東，中央アジアに向け出荷されるといっている。

Vクラスノヤルスク・セメント工場操業停止の危機一－StroitelinajaGazeta紙

によれば，クラスノヤノレスク・セメント工場は原料不足から操業停止の危機にさ

らされている。クラスノヤルスク工業建設トラストは依然として原料採掘鉱の建

設をおくらせている。クラスノヤノレスクでは作業の努力でなく書類のやりとりだ

けが闘われている。

Vクラスノヤルスク水力発電所の最初の発電機から 1億KWHの電力一一－Prav-

da紙によれば，建設中のクラスノヤルスク水力発電所（計画総出力600万kw)

において，革命50周年記念祝典の直前に始動した。最初の発電機2基・ (1基の出

力50万kw〕はすでに 1億KWHの電力を生産した。またダムの上流にできた人工

湖も，ダムの下流も12月になってもまだ凍結していないという。

2日 Vイエメンに軍用機供給一一モスクワの消息筋が2日明らかにしたところによ
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ると，ソ連はイエメンに軍用機を供給する協定を結んだ。イエメンからの報道で

は，この協定に基づくソ連製軍用機がすでにイエメンに到着しつつあるという。

Vソ連新憲法の起草一一ゴノレキン・ソ連最高裁長官は2日，ソ連憲法記念日

(5日〉を前に「ソ連新憲法の起草委員会は，個人の権利保障を強化しようとし

ている」と述べ，ソ連市民の権利と自由は拡大，強化される一方，市民に対する

法的保護は一層厳密に保証されようと語った。ゴノレキン最高裁長官の今度の発言

は，ソ連新憲法が西欧風の“個人の権利”の確立をめざしていることを明らかに

したものと注目される。ソ連新憲法は，第22回ソ連共産党大会（1961年〉で新し

い党綱領が採択されたのにともない，現行のスターリン憲法（1933年採択〉にか

わるものとして起草されることになり，準備作業が続けられているが，新憲法の

内容を示唆するデータは，これまでほとんど公表されなかった。

V南イエメン承認一一ソ連は南イエメン人民共和国を承認し，同国と外交関係

を樹立する用意のあることを表明した。

V コスイギン首相，シリア首相と会談一一コスイギン・ソ連首相は2日，訪ソ

中のザイン・シリア首相と会談した。会談は中東情勢をめぐる両国の立場の違い

に集中したものとみられる。ザイン首相はマブース外相らとともに29日モスクワ

を公式訪問， 1日にはブレジネフ・ソ連共産党書記長と会談したが，同首相はあ

くまでイスラエノレをアラブ占領地区から完全撤退させる決意だと述べた。

v北太平洋で再び海中爆発実験一一ソ連は12月3日から15日まで北太平洋の海

中で多数の爆発実験を行なうと発表した。これはアリューシャン列島南方の海底

の地質構造と北太平洋の音響伝達状況を調査するためのもので，ソ連の調査船と

海軍艦艇が行なうことになっている。ソ連政府は船舶の安全航行を確保するため

北緯50度55分と西経179度30分，北緯49度28分と西経179度10分，北緯50度30分と

西経179度，北緯51度55分と西経169度20分の， 4点を結んだ区域にすべての船舶

がはいらないよう要請した。

V中川大使，ソ連外務次官と会談一一特記事項参照。

vウズベキスタン最大の粉砕選別工場完成ー一－ Gudok紙によれば，タシケン

ト市からの通信として， ドジゥムウノレトゥの付近にウズベキスタン最大の粉砕選

別工場ができあがりつつあり，この工場は年間約50万トンの砕石を生産するだろ

うといわれている。現在引込線の敷設も行なわれている。最初の砕石はアム・ダ

リア河下流のタヒア・タシ水利センターの建設現場へ送られることになってい

るO
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vジァムブール国営地区火力発電所一一.Pravda紙によれば，カザフ共和国の

ジァムブールで、建設中の出力20万kwの国営地区火力発電所の第1ブロックが操業

をはじめた。この新しいブロックはカザ、フスタンでは最大のものである。ここか

ら出る電力はタラサ河の岸からカラタウ計画の工業，建設，コノレホーズ，ソフホ

ーズに送られ，中央アジア電力系の 1部である《ユジカズエネノレゴ》 （南カザフ

電力〉電力系に加入される。建設は計画の工期より早く進んでいる。

3 日 V日ソ貿易大幅増大一一タス通信が 3日伝えるところによると， 67年の日ソ貿

易はこれまでの最高，往復約4億5000万ドルに達する見込み。この数字はソ連の

対資本主義諸国貿易ではフィンランド，英国に次ぐもの。また10年前の第 1回日

ソ貿易協定締結時にくらべると貿易量はざっと27倍に達している。この10年間に

日ソ貿易がこのように順調に伸び、たのは主として①ソ連のシベリア開発にとって

日本は地理的にきわめて有利な地位にある。②ソ連側の最大の輸出関心品目であ

る石油，木材にたいする日本の需要が増大している一方，日本の消費材，軽工業

用を中心としたフ。ラント類にたいするソ連の関心が年々高まっているーーなどの

理由によるものである。

V西独，ソ連と交渉一一西ドイツ社会民主党（SPD）のヘノレムート・シュミッ

ト院内総務が 3日夜，ラジオ・インタビューで語ったところによると，西ドイツ

とソ連との間で，相互に武力行使放棄宣言を発表することについての会談が始ま

った由である。同氏はこの会談がどの水準で進められているかについては明らか

にしなかった。また最近プラント西ドイツ外相はツアラプキン・ソ連大使と会談

し，プラント外相はソ連側にこのような武力放棄宣言を相互に交換することを提

案した。これに対しソ連側は西ドイツは東ドイツとこの種宣言を交換すべきだと

主張したという。

▼ニューヨーク州バッファロのデモ隊，ソ連国旗を焼く

vジャムブゥル国営地区火力発電所－StroitelinajaGazeta紙によれば，カ

ザフ共和国のジャムプゥル国営地区火力発電所では，カザフ共和国最大の発電ブ

ロックが計画の期限前に稼動をはじめた。ブロック l基の出力は20万kwであるo

v北カザフ州の電化進む一一一.Pravda紙によれば，北カザ、フスタン州では最後

に残された農村が，このほど国営電力系に結ぼれた。これは計画よりも 3年早く

行なわれ，共和国内で最も進んだ全面的悪化地方となったものである。そのため

には大きな作業が行なわれ， 支柱は 11万本，高圧と低圧をあわせて全長約1万

3000kmの電線がひかれる。ベトロパブロフスクの熱・電力併給火力発電所の電力
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は100のコルホーズとソフホーズ，その他の企業に使用されている。

4 日 V欧州最大の試験原子炉一一－4日付のPravda紙によると，ソ連は欧州｜で最大

の出力を持ち，最も近代的な物質試験原子炉“100ワット原子炉”（ 1メガワット

は100万ワット〉をウラル地区ウリアノフスクの東メレケスで作動させはじめた。

この原子炉は90%の濃縮ウラン燃料を使い，テストされる物体に 1秒間に 1cm2 

当たり最大5兆もの中性子を当てることができる。またこの原子炉は燃料の補給

なしに20日から22日間最大動力で作動させることができる。同紙によれば，この

原子炉は平和目的に使用されるものであるという。

vフルシチョフ死去の噂一一フルシチョフ前首相が死んだらしいとのうわさが

4日夜，モスクワ市内に広まったが，ソ連共産党機関紙プラウダの当直編集幹部

はこれを否定した。

V タシケント・トラクター組立工場の新しい社会主義競争一一Pravda紙によ

れば，タシケントのトラクタ一組立工場では5ヵ年計画を期限前に遂行する社会

主義競争を展開した。工場の大きなコンベヤからの毎昼夜数十のトラクターがで

ている。以前はこの半分くらいしかできなかった。作業が能率をあげているのは

生産組織の先進的な方式の採用と機械設備の更新によるものである。年末までに

計画より 180台多くのトラクターを組み立てるといっている。

5 日 V憲法の日一一ソ連は5日，現行憲法制定31周年に当る「憲法の日」を迎えた

が，注目されていた新憲法草案はもとより，新憲法の起草作業の進み具合を明ら

かにする新聞記事も見られなかった。新憲法制定にはなお多くの未解決問題が残

っていることを示すものと見られる。

v米，ソ連船爆撃で陳謝一一米国務省スポークスマンは5日，ハイフォン港停

泊中に米国の北爆でソ連船に被害があったとのソ連の抗議にたいし「これまでの

調査では，その事実を確認も否定もできないが，もし損害があるとすれば不注意

によるもので遺憾にたえない」との言明を発表した。国防総省も同日間趣旨の声

明を発表，ただちにこれまでの調査結果と遺憾の意はソ連政府に伝えられたが，

国務省言明はその結びで「戦闘行為中停船ないしは出入船舶にたいしてかかる被

害を完全に除去することは不幸にして不可能である」と述べた。

T Pravda紙ルーマニア非難一一5日付の Pravda紙は来年2月，ブダペス

トで開催予定の世界共産党協議会議について述べ，この中で， lレーマニアが国際

共産主義運動内の対立をあふっていると非難した。

Vアルトゥイシタ士ポドパス鉄道に電気列車動くー－Pravda紙によれば，ノ
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ポクズネックからの通信として，新線のアノレトゥイシタ＝ポドパス鉄道で、本日；最

初のサイレンが鳴った。電気機関車はメシドゥレーチェンスク炭抗に向って最初

の列車を動かしたのである。この新しい鉄道は密林，湿地，クズネツ・アラタウ

の山地をよこぎつて 129kmにのびており，南シベリア鉄道の最終の区間である。

これによっていまや西シベリア冶金工場に鉄鉱石と石炭を運ぶ最短距離の道がひ

らかれたのである。

Vクズパスの石炭採掘増加－Pra・vda紙によれば，ケメロポからの特派員の

通信として，《レニヌウゴリ》（レーニン石炭〉トラストの炭坑夫たちは，クズパ

スで第1番に石炭採掘の年度計画を遂行し，さらに計画以上に12万5000トンの石

炭をだした。採掘の進歩的な技術によって，ここでは毎昼夜5ヵ年計画の第 1年

度より 115トン多い3625トンを生産している。

vベロポ国営地区火力発電所の第5ブロック稼動開始一一－ Stroitelinaja Gar-

eta紙によれば， ケメロボ州のベロボ国営地区火力発電所では新たに第5番目の

発電ブロック（出力20万kw）が稼動はじめ，クズパス電力系に加入した。ベロボ

国営地区火力発電所の建設者たちは，最後の第6番目のブロックの建設に着手し

fこ。

6 8 Vルーマニア書記長，ソ連非難一一ノレーマニア共産党のチャウシェスク書記長

は6日の同党全国会議で演説し，ソ連がノレーマニアに経済的圧力を加え，両国間

の協定に違反していることを非難した。

vグロムイコ外相，ワルシャワ着一一グロムイコ・ソ連外相は， 6日ワルシャ

ワに到着した。同外相は， 6日ラパツキー外相と， 7日はオハプ大統領，ゴムノレ

カ統一労働者党第1書記，チランケピッチ首相と会談する。

V対外文化交流国家委，廃止一一特記事項参照。

7 日 V衆院特別委の報告書一一参院沖縄問題等特別委員会の代表は， 9月初旬北方

領土問題の実情調査を行なったが， 7日，鯨岡兵輔委員（自）が同委員会に報告

書を提出した。この報告書は①北海道民は三木ーコスイギン会談における“中間

的なもの”に期待し，日ソ平和条約の早期締結を要望している②漁民の安全操業

をはかるため平和条約締結まで，日ソ両国間で漁業協定を結ぶ必要があるなどを

骨子としている。また返還交渉の対象になる国有の領土の範囲について同委員会

では千島も入れるべきだとの修正意見が出たが，結局，現地の意見は歯舞（はぼ

まい〉色丹（しこたん〉，国後（くなしり〉，択捉（えとろふ）の 4島であることで

了承された。
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Vナホトカ漁業見本市参加団体発会式一一大洋漁業，安宅産業両社はイシコフ

．ソ連漁業相などの要請に応じてソ連の極東海域における本拠地ナホトカで漁業

見本市を開くことになり，見本市参加メーカーを募っていたが石川島播磨重工

業，旭ダウ，住友電気工業など32社が参加することが決まり，関係35社は7日午

後，東京・大手町の経団連会館で発会式を行なった。見本市は「大洋漁業・安宅

産業ナホトカ見本市」という名称で，来年5月22日から同31日までナホトカ漁民

文化会館（展示面積330cm2）で聞かれる。

Vチユメーニ油田の高速削井作業 Pravdaによれば，チュメーニ州油田の

削井労働者たちは高い速度で作業を行なっている。 《チュメーニネフテガズラズ

ベトカ》 （チュメーニ石油ガス調査）トラストの作業班はチテレポ・マノレトウイ

ミンスク広場で深さ1571mのテスト削井作業を69時間で行なった。これは削井速

度のレコードである。

8 日 Vブレジネフ書記長，チェコ訪問一一プレジネフ・ソ連共産党書記長は，チェ

コ共産党と政府の招待で、フ。ラハに到着，ノボトニ一大統領，レナノレト首相らチェ

コ政府首脳の出迎えを受けた。詳細は特記事項参照。

vソ連，緊急安保理事会の招集要請 ソ連は8日，スエズ運河地区への国連

監視員増派を求めたウ・タント国連事務総長の提案を討議し，採決するため国連

緊急安全保障理事会の招集を要請した。

V米国防次官補，ソ連のへリ空母建造発表一一特記事項参照。

V西ドイツの新ファシズム警告－8日のモスクワ放送によると，同日セミヨ

ノフ・ソ連外務次官は駐ソ・ドイツ代理大使を招き，ソ連政府声明を手渡した。

これは， ドイツにおける新ファシズムの台頭に強い警告を与えたもので，最近

のハノーパ一議会選挙で国家民主党が独当局のあと押しで進出したこと，最新式

の戦車，潜水艦，ジェット機が増産され，ロケット製作，原子力工業部門が強化

されているが，これは，短期間に核兵器の生産に切り替えられうることに注意を

促し，警告した。

また，西ドイツがソ連および東ドイツを含む東欧諸国との関係正常化を望み武

力を行使しないとの声明を交換したいと望むのであれば，次の五つの条件を満た

さなければならないと述べている。

①欧州における現在の国境を承認すること，②西ドイツが全ドイツを代表す

るとの主張をやめ，東ドイツを承認すること，③“核に対する野心”を捨てる

こと，④“西ベノレリンの侵食”をやめること，⑤1938年のミュンへン協定が
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“そもそも最初から無効である”と認めること。

Vモスクワ放送， 「ワシントンの粛清」報道一一8日のモスクワ放送はゴール

ドパーグ米国連代表の退陣をめぐる報道をとりあげた解説「ワシントンの大粛清」

を伝え，次のようにのべた。

米国のマクナマラ長官の辞任にともなうセンセーションのほとぼりがさめな

いうちに新しい政治的爆弾が破裂した。第 1はフランケノレ国務次官補の解任，

第2はコーラ一政治担当国務次官代理の辞任，第3はゴーノレドパーグ国連代表

が近く辞任するとのうわさ，第4は閣僚をも含め，さらに数人の政府高官が辞

任することについての半ば公式の報道がそれである。

このようにマクナマラ国防長官の解任は，孤立したできごとではなく，政府

を抜本的に改造するホワイトハウスの一般的方針の一部にすぎない。換言する

と，ワシントンでは支配層の不満をかっている人たちの大きな粛清が始ったの

である。この粛清は米国の政策の破たんの証拠でもある。マクナマラ長官の辞

任は，まさにベトナムにおける米国の失敗と結びついていることは明らかであ

る。

9 日 V世界党会議，招請状発送一一一ソ連共産党消息筋が9日語ったところによると，

来年2月プダペストで開催予定の「世界共産党会議準備会議」の招待状がすでに

発送されたといわれる。同筋によると，招待状はハンガリ一社会主義労働者党カ

ダノレ第 1書記の名で送られたという。

V西独，ソ連の非難拒否一一一キージンガー西独首相は 9日夜，西独政府はナチ

スと軍国主義の復活に目をつぶっているとのソ連の非難を，笑うべき不当な中傷

だと強く拒否した。

キージンガ一発言は，いわゆるネオ・ナチス活動抑制に断固たる措置をとるよ

う要求したソ連政府声明をはねつけたもので，西独政府が極右の国家民主党に対

し“保護的態度”をとっているとのソ連の主張はこっけいきわまると述べ，さら

に西独での軍国主義の台頭といういいがかりが不当であることは，西独が核兵器

生産を放棄している一方で，こうした非難が核とミサイル軍備を際限なく拡張し

ているソ連から出ていることでもわかる一一ーと付け加えている。

Vブレジネフ書記長，帰国一一ーチェコを訪問したプレジネフ書記長は空路，モ

スクワへ帰った。

10日 Vソ連，カンボジア支持一一タス通信は10日午後4時（日本時間午後10時〉「米

国は中立カンボジアにたいして新しい挑発を試み，沿岸封鎖ないし直接進攻をね
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らっている。この東南アジアに戦火を拡大しようとする米国の試みは，世界の平

和愛好諸国から“強力な反撃”にあうだろう。米国はその行動の結果について全

責任を負うべきである」という強硬な声明を発表した。

T Pravda紙，美濃部知事の談掲載一一10日付の Pravda紙は，東京特派員の

オフチンニコフの記事を掲げ，美濃部知事がマルクスの資本論に精通し，人民戦

線の必要を力説していると述べた。

Vチタ市のシリカート工場の焼瓦生産一一StroitelinajaGazeta紙によれば，

チタ市のシリカート工場は煉瓦の年度生産計画を 1.5ヵ月早く遂行した。さらに

モスクワやレニングラードの諸工場の労働者にみならって，彼らはいまの5ヵ年

計画（1966～70）を1970年8月に完了し， 5ヵ年計画で定められた量よりも2500

万個多く煉瓦を生産するといっている。

▼チュメーニ州の石油・ガス資源増加――Pravda 紙によれば，チュメーニ州

では，今年二つの大きな油固と四つのガス資源が発見された。調査によって原油

の埋蔵量を増加する計画は大きく超過遂行され，ガスの埋蔵量の増加は 3兆 m3

となった。これは5ヵ年計画全期間に予定された計画量より 3.5倍多い。極北の

ガス資源は 1.5兆msで巨大なウレンゴイ資源のガス周蔵量は 2.6兆maとみられ

ている。

1 1日 V東独のウルブリヒト訪ソ一一東ドイツのウルブ守リヒト国家評議会議長兼社会

主義統一党第 1書記は， 11日列車でモスクワに着き，コスイギン首相，ブレジネ

フ書記長の出迎えをうけた。

V安宅産業の事務所許可一一ソ連外国貿易省は11日，安宅産業に対しモスクワ

常駐事務所設置を正式に許可した。日本商社で常駐事務所を認められたのは11月

末の伊藤忠，東京貿易に次いで今度で 3社となった。ソ連側の許可した安宅産業

の駐在員は2人。

V ソ連・東独会談一一東ドイツのウノレブ、リヒト国家評議会議長兼社会主義統一

党第 1書記ら指導者は11日，クレムリンでソ連の指導者との会談を始めた。ソ連

側からはプレジネフ共産党書記長，コスイギン首相ら，東ドイツ側からウノレブリ

ヒト議長，シュトフ首相らが出席した。

T NATO事務総長， ソ連軍の増大指摘一一プロシオ NATO（北大西洋条約機

構）事務総長は13日の理事会を前に11日記者会見し，特にソ連の軍事力強化にふ

れ「あらゆる兆候からみて，ソ連は世界のいかなる地域の紛争にも対処出来るよ

うな新しい機動戦力の編成にのり出した」と述べた。
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12日 v米ソ，宇宙船援助協定一一信頼できる筋が12日明らかにしたところによると

アメリカとソ連は宇宙飛行士と宇宙船への援助，宇宙飛行士の本国帰還および宇

宙船の引き渡しについての協定草案で合意したという。

v万国博へのソ連の計画一一一全ソ商業会議所は12日， 1970年日本万国博覧会に

ついての本社の質問に答えて「来年月初めに代表団を派遣し，ソ連館の建設など

について日本側関係者と協議し，建設問題を決めたい」と述べた。

日本万国博でのソ連の建設予定ソ連館の内容などについての質問に対するソ連

側の回答によると①現在ソ連館の構造，内容を検討中であり，具体的な結論には

到達していない，②しかし70年がレーニン誕生100年であることからソ連の展示

にもこのことが反映されるはずである，③68年1月初めに代表団が訪日し日本側

関係者と協議する一一ーなどとなっている。

vソ連・東独共同声明一一モスクワで会談中のソ連，東ドイツ両国代表団は12

日夜「西ドイツ政府は今日欧州の平和に対する“主たる脅威”となっている」と

の共同声明を発表した。

vマングイシラク地方の輸送力強化計画一－Economichesね:jaGazeta紙によ

れば，カスピー海東岸マングイシラク油田の開発にともない，原油の輸送が問題

になっている。鉄道省次官 S.Nachuechenkoは， 「パイプラインができあがる

までに鉄道によって 200万トンの原油が送られる。鉄道省としてはこの地方の輸

送量の増加にともない，ベイネウ＝マカト，グリエフ＝カンダカチ両鉄道の輸送

力を強化し，新鉄道としてグゥリエフ＝アストラハン鉄道が建設されるJと語っ

fこ。

V トミ・ウーシスク炭田の開発一一一Pravda紙によれば，西シベリアのトミ・

ウーシンスク盆地はシベリアの宝庫で，ここの原始密林の下に西シベリアの地質

調査隊は巨大な炭田を発見した。近年そこにソ連でも最も大きい炭坑が発展して

西シベリアの火力発電所に向け毎昼夜数千トンの燃料を供給している。

v，東結したオピ河河底のパイプライン敷設工事開始一一Pravda紙によれば，

チュメーニからの通信として，水中作業隊第3班はニジネワルトフスク＝ウスチ

パノレイク間石油パイプライン建設工事のなかで最も困難なスウルグゥト市地区に

おけるオピ河河底のパイプ敷設工事をはじめた。オピ河は現在氷におおわれ，河

幅は 1.5km，深さは所々20mに達している。

13 B V駐日公使にオコニシニコフ氏一一回在ソ日本大使館が13日明らかにしたところ

によると，ソ連外務省は駐日ソ連公使にオコニシニコフ同省極東部次長を正式に
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任命した。新公使は年末までに赴任する由。

V太平洋ロケット実験終了

vクラスノヤルスク・セルローズ厚紙工場の拡張一一－Stroitelinaj，αGazeta紙

によれば，クラスノヤノレスク工業化学建設トラストの第5局の労働者たちは，セ

ノレローズ原紙工場でさらにひとつの大きな工場を正常運転にはいらせた。 12月に

は同工場に新しい電気修理工場，変電所および300名の労働者のためのアパート

ができることになっている。

14日 Vソ連・ルーマニア首脳会談一一公式訪問のため14日，ソ連に着いたチャウシ

エスク.lレーマニア共産党書記長兼国家評議会議長を団長とする同国党・政府代

表団とソ連側との会談は同日クレムリン宮で開始された。

会談にはソ連側からプレジネフ共産党書記長，ポドゴノレヌイ最高会議幹部会議

長，コスイギン首相らが出席した。

vゴムベルト，輸出成約一一ゴムベルト業界が14日明らかにしたところによる

と，全ソ連雑品輸入公団と商談を進めていた43年分のコンベヤー・ベルト輸出は

42年分とほとんど同じ内容でまとまったもようである。業界は関係商社を通じモ

スクワで近く正式調印にこぎつける意向だがいまのところ輸出数量はナイロン・

コンベヤー・ベルト 4方3000メートル，スチール・コンベヤー・ベルト 3万5000

メートノレ，契約総額は12, 3億円に達するものとみられている。

l NATO閣僚理，閉幕－NATO（北大西洋条約機構〉の秋季閣僚理事会は14

H，①ソ連との安全保障取決めで安全を保つ“一つの欧州”のワク内で， ドイツ

再統ーへの努力を強化する，②ソ連の海軍兵力が強化されている南東方面（地中

海）の軍事情勢について特別の調査をする，③欧州での均衡のとれた兵力削減の

可能性を含め東西聞の実質的な軍備－管理措置の作業を促進する一一むねの宣言を

発表， 3日聞にわたった会議を閉幕した。

Vアム・ダリア河の航行続く Pravda紙によれば，中央アジアのアラリス

クからの通信として，アム・ダリア河の航行は続いている。中央アジア航運局の

従業員たちは多くの指標において年度計画を超過遂行し，計画より 6万トン多く

貨物を輸送した。アリスク港（アラノレ海東岸〉の従業員たちは航行速度を増大し

た。

15日 Vソ連・ルーマニア共同声明一一チャウシェスク共産党書記長兼国家評議会議

長を団長とするルーマニア党・政府代表団のソ連訪問の成果についてのソ連・ノレ

ーマニア共同声明が同日モスクワで発表された。声明の内容次のとおり。
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0 Yレーマニアの党・政府代表団はソ連共産党中央委員会と政府の招きでさる

13日から15日までソ連を公式訪問した。

0率直かっ友好的な空気の中で行なわれた会議で，双方はソ連とルーマニア

の関係を一層発展させる問題，現在の国際情勢および国際共産主義と労働運動

の差し迫った諸問題について広く意見を交換した。また双方は両国間の経済協

力を発展，拡大する問題を審議し，すでに締結された諸協定の遂行状態につい

て意見を交換した。

0外交問題の審議で，双方は現在の国際情勢の下で社会主義と共産主義を首

尾よく建設し，世界における社会主義陣営の立場を強化するための決定的条件

のひとつが，新しし、世界大戦の脅威を防止する闘争であることを強調した。

0双方は，アメリカのベトナムでの強盗的侵略を断固として糾弾し，ベトナ

ム国民の正義の英雄的闘争にこんごも全面的援助を与えることを声明する。

0双方は，欧州の平和と安全を強化する問題に深い関心を示し，帝国主義の

侵略途上の大きな障害であり欧州｜平和を維持するための決定的な力であるワル

シャワ条約機構を一層強化することを必要と認めた。

0両党代表は，両党関の連携と協力を一層発展させる問題および国際共産主

義運動の差し迫った諸問題について意見を交換し，偉大なマルクス・レーニン

主義，フ。ロレタリア国際主義の原則，ならびに兄弟党が共同で作成した諸文書

に基づいて社会主義共同体諸国，国際共産主義，労働運動の統一と団結を全面

れ的に強化することを自分たちの第一義的任務とみなした。

0ソ連党・政府代表団が，来年ルーマニアを公式訪問することが取り決めら

れた。

Vルーマニア代表，帰途一一一ソ連を公式訪問していたルーマニアの党・政府代

表団（団長チャウシェスク共産党書記長兼国家評議会議長）一行は15日，モスク

ワのキーエフ駅から帰国の途についた。

V漁船員51人釈放一一ソ連外務省は15日，モスクワの日本大使館に対し，抑留

日本人漁船員51人を25日か26日に，樺太のホルムスク（旧真岡〉で日本側に引き

渡すと通告してきた。大使館はこれを直ちに本国政府に報告，海上保安庁の船が

引き取りに向かうはずである。

V トルクメン共和国の石油産業はソ連で第3位－Pravda紙によれば， トル

クメン共和国はいまや石油の生産高でソ連内の第3位を占めるようになった。今

年（1967）は1966年度より約 100万トンも多く採取されるであろう。ガス産業も
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また急速に発展しつつあり，草命50周年記念日前に大きな輸送管によってモスク

ワとレニンクやラードに送られた。新しく開発されたパルサ・ゲリメセ油田では噴

出する油井がどんどん増加し，荒野で働く労働者の勤労に報いている。

16日 v宣伝機関再編成の噂一一ソ連政府と共産党の思想、・宣伝問題を扱う機関の再

編成が差し迫っているとの情報がモスクワで広まっていると伝えられた。この情

報によると，再編成の中心は対外文化関係，放送・テレビ，新聞，映画の四つの

政府の委員会を廃止することで，これら委員会の機能は外務省，文化省など各種

の省に引き継がれるものと見られる。こうした再編成は，文化面での党の支配を

強化する措置の一環のようだとみられまた，これら四つの委員会の委員長たちが，

このところ勢力が落ちてきているシェレーピン氏に近かった人たちであることも

指摘されている。

Vチタ市の新しい大きな自動車修理工場一一Pravda紙によれば，チタ市から

の通信として，同市で新しい自動車修理工場が営業をはじめた。これは同種の工

場としてはノボシピノレスクからウラジポストークの間で最も大きなものである。

広い工場内では流れ作業の修理設備が計画されており，ディーゼル・モーターだ

けでも年間3000台以上の大修理ができるといっている。

17日 v北ベトナムヘミサイル訓練要員一一ソ連国防省機関紙「赤い星」は北ベトナ

ムからこのほど帰国したソ連技術者団の 1専門家が，北ベトナムの教育センター

でベトナム人民軍兵士にロケット兵器の使用法を教育したと伝えている。

18日 V ピリピノ市の発展－Pravda紙によれば，ピリピノ（チュコトカ民族管区）

からの通信として，ピリピノで1100の電話を加入させることのできるチュコトカ

で最も大きい自動電話交換局が操業にはいった。これはレニングラードの《クラ

スナヤ・ザリヤ》工場で製作されたものである。地区の中心ピリピノ市はまだ10

年の歴史しかないが，いまや工場，映画館，高層ビルを持つ都市となり，人口は

すでに 1万2000を超えている。

19日 Vソ連，東欧外相会議一一中東情勢討議のためのソ連および東欧7ヵ国の外相

会議が19日，ワノレシャワで聞かれた。ポーランド外務省の発表によると，同外相

会議参加国はブルガリア，チェコ，ユーゴ，東ドイツ，ポーランド，ハンガリ

ー，ルーマニア（外務次官が出席）ソ連で，アノレパニアは勿論参加していない。

この会議の目的は，中東紛争に対する共産圏諸国の結束を示すためのものとみら

れる。

vシャイム油田のボーリング作業好成績一一Pravda紙によれば，チュメーニ
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からの通信として，シャイム油田の労働者たちは年間4万5000m，つまり計画よ

りl万m多い削井作業を行なう約束をしていたが，それはすでに超過遂行され，

シベリアではいまだ、かつてないほどボーリング機械の能率をあげている。

Vウズベク共和国に新しくナマンガン州創設一一－Pravda紙によれば，ウズベ

ク共和国ではフェノレガナ盆地の経済発展の指導を容易にするため，この地方に新

しくナマンガン州を設けることにきめた。ナマンガン州にはナマンガン市とフェ

ノレガナ盆地北部の七つの大きな綿花裁培地区がはいることとなっている。本日こ

の問題についてナマンガン市で党アクチプの集会が催された。

V極東・シベリアのセルローズ工業一一一EconomicheskajaGazeta紙によれば

極東のコムソモリスク・セノレローズ厚紙工場は最初の生産品をだした。ブラック

の木材工業合同では今年コード用セルローズの生産がはじまった。パイカノレ・セ

lレローズ工場の建設も完成に近づきつつある。経費節約のため機械設備を更新す

ることについてはブラック木材工業合同を手本としている。

20日 Vソ連保安機構50周年 特記事項参照。

f Prov白紙ベトナムへメッセージ一一20日のソ連共産党機関紙プラウダは，

南ベトナム民族解放戦線創立7周年にあたり，ブレジネフ共産党書記長，ポドゴ

ノレヌイ最高会議幹部会議長，コスイギン首相の 3首脳が，解放戦線のグエン・フ

ー・ト中央委幹部会議長に対して送ったメッセージを発表した。そのメッセージ

は，①解放戦線の新綱領が独立，民主，平和，中立の南ベトナムを建設するため

の闘争で重要な役割を果すことは疑いない，②ソ連人民は南ベトナム愛国者の正

義の闘争に対する連帯の意を表明する，③ソ連はあらゆる方法で解放戦線と新綱

領を支持する一ーなどの点を強調している。

21日 Vソ連・東欧外相会議終了，共同コミュニケ発表

' 4人の知識人，長期刑一一知識人4人がこのほどレニングラードで，現政権

転覆をはかったカドでの有罪判決を受け，最高15年の禁固刑を申し渡された。 4

人は昨年3月，ソ連の秘密警察に逮捕されたものだが，そのさい警察側は，隠さ

れていた小火器など武器を発見，また一味は国内の主要3地域で反政府地下活動

をつづけていたという。 4人のうちレニングラード大学のチベット問題専門家オ

グノレツオフ教授， ドストエフスキー全集の編さんにあたっていたユーゲン・ファ

ギンの 2人は，それぞれ15年と13年の禁固刑を受けた。

Vチユメーニ・モーター工場で特種のターボジェット・エンジン生産一－Prav-

da紙によれば， チュメーニ・モーター工場は特種のターボジェット・エンジン
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の生産をはじめた。このターボジェットエンジンの特長は飛行機の上昇速度を速

やめ，暑い天候における飛行を容易にし，滑走路の短い飛行場における離着陸を

便ならしむるものである。

22日 曹三井物産，モスクワ支店の設置許可一一三井物産は22Fl，ソ連貿易省からモ

スクワ支店設置の正式許可を受けた。三菱商事も， 25日，同じ許可を受ける予定

であるという。これで支店設置を認められた日本商社は伊藤忠，進展実業，安宅

産業，東京貿易，兼松江商，イスクラ産業と合わせ合計8社になる。

v日本商社員のピザ問題一一ソ連当局がモスクワ駐在の多数の日本商社員に対

し，その数の半減を要求し，来年のピザ、を出ししぶるという問題が起こり，日本

大使館は22日ソ連貿易当局に事情説明を申し入れた。このソ連の突然の態度変化

の裏には，最近のソ連圏内の公安取締まり強化を反映して，ソ連治安当局の強い

圧力があるという見方もある。

Vコラ半島の原子力火力発電所一一－Stroitelina｝αGαzeta紙によれば，現在極

北のコラ半島においてソ連最北の原子力発電所が建設されている。これからぼう

大な土工作業が必要で，機械手たちは約40万m3の岩石や土壌を移さなければな

らない。発電所から10kmのところに新しい都市ができることになっている。

23日 v対外文化交流国家委廃止一一一特記事項参照。

V商社員の査証交付，ソ連側当局約束一一駐ソ日本大使館が23日明らかにした

ところによると，同大使館の中尾賢次参事官は22日，ソ連貿易省にアゾフ東南ア

ジア・中近東局次長をたずね，モスクワ駐在の日本商社員全員に査証をとどこお

りなく発給するよう強く要請した。これにたいしアゾフ局次長は手続きに手間ど

っているが，全員に査証を出すと約束した。日本大使館は23日，この会談内容を

商社側に伝えた。

V週5日制実施を発表一一ソ連政府各機関は来年1月 1日から週5日， 41時間

労働制を実施する旨，発表したo

vイルトゥイシ＝カラガンダ運河の建設状況－Gudok紙によれば， 12月22

日イルトワイシニカラガンダ運河の水は始発点の水利施設センターから 133kmの

水路を経て，ポンプの力により80mの高さに送り掲げられた。この水はエキパス

トゥズの貯水湖に注ぎはじめている。深さ 7mに達する水路を毎秒 75m3の水が

通過することになる。運河工事第1順の完成を記念して水利建設者たちのミーチ

ングが催された。一

24日 V破門あり得ずとモスクワ放送一一24日のモスクワ放送は「世界共産党会議は
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ぜひとも必要である」と題する解説を伝え， 「世界共産党会議で，いずれかの党

の事業に対する介入，ましてや共産主義運動からのいずれかの党の破門が取り上

げられることはありえない。ソ連共産党はこのようにみており，チェコ，デンマ

ーク，チリ，ポーランドその他の共産党も同じ態度をとっている」と述べた。

V極東鉄道沿線の豪雪ー－Gudok紙によれば，ハパロフスク市からの通信とし

て，概東鉄道沿線は猛吹雪に見舞われ，ウスリー線区の交通は麻庫した0 Jレゥジ

ノ，グゥベロポなどの各駅は除雪がはかどらず，グゥベロボとチャYレダンカ間で

は3列車が雪にうずもれた。

Vイルクーツク・アカデミー地区の新しい地殻研究所一一一Pravda紙によれば

イノレクーツク市からの通信として，岡市でこのほどソ連邦科学アカデミー・シベ

リア支部の地殻研究所の建物が完成した。この建物はアンガラ河の左岸にあるイ

ノレクーツク・アカデミ一地区最大のもので，その有効面積は 8000m2である。建

物内には約500の研究所と研究室が設けられる。この地殻研究所はアカデミ一地

区では4番目のものである。

V力ザフ共和国内にタルドゥイ・クゥルガン州新設一一Pravda紙によれば，

本日カザフ共和国最高会議幹部会は，共和国内（パノレハシ湖の東南方，中共との

国境近く）に新たにタノレドゥイ・クウルガン州を設ける指令を採択した。タノレド

ゥイ・クワノレガン州にはタノレドゥイ・クゥルガン市，テケリ市およびアノレマ・ア

タ州にあった八つの地区が含まれる。新しい州の行政中心地はタルドゥイ・クゥ

yレガン市である。

25日 V北太平洋で爆発実験一一ソ連は日本に近い北太平洋地域で地震，津波予測技

術開発のための爆発実験を25日から 1月10日まで連日行なう。

実験区域は，次の4点に閉まれた区域である。

北緯43度13分東経149度0分，北緯44度23分東経149度0分，北緯51度24分東経

159度10分，北緯50度46分東経160度9分。

実験は毎日，現地時間午前10時から午後4時まで行なわれる。

ソ連政府は，実験期間中の航海の安全を確保するため，同海域を期間中に航行

する可能性のある諸国政府に対し，各船長に対して実験海域に立ち入らぬよう指

示することを要請している。

V日ソ文化交流協定一ーモスクワで来年度の日ソ両国団体聞の文化交流協定が

調印された。調印式には，ソ連側からイワノフ対外友好文化連絡団体連合会副会

長，日本側から原茂社会党代議士が出席した。協定によれば，相互の交流はいつ
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そう拡大され，日本へはソ連陸軍歌舞アンサンプル，ソ連へは日本古典バレエ団

がそれぞれ派遣される。また編集出版業者，医師，経済学者，都市建設専門家，

作家，作曲家，ジャーナリストの代表団の交換，写真展，芸術映画記録映画の交

流も行なわれる。

vザミヤチン部長の記者会見一一一ザ、ミヤチン・ソ連外務省新聞部長は25日の記

者会見で，ソ連の外交方針について説明したあと，日本人記者団の質問に対し

「北方領土問題に対するソ連の立場は，かねてから明確にされたとおりで，従来

の政策に何ら変わりはない」と強調した。今月はじめ，モスクワで日ソ平和条約

締結にいたるまでの“中間的措置”について日ソ間の交渉が始まってから，ソ連

が北方領土問題に関し公式に見解を明らかにしたのは，これがはじめてである。

また，社会主義国の対ベトナム援助問題でザミヤチン部長と新華社モスクワ駐

在記者の間で激論が展開された。

Vモスクワテレビ，スターリン称賛一一一モスクワ・テレビは25日，スターリン

元首相が社会主義の建設に貢献したと称賛した。その反面，フルシチョフの事は

完全に黙殺したという。

V軽工業計画完遂一一一ソ連中央統計局25日の発表によると，ソ連の軽工業企業

はことしの計画を完遂し，織物，毛編み物および皮製はきものの年間生産計画は

超過完遂された。軽工業が全体としてソ連工業の発展率を上回ったのはことしが

初めてである。

V脱走米水兵4人，まだモスクワに一一ソ連平和委員会スポークスマンが25日

言吾ったところによると，さきにモスクワ駐在フィンランド領事に同国通過ピザ、を

申請して却下された米空母イントレピッドの脱走兵4人は，なおモスクワに滞在

中である。

v米記者の車に爆弾一一25日夜モスクワのアパートで 9人が死亡した爆発事故

についで，米通信社記者の自動車に爆弾が仕かけられ自動車が破損するといった

事故があった。この自動車はAP通信社のモスクワ支局長へンリー・ブラッドシ

ヤ｝氏のもので，アパートの外側に駐車中，車の下に仕かけられた爆弾が爆発し

た。これら二つの爆発事件は関連があるかどうかいまのところ明らかでない。

V石炭生産約6億トン一一中央統計局はソ連の今年の石炭生産高は，約6億ト

ンに達する見込みと発表した。

Vモスクワのアパート爆発一一25日午後11時ごろ，モスクワのクレムリン宮殿

から 1キロ半離れた 6階建てのアパートで爆発事故が起こり，少なくとも 9人が
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死亡，多数が負傷した。警察の調べでは原因はガス本管からガスがもれたため。

Vブラック電力工業地区の発展一一StroitelinαrjaGazeta紙によれば，ブラッ

ク電力工業地区は 10万km2のひろさを有し，その内部には発電所のほか，コルシ

ュノボ採鉱冨化コンビナート，アルミニューム工場ならびに大きな木材工業合同

がある。

26日 Vコスモス 197号打上げ

vサハリンの新しい鉄道建設ー一一一Gudok紙によれば，サハリンの北部で175km

の鉄道が建設されている。この鉄道はポベジノ駅からアリパ団地に至るものであ

る。建設者たちは最後の 9kmを残してほとんど全線の工事を終ろうとしており，

1部の地区ではすでに作業列車が動いている。この鉄道はサハリンの南部と大陸

向けの木材を数百万m3を輸送することになるといっている。

Vサハリンの新しい油田開発一一Rravda紙によれば，サハリンの石油産業は

この5ヵ年計画期間に採油量を 2倍にする予定を立っている。そのため彼らはサ

ハリン北部のカレンドとトワンゴノレの油田を新たに開発しようとしている。

27日 Vコスモス198号打上げ

vソ連の軌道爆弾探知網一一米国は目下，ソ連のFOBS（部分軌道爆弾〉に対

する早期警戒のための新型レーダー基地をフロリダ州チンドール空軍基地内に建

設中であるといわれる。

このレーダーは「オーバー・ホライゾン」型と呼ばれるもので，地球の湾曲部

に沿って電波を送り，目標がまだ地球の裏側にある聞に探知するもの。マクナマ

ラ国防長官は11月3日の記者会見で，米国がこの型のレーダーを開発中であると

言明していた。

' C。mm，』『

次のように述べた。

0ソ連共産党は，共産党・労働者党の国際会議開催のためのあらゆる準備お

よび会議の進め方を共産主義運動の肯定的な任務に集中しなければならない。

会議は，共産主義運動からだれかを追放するための“法廷”であってはならな

＂、。
0会議の目的は，帝国主義と戦争の脅威に反対して闘争し，労働者階級の利

益を擁護するという労働者階級の最高の利益を守るための団結を強化すること

でなければならない。

0ここ数ヵ月間に諸国共産党の絶対的多数（約70党〉が何らかの方法で，新
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たな国際会議を開催することに賛成の意を表明した。過去の国際会議で編み出

された国際共産主義運動の総路線は，いまなお重要性を失っていない。

Vイラク・ソ連石油開発協定一一一バグダッド放送が報じたところによると，イ

ラク訪問のソ連石油使節団はイラク国営石油（INOC）との聞に探油，採油，販売

の各分野で協力することを内容とする協定に調印した。ソ連の探油，採油地域は

南ルマイラを含むイラク地南部の4地域にわたっている。

V ソ連外交団，イエメン引揚げ モスクワ放送によると，イエメン国内の玉

党派と共和派の戦闘のため，ソ連外交団は身辺の安全上，首都サヌアから一時引

き揚げた。同放送は「外人雇兵のグループが共和派の支配地域を襲い，サヌアも

付近の丘から爆しい砲火を浴びている」と述べ，さらに「ソ連とイエメンの伝統

的な友好関係は外交団引揚げなどによってそこなわれはしない。情勢が許し次第

外交団は任務にもどるだろう」といっている。

V ケメロボ』1111タイガ駅の機関庫の好成績－Pravda紙によれば，ケメロボ州

のタイガからの通信として，同駅の機関庫はクズパスにおける運輸企業中好成績

をおさめているもののひとつである。そこの従業員たちはモスクワとレニングラ

ードの労働者たちの呼びかけに応じ，いまの 5ヵ年計画に（1966～70）よる輸送

計画を期限前に遂行する決議を行なった。社会主義競争の結果今年度計画を25日

早く完了し，しかも3200万kwの電力を節約した。

28日 Vピザ問題解決か一一懸念されていたモスクワ駐在日本商社員の査証延長問題

はほぼ円満に解決の見通しとなった。

年末で査証期限の切れる80～90人（駐在員合計は百数人）は査証延長のメドが

立たず，駐ソ日本大使館を通じてソ連政府に査証発給を強く申し入れていた。今

週になってぽつぽつ査証が出はじめ，幹事が28日昼過ぎまでに調べたところ絶望

視されているのは 3人，不安なものは17人で，残り全員はすでに発給されている

かもしくは発給確実とみられている。

vサハリンの曳網船の豊漁 Pravda紙によれば，ユジノ・サハリンスクか

らの通信として，曳網船《コスモナフト・コマロフ》の漁夫たちは今年のはじめ

から 6万トン以上の魚類を水揚げした。そのなかの2万6000トン以上は太平洋ニ

シンであった。このことは年度計画を 2倍余遂行したことを意味する。この型の

漁船としては漁獲高のレコードである。

29日 Vマエフスキー論文 29日付Pravda紙は「ワシントン菌」と題する同紙国

際問題評論員マエフスキー署名論文を発表した。ソ連の新聞が北方領土問題をま
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ともに取り上げ論評を加えたのは最近例のないことであり，コスイギン提案によ

って開始されたばかりの日ソ政治交渉をけん制する措置とみられる。マエフスキ

ー論文の題名「ワシントン菌」とは，ジョンソン米大統領との会談後，佐藤首相

が“現実無視のワシントン菌”におかされてしまったことを皮肉ったもので，日

本政府の対ソ（北方領土）政策をきびしく論難している。同論文によると「歯舞

（はぼまい）色丹（しこたん）択捉（えとろふ〉国後（くなしり〉島の即時返還

と他の領土の帰属を日ソ平和条約締結時に決めるJとの佐藤答弁（鯨岡議員に対

する〕は“まったくおかしな判断”だとして次のように反問している。

0まさか，東京ではすでに解決済みの領土問題を，どこかしらでもう一度検

討されると本気で考えているのだろうか。

0まさか，東京では国境線の改定問題提出は欧州におけるボン復讐（しゅう）

主義者の呼掛けにこたえるものであることを，ご存じでないとでもいうのであ

ろうか。

vグロムイコ外相，中共攻撃一一グロムイコ・ソ連外相は29日夜，クレムリン

で聞かれたソ連外交50周年記念集会における演説して，中共の‘6マルクス・レー

ニン主義からの後退”の危険について警告し，これは“毛b沢東グループ”が左翼

的言辞をろうして，いわゆるプチブル冒険主義と大国の盲目的愛国主義路線を推

進している数々の事件からも明らかだと激しく攻撃した。

V力ザフスタン冶金工場の薄板圧延機《7000》一一lzvestija紙によれば，カザ

フスタンのテミルタウ（カラガンダの北方〉からの通信として，冶金工場では巨

大な圧延機《7000》が稼動しようとしている。この薄板圧延機《7000》はソ連工

業で非常に必要な機械で， 1.2mmから12mmまでの薄板を供給できるものであると。

V力ラガンダ合成ゴム工場のカーバイド炉一一一Pravda紙によれば，カラガン

ダ市からの通信として，カラガンダ合成ゴム工場のカーパイド炉工場はソ連最大

の設備で，その製品は国内と国外各地に出荷されている。最近は経済の新方式を

導入し，生産能率を挙げ，いくつかのレコードを打ち立てた。

30日T Vムイリジノ＝クズバス地区における地質調査隊の活動一一 lzvestija紙によ

れば， トムスク市からの通信として，｜司州の地質調査隊はいまオピ河とエニセイ

河の聞の広大な地域においてガスと石油の資源を探査中で，このシーズンは主と

して将来のガスパイプラインの経路にあたるムイリジノ＝クズパス聞を調査する

ことになっている。調査班の数は14に達し，最初の資材をワシューガニヤから受

領した。
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アジア地域開発関係補足記事

(1) ノボクズネックの水力たて抗第2/11買操業開始

シベリア開発（12月〉

11月17日付の Stroitelinaj，αGazeta紙によれば，水力たて坑の第2)1債は計画の期限

より 2カ月早く操業にはいった。この新たて坑の年間石炭の生産力は 80万トンといわ

れている。坑夫たちはレーニン生誕百年祭までに計・画の生産力をださせると約束して

いる。

(2) アト・バシ水力発電所の建設

11月21日付の EconomicheskαjaGazeta紙によれば，キノレギズ共和国のアト・パシ

水力発電所の建設者たちは，アト・パシ河の本流を閉塞した。爆破作業によって 1万

6000m3の岩石と土壌が堀り出された。アト・パシ河の水はいま384mのトンネノレを通

って水力発電所に流れている。この発電所は天山山脈の中心で海抜2000mのところに

ある。

(3) ナザロボ国営地区火力発電所の 7号発電ブロック完成

11月22日付の Stroitelinaj.α Gazeta紙によれば， ナザロボ火力発電所（クラスノ

ヤノレスク西方）の建設現場では， 第7番目の発電ブロックのボイラーに火がはいっ

た。テストの結果は建設労働者たちがこの大きなブロックの建設作業を立派に遂行し

たことを示した。

(4) 西シベリア冶金工場の第3コークス炉

11月28日付の Economiche成σ:jaGazeta紙によれば，西シベリア冶金工場の第 3コ

ークス炉は計画よりも 1ヵ月間早く稼動を開好した。その計画生産力は毎昼夜約2000

トンのコークスとなっている。 このコークス炉の稼動によって工場は自分の原料で高

炉の需要を完全に満すことになる。

(5) クゥルガン＝チユメーニ・テレビ中継線完成

11月28日付の Economicheskaja Gαzeta紙によれば， クゥルガン＝チュメーニ問

2000kmのテレビ中継線が操業をはじめた。革命50周年記念の頃に作られた沿線の放映

ステーションはチュメーニ州の多くの都市や農村にモスクワのテレビ・プログラムを

見ることができるようにした。
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日ソ関係

ソ連・東欧貿易会発足
口ソ航空商務協定調印

日ソ漁業交渉，東京ではじまる
ピノグラードフ駐日大使吏迭して帰国
日ソ貿易議定書調印
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10. 2 I トルコ・ソ述国境に核地雷網敷設か？

11. 8 i世界共産党首脳，モスクワで非公式会談

12. 8 I プレジネフ書記長，突然チェコ訪問，ノボトニーにテ
コ入れ

ソ連・ノレーマニア首脳会談不調に終る

ソ連，キューパへの石油給供を抑制して政治的に圧力
をかける？

12. 14 
～15 

12. 25 



アジアの動向国別シリーズ

アジア諸国の政治・経済・社会の動きを的確に把握

する基礎資料として刊行している月刊「アジアの動向」

の1967年 1月から 12月までを，各国ごとにまとめて，

1967年の回顧，総目次，年表を付した〈国別シリーズ〉

のご利用をおすすめします。

19651f. 1966年 1967年

i:ii'i 国 256頁 268頁 172頁

rjJ 国 品切 519 558 

イ ン ド 241 257 218 

インドシナ 263 267 480 

フィリピン 173 274 172 

タ イ 240 332 208 

シンガポーノレ 242 196 234 

インドネシア 296 251 208 

ピ ノレ マ才 325 387 288 

パキスグン 品切 354 300 

シベリア開発 386 387 338 

く国別シリーズ〉 定価 800円は部数僅少のためア

ジァ経済出版会（東京都新宿区市ヶ谷本村町42TEL（代表〉

353-4231）に直接お申し込み下さい。

アジアの動向〔シベリア〕 1967 

昭和43年 3月15日印刷 。1968{f:

昭和43年3月25日発行

定価 800円

発行所 ア ジア経済研究所
東京都新宿区市ヶ谷本村町42

印 刷所

製本
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